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章序

一.厳島神社と祭神

標高約 530メートルの弥山を頂き、周囲30キロ、対岸より 0.5キロ離れた瀬戸内海に浮

かぶ厳島は、四季折々の気象の変化に応じ、さまざまな様相を見せる。厳島はいつの頃か

らか、その秀麗な姿に神霊を感じた周辺住民や海上往来の人びとによって崇敬されるよう

になった。やがて弥山の山頂を遥拝し祭把を行う神社が、対岸と山の麓に作られ、これが

後に地御前神社(外宮)と厳島神社(内宮)になるのである。およそ七・八世紀の頃と推

定され、弥山を主峯とする島全体が神の居ます所として崇められた。厳島信仰はわが国古

来の山に超自然的威力を感じ、山を霊的存在と見なす自然崇拝に由来すると考えられる。

永い原始的信仰の時を経て、御鎮座(社伝によれば、推古天皇元年・ 593)ω から、九世

紀の初め神社の存在が国史に記されて以来、今日まで厳島信仰は絶えることなく存続して

いる。

神社の存在を示す確かな史料は、平安時代初期の国史『日本後紀~ (承和八・841)や『三

代実録~ (延喜元・ 901)に見られる。『日本後紀』の弘仁二年 (811)に、「伊都岐島神Jが

名神例・四時幣に預かる、とあり (2)、『三代実録』の貞観九年 (869)に従四位上に神階を

昇叙されている ω。また、平安時代の法令集「延喜式J(延長五・927)の神名帳には、 f安

曇国佐伯郡伊岐島神社j と記され、名神大社の社格が与えられている。従って平安時代前

期には朝廷の奉幣を受け、社と祭肥者を持つ神社として存在したことが判る。その後、お

よそ平安末頃、首#品ひ危の本:を主祭神とする宗像三女神を組るようになるが、これはか

つきまつる島j、すなわち神を斎き祭る島に由来するであろうと言われる。十一・十二世紀

に一宮・総社制度 ωが成立する頃には、厳島神社は安芸国一宮になり、当国第一の鎮守

神社の地位を不動にしている ω。こうしたことには、奈良時代から郡司として佐伯郡一帯

を治め、神社の祭記権を持った佐伯氏の台頭と勢力の拡大に依るところが大きい。

厳島神社は、平安時代の末、平清盛と平家一門の厚い信仰を受けて、飛躍的にその規模

を拡大した。久安二年 (1146)に安芸守になり、前後十年間、安芸守の任にあった清盛と、

当時、郡司で有力な在庁官人であり、神社の祭把権を掌握する神主佐伯景弘が結び、規模

においでほぼ今日のものに近い社殿を造営した。仁安三年 (1168)十一月付の「伊都岐島



社神主佐伯景弘解J(6)によれば、島内の本宮は九間二面檎皮葺宝殿をはじめ総計三十七宇・

間数三百問、百十三間の廻廊で結ばれ、地御前の外宮は六問一面槍皮葺宝殿をはじめ総計

十九宇・間数七十七聞とある。清盛は一門を挙げて厳島神社を崇拝し、その盛運とともに

社領も増え、祭礼行事をはじめ神社としての体裁を整えて行ったと考えられる。また平家

一門の崇敬は、後白河法皇や高倉上皇はじめ平安貴族の参詣を促し、厳島信仰は広まって

行ったと思われる。厳島神社は平家滅亡後も、朝廷や源氏をはじめ足利・豊臣氏など歴代

の政権者や、大内・毛利・福島・浅野氏など直接の支配者の参詣と加護を受けた。

一方、江戸時代の初め儒学者林鷲峰が、『日本国事跡考~ (寛永二十・ 1643)の中で、安

芸の国「厳島J(広島)を陸奥の国『松島J(宮城)、丹後の国「天橋立J(京都)とともに

「三処奇観j と呼んで以後、日本三景のーっとして知られるようになった。近世の厳島は

名神信仰と名所行楽の人びとが近隣遠方から来島し、また瀬戸内海の交通・商業の拠点と

して栄えた。

厳島神社の社殿は、清盛の時代以降、度々の火災(7)や台風・高潮などの自然災害によ

る被害を受けて来たが、その都度修理され、現在の本社本殿は元亀二年 (1571)に毛利元

就によって立て替えられたものである。明治時代に入って古社寺保存法(明治三十・ 1897)

が制定されると、同三十二年(1899)に「特別保護建造物」に指定され、大正十二年(1923)

には全島が史蹟・名勝の指定を受けた。また戦前の国宝保存法(昭和四・ 1929)において

も、戦後の文化財保護法(昭和二十五・ 1950)においても、本社本殿(図 1)、客神社本殿

(図2)をはじめ、厳島神社(図3)は国宝に指定(昭和二十七・ 1952) され、厳島は特

別史蹟・特別名勝に指定されている (8)。台風による被害の復旧に二年余を費やしたため、

一年遅く平成六年(1994)十月、御鎮座千四百年祭を執り行い、平成八年 (1996)十二月、

ユネスコの世界遺産に登録されている。

さて、先述のとおり厳島信仰は、原始林に覆われた弥山を主峰とする島全体の山容に神

威を感じた人びとが崇拝したことに始まる。海上往来の人びとは海路の守護神として崇敬

し、奈良時代からこの地方の有力豪族で、祭把権を持った佐伯氏をはじめ佐伯郡地方の人

びとが氏神、鎮守(鎮護する神)として崇拝していたと考えられる。やがて、名神大社の

社格が与えられ、安芸国一宮・鎮守神社となった厳島神社は、朝廷から奉幣を受け、国家

泰平や五穀豊穣、災害忌避など国家的祈願をする祭把を行うようになった。

当初、祭神は一神であったとされるが (9)、平安時代末期の「建春門院女院御方御神宝注

いちきしまひめのみこと

文Jに三女神の存在が初見される(川。鎌倉時代以後、三女神は市杵島姫命 (中御前)
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と白芯官官官(大宮)・鮮語灘官(若宮)の名前が当てられた円今日、神社で最も古

式を伝える祭式とされる正月元互の『神衣献上式Jでは、本殿の大宮・中御前・若宮の祭

神に新しい神衣が献上される。

ところで、欽明天皇七年 (538)、大陸から仏教が公伝された後、律令国家は国家統合の

ため神祇祭杷(12)と神話を重視し、その体系化を図る一方、仏教を鎮護国家の宗教として

積極的に取り入れ、都や地方に寺院を建て僧の養成に図った。これによって奈良時代中頃

には、各地に古来の神々の社と各種の仏教寺院が林立し、寺院に鎮守が和られて神々が仏

法を守るとされた。しかし、八世紀後中頃から神社境内に、日本在来の神々が仏教に帰依

し菩薩になる神宮寺が建立された。神宮寺は神仏習合の出発点といわれる(13)。さらに、

十一世紀に入る頃から、神々が仏法に近づくのではなく、仏が主体的に神の世界に入り、

神は本地である仏が仮の姿となって現われたものと考える本地垂迩説が起った。厳島神社

においても、仏教関係のものとして既に清盛の時代に建立された外宮十九宇の中に、玉間

四面槍皮葺の神宮寺があるほか、法華三昧堂、御読経所があり、内宮三十七宇の中に御読

経所、経蔵、鐘楼があるなど神仏習合が見られる。長寛二年 (1164)九月、清盛の記した

「平家納経願文jには『相伝云、当社是観世音普薩之化現也Jとあり、「伊都岐島神Jの本

地は十一面観世音菩薩であると信じられている。平安時代の作と考えられている十一面観

音像が、本地堂・夏堂などと呼ばれ、本殿の真後にあった観音堂に安置され、明治初年の

神仏分離まで毎年四月八日の釈迦の誕生日には供僧の法華経読経と楽人の管絃奏楽があっ

た (14)。また毎月十八日に観音堂で観音講などが行われていたが、神仏分離以後、本尊は

大願寺に移された。

なお、厳島神の本地を大日知来とする説 (15)もあったほか、戦国時代から江戸時代には、

厳島の女神は弁才天であるとされ、広く大衆の信仰を集めた。弁才天はインドの川の女神

が仏教の天部に取り入れられ、音楽や財宝・福徳を授ける女神として信仰された。厳島は

相模の江ノ島と近江の竹生島とともに三大弁天として知られたが、これは厳島明神が古く

龍女の化身と考えられていたことに由来するであろう。しかし、いづれにしても厳島神社

においては、明治初年の神仏分離まで、神々の信仰と観世音菩薩など諸仏の信仰が並存し、

島内や社殿の建造物や祭礼行事などにおいて、神と仏が随所で共存していたと思われる。
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二.問題の所在一厳島と芸能

ところで平安時代以来、厳島と厳島神社について、どのような記述や研究がされてきた

であろうか。厳島は明神鎮座の地、また景勝の名所であり、厳島神社は永い歴史を持って

いる。今日まで非常に多くのことが語られてきたが、実際にどのようなものがあるのか。

古くは「高倉院厳島御幸記Jをはじめとする紀行文や旅日記、歌や物語があり、近世は『芸

藩通志』など地誌や案内記、木版図会などがある。近代以降は、『厳島名所しるべ』など名

所案内記が次々と発刊され、厳島神社の歴史に関する学問的研究書の嘱矢といわれる『厳

島誌~ (明治四十三年)をはじめ、厳島の自然や文化、厳島神社の歴史や建造物、宝物など

が学術的に研究されるようになった。「表 1 厳島神社関係文献Jは平安時代から昭和二十

年頃までの厳島と厳島神社関係の主要な文献である。参考にした吉井良隆「厳島神社関係

文献解説J (W神道史研究~) (16)には、主なものについて内容の紹介があるので参照された

い。戦後、厳島は瀬戸内海国立公園の中にあって島全体が特別史跡・特別名勝に指定され、

自然研究や古文書の発掘にともなう歴史研究、また文化財としての建造物や宝物に関する

研究が増えた。戦後の文化財保護法(昭和二十五年)によって、国宝指定の社殿や「平家

納経jをはじめ文化財に関する記述や研究、出版物は殊に多い。現在、厳島神社は「表 2

厳島神社国指定建造物・美術工芸品J(17)に示すとおり、国宝十七件をはじめ数多くの宝物

を所蔵する。

これらの厳島や厳島神社の歴史を語る文献資料や、厳島信仰を表わす造形資料などにつ

いては、今まで多く取り挙げられ研究がされてきた。しかし、厳島信仰と深く結び、神社

の根源に関わる中心的活動である「祭礼j と「祭礼に伴う芸能Jについては、今までほと

んど本格的な研究がなされていない。その理由の一つは、祭礼や祭礼に伴う芸能が目に見

える形や文字などとして残らないためであろう。祭礼は行為であり、芸能は視覚的・聴覚

的、瞬間的芸術である。今日のように写真や映像・録音技術のない時代の祭礼芸能につい

て、その実態を明らかにすることは難しい。従って過去の祭礼や芸能についての研究は、

言葉による記述と伝承されてきた現在のそれによって推測するしかないのである。

しかし、厳島の芸能研究は次の理由によって重要であると考える。第一に、千数百年来

繰り返されて来た神を把る儀式・祭礼は、神社存在の中心であり、それに伴う芸能は祭礼

の重要な部分である。すなわち祭礼は神への信仰表明、祭礼芸能や奉納芸能は神への無形
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のささげものといえる。従って厳島の芸能研究は、厳島神社と厳島信仰の全体像を明らか

にするうえで必要であると考える。第二に、厳島神社と厳島の祭礼と芸能を明らかにする

ことによって、これまで記述し研究されてきた厳島神社と厳島を違った面から把え、根源

的な考察を加え、より広い視点からその歴史と文化を明らかにすることができると考える。

第三に、厳島神社を中心とした厳島には、清盛によってもたらされた舞楽をはじめさまざ

まな芸能が行われており、芸能史研究家・中村保雄は、 f厳島神社を中心とする芸能といえ

ば、さながらわが国の芸能史をひもとくがごとくであるJ(18) と述べている。厳島の芸能を

日本の芸能史の中で捉え、その内容と価値を明らかにできると思われる。また反対に、厳

島の芸能を明らかにすることによって、日本の芸能史を見ることができると考える。

芸能が演じられるためには、 f場J(舞台)、「人J(演者や観る人など)、「動機J(目的)

が必要である。厳島においては、弥山原始林を背景に優美な社殿が海上に浮かび、この上

ない「場」の設置がある。また神主や亙女・楽人・舞人・役者、平家一門や海路参詣する

信仰厚い人びとなど多くの「人jびとがいる。そして人びとには神を把り、一門の栄達や

天下安穏・五穀豊穣・息災延命、海路の安全などさまざまな祈りをささげる f目的jがあ

った。

厳島には八百年余の伝統を持つ舞楽、四百年来演じられている神能がある。しかしまた、

既に廃絶した芸能もある。本論は厳島神社に現在どのような祭礼行事があり、祭礼に伴う

芸能は、どのようなものであるのか。また、かつてどのような祭礼と芸能があったのか。

明神鎮座地である厳島に、どのような芸能が行われてきたのか、また行われているのかな

どを明らかにしようとするものである。『日本後紀』に伊都伎島神の名が現れてからでも、

およそ千数百年になる現在まで、永きにわたって広範な階層や地域の人びとの信仰を集め

てきたのはなぜか。厳島信仰と祭礼、芸能を明らかにする中で見えてくるものがあると考

える。第一編で厳島神社の芸能と結び付いた祭礼とその変遷について述べ、第二編で現在

も継承されている舞楽と神能を中心に失われた芸能、神社周辺の芸能について論じ、図絵

や写真によって視覚的に実態を記述する。

厳島の芸能に関する先行研究は比較的少ない。永い伝統を持つ舞楽に関しては明治四十

年代の重固定一 f宮島舞楽J(叫「宮島舞楽沿革考J(20)はじめ、小倉豊文「厳島神社舞楽考j

(21)、拙著「厳島の芸能(ー) 舞楽についてJ(23)などがある。神能なども含め広く厳島

の芸能について論じたものは、先に挙げた昭和四十一年の中村保雄「厳島の芸能jや、野

坂元定 f厳島神社の神事と芸能J(23)、拙著「厳島の芸能J(24)、河上繁樹「厳島神社の舞楽
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と能一装束を中心にーJ(25)などがある。中でも祭礼と舞楽に関しては、松岡久人 f祭礼法

会と舞楽の伝統J(W安芸厳島社』法蔵館、昭和六十一年)があり、永い歴史を持つ舞楽に

ついての本格的な研究と言える。また、最近では松井輝昭『中世前期の厳島神社における

国街祭把と神事・祭礼の「場JJ(平成二十・2008)(26)がある。しかし、厳島神社の祭礼と

厳島の芸能についての体系的な研究は、まだないと言ってもよいであろう。

ところで、祭礼(祭式)と芸能の結びつきについては、ギリシア古典劇の研究者ハリソ

ンが「古代芸能の発生・発展は祭式と深い関係がある。J( W古代芸術と祭式~) (27)と述べ

ている。これはわが国の古典芸能にも当てはまると思われ、古代の芸能は原始的な呪術的

宗教的儀式から発生し、それを発展させる重要な場であったと考えられる。'わが国古代の

芸能を物語る形象として、縄文時代(---紀元前二世紀)の土偶、土面(図4)が、原始芸

能である以前の呪術的宗教的行為があったことを示している。古墳時代(四世紀頃~六・

七世紀)には、「祈る亙女Jや歌い舞う人びとの姿を表わした「踊る人びとJr琴を弾く男J

「太鼓を打つ男jなどがあり、原始芸能を推測することができる(図 5)。

厳島神社において平安時代後期、舞楽が演じられるようになるまでには、日本芸能史で

いう原始芸能時代、外来楽時代がある。厳島の主要な芸能関係事項を記し、厳島の芸能が

日本の芸能史のなかでどのように位置づけられるかを示すのが、「表 3 厳島の芸能関係

年表J(28)である。これ以外にも、歴史の表に出なかった各種雑多な郷土的土俗的芸能が、

古来日本の各地にあったと思われる。厳島においても早くから祭杷に伴う神楽など民俗的

芸能があったと思われるが、具体的な資料がないため、厳島の芸能といえば平安時代末か

らのことになる。

三.瀬戸内海と文化の伝播

文化や芸能を造り出すのも伝えるのも人である。平安時代の末、中央政界で実権を握っ

た平清盛とその一門の度々の参詣以来、厳島へ往来した上皇・将軍・公家・武家・僧侶な

ど、文化の担い手であり伝え手である者は多い。平清盛は久安二年 (1146)に安芸守にな

って以後、国司の任務として安芸国一宮・伊都伎島神社に社参し、早くから繋がりを持っ

ていた。武門の出で太政大臣にまで異常な昇進をした清盛は、永暦元年 (1160)以降、記

録に現われただけでも二十年間に十数回、平家一門の運命に重大な意味を持つ時点に参詣
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している。このうち承安四年 (1174)には、清盛と共に後白河法皇制が、清盛の妻時子

の妹で法皇の妃である建春円院滋子 (30)と、多くの公卿を従えて御幸されたのをはじめ、

治承四年 (1180)には春秋2回、建礼門院徳子 (31lを伴った高倉上皇の御幸があった。「表4

平安~桃山時代 平清盛ほか厳島参詣者年表Jは、平清盛をはじめ平安から桃山時代に厳

島参詣をした文化人や芸能人、および時の権力者などの一覧表である。

このように平家一門や上皇、公卿の厳島参詣と、また逆に神主佐伯景弘や内侍たちの上

洛という「人j の往来は文化を伝えるものであった。清盛は奈良時代の外来芸能で、朝廷

で伝承された宮廷の式楽・社寺の法会の歌舞として、平安時代の上流社会に支えられて栄

えた舞楽を厳島に根付かせた。加えて長寛二年 (1164)、清盛が神社に奉納した「平家納経J

(国宝)三十三巻をはじめ、「彩絵桧扇J(国宝・伝平氏奉納)や『墨書扇J(重文・伝高倉

天皇御物)など、厳島神社に奉納された「ものj、即ち数々の優れた美術工芸品は、第一級

の平安文化を厳島へ伝えている。「平家納経Jは、金銀切箔や野毛・砂子、葦手絵など種々

の技法を施した美麗な料紙、唐絵・大和絵による五彩の雅な表紙と見返絵、外題や軸首の

優美な装飾金具など意匠を凝らし、当代最高の技術を駆使じ善美を尽した奈良・平安時代

に盛行した装飾経の白眉として知られる。

その後も鎌倉・室町時代を通じ、中央文化人の往来は頻繁にあったと推測される。よく

知られているのは、漂泊の歌人西行法師(元永元~建久元・ 1118-----90)、全国各地を念仏遊

行した時宗の開祖一遍上人(延応元~正応二・ 1239-----89)、大納言久我雅忠の娘で御深草院

に仕え、中世の女流日記 fとはずがたりJを書いた二条尼、和歌・連歌をよくした当代一

流の教養人で、九州探題に赴任する途上の応安四年(1371)に厳島を訪れ、紀行文「道ゆ

きぶりJを書いた今川貞世(了俊)などである。室町幕府を聞いた足利尊氏、三代将軍足

利義満も参詣している。その他「鋳銅釣燈龍J(正平二十一・ 1366寄進銘)を奉納した博多

講衆のように、奈良朝以来、都と大宰府、京坂地方と九州、朝鮮、中国などを結ぶ主要な

航路であった瀬戸内海を往来するさまざまな人が、大多数は確かな足跡を残していないが、

来島参詣したにちがいない。

それではいつ頃から厳島に人が住みつき、町が形成されて行ったのであろうか。確証は

ないが、平家一門が度々参指した平安時代には、神社に仕える内侍たちの宿泊所があった

とされる。また清盛の時代に執り行われた千僧供養(治承元・ 1177)や、恒例となった一切経

会(承安四・ 1174以来、慣行)、鎌倉将軍家祈祷のため毎年行われた御戸関節会(貞永元・ 1232

以来、慣行)などが内侍・供僧・社家の厳島定住を進めるきっかけになったと考えられる。最
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近の考古学調査によれば、奈良時代以前から島内に居住者があったことが実証されると言

われる。しかし、これまでの論によれば、鎌倉時代の二度(承元元・ 1207、貞応二・ 1223)

にわたる社殿焼失によって、その都度朝廷の援助を受けて再建が企てられ、これに携わる

大工・工人たちが住みついたと考えられていた。厳島神社に関して言えば、室町時代の頃

には既に、祭j租を伺る棚守をはじめとする社家や内侍がおり、大聖院などの寺院・僧坊の

供僧、社寺の造営修理に当たる工匠などが住んでいたと考えられる。また、春秋盛大に行

われた祭把には、海路陸路を通って遠国から多数参詣者が集まり、銭貨による物質の交易

が行われるなど、明神鎮座地として、また商業・交通の拠点として多くの人びとが往来し

たと思われる。

ことに戦国時代(1500年代)、大内氏の本拠地である山口が応仁の乱後、荒廃した京都に

代って西の京と言われるほど繁栄し、京都と山口聞を往来する公卿や文化人も多く、それ

らの人々が厳島へ立ち寄り、厳島の文化を高めたと思われる。戦国時代に厳島を訪れた貴

紳や上方芸能・文化人については、『安芸厳島社~ (松岡久人著)に載せられた「厳島来訪

一覧」に詳しいが、大内義隆が厳島神社に奉納する万句興行のために、来島滞在した連歌

師や、毛利元就の招きに応じて来島演能した観世大夫一行など、その代表的なものと言え

よう。

ところで瀬戸内海は、「島国日本の性格をもっとも特徴的に具現した、こぢんまりとした

変化に富む、日本を代表的する風景J(32)と言われる。一万七千平方キロメートルの海域に

約三千の島が浮かぶ日本最大の内海である瀬戸内海は、本州と九州、四国を相互に結ぶ航

路である。古くは飛鳥時代の遣随使(推古天皇八~同二十二・600"-'614・五回)や、飛鳥・

奈良時代の遣唐使(静明天皇二~寛平六・ 630"-'894・十五回)が、中国の進んだ制度や文

物移入のために通った路である。「延喜式J(延長玉・927)にある都と太宰府を結ぶ陸上の

大路「山陽道Jに対し、平安時代の始めから瀬戸内海は、大陸との交易の主要ルートであ

った。内海地方の中央貴族や大社寺の領地の産物や、中国山地の鉄、瀬戸内の米・棉・塩、

魚介類などの輸送経路であった。十二世紀には清盛によって大輪田泊や音戸の瀬戸が聞か

れ、日宋・日明貿易船やシャム・カンボジアなどの東南アジアまで出かけた朱印船が行き

交った。寛文十二年(1672)河村瑞賢が出羽、北陸と大坂を結ぶ西廻り航路を開くと、東

北地方の米や海産物を流通経済の中心地大坂へ運ぶ北前船が盛んに行き来した。慶長十二

年(1607)から文化八年(1811)まで二百余年間に十二回、ソウルから江戸城へ向かう朝

鮮通信使が通交するなど、瀬戸内海はまさにわが国の重要な交通運輸の航路であった。
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その瀬戸内海の海上航路(沿岸沿いの地乗り航路)に、風待ち潮待ちの港町、碇泊した

り産物を積み出したりする港町が生まれた。兵庫・室津・牛窓・下津井・玉島・笠岡・鞠・

尾道・上関・下関などである。中でも『万葉集』の歌にも見える古い天然の良港、室津・

牛窓・鞘などは、大宰府や長崎奉行などへ赴く官人や役人、参勤交代の西国大名、朝鮮通

信使などの碇泊港として、また物資の流通・貿易地として栄えた。輔を例にとってみると、

奈良時代より景勝地として知られ、遣唐使など多くの人々が宿泊している。大宰府長官に

なった大伴旅人(天智四~天平三・665'"'-'731)は、行き帰りに靭に立ち寄り、「わぎもこが

見し輔の浦のむろの木は、とこ世にあれど見し人ぞなきj など、三首の歌を詠んでいる。

行きは一緒であった妻を赴任先で亡くした旅人が、輔の浦で亡き妻を追慕した歌である。

また「足利氏は靭に興って靭に亡ぶJ( W沼隈郡志~)と言われ、尊氏が天下掌握のスター

トを切ったのも、室町最後の将軍義昭が毛利輝元を頼って逃走したのも鞠であったo

そのほか安国寺に伝わる鎌倉時代の阿弥陀三尊像(重文・文永十一・ 1274の胎内銘記が

ある)をはじめ、鞘に現在ある禅宗・時宗・真言宗・浄土宗・浄土真宗、日蓮宗などさま

ざまな宗派の寺院は、瀬戸内海を通って知何に多くの宗教が伝播して行ったかを物語って

いる。また平賀源内(享保十四~安永八・ 1729'"'-'1779)、田能村竹田(明和二~天保二・ 1765

'"'-'1831)、頼山陽(安永九~天保三・ 1780'"'-'1832)、十返舎一九(明和二~天保二・ 1765'"'-'

1831)、三条実美(天保八~明治二十四・1837'"'-'1891)などの文化人が鞠に立ち寄っている。

牛窓には朝鮮通信使ゆかりの『唐子踊りJが伝わり、靭には通信使の宿坊となった福禅寺

客殿の対潮楼に、六代家宣の慶賀使・李邦彦が輔の景観を賞賛し、「日東第一形勝J(正徳

元・ 1711)という書を書き残している。

東西四百五十キロメートルにわたる瀬戸内海の航路を行き交う人びとは、宿泊や風待ち

潮待ちのために港に上陸し、そこで地元の人びとや旅人同志が文化的交流を持った。しか

し、そうした港町以上に、海路の守護神として信仰された厳島神社へ、漁民や海運業者を

はじめ旅人が数多く参詣に立ち寄ったにちがいない。桃花祭を中心とする春市、管絃祭を

中心とする夏市、菊花祭を中心とする秋市には、近在遠境の大船小船や多くの人びとが参

集したという。元禄十五年(1702) 開板の『厳島道芝記~ (巻五)の『四季市盾」に「近方

遠境の大船小船、国々の商人おのがさまざま、唯此の湊に入り来るもの、売買せずして又

持出るといふことなし。繁栄なる市庖の場なり。jとある。そうした『人jと『ものjと「路j

によって文化や芸能は伝播し、また逆に文化生成に刺激が与えられたと考えられる。こう

した土地柄を背景に、厳島において平安時代の末から舞楽をはじめさまざまな芸能が行わ
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れて来たのである。

ところで、近世の厳島神社が一般的にどのように理解されていたかを示すものに、神社

を中心に厳島を描き、説明書きを加えた「厳島絵図Jがある。これは江戸中期・寛政の頃

から、弥山と神社を中心に明神鎮座の霊地を僻暇的に描いた木版一枚刷りの名所絵図であ

る。大半が宮島の版元から出され、日本三景のーっとして知名度が上がり、増加した参詣

者の求めに応じて刷られたと思われるガイドマップである。

宮島歴史民俗資料館には江戸中期以降、昭和十三年頃までの「厳島絵図Jが、数多く収

蔵されている。江戸時代の墨刷・色刷の木版一枚刷りの f厳島絵図Jは、個人蔵も含め約

三十枚あり、その一覧表と主な絵図が『宮島の歴史と民俗JNO. 10に載せられている刷。
あきのくに

そのうち版木も含め、最も年記の古いものは寛政二年(1790)の「安芸州厳島之図Jであ

るという。

しかし、ここに挙げる「安芸州厳島図会J(個人蔵) (図6)は、その詞書からそれより

一年早い天明九年(寛政元・ 1789)の板を寛政七年初春(1795)に改正し、同じ宮島東本

町通北之町の版元・石見屋清蔵が版行したものである。しかも単なる観光マップではなく、

地理的情報を美しく絵画的に描写した一枚の景観図であり、風景版画といえるものである。

本図は寛政二年の図や他の版元の図会に比べ、弥山を中心により広く厳島を捉え、絵画的

な描線に手彩色を施した造形的に優れた名所絵図である。東は聖崎や長浜胡から西は大元

社まで、南は弥山頂上や弥山求聞持堂から北は後奈良院御良筆の扇額が掛かる大鳥居まで、

町名や路地、建物の名称などを細かく表示している。「御本社大宮J真後の「観音堂J、宮

島芝居があった「芝居仮屋Jや「常芝居」の小屋なども見える。閉じ絵師・貞木斎嘉陵の

下絵に依るが、構図においても社殿をはじめ建造物や景観においても、写実的で手慣れた

描写である。本図の左上には下記の詞書があり、近世の厳島神社がどのように記述されて

いたかを知ることができるので、全文を記しておく。

あきの〈にいっ〈しまずえ (一七九五)

安曇州厳島園曾 寛政七初春

改正之

{いつまはの}

以川くし満の御社盤、天照皇大神宮乃
{れるはひめ)

あ連ませ流 三者しらの飛免神なり。わけで
いちきしまひめ{みこととあがるがゆ}

市杵嶋姫の命を主登し崇め奉流可由へ、
{となあも、}

いつく嶋大明神と登奈へ奉る。御本社相との
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三座以上玉殿六座、外伝弁財天之像安置、
{すさのうのみことれ}

客人之御社ノ、素童鳴尊のあ連ませる
{はのひ}

五つ者しら能飛こ神なり。当社御造営者、
(一七八九) (とりまで}

推古天皇端正五年、今天明 酉迄千百九十七年。

宮殿ハ尺間十二間七寸、五間五尺五寸、幣殿三棟拝殿

{ならび)

井=経座、斎所、抜殿、高舞台、平ふ多ひ、左右

楽屋、門客人の社、客人御社大宮同前、廻廊

(しゃ〈まけんごとかね........(かた}

ハ尺間百八問、問毎に金灯篭を ・け堂り。
ママ{禎}

四候帝の御宇再興、嘉・年中、当国を御寄

附あり。八ヶ年の貢を以て両宮殿社、其外摂社

{すべて廿遷}

末社惣而ー百・五社、迂宮し奉る。其営構今=

残りて厳重なり。年中祭礼七十二度、市立

((わし(>まいきょとま (-r>

三六九月、委敷ハ枚挙にい登満あら須。

道芝記八巻井八景集=出。

宮島東本町通北之町石見屋清蔵梓行

即ち、厳島神社は市杵嶋姫命を主とする三女神を崇め、いつく嶋大明神と称する。また

本社には玉殿六座のほか弁才天を安置し、客人社には玉柱の男神を杷る。当社造営の推古

天皇の代から今・天明酉年(1789)まで千百九十七年になる。宮殿の長さは十二間七寸と

五間五尺五寸、幣殿・三棟拝殿・経座・斎所・誠殿・高舞台・平舞台・左右楽屋・門客人

社、客人社と大宮の前の廻廊は百八間あり、一間ごとに鉄灯篭を掛ける。貞応二年(1223)

に神社が炎上し、四条天皇の代の再興にあたっては嘉禎年間に安芸国が寄付され、八年の

貢をもって両社・摂末社総べて百二十社の遷宮を終えて今に至っている。年中祭礼七十二

度、市立は三・六・九月である。詳しいことは『厳島道芝記~ w厳島八景集』に出ている、

というものである。以上のように厳島神社は広く理解され、江戸中期の祭礼は年間七十二

度、春夏秋の三度の市立が恒例化していたと述べている。それでは近代以前に厳島神社の

祭礼にはどのようなものがあり、明治維新の変革によってどのように変わり、現代の祭礼

と祭礼に伴う芸能はどのような変遷を見たのであろうか。
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[註]

序章

1 神社の創始に力があったのが、この地方の豪族の当社の神主・佐伯袋詰である。その子孫

には時代の節目で活躍した佐伯景弘、棚守房顕などがいる。

2 r日本後紀』弘仁二年 (811)七月十七日の条。
3 r三代実録~ (延喜元・ 901)の貞観元年 (859)正月二十七日の条に、正五位下伊都岐嶋

のほ

神を従四位下に陸らしめたとある。また貞観九年 (867)十月十三日の条に従四位下伊都

岐嶋神を従四位上に陸らしめたとある。

4 九世紀末頃までに祈雨・止雨、豊穣の予祝のため、天皇が幣吊を捧げて祈願する(奉幣を

行う)社が定められた。十一世紀院政期に朝廷が特別に崇敬する神社、二十二社が成立。

恒例の祭把のほかに朝廷主宰の臨時祭を催し、高い格式を誇った。畿内の二十二社に対し、

〈が

地方に各々一国を代表する一宮が定められ、在庁官人・在地領主が政務をとる国街に、国

内の諾社の祭神を祭る総社が造られた。

5 松井輝昭「中世前期の厳島神社における国街祭把と神事・祭礼の「場JJ (r芸備地方史研

究~ 258・259、芸備地方史研究会、 2008年)によれば、厳島神社が安芸国一宮であること

を最初に確認できるのは、長寛二年 (1164)四月二十一日付の「清原清末田島等寄進状」

(r新出厳島文書J37号)であるが、実際はもっと早い時期ではないかという。即ち、松

井は天慶三年 (879)、「伊都岐島神Jが「速谷神Jとともに正四位下に昇叙された時、朝

廷の記録に「伊都岐島神Jが先に記されていること、寛仁元年(1017)十月二日の条に、

朝廷から伊勢神宮を始め全国五十の名神大社に大神宝使(後一条天皇の一代一度の大神宝

使)が遣わされた時、安芸国では厳島神社が選ばれていること (r左総記~)、また、当社

は承平二年 (932)九月、朱雀天皇の時から一代一度の大神宝使の派遣対象社になってお

り、以来、永暦元年 (1160)の二条天皇の時まで十七回も派遣されるなかで、厳島神社は

安芸国第一の鎮守の地位を不動にしたのではないか、と述べている。

6 史料通信叢誌第壱編撤島誌所収文書Jr広島県史』古代中世資料編田、 1542頁。
7 鎌倉時代の承元元年 (1207)七月、貞応二年(1223)十二月のほか、文永七年 (1270) ー

月 (r一代要記~)、神社炎上の記録がある。(林喜親編「厳島関係年表J r仏教芸術~ 52、

毎日新聞社、昭和 38年)

8 厳島の「弥山原始林Jは昭和四年(1929)に本州南部を代表する原始林として、国の天然

記念物の指定を受けた。
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9 野坂元臣 rr厳島信仰Jの七つのキーワードJ(r厳島信仰事典』戎光祥出版、平成十四年、
25頁)

10 承安四年 (1174)三月二十六日付の「建春門院女院御方御神宝注文J(野坂家所蔵文書)。

また宝暦年間(1751-64)頃に書かれた『伊都伎島皇太神宮御鎮座記』に、大宮を田心姫

命、中御前を市杵島姫命、若宮を端津姫命に当てると記される。(前掲載、野坂元臣)

おおえのまろうど 〈まおかのまろうど

11 厳島神社は本殿に把る三女神(三座)と、摂社・客神社の大兄客人・隈岡客人の二神(二

座)の玉座を把るほか、本殿近くの尖首神社の大国主大神(一座)を把る。

12 天神と地祇・天の神と地の神など神々を杷る祭式。

13 人間の罪の源泉である物や人間に対する欲望を断ち、悟りの境地に達することを究極の目

的とする仏教の伝来によって、律令国家の王権と官僚貴族の聞に個我の所有と支配に対す

る罪業意識が生まれた。神々は彼らに代って罪業を告白し、神々の神身離脱と仏教帰依が

始まった。八世紀後半ばから九世紀半ばにかけて神々を仏教に帰依させ菩薩にする神宮寺

が建立されたが、所有と支配の罪を犯しても僧への供養・布施を行えば膿罪されるという

大乗仏教の教えをとる神宮寺は、支配者階層に好都合なものであった。(義江彰夫『神仏

習合』岩波新書453、岩波書底、平成人年)

14 r厳島道芝記』巻三に「くわんをんたうJ(観音堂)の図絵を載せ、 f夏堂Jの項に大宮御
L きみ

前の後方にあり、毎年四月八日(釈迦誕生)から、櫨(じんこう・香木)を摘む故に夏

堂といい、堂内に十一面観世音を安置し大明神の本地という、と記している。同巻六の年

中行事にも、四月八日を I法華Jと称し、観音堂で本尊開帳、供僧が法華経を真読、楽人

が管絃を奏楽し、この日から夏中、櫨をつむ、とある。

15 承安四年 (1174)三月の「建春門院厳島御幸御願文J(r芸藩通志』所収)に、「夫当社者、

尋二内証一者、貝iJ大日也」とあり、厳島に縁のある天台宗は大日如来を本尊とする。また『古

事談』に「日本国中大日如来ハ伊勢大神宮ト安芸厳島也j とあり、大日知来説も根強くあ

ったと思われる。

16 吉井良隆は「滋島神社関係文献解説J(r神道史研究~11ー6、神道史学会、昭和三十八年)

の中で、文献を三つに分けている。すなわち(1)紀行文としての参詣記(中世)、 (2)

厳島合戦記(戦国時代)、 (3)地誌および名所案内記(近世)である。「表1 厳島神社

関係文献jは、吉井の文献解説以外のものや、近代以降戦前までの主な文献を加え、編年

体で記した。

17 平成十九年六月二日、県立広島大学で発表した公開シンポジウム・厳島信仰のひろがり「神
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にささげられた品々一能面・能装束・絵馬を中心に-Jで使用した資料。

18 中村保雄「厳島の芸能J( r秘宝厳島』講談社、昭和四十一年、 172頁)
19 r神社協会雑誌~ 2・3・4月号、明治四十年。

20 重固定一『厳島誌』金港堂書籍、明治四十三年。

21 r大八州~ 29ー5、昭和十五年。

22 r塾術研究~ 2 広島芸術学研究会、平成元年。

23 r厳島民俗資料緊急調査報告書』広島県教育委員会・宮島町、昭和四十七年。
24 r芸術と風土』広島大学放送教育実施委員会、平成五年。
25 奈良国立博物館編『厳島神社国宝展』読売新聞大阪本社、平成十七年。

26 r芸備地方史研究~ 258・259、芸備地方史研究会、平成二十年。

27 J.E.ハリソン『古代芸術と祭式』創元社、昭和十六年。

28 拙著「厳島の芸術(ー)舞楽についてJr芸術研究~ 2号、広島芸術学会、平成元年初出。

29 鳥羽天皇の第四皇子 (1127'"'-'92)、久寿二年 (1155)即位。保元の乱に勝利し、藤原摂関

家の勢力削減など皇室権力の伸張を推進した。嘉応元年 (1169)法皇となり、造寺・造仏・

社寺参詣を行い、『梁塵秘抄』を編んだ。

30 後白河天皇の女御で高倉天皇の生母。安元二年 (1176)に崩御。

31 清盛の娘、高倉天皇の中宮 (1155'"'-'1213)。高倉天皇の中宮 (1155-1213)。安徳天皇の (1178

-85)の母。寿永二年 (1183)平家一族とともに壇ノ浦で入水したが、助けられて出家、

大原寂光院で余生を終えた。この時二十一歳。

32 谷口澄夫・後藤陽一・石田寛『瀬戸内の風土と歴史』歴史と風土9、山川出版社、昭和五

十三年、 5頁。

33 宮島町立宮島歴史民俗資料館、 1991年発行。同書で高橋修三・同館学芸員が rr厳島絵図j

について」詳しく述べている。また、『宮島の歴史と民俗~ NO. 11に、明治以降、昭和十三

年までの「厳島社頭図Jなど、色刷や多色印刷の三十四枚の厳島絵図の一覧表と十数枚の

絵図の写真を載せる。しかし、絵図を見る限り、江戸期のものと比べ、多分に類型化し面

白味に乏しい。

14 



第一編 厳島神社の祭礼行事と芸能



第一章 年間の祭礼行事

緒言

神社の祭礼と芸能は密接な関係を持つ。祭礼は祝詞や御供があるだけではない。多くの

場合、歌舞・管絃を伴う。厳島にどのような芸能があるのか、また過去にあったのかを明

らかにするためには、まず、厳島神社の年間の祭礼行事を明らかにしておかなければなら

ない。祭礼に伴う芸能は、祭礼行事の記述の中に見られ、それらを手懸りとして見ていく

ほかはない。厳島神社を中心とした祭礼行事は、永い歳月をかけて恒例化し、また、時代

の推移の中で様相を変えて行ったと思われる。何時の頃、どのような経緯で祭礼が年中行

事化して行ったかは明らかでない。しかし、室町時代には既に、現在の年中行事の基が形

成されていたことが、「厳島野坂文書Jなどから分かる。

厳島神社の年間の祭礼行事について、江戸時代の『芸藩通志』は、『今所行の祭把祈祷、

法楽雑事、大小百齢あり。J(I)と記している。また、寛政年間に島内で作られた木版摺に

は、 f年中祭礼七十二度J(2)と記されている。古来より引き継がれてきた、内宮の本社と

客神社、外宮の祭礼をはじめ、本社の祭神と縁故の深い神を祭る摂社・末社の祭礼を加え

ると、枚挙にいとまがないと言える。そこで、ここでは現代の厳島神社を中心とする年間

の祭礼を、内宮・外宮と主要な摂社の祭礼にとどめる。

厳島神社の祭礼は、平成十九年 (2007)現在、年間六十三回ある。本社・客社で行われ

る祭礼は四十五回、その他の摂末社・境外社の祭礼が十八回である。そのうち大祭式で行

われる中でも重要な祭礼は年に五回、中祭式で行われる祭礼は七回、その他は小祭式で行

われる。現在、厳島神社で行われている年間の祭礼を、本社・客社と摂末社に分けてまと

めると「表 5 厳島神社の年間の祭礼j のようになる。なお、祭礼の名前や回数、執行時

間などは天皇や宮司の代替りなどの要因で年度によって変わることがある。

ところで現行の厳島神社の祭礼行事を研究するに当り、その歴史的裏付けとなる古文書

や文献などに基づきながら考察する必要がある。そこで、まず最初に、近代以前の厳島神

社の年間の祭礼行事の記録から明らかにしておきたい。また、永い歴史を持つ厳島神社の

数多い祭礼行事は、明治初年を境に大きく変動した。その一つは祭礼の執行日の変動であ

る。従来通り旧暦(太陽太陰暦、以下太陰暦という)のまま行われるものと、新暦(太陽

暦)へ移動したものとがある。ここでは現在の祭礼行事を分類することから始め、新暦で
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行われる祭礼と旧暦で執行される祭礼に分け、また明治初年に失われた祭礼、名称や日程

が変わった祭礼、新たに執行されるようになった祭礼を列挙することによって、その変動

を明らかにする。

第一節祭礼行事の記録

厳島神社の年間の祭礼行事について記述した最古のものは、「厳島野坂文書jの中にある

「厳島内宮外宮神事年中行事J(3) (図 7)であろう。ここで言う年中行事とは、年間の祭礼

と行事を合わせたものと解される。この文書に年記はないが、正月三箇日、大本社の御供

が桜尾城より来た、と記されている ω。藤原神主家の居城であった桜尾城が陥落したのは

大永四年(1524)であった。このことから、同書は大永四年(1524)以前のものと思われ、こ

こに記された年中行事は、それ以前の記録と考えられる。同書のほかにも「巻子本厳島文

書jの中に、同じ室町時代の年中行事を記録したものがある。永禄六年(1563)八月十三日

の年記がある「厳島内外宮社役神事次第J(5) (図8)である。

江戸時代の年中行事の記録は、元禄十五年(1702)開版の『厳島道芝記』巻六の「年中行

事 臨時礼箕J(6)・(図9)、文政八年(1825)刊行の『芸藩通志』巻十四の「祭杷祈祷法楽雑

とう L

行事J!7}.(図 10)、天保十三年(1842)開版の『芸州厳島図会』巻五の「祭礼井年中行事祷把
のこじ

故事J(8) (図 11)などに見ることができる。

「厳島内宮外宮神事年中行事J(r厳島野坂文書J)、「厳島内外宮社役神事次第J(r巻子

本厳島文書J) と、『厳島道芝記~ w芸藩通志~ w芸州厳島図会』は、室町時代と江戸時代に

おける厳島神社の年間の祭礼行事を知るうえで貴重な資料である。これらの記録と現在の

厳島神社の年間の祭礼行事を比較検討していくなかで、厳島神社の祭礼行事と芸能の歴史

と変遷が明らかになって来ると考える。そこでまず、これらの文献の成立年などを明らか

にし、年中行事の記録の出所を明確にしておきたい。

(-) r厳島内宮外宮神事年中行事J( r厳島年中御神事御祭次第J~ r外宮年中御神事

御祭次第Jを合わせて言う)は「厳島野坂文書J(1939号)のうちの一つであり、同文書

は古くから大宮棚守職を世襲する家系に伝来したものである。その家系は、厳島神社の創

きえき〈ちもと

建に携わったと伝える佐伯鞍職を祖とし、現在の野坂家は、少なくとも南北朝時代の永和

四年(1378)に、厳島神社棚守職にあった長元久 (9)以前からあった。その後、苗字を「長j

から「野坂」へ変更して今日に至っている。天文十年(1541)に鎌倉時代以来の藤原神主家
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が滅びると、大内氏と結んだ棚守房顕は社家中の地位を確立した。その地位は大内氏の時

代後も毛利・福島・浅野時代と受け継がれ、野坂家は幕末まで棚守職を世襲した。また、

明治の官制時代を経て第二次世界大戦後は、宗教法人厳島神社宮司の職にある。野坂家に

伝来する文書は、江戸時代に数度にわたって整理され(10)、明治から大正の初めに本格的

な調査、分類が行われた (ll)。現在、合計一九四O点に及ぶ文書が『広島県史 古代中世

資料編II~ (昭和五十一)に収録されている。その一九三九号の「厳島内宮外宮神事年中行

事Jは、前述の通り厳島神社における年間の祭礼行事の記録の鳴矢と言える。

(二) r厳島内外宮社役神事次第J( r厳島内宮年中社役神事Jと「外宮年中社役神事Jを

合わせて言う)は、十一巻の巻物から成る「巻子本厳島文書Jに収められている。嘉応三

年(1171)から寛延三年(1750)にわたって記された文書百三十二通を収める。総て影写であ

るが、そのうちの八十一通は原本の所在が不明であるため貴重な資料と言われる。各巻は

神領部、制令部、祭把部などの題筆を付けて分類され、祭把部は戦国時代の年記のある三

通の文書を収める。いずれも原本の所在が知れず、就中、永禄六年(1563)の「厳島内外宮

社役神事次第jは、この時代の年間の祭礼行事を知るうえで貴重な資料と言える。奥書か

ら、棚守修理太夫房顕が六十九歳の時、棚守長松丸に書き与えた年間祭礼の覚書であるこ

とが分かる。

(三)W厳島道芝記』は元禄十年(1697)に成立、五年後に版行され、江戸・京都・広島で売

り出されている。著者は広島城下白神組の町役人、小島常也(12)で、厳島を紹介する最も

早い旅行案内記と言われる。七巻八冊からなり、厳島神社の「年中行事 臨時礼箕Jは巻

第六に、正月元Eから十二月晦日まで一年の暦に従って記述され、江戸初期の祭礼行事と

芸能を知ることができる。

(四)W芸藩通志』は、文政八年(1825)八月、藩主浅野斉賢の命で全藩あげて行われた大規

模な編纂事業によって完成した地誌である。広島藩の儒学者頼杏坪(惟柔、 1756-1843)、藩

の学問所教頭加藤椋虚(1790-1851)はじめ多くの学者・役人等が協力し、約七年の歳月をか

けて百五十九巻にまとめたものである。厳島に関するものは巻十三から巻三十こまでの二

十巻で、年中行事は巻十四の「祭和祈祷法楽雑行事jに記されている。
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(五)W芸州厳島図会』は、天保十三年(1842)開版、十巻十冊から成る。著者は広島藩士の

子で国学・和歌を学び、広島の三歌人のひとりと言われた岡田清(生年不詳~明治九・1876)

である。岡田清(13)は『芸藩通志』の編纂にも携わっている。『芸州厳島図会』の発行には、

藩の儒学者頼杏坪・加藤椋慮や岡田の和歌の師である田中芳樹も協力している。絵図は広

島藩の絵師、山野俊峰斎(1784-1852)(14)が当たり、版木は広島で制作、広島と大坂で刊行

している。年中行事は巻之玉の「祭札井年中行事祷把故事Jに記されている。

以上、室町時代と江戸時代の主要な古文書や典籍を手懸りとして、明治初年以前の厳島

神社の年中行事と現代のそれを比較検討し、祭礼行事のうち現代も継続しているもの、既

に失われたものを調べ、その変遷を明らかにする。また、正月一日から十二月晦日までの

行事のうち、年の始めに集中する正月の祭礼、春夏秋冬の祭礼に見られる芸能を季節を追

って順次取り挙げる。

現行の祭礼をまず新暦で執行され、例年決まった日に執り行われるもの、旧暦で執行さ

れ、年によって祭礼の日が変わるものに分け、次いで、明治を境に大きく変わった年間の

祭礼について述べる。

第二節 新暦と旧暦による祭礼

(一)新暦による祭礼

現在、厳島神社の祭礼行事の多くは、新暦によって執行されている。明治年六年に新暦

が採用され、それまで旧暦で行われていた年間の祭礼行事は、潮の満ち引きが関係し旧暦

(太陰暦)(15)で行われなければならない海上の祭事や、重要な意味を持つ干支の日の祭事

以外、新暦で執行されるようになった。新暦で行われる祭礼の日は例年変わらない。そこ

でまず平成十九年 (2007)現行の祭礼行事の中から、新暦によって行われ執行日の変わら

ない祭礼を取り挙げると、次のようになる。なお、祭礼の内容については二章以下に述べ

る。

1.正月元旦の歳旦祭(中祭式)

2.正月二日の二日祭

3.正月三日の元始祭(中祭式)

4.正月五日の地久祭
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5.二月十一日の紀元祭

6.三月十七日の祈年祭(大祭式)

7.四月十五日の桃花祭

8.五月十四日の講社大祭(準中祭式)

9.五月十八日の推古天皇祭遥拝式

10.六月十七日の例祭(大祭式)

11.十月十五日の氏神祭(中祭式)

12.十月十五日の菊花祭

かんなめさい

(午前十時)

(午前十時)

(午後五時)

(午後一時)

(午前九時)

(午前十時)

(午前九時半)

(午後五時)

13.十月十七日の神嘗祭当日祭(大祭式) (午前九時)

14.十一月三日の明治節祭(中祭式(午前十時)

にいなめさい

15.十一月二十三日の新嘗祭(大祭式) (午前十時)

16.十二月二十三日の天長祭(中祭式) (午前十時)

17.十二月三十一日の除夜祭 (午後四時)

がったんさい つきなみさい

このほか毎月決まって行われるのが、一日の月旦祭と十七日の月次祭である。但し、正
かんなめさい

月元日の歳E祭、三月十七日の祈年祭、六月十七日の例祭、十月十七日の神嘗祭当日祭は、
がったんさい つきなみ喜い

月旦祭と月次祭の日と重なっている。また、摂社・境外社の祭礼のうち決まった日に行わ
ももてきい

れるのは、一月二十日の大元神社の百手祭、二月一日の滝宮神社祭・御山神社祭、二月二

十五日の天神神社祭、三月二十日の清盛神社祭、五月二十三日の北之神社祭、九月十八日

の豊田神社祭、十月二十三日の三翁神社祭、十一月一日の今伊勢神社祭、同十日の金刀比

羅神社祭、同二十日の荒胡子神社祭・長浜神社祭である。

(二)旧暦による祭礼

前述の通り、管絃祭など潮の満ち引きが関係し、旧暦(太陰暦)でなければならない海

上の祭事や、初申の祭礼など干支による祭事の執行日は変動する。旧暦による祭礼行事や

干支の日の祭礼は、厳島神社にとって重要な祭礼行事である。年間の祭礼行事のうち、執

行日が変動する祭礼には次のようなものがある。

1.三月上旬と九月上旬の七浦神社祭 (午前中)

2.三月春分の日の春分祭と春季祖霊祭 (午前十時) (午後五時)
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3. 旧暦六月五日の市立祭 (午前九時)

4. 旧暦六月十七日の管絃祭 (午後四時)

5. 旧暦七月十八日の玉取祭 (昼頃)

6.九月秋分の日の秋分祭と秋季祖霊祭 (午前九時) (午後五時)

7. 旧暦十二月初申の日の御鎮座祭 (午前十時)

このほか、摂社・境外社のうち旧暦が行われる祭礼には、旧暦五月五日の地御前神

社祭(午後二時)、旧暦八月一日の四宮神社祭(午前中)、旧暦八月十五日の幸神社祭

(道祖神社祭) (午前中)がある。春分の日に行われる春分祭、秋分の日に行われる

秋分祭は、その年の暦によって多少日程がずれる。また天皇誕生日に行われる天長祭

は、現在は十二月二十三日であるが、天皇が代わる度に変動する祭礼である。

第三節祭礼行事の変遷

厳島神社の祭礼行事は、室町時代の最古の記録からでも約五百年の歳月が経っている。

この間に祭礼行事の執行月日や名称、内容などが変わり、永い歳月の中に消長が見られる。

ことに明治初めの神仏分離と新暦移行による変動は最も大きい。神仏分離による消滅と明

治政府による神社統制(全国の官国幣社に対する祭礼の統一)などによる祭礼の新興であ

る。そこで次に明治以降失われたもの、名称および日程が変わったもの、新しく興ったも

のに分けて祭礼行事を見てみたい。

(一)明治初年まで存在した祭礼

室町時代や江戸時代の文書に記され、明治初年まで永く伝承されながら、神仏分離やそ

の他の理由によって失われた主な祭礼には次のようなものがある。ここでは仏教行事であ

るために神仏分離によって廃止されたものと、新暦移行やその他の理由で失われたものに

分けて記す。

神仏分離による廃止

1.一月十七日以降毎月十七日、本社での管絃経を勤行する祭礼

2.一月十八日の本地堂で行われた観音講を勤行する祭礼

3.二月初酉日に本社で法華八講・本地堂での彼岸講を勤行する祭礼

4. 四月八日釈迦誕生の日に本地堂で行われた管絃経勤行の祭礼
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5.十二月十七日の客社での管絃講勤行の祭礼

新暦移行その他の理由による廃止

1.一月七日の本社・大元社での七種神楽奉納の祭礼

2. 旧暦九月三日の外宮御祭

3. 旧暦十一月初酉日の酉日祭

そのほか失われた祭礼の中には、旧暦の三月三日の「上巳J、五月五日の「端午j、七

月七日の「七夕J、九月九日の「重陽Jの佳節御供、毎月一日の外宮御供の祭礼がある。

(二)日程や名称が変わった祭礼

日程変更の主な理由は旧暦(太陰暦)から新暦(太陽暦)への移行によるものである。しか

し、管絃祭をはじめ潮の干満に深く関係する祭礼は、明治以降も旧暦で行われている。明

治以降、日程・名称が変わった祭礼には次のようなものがある。

1. 旧暦二月酉日、山王社(現、三翁社)で行われた酉日御祭は、十月二十三日の三

翁社祭へ移行。

2. 旧暦三月二十五日に行われた大宮祭は、四月十五日の桃花祭へ移行。

3. 旧暦七月十四日に行われた延年祭は、八月中旬の玉取祭へ移行。

4. 旧暦九月十二日に行われた新嘗祭は、十一月二十三日へ移行。

5. 旧暦九月十四日の大宮祭は、十月十五日の菊花祭へ移行。

6. 旧暦十一月初申日の初申御祭は、十二月初申日の御鎮座祭へ移行。

7. 旧暦の毎月一日と十六日に行われた祭礼は、新暦の毎月一日の月旦祭と十七日の

月次祭へ移行。

8. 旧暦の毎月二十五日に行われた天神社の連歌会は、新暦の一月二十五日の天神社

祭へ移行。

なお、祭礼の名称は、江戸時代にも初申御祭や大宮祭、延年祭などが見られるものの、

多くは長い間 f御祈祷Jr御供Jなどと記されていた。明治以降、元日御供が「歳旦祭Jと

なり、二日御供が『二日祭J、三日御供が「元始祭j、五日禁裏御祈祷が f地久祭J、春の大

宮祭が「桃花祭j、秋の大宮祭が「菊花祭Jなど、近代的な固有の名称へ変化している。
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(三)明治以後、新しく興った祭礼

明治以後、新しく興った祭礼には次のようなものがある。本社(大宮)・摂社客神社(客

人宮)の祭礼と、その他の摂末社の祭礼に分けて挙げておく。概ね明治初年に興っている

が、第二次大戦後、名称が変わったものや新たに国民の祝日を祭礼日としたものもある。

昭和二十三年(1948) に、一度、すべての国民の祝日が祭礼日とされたが側、その後、

成人の日・憲法記念日・子供の日の祭礼は行われていない。

本社(大宮)・摂社客神社(客人宮)の祭礼

1. 二月十一日の紀元祭(17)(国民の祝日である建国記念日の祭礼)

2. 三月十七日の祈年祭(月次祭を特に大祭とする)

3. 三月春分の日の春分祭 (18) (新暦の春分の日の祭礼)

4. 五月十四日の講社大祭(厳島講社員のための大祭)

5. 五月十八日の推古天皇祭(遥拝式)

6. 六月十七日の例祭(月次祭を特に重要な大祭とする)

7. 九月秋分の日の秋分祭(新暦の秋分の日の祭礼)

8. 十一月三日の明治節祭(国民の祝日である文化の日の祭礼)

その他の摂末社の祭礼

1. 三月二十日の清盛神社祭(戦後の末社清盛神社創建による)

2. 九月十八日の豊田神社祭(神仏分離の後、千畳間(19)に豊臣秀吉を和った末社豊田

神社創建による)

厳島神社を中心とする祭礼行事は、本社・摂社客神社の祭礼行事だけではない。江戸時

代まで大宮などと呼ばれた本社の祭礼のほか、摂末社八社 (20)、境外社二十社 (21)の祭礼が

ある。本社・摂社客神社とその他の摂末社・境外社の祭礼を加えると、前述のとおり、平

成十九年現在の祭礼は「表 5 厳島神社の年間の祭礼Jの通りであるが、舞楽や神能など

芸能を伴う祭礼や、新年初めの神衣献上式や御洲掘などの行事を加えると、「表6 厳島神

社の主な年中行事と芸能Jのようになる。なお、祭礼には重要さに応じて大祭式、中祭式、

Lんせん

小祭式があり (22)、神鰻(御供物)や神職の祭服などが異なる。
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結語

『芸藩通志』に大小百余あり、と言われた厳島神社の数多い年間の祭礼は、明治維新と

第二次大戦を堺に大きく変った。この時は神仏分離や新暦移行などが、廃止や変更の主な

理由であるが、創建以来、何百年もかけて形を整え恒例化して来た祭礼行事である。多く

の祭礼が旧来の名称や執行目、あるいは内容を変えながら伝承されている。時代や社会の

変化に応じて柔軟に変容しながら、祭礼行事は基本的なものを継承してきたと考えられる。

[註]

第一章

1 f芸藩通志』巻十四『祭担祈祷法楽雑行事J(f宮島町史~ 329頁)

あきの〈に

2 寛政七年 (1795)、宮島北之町石見屋清蔵梓行の木版『安墓州厳島図会」に拠る。

3 r厳島野坂文書J1939号 (f広島県史』古代中世資料編E、1471-1498頁)

4 正月一日の項に「御こハ飯参但米五斗桜尾ヨリ御調之但浮米Jr大本社御供参但桜

尾より御調 うき米なりJとある。また、二日の項に「同日御供参桜尾ヨリ調之但浮

米」とある。(r広島県史』古代中世資料編E、1471-1472頁)

5 r巻子本厳島文書J55号 (f広島県史』古代中世資料編E、83-92頁)

6 r厳島道芝記巻六J( f宮島町史』資料編・地誌紀行 I、189-200頁)

7 r芸藩通志巻十四J (f宮島町史~ 329-336頁)

8 r芸州厳島図会巻之五J (W宮島町史~ 75ト781頁)

9 二代前の長光久と長久元の名が存在する。(r広島県史』古代中世資料編E、10頁)

10 延宝八年(1680)、棚守家など三ヵ所に保管された神社の御判物の目録、安永六年(1777)の

f棚守家旧記Jに見られる棚守家所蔵文書、文政八年(1825)の『芸藩通志』の棚守家所蔵

文書がある。(f広島県史』古代中世資料編皿、 14-16頁)

11 明治二十六年(1893)に野坂元隆宮司の弟野坂万里、明治二十九年(1896)に史料編纂官三上

参次、明治四十・四十一年(1907・1908)に重固定一、大正五・六年(1916・1917)に瀬川秀

雄が調査・整理し、目録を作成している。(f広島県史』古代中世資料編園、 17-18頁)

12 小島常也は通称新三郎、広島の大手町一丁目に住み、白神組の町役を務めた。『厳島道芝

記』は元禄十年に成立、五年後、京都・江戸・広島の書林から発売された。
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13 岡田清は、広島藩士の家に生まれ、字を子譲、通称清太郎、のち小右衛門と改め、柳処と

号した。古くから皇典を学び、国学、歌学に造詣が深かったと言われる。

14 山野俊峰斎は別に藤原俊芳などと名乗る。名を啓二、後に守嗣といい、号に俊峰斎、牧斎

などがある。画を狩野探信守道に学び、『芸州厳島図会』のほか『備後孝義伝』の画や厳

島神社の絵馬 f釣鐘を負う弁慶の図Jなどの作品を残す。また藩絵師小林月峰など門下生

を多く育成した。

15 太陰暦は月のみちかけを基準にした暦で、正確には純太陰暦(イスラム暦など)と太陽太

うるう

陰暦がある。太陽太陰暦は、一年の長さを閏月を設けて太陽年に近くなるようにしたも

ので、ギリシア暦や中国、日本などで用いられている。わが国で一般的に太陰暦と言うの

は太陽太陰暦のことである。

16 昭和二十三年十二月十八日付の神社本庁の通達を受け、国民の祝日を祭礼日とした。

17 明治五年(1872)に、神武天皇即位を西暦紀元前六百六十年と定め、これを皇紀元年とし二

月十一日を祝日とした。第二次大戦後、一端廃止されたが、昭和四十一年(1966)に建国記

念日という名で復活した。

18 春の彼岸の仲日に、第二次大戦後に興った祖先の霊を把る祖霊社祭が行われる。

19 もと「経堂j または「大経堂Jと呼ばれた読経修行所で、俗に千畳敷と言われたが、明治

五年の、神仏分離後は千畳閣と呼ばれる。豊臣秀吉が天正十四年(1586)十二月、九州出

兵に向かう途中、厳島神社に参拝し塔の岡と称していた所に経堂建立を思い立ち、安田寺

の恵理に命じてこれに当らせたといわれる(大願寺文書)。正面十三間、奥行十五問、入

母屋造本瓦葺、楠材の二重橡を回わし太い材を用いた堂々たる建造物で、重要文化財に指

定されている。しかし、金箔を貼った鬼瓦の銘文などから天正十七年 (1589)頃まで続け

られた建設工事は中止され、竣工を見ていない。もと本尊の釈迦知来坐像、脇侍の阿難尊

者立像と迦葉尊者立像の木造が安置されていたが、明治初年に大願寺へ移された。

20 本社に付属し、本社に縁の深い神を把った神社。本社の境内にあるものと境外にあるまの

がある。客神社・大国神社・天神社・門客神社・三翁神社・豊田神社・荒胡子神社・祖霊

社の八神社である。

21 本社の境内の外にある神社。地御前神社・金刀比羅神社・大元神社・瀧宮神社・御山神社・

長浜神社・北之神社・今伊勢神社・四宮神社・幸神社(道祖神社)・粟島神社・七浦神社(杉

之浦神社・鷹之巣浦神社・腰少浦神社・青海苔浦神社・山白浜神社・須屋浦神社・御床神

社)・包ヶ浦神社・養父崎神社の二十神社である。

26 



22 大祭式は御扉聞き(御簾を上げる)を行い、神僕(御餅や鯛などの御供物)を献上。神職

は色の祭服を着る。中祭式は御簾を上げるが、神棋の内容が異なる。神職の祭服は白。小

祭式は御簾を上げず、神職は白の狩衣を着る。
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第二章 正月の祭礼行事

緒言

厳島神社の年間の祭礼行事は、常にわが国の四季の変化と自然との関わりの中で考察す

る必要があると考える。厳島神社では近代以降、太陰暦と太陽暦の両方を使って祭礼が行

われている。しかし、太陰暦と太陽暦では春夏秋冬の月にずれがあり、太陰暦では、春は

立春(二月四日頃)から立夏の前日(五月五日頃)まで、夏は立夏(五月六日頃)から立

秋の前日(八月七日頃)まで、秋は立秋(八月八日頃)から立冬の前日(十一月六日頃)

まで、冬は立冬(十一月七日頃)から立春の前日(二月三日頃)までであるが、新暦(太

陽暦)では通常、春は三・四・五月、夏は六・七・八月、秋は九・十・十一月、冬は十二・

ー・二月である。厳島神社の年間の祭礼行事は、太陰暦と太陽暦のどちらも使われており、

これを四期に分けて述べるに当り、本論文では新暦による春夏秋冬を基本とする。しかし、

特に比較的祭礼行事が集中する正月と二月、重要な祭礼行事がある春、夏、および秋と十

二月の四期に分けて述べる。一年の初めの祭礼は、元日の午前零時から行われる御神衣献

上式に始まる。ここでは正月三箇日の祭礼、正月五日の地久祭、二十日の摂社の中でも重

要な位置を占める大元神社の百手祭を取り挙げる。

第一節歳旦祭・二日祭・元始祭と芸能

(ー)御神衣献上式と歳旦祭

年の初めの行事は、祭神に新しい御神衣を献上することから始まる ω。室町時代の年中

行事を記述した「厳島内宮外宮神事年中行事J(2)の冒頭に、「正月一日 寅一天ニ御おんそ

参J とある。江戸初期の『厳島道芝記~ (1702)の頃には「御衣Jは「おんぞJω と訓読み

され、『御衣ハ白綾に地文亀甲を織りたるもの也j とある。『芸藩通志~ (1825)の頃には

「御衣献上Jと音読みになり、現在は「御神衣献上式jと呼ばれる。江戸時代の様子は「元

日御衣献上図J(W厳島図会』巻五) (図 12)に見ることができる。江戸時代まで「寅の上

刻J(午前三時頃)の行事であったが、現在は元日の午前零時に行われている。宮司以下神

職は朝座屋前に整列し、まず客神社に向かう。客神社の玉殿を開扉して旧御神衣を撤下し、

祭神に新しい御神衣を献上して閉扉する。続いて本社の祭神、大宮・中宮・若宮の三女神

へ各々御神衣を献上する。まず初めに客社で祭礼があり、続いて本社で祭礼が行われるの
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が厳島神社の祭礼の特色である。

歳旦祭は午前五時に始まる。御神衣献上と同様に、まず客神社から参拝する。神前の合最
しんせん

を上げ、当社独自の春日台 ω(図 13)に載せた洗米・神酒などの神僕 (5) と鏡餅をお供え
阻うてん

し、祝詞を奏上、玉串奉箕をする。その後、神撲を撤収するまでの問、管絃が奏される。

引き続き同じ祭礼が本社で行われ、終了後、本社蹴殿前の高舞台で、舞楽が奉奏される。
えんぶ

この時の舞楽は、「振鉾三節Jである。左方と右方の舞人が各々一節ずつ舞い、最後に左右

二人の舞人が並んで三節を舞う。これは舞台を清め邪を払い、天長地久、雅音成就、四海

泰平などを祈り、新年を祝祷する意味を持っている。

なお、『厳島道芝記』に「卯刻御供外宮の棚守御供奉るjとある。元日の朝六時に厳島

の対岸の外宮(地御前神社)で祭礼があったことが知られ、「厳島内宮外宮神事年中行事Jな

どから室町時代以来、東遊びがあったことがわかる。幕末の『厳島図会』にも、元日には

厳島から諸官が渡海して祭事を勤め、榊舞、東遊び、求子の曲を奏したとある。

(二)二日祭

午前九時、宮司以下神職は本社誠殿で修蹴の後、客神社・本社で元日と同様の祭礼を行

う。修蹴(お誠い)は祭礼ごとに行われる。十一時から本社蹴殿で、桃花祭神能関係者に

よる「御松蝉子Jがある。県外から来島する専門の能役者と地元の人によって、現在は f高

砂Jr唐木Jr狸狸Jの仕舞が奉納される。午後一時から高舞台で「万歳楽Jr延喜楽Jの舞

楽がある。

(三)元始祭

明治以降行われるようになった祭りで、正月三日の午前九時から、客神社・本社で執り

行われる。年の始めに天孫降臨を言祝ぐ祭礼 (6)と言う。午後一時から高舞台で舞楽「太

平楽Jr狛鉾Jr胡徳楽Jr蘭陵王Jr納曽利jがあり、舞楽奉納の最終に「長慶子Jが奉奏

される。また、正月三日には古来、摂社・大元神社で祭礼があり、神楽男が出仕して神楽

を奏し、その後本社・客神社の前でも神楽を奏することが、幕末まで続いていた。

なお、正月四日には、日供(毎日の御供)に併せて御楊子献上式がある。祭神の年間使
ちょうなはじめし舎

用の楊子を奉献する式である (7)。また同日、午前十時に本社誠殿で研初式 (8)がある。

宮司・神職も参列しその年の諸工事の無事を祈願して、島内の大工棟梁・大工が誠殿に設

ておの

えた松の木に塁打をして新を入れる儀式である。
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第二節地久祭と芸能

一月五日の祭礼は、『芸藩通志』には寅刻(午前四時)と記され、室町時代には「天下御

祈祷j、江戸時代には「禁裏(裡)御祈祷」と称されていた。現在は五時半に執行され、国

家皇室の安泰を祈る地久祭と呼ばれる。宮司以下神職は本社誠殿で修蹴の後、客社・本社

で元日・二日と同様の祭礼を行う。祭典に引き続き、高舞台で舞楽「振鉾Jr甘州Jr林歌J

「抜頭Jr還城楽Jと奏楽「長慶子jがある。中でも「抜頭jは、桃山時代(天正年間)に

四天王寺の楽人から厳島神社の棚守に伝授され、 f一子相伝の舞Jとして棚守家に伝わる。

『抜頭Jはまた、朝日が昇る頃行われるので、『日の出の舞」とも称される。

また、昭和六十年代(1980年代後半)まであった儀式に、一月七日の神馬式がある。本社

の回廊入口にある神馬舎に居た神馬を飾り付け、干潮時に本社正面でお誠いをする。その

後、客神社・本社をはじめ摂社大元神社・長浜神社を回って各々の神前で三度廻って神馬

舎に帰るというものである。しかし、この儀式も神馬が居なくなり絶えている。

第三節大元神社の百手祭

大元神社(図 14)の百手祭は、一月二十日、午前十一時に執行される。初めに修械があ

り、献僕、祝詞奏上の後、百手の儀(図 15)がある。これは大元神社前に設置された的場

で、年の始めに天地左右に矢を放ち、四方を清めお払いをする儀式である。次第はまず射

手が、天地天に矢を向け天に向い矢を放ち、左右左に矢を向け左に向い矢を放つ。次に矢

一手を受けて的を射る。続いて同じく地天地に矢を向け地に向い矢を放ち、右左右に矢を

向け右に向い矢を放つ。次に矢一手を受けて的を射る。この動作を二度繰り返す。元来、

百手祭は年の始めに神前で弓矢を使う家の者が、矢数二百隻を的に向かって射、勝負を競

う行事であった。矢数二隻を一手とし、大元神社では天地左右に一手、的に二手の矢を射

る。また百手の儀の後、宮司の玉串奏箕と参列者の玉串奏箕があり、撤僕、参列者の御幣

拝戴で儀式は終わる。

おぴ L・
古来、百手の神事は御奉射という弓を射る新年の神事の一つであった。新年の吉凶を占

い、豊作を祈り、弓矢の霊力によって年間の悪霊を退散させるなどが意図されたと言われ

おぴ1- .. 

る。今日の百手祭は、室町時代の年中行事にも見える御奉射と、江戸時代まであった一月

七日の『御弓初J(9) (図 16)と合わせた儀式であると言われる。「御弓初Jは祝師が勤める

年始の祝事と言われ、客神社の東側、明治初年まで在った輪蔵の前で行われた。『厳島図会』
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こうおっなL

によれば「御弓初Jは「鬼射Jとも言われ、勝負を争わないという意を表した「甲乙ムJ

(図 17)の三字を集めて一文字にした的を射たといい、これは今日の百手祭に継承されて

し、る。

一方、百手祭も室町時代の年中行事に「廿日大本御祭 百手在之Jと見え(10)、江戸時

代の『厳島道芝記~ w厳島図会』には、「一月廿日 百手大元宮御祭上卿役百手の弓

を射るJと記されている。明治以前は上卿職が百手祭を司っていたが、現在は宮司をはじ

め神職の住宅が多い滝町の氏子が、この日の神慢と直会用の芳飯 (11)を準備している (1210

祭典終了後、拝殿において宮司ほか神職・参列者等が神撲と同様の饗膳につく直会(13)が

ある。献僕・撤僕の間中、奏楽がある。

結語

厳島神社の年中行事が最初に記録された室町時代以来、正月三箇日と五日の祭礼、二十

日の大元神社の百手祭は、欠かさず継承されている。年の始めの祭礼はことに大切に守ら

れて来たことが判る。しかし江戸時代まであった一月七日の大元神社で神楽を奏する祭礼、

十七日の管絃経・管絃講と称された年中行事は、今はない。二月の初申の日に行われた「初

申御祭Jは、十一月の初申祭とともに明治初年まで重要な祭であった。二月の祭は山口開

きの祭とも言われ、この日から山岳信仰の対象である弥山への入山が許されたが、十一月

の初申祭から再び入山が禁止された。冬の三ヵ月間、弥山への入山も、島巡りも禁止する

この慣わしは、厳島の自然を保護して来たと思われる。明治以後、二月と十一月の初申祭

も入山禁止もなくなり、新暦になった現在、十二月の初申日に「御鎮座祭j が行われる。

[註]

第二章

1 W芸藩通志』巻十四「按に国史に、天照太神織二玉ゥ神衣ーヲとはれば、神に、御衣を献るは、

上古の遺典なるべしJとある。

2 r厳島野坂文書J1939号「厳島内宮外宮神事年中行事Jの冒頭。(W広島県史』古代中世

資料編E 所収、 1471頁)

3 御衣は衣服の敬称。お召し物。

4 春日台は厳島神社独特の献僕用の台である。神前に御供する時に使う一般的な四角い折敷.
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の下に胴がが付いたものではなく、一枚板に二枚の足がついた簡素な台。

おみき

5 神に供える酒食。新年の神鎮は、洗米、神酒(御酒)、海魚、川魚、海菜、野菜、果物、塩

水。

6 元始祭は元来、天孫降臨、天皇の位の元始を祝う祭で、宮中三殿で天皇が親祭する祭。

7 前年に一連十膳のものを、十二連作っておき、客社に五連、本社に七連(閏年には六連)

を奉納する。『厳島道芝記』に「奉楊枝 白はしにてつくる也。年中の日数たてまつるJ

とある。

8 W厳島道芝記』に『大宮御前にて儀式あり。大工小工鍛冶檎皮師瓦師政所役代

出仕。Jとある。

書 Lφ りんざう おにまと

9 W厳島図会』巻之五の一月七日御弓初に「ーに鬼射といふ。輪蔵の前に鬼的といふをかけ、
ものもうL

これを射る。社家ことごとく出仕。祝師これを勤む。鬼射ハ鬼射なり。甲乙ムの三字を
めいじ

集めたる謎字にして、勝負を争ハざる意を表せる年始の祝事なりといへり。Jとある。

10 r厳島野坂文書Jr厳島内宮外宮神事年中行事」の正月廿日に「廿日大本社祭 百手在之J

とある。

11 菅飯・法飯とも書き、器の上に盛った飯の上に種々の煮物をのせ、飯を見えなくして汁を

掛けたもの。

12 W芸藩通志~ r祭和祈祷法楽雑行事j の正月廿日に「畢って西町の市人集まりて、上卿を

饗応す、今日より四日の問、町を分ちて饗するなり。j とあり、大元神社百手祭は、神社

の西方にある西町の町民が分担して奉仕していたものと思われる。

なおちい いみ

13 直会はナオリアイの約。斎が直って平常にかえる意。神事が終わって後、神酒・神傑を下

していただく酒宴。
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章三第 春の祭礼行事

結言

春三・四・五月の祭礼と秋九・十・十一月の祭礼には、繰り返されたり、対となる祭礼

が比較的多い。七浦神社祭は三月と九月に行われ、春分の日と秋分の日に春季祖霊社祭と

弐季の祖霊社祭が繰り返される。

また、同じく春分の日に行われる春分祭に対し秋分の日の秋分祭があり、春祭と呼ばれ

三月に行われる春の大祭・祈年祭に対し、秋祭とも言うべき十一月に行われる秋の大祭・

ま嘗祭がある。四月の桃花祭は十月の菊花祭と対をなすものと言えよう。

ここでは春の初めの七浦神社祭、さまざまな芸能を伴う四月の桃花祭、厳島神社の外宮

存祭として永い伝統を有し、現在はその名残を止める旧暦五月の地御前神社祭を中心に述

ベる。

第一節七浦神社祭と三月の祭礼

七浦神社祭は例年、春の三月上旬と秋の九月上旬に行われる。厳島の周囲七浦を船に乗

って一巡し、浦々にある厳島神社の末社七社を巡拝する祭である。実際は島の周囲には十

一社、すなわち長浜神社・杉之浦神社・包ヶ浦神社・鷹ノ巣浦神社・腰少浦神社・青海苔
やぷざ是

認神社・養父崎神社・山白浜神社・須屋浦神社・御床神社・大元神社がある。しかし、七

涜神社祭で上陸して祭事(I)を行うのは、通称七えびすと呼ばれる末社、杉之浦神社・鷹

ノ巣浦神社・腰少浦神社・青海苔浦神社・山白浜神社・須屋浦神社・御床神社の七社であ

る。現在、実際に上陸して祭事を行うのは杉之浦神社・青海苔浦神社・須屋浦神社の三社

お L お L

である。御師(当日祭主を務める神職を言う)・伶人(竜笛を奏する神職)などを乗せた御師
お Lまめぐりし幸

治が宮島桟橋を出発し、右手に島を見ながら浦々を巡拝するもので f御島廻式jと言われ

ェ (2)・J 。
おいのり L の哩と L

f御師j は御祷師または御祝詞の略で、人に代って神に祈ることを職としている者であ

る (3)。 神と人の間を仲介する御師の助けを得て、人びとは神に祈願を述べる。「御島廻

t; LH')~~ L書

記は q:諸島選式j とも書かれc4l、人びとは七浦神社を巡って1Z.をする。
御島廻式の中で最も重要な儀式は、青海苔浦神社参拝の後、養父崎神社沖の海上で行わ

おとぐい L暑 のりと

れる「御鳥喰式J(図 18)である。これは御師・伶人の祝詞・奏楽に合わせて、供鎮である
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米粉を海水で練って作った因子「奈jを、薄板(しとぎ)にいちごの葉を敷き六個乗せて
ごかち寸

海上に浮かべ、山中の御烏に供する儀式である (5)。青海苔浦を出ると、伶人は新楽乱声を
がっかんえん

奏する。めでたく御烏が現れ楽団子を取って山中へ運べば、伶人は「合歓塩Jを奏する (6)。

また、この御島廻式は七浦神社祭のほか、五月十五日に厳島神社講社員のために行われ

る講社大祭や、毎年三月から十一月までの期間、願主があれば求めに応じて執行される。

この時は、御師、伶人などが乗船する御師船のほか、願主や参拝者が乗る客船が出る。か

こばやせん かこ

つては御笠の浜から f小早船Jという数名の水主(漕ぎ手)が乗る船が出たという。客船

には朝前・昼倒の食膳を整える台所船が付き、客船には願主などのほかに亭主代 (7)、唄水

主 (8)が乗る。亭主代は島の周囲の古跡や島廻りの由来などのガイド役を務め、唄水主は

浦々に上陸する際に舟唄を唄う。その舟唄は以下の通りである。舟唄を収録した『御島廻

舟唄J(図 19)が宮島歴史民俗資料館に保管されている。

御島廻式の舟唄

御笠の浜出発時の唄 長唄

一 杉ノ浦着時の唄 端唄

三鷹ノ巣浦着時の唄 端唄

四腰少浦着時の唄 播磨吟

五青海苔浦着時の唄 端唄

六養父崎沖の御鳥喰式時の唄 長唄・長なが素す

七 山白浦着時の唄 端唄

八須屋浦着時の唄 かすり

九御床浦着時の唄 川節

しかし、現在は船も動力船となって時聞が短縮され、舟唄は継承者もいなくなり唄われ

なくなった。何百年と続く御島廻式は、島全体を神の居ます所として崇敬して来た人びと

が、神域の周囲を廻りながら神と向き合うと言われる。上陸の際の舟唄は、神域に立ち入

る際の神への挨拶と考えられている (9)。御島廻式に先だ、って、御師や願主をはじめ参加者

ちわ

は斎戒休浴し、上陸の度に修械のための茅の輪(10)くぐり(図 20)を繰り返す。厳島神社
みそぎ

の正式な参拝は、「御島巡りの膜Jをしてからするものという慣わしがあった。その風習

を今に伝える行為と言えよう。
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そのほか三月の祭礼には、十七日の午前十時執行の祈年祭、二十日の午前十一時執行の

清盛祭、春分の日の午前十時に行われる春分祭などがある。祈年祭は春祭とも呼ばれ、宮

司以下神職のほか神社責任役員・総代・世話人などが寄り集まり、祭典後、朝座屋で直会

がある。清盛祭は昭和二十八年に平清盛を顕彰するために始まった祭りで、翌二十九年三

月、神社境内の西松原に清盛神社を創建、毎年清盛の命日に当たる三月二十日に執行され

る。

第二節桃花祭と芸能

桃花祭は、明治初年まで大宮御祭と呼ばれ、毎年三月十五日に行われた。現在は四月十

五日午後五時に祭典がある。祭典後、天気が良ければ高舞台で、雨天であれば本社誠殿で

舞楽の奉奏がある。舞楽は「振鉾三節Jr万歳楽Jr延喜楽Jr桃季花J(奏楽)r一曲Jr曽

利古Jr散手Jr貴徳Jr蘭陵王Jr納曽利Jr長慶子J(奏楽)の舞楽八曲・奏楽二曲である。

桃季花を奏楽中、舞台に設えであった紅白の桃花を、宮司が本社本殿に奉献する。桃花祭

の名はこの桃花奉献(図 21)から来る。また桃花祭の翌日から三日間、恒例の御神能があ

る。初日は午前八時頃から能役者をはじめ離方、地謡など神能奉仕者が本社拝殿に参列、

祈祷がある。その後午前九時から、宮司・権宮司・禰宜が能舞台正面の見所に着席すると、

式能「翁」が奉納される。神能は毎日午前九時から重要文化財に指定された能舞台で行わ

れ、五番立ての能番組が総て終了するのは夕方になる。

御神能の歴史は古く、桃山時代の天正八年(1580)に成った『棚守房顕覚書』に観世太夫

一行が来島し演能があったことが記されている。「厳島野坂文書Jには永禄十一年(1568)

に「観世太夫法楽Jの記録 (ll)がある。またそれ以前の文明九年(1477)の寄進銘のある翁

かれい

面があることから、天下泰平・五穀豊穣・湿齢延年を祈る「翁jの奉納があったと考えら
はしがかり

れる。延宝八年(1680)には、広島藩主浅野綱長によって能舞台・橋懸・楽屋が造立された。

元禄十五年(1702)開板の『厳島道芝記』巻六「年中行事Jには、御神能について次のよう

に記している。

(三月)十六日

両社御前御供毎月のことし。

御能 十六・十七日を、初日・後日とし、御能を勤む。厳嶋御役者少々、其外社家・

神人・町人立交わり勤む。舞台、海の中にあり。桟敷・楽屋、海上の上に、皆板を張
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渡し、見物の諸人影し。

このことから江戸時代の初めには、桃花祭の翌日の三月十六・十七日に、海中にある能

舞台で厳島の役者と社家町人が一緒になって神能を勤めていたことがわかる。また、厳島

神社には桃山時代の能装束をはじめ、江戸時代を通じて寄進・調達された能装束が数多く

存在する。厳島神社の神能は、人びとの厚い信仰に支えられて四百数十年の歴史を持つの

である。今日でも初日と二日には式能「翁J付の五番立ての能が組まれ、祭神を慰め、世

界平和や人びとの健康長寿などを祈る神事として行われている。そこに江戸時代には「法

楽神事能j と呼ばれ、現在も f御神能Jと呼ばれる理由がある。桃花祭の舞楽と御神能の

内容などに関しては、第二編で詳しく述べる。

そのほか五月の祭礼には、恒例の月E祭、月次祭のほか、五月十四日の講社員のための講

社大祭、同十八日の推古天皇祭遥拝式、同二十三日の北野神社祭がある。十四日午後一時、

準中祭式で行われる講社大祭では祭典中、舞楽または神楽の奉奏一曲(蘭陵王または浦安)

がある。翌十五日には講社員のために春秋の七浦神社祭と同様の御島廻式が行われる。十

八日の推古天皇祭遥拝式は午前九時から本社誠殿で修放の後、高舞台(雨天の場合は蹴殿)

で遥拝式が執行される。式に引き続き舞楽「振鉾三節Jr万歳楽Jr延喜楽Jr蘭陵王Jr納

曽利j と奏楽「長慶子jがある。

第三節地御前神社祭

廿日市市地御前は、厳島の対岸に位置し、古くは合ノ浦・葦ノ浦とも称したと伝承され

る。地御前の地名は、厳島神社(内宮)が島方にあるのに対し、外宮は地方(ちのかた)

にあるので「地之御前Jと称されたことに由来する(12)。古記録に現れる早い例は、応安

四年(一三六九)の今川了俊の紀行文『道ゆきぶり』で、「地の御前といふ社の西ひがたよ

り山路に入ほどに、おほの山中といふ所に来りぬJと記されている。「地御前Jの地名が多

く用いられるようになるのは、近世になってからであると言われる (13)。

ぢのごぜん

その地御前社(図 22)と呼ばれた地御前神社は、明治初年まで厳島神社の外宮として特

別の位置を占めて来た。祭神は厳島神社(内宮)の本社と客神社と同じである。大宮と客

人宮の二宇の本殿からなり、それぞれ厳島神社(内宮)の本社と客神社に対応している。

地御前神社は、明治政府の社格制定の際に、内宮の遥拝所と誤解されたために無格社とい

う最低位に列されたが、拝殿再建を機に大正三年(1914)、当時官幣中社という高い社格を
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誇っていた厳島神社の摂社となった。しかし、周辺住民や海上往来の人びとが、弥山を中

心とする厳島全体を神体として崇めた厳島信仰の歴史から考えると、まず厳島の対岸に社

殿が建てられ、その後、島方にも社殿(内宮)が建てられたと考えるのが自然であろう(14)。

厳島神社に内宮、外宮が在ることが初見されるのは、仁安三年 (1168)の「伊都岐島社

神主佐伯景弘解J(以下、佐伯景弘の解と言う)である刷。仁安以前のある時期まで島方

には社殿のようなものは存在せず、対岸の社殿(外宮)へ神を迎えて祭杷を行っていたと

考えられる。佐伯景弘の解によれば、仁安三年 (1168)頃、平清盛が社殿を造営した時、

外宮は十九字、間数七十七聞とあり、宝殿(本殿)・御旅所・神宮寺・法華三昧堂などが見

え、その規模の壮大さが窺える(16)。五月三日の祭礼は、室町時代の記録に既にあり、江

戸時代を通じ「外宮御祭j と称された。現在は、旧暦五月五日の午後二時から行われ、「地

御前神社祭J(図 23) と呼ばれている。

室町時代の年中行事を記した「厳島内宮外宮神事年中行事J( r厳島野坂文書J1939号)

には、内宮の「厳島年中御神事御祭次第Jと並んで、「外宮年中御神事御祭次第」が記録さ

れおり、内宮の祭礼と並んで重要であったことが判る。それによれば、正月は元旦に御供

と東遊舞があり、二日・三日・七日・十五日と御供があった。二日・三日は桜尾城 (17)、

すなわち厳島神社の神主家から浮米が来ている。正月六日には神明寺御祭があり、社家十

五人、供僧六人が出勤し、乙女子舞があった。毎月一日に御供があり、特に五月三日と九

月三日の祭礼は盛大であった。祭典後、東遊舞のほか舞楽「蘭陵王Jr納曽利jが奉奏され、
みゆき

御旅所への御幸があり、獅子舞があった。秋の祭礼は九月三日から五日間続いている。同

じ室町時代の祭礼行事を記した f厳島内外宮社役神事次第J( r巻子本厳島文書J55号)

の「厳島外宮年中神事祭田之事Jには、五月の祭礼は三日間、九月の祭礼は七日間あると

記されている。この頃すでに五月の祭礼の時に、「やふさめJ(流鏑馬) (図 24)があった(18)。

以下に室町時代の外宮の祭礼が、如何に重要であったかを示すものとして、「外宮年中御

神事御祭次第J( r厳島野坂文書J1939号)を抜書きする(19)。

正月一日 御供参但田三段横竹ニ在之

一東遊舞在之装束小忌衣

二日御供参但桜尾より調之浮米也

三日御供参但調は同前浮米也

一 神宮寺毘沙門修正勤行在之 諸司権座主勤之、右之免田地御前村ニ在
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之

六日神明寺御祭社家十五人供僧六人修正行在之執行奉行学頭諸司

権座主東坊以上六人

一 乙女子舞在之但雑掌有右免田宮内ニ在之

七日御供参

十五日御供参但五日市より調之

二月一日御供参 但友田御社米ニテ調之

三月一日御供参但友田御社米ニテ調之

三日御供参 但田五反地御前村ニ在之

四月一日御供参但友田御社米ニテ調之

五月一日御供参 但友田御社米ニテ調之

三日御供参桜尾ヨリ調也但浮米也

東遊ノ舞在之ー鞠鞍役棚守

陵王 一太鞍役熊野民部

納曽利 一楽頭田木工允

下位 一笛役田嶋松

諸司権座主勤之

御こしかき九人但とし松ヨリ出之

還御御役者右同前

御こしかき六人 とし松より出也

御洗米参但さくらおヨリ調之

御供参 但ひろ池名ヨリ調之

きやう銭拾五貫文徳分ヨリ調之

同武貫八百四拾武文 とし松ヨリ調之

陵王

納曽利

長慶子楽

同三日ヨリ外宮へ鞍頭役渡遁式部大夫罷渡、御獅子舞在之、同廿日市宮大夫所ニ

テ平良宮内祝者衆、其外みこ衆六十人余振舞在之、夫より桜尾へ参、御獅子

舞仕候也、右之免田平良五日市ニ在之
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六月一日御供参 但友田御社米ニテ調之

晦日さばらいの御供参 但田五反宮内ニ在之

社家各御蹴在之

七月一日御供参 但松丸萱町田ヨリ調之

八月一日御供参但田三反横竹ニ在之

一瓶子六双同折六合廿日市ヨリ調之

九月一日御供参但田三段横竹ニ在之

三日御供参但田五段河井ニ在之

東遊舞在之 楽頭田木工允

太鞍熊野民部

陵王 鞠鞍棚守

笛役田嶋松

納曽利

御こしかき九人 とし松より出之

下位諸司権座主勤之

三日ヨリ七日迄釈迦堂龍在之執行奉行楽頭諸司権座主六人勤之

右之免田平良宮内ニ在之

御獅子舞五月同前

四日御供参 但桜尾ヨリ浮米ニテ調之

五日御供参但調同前

六日御供参但調同前

七日御供参 但田五段横竹ニ在之

装束浄衣冠石帯

一御供かき三人 とし松より出る也

付、きやう銭九貫文徳分より調之

十一月一日御供参但田四段横竹ニ在之

付、きやう銭九貫文徳分より調之

十ニ月一日御供参但徳分より調之

付、きやう銭九貫文徳分より調之

一 同十七日於客人御前管絃法花経在之
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右之免田友田村ニ十萱石六斗在之

これによると江戸時代の外宮の祭礼は、正月元日の御供にはじまり、毎月一日の御供と

五月と九月、数日間に及ぶ祭礼があった。また、正月の祭礼後の東遊舞も恒例化していた。

『厳島道芝記』の f年中行事Jには、五月の外宮御祭について次の通り記している刷。

(五月)三日

外宮御祭厳島社家不残渡海御供奉りて後、祝詞・上卿、榊の舞を奏す。楽人、にん
Lんよおたびところ みゆき 吋νひっ Lにん

ぢゃうの舞あり。東遊有。神輿御宿院へ御幸。行列警醒仕人三種神器獅々
ごんざす

神馬楽入社司諸職司権座主内侍神輿三座御宿院所へうっし奉り

て御供あり。

四日 寅の魁同所にて楽あり。獅々舞有。酉の魁亦楽あり。

〈わんこう

五日 寅の魁楽あり。午の魁御洗米を供す。未の魁還幸、行列三日のごとし。還御の
やぶさめ

後、鏑流馬あり。未の中魁御供奉る。楽あり。蘭陵王と納蘇利外宮祭礼終る。

すなわち、五月の外宮御祭には、厳島の社家が残らず渡海して勤めたのである。祭典の

後、榊の舞・にんじようの舞(人長舞)・東遊び舞があった。また、獅子・神馬・楽人など

おたびどころ Lんょ

が行列を連ね、御宿所(現在の地御前小学校の地にあったが、明治初年廃止された)へ神輿

の御幸があり、そこでも祭典があった。二日目は寅の魁(午前四時頃)と酉の魁(午後六

時頃)に管絃が奏され獅子舞があり、三日目は未の魁(午後二時頃)の還御の後、鏑流馬

があった。未の中魁(午後三時頃)に祭典があり、舞楽二曲、「蘭陵王Jと「納曽末rjJが奉

奏され、外宮御祭は終った。

九月三日の外宮御祭はこの五月の御祭に準じて行われた (2J)。これほど重きを置かれた

外宮御祭であったが、地御前神社は明治四年、明治政府の変革(官国幣社の社格制定)に

よって本社(内宮)とは別の無格社となり、前述の通り大正時代に厳島神社の摂社に編入

された。以後、外宮御祭は年一回の「地御前神社祭j となり、現在は旧暦五月五日の午後

二時から行われている。祭礼、舞楽・蘭陵王と納蘇利の奉納、流鏑馬などは従来どおり踏

襲され、今日に至っている。

主士宝五
11'ロロ口
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春の祭礼は秋の祭礼と対をなすものが多いが、同じ祭礼でもどことなく春めいて明るく

感じられる。春祭とも呼ばれる祈念、祭、桃花祭など陽春を喜ぶ神と人の祝祭と捉えること

ができる。厳島の浦々の神社を船で巡拝する七浦神社祭は、海と関わり深い厳島神社特有

の祭礼である。手漕の「小早船Jから動力船へ変わり、唄水主による舟唄も唄われなくな

った。上陸して祭事を行う末社の数も減ったが、島を神の居ます所として崇め、「御島巡り

みそぎ

膜 Jをする信仰は変らないものと思われる。また、明治以前は内宮と並んで重要であり、

五月に三日間、九月に五日聞から七日間行われていた外宮の祭礼が、明治以後、旧暦五月

五日の一日だけの地御前神社祭として残るのみである。これは大きな時代の激流に依る変

化と言える。

[註]

第三章

1 海辺に茅の輪を立て、御師はじめ全員が潜り、社前に神鎮(洗米・神酒・干魚)を供え、

祝詞を述べ奏楽(平調音取・平調の曲)をする。

2 新谷尚紀『御島廻式と御烏喰の民俗J(r厳島信仰事典』戎光祥出版 2002年、 406頁)

3 御師はもと仏家の称であったが、後に専ら神職に慣用された。

4 人がめぐる時は『巡るJ、ものがめぐる時は「廻るJとなるが、厳島神社ではどちらも使

われている。

5 厳島神社禰宜飯田楯明氏の言による。

6 御烏が供鎮の楽団子を取って行けば御烏喰が上がると言い、御，烏が現れず楽団子を取って

行かなければ御烏喰がしげると言う。

7 願主の泊まる宿の主人、またはその代理の者。

8 船の櫓や水梓を操る船頭であり、船の発着時に舟唄を唄った。

9 前掲載(新谷尚紀著「御島廻式と御烏喰の民俗J419頁)

ちがや

10 茅 (イネ科の多年草)を紙で包み束ねて、輪の形にしたもので、これをくぐって身を清

める。

11 厳島野坂文書J102号 f観世大夫法楽能狂言演目人数注文写J(r広島県史』古代中世資

料編E、706頁)

12 r角川日本地名大辞典』角川書庖、昭和六十二年。
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13 三浦正幸『四面庇系平面の神社本殿の研究』昭和六十一年、 38頁。

14 久保田収氏(元皇皐館大学神道研究所長)は、「厳島神社における神仏関係J( W厳島信仰

辞典』所収、 254頁)の中で、内宮外宮の称呼は、鎌倉時代からとされる。『芸藩通志』に

載せる文暦二年(1235)三月二十日の摂政家下文、仁治二年(1241)四月の伊都岐島社神

宮等申状などに「内外宮Jr内宮Jr外宮Jと見えることを根拠とする。また『芸州厳島図
ぢのごぜん

会』巻四の「地御前社Jの項に「嘗社の創立年月詳ならずといへども、厳島神廟と同時の

鎮座にして、清盛重惰ありしと伝にハいへり〈一説にハ、承久の頃佐伯郡廿日市桜尾城主

藤原親実、厳島の奉把を兼ねたりしに、風波のとき渡海ならざるが故に社を建て、祭礼を

行ひしともいふ)。厳島を内宮と称し、此社をハ外宮と称ず。Jとある。

15 佐伯景弘解文J(r佐伯景弘の解J)は『史料通信叢誌第壱編厳島誌』所収、『広島県史』

古代中世資料編Eに再録、 1524-1531頁。

16 前掲載「佐伯景弘の解Jによる。

17 桜尾城は、鎌倉時代の承久三年(1221)、鎌倉幕府の御家人藤原親実が厳島神社神主にな

って以来、天文十年(1541)まで十六代三百二十年間、神主職の任にあった藤原神主の居

城であった。厳島の対岸、現在廿日市高校があるあたりと言われる。

18 r厳島外宮年中神事祭田之事Jの五月五日の項に、「やふさめ惣公文役、マト立大原ヨリ、J

と記されている。(W広島県史』古代中世資料編m)

19 r厳島野坂文書J(W広島県史』古代中世資料編n)

20 前掲載『宮島町史~ 193頁。

21 前掲載『宮島町史~ 197頁に、九月三日の祭りについては「外宮御祭御供奉る。厳島社

家中渡海、儀式五月に同じ。三日より九日まで、大宮棚守・楽方、其外社篭。朝暮に楽有。

みこ L

神輿御出五月のごとし。供僧権座主、三日より七日迫釈迦堂に篭り大般若勤行す。御宿院

所毎日御供、七日の間也。九日に楽あり。陵王 納蘇利Jとある。
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第四章 夏の祭礼行事

緒言

夏六・七・八月(旧暦玉・七・八月)の祭礼は、古来海路の守護神として多くの人びと

の信仰を集めて来た厳島神社において、最も賑わうものであった。夏は船を交通手段とし

て参集し、海上を舞台として祭礼行事を行うには、一番相応しい季節である。江戸時代を

通じ広域から人びとが集った四季の市立のうち、夏市が最も盛んであったと言われたのも

当然であろう。

しかし、市が立たなくなり、江戸時代に比べはるかに多様な社会生活が営まれる現在、

夏の祭礼行事も他の季節のそれと次第に変らなくなりつつあるように思える。それでもな

お、平安時代の頃から続く夏最大の祭礼、管絃祭は厳島ならではの特色を備えている。こ

こでは管絃祭の無事を祈り、その準備に入る祭礼でもあった旧暦六月の「市立祭」、およそ

一週間前から近隣住民が参加して準備を進める f御洲掘Jから旧暦六月十七日夜の「管絃

祭J、旧暦七月の海の祭礼行事「玉取祭」について述べる。

第一節市立祭と六月の祭礼

市立祭は旧暦六月五日、新暦では七月上旬、午前九時に執行される。江戸時代には厳島

では春市・夏市・秋市・冬市が立ったが、冬市ははやく廃れたと言われる。市が立っと、

広島城下だけでなく四国・九州など広域に及ぶ商人が集まりにぎわった。『芸州厳島図会』

いもたち づ

(巻之二)の「六月市立の図J(図 25)に、

ついち はるいちあ暑いちたい

六月の十日より七月の十日までを夏市といふ。夏市は、春市・秋市に対せる号なり。

春市は三月十日より四月八日に詑り 秋市は九月十日より叶日に詑る。

とある(I)。厳島の市が盛んな時代には、春市は旧暦三月十五日の春の大宮祭を中心として

約一ヵ月、夏市は旧暦六月十七日の船管絃 f管絃祭jを中心として約一ヵ月、秋市は旧暦

九月十四日の秋の大宮祭を中心として二十日間、立っていた。中でも三市のうち夏市が最

も盛大で、人形芝居や曲芸の小屋、楊弓などの遊戯場も仮設されて賑わった。後述するが、

江戸時代初期の作と思われる松本山雪筆「厳島風景図J(図 26)には、市立ての小屋が軒
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を連ねている光景が描かれている。

現在の市立祭は、その最も盛んで、あった夏市が立っという初日の名残の祭礼であると言

え、管絃祭準備の始まりを告げるものである。その後、市は立たなくなったが、旧暦六月

五日の市立祭は、旧暦六月十七日の管絃祭の無事を祈願するなど関連行事として行われて

いる。市立祭は本社のみで行われ、祭典後、舞楽「振鉾三節Jr万歳楽Jr延喜楽Jr蘭陵王j

「納曽利Jと奏楽「長慶子jがある。

六月の祭礼にはそのほか、六月十七日の例祭(のがある。例祭は、三月十七日の祈年祭

と同じ大祭式によって、午前十時から執り行われる。また、祭礼行事ではないが、六月晦

日(三十日)に本社誠殿で、半年に一度の大蹴式の年中行事がある。

第二節管絃祭

(ー)御洲掘

旧暦六月十七日午後四時から行われる管絃祭は、厳島神社最大の夏の祭りである。明治

以降は管絃祭に先だ、って旧暦六月五日の市立祭があり、それが終ると準備が進められた。

しかし、現在は旧暦六月十一日の御洲掘の前日から飾り付けの準備が始まる。

御洲掘は本社から大鳥居までの問、社殿周辺の管絃船の通路の砂を掘り除くもので、船

底の深い貿易船を用いた頃からの行事と考えられる。現在は広島市西区草津町から大竹市

小方町に至る沿岸の各町内の人びとが出て奉仕している {310

(二)御船組・御試乗式

管絃祭の二日前、旧暦六月十五日に管絃船の御船組が行われる。午前九時頃から厳島神

社の社紋「三亀甲剣花菱Jが入った上張りを着た御用大工(棟梁)と町内の大工が、社殿

前の海中で管絃船を組立て飾り付けをする。管絃船は和船三般を組み、座を張り屋形を掛

ける。和船は江戸時代の初めの頃から、永く安芸郡倉橋島の人びとに依って提供されてい

た {4)。lしかし、用立てが困難になった昭和三十七年(1962)から、神社が造った和船三般を

使い、平素は倉橋町の倉庫に保管されるようになった。翌旧暦六月十六日の午後八時半頃、

潮が満ち管絃船が浮くと神職一同が乗船する。管絃船は呉市阿賀町の漕船に曳かれて大鳥

居を通過し、沖合で三度廻って帰る試乗式が行われる。

(三)管絃祭
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はつれんさい

管絃祭(図 27)は旧暦六月十七日、午後四時の発輩祭 (5)から始まる。宮司以下本社で
ごほうれん

祭典(修誠・献僕・祝調奏上・玉串奏箕・撤僕)の後、御鳳輩(屋根の上に金色の鳳風の
みこL せんぎよ

飾りを付けた御輿)に祭神の御分霊を遷し(遷御)、管絃船へ向かう(出御)の儀式がある。

御祭神の海上渡御の形式は明治十五年に始まったもので、船の舶に御鳳輩を据えた管絃船

は「御座船Jと呼ばれる (6)。平安時代以来永く、海上の船で管絃を奏し、社殿に和られた

御祭神を船上から慰めるという形式から、御鳳輩に遷した神霊が管絃船に乗って対岸の地

御前神社や長浜神社などへ神幸するという形式へ大きく変化したのである。本社での出発

式とも言える発輩祭が終り、午後五時頃、御鳳輩が管絃船に移されると、神職・伶人(管

絃奏楽者)などが乗り込む。まず大鳥居の前で大鳥居の儀(献僕・祝詞奏上・撤僕・管絃

奏楽)があり、その後、御座船は地御前神社へ向かう。御座船を曳航するのは、江戸時代

から呉・阿賀町の漕船と広島・江波町の漕船である (7)。また管絃船には、正徳元年(1711)

に始まったと言われる「御供船jが随伴する ω。御座船が地御前神社前の海岸に着くと、

地御前神社前の儀(午後八時半頃、同上の祭典)がある。同様にして長浜神社、大元神社

D たさき

を廻り、再び大鳥居を通って客社を経て火焼前(舌先)に船を着け、御鳳輩が本社へ帰る

(還御)。午後四時に始まった管絃祭は、深夜十二時頃に終了する。この間、所定の場にお

いて行われる数々の管絃奏楽については第二編で述べる。

管絃祭の起こりは、平安時代の末、久安二年(1146)から保元元年(1156)まで、前後十年

間、安芸守であった平清盛によって招来された貴族の f管絃の遊びj に由来すると考えら

りゅうとうげきす

れる。当時都では寝殿造りの邸宅に苑池を設け、龍頭錦首の船を浮かべ管絃の遊びが行わ

れていた。厳島の入江に寝殿造りに模した社殿を造営した清盛は、都の風を取り入れ、御

祭神を慰めるために海上に船を浮かべ、管絃を奏したのである。

管絃祭は、旧暦六月十七日夜の「御船管絃Jという名で、室町時代の年中行事を記した

『厳島内宮外宮神事年中行事j をはじめ、多くの文書に重要な祭事として記されている。

江戸時代の『芸藩通志』には次のように記されており、今日の管絃祭とほとんど変わらな

し、。

.&.1> 

船管絃 同十七夜、これを行ふ。(中略)十六日、神前、御池にて、管絃の船を蟻ふ。

三飼をならペ、座を連ね、竹にて、かきを結ひ、やかたを造り、さまさまの、彩

花、燈寵をかく。これを御船組と称す。

十七日申刻、大鳥居の前より、船を出す。上卿巳下、諸嗣官、座主・供僧、各盛服
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か

をなし、水主十四人、素抱、烏帽子を着し、船を刺す。(後略)

神仏習合をしていた明治時代の初めまで、僧侶の参加があった点が異なるが、現代の管

絃祭とほぼ閉じ様子であったことが窺える。日取りも梅雨と台風時期を避け、大潮の日と

いう気象条件を考慮、して旧暦六月十七日というのが、室町時代の頃には定まっていた。

L ょうひちりきりゅうてき わごん ぴわ かっ= l...うこ

霊・筆集・竜笛の三管、倭琴・琵琶・隼の三絃、鞠鼓・太鼓・鉦鼓の三鼓によって合奏

する管絃については第二編で述べる。

(四)居管絃祭

旧暦には閏月がある。六月が閏月になった場合、旧暦六月十七日の管絃祭が二度あると

うるふ

とになる。『芸州厳島図会J(巻五)に「月間あれノ、 後の十七夜神前にて管絃あり、俗に

これを居管絃といふ。Jとある。閏月の六月十七日の管絃祭は社殿で行う。夜に入り午後六・

七時頃、本社で祭典を行った後、本社前の高舞台で管絃を奏する。高舞台に管絃船にみた

へき暑がた

てた舶形三個を取り付け、屋形を組み、高欄との間の左右に十二ヵ月の造花を飾り付ける。

造花は正月が松、二月は梅、三月は桜、四月は山吹、五月は花菖蒲、六月は若竹、七月は

萩、八月は朝顔、九月は桔梗、十月は菊、十一月は紅葉、十二月は水仙である。明治二十

五年(1892)に奉納された二潤筆「居管絃祭の図J(図 28)は、こうした居管絃祭の様子

を伝えている。

管絃の曲は船管絃祭と同様で十三曲が奏され、祭礼の終了は午後九時半頃になる。なお

戦後、居管絃祭があったのは昭和十五年、五十四年、六十二年の三回である。

第三節玉取祭

明治初年まで供僧の行事として旧暦七月十四日夜に行われていた延年祭が、神仏分離に

より神社と島民によって行われる昼の行事となった。明治八年(1875)からは、旧暦七月十

八日に執行され、海中で宝珠を奪い合う「玉取祭J(図 29) と称されるようになった (9)。

現在は新暦八月中の休日の午前中に行われる。まず本社で宮司以下により祭典(修誠、献

模、祝詞奏上、玉串奉箕、撤鰻)があり、引き続き潮合を見て玉取祭が行われる。神職が

やぐら

本殿に供えてあった宝珠を捧げ持ち、火焼前から船に乗って本社前の海中に組んだ櫓へ運

ぶ。宝珠は厳島のロクロ師が楠の木で作ったもので、櫓から吊るした盤の上に置く。火焼

前から盤を吊る網が引かれ、上下する盤上の宝珠を争奪の末、盤から宝珠を落した「落し
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主j と、宝珠を注進所へ運んだ「取り主Jに福が授かるという (0)。

玉取祭は、旧暦七月十四日夜行われた延年祭に由来する。延年祭は室町時代の年中行事

にも記され、「厳島内宮外宮神事年中行事Jに f(七月)十四日夜延年御祭礼於大御前在之J

(11)とある。また、『厳島道芝記』に f(七月)十四日 延年夜に入りて延年と云事あり。

大宮御前三棟拝殿にて是を行ふ。供僧の行吏(事)也。J(凶とある。『芸州厳島図会』には

次のように記されている。

ぐそう Lゆっ L おおみやみつむねはいでん これ おこな

(七月)十四日夜延年祭供僧・伶人ことことく出仕。大宮三棟拝殿にて是を行ふ。

五尺四方の量、これを品監といふ。盤のうへ白詰lこ議.荏.安の語り援をたて、
晶まりひとがた おおむね

四手を切かけ、中に三尺余の木偶を装束美麗にかざりおく。像ノ、大概福神の形に
Lごと ひかか

して毎年に異なり、盤上に灯を挑げ、拝殿のうへ〉釣りあぐる (13)。

明治初年まで、本社拝殿で大聖院座主によって作られた福神像(恵比須像・大黒像)(図

30)を、夕暮の鐘を合図に東西の両町から裸の男子が集まり奪い合う行事であった。福神

の頭部を取り得た者が福を授かる点は、それが宝珠に代わり玉取祭と呼ばれるようになっ

てからも変わらない。しかし、僧侶の祭礼であった延年祭には、大きな変革が見られる。

えぽ L

『芸州厳島図会』によれば、江戸時代には「六人猿楽Jと言い、僧六人が梨打烏帽子を着
たちはうた わか

て太刀を帯き、調ひ舞り、同夜、少き僧による延年舞があったが、今は無い。玉取祭にな

って変ったのは内容だけではなく、祭の時聞が夜から昼へ変わり、場所も本社拝殿から本

社前の海中へ移った。また、このような一般島民参加の祭礼は、その生活スタイルに応じ

て執行日などが変化するのは否めない。

結語

海を舞台に行われる夏の祭礼は、海上社殿の形式をもっ厳島神社に最も相応しい。江戸

時代の夏の市立には、近郊遠路から海上航路を伝って多くの商人たちが集まり、賑ったと

L、う。現在、夏市は立たないが、かつてと同様市立祭は夏の最大の祭礼である管絃祭の前

りゅうとうげきす

;1であることに変りはない。管絃祭は王朝の時代、都の苑池河川に竜頭錦首の船を浮べ

た管絃の遊びに由来し、八百数十年の伝統を持つ。旧暦六月十七日の頃は三伏の候と呼ば

れ、真夏の極暑の時季である。潮位の高い夜半、海上に船を浮べ潮風と雅な楽の音に神・

人ともに暑さを凌ぎ暑さを忘れたものと思われる。
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歴史の推移の中で多くの祭礼が、執行日や内容などを変えている。夏の祭礼では船上で管

絃を奏するだけであった「管絃祭Jが、明治十五年(1882)に祭神の海上渡御に変わり、

「御座船jが海を渡るようになった。また、供僧の祭礼であった延年祭が、神仏分離によ

って社家の祭礼「玉取祭Jになるなど、内容を大きく変えながらも、存続していることに

注目したい。

[註]

第四章

1 前掲載『芸州厳島図会~ ( f宮島町史~ 630頁)

2 例年決まった日に行う祭で、神社の大祭中、最も重要な祭礼。明治初年、明治政府が全国

の神社の社格制度を整備した時、各神社の最も重要な祭礼日を決めさせた。

3 現在は、神社から広島市西区草津町のほか、大竹市大竹町・玖波町・小方町、佐伯区五日

市、廿日市市への出夫の依頼が出される。

4 f芸藩通志』巻十四 (f宮島町史~ 332頁)の f船管絃jの項に「安芸郡倉橋島、本浦新六

が先祖、善右衛門、寛永年問、始めて新造の船を献すJとある。寛永年間は 1624.......1643

年。

れん みこ L

5 r輩J(てぐるま)は人が引く車。御輿の出発式。
ごほうれん

6 明治十四年(1881)、管絃祭を海上渡御の形にしようということになり、「御鳳輩Jが新調

され、翌年から管絃船に据えられるようになった。(野坂元定『厳島神社の神事と芸能j

『厳島民俗資料緊急調査報告書』広島県教育委員会、 1972年、 226頁)

7 元禄十四年(1701)の管絃祭の時、台風が襲来し地御前から長浜へ向かう途中で管絃船が道

難した。その時、いち早く救援したのが阿賀村(現呉市阿賀町)の鯛網船と、江波村(現

広島市江波町)の古川屋伝蔵の伝馬船であったことから、以来、両村の船が管絃船の漕船

を奉住するようになったと伝える。(厳島神社社務所編・発行『伊都岐島』昭和五十一年、

48頁)

8 宝永の頃(1704ー 1710)、厳島神社棚守の依頼で、広島城下紙屋町の釣灯龍屋市兵衛が、管

絃船をスッポリ覆う雨合羽を作り、正徳元年(1711)、紙屋町から「雨具御用船j を出し、

らんLょう

管絃船に随従したのが「御供船Jの濫腸と言われる。(野坂元定「厳島神社の神事と芸能j

『厳島民俗資料緊急調査報告書~ 227頁)
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9 明治八年(1875)に大鳥居建立の残材で宝珠を作ったのは始まりという。(国立歴史民俗

博物館編『日本の神々と祭り~ 2006年、 145頁)

10 両者に神社より家内安全の祈祷、金幣、神酒宝珠などの授与、世話人により賞金、副賞を

授与される。

11 r広島県史』古代中世資料編血、 1483頁。
12 r宮島町史~ 195頁。

13 r宮島町史~ 773頁。
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第五章 秋・冬の祭礼行事

緒言

秋の九・十・十一月の祭礼は、前述のとおり、春の祭礼が繰り返されるもの、対となる

ものが多い。九月上旬の七浦神社祭や秋分の日の秋季祖霊祭、また春分時に対する秋分祭、

桃花祭に対する菊花祭、祈年祭に対する新嘗祭などである。

気候のよい収穫の季節、秋の祭礼は回数も多く、神社にとって意味のある重要な祭礼が

続く。特に十・十一・十二月は毎月二回、大・中祭式による祭礼があり、芸能(舞楽)を

伴う祭礼も多い。十月の菊花祭と三翁社祭、十二月の天長祭には五~九曲の舞楽が舞われ、

芸能を伴わないが十月の神嘗祭当日祭、十一月の新嘗祭、十二月の御鎮座祭など重要な祭

礼がある。

ここでは、秋たけなわの十月、菊花を祭神に供える菊花祭を中心に九・十月の祭礼と、

十一月の新穀を供える新嘗祭、十二月の祭神の鎮座を記念する御鎮座祭を中心とする十二

月の祭礼について述べる。

第一節菊花祭と九月・十月の祭礼

菊花祭は、江戸時代には大宮御祭・大宮祭と呼ばれ、旧暦九月十四日に行われていた。

『厳島道芝記』に大宮御祭について次のように記している。

(九月)十四日 大宮御祭三月御祭同前也。酉の魁供僧、客人宮拝殿に着座。社家、

しゅそうむtw、
衆僧迎とて、廻廊にて楽あり。供僧大宮の抜殿に到る。六家、大床に昇殿す。

楽方・舞方左右の楽屋に着座。新曽利古一曲万歳楽地久散手陵王貴

徳楽納蘇利長慶子、供華とて菊花品々奉る。三月桃花のごとし。(1)

すなわち夕方六時、供僧は客社拝殿に集まり、社家は廻廊で管絃を奏して供僧を大宮稼

殿に迎え、一緒に本殿に昇って祭問を執り行った。また、楽方・舞方は左右の楽屋(楽房)

に分かれて座し、「新曽利古J以下の舞楽があり、菊花を供えること、三月の大宮祭で桃花

を供えるのと同様である、というのである。しかし明治初年以降は、毎年十月十五日午後

五時から行われ、菊花祭と呼ばれる。春の桃花祭と対置する祭礼で、祭礼の内容は桃花祭
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とほぼ同様である。舞楽は桃花祭と同じく、『振鉾三節jなど八曲・奏楽二曲である。ただ

し、桃花祭では「桃季花jの奏楽中に紅白の桃花が本社本殿に奉献されるのに対し、菊花

祭では「賀殿急Jを奏楽中に紅白の菊花が供えられる(図 31)。

九月上旬の七浦神社祭は三月上旬の七浦神社祭と同じ祭典が行われる。また、春分の日

に行われる春分祭に対し秋分の日に行われる秋分祭、春季祖霊祭に対し秋季祖霊祭がある。

九月十八日に千畳閣で行われる豊田神社祭は、神仏分離後に始まった祭礼である。

十月の祭礼には、十月十五日午前九時半に執行される氏神祭がある。神社の氏子総代・

世話人・氏子たちが参列して行われる祭礼で、祭式次第・服装などは二月十一日の紀元祭

と同様である。同日午後五時からは先述の菊花祭が執行される。また、十月十七日午前九

かんなめさい

時から神嘗祭当日祭がある。神嘗祭は、その年の新穀を大御神(天照大神)に奉る伊勢神

宮の祭儀に倣って行われる祭礼である。祭式・神鰻・服装などは、二月十一日の紀元祭と

同様である。

十月二十三日、午前十時から摂社の三翁神社祭がある。祭典後、拝殿で舞楽二曲が奏さ

れる。三翁神社(図 32)は室町時代には今社と記され、江戸時代には仏教色の強い山王社

と書かれ、『芸藩通志』に次のように記されている。

山王社祭 二月、十一月、上酉の日、洞官、内侍、神楽男、仕入、配膳、相会し、

神供を献し求子の舞ひをなす。九月廿一日にも、祭箕、舞楽あり。古文書に相園

祭のこと見ゆ。此祭の事なるべし。嘗社、平相園を配祭るといふ (2)。

これによると山王社祭は年に二回、二月と十一月の初申祭の翌日、上酉の日に行われた。

祭典と舞楽があり、平清盛を租ったという。また、江戸時代後期の『芸州厳島図会』には、

「九月廿三日 山王祭之図Jが載せられ、山王社は本社の東、坂本にあり、祭神は三座で
おうみ L かこ阻り

あると記している。三座とは、中央の江州滋賀郡坂本(延暦寺鎮守の山王社、現在の日吉

大社)から、厳百した山王神と、左右の平清盛と佐伯氏の祖・佐伯鞍職をいう (3)。仏教

的な名称の山王社から明治初年の神仏分離により、名称が三翁社と改められ、現在は佐伯

鞍職、岩木翁、所翁の三翁を肥っている。

第二節新嘗祭と十一月の祭礼

十一月二十三日、午前十時に新嘗祭が大祭式で行われる。この日は国民の祝日・勤労感
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謝の日である。祭式・神鰻・服装などは三月十七日の祈年祭に順同する。新嘗祭は、豊作

を祈る春祭・祈年祭に対置し、秋に収穫した穀物を供え神に感謝を捧げる祭礼である。明

治初年まで、旧暦九月十二日に行われ、永く九月十四日の大宮祭とともに秋の二大祭礼で

あった。『厳島内宮外宮神事年中行事Jには、 r(九月)十二日しうらいの御供参 但虞池

名より調之 庭火在之 和琴在之 但笛 ふと笛 楽頭役 東遊舞在之 集会乱序 振鉾

在之 抜頭 納曽利Jとある。また『芸州厳島図会』にも次のように記している。

九月十二日 新嘗御供

この日両宮に話義を奉る。遣を採染、の御}えといふ。話向官.為、存これを宥ふ演を
ぷが〈 わごん ふとみえ もち さかきバ あずまあそび もとめこ ま ばとう 吋ん1-.うら〈

たき舞楽あり。和琴・太笛を用ひ、榊葉・東遊・求子を舞ふ。また抜頭・還城楽

あり(4)。

1:0-なめご〈う

「新嘗御供jはまた「秋来の御供j といい、その年に収穫した新しい穀物を本社・客社
1:"び

の両宮へ供える祭礼である。「煉」 ωとは庭火のことで、庭でかがり火を灸き舞楽や和琴・

太笛による管絃があり、榊葉・東遊・求子が舞われた。神への感謝と収穫を祝う祭礼が盛

大に行われたことが窺える。かがり火を焚いたとあることから、祭礼は夕刻に行われたの

であろう。 また棚守家に伝わる「抜頭Jが、正月五日の禁裏御祈祷(現在の地久祭)だけ

でなく、新嘗祭でも舞われていたことが判る。現在も新嘗祭は祈年祭と同様に、神社責任

役員、氏子総代、各町内の世話人など多くの人が参列する。大祭式で執行され、宮司以下

神職が客社誠殿で修誠の後、捲簾 (6)・献僕・祝詞奏上・玉串奉箕・撤僕・垂簾(7)・退下の

間序で行われる。神慢は洗米、神酒、鏡餅、鯛(海魚)、小魚(川魚)、卵(野鳥)、昆布・

海苔(海草)、野菜、果物、塩水で、春日台十台に載せて献じられる。捲簾・献僕と撤僕・

垂簾の問、管絃が奏される。客社・本社の祭典が終わると本社拝殿で参列者一同に神酒拝

訟があり、さらに朝座屋で直会がある。

十一月の祭礼には、.このほか十一月三日の国民の祝日・文化の日の午後十時に明治祭(明

治節祭)があり、二月十一日の紀元祭と同じ祭礼が執行される。

第三節 御鎮座祭と十二月の祭礼

御鎮座祭は祭神の鎮座を記念する重要な祭礼の一つで、十二月の初申日に午前十時から

大祭式で執行される。祭式・神俣・服装・舗設などは、三月十七日の祈年祭と同じである。
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厳島神社は社伝によれば、創建を推古天皇即位元年 (593)の十一月初申の日とする。室

町時代の「厳島内宮外宮神事年中行事Jには、十一月の「初申御祭j と記され、府中(安

芸安南郡)の上卿、当社の上卿と祝師の舞があり、客社前で「万歳楽Jr地久楽Jが、また

本社前で「甘州j と「林歌j の舞があると記している{針。『芸藩通志』の f祭把祈祷 法

楽雑行事j には、その当時行われていた大小百余の祭把祈祷・法楽雑事のうち、初申の祭

を最も重要な祭として冒頭に挙げ、次のように記している。

初申祭 毎歳、二月、十一月、これを行ふ。(中略)十一月の祭をば、鎮座祭とも

称す。本社の神、始て鎮座ありしは、十一月十二日にて、其日、壬申なりし故に、

此日を用といふ。毎歳、祭の前月、末の亥日より、祭の日に至るまで、十日の問、

当社の祝師、上卿、賢所に入て、潔斎す。国府上卿、田所氏も、其地にありて、

ない L が〈じん かちがみ わごん

斎す。未の日、夜半両宮に神供を献す。内侍・伶官楽を奏す。韓神の歌曲、和琴・
ふとぷえ

太笛あり。これを園祭と称す。(中略)
ごとうしめLうけとEろかし

二月・十一月、祭儀同じ。但十一月にハ御燈消覆槽置といふ事あり。是皆神代の

遣法なりと云。又十一月の祭より、来歳二月の祭までは、山に入ることを禁し、

島巡をも許さず。おもふに、静にして、神を鎮座セしむるの意なるへし。ー一年の

祭事、殊に此二祭を重ず (9)。

二月初申の日と十一月初申の日の祭礼は、厳島神社にとってことに重要な祭礼であり、

ものまうL

十一月の祭礼は鎮座祭と称した。十日も前から祝師や上卿は潔斎し、前日の夜半、本社・

客社の両宮へ御供をし、内侍・楽人による管絃があった。また当日は祭典後、祝師・上卿

にんじようのまい さかきは ありのこ

の榊舞をはじめ、国府の洞官などによる人長舞があった。そのほか榊葉・明子などの歌

曲をうたい、舞楽「万歳楽Jr延喜楽Jr甘州Jr林歌Jがあったと記している。なお、この

日から二月初申の日までの三ヶ月の問、山に入ることも島巡りをすることも禁止する慣し

は、厳島が伊都伎把る島として崇敬されて来たことを示すばかりではなく、厳島の森厳な

原始林と清浄な自然環境を保つ上で意義があったと思われる。

そのほか十二月の祭礼には、二十三日午前十時から執行される天長祭がある。天長祭は

天皇の誕生日を祝う国民の祝日の祭礼で、二月十一日の紀元祭と同じ祭典が行われる。ま

た祭典後、舞楽「振鉾Jr万歳楽Jr延喜楽Jr蘭陵王Jr納曽利jと奏楽「長慶子Jがある。

また十二月恒例の年中行事として、三十日午前九時執行の御煤払式があり、三十一日午
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後三時の大誠式{川、同午後四時の除夜祭 (11)、同午後六時の鎮火祭と続く。例年十二月十

四・十五日に大掃除が行われるが、御煤払式は神職一同客社誠殿で修誠の後、再度客社・

本社の内陣の大掃除をするものである。その間に社紋入りの主張を着た御用大工が拝殿の
L めなわ っごもり

注連縄を新しいものと張替える。鎮火祭は、明治初年まで「晦山伏Jと呼ばれ、大晦日

に山伏供僧によって行われる行事であった。「晦山伏Jは『芸藩通志』に次のように記さ

れている。

つごもりやまぶし

晦山伏 同夜、供僧等、松明、あまた、手々に燃して、大宮の拝殿に、馳参て、読
ほら しゅげん よそほひ

経あり。承仕、幣を執て、前導し、螺を吹く。修験の装を、なせり。是を晦山
たいまつ

伏といふ。矩火風に吹かれ、散乱すれど舎屋、樹木に、つくこと、かつて、これ

なし。故に、世其余壇を得、火災消除の符とす(12)。

たいまっ

すなわち十二月晦日の夜、供僧たちが大勢手に手に松明を持って集まり、本社拝殿で読

経をし、螺を吹いた。供僧たちが本社に来る途中、松明が風に吹かれて散乱したが、かつ

て家屋や樹木に火がついて火事になったことがないので、人びとはその燃え残りを「火災

除けの護符Jにしたという。この大晦日の夜の「晦山伏jの行事は、神仏分離によって僧

が神社の祭礼に関わらなくなってからは神社の行事となり、名称も「鎮火祭J，こ変わった。

鎮火祭は現在、本社蹴殿と三笠浜で行われる。誠殿では大鳥居に向かって案(高い台)

ばんばり

を設置し、神懐 (13)を供え、松明二本(14)を立てかけ、台の左右に雪洞一対を立て、あら
おこ

かじめ火打石で織した忌火を移して置く。午後六時前、本社誠殿で権宮司以下神職は修放

の後、祭典を行い、雪洞の忌火(浄火)を松明に移す。その松明が三笠浜へ運ばれ、竹を

立てて注連縄を張り、真中に町民が積み重ねた松明の大束 (15)へ点火されると、人びとは

それをもって三笠浜を走り廻る。鎮火祭終了後、町民はその火をろうそくに移して火難除

けとして持ち帰り、神棚に置いて燈明として新年を迎える。

十二月の厳島神社の行事で特に重要なのは、元旦の午前零時から行われる御神衣献上式

【みそ〉白い

に向けての諸行事である。江戸時代までは『芸藩通志』に「 御衣縫十二月廿五日夜よ

り、祝調・棚守、社中において、内侍をして新神衣を 縫ノ、しむJ(16) とあるように、二十

五日の夜から御神衣を縫い始めた。平成十四年までは、二十六日午前十時の「御神衣御裁

式jに始まり、二十九日午前十時の「御神衣御綿入式J、三十一日午後二時の「御神衣御畳

換式j と、引き続き f御神衣御誠式jがあり、元日零時の御神衣献上式の準備が整った。
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「御神衣御裁式jは、本社幣殿で、御神衣となる亀甲繋ぎ綾地紋の表地と生羽重の裏地を、

宮司が裁断する儀式である。裁ち終った御神衣の絹地は 折植に納められ、老内侍(17)に

渡され、社務所内で二十八日までに縫い上げられた。「御神衣御綿入式jは、本社幣殿で御

神衣(本社の御神衣のみ)に綿を入れる儀式で、綿を入れた神衣は再び老内侍の手で三十

日までに縫い上げられた。しかし、こうした一連の神衣に関わる儀式は、神衣を縫う老内

侍が居なくなった平成十四年以後行われていない。「御神衣御畳換式Jは、本社内障の簾外

で折植に入れた御神衣を点検し、畳換え(畳置し)をする儀式である。夕刻こうした儀式

すべてを終え新年の祭礼を待つのである。

結語

秋には収穫の歓びと神への感謝を表わす祭礼行事が続く。十月の神嘗祭、十一月の新嘗

祭である。また、秋の佳節に行われる三翁社祭は、神仏分離によって天台宗との関わりが

深い仏教的な山王社祭から名称を変えたもので、時代の推移に応じてゆく姿勢が窺える。

現在、三翁神社には佐伯鞍職、岩木翁、所翁の三翁を把るほか、神社に縁の深い安徳天皇・

二位尼など九柱を合把する。『芸藩通志』に山王社に把ると記された平清盛は昭和二十九年

に西の松原に建設された清盛神社へ移された。さまざまな変遷があるとしても、始祖およ

び伝統を尊重する精神が、神社存続に大きな力になっていると考える。

十一月の新嘗祭は、その年に収穫された酒・米・魚・烏・海草・野菜・果物など海の幸、

山の幸、里の幸を神前に供えて神への感謝を奉げ、収穫を祝う祭礼である。祭典が終れば

社人、氏子、町内世話人などが一堂に会し、朝座屋で直会がある。また、本社拝殿で参列

者に神酒拝戴があり、神も人も相和すところに祭礼の重要な意義があると思われる。

[註]

第五章

1 r厳島道芝記』巻六 <r宮島町史~ 197頁)

2 r芸藩通志』巻十四 <r宮島町史~ 334頁)

3 r芸州厳島図会』巻二 <r宮島町史~ 619頁)

4 r芸州厳島図会』巻五 <r宮島町史~ 777頁)

5 庭で焚いて照明とする火で、特に宮中で神楽がある時、庭で焚くかがり火をし、う。
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6 本殿の簾を巻き上げること。

7 本殿の簾を下げること。

8 r広島県史』古代中世資料編E、1488頁。
9 r芸藩通志』巻十四 <r宮島町史~ 329頁)

10 六月三十日の大蹴式と同じ祭典。

11 月旦祭と同じ祭典。

12 r宮島町史~ 334頁。

13 洗米・神酒・干魚。

14 松明は肥松を割ったものを縄でしばったもので俗に f火蛸Jと呼ばれる。

15 古竹を芯として作った大きな松明。

16 r芸藩通志』巻十四 <r宮島町史~ 334頁)

17 内侍は本来、後宮一切を司る女官であるが、厳島神社における内侍は、祭神に奉仕する座

女で、神楽や祈祷を行い神託を告げる女性であり、閉経後の内侍を老内侍と言う。
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第六章 年間の祭礼と芸能の変遷

緒言

厳島神社の祭礼は、明治初年を境に大きく変わった。明治以前にどのような祭礼行事があ

り、また、祭礼に伴う芸能があったのか。記録に残る室町時代以降の厳島神社の年間の祭

礼行事と、そこに見られる芸能の変遷を辿ってみる。具体的には、室町時代の祭礼につい

て知ることができる「厳島内宮外宮神事年中行事j と「厳島内外宮社役神事次第j、江戸時

代の祭礼について記した『厳島道芝記~ w芸藩通志~ w芸州厳島図会』の年中行事と、そこ

に見られる芸能を抜き出して、現在のそれと比較し、祭礼行事に伴う芸能がどのように変

遷したかを明らかにする。また、現在は失われているが、過去に在った芸能についても言

及し、厳島神社の祭礼行事に伴う豊かな文化的芸術的側面について述べる。 f表7 厳島神

社の祭礼行事と芸能(抜粋)対照表」は、室町・江戸時代の年中行事の記録に基づき、祭

礼に伴う芸能を抜き出したものである。この対照表を手懸りとして、年中行事に見られる

芸能を比べるに当り、前章と同様、一年を比較的祭礼行事が集中する正月と二月、春、夏、

款と十二月の四期に分けて考察する。

第一節 正月の祭礼と芸能の変遷

前述のとおり、江戸時代までを正月元旦、寅の上刻(午前三時頃)に行われていた「お

んそ奉るJ(I) r御衣献上Jω は、現在、午前零時に行われ「御神衣献上式Jと呼ばれ、年

の初めの儀式として継承されている。以下、暦に従って祭礼に伴う芸能の変遷を述べる。

(一)元旦の祭礼は、現在、午前五時に f歳豆祭Jが施行され、引き続き舞楽が奉奏され

る。 しかし、『厳島道芝記~ w芸藩通志』によれば、古くは内宮・外宮で午前六時

頃「卯刻御供jがあり、本社・客神社の両宮に午前十時頃「巳刻御供jと正午の「御

供Jがあったことが分かる。『厳島道芝記』巻六に元互の祭礼について次のように記

している ω。

正月元旦

おきゃう

卯刻御供御鏡餅・御強飯を奉る。上卿・祝師出仕す。定数あり。
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同 外宮地御前大明神へ社家中渡海して礼拝あり。外宮の棚守御供奉る。

あづまあそび

東遊を奏す。
ぶとまがり

巳刻御供大宮・客人宮御供井伏兎糧餅を奉る。定数あり。社司・内侍出仕す。恒
おおやけの

例の式法あり。是を公之御祈念・国家安全の御供と云。

(中略)

午刻 大宮御前・客人御前・両宮御供奉る。其数百に余り。社家・内侍・舞楽の

役人出仕。云々。

正月午刻の「御供Jは月次の神供を奉り、舞楽があった ω。元旦の舞楽は「振鉾三

節Jで、これは現在も変らない。

ところが、明治初年まで盛大に行われていた外宮の正月の祭礼「外宮御祭Jとそ

れに伴う諸芸能はほとんど失われている。室町時代の古文書 f厳島内宮外宮神事年

中行事Jの「外宮年中御神事御祭次第Jに「正月一日 御供参但田三段横竹ニ在

之、東遊舞在之、装束小忌衣J(5)とあるほか、先に挙げたように江戸時代の『厳島

道芝記』の正月元互の項に外宮において内宮と閉じ卯刻に御供があり、「東遊を奏

す。jと記されている。しかし、正月元旦の祭礼で行われていた「東遊舞jまたは「東

遊』は、正月の外宮御祭が無くなるとともに失われた。「東遊jは平安時代から行わ

れた歌舞の一種で、もと東国の歌舞であったが、宮廷に取り入れられて形を整え、

神社においても奏されるようになった芸能である。平安時代に東大寺や賀茂神社な

どの諸社寺で行われており (6)、厳島神社に何時頃伝えられたかはさだかでないが、

室町時代の文書の正月一日の項に、「外宮にて東遊舞Jと出て来る。明治初年まで永

く外宮の正月の祭礼に欠かせないものであったと思われる。また、『芸州厳島図会』

には外宮の新年の祭事に「榊舞・東遊・求子の曲を奏すJとある。榊舞・求子の曲

は東遊の中の歌舞f歌曲の一つであるが、いずれも現在は絶えている。

(二)正月二日の祭礼は現在、午前九時に「二日祭jが執行され、舞楽は午後一時に「万

歳楽j と「延喜楽Jが奉納されている。しかし、明治初年以前は午刻(正午)に御

供と舞楽があり、演目は室町時代の「万歳楽Jと「地久楽J(地久)から、江戸時代

以降は「万歳楽Jと「延喜楽j に変っている。また現在、午前十一時から「御松蝉

神能Jがある。『芸藩通志』巻十七に r(正月)二日、棚守の家にて、松蝉子あり、

東西町人、神能に出る者、皆曾すJ(7) と記され、江戸時代まで西町にある棚守家で
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行われていた松嚇子能は、現在、本社誠殿で一月二日、午前十一時から奉納される。

第二編で詳しく述べるが、松嫌子とは正月松の内に行われる嚇子 (8)の意で、江戸

時代までは三月十五日の大宮祭の翌日行われた法楽神能に出る者が全員、正月二日、

棚守屋敷(図 33)に参集し、舞(仕舞)と櫛子(笛・鼓・太鼓などによる音楽)を

興行したのである。松嘱子が終ると饗応があり、その席で法楽神能の番組が申し合

わされるのが恒例であったと言われる。しかし、三月の大宮祭が四月十五日の桃花

祭となった現在、桃花祭の翌日から三日間演じられる桃花祭神能の番組は、御神能

執事が決めている。

(三)正月三日は現在、午前九時に元始祭が執行され、午後一時から舞楽「太平楽・狛鉾・

胡徳楽・陵王・納曽利jの五曲と奏楽「長慶子jがあるが、曲目は室町時代以来、

変っていない。しかし、江戸時代まで大元神社と本社であった「神楽始j は失われ

ている。『厳島内宮外宮神事年中行事』に「大本ニテ神楽喜子うたひ物在之j とあり、

『厳島道芝記』に『大元の神前において、上卿・五人の神楽男かくらを奏す。此後

両社御前にて奏す。」とあるように、正月三日の神楽始は新年恒例の年中行事であっ

た。神楽は第二編で詳述するが、古くは神遊びとも呼ばれ、神慮を慰めるために、

神楽笛、和琴、筆集の楽器の伴奏に合わせて神楽歌を歌うものである。所謂、氏神

の祭りで演じられる里神楽とは異なる神聖な祭礼儀式における宗教音楽と言われる

(9)。神楽歌を歌う人、その伴奏をする人を総称して神楽人と言い、神楽男は神楽を

専門とする者が居たと考えられる。

(四)一月五日もまた、両宮(本社・客神社)で神楽が奏された。『芸藩通志』に「禁裏御

祈祷 ーに、天下御祈祷と称す。同五日寅刻、上卿以下、諸洞宮、内侍、神楽男、

神楽を奏す。Jとあるように、朝四時の祭礼の後、神楽男が出仕して神楽を奏してい

る。しかし、現在は午前五時に祭礼「地久祭Jがあり、神楽は無く、引き続き舞楽

が奉奏される。舞楽の曲目は『振鉾・甘州・林歌・抜頭・還城楽・長慶子(奏楽)J 

で、まったく変っていない (10)。

(五)一月六日、「厳島内宮外宮神事年中行事jの中の「外宮年中御神事御祭次第Jによれ

ば、「神明寺御祭Jがあり、「乙女子舞Jが在ったと記されている。しかし、江戸時

代以降の記録には見られない。 f乙女子舞jは「求子舞Jのことであると思われ、正

月一日の f東遊jで述べたとおり、東遊の中の歌曲の一つである「求子歌J(ll)に合

わせて舞われたと考えられる。
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(六)一月七日、『厳島道芝記』に「七種神楽 大元において社家役人神楽を奏すjとあり、

大元神社で室町・江戸時代を通じ七種神楽があったことが判る。しかし、明治初年

以後、行われていない。明治初年を境に神楽が行われなくなった理由は定かでない

が、神楽を専門とする神楽男が居なくなったのが主な理由と考えられる。

(七)一月九日は『厳島内宮外宮神事年中行事jに「当社御連寄初 座主興行也jとあり、

新年最初の連歌会が、座主(12)によって催された。『厳島道芝記』にも同様の記述が

あるところから、江戸初期まであったと思われるが、以後の文書には、一月九日の

連歌初の記載にはない。

連歌は万葉集の時代からあり(13)、和歌の上句(五・七・五)と下句(七・七)

を歌人が、唱和し読み続ける文芸である。百句(百韻)読むのが基準であるが、歌

仙(三十六匂)・世吉(四十四句)・五十韻・千句・万句と長く連ね、連想による言

葉のしりとり遊びと掛け合いの変化を楽しむ文芸として発達し、中世・近世にわた

って流行した。

厳島には連歌が流行した鎌倉・室町時代を通じ、歌人西行法師 (1118-90)をは

じめ、和歌・連歌をよくした当代一流の文化人(14)が来島し、その影響もあって連

歌愛好の土壌が形成されていたと思われる。「厳島内宮外宮神事年中行事jにも毎月

二十五日には「月次連歌jがあり、『芸藩通志』にも「法楽連歌廿五日、天神洞に

て、連歌あり。是より毎月例会とす。Jなどと記され、連歌会(図 34)が盛んに聞

かれていたことが判る。しかし、現在は本社殿横にある天神社(図 35)で、二月二

十五日に祭把が行われるのみである。連歌はわが国独自の優れた文芸であり、芸能

だけでなく文芸も盛んであった時代の厳島の活気を窺い知ることができる。

(八)一月十七日には、明治初年の神仏分離まで「管絃経jまたは「管絃講Jと言われる

行事があった。『芸州厳島図会』に「ーに十七夜講と称ず。大宮御前に於て、供僧ハ

終日法華経を調読し、伶人ハ楽を奏ず。甘州・五常楽・皇軍・太平楽・鶏徳楽なり。

十二月十七日にハ客人宮にて行へり。jとあるように、一月十七日は本社で、また十

二月十七日には客神社前で終日、供僧は法華経を唱え、伶人は管絃五曲「甘州・五

常楽・皇軍・太平楽・鶏徳jを奉奏したが、供僧の法華経諦読が無くなるとともに

管絃の奉奏も無くなったと考えられる。

(九)初申祭は明治初年まで毎年二月と十一月に行われ、『芸藩通志』に「一年の祭事、珠

に此二祭を重ず。凡当社の祭かならす、相官・供僧、同くこれを行ひけるに、僧徒、
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立ち入らざるハ、唯此二祭のミなり。J(15)と記されている。初申祭は神仏習合の時

代にあっても、神官のみで祭把が執り行われ、創建当初より在った神社で最も重要

な祭礼であったと考えられる。

室町時代の初申祭には、笛(神楽笛)・和琴・筆集などの伴奏で歌い舞われる神楽・

韓神神楽、催馬楽などがあった。韓神は神楽歌の一つで (16)、歌唱中、白い布を巻

いた藤の輪を付けた榊を持って舞う人長舞がある。催馬楽は雅楽歌曲の一種(17)で、

管絃の伴奏に合わせて歌われた。また、江戸時代を通してこの初申祭には、祝師に

よる「榊舞Jと、国府の洞官による『人長舞Jがあり、明子の歌曲など神楽の曲が

歌い舞われた。(18)しかし、これらの芸能は明治初年以降、見られない。

(十)二月の酉日に江戸時代まで、山王社で「酉日御祭Jがあった。しかし、前述のとお

り明治五年以後、仏教的な名称である山王社は三翁社と記されるようになり、酉日

御祭は、十月二十三日の三翁神社祭へ移行している。祭礼に伴う芸能も酉日御祭の

時代には、東遊の歌舞のーっと考えられる「乙女子舞jや神楽の曲である「榊の舞j

があったが、現在は無く、三翁神社祭では祭典中舞楽が二曲舞われるのみである。

第二節 春(三・四・五月)の祭礼と芸能の変遷

(一)江戸時代まで三月十五日に行われた春の大宮祭は、現在、四月十五日に移行し、「桃

花祭Jと呼ばれている。桃花祭では午後五時の祭典後、舞楽九曲「振鉾・万歳楽・

延喜楽・一曲・蘇利古・散手・貴徳・陵王・納曽利Jが舞われ、二曲「桃李花・長

慶子Jの奏楽がある。大宮祭の時代も舞楽「振鉾Jで始まり、途中桃花を献じる問、

「桃李花j の奏楽があり、最後は「長慶子Jで終る点は変わらず、舞楽の曲目もほ

ぼ踏襲されていると言える。但し、室町時代にあった『地久楽Jが、江戸時代以降

は演じられていないこと、江戸時代まであった「烏向楽Jが現在の祭礼には見られ

ないこと、古くは桃花の御供の時に「十天楽Jが奏されたのに対し、現在は「桃李

花Jが奏されていることなどが主な違いと言えよう。

「十天楽Jは仏前に御供をする時に奏される楽であったため、神仏分離の後、「桃李

花j に変わったものと考えられる。

(二)江戸時代の初め、大宮祭の翌日の三月十六日と十七日の二日間、海上の能舞台で御

能が奉納された。江戸時代中期以降は「法楽神能Jと言われ、三月十六・十七・十

八日の三日問、演じられた。新暦となった明治初年以後は、四月十六・十七・十八
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日の三日間、桃花祭御神能がある。文明九年 (1477)の寄進名がある翁面が厳島神

社に収蔵されているので、それ以前にも御能があったと考えられるが、仮設の能舞

台であったために記録されなかったものと考えられる。

(三)神仏習合時代の四月八日、釈迦誕生日に本地観音堂において管絃経が勤行された。

供僧による法華経の諦読と伶人による管絃の奏楽があったが、神仏分離以降、この

行事も管絃の調べも無くなった。

(四)江戸時代まで五月三日に行われた外宮御祭は、明治初年の新暦移行後も旧暦で行わ

れ、旧暦五月五日の地御前神社祭となり、今日に至っている。祭礼に伴う芸能は、

舞楽が今日までほぼ同じ「陵王j と f納曽利Jが舞われて来たのに対し、江戸時代

まであった「東遊Jや「榊舞Jr人長舞Jは今はない。また、古くは外宮御祭は四日・

五日と続き、四日には管絃の奏楽や獅子舞があり、五日には管絃と流鏑馬があった。

現在は外宮御祭の三日目に当る旧暦五月五日に祭礼があり、舞楽二曲と流鏑馬など

を伝承している。

(五)江戸時代までは無かった祭礼に、五月十八日の推古天皇祭遥拝式があり、舞楽「振

鉾Jr万歳楽Jr延喜楽Jr陵王Jr納曽手IJJが舞われ、「長慶子j の奏楽がある。

第三節 夏(六・七・八月)の祭礼と芸能の変遷

(一)現在、 旧暦六月五日、新暦ではおよそ七月上旬に市立祭があり、祭典後、舞楽「振

鉾Jr万歳楽Jr延喜楽Jr陵王Jr納曽手IJJが舞われ、「長慶子Jの奏楽がある。これ

は江戸時代に盛んであった春夏秋の三市のうち、最も盛大であった夏市の市立初日

を記念する名残りの祭礼と恩われる。しかし、江戸時代には市立初日の祭礼はなく、

それに伴う芸能もなかった。しかし、『芸州厳島図会』によれば、三度の市には歌舞

伎の名人が大勢来島して勧進興行があり、大道芸の一種と思われる「鼻高仮面の

わざおき

俳優j による芝居などがあったことが判る(19)。

(二)旧暦六月十七日、夏最大の祭礼である船管絃があり、前述のとおり、明治十五年ま

で永く海上の船から祭神を慰める管絃を奏していた。船上で奏する管絃の曲として、

室町時代の「厳島内宮外宮神事年中行事jには、「青海楽・蘇合香楽・越殿楽・甘州・

皇軍・五常楽・扶南・太平楽・鶏徳jの十曲が記されている。祭神の分霊を遷した

御鳳輩を船先に安置し神幸するとしづ形式を執る現在、奏される管絃の曲は「平調

音取、万歳楽、三基塩急、五常楽急、陪臆、慶徳、越天楽、老君子、早甘州、抜頭、
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林歌、伊勢乃海(催馬楽)、合歓塩jの十三曲である (20)。平安時代から今日までほ

ぼ同様の管絃の曲が奉奏されて来たと言えよう。

(三)室町時代には七月一日の御供の際に、東遊舞と乙女子舞があり、七月七日の御供の

時にも乙女子舞があった。また、江戸時代にも月次御供に東遊が舞われ、七月七日

の住節御供に榊舞や求子が舞われたことが『芸藩通志』の「祭把祈祷法楽雑行事J

に見られる。しかし、現在は佳節御供も東遊舞・乙女子舞・榊舞や求子の舞もない。

(四)七月十四日夜、神仏分離の明治初めまで延年祭があった。『厳島道芝記~ w芸州厳島

図会』にも同様の記述が見られ、『芸藩通志』によれば、僧徒、伶官が大宮に会して

これを行ったという (2九拝殿に釣った地盤に福神の像を置き、夕暮時、鐘を合図

に東西両町の男子がこれを奪い合う行事は、現在八月中旬の玉取祭に移行している。

しかし、この行事の後、六人の僧が朗詠を詠い、伶官が放殿で「青海波Jを奏すこ

とはなくなった。朗詠は漢詩に曲をつけた歌曲で、貴族の聞から発生したものとい

たまだすきたち は うた

う。『芸州厳島図会』では「僧六人 梨打烏帽子を着て、玉手織太刀を帯き、調ひ

舞ふ (22)Jと記し、 f六人猿楽Jと呼んでいる。またその後、供僧は大宮から客人宮

うちわか こ〈えちゃくしろおび けさ

へ移動して列座し、『供僧の内少き僧一人、黒衣を着し素き帯をしめ、頭ハ袈裟を
も ごでんむかひ しゃくひょう L とり

以てつ〉ミ御殿に向て舞ふ。また一人第拍子を取て朗詠をうたふ。 (23)Jという

「延年舞Jがあった。しかし、この芸能も今はない。

第四節 秋・冬(九・十・十一・十二月)の祭礼と芸能の変遺

(一)九月三日、明治初年に至るまで外宮御祭があり、五月三日の外宮御祭と同様、祭礼

に伴う芸能には東遊と舞楽「陵王Jr納蘇利Jがあった。しかし、前述のとおり明治

初年以後、九月三日の外宮御祭そのものが行われなくなったので、当然、祭礼に伴

う芸能もない。

しゅうちい

(二)九月十二日、室町時代には「集櫨j と呼ばれ、江戸時代には f新嘗御供J(秋来の

御供とも)言われた祭礼があり、和琴・太笛を用ひて神楽の榊舞、東遊の求子舞や、

舞楽 f振鉾Jr抜頭Jr還城楽Jなどの芸能があった。この新嘗御供は現在、十一月

二十三日の新嘗祭に移動し大祭式で執行されているが、これらの芸能は無くなって

いる。現在、年に一度正月五日の地久祭でしか舞われない「抜頭Jが、九月の新嘗

御供でも舞われていたことを特記しておきたい。

(三)九月十四日の大宮祭は、現在十月十五日の菊花祭へ移動し、祭典後、舞楽があるが、
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曲目に多少の変動があるものの、ほぽ同様であり、舞楽の伝統が継承されていると

言ってよい。「厳島内宮外宮神事年中行事jでは、九月十四日の祭礼は法会御祭礼と

呼ばれ、以下のとおり記されている {200

(九月)十四日御法会之御祭礼在之 一、供僧客人御前ニ着座ス 一、社家衆僧迎ニ

出ル一、烏向楽但廻廊ニテ調之一、新曽利故一、一曲一、供花一、

菊花 一、十天楽大宮御殿へ倒守備之

一、万歳楽一、地久楽一、散手一、被物一、貴徳同一、陵王同

一、納曽利同一、長慶子楽

これらのことから江戸初期まであった舞楽「地久楽Jや、衆僧を迎える際に奏さ

ちょうこうち〈

れた管絃「烏向楽Jが、現在の菊花祭にはないことが判る。また反対に、江戸時

代の頃から舞われている f延喜楽J、江戸中期から明治初年まで一時期見られなかっ

た「ー曲jが、菊花祭で舞われているなど、永い歳月の聞には舞楽の曲目に多少の

出入りがある。菊花を献じる際の奏楽も「十天楽jから現在は「賀殿Jに変わって

いる。その理由は桃花祭でも述べたように、神仏分離に因るものであろう。

(四)十一月の初申御祭は、江戸時代中頃以降、御鎮座祭と呼ばれ、現在は十二月初申の

日に大祭式で執行されているが、祭礼時の管絃や舞楽などの芸能はない。しかし、

室町時代には客人社で舞楽「万歳楽Jr地久楽Jが舞われ、本社で舞楽「甘州Jr林

歌J が舞われていた (25)。また、『厳島道芝記~ w芸州厳島図会』によれば、初申の

御祭には神楽の榊舞があり、(東遊の)明の子の歌曲が唱われたことが判る。

(五)十一月酉日に、二月と同じ山王社の酉日祭があり、室町時代には東遊の乙女子舞(求

子舞)があった (26)0 W芸藩通志』にも「山王社祭 二月、十一月、上酉の日、洞官、

内侍、神楽男、仕人、配膳、相会し、神供を献し求子の舞ひをなす。J(27)と記され

ており、東遊の舞があったことが知れる。また、『芸州厳島図会』の二月の項に「酉

日御祭 初申の翌日、山王社にて是を行ふ。上卿・祝師・両棚守出仕。榊舞あり。J

(28)とあるところから、江戸時代には二月、十一月の山王社祭に、東遊の求子が舞

われ、神楽の榊舞が舞われたと思われる。しかし前述のとおり、二月、十一月の山

王社祭は明治以降、十月二十三日の三翁神社祭へ移動し、祭礼の芸能は舞楽二曲に

変わった。

68 



(六)十二月一日の外宮の御供の折、東遊の舞が在ったことが「厳島内外宮社役神事次第j

に見える。同じ記録に十月一日にも「東遊在Jとあることなどから、外宮では毎月

一日の定例の祭礼で、東遊が舞われていたのではなかろうか。また、一月十七日の

結語

「管絃講jでも述べたとおり『芸州厳島図会』によれば、十二月十七日にも管絃講

があった (29)。一月の時は大宮御前であったが、十二月の管絃講は客人宮で行われ

た。供僧が終日法華経を請している問、伶人は「甘州・五常楽・皇軍・太平楽・鶏

徳楽jの楽を奏したが、神仏分離の明治以後はない。現在は十二月二十三日、平成

天皇の誕生日を祝う天長祭があり、祭典後、舞楽「振鉾・万歳楽・延喜楽・陵王・

納曽利Jが舞われ、『長慶子」が奏楽されている。

明治維新を境に大きく変ったものの一つは、祭礼の回数であろう。例えば、正月元Eに

は、内宮と外宮で f卯刻御供J(午前六時頃)があり、内宮ではさらに「巳刻御供J(午前

十時頃)と正午の「御供jがあった。しかし、現在は午前五時、本社で「歳E祭Jがある

のみである。二月と十一月の初申日にあった初申祭が、十二月初申日の御鎮座祭へ統合さ

れたほか、同じく二月と十一月の酉日に行われていた山王社祭が十月の三翁社祭へ移行す

るなど、祭礼の回数は減少している。『芸藩通志』に「大小百除あり」と言われた祭礼行事

は、現在、六十度余である。祭礼行事の執行日も大きく変わり、そのうち 14回は旧暦で執

行されるが、約四分の三は新暦に移っている。

また、何百年来言われて来た大宮祭を「桃花祭Jr菊花祭jと称するなど、名称も大部変

っている。長年行われてきた神仏合同とも言うべき祭礼から、仏教的なものが分離される

ことによって、例えば「玉取祭jのように内容も変容している。しかし、祭礼に伴う芸能、

神に奉納する芸能の研究から見れば、舞楽など曲目に多少の出入りがあったとしても、よ

く何百年間も伝承されて来たと思われるのである。また一方で、神楽、催馬楽、東遊など

恐らく舞楽と同じ八百年余の歴史を持つ芸能が、明治以後絶えたことは惜しまれる。

[註]

第六章

r厳島道芝記』に『御衣 毎年正月元旦寅の上魁におんぞ奉る。社職装束を改め、各大宮
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御殿の大床まで出仕す。云々 J とある。 (r宮島町史~ 189頁)

2 r芸藩通志』に「御衣献上 正月元日、棚守、御衣を捧ぐ。祝師これを、神座に納めて、
旧衣に代ふ。云々j とある。(r宮島町史~ 330頁)

3 r年中行事 臨時礼箕Jr厳島道芝記』巻6 (r宮島町史~ 189頁)

えんぷ

4 r芸藩通志』に「元日ノ¥振鉾の舞あり。Jとある。(r宮島町史~ 330頁)

5 r厳島野坂文書J1939号 (r広島県史』古代中世資料編E、1492頁)
6 押田良久著『雅楽鑑賞』の「東遊J参照、 162頁。

7 r芸藩通志』安芸国厳島五・風俗 (r宮島町史~ 358頁)

8 能楽、歌舞伎などで拍子をとり、雰囲気を高めるために添える音楽。

9 前掲載『雅楽鑑賞~ 153頁。

10 室町時代の「厳島内外宮神事年中行事J( r厳島野坂文書J)以来、同じ曲目が演じられて

いる。

ちはや みまえ ひめこまつ

11 皇居で奏される「求子歌Jの歌詞は、「千早ふる 神の御前の 姫小松 あはれれんれ

れんやれれんやれれんやれん あはれの姫小松Jであるが、神社によって独自の歌調が

用いられたという。(押田良久著『雅楽鑑賞~ 163頁)

12 厳島神社における座主は、社家・供僧・内侍が祭神に奉住した神仏習合時代、供僧の最上

位にあり、大聖院に在住した。

13 r万葉集』巻八に、尼と大伴家持が唱和する短歌合作・短連歌があった。「佐保川の水を
塞きあげて植ゑし田を(尼) 苅る早稲飯は独りなるべし(家持)Jの短歌合作が連歌の

文献的初見と言われる。

14 西行のほか「とはずがたりJを書いた二条尼、「風雅和歌集」を著わした藤原公重などで

ある。

15 前掲載『宮島町史~ 330頁。

16 一条天皇の長保年間(長保元~長保五・ 999ー1003)に、天皇の命令で神楽歌の歌詞三十

六曲が選定されたという。平安時代・花園天皇(安和二~寛和二・ 969-986)の御代に、

にわび あじめ とりもの おうさいばり

左大臣源雅信(延喜二十~正暦四・ 920-993)は、庭煉、阿知女、採物十曲、大前張七

曲、小前張九曲、雑歌九曲の計三十七曲を選定している。韓神は採物の中のー曲である。

17 催馬楽の歌曲は六十一曲あるとされるが、現在、墨譜(楽譜)が残っているのは、「伊勢

みの

海Jr更衣Jr安名尊Jr山城Jr J帝国Jr蓑UJJの七曲と言う。(r雅楽鑑賞~ 168頁)

18 r厳島道芝記~ r芸藩通志~r芸州厳島図会』のいずれにも記されている。
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19 r六月市立の図JW芸州厳島図会』巻2 (W宮島町史~ 630頁)

ねぎ

20 厳島神社の管絃のうち笠を奉奏する禰宜飯田楯明氏の言による。

21 r祭把祈祷法楽雑行事JW芸藩通志』巻 14 (W宮島町史~ 332-334頁)

22 W芸州厳島図会』巻5 (W宮島町史~ 773頁)

23 前掲載『宮島町史~ 775頁。

24 厳島野坂文書J1939号 (W広島県史』古代中世資料編E、1486ー1487頁)

25 前掲載 (W広島県史』古代中世資料編E、1488頁)

26 前掲載 (W広島県史』古代中世資料編E、1489頁)

27 前掲載 (W宮島町史~ 334頁)

28 前掲載 (W宮島町史~ 767頁)

29 前掲載 (W宮島町史~ 763頁)
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第二編厳島の芸能



第七章厳島神社の舞楽

緒言

厳島神社の舞楽は、現存する神社の伝統的芸能のうち最も長い歴史を持ち、現在もなお、

多くの祭礼行事と結びついて重要な役割を果している。厳島神社の舞楽(以後、厳島舞楽

と略記)に関しては、具体的な文献や造形資料も比較的多く残っており、その始源をおよ

そ明らかにすることができる。また、明治四十年代以降であるが、二、三の先行研究があ

る。そこでまず、厳島舞楽に関する先行研究を明らかにした上で、何時どのようにして厳

五葬楽は招来されたか、平家時代の舞楽はどのようなものであったのか、「伊都岐嶋千僧供

芙日記Jと「高倉院厳島御幸記j によって探ってみる。また、鎌倉時代以後の厳島舞楽の

三史を古文書などに依って辿り、現行舞楽の曲目と旧古伝来の曲目について述べ、舞楽が

芸される場について論じる。

第一節厳島舞楽の招来

(一)厳島舞楽の先行研究

厳島舞楽の研究は、明治四十年(1907)の『神社協会雑誌』二、三、四月号に発表され

た重固定一(l)の f宮島舞楽Jが最初であろう。その三年後、重田は著書『厳島誌』を上

存し、末尾にそれとほぼ同じ内容で「厳島舞楽沿革考J(2)をまとめて発表した。重田の研

完から約三十余年後の昭和十五年(1940)、小倉豊文 (3)が雑誌『大八州j29ー5に「厳島

沖社舞楽雑考JWを発表した。また、さらに三十年近く経た昭和四十二年 (1967)、日本

三能史の研究家中村保雄が『秘宝厳島』のなかで f厳島の芸能J(5)について執筆し、舞

奈について述べている。重田は、後白河法皇、建春門院、平清盛一行の厳島参詣を記した

f梁塵秘抄口伝集』をはじめ「野坂文書Jなど主として厳島関係の古文献 (6)に拠って、

忌島舞楽の始源から江戸時代まで、その沿革を辿っている。小倉は重田の論文を踏まえな

がら、重田が挙げた史料以外の文献(7)を参照して、特に平家時代の舞楽について論じて

いる。両説とも厳島舞楽は、清盛の時代に清盛によって始められたというものである。中

付もまた、平家一門の厳島参詣が度重なった頃、当社において舞楽が盛んに演じられたこ
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とは明らかであるとする ω。また、中村は前後数回にわたる清盛の厳島参詣のうち、承安

四年 (1174)の後白河法皇と建春門院に随行した参詣、治承元年 (1177)の建礼門院徳子

を擁した参詣、および治承四年 (1180)の外孫安徳天皇と高倉上皇御幸に伴う参詣は、芸

能史にとって見逃せない出来ごとであると言い、さらに「清盛一族の信仰が、当社におけ

る舞楽盛行の一つの原因であったであろうが、そうした舞楽を受け入れる素地は当社自身

の芸能にすでにあった。J(9)と述べている。

しかし、厳島舞楽の始源については、三者の間に多少違いが見られる。重田は後白河法

皇一行が厳島へ参詣、黒・釈迦の二人の内侍が、唐装束で『五常楽・狛鉾jを舞うのを見

たのを治承元年 (1177)とし、これを「厳島舞楽のものに見えたる初なるべきJと述べて

いる。これに対し、小倉は承安三年 (1173)の裏書のある舞楽面がまず奉納され、後白河

法皇の参詣は翌年であるから、承安四年 (1174)が「ものに見えたる初Jとする。いずれ

も『梁塵秘抄口伝集~ (巻十)を拠り所としているが、後白河法皇が建春門院を伴って厳島

へ参詣した年を承安四年とするか、治承元年とするかによって三年の違いが出たものと思

われる。しかし、建春門院の崩御は安元二年 (1176)であることから、一行の御幸は承安

四年 (1174) とするのが正しく、厳島舞楽の初見は承安四年 (1174) ということになる。

一方、中村は厳島の舞楽招来については特定せず、平家参詣以前から厳島の芸能はあっ

たとする。『山椀記~ (10)や「高倉院厳島御幸記Jを引きながら「神楽・田楽・妓女舞楽な

どは、すでに当社の座女たちの得意の芸能であった。J(11)と述べる。しかし、中村がその

根拠とする清盛が福原邸で伊都岐島の内侍の田楽を見たという『山塊記』の記事は、治承

三年 (1179)の六月である。また、高倉院が厳島で神楽や他の芸能を見たという「高倉院

厳島御幸記jの出来事は、治承四年 (1180)三月のことである。従って、中村のいうよう

に厳島の妓女舞楽などが、永暦元年 (1160)の平家一門の参詣のかなり以前からあったと

いう説には疑問が残る。こうした三者の論を踏まえながら、次に厳島神社の舞楽の招来に

ついて考察する。

なお、先行研究としては先に挙げた三者以外にも、昭和六十一年(1986)に歴史家の視

点から松岡久人 (12)が、著書『安芸厳島社』の中で祭礼法会と舞楽の伝統について書いて

いる。松岡は、平氏の厳島信仰の中で「伊都岐嶋千僧供養日記Jに触れ、厳島の歴史の中

で神楽や東遊、人長舞のことや舞楽の伝習などについて記述している。舞楽については、

「厳島野坂文書jや「新出厳島文書j などの文献を駆使し、時代を追って歴史的な出来ご

とを記している。ことに千僧供養行道会行列一覧や、舞楽役者の知行や推移などを表にし
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て詳しく述べている。

(二)平清盛の参詣と舞楽の招来

厳島神社の舞楽招来は、平清盛(13)と平家一門の参詣が深く関わっている。ことに武門

の出自ながら公卿の座に列し、太政大臣の極位まで栄進した清盛の力に負うところは大き

し、。

平清盛(元永元~養和元・ 1118......1181)は、久安二年 (1146)から保元元年 (1156)ま

での十年間、安芸守の任にあった。清盛二十八歳から三十八歳の壮年期で、国司として任

地の厳島神社を巡訪し、この間に在庁官人や厳島神社との関係が生じたことは間違いない。

しかし、清盛の厳島参詣が初見されるのは中山忠親の日記『山椀記』の永暦元年 (1160)

八月である。これによれば、清盛の厳島参詣は永年の宿願であったという(14)。安芸守の

解任後、参詣の機会に恵まれなかったと思われる。この年、清盛は正三位・参議に昇任し、

武家として初めて公卿に列している。更なる昇進祈願と報謝を込めた参詣であったと推察

される。

その後も文献に明らかなだけでも、清盛の参詣は仁安二年 (1167)の二月と九月 (W山椀

記.1)、承安四年 (1174)の三月と十月 (W玉葉.1)、治承元年 (1177)十月(r千僧供養日記J)、

治承三年 (1179)の一月と六月 (W山塊記.1)、治承四年 (1180)の八月と十月 (W玉葉jW百

錬抄.1)など十数回にわたっている。清盛のこの度重なる厳島参詣の中で、舞楽は招来され

たに違いないと思われる。即ち厳島舞楽の招来は、記録に現われた清盛の厳島参詣の永暦

元年 (1160)八月から、厳島舞楽の初見とされる承安四年 (1174)三月の聞と考える。

先行研究でも挙げられた厳島舞楽の初見は『梁塵秘抄口伝集j(同であろう。これは平安

時代後期、後白河法皇の撰に成る今様歌謡集『梁塵秘抄』の第二部で、藤原師長(16)が書

いたものといわれる。後白河法皇の「厳島参詣j を記した『口伝集』巻第十によれば、法

皇は承安四年 (1174)三月十六日、建春門院、平清盛、源資賢などを伴って京を出発、十

日を要して三月二十六日に厳島に到着している。後白河法皇の厳島参詣と厳島舞楽の初見

とされる箇所は次のとおりである。

安芸の厳島へ、建春門院に相具して参る事ありき。三月の十六日、京都を出でて、閉

じ月廿六日、参り着けり。宝殿のさま、廻廊長く続きたるに、潮さしては廻廊の下ま

たた むか

で水湛へ、入り海の封へる浪白く立ちて流れたる。封への山を見れば、木々皆青み渡
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りて緑なり。山に畳める岩石の石、水際に黒くして時てたり。白き浪、時々うちかく

る、めでたき事限り無し。思ひしよりも面白く見ゆ。その国の内侍二人、黒、釈迦な

り。唐装束をし、髪をあげて舞をせり。五常楽・狛鉾を舞ふ。伎楽の菩薩の袖振りけ

むも斯くゃありけんと覚えて、めでたかりき。(17l

こま』まこ

黒、釈迦というその国の内侍(厳島の座女)二人が、唐装束で舞楽の「五常楽Jr狛鉾j

を舞ったというのである。後白河法皇は、伎楽の菩薩が袖を振って舞う姿もこのようであ

ろうかと思われ見事である、と感嘆している。面白いのは、これに続き公卿、殿上人、楽

人、太政入道(清盛)、その供人たちが舞楽を見終ってまだ席を立たないうちに、 A女を伴

ったこの国の人(18)がやって来て、今様を聞きたいと所望したとある。法皇は源資賢に今

様を謡うように促すが、資賢が謡わないので自ら吟じたという (19)。このように中央文化

人と芸能の交流があったことが知られて興味深い。

さて、清盛は永暦元年 (1160)、正三位・参議に昇任し、宿願の厳島参詣を果した後、藤

原氏の春日大社や源氏の鶴岡八幡宮に対抗して、厳島神社を平氏の氏神とし、社殿の造営

や宝物の寄進を行い、仁安三年 (1168)までに今日見られるような優美な海上の社殿群を

完成させている (20)。この間、社殿の造営と平行するように、長寛二年(1164)・仁安元年

(1166)・仁安二年 (1167)の年記のある f平家納経J(三十三巻) (図 36)が奉納された。

清盛は仁安二年 (1167)二月、太政大臣に昇任し、この年は二月と九月の二度厳島参詣を

している。社殿造営に関しては、長寛二年 (1164)着工、仁安元年 (1166)竣工、という

三浦説がある。仁安三年 (1168)の神主佐伯景弘の解にある『社殿造営を請う jは「社殿

修造を請う jであり、それから逆算して、数年前に海上の社殿が出来ていたとする三浦説

には説得力がある。さらに、清盛は当代最高の技と賛を尽くした宝物「平家納経Jを奉納

するに当り、何よりもまずそれを納める社殿を造営したと考えるのが自然であろう。

また、後白河法皇一行が厳島神社を参詣した前年の承安三年 (1173)には、下記のとお

り裏面に調進年・寄進者の朱漆銘がある舞楽面七面(図 37)が奉納されている。いずれも

大型の檎の木彫彩色で、薄手で軽く都の当時第一級の彫技によると思われる。この七面は、

後述する鎌倉時代の「採桑老J(図 38) と、銘文はないが、その頃の作と恩われる「陵王j

(図 39)の舞楽面二面とともに重要文化財に指定されている。

二の舞尉 (銘)r厳嶋社二舞面承安三年八月日 盛田朝臣調進j
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うば

二の舞姫

抜頭

車内曽手IJ

還城楽

散手

貴徳

(銘)r厳嶋社二舞面承安三年八月日 盛国朝臣調進J

(銘)r伊津伎嶋社抜頭面承安三年尊勝寺本仏師行明沙汰J

(銘)r厳島社納蘇利面台盤所調進j

(銘)r厳嶋社還城楽面政所御寄進仏師沙問摸尊勝直本j

(銘)r伊津伎(嶋) (散手)面承安三年八月J

(銘)r伊都岐嶋社貴徳面 承安三年八月J

「二の舞Jの舞楽面を調進した平盛田は清盛側近の重臣であり、台盤所は清盛の娘(平

ぎょうめい

盛子)、政所は清盛の室(平時子)と考えられる。また仏師行明は平安時代後期に活躍し

た仏師「行命j と同一人物と推定される。「摸尊勝直本」とあるのは、京の六勝寺の一つ、

尊勝寺の舞楽面を模して厳島へ調進したことを示すものであるう。これらのことから、平

家一門が時の第一級の仏師に舞楽面を作らせるなど、厳島舞楽を強力にパックアップした

ことは疑い得ない。

ところで小倉説では、平家一門の参詣と舞楽奉納の準備として、前年まず舞楽面が寄進

され、その翌年の承安四年 (1174)に舞楽が奉納されたという。この時、後白河法皇一行

が見たのが厳島舞楽の「ものに見えたる初Jであり、それ以前に舞楽面を使用する舞人、

楽人の存在が考えられると述べる。しかし、後白河法皇一行が見た舞楽はf五常楽Jr狛鉾J

であり、平家一門が寄進した舞楽面を使ったものではない。また芸能に使用する面は、ま

ず芸能で使った後、奉納するのが常套ではなかろうか。

従って遅くとも舞楽面七面が寄進された承安三年 (1173)以前に、厳島神社において舞

楽が奉納されていたと考える。厳島舞楽は社殿の造営、 f平家納経jの奉納と深く関わって

いると思われる。社殿造営が成り、「平家納経Jが奉納される際に、今日でいうところの有

形の文化財に併せ、無形の文化財である芸能・舞楽が奉納されたと考えられる。もしそう

であるとするならば、一つの仮説として、社殿成立の仁安元年 (1166)か同三年 (1168)、

『平家納経j奉納の長寛二年 (1164、願文・奥書の日付)・仁安元年 (1166、巻頭「櫛筆J

一紙の日付)・仁安二年 (1167、「般若心経j一巻の日付)のいずれかの年に舞楽奉納があ

ったと考えたい。またさらにいえば、社殿竣工と「平家納経J巻頭紙奉納があった安元元

年、および太政大臣に昇任した清盛が二月と九月の二回参詣した仁安二年 (1167)は、可

詑性として大きい。いずれにしても清盛と平家一門が厳島神社への崇敬を深め、度重なる

参詣の中で「平家納経Jを奉納した長寛二年 (1164)から舞楽面を寄進した承安三年 (1173)
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の聞に、厳島舞楽は招来されたと考える。

第二節 平家時代の舞楽

(一)r伊都岐嶋千僧供養日記jに見る舞楽

さて、承安四年 (1174)三月、後白河法皇の厳島舞楽の初見から数年後、厳島の社殿に

おいて、平家一門によって盛大な祭礼と芸能が執り行われた。入道(清盛)は、中宮・右

大将・三位・小松少将 (21)など一門を伴って厳島へ参詣し、千僧供養と一切経会、万燈会、

行道会などを催している。「伊都岐嶋千僧供養日記J(22) (図 40)はこの時清盛一行の祭礼

と芸能について、詳述している。これによって、平家時代の厳島舞楽の曲目や楽人、舞人

について知ることができる。一行は十月十一日に厳島に到着、十二日は予行演習、十三日

は臨時祭と万燈会、十四日に千僧供養、行道会、十五日に一切経会があり、二十九日にも

舞楽奉納があった。その大要を祭礼に伴う芸能を中心に述べると以下のようになるであろ

う。なおここでは、日記に記された年記をそのまま記すが、安元三年(治承元・ 1177)説

があるなど千僧供養が行われた年には問題があるので、後で考察を加えたい。

安元二年丙申 (1176)十月

十一日 亥時(午後十時)に中宮、入道(清盛)、右大将、三位、小松少将など一行厳

島に到着。

十二日 天晴、千僧供養の予行演習が行われ、「万歳楽・延寿楽(延喜楽)・陵王・納

曽利Jの舞楽がある。

十三日 天晴、まず本内侍・権内侍に装束を賜り、右大将の勤仕により臨時祭が行わ

ベいじゅう

れた。宿舎である松木御所を出て、舞人十人を先頭に随身・倍従(東遊の奏

楽者)十人を従えて大宮(本社)に至り、放殿です萩(お誠い)があり、客

人宮(客神社)に参った。衣冠姿の楽人が楽を奏する中、御供えがあり、奉幣

ひちりき

があって「東遊の舞Jが奉納された。「歌Jは多近久、「笛jは大神宗方、「筆集j

は安部末国、「和琴jは中原有安が務めた。六人の舞人が群立して舞い終えると

大宮へ参り、客人宮と同じ祭礼と「東遊の舞j があった。また、夜に入って大

宮の舞殿で「神楽Jがあり、日中の東遊と閉じ奏楽によって「人長の舞」が舞
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われた。

また、昼間より翌日の千僧供養に備えて、舞殿を中心に南北の回廊に各々五

百人の僧が着座した。南廊は六十六聞と新たに仮設の二十聞を加え、八十六聞

の回廊に、五百人の僧が一間ごとに六人対座する。北廊は五十九聞と客人宮の

拝殿、舞殿、粥座のほか院御所の殿上廊、朝座屋などに五百人の僧が着座する。

僧一人ごとに半畳をとり、法華経を載せた経机一脚を置いた。

また、夜は万燈会が行われた。大鳥居の外、社殿を囲むように東の宮崎と西

の西崎から海中に棚を渡し、三尺間隔で上下二重に松明を結び付け、対岸の浜

にも数十町にわたって棚を設けて、玉尺間隔で松明を結び付けた。さらに千僧

の座の後、一間ごとに大松明を立てるという大がかりなものであった。松明に

一斉に火が点じられると、まるで海底に火を敷きつめたようであった。

十四日 天晴、千僧供養の当日、清盛、三位らの上葛は早朝から参詣し、定刻に右大

将が松木御所から社前に臨場すると、楽人が乱声を発し、獅子が出て来て舞台

の傍に伏す。次いで振鉾が奏され、楽屋から出て来た菩薩、烏側、胡蝶、舞人、

妓女などが、左方と右方に分かれて舞台両脇に立ち並ぶ。各々次の順序で並び、

二列になって粥座屋まで行進する。

(左方)先導を務める神官二人、獅子二人、菩薩六人、烏六人、妓女六人、舞

人六人、鶏婁・鞠鼓・摺鼓・笠・筆集・笛・大鼓・鉦鼓各一人の列(計36人)。

(右方)神官二人、獅子二人、菩薩六人、胡蝶六人、妓女六人、舞人五人、一

鼓一人、三鼓・笠・筆集各二人、笛・大鼓・鉦鼓各一人の列(計37人)。

楽人が「秋風楽j を奏で、再び獅子は舞台傍に帰って伏し、神官、菩薩以下

は楽屋の前に立ち列び、楽が奏される。

〈げ

やがて供花の後、『菩薩・烏・胡蝶Jの舞が奉納さ、供養(お供)の後、再び

f菩薩・烏・胡蝶Jの舞が奉納される。次いで行道会 (24)が行われた。まず、

舞人、楽人、菩薩、鳥、胡蝶、妓女などが楽屋から出て来て、先のように舞台

脇に立ち並ぶ。散花があり、衆僧が舞台に昇って並ぶ問、楽人は「渋河烏j を

奏楽する。左方の列は、先導の神官が獅子以下を引率して、衆僧が二列に並ぶ

南廊を通って打橋から浜に下り、松木御所の傍らや有の浦、比叡社(山王社、

現、三翁神社)などを経て再び打橋から南廊に戻る。右方の列は北廊を通って

朝座屋前の庭に下り、扉橋(現、揚水橋)の上で左方の千僧の最後尾について
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一緒に廻わり、御読経所の前を経て元のように北廊に帰り、左方右方の行列が

整うのを待って、並んで舞台を経て元の位置に帰る。

その後、妓女たちによって「五聖楽(五常楽)・狛鉾jが舞われた。次いで「安

摩・二の舞・万歳楽・延喜楽・太平楽・皇仁・散手・貴徳・陵王・納曽利Jの

舞楽が奉納された。

十五日 天晴、恒例の一切経会が三十人の僧によって例年の作法と順序で執り行われ

た。また『振鉾j があり、供花、十種の供養(お供)の後、この日も「菩薩・

鳥・胡蝶Jの舞が奉納され、行道があり、妓女による「玉聖楽(五常楽)・狛鉾J

の舞があった。また「安摩・二の舞・賀殿・皇仁・蘇合・敷手・陵王・納曽手IJJ

の左右四番の舞楽が奉納された。

十六日 天晴、暁より引戸がある。清盛も始めから引芦に合わせた。帰京の安全を発

願するものであった。

じよう

廿九日 娘御前 (25)の舞の御覧がある。この日はまず「振鉾jが舞われ、次いで「春

議論.議長{議Jの舞楽、妓女による「玉聖楽(五常楽)・狛鉾Jの舞があり、更

に「三台・林歌J、男舞による「甘州・敷手・抜頭・納曽利Jが舞われた。

ここに記されている舞楽は「安摩Jr二の舞Jをはじめ、 or振鉾J、or万歳楽J、「延

寿楽J(延喜楽)、 or陵王J、or抜頭j、「玉聖楽J(五常楽)、 or狛鉾j、or大平楽J、

「皇仁J、or散手J、or貴徳J、「賀殿J、「蘇合J、「敷手」、「春鴬鴫j、「新鳥蘇J、「三台J、

o r林歌J、or甘州J、or納曽利Jの二十二曲で、これに童舞の「烏(迦陵頻)J、「胡蝶j

を加えると二十四曲になる。このうち、現在なお十二曲 (0印)が舞われており、この時

舞われた舞楽のちょうど半数が、八百数十年を経た今日まで伝えられていることが判る。

また曲目だけでなく、先導する神官の名や多くの舞人、楽人の名が書き留められている。

十四日の千僧供養当日、記録されている神官、舞人、楽人の名は下記の通りである。

一、神官

引頭神宮左右各二人(左)散位佐伯依員(束帯)、同助貞(衣冠)。

(右)散位佐伯友貞(束帯)、同助包(衣冠)。

二、舞人

童舞 (左)r烏j六人 阿閤梨弟子五郎丸、定景息七郎丸、散位成園息平丸、

久包息直与王丸、定近息法師丸、恒包息宮童丸。
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(右)r胡蝶j 六人 久包息弥王丸、友貞息法師丸、秋宗息金剛丸、僧延寿

息法師丸、僧明言察息日光丸、守延息長寿丸。

妓女左右各六人(左)黒内侍、普賢内侍、文珠内侍、弥陀内侍、万寿内侍、多聞内

侍。

(右)釈迦内侍、千歳内侍、乙内侍、地蔵内侍、弥陀内侍、薬王内

侍。

舞人左右各五人(左)平三殿、守包、友平、依久、行久。

(右)貞光、助宗、守延(遠)、永事、守貞。

三、楽人

(左)鶏婁一人助成。

(右)一鼓一人 宗下右近将曹多近久。

(左)鞠鼓一人久包。摺鼓一人興友。

(右)三鼓二人 権園造佐伯行延(遠)、佐伯員貞。

笠左右各二人 (左)左衛門府生、田使貞景。

(右)散位菅原重延、定景息七郎丸。

筆集左右各二人(左)雅楽允、栗田能成。

(右)阿部園正、佐伯宗包。

笛 左右各一人(左)右近将曹大神宗方紀元房。

(右)佐伯久行。

太鼓左右各一人(左)散位佐伯守員。

(右)散位佐伯守友。

鉦鼓左右各一人(左)佐伯宗友。

(右)佐伯包行。

また、十四・十五日と二十九日に舞われた舞楽の曲名と舞人の名が記されているので次

iこ表記する。

f安摩j 助成・依久

『二舞J 宗成・包行

f万歳楽J助成・平三殿・守包・友平・依久・行久
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「延喜楽j近久・久光・助宗・守包・守真・宗則

「散手j 助成

「貴徳J 近久

「陵王j 平三殿

「納曽手IJJ久光・助宗

「振鉾J (左)平三殿・(右)助成

「春鴛時事J平三殿・守包・友平・依久・真貞・行久

「新烏蘇j助成・久光・助宗・宗久・守包・守延(遠)

「五常楽J釈迦内侍・千歳内侍

「狛鉾』 釈迦内侍・千歳内侍・多聞内侍・万寿内侍

「抜頭j 平三殿

この日記から、平家一門を中心に神官、衆僧、妓女(内侍)、舞人、楽人を多数動員した

千僧供養、一切経会、行道会が、中央社寺の祭礼に勝るとも劣らない盛大な祭儀であった

ことが知られる。また後述するが、中央の楽所関係の名も多く見受けられる一方、佐伯姓

の楽人はじめ地元に楽人や舞人が多数居たことが判る。十二名の妓女(内侍)の名が挙げ

られ、「五常楽・狛鉾Jを舞うなど女舞が盛であったことも明らかである。

特筆されるのは、「鵠う議・鵜議.121J.鮮 Jの四曲は「是者今度習留舞也j とあ
り、今度新しく習った曲であるという。このうち「甘州Jは先に妓女による女舞であった

が、廃れたので改めて男舞として習い留めている。清盛一行が帰京した後も、平三殿は居

残り、厳島の舞人たちに舞楽を伝授している。十五日の舞楽のうち「納曽利Jの奏楽の太

鼓を平家一門の小松少将維盛が勤め側、平三殿(維盛の弟清経に比定される)は、十四

日の「万歳楽J、二十九日の「振鉾・春鴛鴫・抜頭jを現地の舞人と共に舞っている。いか

に平家一門が熱心に舞楽移入を図ろうとしたかが窺える。清盛は藤原氏が支援する京都・

奈良の舞楽に対抗して、厳島に大坂四天王寺の天王寺流舞楽を移入したのではないかとい

われる。

この清盛の時代に根付し、た天王寺流舞楽は、以後、室町時代にも度々伝授されている。

文明三年 (1471)、棚守野坂安種は天王寺楽人太秦広喜から唐楽による左舞九曲のみならず

高麗楽による右舞三曲も伝授され、永正六年(1509)、野坂才菊は天王寺楽人太秦目歳から

「陵王・抜頭jの舞を伝授されたという (27)。これらのことについては後で詳しく述べる。
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厳島神社と四天王寺の舞楽との関係は、この時以来続き、今日でも毎年正月二日の二日祭

と三日の元始祭の舞楽は、天王寺楽所雅亮会の応援を得て行われている。

(二)r高倉院厳島御幸記』に見る舞楽

ところで、建礼門院と清盛一門の千僧供養から数年後の治承四年 (1180)に高倉院の御

幸があった。その年の二月二十一日、高倉院は安徳天皇(清盛の外孫)に譲位し、三月十

九日出京、陸路と海路を通って二十六日に厳島に到着した。参拝を済ませて四日間滞在の

後、帰路に着き四月九日帰京した。この旅の模様を、この時随行した近臣の源通親 (28)が

雅文体の紀行文「高倉院厳島御幸記J(29)に記録している。

かんだちめ

これによると、三月十九日の暁に殿上人十余人、上達部七、八人を伴って京を出発した

院は、船でまず摂津国福原(現、神戸市兵庫区付近)にあった清盛の別邸に立ち寄った。

三月二十日申の刻(午後五時近く)に到着した院一行は、清盛の福原邸で厳島の内侍たち

の妓女舞を見ている。その箇所は以下の通りである。

高倉院が着かせ給いてのち、いつしか厳島の内侍どもまいりて、遊びあいたり。御

こま11こ

所の南面に錦の絹屋打ちて、狛鉾の樟立て渡したり。内侍八人ぞある。皆唐の女の装
はなかずら

ひぞしたる。花蔓の色よりはじめて、天人の降り下りたらんもかくやとぞ見ゆる。

万歳楽など、さまざま舞ひたり。左右に廻りて疲る〉ことを知らず。朝夕しつきたる

舞人にはまさりてぞ見ゆる。利曾(園)の楽の戸も限りあれば (30)、これにはいかで

かとぞ覚ゆる。舞いはでぬれば、上に召し上げて、御前にて神楽をぞ歌はせらる h
かんだちめ

近く候上達部殿上人もてなしあいたり (31)。

即ち、高倉院一行が到着されると、厳島神社の内侍(亙女)達がやって来て管絃の遊び

かさね こま阻こ

をし、絹幕を張った仮小屋で、唐装束(襲装束)の内侍八人が I狛鉾Jを舞ったが、花の

髭飾りの色からはじめその美しさは天人が舞い降りたようであった。内侍たちは「万歳楽J

など数々舞ったが、楽所の舞人より優れているように見えた。舞楽が終ると院の前で神楽

を歌ったが、大変上手なのでお伴の上達部や殿上人がもてはやした、というのである。

その後、院一行は二十一日夜の明けないうちに福原を発ち、和田岬から海路を通ってニ

ト六日午の時(十二時)、宮島に到着した。その日、院は客人社、大宮へ参拝し、神主佐伯

やお止め 書由

三弘、宮島の座主、安芸守の菅原在経の位階を上げ、神楽を舞う八乙女(八人の内侍)に衣
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一揃と錦などを下された。その翌日、治承四年(1180)三月二十七日、高倉院一行は摂末

社を巡拝し、本社で祭神にお供をした後、田楽と舞楽を見ている。まず内侍達は金属の飾

りを付け、錦の装束を着て髪に花を付け、大口袴をはいて田楽 (32)を舞い、その後、舞楽

f蘇合香J、「狛鉾Jなどを舞った。その妓女舞の美しさは天人が降りて遊んでいるようだ、

と次のように讃えている。

た

内侍ども、かねをのペ錦を裁ちて、さまざまの花をつけて、大口を着て、田楽っか
お そごう

うまつる。八人ならび候。天人の降り遊ぶらんもかくやとぞおぽゆる。その後、蘇合香、
とま』まこ k 

狛鉾など舞ふ。樟取れる姿、目も心も及ばず。 (33)

その他この頃、厳島舞楽に触れた文献には、『古今著聞集J(叫や『平家物語J(叫などが

ある。『古今著聞集J(1254)には、徳大寺左大臣の孫・藤原実定が治承三年 (1179)三月

晦日、厳島に参詣した折、伴の中将が太平楽を舞い『おもしろかりける事やj と記してい

る。同じく『平家物語』巻第二の「徳大寺之沙汰J(36)にも、徳大寺実定が厳島へ参寵した

時の様子が次のように語られている。

かのやしろ

誠に彼社には内侍とて優なる女どもおほかりけり。七日参籍させられけるに、夜昼

っきそひ奉り、もてなす事かぎりなし。七日七夜の問、舞楽も三度までありけり。琵

琶琴ひき、神楽うたひなど避ければ、貫定卿も面白事に覚しめし、神明法楽のために、

今様朗詠うたい、風俗催馬楽など、ありがたき部曲どもありけり。

このことから、内侍によって舞楽、管絃、神楽が行われただけでなく、実定自身も祭神

えいきょ〈

を楽しませるために今様や朗詠を謡い、風俗、催馬楽などめずらしい部曲(宴会の余興

などで即興的に歌われた歌曲)などを奉納したことが窺えて興味深い。

第三節鎌倉時代以降の舞楽

(一)鎌倉時代の舞楽

鎌倉時代には嘉禎三年(1237)三月二十日、大規模な舞楽装束、楽器等の注文が出され
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ている。これより先、承元元年(1207) と貞応二年(1223)に、二度にわたり社殿炎上が

あり、嘉禎二年(1236) と仁治二年(1241)に外宮と内宮が各々造営された。これを機会

に舞楽装束、楽器などの新調が計られたものと思われる。また、清盛の時代からおよそ六

十年を経ており、長く使用して来た道具類などの破損が進んだのではないかと思われる。

妓女装束、鳥蝶装束、襲装束、楽人装束、散手以下十三曲の舞楽装束、及び神楽関係の小

忌装束、l話じ従装束、倭琴ー張を挙げた後に「巳上此装束等如形雄有皆具、依為古物朽損官J
とある。即ち、これらの装束などは形の知く皆有ると言っても、古くなって朽ち損じてし

まっていると記している。また、それ以下に挙げた各種楽器、舞台幡、獅子頭などの行道

具なども、或るものは朽ち、或るものはわずかに残っているけれども、古物であるため用

うるに当らない物であると記している。多少の誇張もあろうが、これらの装束、道具類が

永く盛んに使用されて来たことを示すものと思われる。また、これによって当時の舞楽の

曲目や装束をはじめ、楽器、小道具、行道具などが分かるので、「伊都岐島社舞楽装束井楽

器等注進状案J(37)に挙げられた注文の項目と内容を記しておく。

伊都岐嶋社 注進舞楽装束井楽器等事

A 
口

一、妓女装束十二具内

錦装束四具赤地二具青地二具

一具別錦抱以糸置官(玖)文之以金銅儲飾之錦袴錦帯差針王冠

残十一具同前也

唐装束八具

一具別唐紅置物抱裳在以糸置物之差針 残七具同前也

一、烏蝶装束十二具

一具別縫物抱同袴大口柏天冠ハサカタ

一、襲装束十二具

手覆 ぽ卒&~スネアテ 42参与ノ糸
残同前也

一具別甲踏懸縫物抱同袴下襲綾在置物

紅大口赤雌紅衣半宴石帯

残十一具同前也
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一、楽人装束十六具 巳蛮絵

一具別冠蛮絵抱下襲半管袴大口赤椎

残十五具同前也

散手装束ー具 以赤地錦用之

甲帽子面錦打懸同帯踏懸手覆大刀平緒錦袴紫縫物抱

貴徳装束-具 以青地錦用之

員数如散手装束也

抜頭装束ー具 以赤地錦用之

面縫物抱錦打懸同袴同帯

還城楽装束ー具 以赤地錦用之

面縫物抱錦打懸同袴同帯

陵王装束ー具 以赤地錦用之

面縫物抱錦打懸同袴同帯

納曾利装束二具上手下手

面錦打懸同袴同帯巳上以繋 地錦用之

安摩 面二

二傑装束二具高橋スソコノ袴面二

皇仁 面甲各六

新烏蘇面甲各六

退宿徳面帽子各六

胡徳楽面甲(帽子)各六

蘇合香甲六

小忌装束十三具抱袴紅衣半管下襲

同陪従装束三具

倭琴ー張

己上此装束等知形雄有皆具、依為古物朽損畢、

楽器 大太鼓ー皆具共破損之鶏棲鼓謹一鼓鞠鼓措鼓三鼓

舞台幡八流 己龍頭幡之皆損之

行事金巴金鼓

88 



狛鉾梓六筋

鉾十四筋左七右七

地敷一帖草頭十五

糸鮭五十一足

行道具持太鼓二左右鉦鼓二左右太鼓持装束八具在甲 師子頭二

同補E装束四具青地二赤地二 同面四

縫物抱四 錦表袴四腰青地二赤地二

紅大口四腰錦綱四筋赤二筋青二筋

師子子錦装束四具

縫物抱四領赤二領青二領 錦袴四腰赤二腰青二腰

錦帯四筋青(赤カ)二筋青二筋帽子四赤二青二国賓四

楽屋握覆ー帖弘四丈長二丈六尺三寸

同綱十二筋 調諦覆ー帖長一丈弘一丈四尺五寸

幌三十帖各在綱

己上、或朽損或僅雄残依為古物、併不中用物也、

右、太略注進知件、

嘉禎三年三月廿日

傷師散位佐伯久元

楽頭散位佐伯道清

ここには、「烏(迦陵頻)・蝶(胡蝶)・散手・貴徳・抜頭・還城楽・陵王・納曽利・安摩・

二舞・皇仁・新烏蘇・退宿徳・胡徳楽・蘇合香・狛鉾」の十六の曲目が挙げられており、

当時の曲目が判る。妓女装束十二具のうち錦装束四具・唐装束八具、由貿装束十二具、烏蝶

装束十二具、楽人十六具とあることから、妓女、舞人、楽人の人数と装束の内容を知るこ

とができる。また、舞人や楽人の装束だけでなく、神楽の装束である小忌装束十具、東遊

の楽人である陪従の装束三具なども挙げられている。その他、楽器では先述の東遊で使わ

れる和琴一張のほか、大太鼓、鶏婁、鼓、設、鞠鞍など八点が挙げられ、 r~自鉾j の梓など

乃小道具や行道具の獅子頭や装束、楽屋益事、一帖なども注文されている。またこれらの製

牢を注進した傷師の佐伯久元、楽頭佐伯道清の名が記されており、この時代の舞楽の舞人
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と楽人を知ることができる。

なお現在、この時のものかどうかわからないが、厳島神社に鎌倉時代の木製彩色楽器

嘆量Jrふ宮みJ(図 41)が伝えられている。槽の球形に近い胴に布を貼り、黒漆地に宝
相華文を描いた実婁と、同様に槍の胴に布を貼り黒漆をかけ、朱漆地に金泥で雲龍文を描

いた設は、舞楽「ー曲jで使用される楽器である。腰に結びつけた柔婁を片手に持った棒

で打ち、片手で畿の枝をまわしながら舞う姿は、敦;崖の壁画にも見られ、西域地方から伝

来した楽器である。この古様の楽器は、鎌倉時代の舞楽に使用されたものと思われる。

次いで鎌倉時代では、建長元年 (1249)に舞楽「採桑老jの面が奉納されている。採桑

老の面裏には「建長元年九月十四日 口口口 久資子時右近将監舞之j という朱漆銘があ

る。これによって面『採桑老Jは、建長元年(1249)九月十四日の大宮祭で、右近将監で

あった多久資が、この曲を舞って奉納したものと判る。舞楽「採桑老j は高齢でなければ

演じられない曲で、一度演じると命を絶っと言われ、多氏伝習の秘曲であったと言われて

いた。厳島神社の面は、「採桑老jの面の中でも最古のーっとして名高く、動眼、切顎、眉・

唇の上下と顎に植毛の跡があり、鎌倉時代のものらしい写実性を備え、能の翁面の形成に

多大な影響を与えたものとしても貴重であると言われている。

舞楽「採桑老Jが奉納された二年後の建長三年(1251)十月に、当社楽頭の佐伯道清か

ら二箇条の愁訴状が出された。佐伯道清は、これより十四年前に舞楽装束・楽器の注文を

舞師佐伯久元と連名で出した同じ人物であろう。「佐伯道清申状案J(38)によれば、第一条

「為故藤三郎久行、被押居相伝座帯事j、第二条「於楽所奉行為中左近将監久成 被押沙汰

無謂子細事j という、二箇条の愁訴が出されている。すなわち第一条は、故藤三郎久行の

ために押え置かれた楽頭の地位・座帯のことについて述べている。楽頭の職は道清の祖父

貞景、父景道と代々相伝して来たが、父景道が死去した時、道清が若輩であったため久行

が楽頭になった。しかしその久行が逝去したからには道清が楽頭職を相伝するよう命令を

下して欲しいという内容である。第二条では、楽所奉行において中久成のために楽人を指

図する権限を押え込まれていると訴えている。すなわち、当社の舞楽は平家の時代から楽

頭と舞師の二人が定められており、楽頭は貞景、景道から今、道清が引き継ぎ、楽人十六

人を統率する立場にあるにもかかわらず、舞師の中久成(左近将監)が楽頭の道清に相談

もなく、楽所のことを采配し、道清の権限を侵しているという内容である。平家時代から

およそ八十年を経ているが、伝統的に楽頭は楽人十六人を統率し、神社の祭礼に奉仕する

ことが常となっていたと知れる。佐伯道清の愁訴からおよそ半世紀余りを経た嘉元四年
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(1306)以降の成立と目される「一切経内焼残分目録J(39)にも、装束に関する記載が見え

る。関係部分を書き出すと次のようになる。

妓女装束十二具唐横一合

重装束十二具 唐横一合

ノ、ムネム十具烏蝶装束八具同横入之

ヲミノ装束十具入丁装束ー具同横入之

走物装束玉具同面六採生老納曽利二具散手岐徳甲二二舞面二

楽器夫装束八具師子装束二具

田楽装束東唐横一 十一具在之

御文書横一

陪従装束三具

駒鉾装束六具

これをおよそ七十年前の嘉禎三年(1237)に新調を願った装束の数量と比較すると、妓

女装束、官装束、走物装束、陪従装束などの数は同じであるが、烏蝶装束は十二具から八

具へ、小忌装束は十三具から十具へ獅子装束は四具から二具へ減少している。また、「賀

装束jを重装束、「小忌装束Jをヲミノ装束、「採桑老jを採生老、「貴徳jを岐徳、「狛鉾J

を駒鉾と記すなど名称に俗化と乱れが認められ、衰微の傾向と見ることができょう刷。

しかし、平家の時代に調進された二舞・納首利・散手・貴徳の舞楽面が大切に保管され、

持倉末期には、現在は絶えている「採桑老jの装束もあったことが分かる。

(二)室町・桃山時代の舞楽

室町時代の初め、舞楽装束がつくられたことを示す板木が厳島神社に伝わる。永徳四年

(1383)の銘がある蛮絵装束の版木(図 42)である。これは、曽利胡の蛮絵装束の文様を

木版刷りする際に用いたと思われ、裏面に「永徳四年甲子三月日 蛮絵之版木也 野坂六

二右衛門定重j の刻字がある。蛮絵装束は、もともと平安時代の近衛府武官の正装であっ

之ものを舞楽装束として使うようになったもので、蛮絵と呼ばれる獅子や熊の丸文を特色

とする。左方は獅子の丸文、右方は熊の文を用いたと思われるが、近世以降、蛮絵装束の

日は、向い獅子の丸文を五色の刺繍で表わすようになった。それ以前は、木版で墨摺りさ
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れていたと言い、厳島神社の曽利胡の蛮絵装束は古様を伝えている。この蛮絵装束の版木

は、装束を新調した後、神社に保管されたものであろう。現在は、曽利胡一曲だけである

が、当時は五常楽や曽利胡の番舞の壱鼓など蛮絵装束の舞楽はもっとあったと考えられる。

しかし、鎌倉時代から表微の傾向があったと見られる厳島舞楽は、室町時代にさらに衰

退が進んだのであろうか。室町時代の中頃から度々天王寺の楽人大秦氏から伝授を受けて

いる。鎌倉・室町期の武家の政権攻争や貴族だけでなく武士や民衆までも広範に捲き込ん

だ南北朝の争いは、諸神社の祭礼にも大きく影響したと思われる。厳島神社にあっても祭

礼行事とそれに伴う芸能の表微は否めなかったと考える。また、平家の時代からおよそ二、

三百年を経て、当初より伝習の舞楽に変容があったとしても不思議ではない。ここに至っ

て改めて天王寺流舞楽の移入が図られたと考える。『大秦広喜舞曲伝授状J(41)によると下

記のとおり、棚守に補任された年の文明三年(1471)八月、棚守野坂安種は天王寺の楽人

大秦広喜から『安摩Jをはじめ十二曲の相伝を受けている。

舞相伝状事

iロh 

右彼曲相伝之次第

安摩 五常楽 三基

万歳楽 太平楽 甘州

散手 陵主 抜頭

右舞

地久 林歌 曾利古

右彼曲色々事、依所望彦三Is安種相伝申所也、於子々孫々可矯秘蔵候、
天王寺楽人大秦慶喜(花押)

文明三天辛卯八月廿二日

これによると安種は、『安摩Jr五常楽Jr三台Jr万歳楽Jr太平楽Jr甘州Jr散手Jr陵

王Jr抜頭jの左舞九曲のみならず、右舞三曲「地久Jr林歌Jr曽利古jを伝授されている。

いずれも平家時代から舞われた曲目であるが、従来妓女舞であった「五常楽Jが入ってい

ることは、かつて盛んであった妓女舞の減少を意味するものであろうか。野坂安種は棚守

• 職と左舞師を兼ね、舞人を統率する地位(舞師)にあったと考えられる。
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それよりおよそ四十年後の永正六年(1509)六月、安種の子孫野坂才菊は大秦自歳から

八曲の天王寺流舞楽の伝授を受けている。「大秦昌歳舞曲伝授状J(42)には次のとおり記す。

舞相伝状之事

，，6、
口

安摩ー曲万歳楽

甘州太平楽

散手破陣楽 (43) 陵王大曲二帖

抜頭大曲

右彼曲者、天王寺口口也、厳島在之舞師野坂才菊殿江相伝申所也、於子々孫々可為秘蔵

候、

従四位大秦朝臣昌歳(花押)

永正六年己巳六月十四日

これを前回の曲目と比較すると、八曲中の七曲まで同じである。七曲とは、「安摩Jr万

歳楽Jr甘州Jr太平楽Jr散手Jr陵王Jr抜頭Jで、「一曲Jはこの度初めて記録に出て来

る。しかし既述のとおり、鎌倉時代の楽器が伝わっていることから、この時改めて伝授さ

れたのではないかと思われる。平家時代から伝習されて来た舞楽の中でも、この七曲は主

要なものであり、殊に曲の規模、格調などから大曲 (44)と呼ばれた陵王大曲と抜頭大曲は、

当時から最も重要な曲目とされていたと察せられる。

さて、室町時代の末、大内義隆によって厳島神社の衰類、或は断絶した神事祭礼の復興

が図られた。室町末期の天文十年(1541)四月、大内義隆は桜尾城 (45)の神主友田興藤を

破り、鎌倉時代以来の神主家は完全に滅亡した。それより前、大内氏は厳島神社を支配下

に収め、義隆の父大内義興の時代から社参して、太刀・馬・御供料など寄進している。大

永五年(1525)正月、義興が初めて社参した時は、楽頭田道栄への二十貫を含む社家三方

へ舞楽料として百二十貫を寄進している (46)。

ことに大内義隆は友田輿藤を滅ぼした後、同じ四月に社参して以来、度々金品だけでな

く社領を寄進をするなど、さまざまな加護を与えている。その中には、厳島の舞楽役者十

三人に対し本分限と新扶助をあわせて各々四貫文を与えるという記録がある。天文十年

(1541)七月五日付で厳島舞楽役者に宛てた「大内氏奉行人連署奉書J(47)および同「舞楽
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役者扶助惣辻目録J(48)によれば、もとからあった本分限に新扶助を加えて四貫文とした者

八名、四貫文を全て新扶助した者玉名の名が挙げられている。全部で五十二貫のうち三十

四貫を新しく扶助すると言い、大内氏の厳島舞楽の復興に対する意気込みが感じ取れる。

この頃の舞楽役者の名前が判るので、その内容とともに次に表示しておく。

厳島社舞楽役者無足不足御扶助惣辻目録事

(能役者名) (本分限) (新扶助) (合計)

、 田将監 三貫五百文 五百文 四貫

一ー、 木村右衛門尉 二貫五百文 一貫五百文 四貫
一 難波左馬允 三貫 一貫 四貫ーーーー、
四、 長兵部丞 四貫 四貫

玉、 飯田孫九郎 一貫二百文 二貫八百文 四貫
ー』ー・ 熊野助三郎 二貫三百文 一貫七百文 四貫/、、

七、 所左衛門大夫二貫五百文 一貫五百文 四貫

八、 長神三郎 三貫 一貫 四貫

九、 土田弥次郎 四貫 四貫

十、 田弥九郎 向上 四貫

十一、田宮福 向上 四貫

十二、木村弥七 向上 四貫

十三、熊野鶴法師 向上 四貫

筆頭の田将監は楽頭であり、長兵部丞は左舞衆の一人と目される (49)。そのほか、大内

義隆は経済的援助ばかりでなく、翌天文十一年 (1542)六月に楽人の装束と議宵とを脊進し

側、義隆の母は養生祈祷のために舞楽奉納をしている (51)。厳島の舞楽の復興は大内氏の

支援によって、大いに図られたものと考えられる。

なお、ここで室町時代末期に厳島にあって神社の復旧保持、神事祭礼の復興などに努め、

厳島神社中興の祖といわれる棚守房顕(明応三~天正十八・ 1494......1590)について述べて

おきたい。房顕は、七世紀初め推古天皇の頃、安芸国佐伯郡の豪族であったと伝えられる

佐伯緩様、十二世紀平家時代の神主佐伯宴誌の後商で、戦国時代の厳島神社大宮棚守であ

った。『房顕覚書』で知られ、『芸溶通志』に『佐伯房顕、大永・天文の頃、棚守職にして、

社の事を奉行す。大内・毛利の時に当って労ありしこと、景弘が績に継ぐといふべし。房

顕手記一巻あり。今棚守家に蔵す。当時の事を、雑記して、社の故事に、預る事亦多し。J

(52)と記される。同じ『芸藩通志』に、佐伯鞍職は「相伝ふ、本郡の人にて、始て、明神

を廟祭セしと。j と記され、佐伯景弘は「仁安・治承・文治比の嗣官なり。平相国、当社、
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尊崇の時に遭ひ、中興の功あり。祭把造営等の事、其労多し。Jと記される。房顕は大永三

年 (1523)八月、大内氏の武将弘中武長が厳島に押しf寄せて以来、大内方に与し、翌年正

月大内輿房の御師となって以後、引き続き大内氏、陶氏、毛利氏の御師に任じられている。

房顕手記こと『房顕覚書~ (図 43)は、房顕が永禄六年 (1563)八月、息元行(長松丸)

に所領所職を譲与して隠居し、元亀元年(1570)十月に毛利氏から安堵を得た後の、天正

八年 (1581)頃までの覚えを書き留めたものである刷。その奥書には、「当島往古ヨリ之

儀、覚江次第、録ヲ先へ書置ナリ、向後ノ事弥書可置ヘシ、定而シトロ成へシ、後見御方々

可預御分別者ナリ、天正八年後三月上旬棚守左近衛将監房顕朝臣 八十六歳(花押)J (54) 

とある。厳島神の鎮座、清盛の厳島社崇敬のことから、厳島合戦をはじめとする多難な時

代の厳島の歴史、自らの見聞体験を記し、ことに大内氏・毛利氏時代の厳島のことを知る

うえで貴重な資料と言える。

ところで、房顕は天文十五年(1546)に高舞台の擬宝珠八箇のうち東北隅と西南隅の二

つの擬宝珠(図44)を調進している。それには次のような銘が認められる。

奉鋳木帽子八内、旦那当社棚守左近将監房顕、子時天文拾五年丙午六月吉日敬白

先の『房顕覚書』の奥書にもある左近衛将監は、左舞師であることを示すものと思われ

る刷。左舞師は棚守家に相伝されたとほぼ考えられ、古くから大宮棚守の職を世襲した

房顕の家系を『広島県史』古代中世資料編Eの解説二に拠って辿ってみる。房顕の子孫で

ある野坂家に伝承する文書 f野坂文書Jr厳島野坂文書」などを手懸りとして、南北朝時代

項から確実に知られるところを記したもので、房顕の頃までの左舞師の系譜はおよそ次の

ようになる{刷。

3長 ②長一③長 ④長 ⑤長 @野坂 ⑦長 @野坂
光久一 久元一 元久一 近久一 守久一 守種一 家久一 安

:~ &.-
t孟込

<jk元二・ 1304)

2~f坂 ⑪長 ⑪長 ⑫野坂 ⑪野坂-/..---
(通称式部大夫)一 安久一 玄顕一 房顕一

(永正五・ 1508)

(文明 3・1471)

この内、野坂安種は左舞師に補任された文明三年(1471)の一月に大坂天王寺楽人大秦

ξ在から舞楽十二曲を伝授されている。永正六年(1509)六月、天王寺楽人大秦目歳が舞
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楽八曲を伝授したのは、厳島の左舞師野坂才菊(当時十五歳)、すなわち後の房顕であった。

室町末期の大永四年(1524)以前の記述といわれる f厳島内宮外宮神事年中行事J( r厳

島野坂文書J1939号)、および永禄六年(1563)八月、棚守房顕が野坂元行に書き与えた

「厳島内外宮社役神事次第J( r巻子本厳島文書J55号)には、神事年中行事の中で奉納

される舞楽の曲目が記されている。この頃、恒例化した舞楽の曲目は次のとおりである。

併せて現行と比較しておく。

室町末期の祭礼行事における舞楽

(ア)大永四年(1524)以前 (イ)永禄六年(1563) (ウ)現行舞楽

正月一日 振鉾左右 延舞(振鉾)左右 (歳E祭)振鉾

二日 万歳楽・地久楽 万歳楽・地久 (二日祭)万歳楽・延喜楽

三日 太平楽・狛鉾・陵王・納曽利・ 太平楽・コトク楽・ {元始祭)太平楽・狛鉾・胡徳楽・

古徳楽 龍王・納曽利 陵王・納曽利

五日 振鉾・甘州・林歌・抜頭・還 延舞・甘州・林歌・髪頭・ (地久祭)振鉾・甘州・林歌・抜
城楽 納曽利 頭・還城楽

二月初申 (客人社)万歳楽・地久楽

(本社)甘州・林歌

三月十五日 振鉾・烏向楽(夕座)・新曽 (大法会) (四月十五日・桃花祭)

利胡・一曲・万歳楽・地久楽・ 延舞・納曽利子 振鉾・万歳楽・延喜楽・一曲・蘇

散手・貴徳・陵王・納曽利 (タ座)・万歳楽・地久・ 利古・散手・貴徳・陵王・納曽利
散手・岐徳・龍王・納曽

和l

五月三日 (外宮御祭)陵王・納曽利 (外宮御祭)龍王・納曽 ( I日暦五月五日・地御前神社祭)
手IJ 陵王・納曽利

(十六日) (五月十六日・推古天皇祭遥拝式)

振鉾・万歳楽・延喜楽・陵王・納

曽利
九月三日 (外宮御祭)陵王・納曽利 (外宮御祭)龍王・納曽

和l

七日 (外宮御祭)龍王・納曽

和l

九日 (外宮御祭)龍王・納曽

手IJ

十二日 振鉾・抜頭・納曽利 延舞・髪頭・納曽利

十四日 新曽利故・一曲・万歳楽・地 (大法会) (十月十五日・菊花祭)
久・散手・貴徳・陵王・納曽 延舞・曽利子 振鉾・万歳楽・延喜楽・一曲・蘇

手1] (タ座) 利古・散手・貴徳・陵王・納曽利

万歳楽・地久・散手・貴
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徳・龍王・納曽利

{二十三日)十月二十三日・三翁神社祭)振

鉾・万歳楽・延喜楽

ー月初申 (客入社)万歳楽・地久楽

(本社)甘州・林歌

←二月二十三日) (+二月二十三日・天長祭)振鉾・

万歳楽・延喜楽・陵王・納曽利

これを見ると、永禄六年(1563)の舞楽に名称・曲目に多少の変異が見られるものの、

読ね曲目は現行の舞楽へ伝承されていることが判る。また、舞楽奉納の回数もこの頃は年

十一回で、現在と余り変わっていないと言える。

次いで毛利時代の舞楽について見てみると、まず毛利元就が「天下御祈祷Jなど祈念の

ため度々、舞楽を奉納している。これはいずれも年次は不明であるが、正月十日、四月ー

ヨの日付がある棚守左近衛将監宛の毛利元就の書状によって判る。正月十日の日付のある

f毛利元就巻数井供米返事J(57)には、「為天下御祈祷、去五日経会之舞楽被執行、社家三

方御巻数井久米送給候、jと記さる。もう一通の四月一日の書状側には「従今日之御慶目

当大慶候、例大明神江奉備舞楽候、Jと毛利元就が棚守左近衛将監に舞楽を奉納し、祈念を

法額している。その他、『房顕覚書』には、再々天王寺楽人が伝授のため下向したことを、

f天王寺洛人馬坊、岡兵艶少輔父、薗式部、東儀歯IV寺、絹2下向アリJ(59)と記してい
る。その他にも「厳島野坂文書Jの中に、舞楽に関する書状が散見される。毛利輝元の天

三八年 (1580)かと思われる七月廿五日付の書状 (60)は、棚守野坂元行が房顕の孫に当る

2.男に舞楽伝授のために、天王寺の楽人東儀の下向を請うたのに対し、承知したことを伝

える返書である。また棚守左近衛将監宛、五月五日付の天王寺楽人、薗康遠、林慶康、東

雲兼秋三名の連署書状 (61)は、田木工亮に笠を、田右近大夫に舞三曲を相伝するという内

さである。

桃山時代のものでは童舞装束である(重文)r納曽利抱J(図 45)がある。これは舞楽装

えとして最も古く確実な資料で、背裏に次のような朱書がある。

厳島納曽利装束奉寄進大E那武運長久所 天正十七年正月吉日

児玉美濃守内藤出雲守河内備後守武安木工允右舞師団兵衛少尉景欽
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即ち、天正十七年 (1589)、大旦那毛利氏の武運長久を願って、毛利家の家臣四名が寄進

したもので、右舞師団兵衛少尉景欽が所用したと解される。児玉美濃守、内藤出雲守、河

内備後守、武安木工允の四名は当時、石見銀山などの銀を積み出す港町の温泉津(島根県

太田市)に置かれた「温泉津奉行Jの役人であったといわれる刷。もと大人用の抱であ

ったものを童舞用に仕立直したもので、衿には舶来品と思われる紅地花文鍛子を用いてい

たが、現在は取り外されている。薄藍の綾地に、全体に納戸(青紫)色の松皮菱文を表わ

し、両袖と身頃の裾に抱き著荷、下り藤、花菱亀甲の丸文を刺繍で表わしている。丸文は

奉納者である大旦那の家紋かと推測できる。

以上、大内氏の時代に引き続き、毛利氏支配下においても舞楽の支援があり、天王寺楽

人の舞楽伝授が継続されていることが判る。厳島舞楽はこの時代、明神を信仰する大内氏、

毛利氏の経済的支援と清盛以来の天王寺舞楽の技能的支援を受けて継承されたのである。

(三)江戸時代の舞楽

元和五年 (1619)、紀州和歌山から安芸の国に入った浅野長農は、早速、楽頭、舞人など

へ十石余から三十六石余を扶助している (63)。寛政八年(1796)にはこれまで度々当社は

天王寺楽人から舞楽の伝授指導を受けてきたのであったが、逆に棚守・左舞師の野坂元貞

が一子相伝の「抜頭jを天王寺の舞師岡昌調に伝え返すということがあった。これについ

ては厳島舞楽の曲目のところで詳述する。江戸時代の舞楽の状況は、元禄十五年(1702)

開板の『厳島道芝記』、文政八年 (1825)完成の『芸藩通志』、天保十三年 (1842)刊行の

『芸州厳島図会』に拠って見ることができる。それぞれ祭礼行事を記した箇所に記された

舞楽の曲目を挙げ、江戸時代の舞楽の推移と特長を探ってみたい。

江戸時代の祭礼行事における舞楽

(ア) (イ) (ウ) (エ)

年中行事臨時礼祭和祈祷法楽雑行祭礼井年中行事祷現行舞楽
実 事 調故事(芸州厳島図
(厳島道芝記) (芸藩通志) 会)

一月一日 振舞 (歳旦祭)振鉾

二日 万歳楽・延喜楽 万歳楽・延喜楽 万歳楽・延喜楽 (二日祭)万歳楽・
延喜楽
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三日 太平楽・狗鉾・胡 太平楽・狗鉾・胡徳・ 太平楽・狗鉾・胡徳 (元始祭)太平楽・
徳楽・陵王・納蘇 陵王・納曽利 楽・陵王・納蘇利 狛鉾・胡徳楽・陵

手IJ 王・納曽利

五日 振鉾・甘州・林振鉾・甘州・抜頭・ 振鉾・甘州・林歌・ (地久祭)振鉾・甘
寄・抜頭・還城楽 還城楽 抜頭・還城楽 州・林歌・抜頭・

還城楽

二月初申 (初申祭)万歳楽・ (初申日御祭)万歳

延喜楽・甘州・林歌 楽・延喜楽・甘州・

林歌

三月十五日 (大宮御祭) (大宮祭) (大宮祭) (四月十五日・桃花

新曽利胡・一曲・ 振鉾・烏向楽・蘇利 振鉾・烏向楽・十天 祭)

十天楽・万歳楽・ 古・十天楽・蘇利古・ 楽・万歳楽・延喜楽・ 振鉾・万歳楽・延喜

延喜楽・散手・貴 桃花献・万歳楽・延 散手・貴徳楽・陵王・ 楽・一曲・蘇利古・

徳楽・陵王・納蘇 喜楽・散手・貴徳・ 納曽利 散手・貴徳・陵王・

和l 陵王・納曽利 納曽利

五月三日 (外宮御祭) (外宮御祭) (旧暦五月五日・地

陵王・納蘇利 陵王・納蘇利 御前神社祭)陵王・

納曽利

十六日 (五月十六日・推古

天皇祭遥拝式)振

鉾・万歳楽・延喜

楽・陵王・納曽利
九月三日 (外宮御祭)陵

王・納蘇利

十二日 振鉾・抜頭・還城 抜頭・還城楽 抜頭・還城楽

楽

十四日 (大宮御祭)新曽 (大宮祭)振鉾・烏 (大宮祭)振鉾・烏

利古・一曲・万歳 向楽・蘇利古・十天 向楽・十天楽・万歳

楽・地久・散手・ 楽・万歳楽・延喜楽・ 楽・延喜楽・散手・

陵王・貴徳楽・納 散手・貴徳・陵王・ 貴徳楽・陵王・納曽

蘇利 納曽利 手IJ

十月十五日 (十月十五日・菊花

祭)

振鉾・万歳楽・延喜

楽・一曲・蘇利古・

散手・貴徳・陵王・

納曽利

二十三日 (十月二十三日・三

翁神社祭)振鉾・万

歳楽・延喜楽

十一月初申 (万歳楽・延喜楽・ (万歳楽・延喜楽・

甘州・林歌) 甘州・林歌)

十二月二十コ日 (十二月二十三
日・天長祭)振鉾・

万歳楽・延喜楽・陵

王・納曽利

これによれば、『厳島道芝記』の正月一日の「振舞Jなどの記入漏れと思われる箇所があ
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るので、正確な比較はできないが、曲目に多少の変動が見られるものの江戸時代の祭礼に

ともなう舞楽の曲目は、ほぽ固定化していたと思われる。正月一日の『振鉾j、二日の f万

歳楽J、三日の「大平楽Jr狛鉾Jr胡徳楽Jr陵王Jr納曽利J、五日の「振鉾Jr甘州Jr林

歌Jr抜頭Jr還城楽Jは江戸時代からほぼずっと踏襲されている。三月十五日・九月十四

日の春秋二回の大宮御祭(大宮祭)で行われる舞楽奉納もほぼ恒例化している。両日とも

西の刻(午後五時から七時)に、社家、供僧が客人宮に着座し、廻廊で奏楽があった後、

大宮拝殿に到り、新曽利胡(進蘇利胡)、一曲、十天楽(登天楽)、万歳楽、延喜楽、散手、

貴徳、陵王、納蘇利が演じられ、奏楽中に春には桃花を、秋には菊花を献じるのも現在と

変わらない。

第四節厳島舞楽の場と曲目

(一)厳島舞楽の場

現在、厳島舞楽が奏される場は、本社の高舞台と雨天の場合の誠殿、三翁神社の拝殿、

および地御前神社の拝殿の四箇所である。平安時代の舞楽は何処で奏されたのか、高舞台

は何時頃からあったのかなどについて今まで余り議論をされていない。そこで、厳島神社

の社殿について記したものから、舞楽が奏されたと思われる場について見てみる。社殿に

ついて記したもので最も古い記録は、平安末期の仁安三年 (1168)十一月の年紀を持つ「伊

都岐島社神主佐伯景弘解J(64)である。既に述べたとおり、これは厳島神の鎮座を記した最

も早い記録であり、平家の参詣が盛んであった仁安の頃、厳島神社の社殿がどのようであ

ったか、その様相を知る唯一の史料である。佐伯景弘解によれば、景弘の祖、佐伯議議の

子々孫々、重代の神主が「ひとえに私力を励ましてj ことごとく神殿・舎屋等を造営し終

ったが、景弘の時に、それまでの板葺から槍皮葺に改め、神殿・舎屋の間数が増え、多く

新たに造り、金銅を以って美麗を施し荘厳を加えたというのである。佐伯景弘解の「一当

社神殿舎屋等色目事Jに、「本宮分三十七宇間数三百間J、また「外宮分十九宇間

数七十七問Jと記されている。その本宮分の内訳の中に、百三十間の槍皮葺の廻廊一宇な

どとともに、「六間三面同舞殿二宇Jとある。また外宮分の内訳の中に、「五間二面板葺舞

殿一宇Jとある。ここでいう本宮の舞殿は現在の誠殿に当ると考えられる(刷。本宮の本

社と客神社の舞殿二宇は、その名のとおり舞楽や東遊び、神楽などの芸能が奉納される場
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であったと考えられる。実際に明治期の日誌類に拠れば、能楽・謡・独吟などの奉納が誠

殿で行われている (66)。また、外宮にも舞楽などが奏される板葺の舞殿一宇があり、それ

は現在の誠殿に当ると考えられる。

現在の本社誠殿(図 46)は、入母屋造妻入、檎皮葺の国宝建造物で、平舞台、高舞台、

左右楽房、左右門客神社本殿は、そのつ街りとされている。実鵠四問、結存六間 ω7) (間口

10.425メートル、奥行 16.12メートル)である。現在もこの幅広の楠の床板を張った誠殿

で、雨天の場合には舞楽が奏されている。誠殿は本来、祭礼を執り行う際に神宮たちが、

お放の儀式を行う場である。しかし、厳島神社の祭礼の多くは先に客神社で執り行われる

ので、まず客神社の誠殿でお誠の儀式がある。従ってその場合は本社誠殿でのお械は行わ

れない。そのほか本社誠殿では、正月元互の「御衣献上式jや本社のみで行われる市立祭

の惨寂(お誠)、六月晦日の大誠式などがあるほか、正月二日の「御松蝉子J能の奉納があ

るなど諸芸能奉納の場として使われている。

しかし、主たる舞楽奉納の場は高舞台(図 47)である。高舞台は、本社の本殿、拝殿、

改殿、平舞台、火焼先の一直線上、誠殿前方の平舞台上にある。床は素木造りで黒漆塗の

主に青銅の擬宝珠を飾る朱漆塗の高欄を四方に廻らせ、前後に三段の階段が設けられてい

る。正面三問、側面三間半(正面5.172メートル、側面6.034メートルで、床の高さ 53.5

センチ)である。舞楽の舞台としては四間四方が一般的とされる中で、やや小ぷりといわ

れるが(刷、常設の高舞台としては宮内庁庁舎内の高舞台とともに希有であると言えよう。

現在の高舞台は、室町時代の末、大内義隆の時代に棚守房顕によって建立された高舞台の

ラ式を継承していると考えられる。明和八年(1771)九月、再興(r棟札写綴J大願寺文書)

されたのをはじめ、明治以降、修繕・解体修理がされて今日に至っている。

厳島神社の f高舞台Jの名称が初めて記録に表われるのは、元和九年 (1623) といわれ

るが側、その原型は安元二年 (1176)の「伊都岐嶋千僧供養日記jに見ることができる。

号台に関する記述を見ると、まず十月十二日に「法用僧舞台に昇りー屈す。jとあり、僧が

号台に昇って身体を折り曲げー礼したという。続いて十三日の最後に「又舞殿の内に蓋高

去を立つ、これ又閉じく今度新たに調え加う、又舞台の南北に糸幡六流を立つ、同じく今

三詞え加うるなり。jとある。すなわち、今の本社誠殿に当る大宮舞殿の内に「蓋高座J(70) 

を今度新しく調え、また「舞台j の南北に六本の幡を立てたが、これもまた今度整え加え

三ものである、という。この舞台南北に糸幡六流を立てたとは、どういうことであろうか。

三北とは、本社側と海側であろう。幡は法要の場を荘厳にする旗で、三角の幡頭に細長い
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布や金銅(幡身・幡手・幡足)を取り付け垂らしたものである。しかしこの時は、三角の

幡頭に五色の糸を垂らした幡を立てたと思われる。舞台南北に六流とあるのは、南と北に

三流ずっということであろうから、舞台の四隅と階段上の柱の片方に幡を立てたものであ

ろうか。一方、舞殿の中に設置したという蓋高座は、仮設の組立式のものであったと思わ

れる (71)0 r舞台Jはこの高座とは別であると考えられ、現在の高舞台の構造から推測する

ならば、この方も組立て式の仮設であったと考えられなくもない。翌十四日の千僧供養当

日、導師などが「高座に登るJr高座を下るJという記述のほかに、「衆僧舞台に昇りて並

び立つJとある。また、行道会の「獅子が出てきて舞台の瑚に伏すJとある。瑚とは、階

下すなわち舞台の階段の下と考える。従って、階段のある舞台が存在したと推測される。

さらに言えば、鎌倉時代の舞楽のところで述べたように、嘉禎三年(1237)三月、舞師佐

伯久元、楽頭佐伯道清が出した「伊都岐島社舞楽装束井楽器等注進状案Jの中に、「舞台幡

八流j とある。これは舞台四隅だけでなく舞台の二つの階段の上に四流が立てられたと考

える。

舞楽が奏される舞台を描いた最初の図は、正安元年(1299)に成った「一遍聖人絵伝j

(r一遍聖絵J)第十巻(図 48)である。これは、鎌倉時代の時宗の開祖一遍聖人 (1239---

89)、別名遊行上人の行状を描いた十二巻・四十八段から成る絹本着色の伝記絵巻で、法眼

円伊が描いたものである (72)。その第四十段に「又、同年の秋、安曇の厳島に詣で給(ふ)

に、内侍等帰敬し奉りて、臨時の祭を行ひて、妓女の舞を奏しけり。j と記されている。一

遍は弘安元年 (1279) と同十年 (1287)の二度、厳島に参詣している。その二度目の、備

後一の宮から厳島へ参った時に、内侍たちが一遍のために海中に設けられた舞台で「妓女

舞Jを奏したというのである。「一遍聖人絵伝jには!被殿が欠落し、廻廊や平舞台の描写も

不正確である。本社拝殿から一遍一行が見守る中、廻廊の中心にある海上の舞台で、唐装

束の四人の内侍たちが袖を振り振り舞っている。西廻廊には、太鼓・鉦鼓・盆・筆集・龍

笛を奏する楽人の姿が見える。

一遍が訪れた時の社殿は、鎌倉時代に二度の火災で全焼し (73)、二度目の炎上の後、仁

治二年 (1241)に再建されたものと考えられる。現在の社殿は、この時の社殿を元に造り

替や改廃、新設などがあるものの、清盛の時代の姿を比較的忠実に再現しているといわれ

る刷。しかし、この「一遍聖人絵伝Jに描かれた内侍たちが舞う舞台は、拝殿と屋根付

の廻廊の間に渡した屋根ない平舞台と思われるものの中心にある。平舞台と同じ平面のほ

ぼ正方形の舞台は、朱塗りの高欄が廻らされている。舞台の四方がいきなり海に接し、舞

102 



楽舞台の常套である高舞台でない。また、一遍一行が座す本社拝殿の入母屋造、妻入の屋

根が海側でなく左右の廻廊に繋がっている点などから、絵師が現地を見て描いたものとは

考えにくい。ただ、海上に設置された常設の舞楽の舞台があったことは確かであろう。

また前章で述べたとおり、高舞台の擬宝珠は、天文十五年(1546)に棚守房顕によって

新調されている。勾欄擬宝珠の銘文に「奉鋳木帽八内旦那当社棚守左近将監房顕』とある。

擬宝珠八箇のうち、現在、銘文のあるのは二箇であるが、擬宝珠が八箇あったとすれば、

四箇は階段の上に在ったと考えられるであろう。以上のことから厳島舞楽の場は、平舞台

の上に組立て式の仮設であったかもしれないが、舞楽招来の初めから今日の高舞台に近い

形態であったと考えられる。元和九年(1628)には「宮島社堂塔付立下書Jに、初めて「高

舞台jという名称が記される。そこには四方に高欄を廻らし、前後に階段を持つ「面三問、

入三間半Jの高舞台が記録されている刷。

次いで、良原益軒(1630---1714)の f安芸国厳島勝景図井記事J(76)に載る舞台が見られ

る。この勝景図は、厳島を描いた図が初めて板行されたもので、元禄三年(1689)に成立、

約三十年後、京都の老書昂・柳枝軒から出されている。厳島を対岸から眺めた図「厳島佳

景j と、厳島の立地、祭神、社殿、年中行事などの記述「安芸国厳島記事Jから成ってい

る。「厳島佳景J(図49)に描かれた社殿の図には、明らかに誠殿の前の平舞台の上に高舞

台が描かれている。しかし、この高舞台の両脇はいきなり海になっている。これより八年

後の元禄十年(1697)に成立した『厳島道芝記』巻ーに載る f社頭の図J(図 50)には、

高舞台の左右(両脇)・後(海側)に平舞台があり、現在と同じである。社頭についての記

述にも「高舞台 伶人の舞台なり。誠殿より、二丈余の問、板敷にて連り、高舞台の、両

詰・後、平舞台に連る。Jとある。しかし、同じ『厳島道芝記』巻六の「年中行事 臨時社

実j に載る舞楽図の高舞台は、様子が違っている。巻六の高舞台の左右(両脇)には平舞

台がなく、直接海に接しており、階段が六段と多く、現在の舞台と比べて舞人一人がやっ

と舞えるほど小さい。従ってこの図は、小ぷりといわれる厳島神社の高舞台で行われる舞

支のイメージ図と思われる。『芸藩通志』には、厳島舞楽の舞台を以下のとおり記している

。

舞蓋伶人、舞楽を奏する慮なり。方三間にして欄あり。階あり。蹴殿の前に在て、

正く神殿に面ふ。屋なし。此蓋の左右に、唐銅獅子、石燈寵各一隻あり。平舞

蓋に封して、これを 高舞蓋とよぶ。
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平舞墓誠殿に通する、左右の廻廊より造出し、高舞蓋を挟ミ 又高舞肇の前に横ノ、

りて平に板を架する。これを平舞墓と称す。(以下略)

このことから平舞台が高舞台を左右から挟む形で造られていたことが判る。

また、江戸後期に成った『中国名所図会』巻三の「厳島太明神御境内J(78) (図 51)や『芸

州厳島図会』に描かれた社殿の図 (79)(図 52)、「正月五H舞楽図J(80)などは、総て『芸藩

通志』に記すとおり、平舞台が高舞台を挟んで描かれている。そのうち「正月五日舞楽図J

が最も大きく写実的に描かれ臨場感がある。

ところで本社の高舞台以外では、同じ『芸州厳島図会』巻二に「九月廿三日 山王祭之

図Jに、舞楽の高舞台を見ることができる。「山王社 く本社の東、坂本にあり。拝殿・烏居あ

り。>J (W厳島図会』巻二)と記され、鳥居の外の広場に設けられた高舞台で舞楽が奏さ

れている。二人の舞人(伶人)が面をつけ生議の補う揺装う長を着け、手に梓を持って活発

に舞っているところから、嵩車業(右方)の代表的な走舞「納曽利j を舞っていると推測

される。四本の幡が風にはためく舞台は、前後に三段の階段があり、四隅と階段上に擬宝

珠八箇を持つ高欄をめぐらした典型的な高舞台で、仮設であろう。山王社祭が三翁神社祭

となった現在、十月二十三日の祭礼には拝殿で舞楽が奏されている。

(二)厳島舞楽の曲目

千数百年の歴史を持つ雅楽・舞楽は、京都、南都(奈良)、四天王寺(大坂)の「竺努粂議j

の楽人によって伝承されてきた。舞楽の曲目の数は、鎌倉時代の南都興福寺の舞人、省輸

省の著わした雅楽指導書『続教訓抄J(81lには、唐楽八十六曲、高麗楽三十五曲の計百二十

一曲とあった。江戸時代初めの京都の楽人、阿部挙首が著した雅楽の百科全書ともいうべ

き『楽家録J(82)には、唐楽が大幅に減り四十七曲、高麗楽三十一曲の計七十八曲と記され

ている刷。しかし、明治初年、「三方楽所jの楽人が宮内庁の雅楽局に移され、明治七年

にそれぞれ伝えられて来た曲譜が整理されて、楽舞可能な曲目が減少している(刊。その

後再興が計られ、明治の末頃には、左舞三十九曲、右舞二十六曲、計六十五曲まで復活し

たが、昭和四十年代(1965"-'75)に、舞譜も装束も宮内庁楽部にあり、上演可能な舞楽の

曲目は、左舞三十曲、右舞二十七曲の計五十七曲であったといわれる(刷。

それでは、厳島舞楽の曲目はどれ位あったのであろうか。現在、歳旦祭をはじめ舞楽を

伴う祭礼は、地御前神社祭を入れると十二回あり、現行舞楽は十六曲である。左舞七曲、
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右舞七曲と左右両方が舞う「振鉾Jrー曲Jの二曲である。しかし、厳島神社神宮であった

所鶴之進 (86)が、明治二十五年(1892)に記した取調書「厳島神社従旧古伝来之舞楽J(図

53)に依れば、五十七曲の曲名が挙げられている。これに舞楽面が伝わる「二ノ舞Jr採桑

老Jr蘇莫者」と「伊都岐嶋千僧供養日記jに記される「鵠瀞J、「伊都岐嶋社舞楽装束

弁楽器等注進状案」に記されている「退走禿(退宿徳)J、および現行舞楽であり取調書の

記載漏れと思われる「蘇利古J(87)、の六曲を加えると、厳島舞楽の曲目は、六十三曲にな

る。この内には平家時代からあった曲目、鎌倉・室町時代に伝授された曲目、江戸時代の

年中行事に記された曲目など、文書に記され存在が確証できる曲目が多くある。まず平家

時代にあった曲目は、「伊都岐嶋千僧供養日記jに見ることができ、二十四曲である。第二

節で述べたとおり、「安摩Jr二ノ舞Jr延喜楽(延寿楽)Jr振鉾Jr賀殿Jr迦陵頻(烏)J

「甘州Jr貴徳Jr皇仁庭(皇仁)J r五常楽(五聖楽)Jr胡蝶Jr狛鉾Jr散手Jr三台塩(三

台)J r敷手Jr春鴬鴫Jr新烏蘇Jr蘇合香(蘇合)Jr太平楽Jr納曽利Jr抜頭Jr万歳楽j

f蘭陵王(陵王)J r林歌Jである。舞楽の曲目は別称があったり、音は閉じでも漢字が違

ったりしている。( )内は日記に記された名称で、現在の名称と異なっているものもあるo

このうち半数の十二曲が今日まで伝承され、祭礼の時に舞われている。

その後、鎌倉時代の「伊都岐嶋社舞楽装束井楽器等注進状案J(嘉禎三・ 1237)には、新

たに「還城楽Jr退宿徳(退走禿)Jr胡徳楽Jが見られる。また室町時代の「大秦広喜舞曲

伝授状J(文明三・ 1471)には「地久Jr曽利古」が、「大秦昌歳舞曲伝授状Jには「一曲J

が各々初めて記されている。

現行曲目十六曲のうち、舞楽の最初に舞われる儀式的な「振鉾Jや、慶賀の時に舞われ

る「万歳楽Jr延喜楽J、舞楽で最も軽快華麗な「蘭陵王Jとその番舞「納曽利Jは舞われ

る機会が多い。しかし、年に一度しか舞われない曲が七曲あり、その中でも一月五日の年

の始めに、天と地の平和を祈願する地久祭で舞われる「抜頭Jは、厳島神社の棚守(宮司)

家の一子相伝の舞として知られる。舞楽 f抜頭Jは、「伊都岐嶋千僧供養日記Jに見られる

安元二年 (1176)十月二十九日の舞楽奉納の時、平維盛の弟清経に比定される平三殿が舞

ったというのが、初見である。また、承安三年 (1173)の銘がある舞楽面「抜頭J(重文)

があるところから、平家の時代から舞われていた曲目であることが判る。また既述のとお

り、鎌倉時代の大規模な舞楽装束注文(嘉禎三・ 1237)の中にも、「抜頭装束ー具」が入っ

ているほか、室町時代の天王寺流舞楽の伝授状に二固とも含まれている。永正六年(1509)

の「大秦昌歳舞曲伝授状jには、「厳島在之舞師野坂才菊殿江相伝申所也、於子々孫々可為
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秘蔵候Jとある。『芸州厳島図会』巻六(r厳島宝物図会J巻ー)の『抜頭舞伝来Jに次の

ように記している (88)。

房顕ヨリ以来ハ、譜面ヲ用ヒズ、所作ヲ以テ、ソノ子孫ニヲシヘ、今ノ棚守元貞ニイタ

リテ九代オヨソ三百余年ノ問、年ゴトノ正月五日禁裏御祈祷ノ舞楽ニ、コノ抜頭ヲ用ヒ

テ退縛ナク、歴然ト惇へ来レリ。シカルニイツノホトニカアリケン、天王寺ニハ、カヘ

リテコノ楽断絶セシカパ、寛政八年ニ、ムカシ房顕ニツタヘケル岡昌歳ノ後商伊予守国

調ニ元貞ヨリ復惇セリ。

即ち、才菊(房顕)より以後、九代約三百余年問、譜面(舞譜)を用いず所作をもって

伝えられ、当時の棚守元貞まで、たがわず正月五日に舞われて来たという。さらに寛政八

年(1796) には、昔、房顕に抜頭を伝授した楽人・岡(大秦)昌歳の後葡・阿国調に、房

顕の後商・棚守野坂元貞が抜頭を逆に伝授するということもあったという。以来、移り変

わることなく一子相伝され、継承の印として右手に持つ武器「経Jと舞方を書いた「手付J

が渡され、平成十六年 (2004)一月五日、元良宮司から元明禰宜(現・権宮司)に舞楽「抜

頭jは伝承された刷。

「表8 厳島神社の舞楽曲目(出典・執行日)Jは、厳島舞楽の現行曲目十六曲と、かつ

て厳島で奏されたことのある曲目、旧古より伝来と記された曲目など四十七曲の計六十三

曲を、五十音順に記したものである。現行曲目については奏される祭礼の月日を記し、四

十七曲については、曲名を記した資料、現存する舞楽面・持ち物など確証となる出典と根

拠となるものを記しておいた。「表9 厳島神社の舞楽(現行・旧古)曲目内容jはその舞

楽曲目内容を五十音順に表記したものである。舞楽面は、第一節で述べたとおり、現在、

重要文化財に指定されている承安三年 (1173)調進の七面と建長元年 (1249)銘の「採桑

老j、無銘であるがこの頃のものといわれる「陵王Jの九面のほかに、「綾切J(図 54)r胡

徳楽J(図 55)r需主著J(図 56)の面が存在しており、これらの曲目が奏された証左と言

える。「綾切J四面は彩色が相当剥落しており、室町時代のものと考えられる。「胡徳楽j

四面は『芸州厳島図会』巻六に載せられ、「此面四ツアリ。当社ニテハ今胡徳楽ニ用レトモ

ソノ実ハ未詳j と記されている。
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第五節厳島舞楽と「平家納経J

明治四十年(1907)の厳島舞楽に関する重田の先行研究からおよそ百年を経た現在、厳

島舞楽の歴史、場、曲目などを改めて検討し、明らかにしようと試みた。ここでもう一度、

社殿造営と厳島舞楽の始源を清盛の「平家納経 願文Jの中に探ってみたい。第一節の厳

島舞楽の招来で、神主佐伯景弘の解にある仁安三年 (1168)の「社殿造営を請うJは「社

殿修造を請うJであり、厳島神社は仁安三年以前に竣工していたという三浦説に説得力が

あることは既に述べた。しかし、さらに「平家納経jの奉納と社殿造営、および厳島舞楽

の始源を併せて考えてみたい。現在、国宝中の国宝と賞される「平家納経Jが奉納される

ためには、まず何より安全な収蔵場所が必要である。一族結縁の貴重な写経である。奉納

者は清盛ならずともまずそれを収納する建造物があることを前提とするであろう。従って

「平家納経jが長寛二年 (1164)に奉納されたとすれば、何らかの形で社殿造営がほぼ成

っていたと考えられるのではなかろうか。

長寛二年 (1164)九月の清盛の f平家納経願文J(図 93)に次のような文言がある。

謂ニパ其締構ーヲ、亦省三ル金殿玉楼之挿ニヲ山見聞之問ーニ、 (卯) (中略)

是ヲ以テ、弥致ニシ報寮ーヲ、欲下シ発ニシ浄心ーヲ、奉レラント書中写シ妙法蓮華経一部廿八

品・無量義・観普賢・阿弥陀・般若心等経、各一巻上、便チ奉レリ納二メ子金銅ノ箆一合

一ニ、可レシ安二置ス之ヲ於宝殿ーニ失。(引) (中略)

即ち前者は、神社の構えを言えば、昆南山上にある首苑(仙人の居る場所)の金殿玉楼

を見るごとくである、と記している。また後者は、 『平家納経Jの核心を述べた箇所で、

これ(讃仏読経)によって一層の報恩を志し、清浄心を起して、妙法蓮華経一部二十八宮、

宗量義経、観普賢経、阿弥陀経、般若心経、各一巻を書写して金銅の箆に納めて、宝殿に

安置しようと発願した、と述べている。

飯田楯明元厳島神社禰宜は、「厳島の宝物一平家納経について-J( W芸備地方史研究』

207・208)凶の中で、「平家納経願文Jの記述から、長寛二年には社殿が完成しており、

その記念に「平家納経jが奉納されたとも考えられる、と述べている刷。この写経は、

訂盛ならびに長子重盛ほか子息達、弟頼盛・教盛・経盛、門人、家僕の縁者三十二人が各々

一巻を分担して善美を尽くさしめた、という清盛と平家一門にとってこの上なく貴重なも
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のである。ものの順序として、その大切な品を納める社殿造営が先にあり、あるいは同時

平行で造営され、その後、「平家納経Jを奉納するというのが自然であるように思われる。

ところで、舞楽は奈良朝以来、ことに浄土信仰が広まった平安時代には、寺院の法会や

新堂・新塔造営などの落慶供養会などにおいて盛んに行われている。 r平家納経願文J

を読み進むとさらに次のような箇所がある。

二年之天、暮秋之候、 自ラ参リ二宝前ーニ、敬ツテ講ニス華偏ーヲ、始レメテ自ニリ明年一、将

修二jft講一ヲ、以テ為ニシテ年事ート不レ可ニカラ失墜ース。(叫}

これは、長寛二年の九月、清盛自ら社前に参り、法華経の備を講讃し奉り、明年より始

めて法華三十講を修し、これを年中行事として永く引き継がせよう、と言っている。清盛

自ら主催したこの法華経法会の時、記録はないが、舞楽が奏されたことも充分考えられる。

清盛が正三位・参議に昇任し、一族郎党を引き連れて宿願の厳島参詣を果したのは永暦元

年 (1160)八月であった。それより前から清盛は藤原氏の春日大社、源氏の鶴岡八幡宮に

対抗して、平氏の氏神として厳島神社を厚く信仰するようになっていた。従って、清盛は

その永暦元年から余り歳月を置かず、社殿建立を計画し、 「平家納経jの作成に取りかか

ったと思われる。都を遠く離れた地の大がかりな社殿造営に、どれ位の歳月を要したか分

らない。しかし、清盛は仁安二年 (1167)二月に太政大臣に昇任し人臣を極めた。永暦元

年からこの間の七年間に社殿造営が成り、 「平家納経Jが奉納され、祭礼が執り行われた

時に、舞楽は奉納されたと考える。 r平家納経願文Jが納められた長寛二年 (1164)は、

そういう意味からすれば、社殿造営にとっても厳島舞楽にとっても重要な年と考えられる。

結語

平安時代末期、平家一門の厚い信仰に支えられて始まった厳島舞楽は、八百数十年にわ

たって伝承され、現在なお慣行されている。その長い歴史の問には、衰退の危機もあった

と思われる。しかし、その都度、四天王寺から天王寺流舞楽の伝授を受けて再生し、寛政

八年(1796)には、逆に厳島の舞楽「抜頭Jが天王寺舞楽へ復伝されるということもあっ

た。清盛が年中行事として永く引き継がせようとした法華経の法会は神仏分離でなくなっ

たが、舞楽奉納の伝承もまた清盛の遺志によるもので、あったかもしれない。厳島舞楽が今
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日あるのは、年毎の祭礼行事の中で大切に守られて来たからである。祭礼行事の遂行と舞

楽の継承には、時の支配者の経済的支援が重要であった。しかしそれだけではなく、近世

以降、日本三景のーっとして名を知られ、全国から参詣に訪れた幅広い層の人びとの支援

と、神社に奉仕し祭把を行う社家、内侍などの厚い祭神崇敬を見逃すことはできない。

[註]

第七章

1 広島高等師範学校教授

2 明治四十三年 (1910)、金港堂書籍から出版した『厳島誌』の末尾に附録として、発表さ

れた。

3 当時、広島文理科大学講師であった。

4 r大八洲~ 29-5 昭和十五年、 2-12頁。

5 前掲載『秘宝厳島』講談社、昭和四一年、 172頁。

6 r梁塵秘抄口伝集~ r房顕記~ r古今著聞集~ r平家物語~ r野坂文書Jr厳島図会~r浅野
家扶持帳写~ r年中御社役仕人勤方帳~ r道芝記~r芸藩通志』を挙げている。しかし、文
献名は正確でなく、『房顕記』は『房顕覚書』であり、『厳島図会』は『芸州厳島図会』、

『道芝記』は『厳島道芝記』である。

7 r教訓抄~ r憧源抄~r楽家録(巻四八 類話Hなどである。
8 前掲載『秘宝厳島~ 178頁。

9 前掲載『秘宝厳島~ 172頁。

10 r山椀記』は、中山(藤原)忠親の日記。仁安元年 (1151)から建久五年 (1194)まで
の記事を載せる。治承三年(1l79)六月二十二日の条に福原清盛邸で f有女二田楽一、着

水干大口、伊都岐島亙号内侍、口鼓、佐々良、志時口口口Jとある。

II 前掲載『秘宝厳島~ 172頁。

12松岡久人は広島文理科大学(現広島大学)史学科国史学出身で広島大学教授・広島史学

研究会理事長などを務めた。

13平清盛(元永元~養和元・ 1118---1181)は、武門の出自ながら白河・鳥羽両法皇の恩寵

をうけて破格の官途をたどった正四位上・刑部卿忠盛(承徳二~仁平三・ 1098---1153)
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の長男。母は白河法皇の愛妾・祇園女御で法皇の落胤とも伝えられる。清盛は、仁平三

年 (1153)父忠盛の死後、平家武士団の棟梁となり政界に進出、「保元の乱J(保元元・

1156)、f平治の乱J(平治元・1159)で武功を立て、源氏を打倒、内大臣(仁安元・1166)、

太政大臣(仁安二・ 1167)と栄進を遂げた。一時、病を得て退官したが、娘徳子を高倉

天皇の中宮に送り、安徳天皇の外戚となった。しかし、一門のうち公卿十六人、殿上人

三十余人を出すなど官職を独占、旧勢力との摩擦、地方武士の離反、源氏の挙兵など反

平氏勢力が高まるなかで病残した。享年六十三歳。(野坂元良編『厳島信仰事典』ほか)

14 r山椀記』永暦元年八月五日庚成の条に「太宰大武清盛卿下三向安芸伊津久島一、之年来

之宿願云々Jとある。

15後白河法皇の撰になる歌謡集「梁塵秘抄J全二十巻は、民間の新しい歌謡・今様五六六

首を集成した十巻と口伝を記した十巻から成る。平安朝の人びとの歌ごえを集成した f梁

塵秘抄jは、その優れた現実性ゆえに、「院政期の雑芸時代が産みだしたわが国文芸の至

宝J(上田設夫注釈『梁塵秘抄全注釈』新典社)と称される。口伝集は後白河法皇の歌謡

修得にまつわる説話などを記しており、法皇の近習で今様歌謡後継者の一人、太政大臣

藤原師長(治承三年・ 1179出家・号妙音院)の手に成るといわれる。しかし、現在する

のは今様を主とする歌話部の巻第十一の一部と、巻第二、および口伝集巻第一の一部と

巻第十である。後白河法皇の「厳島神社参詣jは口伝集巻第十の中にある。

16藤原頼長の子。太政大臣であったが治承三年 (1179)に出家し、妙音院と号した。音曲

全般に通暁し、ことに琵琶に長じたといわれる。楽書を多く撰し、後白河法皇の今様後

継者の一人に目された。

17 上田設夫著『梁塵秘抄全注釈~ (新典社、平成十三年)の『梁塵秘抄口伝集J(巻第十)

650頁。

18厳島神社の神主かm(，1砧などであろうか。
19後白河法皇は、「梁塵秘抄j巻第二に収められた、愛唱歌の一つである今様『四大声聞い

かばかり 喜び身よりも余るらん 我らは蚤企の仏ぞと 確かに聞きつる今日なればJ

(秘抄歌 85)を謡った。これは、釈迦の四大弟子たちは身に余る歓喜を憶えたことだろ

う。極楽往生できると釈迦の予言をはっきり聞いた今日、という意味で、法皇自身、来

世の往生を祈る深い信仰を得て感涙したとある。

20三浦正幸「厳島神社の社殿Jr日本の神々と祭り』国立歴史民俗博物館(2006) 96頁。

21宗盛(久安三~文治元・ 1147"'-'85)は清盛の三男。経盛は清盛の異母弟。議溢(永暦元・
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1160---? )は清盛の孫で、長子重盛(保延四~治承三・ 1138---79)の長子である。当該

年により、位官の該当者が異なる。安元二年当時の名は「神道大系神社編四十厳島J

に拠る。

22 r浅野忠允氏旧蔵厳島文書J(f広島県史』古代中世資料編E、1472ー 1476頁)

23極楽浄土にいるという想像上の鳥。上半身は天女の知く、下半身は烏の形をした迦陵頻

のことである。

24奈良時代、仏教とともに唐から伝えられたもので、寺院の法会の際、行われた緩縁。

行道面をつける。

25若い内侍のことか。一説に安芸御子姫。清盛と厳島の内侍の間に生まれた子。当時十四

歳という。

26 r千僧供養日記Jの十五日の条にある f納曽利 近久有越鏡、少将殿令打太鼓御Jの

少将は小松少将維盛と見られている。

27 r浅野忠允氏旧蔵厳島文書J10による。

28源通親 (ll49---1202)は内大臣雅通の一男。治承四年 (ll80)当時三十二歳であった。

正四位下で参議兼左近衛権中将中宮権亮、新院(高倉上皇)別当に補された。のち内大

臣右大将になり、土御門内大臣と号し、五十四歳で残した。

29 f中世日記紀行集』新日本古典文学大系 51(岩波書底、 1990)所収の「高倉院厳島御幸

記Jを参照。

30利園は唐の玄宗が設けた宮中の舞人の教習所で、そこでの舞にも劣らないほどである。

31前掲載「高倉院厳島御幸記JII頁。

32元来、豊作を祈願し、田を耕し稲を植える際に歌舞する田植神事に伴う芸能であるが、

田植のさまを太鼓、笛、おろ長、小鼓などの楽に合わせて表現する田楽舞は、平安時代か

ら鎌倉・室町時代にかけ流行した。

33前掲載 f高倉院厳島御幸記J18ー19頁。

~平安から鎌倉時代にかけ、古今の説話を集録した説話集。二十巻。橘成李撰。巻第一の

二十「後徳大寺実定春日大社に詣でて昇任新請の事並びに厳島に参詣の事Jに、実定が

大納言実国、中納言実家などの供の者を連れ、厳島参詣をした時のことを記した中に、

「六僚の太政のおとどの中将にて侍りけるもおはしける、 伴申されけり。此たびのこ

かの

とにや、中将、彼島の宝前にて太平楽の曲まはれけるが、おもしろかりける事やJとあ

る。 (f古今著聞集』日本古典文学大系84、岩波書庖、昭和 49年、 63頁。)
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35平家一門の興亡を語る軍記物語。十二巻。後鳥羽院の頃、信濃前司行長が生仏という盲

人に教え語り始めたと伝えられるが、琵琶法師によって語り継がれ、南北朝時代に一応

の完成をみた。

じってL、

36徳大寺の大納言実定は、平清盛に大将を越えられ、一時は出家まで考えたが、清盛の信

仰する厳島神社へ参龍し、昇任祈願をしたうえ、内侍(亙女)を大勢、都の自邸まで招

いて様々にもてなし、贈物など与えて帰された。これを知った清盛は感激して嫡子重盛

が左大将だったのを辞させ、次男宗盛が右大将だったのを越えて、実定を左大将に任じ

た、という。(前掲載『平家物語~ 190ー193頁。)

37 r野坂文書J313の 4 r伊都岐島社舞楽装束井楽器等注進状案J( r広島県史』古代中
世資料編皿、 997ー1003頁)

38 r厳島野坂文書J1560号 (r広島県史』古代中世資料編E、1028-29頁)
39前掲載『広島県史』古代中世資料編田、 1030ー34頁。

40松岡久人は『安芸厳島社』の中で『数量の縮小、名称の俗化の傾向を認めざるをえず、

衰微の進行を推測させるものがあるj と述べる。 218頁。

41 r厳島野坂文書J1685号 (r広島県史』古代中世資料編H、1196-97頁)
42 r諸所所蔵厳島文書J10号 (r広島県史』古代中世資料編E、1480-81頁)
43太刀をはき鉾を持って舞う武舞。「散手j に同じ。

44大曲とは、序・破・急の三楽章から成る長い楽曲で、現在、唐楽に四大曲「蘇合香Jr万

秋楽Jr春鷺輔Jr皇軍Jと高麗楽に四大曲「新烏蘇Jr古鳥蘇Jr 退走禿Jr進走禿jがあ

る。しかし大曲・中曲・小曲の区別は必ずしも厳格ではなく、曲の規模・格調などによ

って大曲と呼ばれたようである。(押田良久『舞楽鑑賞~ 95頁)

45厳島の対岸、現在の佐伯町にあった。

46 r房顕覚書~ 15に、大永五年 (1525)一月二十六日、大内義興・義隆父子が社参し、両

社へ銘のある太刀を寄進したほか、馬十二足、舞楽料などとして百二十買を与え、これ

を棚守が請け取り、瀧宮神社、弥山神社、楽頭などへ配当したとある。

47 r厳島野坂文書J122 (r広島県史』古代中世資料編H、83頁)
48向上、 123、83-85頁。

49 松岡久人『安芸厳島社~ 221頁。

50 r大内氏奉行人連署奉書J( r厳島野坂文書J136)にある天文十一年六月十三日、義隆の

舞楽装束寄進状に「伶人重之裳束井鶏甲 注文朱塗活福納之御進宮候、云々Jとある。
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51大内氏奉行人書状に f局 室腎最犠御養生御祈祷、於当社舞楽可被逐其節之曲、尤可然

被思召候、然者一日茂早々可有其沙汰之由候、悠々謹言、八月七日 正長(花押) 棚

守左近大夫殿J( r厳島野坂文書J173) とある。同 174の八月九日付の書状には、八月

十一日に舞楽奉納をする旨が記されている。

52 W芸藩通志』巻十七の人物の項。 (W宮島町史~ 363頁)

53 r房顕覚書J(W広島県史』古代中世資料編困、 1157頁)

54向上、 1153ー54頁。最初の編組が完成した後も、その後の記事や老境の感慨が書き加え

られ、誤字借字が多く、「後を先へ書き置くなり j とあるように、必ずしも順序立ってい

ない部分がある。

55岡田清『棚守房顕覚書』の「四、棚守房顕と、房顕覚書についてJの解説の中に、「将監

は舞楽に達したもの、任ぜられる官であったというj とある。

56前掲載『広島県史』古代中世資料編Eの解説二(10ー13頁)および松岡久人『安芸厳島

社』の『左舞師の相伝J(218頁)に拠る。これを棚守・左舞師に補された記録の順に、

明らかなもののみ年代を追って記すと次のようになる。

1.嘉元二年(1304)九月、長光久(兵衛尉)大宮棚守補任。

2.貞和三年(1348)九月、大宮前棚守長久元(新兵衛)左舞師に補任(佐伯郡宮内村

に免田十町給わる。)

3.応安七年(1374)三月、長元久、近久(是三郎)へ相伝の左舞免田を譲る。

4.永和四年 (1378)長近久、大宮棚守に補任。

5.応永五年(1398)長守久、大宮棚守に補任。

6.応永十三年(1406)正月、大宮前棚守長守種(法師丸)左舞師に補任。

7.寛政二年 (1461)長家久、大宮棚守に補任。

8.文明三年(1471)、野坂安種(彦三郎)左舞師に補任。

9.文明十六年 (1484)、野坂式部大夫、大宮棚守に補任。

10.永正五年(1508)、長安久、大宮棚守に補任。

11.永正十八年(1521)、長玄顕、大宮棚守に補任。

12.永正五年(1508)、野坂房顕(才菊)左舞師に補任。

13.永禄六年(1563)、野坂元行(長松丸)大宮棚守に補任。

57 r厳島野坂文書J213号 (f広島県史』古代中世資料編E、145頁)

58向上、 246、164頁。
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59 r房顕覚書J54号 (r広島県史』古代中世資料編E、1148頁)

60 r厳島野坂文書J694号 (r広島県史』古代中世資料編E、410頁)r天王寺之楽人東儀方

之事、御息舞楽為相伝之、可有下向之由被申上候哉Jと記す。

61 r厳島野坂文書J1748号 (r広島県史』古代中世資料編E、1237頁)

62秋山伸隆「世界遺産厳島神社と石見銀山J(広島県立広島大学開学記念リレーシンポジウ

ム「大学と地域文化Jの基調報告、平成十八年二月四日)資料 6頁。秋山は石見銀山と

厳島の関係を語り、京都で説えられたと思われる高価な納曽利装束に、温泉津奉行の財

力がしのばれるという。

63元和五年七月十三日付の「給寄J(1冊)、及び同年九月の「浅野家扶持帳写J(1冊)が

ある。

64 r史料通信叢誌第壱編 厳島誌所収文書J(r広島県史』古代中世資料編E、1524-1531頁)
65宮島町編『宮島町史』特論編・建築、宮島町、平成九年、 150頁。

66 前掲載『宮島町史~ 155頁。

67 前掲載『宮島町史~ 149頁。

68宮内庁楽部の庁舎に常設の高舞台は四間四方で、一辺が 7.27mという(押田良久『雅楽

鑑賞~ 112頁)。厳島神社の図面では正面 17尺 24寸、側面 21尺であるが、『宮島町史』

158頁には、幅 17尺 1寸、奥行21尺となっている。

69 前掲載『宮島町史~ 159頁の『宮島社堂塔付立下書J(野坂家文書・町史 11)に拠る。

がい お拘かき 4、た

70 r蓋」は『蓋Jの俗字。覆ひ、傘、蓋の意。

71 前掲載『宮島町史~ 159頁。

72第十二巻最後の段の詞書から、関白九条忠教のすすめ(勧進)によってこの絵巻が制作

されたこと、また、第十二巻末の奥書から、一遍の没後 10年目の正安元年(1299)八月

つねただ

廿三日(祥月命日)に、一遍の弟子の聖戒が記述し、法眼円伊が絵を描き、世尊寺経予が

外題を書いたことが判る。絵は伝統的な大和絵の技法に鎌倉時代に伝わった水墨画法を

融合させた新しい様式で描かれ、詞書は能書の公卿四人によって清書されている。縦

38.2cm全長 807.8cm (1 巻)東京国立博物館保管。全長 922.8~1143.3cm (11巻)歓喜光

寺蔵(京都)、昭和二十七年国宝指定。

73鎌倉時代初めの建永二年(1207)と貞応二年(1223)の二度。

74三浦正幸『厳島神社の社殿Jr日本の神々と祭り』国立歴史民俗博物館、 2006年、 96頁。

75前掲載「高舞台Jr宮島町史 特論編・建築~ 158頁ー160頁。
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76貝原益軒(寛永七~正徳四・ 1630.......1714)、名は篤信、福岡藩士の子で医学・漢学を学び、

藩主黒田光之に仕えた。江戸と福岡を往復し、経学・歴史・地理・本草学など幅広い学

識を有し、『養生訓~r大和本草』など著書を多く残した。『安芸国厳島勝景図』は、折本
版本一冊。縦30.4cm、横523.5cm。享保五年 (1720)頃、京都の 220年続いた老書庖主・

洛陽柳枝軒こと茨城屋多左衛門によって版行された。

77 r芸藩通志』巻十三 (r宮島町史』資料編・地誌紀行 I、323頁)
78版木用の稿本。 28.4X20. 4m、4巻 4冊。秋里陣島著、巻四に厳島神社や厳島の名所古蹟

などの記述と 15枚の絵図が挿入されている。文化年間の成立。図は前掲載『宮島町史』

258頁。

79 r芸州厳島図会』巻ーの『内舎人平朝臣在明J r社頭明燈J の図。 (r宮島町史~ 592頁お

よび606頁)

80 前掲載『宮島町史~ 758頁。

81南都興福寺(奈良)の楽人、 jE道箕(治承元~仁治三・ 1177.......1242)が家芸の断絶・舞
楽の表退を憂いて著わした初めての総合的な楽書『教訓抄』全十巻(貞永元・ 1232)に

続き、近真の孫で左舞を伝えた舞人、す首論語(建長元~元弘三・ 1249.......1333)が文永七

年(1270)から元亨二年 (1322)にわたって著わしたもの。全十四巻。

あベすえひき

82元禄三年 (1690)に、京都の楽人、安部季向(寛永七~宝永玉・ 1630.......1708)が著わし

た楽書。全五十巻。楽書の集大成としてこれ以上のものはないといわれる。

83 押田良久『雅楽鑑賞~ 119頁。

84東京遷都に伴い、三方楽所の楽人は東京に呼び集められ、宮内庁の雅楽局に属すること

になり、それまで『世襲Jと「口伝」で伝承されて来た雅楽・舞楽は、大きく変様せざ

るを得なかった。

85 前掲載『舞楽鑑賞~ 123・124頁。

86厳島神社所蔵の「詳細御取調書Jに所鶴之進自身について「厳島神社旧神官所鶴之進儀

者、 厳島大御神嘗島江御鎮座之議、 奉住裟所翁之後胤ニシテ家名器所ト、 代々

神宮ヲ勤井ニ左舞役於宮内待役左舞立替役トモ兼務仕来裟也j と述べている。

87室町時代の『厳島内宮外宮神事年中行事Jに記された大宮祭の舞楽にある「新蘇利古」

は、「蘇利古Jの別称「進蘇利古jのことで、「蘇利古Jと同じ曲である。『芸藩通志』以

後は、大宮祭でも現在の挑花祭・菊花祭でも、「蘇利古Jとなっている。厳島舞楽で「蘇

利古Jの初見は、文明三年(1471)の I大秦広喜舞楽曲伝授状jである。

115 



88前掲載『宮島町史』資料編・地誌紀行 I、787頁。

89野坂元良宮司は昭和三十七年 (1962)に父の元定・前宮司から舞楽「抜頭jを受け継ぎ、

平成十六年 (2004)、七十五歳まで四十二年間舞い続けた。伝授に先だち舞方を自ら書い

た「手付j を二男の元明禰宜(三十二歳)に手渡したという。

90 r平家納経願文J9-10行目 (r秘宝厳島』講談社、昭和四十二年、 343頁)
91 r平家納経願文J35ー39行目 (r秘宝厳島』講談社、昭和四十二年、 343・344頁)
92芸備地方史研究会、平成九年 (1997)十二月発行。

93長年厳島神社の文化財を担当して来た飯田は、平家納経を見る度に、これほどの美術品

が、社殿が完成する四年前に奉納されていることに疑問を持ち、「佐伯景弘の解Jにある

仁安三年 (1168)の「社殿造営を請うJは、これからの修理は国家(安芸国)的事して

取り組んでほしいという願いの文であって、この年に選宮したとは記していないと述べ

ている。

94 r平家納経願文J46-48行目 (r秘宝厳島』講談社、昭和四十二年、 344頁)
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第八章厳島神社の神能

緒言

厳島神社の神能の歴史は古く、桃山時代に遡る。永禄年間(永禄元~元亀元・ 1558ー70)

に、観世大夫の来島、演能があって以来、四百数十年の歴史を持つ。能は大陸から移入さ

れた宮廷の儀式・社寺の法会や祭礼で行われる舞楽に対し、もともと庶民の芸能であった。

奈良時代の外来芸能である散楽(l)にわが国古来の神楽や田楽などの舞や音楽を取り入れ、

京舞と物真似などを融合してできた猿楽の能が発展したものである。室町時代の初め、猿

奈の能を洗練された芸能に高めたのは、大和猿楽座の観阿弥・世阿弥親子であった。世阿

53元清(正平十九~嘉吉三頃・ 1364ー 1443頃)(2)は能役者・優れた演出家であるばかりで

なく、数々の名作や伝書を書き残した能作家であり芸術理論家であった。三代将軍足利義

況の保護を受けて、世阿弥は猿楽の能を地方的民衆的芸能から上層階級に愛好される芸術

iこ高め、幽玄美を特色とする夢幻能を創造、優れた芸能として大成した。

室町時代の末期、謡と嫌子と舞の総合による歌舞劇である能が、厳島へ伝えられたのは

長阿弥・世阿弥ゆかりの観世大夫一行によってであった。厳島神社で毎年春、三日間奉納

される「神能Jの由緒、歴史などを明らかにしたうえで、現在では全国的に見ても珍しい

貴重な演能といわれる f桃花祭神能J、さらに神能が行われる重要文化財の能舞台、伝来の

さ面・能装束など関係の造形資料について述べる。

第一節観世大夫と厳島の能

{一)観世大夫一行の来島

室町時代の初め、観阿弥・世阿弥によって大成された能は、世阿弥没後およそ百二十年

三りを経た室町時代末期、厳島に伝えられた。能は足利義満の支援を受けてのち、広く公

三弐家僧侶などの上層階級に愛好されるようになった。しかし、応仁の乱によって能の保

乏主であった将軍はじめ武家が権力や経済的実力を失い、有力な支援者を失った。以後、

三辻各地の社寺の勧進能 (3)や、地方興行に活路を見出すようになった。

こうした時代背景があった中で、毛利元就・隆元・輝元の時代(弘治元~慶長五・ 1555
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-1600)に、観世大夫一行は京都から安芸地方へ下ってきた。この時の観世大夫は、観世

流八世の元尚であり、大大夫宗節(七世元忠)である。

毛利元就(明応六~元亀二・ 1497ー1571)は初め尼子氏に、のち大内氏に属し、周防・

安芸など七ヵ国を支配する大名、大内義隆(永正四~天文二十・ 1507-1551)の武将であ

った。弘治元年(1555)、義隆を倒した家臣陶晴賢を厳島の戦いで滅ぼし、安芸・周防・長

門を手中におさめた。さらに永禄九年 (1566)十一月、出雲の尼子氏を破り、ついには中

国地方十ヵ国および伊予・豊前の一部を領有する大名になった。その元就一代記を記した

という『吉田物語~ (巻九)(4)に「観世太夫吉田へ罷下り候事J(5)という記述がある。

観世宗節・同三郎御見舞として、吉田へ罷り候。月迫と申し御陣所前にて候へども、

極月中旬に一座登城仕り、御対面の上、御醜子仰付けられ、同月廿三日には、郡山の

麓興禅寺に舞台仰付けられ、御能御座候。前より大雪にて候へば、今日は御能は相延

ばすべしと、太夫衆も存じ候処に、未明に御桟敷へ御下りなされ、太夫所へ御使遣さ

れ候に付、取敢ず楽屋入り仕り候。日出より御能始まり、晩に終り、御機嫌よく御城

へ御帰り遊され候。

これには年記がないが、この一文に続く「益田藤兼嫡子元服の事J(6)から永禄九年のこ

とと考えられる。十二月二十三日に観世宗節・三郎が毛利氏の本拠地、郡山城のある吉田

を訪れ、興禅寺に設けられた舞台で演能したとある。前日からの大雪にもかかわらず、日

出から終日、元就と見物を仰せ付かった国衆家来は、雪の上に獣物の皮を敷いて座り、観

能している。元就は、酒も飲まず膝もくずさず見物したという。「益田藤兼嫡子元服の事j

には次のように記している。

翌永禄十年三月、益田藤兼嫡子元服願に付、吉田へ参上候て、満願寺に於て御成申上

げられ、観世太夫滞留にて、御能馳走申上げたき通り、申し伺はれ候処に、然るべき

通り仰出され、御能興行仕られ、御機嫌よく御帰城遊され候事。

このことから観世大夫一行が吉田へ下向し、郡山山麓の興禅寺で演能したのは、前年の

永禄九年(1566)の十二月であると考えられる。この年の十一月、宿敵の尼子氏を倒し、

本拠地の吉田に凱旋した元就は、京都の観世大夫を招いたと思われる。観世大夫一行は年
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を越して滞留、毛利支配下の各地で演能して永禄十年(1567)三月、吉田の満願寺で行わ

れた益田藤兼嫡子の元服式で能興行し、元就も観能したことが判る。

ところで、その観世大夫一行が厳島へ来島、演能した最も古い記録は「野坂文書Jに見

える永禄十一年(1568)二月二十九日の「観世大夫法楽能Jである (7)。この日上演した「弓

八幡J以下八番の能と、「大黒J以下七番の狂言の番組および出演者を記している (8)。

観世大夫法楽

弓八幡

二人静

松虫

卒都婆小町

~l- b 
龍太鼓

西王母

望所御
】
澱

b

d
n
r引

遭
謝
高

{
聖

人数之事 25
観世三郎
脇

観世橘右衛門尉
狂言

安喜与八
大鼓

三谷長助
笛

春日市右衛門
大鼓

萩野左馬之助

正熊猪右衛門

下村新次郎
小鼓

幸五郎次良

永禄拾萱年戊辰二月廿九日

戸

大黒

引敷聾

二九十八

ふ子宮会
( I!) 

あく坊
{陸}

牛なそ

さぶ~b

大大夫

宗節
脇

幅王甚右衛門尉
太鼓

三谷弥三郎

延命喜右衛門
狂言

長命又三郎
大鼓

堺助九郎
狂言

津田与右衛門

司菊彦四郎

資能(花押)
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この時の法楽神能は、永禄十年三月吉田の満願寺で行われた演能から十一ヵ月を経てい

る。観世大夫がこの地方に引き続き滞留して各地を興行したのち来島演能したものか、一

度京都へ帰り再度下向してきたものか定かではない。ところで能の番組は翁付五番立を以

って正規とされる。まず「翁jがあり、続いて神、男、女、狂、鬼の順に五番の能が舞わ

れ、最後に祝言物が付くのが正式である。「翁」と半能(後半の第二場のみを演じる)形式

による祝言能を加えると、都合七番になる。この時の能番組はすでに、初番目物(神・脇

能)・二番目物(男・修羅能)・三番目物(女・官能)・四番目物(狂・雑能)・五番目物(鬼・

切能)という、江戸時代に完成した五番立の能番組の順序に従って演じられたと思われる。

本来、「弓j¥.1暗Jr西王母Jr高砂jは神が主人公になる初番目物(脇能)、「二人静Jは女性

を主人公とした三番目物(霊能)、「松虫Jr卒都婆小町Jr寵太鼓Jは狂乱物などの四番目
とおる

物(雑能)、「とをり(融)Jは鬼や天狗が舞う五番目物(切能)である。しかし、能には
やわた

略何番能として順序を替える場合がある。従って、この時は f弓八幡J(初番目物)、「二人

静J(略二番目物)、「松虫J(略三番目物)、「卒都婆小町J(四番目物)、「とをり(有)J

(略五番目物)、「龍太鼓J(略五番目物)で、最後に祝言能「西王母J(半能)が舞われた

と考えられる。また聖護院殿御所望の「高砂Jは、今で言うアンコールで半能であったと

思われている。

出演者について言えば、観世三郎は観世座八代目大夫で元尚(天文五~天正五・ 1536-

1577) といい、永禄十年(1567)頃、三十歳で大夫職を継いだと推定される。大大夫宗節

は七代目観世大夫で、元忠(永正六~天正十一・ 1509-1583)といい、六十歳を機に入道

して養子元尚に大夫職を譲っている。元忠は観世座の歴代大夫の中でも不世出の名人とい

われ、また能の故実に通じること当代第ーであり、しばしば勧進能を催すなどの実力者で

あったという ω。永禄十一年 (1568)に行われた厳島の法楽能は、その八代目大夫を継い

だばかりの力あふれる観世三郎の能と、還暦を迎えた大大夫宗節の枯れ寂びた幽玄能が見

られたものと思われる。観世橘右衛門、福王寺甚右衛門は観世座の脇の名人であり、曜子

方や狂言師も当時の実力者を揃え、貴重な演能の記録といわれる刷。

また、『房顕覚書』にも観世大夫下向の記述が見える。

観的扶下向在、吉田ヨリ至嘗嶋参詣之条、先宿ハ岡飯田右近所ナリ、其以後宿事

紳子内侍蔽強制ハ、大夫ヲモ同前ニ宿ヲ申付lレ、昔観世大夫下向之時ノ新華に
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〈無).(ケ脱〉

て仕ルト云へトモ、見物所モ成レハ、今度ハ江ノ中にて舞塞ヲハラせ申付ル、紳前ニ

テ九番仕ル、其以後棚守於宿所舞蓋ヲハラせ、十一番仕ルナリ、其時ノ見物事詩主

藤恭非島御雨所御見物ナリ、山口ニ逗留ノ安木与八~~ゥちシス、其年幸若大夫下向
シ、逗留七月中、又其次年八郎九郎下向ス、

観世大夫一行が吉田から厳島へ来島演能し、昔、観世大夫が下向した時は舞楽の高舞台

であったが、見物する所もなかったので今度は江の中に舞台を作り神前で九番を舞い、そ

の後棚守宿所で舞台を設け十一番を舞ったというものである。これには年記がなく、先述

の「野坂文書」の「観世太夫法楽Jの記録に見える永禄十一年(1568)二月二十九日が当

てられている (11)。それでは昔、観世大夫が下向した時とは何時のことであろうか。これ

には大内義隆晩年の天文年間中頃(1540年代)という説(12) と永禄六年(1563)説 (13)が

ある。前者は昔下向した観世大夫を六代目観世元広(天文十九・ 1550没)とし、大内義隆

が山口に招いたものではないかという。後者はその時の見物、聖護院殿を道増法親王(14)

とし、永禄六年であるとする。この時の観世大夫は、七代目観世元忠(のちの大大夫宗節)

ということになる。いずれも確証を欠くが、永禄十一年(1568)以前に観世大夫六代目元

広か、七代目元忠かが来島し、高舞台で演能したことは確かであろう。

しかし、能は武家文化の中で育まれ大成した芸能である。能が厳島へもたらされ根付い

たのは、舞楽役者を扶持し公家文化を愛好した大内義隆の時代ではなく、安芸地方出の武

将・毛利元就の時代ではなかったかと思われる。毛利氏の厳島信仰は厚く、天文九年(1540)

以来、野坂房顕を御師とし出征のたびごとに戦勝祈念を依頼したといわれる。元就は弘治

元年(1555)の厳島合戦の後、廻廊の板を新しくし、領地を寄進、有浦大鳥居を建てるな

ど厳島神への崇敬を深めている(15)。永禄二年(1558)の石州攻め、永禄六年(1563)の

継子隆元の死など能奉納の機会は度々あったと考えられる。従って観世大夫が昔厳島に来

島演能したのは、元就が厳島合戦で勝利した翌年、廻廊の板を新しくした弘治二年(1556)

六月から、「野坂文書j に記録がある永禄十一年(1568)の間であろうと考えられる。

また、元亀二年(1571)十二月、吉田兼右を招き厳島社(内宮)の選宮式が行われ{川、

その翌年四月、二日間にわたり遷宮記念能が催されている。「新出厳島文書J165の「御遷

宮御能次第Jによれば、元亀三年(1572)四月十二日、寅菊大夫ほかが初日に「白髭Jな

ど六番の能と「笑年貢J以下五番の狂言、二日目に「融jなど七番の能と「むこ入J以下

六番の狂言を演じている。その番組と出演者は次のとおりである(17)。
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御遠宮御能次第

白髭

田村

遊屋

殺生石

僅

三輪

融

東岸居士

定家

大曾

寵太鼓

錦木

弓八幡

司菊太夫

三崎与介

笑年貢

今参

花子

栗焼

語

二日

むこ入

落阿弥

ともり

深草祭

酒盛

ふし松

筆太夫

津田与右衛門

司菊与一兵衛北川治郎左衛門

定光左衛門 司菊彦次郎

春日又十郎

元亀三年卯月十二日

弓(寅)菊大夫は永禄十一年の「観世大夫法楽能jに記された寅菊彦四郎と係わりがあ

ると考えられ、また狂言の津田与右衛門は閉じ人物と考えられる。いずれにしても永禄十

一年には、仮設であったにしても海上に現在のような能舞台が設けられている。慶長五年
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(1600)まで続いた毛利氏の時代、幾度か奉謝・祈願・記念の能があったと考えられる。

ところで、厳島神社には文明九年(1477)の寄進銘のある「翁J面(図 61)が伝来する。

このことから、永禄十一年の観世大夫の来島・演能の以前にも、天下泰平・五穀豊穣・人々

の趨齢延年を祈る「翁jの奉納があったことが考えられる。この「翁J面には、「奉寄口 願

主 至親守勝(花押) 文明九年卯月廿三日」という墨書銘があり、この他にも室町時代

の「翁J(白式尉) (図 62)r黒式尉(三番曳)J (図 63)r延命冠者J(図 65)の面が伝来す

る。「翁』は能の中でもその発生が最も古く、別格の祝祷の歌舞である。鎌倉時代から猿楽

の役者組寺の保護を受けて神仏事に奉仕した頃からの雑である。竿議・翁・当:~の

三老人が連舞する形式が確立するのは、室町初め世阿弥の時代といわれる。室町時代中頃、

寄進された翁面が伝来することは、厳島神社において祝言・祈祷の能「翁j の奉納があっ

たことを示唆するものであろう。

(二)神能の恒例化と江戸時代の法楽能

観世大夫法楽能の初見から、毛利氏・福島氏・浅野氏と引き続き安芸地方の支配者は、

厳島の能を保護支援している。また後述するが現在、重要文化財に指定されている唐織二

領はじめ桃山時代の能・狂言装束や能面・狂言面などが数多く伝来している。これらのこ

とから神能の恒例化をある程度推測できるが、その時期については確証がなくはっきりし

ない。しかし福島時代(慶長五~元和五・ 1600ー 1619)に大がかりな能舞台建設がなされ

ている。慶長六年(1601)、安芸国入りした福島正則 (18)は、翌年「平家納経Jを修理し、

それを納める「蔦蒔絵唐揮J(国宝)を奉納、さらに同十年(1605)八月、社家からの願出

により、能舞台の用材として島内の材木伐採を許可し側、普請を進めている。その時の

能舞台建立の諸経費を集計した I厳島社能舞台普請大工鍛治檎皮等賄日張J( r野坂文書J

184号)が残されている。その大がかりな普請から常設の能舞台が建立されたと考えられる。

それ以前にも仮設舞台があり、修理・改築して演能が行われていたと思われるが、常設の

能舞台ができることによって神能の恒例化が進んだことは間違いない。福島時代に続く浅

野時代には延宝八年(1680)十一月、第四代広島藩主浅野綱長により本格的な能舞台・橋

掛り・楽屋が造立された。浅野氏の能愛好の素地は、初代長政の時からあった。長政は文

禄二年(1593)十月、禁裏御能で豊臣秀吉が「弓八幡jなどを演じた時、徳川家康ととも

に「野々宮Jを舞っている。また、綱長もたびたび能を舞っており、この道に湛能であっ

た刷。浅野氏は芸州入封後、徳川幕府に倣って能楽を式楽としており、シテ方喜多流と
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脇方高安流の役者や燐方を抱えていた。厳島においても能舞台が本格的に造立されて演能

は隆盛して行ったものと思われる。元禄十五年 (1702)開板の『厳島道芝記』巻六「年中

行吏(事)Jの三月十六日のところに、以下のような記述がある (2110

御能 十六日・十七日を、初日・後日とし、御能を勤む。厳馬御役者少々、其外社家・

神人・町人笠斐り勤む。舞台、海の中にあり。議最・楽屋・海の上に、皆板を張渡し、

見物の諸人影し。

また、同書巻ーには「御能太夫福井喜内、同脇長命兵右衛門、同地謡岡村助右衛

門Jという能役者の名前が見える (22)。このことから三月十五日の大宮御祭の翌日、三月

十六・十七日を初日後日として、二日間、本職の能役者をはじめ社家や祥ス(神社の下級

神職・神事や雑役に従事する人びと)、町人たちが一緒になって法楽能を催すのが恒例化し

ていたことが判る。また神社所属のシテ・脇を勤める専門の能役者や地謡が居たことも明

らかである。

文化文政の頃、全藩をあげて調査と編纂がされた『芸藩通志』巻十四の『祭把祈祷法楽

雑行事Jには、「法楽御能 同十六日より、三日の問、猿楽をなす。J(23)とある。また同巻

十七「安芸国厳島風俗Jの一月と三月の項に次のような記述がある (24)。

二日 棚守の家にて、松蝉子あり。東西町人、神能に出る者、皆曾す。船戸ハ、船乗

そめとて、舟中に宴し、舌さきより、大鳥居の内を、こぎめぐり、大元社に至り、

又長演の嘉美須社を拝して、船より下る。皆舟歌を、うたふ。此日、新町の妓女も、

三線初とて、宴をなし絃歌の費、街にミつ。

三日 神楽はしめとて、両宮にて、舞楽あり。

三月十五日 桃花神事あり。戸ことに、提灯を懸く。

十六日・十七日・十八日 神能あり。舞塞ハ、陸をはなれ、桟敷も、潮水の上に架す。

四方来観る、もの多し。是日、島の娼妓、各衣服の美麗を競ひ、桟敷に出て、能を

観る。

これらから江戸時代中頃には、正月二日の松蝉子と三月十五日の桃花神事の翌日から三
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日間の神能が年中行事になっていたことが判る。松蝉子とは、正月松の内に行われる蝉子

の意であり、装束を着けずに醜子と謡を伴って舞うものである。松蝉子については、すで

に『房顕覚書』に「神主殿正月四日参詣之時者、松人lVL東西ヨリ馳走ス、其外念仏うγ歩
ト年々 入ナリ、J(25)とある。室町末期の正月四日、神主参詣の時に、その宿で東西の町内

の人が松蝶子を奉仕している。

『芸藩通志』の記述によれば、江戸時代には松蝉子は棚守屋敷で行われ、東西町人や神

能に出る者が集まり、饗応があり、この日三月の神能の演目・出演者を決めたという。ま

たさらに、二日は船の乗り初めで関係者が皆舟歌をうたい、新町の妓女の三味線の音や謡

の声が街に充つという。三日は神楽初めであり、両宮で舞楽があるなど、新春の厳島は社

人・町民などの芸能によって一年が始まると言ってもよいほどであった。

現在、年中行事となっている正月二日の『御松蝉子能Jは、厳島の神事として本社誠殿

において執行される。祭礼の順序はまず、拝殿で四月の神能を執りしきる神能執事以下、

紋付袴の町内の神能奉仕者のために祈祷がある。献額、玉串奉箕、神酒拝戴などがあった

後、誠殿で小鼓・大鼓・太鼓・横笛による蟻子と地謡により、面や装束をつけず黒の紋付

に梓姿のシテ一人が舞う、いわゆる「舞蝉子Jが奉納される。シテは専門の能役者や地元

の能に堪能な者が勤め、宮島や広島市、近県から参集する嘱子方も地謡方も紋付袴で正座

して演奏する。番組は例年ほぽ、新年の祝言の意を込めた「高砂Jr東北Jr狸々」の三番

である。

ところで江戸時代初期には、春の大宮祭の翌日から二日間あった法楽神能は、江戸中期

には三日になっている。この頃すでに大宮祭を桃花神事といっており、明治以後、大宮祭

は桃花祭と呼ばれ、神能は桃花祭御神事といわれている。江戸時代前期に藩主によって造

立された能舞台は海上にあり、桟敷も海上に設けられ、四方からやって来た多くの人びと

が見物するという情景は、江戸時代を通じて見られたものであろう。

天保十三年(1842)に版行された『芸州厳島図会』巻之五の「祭礼井年中行事祷組故事j

の三月のところに、神能について次のように記している (26)。これには文政八年(1825)

に『芸藩通志』の編纂を完了した頼杏坪らも、故実の訂正に加わっている。

十六日経議神経

此日より十八日まで三日の問、御能舞台に於て猿楽あり。府下井に島内の能役者こ

れを勤む。舞台・桟敷共に潮のうへにありて、面hS来観の者堵の如し。殊に新町の1直接
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ハ、お客の競て衣服の美をつくしこれをミる。

これに続いて、先述の「野坂文書jに記された永禄十一年の「観世大夫法楽jの役者と a

番組を記している。また、図会には「能舞台の図Jと「遊女能を観に出る図jが載せられ

ている。「能舞台の図J(第十二章NO.35の図絵)には海上の舞台を囲むように、三方の廻

廊から持姿の武士や武家の女性などが見物し、廻廊と舞台の聞に張り巡らした見物席には、

彩しい数の庶民の姿が画かれている。画中の雲形には、慶長元年(1596)の秋、京から下

った能の小鼓方、吉五郎次郎主能が弥山に七日参詣して祈ったところ、弥山の鎮守三鬼神

から官官(皆勤 ω のー曲を伝授されたという話を記し、芸道に志す者は弥山の神を怠ら

ず崇敬してその道を極むべきであると述べている。画面左下の雲形には、昔からこの島で

名人の能が度々あったが、海上の舞台での興行は観世大夫にはじまると『房顕記』に見え

る、と記している。「遊女能を見に出る図J(第十二章NO.36の図絵)には、新町通りの芝

居小屋の前を衣裳の美をつくした花魁二人側が、各々左右に者(剖や傘持ちなどを従え、

能見物に向う姿が画かれている。

江戸時代に年中行事化していた正月二日の「松蝉子Jと三月十六・十七・十八日の「法

楽能Jは、本職の能役者、藩お抱えの能役者に混じって、町人が謡や嚇子、舞の稽古を積

んで勤めている。さらに厳島の神能は、広島藩が置いた宮島奉行をはじめ、島民や近隣四

方から見物に訪れる人びとに支援され、盛行を見たといえよう。「表 10 厳島神社所蔵

能・狂言面Jr表 11 厳島神社所蔵能・狂言装束Jに示すとおり、現在、厳島神社が所

蔵する能・狂言面約百三十面、能・狂言装束約百七十領は、室町・桃山時代から江戸時代

を通じ寄進され調進され保存されて来たものであり、神能の継承とその歴史を示すもので

ある。

厳島において観阿弥を初世とする観世流六・七世の来島・演能があって以後、毛利氏・

福島氏の時代にどの流の演能があったか明らかでない。室町時代には大和猿楽四座といわ

れ、観世座以外にも宝生・益容・金剛の三座が存在したが、室町幕府の保護を受けていた

のは観世座 (30)だ、けであった。室町・桃山時代には、観世流とともに、観阿弥の長兄・宝

生大夫を初世とする宝生流川世阿弥時代の金春議等を流祖とする金春流夙世阿弥と

同時代に金剛権守が出た金剛流 (33)の四流があった。これに二代将軍秀忠の時に確立した

七大夫長能を流祖とする喜多流 (34)を加え、江戸時代には五流があった。また、五流は観

世・宝生の二、流が上掛り、金春・金岡IJ・喜多の三流が下掛りと呼ばれる。前者は公家に好
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まれる雅やかな演出、後者は武家に好まれる剛健な演出に特徴がある。

「観世大夫法楽能j以来、室町・桃山時代に厳島に来島・演能したのは、ほとんど観世

座であったと推測される。この時代、観世座はシテ方(主役や多くの役を担当)、ワキ方(シ

テの相手役)、狂言方、嚇方(笛・小鼓・大鼓・太鼓の演奏者)(却などを揃える芸能集団

であった。

江戸時代には徳川幕府が能楽を式楽としたため、能は武家の式楽として急速に地方へ広

まった。なかでも元和四年(1618)頃、二代将軍秀忠に認められて金剛座から出た喜多七

大夫官髭(おさよしとも呼ぶ)が樹立した喜多流は徳川家に愛好され、それに倣う諸大名

によって採用された。諸藩はお抱え能役者を持つほか、渚主以下武家の中には喜多流を習

う者も多くあった。浅野氏も芸州入封後、将軍家に倣って能楽を式楽とし、喜多流を採用 I

している。従って、厳島の能は江戸時代初め頃まで観世流が主であったと思われるが、そ

の後は幕末まで喜多流が主流であった。しかし、神能は専門の能役者だけでなく、社家・

島民や、近隣および城下の人びとが一緒になって勤めている。現行の神能を見る限り、能

役者も流派や座も一つに遍するものではなかったと思われる。

第二節桃花祭神能

(一)神能の継続と能役者

厳島の能は祭神を慰めるために奉納される神事能である。既に述べてきたように江戸時

代の厳島の能は、「法楽神経Jr法楽御能Jと呼ばれていた。もともと「法楽能Jは仏事で

行われるものであったが、神事でも行われ、神仏に奉納する能を一般の者も無料で観覧で

きるというものである。厳島の神能は旧暦三月十五日夜の大宮祭の翌日から三日間、海上

の能舞台で演じられるのが年中行事となっていた。広島藩お抱えの能役者や神社所属の能

大夫など本職の能役者と、本業を持ちながら能を勤める島民などが一緒になって奉納して

きた。宮島奉行が置かれてからは、その管理下で装束調度類が整備されるなど保護を加え

られている。毛利時代には厳島を本拠とし、シテ方(主役)を勤める能役者をはじめ、ワ

キ方・蝶子方・地謡や狂言方を勤める者がいたと思われる。これは既に述べたように毛利

元就や輝元などが、たびたび棚守房顕に佐東祇園社の神事能に厳島の筆大夫ほか島内の能

関係者の協力を依頼していることから判る (36)。
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また先述のとおり、福島時代には能舞台建設のための諸経費を記した f賄日帳J(r野坂

文書J184)が残されている。これは慶長十年(1605)九月十六日の貼紙を付し、 fいつく

しま 御能舞台大工日帳之事付御能まかない入め共ニj と表書きした書冊で、能舞台建

設工事費と御能を演じるための手当の費用が記されている。これによれば舞台がほぼ出来

上がった同年九月十三日、舞台試用の演能があり、そのために要る費用を『右ハ役者衆五

十八人はたらき衆共ニj と記し、役者衆五十八人と下働きの衆に米や銀が与えられ、酒肴

が振る舞われている。また、御能一度につき銀子三十六匁二分が渡され、五度分(五日分)

を年四回、計銀子七百廿四匁が計上されている(37)。この頃は年に四回御能があり、神社

から神能奉仕者に謝礼が渡されていたことがわかる。また、神能に関わる多くの役者衆や

下働きの者がおり、永禄十一年(1568)以後も演能は継承されていたことが窺える。次い

で江戸時代の法楽神能の盛況振りは、前節で述べた『厳島道芝記』巻六、『芸州厳島図会』

巻之五に見られるとおりである。

さて明治以後、厳島の能は「桃花祭御神事の神能Jr桃花祭神能jと呼ばれ、四月十五日

夜の桃花祭に続いて四月十六日から三日間、演じられるようになった。神能の番組は例年、

正月二日の松嚇子の時にシテ方、ワキ方、雄子方、狂言方の四役協議で決められていた。

初日と二日目に式能「翁」付きの五番立の古格を残した番組が組まれ、全国的にも類例の

ないものである。午前九時から始まり日没近くその日の番組が総べて終了するまで演じら

れる。桃花祭神能は、明治維新の動乱期に一時的に中断を余儀なくされたが、明治六年

( 1873)に戸長(町長)の「御神能興行J願い出によって再興された。第二次世界大戦中

も「翁jが舞われ、舞蝉子が奉納された。終戦後は、厳島神社と島民の協力によって、年

中行事として演じ継がれ、毎年、神社が神能全般を采配する御神能執事を委嘱するように

なった。現在はその都度委嘱するのではなく、能役者の中から重立つた者が御神能執事の

委嘱を受けている。御神能執事はその年の三日間の神能番組をはじめ神能全般を取り仕切

り、別に数名の世話人がおり会計その他の業務を分担して運営されている。大正十二年

(1923)には神能の維持振興を図って「神能後援会Jが組織され側、戦前および戦後し

ばらく、「厳島能楽会Jr厳島喜多会Jr厳島粟谷会jなどによる能楽会が催されるなど、島

内住民の多くが日常的に能楽に親しみ技芸を磨いていたという (39)。

桃花祭神能の番組と出演者は、毎年発行される「神能組jの目録(図 57)によって知る

ことができる。目録の表紙には ro年O月O日より三日間(午前九時始め 於厳島神社能

舞台) 厳島神社桃花祭御神事神能組御神能執事j と書かれている。神能の出演者と
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番組表の見方は次のとおりである。

神能出演者と番組表の見方(流儀により表示の仕方に多少違いがある)

④
子
方
(
子
役
)

③
ツ
レ

(
シ
テ
の
助
演
者
)

②
シ
テ
(
主
人
公
)

①
曲
名
(
能
)

⑤
小
書
(
特
殊
演
出
)

⑫
曲
名
(
狂
言
)

⑥
ワ
キ
(
シ
テ
の
相
手
役
)

⑦
ワ
キ
ヅ
レ

(
ワ
キ
の
助
演
者
)

③
間
狂
言
(
ア
イ
)

⑩
後
見

ω
(
後
見
役
)

σ
(
後
見
役
)

⑬
狂
言
師
。

@
蝦
子

ロ-

c 

(
小
鼓
)

(
大
鼓
)
(
太
鼓
)

(
笛
)

⑪
地
謡

Q.. (") 0'" III 

z・0司ド旬。

①曲名(能の曲名は中央上に大きく書く) @間狂言(狂言方が担当。前ジテと後ジテの聞に

登場する)

②シア(前場の主人公を前ジテ、後場の主人公を @嫌子(太鼓が無い場合もある)

後ジテと呼ぶ)

@ツレ(シァの助演者) @後見(紋服姿。シテの装束を直すなど進行を助

ける。万ーのとき、シテの代役を務める)

④子方(子どもが演じる役。大人が役を演じる場 ⑪地謡(通常八人。統率者を地頭という)

合もある)

⑤小書(装束・構成・役柄の変更など特殊演出の ⑫曲名(狂言の曲名は少し下げて大きく書く)

場合)

@ワキ(面をつけず現実の男性として登場する) ⑬狂百師(縦に並べて書く)

⑦ワキヅレ(ワキに従属する)

一 L一一一一

( 観世金剛践の三流は②シテより@ツレ…上方に記す)
喜多・金春の二流は、②シテより@ツレ@子方を下方に記す。
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ところで明治以降の「神能組Jが神社などに残され、『宮島の歴史と民俗JINO. 9 (40)に収

録、資料紹介されている。具体的には明治七年から平成三年(1874-1991)までの神能組で

あるが、明治八年から同四十年までと大正三年の番組を欠き、また急な変更などで実際の

演能と異なる場合もあり得る。しかし、これによって明治・大正・昭和時代と平成初年の

桃花祭神能の演目と出演者についておよそ知ることができ、昭和十九年から二十一年の戦

中戦後も、欠かさず翁と舞蝶子の奉納があったことがわかる。またこの間の奉祝能、昭和

二十三年(1948)の「御鎮座千三百五十年祭奉祝 式能J(十月)、昭和二十八年の「御神

能四百年記念奉祝御能J(十一月)などの番組と出演者も記録されている(4J)。

奉祝能と言えば、大正・昭和・平成天皇の即位の時も催されたが、ここで記憶に新しい

平成時代の奉祝能について述べて置きたい。過去に厳島神社は幾度となく台風による災害

を受けて来た。しかし平成三年(1991)九月の台風十九号襲来の時は、能舞台が倒壊し、

楽屋・橋掛り・左楽房や門客社など社殿は多大な被害を受けた。その修復には二年余りを

費やし、平成六年 (1994)四月六日、能舞台の修復完了を記念する奉祝能が催された。ま

たその翌平成七年の秋、「厳島神社御鎮座千四百年祭奉祝玉流能J(図 58)が催行された。

もともと御鎮座千四百年祭は平成五年(1993)秋に執り行われる予定であったが、社殿復

旧のため延期され、平成七年十月二・三日に執行された。「奉祝五流能jは十月四日に催さ

れている。

この時の奉祝能は、シテ方の観世流宗家二十六世・観世清和が「翁Jと脇能「鶴亀jを、

宝生流宗家十九世・宝生美雨、が修羅能「田村j を、喜多流宗家十六世・喜多六平太が霊能

「羽衣j を、金春流宗家七十九世・金春信高が四番目物「枕慈童Jを、金剛流宗家二十五

世・金剛巌が切能「冨γ官Jを勤めた。ワキ方は福王流宗家十六世・福王茂十郎(鶴亀)
や同流の中村弥三郎(田村・枕慈童)、高安流宗家十四世・高安勝久(羽衣)や同流の岡次

郎右衛門のほか、地元の塩田重喜・耕三・裕之が勤めている。蟻子方は葛野流大鼓方(亀

井忠雄ほか)・石井流大鼓方(現・石井喜彦ほか)・幸流小鼓方(幸主語ほか)や、大蔵流

小鼓方宗家十六世・大蔵源次郎、金春流太鼓方宗家二十二世・金春惣右衛門をはじめ森田

流笛方(森田光康ほか)・一噌流笛方(藤田大五郎)などが勤めている。また狂言は「末広

がりJを大蔵流の茂山千作ほか、「千鳥jを茂山千之丞ほか、「蛸牛jを茂山千五郎ほかが演

じている。各流宗家の協力のもとに取りまとめられ、能執事は喜多流シテ方出雲康雅であ

った。この時の「奉祝五流能jは五流宗家が総て揃い、記念すべき平成の大演能であった
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とし、えよう。

さて、玉流が揃う奉祝能だけではない。先の桃花祭「神能組Jの目録に載る出演者を見

てみると、桃花祭神能においてもシテ方の五流すべてと、ワキ方の高安・福王流、蝶子方

では大鼓方の主管・石井・高安・大倉流、小鼓方の幸・大倉流、太鼓方の金春流、笛方の

森田・-稿・藤田流、狂言方の大蔵・和泉流の二流すべての出演者を確認できる (4九こ

れによってわが国能楽界の主要な各流の能役者・能楽師が多数来島し、神能を勤めている

ことがわかる。さらに『宮島の歴史と民俗~ NO. 10 (43)には、 NO.9で資料紹介した神能の

出演者の人名索引を載せている。この神能出演者のうち『能楽全書』第二巻凶などに名

前が載り、全国的に活躍する者が四百数十名、宮島住民・出身者と推定される者が約四百

名いる。またシテ・ワキ・蝉子・狂言を一回以上勤めた者は約千七百名以上にのぼり、明

治から平成にかけて八十数年間だけの記録であるが、神能に知何に多くの能役者・能楽師

が関わって来たかがわかる。

この中には宮島出身で半世紀以上にわたってシテ方を勤め全国的に活躍する者側、江

戸時代から代々シテ方や狂言方などを勤め、明治・大正・昭和にわたって神能奉仕をして

いる者もいる刷。宮島在住や出身者の中には、親兄弟が代々長くシテ方、ワキ方、燐方

などを勤める者が多い(47)。二・三十年以上勤める者は数多く、若い頃から玉・六十年以

上あるいは生涯にわたって奉住する者もいる。また宮島出身者で関東はじめ島外で専門家

として活躍している者も多い刷。しかし、宮島在住の出演者は、昭和二十年代後半を境

に次第にその数が減少している。昭和四十年代後半以降、神能の舞台を勤める者はわずか

数名となり、現在では殆んど存在しない状態である(則。一方、宮島以外からは広島市や

岡山市など近隣はもとより、関東関西から専門の能役者・能楽師が多数来島している (50)。

江戸時代の能役者について言えば、現在の能舞台を建立した四代藩主浅野綱長治世中の

宝永の頃(1704ー11)、喜多流が採用され (51)、それ以降、厳島でも喜多流が主流になった

と考えられる。寛永年中(1624-44)から天明年中(1781-89)までの厳島の能大夫など

の名前が、野坂元定『厳島神社の神事と芸能J(52)に次のとおり記されている。

寛永年中(1624-443)

寛文年中 (1661ー73)

貞享年中(1684-88)

元禄年中(1688ー 1704)

同

同

能太夫

能太夫

能太夫

能太夫

能太夫

能太夫
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奥田七左衛門

三浦平左衛門

井上伊平次

福井佐左衛門

長命源八



宝永年中(1704ー11) 能太夫 宇高喜太夫

正徳年中(1711ー16) 能太夫 内山藤三郎

同 地謡 岡村助右衛門

享保年中(1716-36) 能太夫 中村代六郎

同 ワキ 杉山新右衛門

同 小鼓 佐伯助右衛門

同 狂言 安部伴蔵

同 佐伯助三郎

同 徳田好助

宝暦年中(1751ー64) 能太夫 石井伴次

同 ワキ 杉山圧助

同 太コ 小林忠蔵

安永年中(1772-81) 能太夫 長谷川百十郎

同 ワキ 杉山又太郎

天明年中(1781-89) 能太夫 長谷川丹次郎

同 ワキ 三浦茂登

また、先に述べたとおり元禄十五年 (1702)刊行の『厳島道芝記』巻ーの「社家供僧内

侍井諸役神人之名Jの中に、「御能太夫福井喜内、同脇長命兵右衛門、同地謡岡村

助右衛門Jという厳島の御能役者の名が見える。

『厳島道芝記』に記す福井喜内と長命兵右衛門は、元禄年中 (1688ー1704)の能太夫福

井佐左衛門と長命源八と同人物か関係ある者と考えられる。野坂元定によれば、遅くとも

寛永の頃には専門の能役者が居たことになる。また能大夫は元禄の頃まで観世流であり、

宝永以後は喜多流になったと考えられる。元禄年中の能大夫・長命源八の長命姓は、永禄

十一年の観世大夫法楽能の一座の中にも見え、観世流縁の能役者と考えられ側、宝永年

中の能大夫・宇高喜大夫はその名からも喜多流の者と考えてよいであろう。しかし、江戸

時代の能番組や出演者の記録がほとんど無いので確かなことは言えないが、神能を勤めた

のは喜多流だけではなかった。初世が兄弟であったことから観世流と宝生流が一緒に勤め

たり、喜多流と観世流の二流が舞ったり、必ずしも固定したものではなく側、各流の協

力があったものと考えられる。

ここで厳島の能と関わりの深い広島藩の能・狂言について触れておく。歴代藩主は武家

の式楽・能を愛好し、江戸と広島城下に喜多流(シテ方)と高安流(ワキ方)の役者を抱

え、狂言方は庶民の中から芸道に優れた者を取り立てている。以下、歴代藩主ごとに記さ

替、、び

れた詳細な藩議実録『済美録』などに記された広島藩の演能の動向、能・狂言役者を拾っ
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てみる。その中には厳島の能に関わる役者の名が見える刷。

二代広島藩主莞官(元和三~元禄六・ 1617"'-'1693)の時代の役者衆には、観世左近、喜

多七大夫、喜多権右衛門、鷺仁左衛門、高安太郎左衛門などの名が見える。鷺流は観世流

から出た観世座付の狂言方、高安流は金剛流から出た金剛座付のワキ方・太鼓方である。

従ってこの頃は観世流と喜多流の二流が召し抱えられていたのであろう。

三代綱長(寛永十四~寛文十三・ 1637"'-'1673)の時代には、城下の中通組中町に能役者

の住居・役者多門が建てられ、長谷川十郎、長命彦之丞、金春市左衛門、鈴木半七の四人

が住み、幕末まで子孫が代々住んでいたという。

四代綱長(万治二~宝永五・ 1659"'-'1708)の時代は、武士の間に能を噌む者が増え、綱

長自らこの道に堪能でしばしば能を舞っている。貞享三年(1686)二月、追放された幕府

お抱えの御役者喜多七大夫を藩の喜多権左衛門が引き取っている。高安彦太郎(ワキ方)、

長命兵右衛門、福井喜内、中村平之丞、喜多九八郎、今春市左衛門などが扶持を給され、

町人身分の者も取り立てられている。またこの時代に広島藩においても、従来の観世流か

ら喜多流が主流になったと考えられる。

玉代吉長(天和元~宝暦二・ 1681"'-'1752)の時代の享保三年(1718)六月、宮島能大夫

を欠いたので、吉長は藩の役者中村庄左衛門をこれに当てている。吉長はまた長命兵右衛

門・枠九一郎、鈴木七之助、富田吉右衛門、中村宇大夫、宮島のワキ方杉山弥太郎などが

江戸や京に出向し、稽古を積んだ時や大曲伝授を受けた時には褒賞を与え、扶持を加え芸

道を奨励している。

六代宗恒(享保二~天明七・ 1717"'-'1787)の時代には、城下の町民のうち一代かぎりの

抱狂言師を命じた。それらはいずれも宮島狂言師、山崎定五郎の弟子であった。従来から

山崎定五郎など宮島狂言師は、藩主に招かれ城内の演能会で狂言方を勤めるのが慣例であ

ったという。そのほか藩の能役者として金春市之進・弟藤次郎、十河勝之進、石井弥次郎、

野間惣助、鈴木好次郎などの名が見える。

七代重最(寛保三~文化十・ 1743"'-'1813)の時代にはシテ方の喜多七大夫・十川平之丞・

中村市之進、ワキ方の長命九左衛門・同彦之丞、太鼓方の鈴木正方などの名がある。鈴木

正方は鈴木家二代半七正頼の時、初代広島藩主長最に従って和歌山から広島へ来ており、

代々金春流太鼓打ちをもって藩に仕えた名家を継ぐ者である。また天明三年(1783)十月、

宮島狂言師伊藤源之丞の枠芳蔵が召し抱えられている。

八代等賞(安永二~文政十三・ 1773"'-'1830)の時代には、大きな能の催があった。文化
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七年(1810)四月二十四日、太祖浅野長政二百回忌の記念能が広島城本丸の奥舞台で催さ

れた。また、健津神社(広島市東区)創建の年の天保六年 (1835)十二月二十二日にも同

じ奥舞台で演能があった。この頃の能役者には長谷川久米五郎、江川十三郎などがおり、

蝉子方のまとめ役・頭取役を努めた鈴木伝三郎、宮島狂言師から出た伊藤八助・枠八之助

の名が見える。なお、代々厳島の神能でワキ方を奉仕し、後に藩から扶持を与えられた長

命彦左衛門の惇彦之丞は、文政五年(1822)に江戸高安流(ワキ方)の家元から同姓を許

され高安彦之丞と改名している (56)。

以上のことから、長く厳島の神能奉仕者と広島藩の能役者・狂言師などの聞には往来が

あったことが判る。藩は宮島奉行を置き、宮島能役者を取り立てる一方、藩と藩の能役者

が神能を支援するなど、双方の関係は深かったと思われる。

ところで、嘉永の頃 (1848-1854)から幕末動乱の中で、人びとは代々の藩主の保護の

もと武家・町民ともに愛好された能・狂言を楽しむ余裕を失っていった。しかし、厳島の

神能は幕末まで伝承され、明治維新以後も継続された。明治以降は伝統を踏まえながら特

定の流派にかかわらず、神能執事を通して各流の宗家をはじめ、その流れを汲む専門能楽

師や弟子など、希望者は神能奉仕ができるようになっている。厳島の能舞台は海上にあり

音響がよく自然風光に恵まれ、優れた環境にある。桃花祭神能は勿論、五流のシテ方が揃

う奉祝能など、専門の能役者をはじめ神に奉納する格別の神能の奉仕を希望する者は多い

(57) 。

(二)神能の番組

現在、能の演目は約二百五十曲ある。狂言もそれに近い二百数十曲といわれる刷。こ

こでは記録に残る観世大夫法楽能の番組と明治七年から平成初年までの演能目録「神能組j

に見られる厳島の神能の番組について述べる。

永禄十一年 (1568) の観世大夫法楽能の番組は、「常j~鳩J r二人静Jr松虫Jr卒都婆小

町Jrとおり(融)J r謡支援Jr西王母Jr高砂jの八番の能であった。このうち「弓八幡j

「西王母Jr高砂Jは、現在の番組構成上から言えば、「翁jを別格として、一日の番組の

最初に置かれる脇能(初番目物)で締結ともいわれるものである倒。中でも「弓八幡J

と聖護院の所望で舞われた「高砂jは、はじめ神が老人の姿で登場し、後にその本体を現

わして典雅な舞を舞う脇能の中でも代表的な神舞物である。「西王母jもまた、はじめ神が

里の女の姿で現われ、後に天女となって天降り優美な舞を舞うとし、う脇能で、永禄十一年
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の法楽能では三番の神舞が舞われている。「二人静Jは女性を主人公とした由ぎ径(三番目

物)で、源義経の愛妾静御前が里の女(前シテ)として現われ、後にその霊(後シテ)が

若菜摘の女に寄り添い、同じ装束(静烏帽子と長絹)の二人の静御前が舞(序之舞)うも

のである。「松虫Jr卒都婆小町Jr龍太鼓jは、人情や執念、遊狂などを内容とし、脇能・

修羅能・霊能・切能に入らない雑能(四番目物)である。「とおり(融)Jは番組の最後に

演じられる切能(五番目物)で、仲秋の名月の夜、亡き留の尖醤が貴公子姿で現われて舞

(早舞)を演じるものである。これらは武家の式楽として形式が整う以前の演能であり、

八番中三番に神舞があるのは神前奉納を考えてのことかと思われる。

能は、奈良時代の外来芸能・散楽に、わが国古来の舞や音楽などが融合し、平安時代末

頃から鎌倉時代に物真似や語りを中心に形成された猿楽から発生した芸能である。「猿楽」

は「申楽Jとも書き、室町時代に謡(歌)・燐子(音楽)・舞(舞踊)による歌舞劇である

能と、問答対話による滑稽物真似劇である狂言に分かれた。もともと民衆の芸能であった

猿楽の能を、室町時代の初め洗練された優れた芸能に高めたのは大和猿楽座の観阿弥・世

阿弥であった。能の作者は、ごくわずかな例外を除き能役者自身であり、各曲の成立はお

よそ十四世紀半ば頃から十六世紀末頃と考えられる。現行の曲目のうち大部分は観阿弥を

祖とする観世座とその縁の能役者の作である (60)。ほぽ観阿弥・世阿弥の時代から観世流

四・五世の時代の成立といえる。観世大夫法楽能の八番のうち、「弓八幡Jrとおり(融)J

「高砂Jは世阿弥作であり、「二人静」は一説に世阿弥作といわれる。「松虫Jは世阿弥の

女婿・金春禅竹、「卒都婆小町jは観阿弥の作で、他の二曲は作者不詳である。

一方、狂言は能と能の聞に演じられる滑稽な有首劇である。猿楽から能が生まれた鎌倉

時代に、猿楽本来の笑いの要素を持った科白劇として発展し、室町時代に成立した。狂言

は当初一定の台本を持たず簡単な筋立で、もとは狂言役者が当時の言葉で演じる即興劇で

あった。そのため作者を特定することは難しく、狂言の作者は多くの f無名の狂言役者た

ちJといわれる刷。従って、観世大夫法楽の「大黒」以下七番の狂言の作者は不詳であ

る。しかし、七番のうち「大黒(蛭子大黒)J r二九十八Jrふすもう(文相撲)Jrあく坊(悪

坊)Jは明治以後の神能番組にも見え、度々演じられている。

ところで、厳島には江戸時代の「宮島狂言師Jによって書写された貴重な狂言台本が残

されている。厳島神社の社人で神能の狂言方を勤めた伊藤源之丞(享和三・ 1803年没)(62) 

が、十九歳の時、筆写したという全十七冊、百七十曲の狂言台本(図 59)である。現在『宮

島大蔵流狂言台本 伊藤源之丞本』上(昭和六十三年)W同』下(平成元年)として刊行さ
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れている同)。伊藤源之丞本は宝暦・明和頃(1751---72)の成立と推定され、大蔵流宗家

の台本として伝わる「鑓崩本J(237曲所収、寛永十九・ 1642) と f錯覚本J(165曲所収、

寛政四・ 1792)の中間に位置し、大蔵流の中で二番目に古いまとまった台本であり、内容

的にも古風を止めているといわれる刷。このほかにも全十五冊、百五十三曲の狂言台(図

60)本を所収する『宮島本 大蔵虎光狂言集~ (平成四・ 1992)が刊行されている陥}。こ

れは大蔵流の分家である八右衛門家の七世虎光によって文化十四年(1817)に書かれた全

十六冊の狂言台本・通称「虎光本jの転写本である。書写年代・筆者は不明であるが、広

島藩の狂言師・伊藤豊蔵治吉が、天保の頃(1830-44)、江戸で狂言修業中に写したもので

はないかと推測されている刷。宮島本は巻十三を欠くが、それを補うものとして別に「十

番綴狂言台本Jがあり、「虎光本jの全容を通覧できる貴重な資料である刷。

宮島狂言は大蔵流宗家から江戸の初め分家した大蔵八右衛門流であったと考えられる

刷。野坂元定(r厳島神社の神事と芸能J)によれば、所蔵の文書に寛政十一年(1799)

九月、江戸から狂言師大蔵八右衛門が来島、「釣狐Jr溺寝Jr通園Jを厳島神社に奉納し

たとある。この時の八右衛門の来島と狂言主体の法楽神能は、宮島の狂言方にとって記念

すべき出来事であった。八右衛門(虎良)が奉納した狂言は、宮島歴史民俗資料館の宮本

家寄託文書には、「釣狐Jr靭猿Jのほか「武悪j と狂言の中でも極意の習といわれる「花

子jが記されている{則。神能の狂言方を勤める藩の狂言師は、江戸に出向いて大蔵分家

や宗家で狂言の伝授を受け、宮島の狂言師はその来島演能の機会に指導を受けて修練を積

んだものとみえる。

なお、『宮島大蔵流狂言台本伊藤源之丞本~ w宮島本大蔵虎光狂言集』に収められた

狂言台本は、明治・大正・昭和にわたって神能の狂言方を勤めた宮島在住の吉村嘉穂の所

蔵であった。江戸中期に書写されたこれらの狂言台本をはじめ、江戸時代の宮島狂言師の

安部・伊藤家などに伝えられた資料、吉村氏所蔵の能楽関係資料二百点余は現在、宮島歴

史民俗資料館に寄託されている。

第三節 神能の場と造形資事ト能舞台・能面・能装束

(一)厳島神社の能舞台

厳島神社の能舞台が、江の中 (70)に初めて張られたのは、永禄十一年 (1568)であった。
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その後、毛利・福島時代の能舞台も、引き続き江の中に構え設けられたものと思われる。

また、福島時代には常設の能舞台が造立され、神能は恒例化して行った。既述のとおり、

慶長六年(1601)に安芸国入りした福島正則は、慶長十年(1605)に能舞台を建立してお

り(71)、その時の諸経費を集計した「厳島社能舞台普請大工鍛治槍皮等賄日帳J(厳島文書

184) (72)が残されている。これは慶長十年九月十六日の日付を貼紙した書冊で、表紙には

「いつくしま 御能舞台大工日帳之事付御能まかない入め共ニj と書かれ、なかには大

工衆や鍛冶衆、槍皮葺の職人や舞台材木人夫などへ給付する米の量、銀子、大工衆などの

名前や職人の人数などが詳細に記されている。

現在の能舞台(図61)は西廻廊につながる楽屋から橋掛りが出、コの字型の西廻廊に固

まれるように海上に設置されている。廻廊がそのまま見所となり、神社境内で能舞台を設

けるには最良の場所といえよう。従ってこの能舞台の位置と構成は、当初よりほぼ踏襲さ

れて来たものと思われる。楽屋・橋掛りを備えた本格的な能舞台建立の記録は、延宝八年

(1680)十一月の「能舞台楽屋橋棟札写J( r厳島野坂文書J1549)である (73)

(印) 首社大工

延賓八管歳 座主法卯亮成 棚守内膳 豊嶋甚左衛門

奉造立能舞蓋一宇並柴屋橋掛大檀越松平安曇守源朝臣綱長公御武運長久処

大願寺教善敬白
首嶋奉(ママ) 同小工

霜月吉祥日 龍神角兵衛 野坂太兵衛

すなわち、第四代広島藩主浅野綱長 (74)が能舞台一宇と楽屋、橋掛りを造立したとある。

施主・綱長は前年、二十一歳で藩主になっており、武運長久を願つてのことと記す。昭和

二十五年(1950)に重要文化財に指定された能舞台は、この時建てられたもので、それま

での形式を踏襲して建てられたものであろうと言われている。

江戸時代には三月の大宮祭の法楽神能に合わせて、屋根の葺替(安永七・ 1778)や修理

(文政十・ 1827)が施されている。ことに文政期の修理は、脇座の拡張、庇廻りの改修、

屋根や床廻りなど大幅なものであったという刷。海の上に建てられた能舞台は、暴風雨

や高潮の被害を受けることが多い。明治以後もしばしば暴風雨などで破損し、その都度修

繕されている。明治三十二年に特別保護建造物になった後の同四十二年から四十三年にか

け、舞台・橋掛り・楽屋の大がかりな解体修理がされた。この時、一部の部材が取り替え

られ、屋根は柿葺から桧皮葺に葺き替えられている。暴風雨の災害の中でも、昭和二十六
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年 (1951)十月のルース台風襲来の時は、舞台羽目板の一部と楽屋床下の束柱が流失する

などの大きな損害を被り、平成三年 (1991)九月の台風十九号の時は、舞台・橋掛り・楽

屋が総て倒壊するという大きな被害を受けた。しかし、いずれもその都度数年がかりで修

理や再建が計られている(76)。

さて、はじめは社寺境内などの平地で演じられた能は、室町末期頃、今日のような舞台

の形が整い、屋外に設置されるようになった。基本的に能舞台は、概ね三間四方の舞台、

奥行一間半の後座(燐子座)、奥行半間の脇座(地謡座)と幅約一間半の橋掛り(長さ約八

間五尺)から成り、老松を画いた正面奥の鏡板、地謡方・後見などが出入する切戸口、演

者が鏡の聞から出入する揚幕など、能舞台独特の形態を備えている (7九本舞台はシテ(主

役)の娃涯を示すシテ柱(正面より見て背面左方)、演者が位置の目安とする目付柱(正面

左方)、ワキの常座であるワキ柱(正面右方)、笛方の坐る位置に近い笛柱(背面右方)で

固まれた空間である。能舞台成立以来、形態の上でも多くの変化が見られるが、標準とさ

れるのは江戸城にあった幕府制定の式楽のための能舞台である (78)。なお、近代になって

生まれた能楽堂は、本来の屋外に設置された能舞台(舞台・橋掛り・後座・脇座)と見所

をすっぽり建物で覆ったものである。

厳島の能舞台は江戸期の能舞台と比べ、また全国的に見た時に、幾つかの特徴が見られ

る。まず舞台の大きさは、一般的な能舞台が約三間(約 5.45メートル)四方であるのに対

し、厳島の能舞台は三間一尺五寸 (5.91メートル)四方で、後座も少し広く舞台全体が大

きめである。鏡板 (79)から橋掛りの羽目板など悉く猷め外しができる仮設舞台の名残りを

止め、併せて高潮や暴風に備えている。また、標準型の能舞台の屋根は入母屋造であるが、

厳島の能舞台は切妻造である。『厳島道芝記JW芸州厳島図会』に描かれた能舞台の屋根が

入母屋造になっているのは、幕府規定の標準型に倣ったものであろうが、厳島の能舞台は

当初より切妻造で、古い形を伝えるものと思われる。また脇座の屋根を本屋根と別にする

形式は、豊臣秀吉が伏見城内に建てた舞台を移築したという京都西本願寺の能舞台(国宝)

より古式といわれる刷。さらに厳島の舞台では笛柱が独立し、後座と脇座が繋がってい

て広いが、標準型は笛柱に切戸口の板壁が続き、脇座の奥がなく板壁で区切られているの

ぬな li
で、狭くなっている。福山市鞠の沼名目IJ神社の能舞台(重要文化財)も同様の造りである

が、笛柱が独立した形式は解放感があり、古形であると考えられる。

舞台の床は r
l

露首吉j と呼ばれるゆるい勾配が付けられている。橋掛りの幕口からシテ

柱までと、舞台と脇座の床は正面に向って下っており、足の滑り出しをよくし舞い易い工
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夫が施されている。厳島の舞台の床は、床板を合釘で綴じつけただけで、床板下の根太に

釘打ちされておらず、太鼓の皮のような一枚板のようになっている。他にはない工夫が見

られ、この工法によって足拍子のたびに共鳴し、舞台効果を高めている。江戸時代から一

般的に能舞台には共鳴をよくするため床下に瓶 (81)が置かれたが、厳島の能舞台の床下に

瓶が置かれないのは、海中のためであろう。能舞台は平素使用されない時、波風からの抵

抗を少なくし、保存を図るために橋掛りの羽目板などが外されている。また、橋掛りの床

下は羽目板の代わりに連子が俵められているが、これも床板反響音の出口か潮を通すため

かと恩われ、珍しい工法といわれる{問。その他にも海上なので通常ある白州 (83)や舞台正

面中央の圭蕗l..(階段)(84)などがないことなども、厳島の能舞台の特徴として挙げられる。

(二)厳島神社の能・狂言面

神能に使われる厳島神社の能面・能装束など室町時代以来寄進され、必要に応じて作ら

れた能関係資料は、冠帽類、調度、小道具などを合わせて優に一千点を超える。昭和二十

五年(1950)発行の「いつくしまJ(小松茂美編著)には、装束百七十一着、調度類と小道

具五百九十五点、冠帽類百三点、面百三十六点、蛾子道具六十一点の計千六十六点と記さ

れている。その後、室町時代から江戸時代にかけ寄進され、調達された多数の面について、

昭和三十一年(1956)五月、京都国立博物館の毛利久と能面研究家中村保雄が本格的な調

査をした。この時の調査に基づいて作成された能狂言面目録が、『仏教芸術~ 52 (毎日新聞

社、昭和三十八年)に掲載されている。この時の能狂言面は百二十七面となっている。そ

の後、昭和五十三年(1978)に広島県立美術館で「厳島神社蔵一能面と能装束展J(85)を開

催することになり、改めてほとんどの能面と能装束を調査したところ、能・狂言面は百三

十三面を数えた(表 10)。そのほか傷みがひどいものが数十面あったが、員数に入れてい

ない倒。この目録と神社の台帳を手懸り lこ改めて調査を行った結果、無銘のものも多い

が面裏に刻銘や墨書銘、朱漆銘などがあり、作者や制作年代、寄進者や寄進年のわかるも

のが相当あることがわかった。

もっとも古い能面は、文明九年(1477)の寄進銘のある「翁(白式尉)J附(図 62)で

ある。険の線がまだ「へJの字形に固まらず、眼簡や顎なども写実的で、野趣のある素朴

な老翁の風貌がうかがわれる。これは「酒在作Jと「天文十三年(1544)Jの年記がある「翁

(白式尉)J刷(図 63) とともに室町時代の作と考えられる。作者酒在については不明で

あるが、彩色胡粉も比較的よく残り、なかなかの優品といわれる。その他にも室町時代と
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考えられるものに、「夜叉作jという喜多七大夫古能(喜多流九世・寛保二~文政十二・1742

"-' 1829) (89)の極のある「黒式尉(三番曳)j (図 64)や、「三光坊作jという宝生太夫友勝

(90)の極のある「黒髭j (図65)、「イットワサクj という刻銘がある「黒式尉(三番曳)j

がある。夜叉は足利義満に仕えた武士で千秋頼定といい余技に能面を打ち、面打師として

は最も古い鎌倉から室町時代の十作の一人である。三光坊は千秋満広といい夜文の血統を

ひき、室町時代に活躍した六作の一人で天文元年(1532)没といわれる。イットウは文永

から弘安 (1264ー1288)頃の人でー透斉または一刀と号し、鬼畜面などの名面打師であっ

た赤鶴かと思われる。また「延命冠者j (図 66)や、面裏の鼻上部に十本、下部に三本の

縦鈎目の細工印があり越前出自家初代満照作か二代則満かと思われる「神体j (図67)、応

永(1394"-'1427)の頃の人で越前朝倉氏の家臣で尉・般若などの名作を残した福来の子、

宝来の作かといわれる「不動j (図 68)や狂言面「毘沙問j (図 69)などは室町時代の作

と考えらえれ、分るものだけでも十面以上ある。

桃山時代のものとしては、「イセキJの焼印銘があり、室町から桃山時代にかけて活躍し

た面打師井関家三代(初代親信、二代次郎左衛門、三代備中接)のうちのいずれかの作と

思われる「小喝食j (図 70)、豊臣秀吉から「天下一Jの称号を贈られ「天下一若狭守jの

焼印銘を使用する角ノ坊作附かと見られる「小面j (図 71)・小喝食・痩男、「井jの墨

書銘があり、大野出自家初代是閑吉満作かといわれる「曲見j (図 72)、越前出目家二代則

満作かといわれる小獅子(省)などが挙げられる。また「佐世石見守j(92)という毛利家
おおとぴで おおベL み

重臣の墨書寄進銘がある「般若j (図 73)、神体、姥、槍垣姥、大飛出、大癒見、頼政、山

姥などは、桃山・江戸初期の作と考えられ、これらを合わせると十四面になる。そのほか

無銘のものの中にも室町・桃山時代の作があることも考えられる。

江戸時代の作では延宝四年(1675)の寄進銘のある「童子(慈童) (図74)や、『児玉j

の焼印があり、江戸時代中期に三代続いた面打師児玉家の作と考えられる僅主.美神.

漣うγの三面がある。また「清久jの焼印がある「増j (図 75)のほか、文化年間に出目
満忠によって作られた能面十七面、大癒見・翠・十六・鷲鼻悪尉・真角・小面 (2)・三光

尉(図76)・4、議免・大飛出・東江・山姥・治官房・中将・頼政・痩男・腕がある。こ
れらには文化七、八、十年の喜多古能の極(鑑定)があり、いずれも「厳島神庫為収蔵依

求以家伝之形令出目満忠打之者也文化七庚午歳喜多古能(花押)jなどの墨書銘

がある。これによって能面十七面は古能面の鑑定をよくした喜多流中興の祖、喜多七太夫

古能が、神社の求めによって喜多家伝来の古面の写しを越前出目家八代の出目満忠に作ら
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せたものであることがわかる。その他、江戸初期の面打師で本家出目家初代「満永(花押)J

の朱漆銘のある中将、平太や、出目寿満州の少尉などは江戸時代の作である。

以上当社の能・狂言面の概要からその特色をまとめると、まず第一に文明九年(1477)

の「翁j以来、室町・桃山から江戸期・近現代に至るまで長期にわたり奉納され新調され

て来た歴史的経緯とその長さが挙げられる。能面の原型・本面はほぼ江戸時代以前に完成

している。桃山時代にもすでに f琴しJ(模作)が作られており、江戸時代以後の能面は専

ら「写し」である。当社所蔵の古面すべてを本面とすることはできなし、かもしれないが、

室町・桃山期の能・狂言面は相当な優品である。江戸期の作も出目家・井関家・児玉家な

ど専門能面師の手になるものなど佳品が多い。すなわち、わが国の代表的な能面師 (94)の

作品を多く所蔵し、全体に優れた能・狂言面が多いことが第二の特色と言えよう。

また第三に、多様な種類の能・狂言面が揃っていることと、由緒来歴がはっきりした面

が多いことである。能面は翁をはじめ、・尉(三光尉など)・悪尉(鷲鼻悪尉など)・神体(郁

郁男など)・武将(中将など)・男(童子など)・女(小面など)・幽霊(痩女など)・般若(生

成など)・荒神(大飛出など)・鬼畜(大癒見など)・専用(景清など)面など、すべての種

類にわたって所蔵されている。狂言面もまた祖父・武悪・ふくれ・乙・おりょう・賢徳・

登髭・鼻引・黒井関・井関・うそぶき・にたり・孤・犬・猿・通円・恵美須・見沙門・大

黒などほぼすべての面が揃っている。しかも小面の七面を筆頭に、翁や黒式尉、神体など

頻繁に使用される面は複数所蔵されている。また昭和三十年代・五十年代(1955........1985)

に調査した時、面の多くは面裏に朱漆・金泥・墨書・刻銘があり、由緒来歴がはっきりし

ているものが多数あった。当社所蔵の能・狂言面約百三十面の四分のーは、神能に使用さ

れたのち、能役者などによって寄進され、願主などによって奉納されたことが明らかであ

る。般若ほか八面を寄進した毛利家重臣・佐世石見守をはじめ、当社縁の人びとの脊進だ

けでなく、景清を奉納した倒守元行(天正の頃の人)や、文化年間に神社が希望して出目

満忠に喜多家伝来の古面を写させ、十七面収集するなど、社家や神社側の積極的努力も見

逃せない。

長年大切に保管されてきた当社の能・狂言面は、現在も四月の神能の舞台で使用されて

いる。

(三)厳島神社の能・狂言装束

当社所蔵の能・狂言装束は、約百七十領ある。そのほか装束の一部をなす霊帯・腰帯は、
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桃山・江戸時代の染織で状態の良いものだけでも五十本以上ある。このうち昭和三十八年

(1963)に重要文化財に指定された狂言装束「柳樹鷺文繍箔J(図 77)など四領と、同四

十五年(1970)に指定の能装束「紅地鳳風桜雪持笹文唐織J(図 78)、平成十八年 (2006)

指定の「紅浅葱地菊笹大内菱文様段替唐織J(図 79)は、桃山時代の意匠と技術を示し、

ことに優品である。なお、能で使用される衣装は、能が公武家社会を背景に成立発展した

経緯と、舞台における整ったー揃の盛装という意味から装束と呼ばれる。極めて簡素な舞

台で演じられる能において、面と装束の役割は大きい。装束の種類や着装形式などによっ

て役柄が表されるので、形や意匠は多様である。また重厚で格調高く、芸術性が高いのが

特徴である (95)。

金銀箔と柔らかな繍で華やかな花鳥の文様を表わした狂言装束四領は、独特の形態(橋

祥)をしている。登場人物が多く今では全く演じられることがない「唐相僕」という狂言

の唐人装束として用いられたものである。当初、繍、箔の小袖か能装束であったものを、一

領ないし数領の破損のない部分を繋ぎ合わせて仕立て直したものである刷。色糸で精巧

な刺繍が施され、意匠といい技術といい桃山時代の優れた染織で、狂言装束に仕立て直さ

れたのは江戸時代後期と考えられる。同じく重要文化財の紅地に八重桜、鳳風、雪持笹の

文様を織出した「紅地鳳風桜雪持笹文様唐織j は、当時一般着用の小袖と形や文様、技術

などが違わず、桃山時代に厳島を配下に治めた大内・毛利氏の子女が着用していたものと

推量されている。当時、後援者が着ていた衣装を演能者に褒賞として脱ぎ与え、演能者は

返礼にそれを着て舞台で舞う習慣があった。この頃はまだ能装束が舞台衣装として一定の

形成を確立する以前であった。当初は袖幅が身幅に比べて極端に狭く、形態上、初期小袖

の特色を示していたが、現状では似た裂を繋ぎ合わせて袖の幅出しがされている。保存状

態も良好で、羽を広げた鳳風は力溢れ、のびのびと大らかな文様に桃山時代の雄揮な気風

と明るく重厚な趣を今に伝えている。当時の小袖中の優品であるばかりでなく、当社所蔵

の能装束を代表するものである。また、平成十八年に重要文化財の指定を受けた紅と浅葱

の段替りの地に菊、笹、霞や花菱亀甲、唐花菱を表わした「紅浅葱地菊笹大内菱文様段替

唐織Jは、その特色ある唐花菱が別名大内菱とも呼ばれ、長門の戦国大名大内氏の家紋とし

て知られるものである。天文年間(1532ー55)に厳島を直接支配した同氏と厳島の関係が

推量されるー領である。

そのほか、桃山・江戸時代のごく初め頃のものと思われる唐織が数領ある。文様や色調

に典雅な品格がある「段に向鶴菱文様唐織J(図 80)、大振りな牡丹と伸びやかな唐草文に
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溌刺とした気分があり、もと狭かった袖幅を広げた跡がある「紺地牡丹唐草文様唐織J(図

81)、大らかな立涌文に伸々と明るい蝶楓文を散した「黄地立涌に蝶楓文様唐織Jなどであ

る。江戸時代初期の唐織と目されるものが玉領ある。石畳鱗の地文に大振りな菊の折枝を

間遠に配し、袖幅が幾分狭く独特の沈んだ色調を特徴とする「石畳鱗菊折技文様唐織J(図

82)、同じく地文風の変り菱文様の上に扇面を散らした「赤地変り菱に扇面散し文様唐織J、

厳島神社の社紋と同じ花菱亀甲三個を格調高く重厚で落付いた色調で表わした「花菱亀甲

繋ぎ文様唐織Jなどである。厚板の中では、自の石畳の地文に藤の丸文を上文として規則

的に配した部分と茶地の小格子に小菊を配した部分を段替りとした有職文様風(97)の典雅

な「石畳藤丸文と格子菊花文様厚板J(図 83)などがある。この時期は能装束が舞台衣装

としての自覚から形式を整えようとした時期であり、一般にいわゆる慶長小袖などに通じ

る一種独特の暗さと重みのある色調を特色としている。また、守文様は地文と上文の意識が

芽ばえ、二重織物風のより重厚な文様形式をとる。しかしまだ上文と地文は後世のように

きわだった対比を見せず、間遠に配された大振りな上文は地文に融合し大らかな気分を留

めている。

江戸時代中期は旧暦三月十五日の大宮祭の翌日から奉納される三日間の法楽神能が年中

行事として定着し、能装束は形状、文様施工などにおいて安定した時期である。この頃の

作としては、大きな格子と雷文繋ぎ地に栄螺と法螺を散して段替りとし、鱗文の腰替りと

した大胆で力強い「段替り鱗に格子と雷文繋ぎ貝文様厚板J(図 84)や、紅白黄の段替り

の地に桜唐草文などを金箔で型摺りし、繍と金銀箔で扇と団扇文を表わした美麗な「段に

扇と団扇文様縫箔J(図 85)などが挙げられる。これらの桃山・江戸初・中期の能装束を

はじめ大部分の装束には銘がないが、文様や技術・色調・施工などによって制作年代を推

定することができる。

江戸時代後期の装束は、色彩や文様において堂々とした迫力に欠け、多分に類型的文様

になる。しかし、神経のゆきとどいた細やかな施工と洗練された感覚を示し、ものによっ

ては保存状態も良好である。またこの時代、装束の調査が行われ、まとまって新調され、

墨書銘から製作年がわかるものが二十領余りある。文化文政の項、とみくじ興行による収

益によって盛に新調寄進された装束には、宮島奉行の青木猪助や伊藤半右衛門の奉納名が

ある。明るい紅地と枝垂桜の上に、舞楽の楽器と装束の鳥兜を散らし、厳島舞楽から発想

を得たと思われる華麗なー領「枝垂桜に舞楽文様唐織J(図 86)は、宮島奉行青木猪助が

新調寄進したものである。多くは日記を記し、衿裏などに f文化十年酉三月吉日 宮島御
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奉行青木猪助殿新御調jや「文政九成年 御奉行伊藤半右衛門殿御調jなど寄進銘(図 87)

がある。青木猪助は享和三年(1803)三月、 rn要明義斗自Jを新調して以来、文化八・九・

十年(1811""'-13)に、唐織、繍箔、製斗目、袴など十二領を新調寄進している。また伊藤

半右衛門は『亀甲に向鶴菱文様唐織jなど、文化十二年(1815)から文政九年(1826)に

わたって唐織、縫箔、摺箔など八領を新調している。『塾藩輯要』の藩士家系録によれば、

青木猪助は寛政九年(1797)から文化十年(1813)まで、第三十代宮島奉行を務め、伊藤

半右衛門は文化十一年(1814)から文政十年(1827)まで第三十一代宮島奉行の役職にあ

った。

このほか製作年や奉納者がわかるものに、「奉寄進 小袖ーツ施主当島住西方 宝永元

三月吉日院奉印宥成J(1703)の墨書がある『菊唐草腰明文様縫箔Jや、「裡易 寛政六甲

寅年三月吉辰 浅野氏J(1794)と裏地に墨書された「紋尽し文様縫箔Jなどがある。また

『縞地槍垣に藤花段文厚板Jなどの厚板、唐織、縫箔、摺箔、長絹(二領)、舞衣、素襖(三

領)、肩衣(二領)の十九領の裏地には、「棚守J(図 88)の角墨印があり、「茶地石垣に矢

襖文肩衣Jなど肩衣、繍箔三領には「宮島Jの墨書がある。「棚守Jの角墨印は文政頃の調

査の際の認印といわれ、これらがそれ以前に作られたものであることを示している。この

ように寄進銘のあるものは作期が明確である点からも貴重である。

以上、当社には桃山時代から江戸時代の初・中・後期にわたって各時代の特色を表わす

能装束が多数伝えられている。室町時代の末以来、長い歳月にわたって年中行事として演

じ続けられ、初日と二日は翁付の五番立てで三日開演じられるため上演曲目も多く、それ

に合わせて装束も種々整えられて来た。従って厳島神社の能装束の特色をいえば、第一に

能装束のほとんどすべての種類一表着の類(唐織・狩衣・註筆・法被・側次・長絹・舞

衣・水衣など)(98)、着付の類(厚板・縫箔・摺箔・喫斗目など)側、袴の類(指貫・長袴・

半袴・大口・半切)、被物の類、量帯・腰帯{刷、狂言装束(桑嶺・肩衣・水衣・狂言袴な

ど)(肌)が一通り揃っていることである(図 89)。第二に桃山・江戸初・中・後期の特色あ

る能・狂言装束が多数所蔵され、美術品として優れているばかりではなく染織工芸史上貴

重な資料が数多くあることである。能装束中もっとも絢燭豪華な唐織をはじめ、翁用の萄

江錦の狩衣、老若男女の役柄に合わせて着用される多様な厚板、縫箔、喫斗目や狂言の素

襖・肩衣などにことに優れたものが多く、その時代々々の練り磨かれた染織技術と高い造

形意匠を示している。第三に四百数十年もの長い問、人びとの厚い信仰に支えられ、大切

に保存活用されて来たことである。度重なる使用で傷みがひどくなると、傷んでいない部
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分を繋ぎ合わせて仕立て直したり、丈を短くしたりしている。また真先に傷む裏地は漸次

新しく取り替えられ、絶えず修繕が図られてきた。四月の桃花祭神能で重要文化財指定の

装束を除き、現在なお使用されていることは特筆される。

結語

厳島の能は、永禄十一年(1568)の「観世太夫法楽能Jの初見に端を発し、毛利・福島

時代に根付き、遅くとも本格的な能舞台が造立された延宝八年(1680)頃には、年中行事

化していたと思われる。神能は神に奉納されるものであるが、また神とともに人が楽しむ

法楽能である。毛利・福島・浅野氏など直接の支配者や支援者、神社と島民、近隣・遠方

の多くの人びとの厚い信仰に支えられて、四百数十年来演じられている。能の完成以前か

らあった神事能という古い形式を取りながら、わが国独自の伝統芸能を連綿と今に伝えて

いる。それは初日と二日に式能「翁J付五番立ての正式番組が組まれ、古格を残した珍し

い演能とともに他に例を見ないものである。

[註]

第八章

1 西域地方から中国に入った俗楽で百戯と呼ばれ、曲芸・幻術(手品)・物真似などに歌舞

音楽が加わった雑芸で、七世紀初めわが国に渡来した興味本位の技芸。

2 室町時代の能作者・役者で観世流二世の大夫。幼名藤若、のち三郎元清。父観阿弥の薫陶

を受け、永和元年(1375)か前年の応安七年 (1374)十二歳の時、今熊野神社で行われた

能で、父とともに三代将軍義満に見出されて後、義満が没する応永十五年(1408)世阿弥

四十代半ばまでの三十余年問、義満の保護を受けて日本を代表する古典芸能・能楽を大成

した。世阿弥は父観阿弥の創設した猿楽の座・結崎座を継承し、工夫と稽古を積んで、足

利将軍の同朋衆として生活する中で、武家貴族の教養を身につけ、鑑賞眼の高い上級社会

の好みに合う芸風を樹立した。しかし義満没後は不遇となり、六十歳頃剃髪し、観世座の

大夫を長男元雅に譲った。同三十二年(1425)元雅が亡くなり、同三十四年(1427)七十

二歳の時、佐渡へ流された。数年後許されて八十一歳で没した。世阿弥は能楽論「花伝書j

f至花道Jr花鏡Jr申楽談儀Jなどを著わした能の理論家として、「弓八幡Jr高砂Jなど
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約四十曲の能作家として、また長く能役者として活躍した。

3 社寺・仏像の建立や修繕などのため寄付を募る演能。

4 W吉田物語』は、毛利家の家臣杉岡権之助が元就の行跡を子孫に知らせるため、毛利家古

老の書き置いた旧記を集めて記したもので、十一巻十二冊から成る。大正七年に国史研究

会が国史叢書として編集発行。昭和五十三年、防長史料出版社から『芸候三家誌』の中に

復刻。

5 国史研究会編『復刻 芸候三家誌付吉田物語』、防長史料出版社、昭和五十三年。 222頁。

6 同上、 222ー223頁。

7 従来、これは前年毛利元就が本拠地の吉田に凱旋し、京より観世大夫を招いて祝宴を開い

た後の来島といわれて来た。しかし、観世大夫の吉田下向は永禄十年ではなく九年と考え

られる。また演能は戦勝報謝の儀礼といえるものであった。

8 r観世大夫法楽能狂言演目人数注文写J(r野坂文書J102号『広島県史』古代中世資料編

E、706・707頁)なお、端裏書から杉板に書いた『観世大夫法楽番附絵馬Jがあったこと

が判る。

9 前掲載、中村保雄「厳島の芸能J (W秘宝厳島~ 178頁)その後、八代目大夫観世三郎と大

大夫宗節元忠(天正十一・ 1583年没)は元亀元年(1570)、徳川家康を頼って浜松へ行っ

たったが、約六年後、観世三郎は三十九歳で没した。

10 中村保雄「厳島の芸能Jによれば、観世橘右衛門は宗節の名後見人弥次郎長俊の子、福

王寺甚右衛門は長俊の弟子で脇方福王流の祖、三谷弥三郎と三谷長助・延命喜右衛門は宝

生方の太鼓打、春日市右衛門は笛の千野流が絶えたので観世座に迎えられた人、長命又三

郎は金春方の狂言師、司菊彦四郎は金剛方の狂言師、堺は金春方の太鼓の家、幸は金春方

の小鼓の家、安喜・萩野・正熊・津田・下村については不明であるが、安喜は毛利家お抱

えの能役者であろうか、と述べている。(W秘宝厳島~ 178頁)

11 先代厳島神社宮司野坂元定「厳島神社の神事と芸能J(W厳島民俗資料緊急調査報告書』

昭和二十七年、 202頁)や芸能研究家中村保雄「厳島の芸能J( W秘宝厳島』昭和 42年、

176頁)の説。

12 野坂元定の説。(r厳島神社の神事と芸能J)

13 元厳島神社神職、福田直記の説。 (W棚守房顕覚書~)

14 天台宗聖護院門跡二十六代道増(元亀二・ 1571年没)。聖護院は京都左京区にある龍野三

山を支配し全国の山伏を統持する修験道の総本山。なお、永禄十一年(1568)に来島、法
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楽能を見物したのは道増説と道澄(慶長十三・ 1608年没)の両説がある。『陰徳記』には

道澄とあり、『一宮結夏記』には道増来島の記がある。

15 弘治元年(1555)正月、陶晴賢を破った元就は、同二年(1556)六月、廻廊の板を新し

くし、同三年(1557)十月、友田郷を寄進、永禄四年(1561)十月、有浦大鳥居を建てて

し、る。

16 r厳島選宮行列式書立J(r厳島野坂文書J1384 r広島県史』古代中世資料編E、867-876
頁ほか)

17 r厳島社遷宮能次第写J新出厳島文書 165(r広島県史』古代中世資料編E、420-422頁)

18 福島正則(永禄四~寛永元・ 1561.......1624)は尾張出身。幼少から豊臣秀吉に従い各地を

歴戦し、賎ヶ岳の戦で七本槍の筆頭に挙げられた。九州・小田原征伐、朝鮮出兵に活躍、

尾張清洲二十四万石の大名になった。関ヶ原の戦では徳川方に属し、安芸広島藩主(四十

九万石余)になったが、元和五年(1619)、幕府に城の無断修繕をとがめられ、信濃川中

島へ移封された。

19 r小河安良書状J厳島野坂文書 1512.(r広島県史』古代中世資料編困、 993頁)
20 広島市役所編『新修広島市史』第四巻 文化風俗史編、広島市役所、昭和三十三年、 225

-227頁。文禄二年(1593)十月五日の禁裏御能で、秀吉が「弓八幡Jr芭蕉Jr三輪Jを

舞った時、浅野長政(天文十六~慶長十六・ 1547ー1611)は、家康とともに「野々宮」を

舞い、また「通小町Jを演じた。綱長(万治二~宝永五・ 1659ー1708)は元禄四年五月一

日、御慰御能で「井筒Jr三井寺Jを、同九年八月六日将軍綱吉の前で「小鍛冶」を、同

十四年十一月二十二日の広島城の三の丸落成祝能で『野々宮Jr自然居士Jを舞っている。

21 前掲載『厳島道芝記~ ( r宮島町史~ 192頁)

22 向上、『社家供僧内侍井諸役人神人之名J149頁。

23 前掲載『芸藩通志~ ( r宮島町史~ 332頁)

24 向上、 358・359頁。

25 前掲載『房顕覚書~ ( r広島県史』古代中世資料編皿、 1146頁)
26 前掲載『芸州厳島図会』巻之五 (f宮島町史』資料編・地誌紀行 I、768頁)

27 置鞍は、小鞍ー調(鞍一人と謡手一人がー曲の一部を演奏する)の特殊な櫛子。脇の筒日

のうち、重い登場に用いる。

28 姉分の女郎、上位の遊女。

29 遊女の使う幼女。
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30 r観世座j という場合は、演者・蟻方などの集団をいい、『観世流j という場合は、その

人・家の特有の芸能、方式、芸風をいう。

31 はじめ外山座とも言った宝生座は、室町期、興福寺の薪猿楽や春日大社の若宮祭に参勤

していたが、室町末、小田原の北条氏の保護を受けたといわれる。江戸時代は特に玉代綱

吉、十一代装警に愛好され、宝生大夫九世の時、加賀前田家の指南を勤め加賀宝生が生ま

れた。今日、宝生流は東京と北陸で観世流につぐ勢力を持ち、重厚な芸風を特色とする。

32 金春流は、遠祖を六世紀の美智藤とする大和強楽四座のうち、最古の家柄と格式を持ち、

奈良を本拠地とした。金春大夫の中には、世阿弥の安賭金春禅竹、禅竹の孫の禅鳳、禅鳳

の曽孫の安照(禅曲)など伝書(理論書)を残した理論家や能役者が輩出している。織豊

時代はに秀吉・秀次に後援され隆盛し、禅曲は秀吉の九州出陣に伴って下向、九州に今も

能の伝書が伝えられている。江戸時代は、江戸城中における謡初式で観世・喜多の常勤と

ともに、宝生・金春・金側が輪番で出勤し、扶持を与えられた。現在も、東京・奈良など

で勢力を持ち、古風を保つ渋い幽玄味、のびのびした雄揮な芸風を特色とする。

33 金剛流は古くから法隆寺所属の猿楽座、安声座から出、鎌倉時代から坂戸座金剛が存在

したといわれ、大和猿楽四座のーっとして古い歴史を持つ。江戸時代には謡初式で宝生・

金春とともに輪番制で出勤した金剛流を継承したが、昭和十一年 (1936)二十三世金剛右

京の死で坂戸金剛は絶え、現在、弟子筋の京都の野村金剛が宗家の名を継承している。

34 流祖七大夫長能は、堺の医者の子で七歳の時から能を舞い、七ツ大夫といわれた。金剛

座のシテ役となり一時、金剛大夫を継いだが、前大夫の実子が成人すると大夫職を譲った。

秀吉に見出され大坂夏の陣で戦ったが、のち家康や秀忠の後援を受け元和四年 (1618)項、

喜多流を確立。生涯に千回以上能を舞い、六十八歳で没した。文化・文政期に中興の祖と

いわれる七大夫古能が活躍するなど、徳川家をはじめ地方の武家に愛好された。今も根強

い勢力を持ち、武家好みの質朴豪放な気迫に満ちた芸風を特色としている。

35 現存の各流派は次のとおりである。

シテ方 観世(結崎)・宝生(井出)・金春(尚論非)・金剛(反声)・喜多。()内は旧称

ワキ方高安・福王・宝生(脇宝生)

狂言方 大蔵・線(大蔵流は金春座付、和泉流は尾張徳川家のお抱えであった。観世座

付の鷺流は明治時代に絶えた。)

笛方 こ稿・森田・藤田

小鼓方幸・謹諸・大倉・観世
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大鼓方葛野・高安・石井・大倉・宝生

太鼓方観世・金春

36 r厳島野坂文書J265・272(元就書状)、 659・660・681(輝元書状)、 1441(元祐書状)

37 r御ならしニ入め、 慶十年九月十三日、一、白米、三斗玉升、銀メ六匁、めし米、右ハ

役者衆五十八人はたらき衆共ニ、(中略)右合銀子三十六匁武分、右御能一度ニ五度あてふ

るまい也、右合銀子百八十萱匁あて、年中四季ニ、銀子七百廿四匁あて、入め、小日記有

之、右之外入事有之J( r広島県史』古代中世資料編E、845・846頁)とある。

38高橋修三『資料紹介ー「厳島神社桃花祭 神事能J(付、奉祝能)ー<補遺>Jr宮島の
歴史と民俗~ NO. 10、宮島町立宮島歴史民俗資料館、 1991、98・99頁。「神能後援会設立

趣意書J参照。

39向上 88頁。

40 r宮島の歴史と民俗~ NO.9、宮島町立宮島歴史民俗資料館、 1990、27-164頁。

41明治七年から平成三年までの間では、明治四十四年(1911)の「厳島神社昇格奉告祭御

神能J(五月十四・十五日)、大正八年(1919)の f厳島千畳間大修繕落成大祝祭神能J(十

月十七・十八・十九日)、および本文記載の昭和二十三年の「御鎮座千三百五十年祭奉祝

式能J(十月十九・二十・二十一日)、昭和二十八年の「御神能四百年記念奉祝御能J(十

一月十四日)の計四回の奉祝能があった。

42 r宮島の歴史と民俗~ NO. 10、52-88頁。各流の主な出演者に以下の名が見える。

[シテ方]観世流(観世元昭ほか)、宝生流(宝生九郎ほか)、金春流(桜間道雄・松井開花ほか)、

金剛流(金剛巌ほか)、喜多流(粟谷菊生ほか)

[ワキ方] 高安流(高安慈郎ほか)、福王流(福王茂十郎ほか)

[笛方] 森田流(森田光風ほか)、ー噌流(藤田大五郎ほか)、藤田流(藤田六郎兵衛ほか)

[小鼓方]幸流(幸正悟ほか)、大倉流(大倉源二郎ほか)

[大鼓方] 葛野流(葛野進ほか)、高安流(白坂信行ほか)、大倉流(大倉正之助ほか)、

石井流(中村喜彦ほか)

[太鼓方] 金春流(金春惣右衛門)

[狂言方] 大蔵流(大蔵基義・茂山千五郎ほか)和泉流(野村万之丞ほか)

43 r宮島の歴史と民俗~ NO. 10、宮島町立宮島歴史民俗資料館、 1991、52-87頁。

44 r能楽全書』第二巻、東京創元社、 1986。

45シテ方・出雲誼竺(大野町)は昭和四年から平成元年まで五十六回神能を勤める。出雲
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恒ーは喜多流シテ方・三好恒三郎に学び、後に粟谷家に籍を入れ、その長男敏弘は昭和

二十三年以来笛方を勤める。昭和四十三年以来シテ方を勤める次男出雲康雅は現在、御

神能執事である。

出雲恒一一寸一一出雲敏弘(笛方)

一一出雲康雅(シテ方)

粟谷益二郎-r一一粟谷新太良ト一一一能夫

トー粟谷菊生一一一明生

トー粟谷民三一一一浩之

」ー粟谷幸雄一一一充雄

46藩ゆかりの喜多流シテ方・粟谷益二郎は大正八年から、また長男新太郎は昭和十二年か

ら、各々四半世紀以上にわたってシテ方を勤める。次男菊生は喜多流宗家喜多六平太に

弟子入りし、全国的に活躍している。益二郎の三男辰三と四男幸雄も、また新太郎の長

男能夫、菊生の長男明生、辰三の長男浩之、幸雄の長男充雄も各々シテ方を勤めている。

また、狂言方・安部家は江戸時代から社務の傍ら、狂言を勤めており、安部政治郎は明

治七年から昭和十一年までの問、桃花祭神能二十五回、奉祝能二回を勤めている。

47宮島在住・出身者で長く神能を奉仕する者を挙げれば次のとおりである。

[シテ方]三好恒三郎(明治41-昭和22、初年以上〕 熊谷友三郎(大正6-昭和53、50年以上〉

小西熊太郎(明治42-昭和13、25年以上〉 小林喜七 (大正15-昭和43、30年以上

平野嘉一 (明治44-8帥 29、30年以上) 出雲恒一 (昭和4-平成元、 50年以上〕

西原禎三 (大正元~昭和泊、 25年以上) 出雲敏弘 (昭和43-現在、印年以上)

香川順吾 (大正2-昭和37、40年以上〉 出雲康雅 (昭和43-現在、 40年以上〉

岩村菊治 (大正5-昭和泊、 30年)

[ワキ方]塩田嘉一郎(明治41-8g和15、20年以上〉 塩田重喜 (昭和18-現在、印年以上〉

塩田潔 (大正12-昭和47、40年以上〉 塩田耕三 (昭和26-現在、 50年以上〉

塩田嘉一郎---.一一塩田潔一一一「一塩田重喜一一一塩田徹一一一塩田薫

」一塩田進 ト一塩田順治一一一塩田邦夫

」一塩田耕三一一一一塩田裕之

[小鼓方]吉村準二 (昭和 9---昭和45、20年以上) 泉盛夫 (昭和 17---昭

和 58、30年以上)
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[大鼓方]藤山梅吉 (明治 41""昭和 37、30年) 山村健太郎(昭和 6""昭

和53、40年以上)

渡辺要 (明治41""昭和 16、20年以上)

[太鼓方]渡辺繁雄 (大正 14""昭和40、30年以上)

[狂言方]阿部政次郎(明治41""昭和 11、20年以上) 平野巌 (大正6""昭和

28、20年以上)

48 [シテ方]注45のシテ方・出雲恒一(大野町)の子孫は東京都在住

[ワキ方]注47のワキ方・塩田嘉一郎(宮島町)の子孫は廿日市市・広島市などに在住。

49 r宮島の歴史と民俗~ NO. 10、88頁。

50 [小鼓方]横山晴明(広島市)(昭和24-現在、 50年以上)横山幸彦(広島市)(昭和51--'<現在、 30年以上)

[大鼓方]三王礼夫(広島市)(昭和 13""昭和56、30年以上)三王清(広島市)(昭和53""現

在、 30年以上)

[太鼓方]提谷尚太郎(岡山市)(昭和 24""平成 4、40年以上)梶谷義男(岡山市)(昭和 42""

現在、30年以上)

[笛方] 吉岡望 (広島市)(昭和39""現在、 40年以上)

51綱長治世中の元禄十四年(1701)に赤穂事件が起り、赤穂藩主浅野長矩の弟長広(大学)

は宝永六年(1709)、幕府の許しがあるまで広島に龍居した。広島藩はこれを契機に幕府

採用の喜多流を藩の式楽としたと考えられる。(野坂元定 f厳島神社の神事と芸能J)

52 r厳島民俗資料緊急調査報告書~ 206頁。

53長命又三郎は観世路阿弥を元祖とする鷺流の狂言師で、観世の流れを汲むと考えられる。

(向上、野坂元定、 207頁)

54野坂元定『厳島神社の神事と芸能J207頁ほか。その他宝暦七年(1757)九月と文化七年

(1810)三月に金剛流の江戸高安彦太郎が法楽能を勤めたという。

55 r新修広島市史』第四巻 225-256頁。
56向上によれば、長命家は奈良の楽師南の家で、貞享の頃(1685)長命五左衛門知信(受

忠ともいう)が宮島に来島、神能出仕して以来、二代忠政が元禄元年(1688)から神能

のワキ方を勤め、三代長命彦之丞は綱長の時代に設立された役者多門に住み、四代兵右

衛門、五代九左衛門、六代彦之丞知実は江戸のワキ方家元・高安彦太郎に師事し、文政

五年(1822)家元から同姓を許され、以後高安性を名乗り、七代宗八郎受寿・八代磐夫

受徳、九代王章爾と続き、以後芸道は絶えたとし、う。
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57地元出身の喜多流シテ方・粟谷菊生(大正十一~平成十八・ 1922ー2006、1996年指定)

や、金春流シテ方・桜間道雄(明治三十~昭和五十八・ 1897ー1983、1970年指定)、大蔵

流狂言方・茂山千五郎四世(1989年指定)など多くの無形文化財保持者が神能の舞台を

勤めている。

58能の台本(能本)は本文現存のもの二千五百番以上、現行の演目は約二百四十番、ほか

に江戸時代(貞享・元禄年間)に刊行された小型の番外謡本三百番がある。(r岩波講座』
能・狂言E 能の作者と作品、岩波書庖、 1992、1・2頁)一方狂言の台本で最も古いも

のは、天正六年 (1578)の年記のある『天正狂言本』で約百曲を収録、粗筋程度の記載

であるが、室町末期の狂言を想見できる。他の古本に大蔵流の祖本である寛永十九年

(1642) 大蔵虎明書写の『脇狂言之類~ (八冊)と、和泉流の祖本である天保三年(1832)

以前の書である『狂言六義~ (三冊・天理図書館蔵)などがあり、各々二百数十曲を収録

する。

59 以下『厳島神社蔵能面と能楽展~ (広島県立美術館 1978年、 63-65頁)など参照。

60代表的な能作者として、観阿弥(1333-84)・世阿弥 (1363ー1443頃)・十郎元雅 (1394

頃ー1432、世阿弥の継子)、金春禅竹 (1405ー1470頃、世阿弥の女婿)・種鼠 (1454ー1530

頃、禅竹の孫)、観世小次郎信光 (1435ー1516、世阿弥の弟四郎の子・音阿弥の第七子)・

弥次郎長俊(1488ー1541、信光の子)、宮増(生没年不詳、元雅・禅竹と同世代の大和猿

楽の群小座の棟梁かといわれる)が挙げられる。

61小山弘志「翁・能・狂言Jr能・狂言』図説日本の古典 12、集英社、 1980、35頁。
62神社の書記であったかと言われ、子の伊藤芳蔵も狂言師として召抱えられている。

63永井猛・高橋修三校訂『宮島大蔵流狂言台本 伊藤源之丞本』上・下、米子工業高等専

門学校国語研究室、 1989。

64同上永井猛「はじめにJに依る。大蔵流は江戸の初め、大蔵虎清の時、弥右衛門派(長

男虎明)と八右衛門派(次男虎清)が生まれ、前者は虎明本を、後者は虎清本・虎光本

を伝える。

65永井猛・高橋修三校訂『宮島本 大蔵虎光狂言集』米子工業高等専門学校国語研究室、

19920 

66前掲載『宮島本 大蔵虎光狂言集~ 349・359頁。

67 r虎光本jは原本不明で、転写本がこの宮島本を含め四種(他は京都大学文学部図書館・

法政大学能楽研究所・山岸清斎所蔵)しか伝わっておらず、大蔵八右衛門家の狂言を知
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る上で欠かせない基本的資料であるといわれる。

68前掲載『宮島大蔵流狂言台本伊藤源之丞本』下、 151-163頁。吉村嘉穂・子息嘉宏所

蔵の資料の多くが大蔵八右衛門派のものであるといわれる。

69宮本家寄託文書『御触状並諸事控』には、この時の法楽能は、九月二十二日が翁付能三

番と狂言六番、二十三・二十四日が能三番と狂言六番の狂言主体の奉納であったと見え、

宮島の狂言師・能役者が総出演したものであろうといわれる。 (r宮島本 大蔵虎光狂言

集~ 357頁。)

70天文十年(1541)の大災害の復旧で御霊川(紅葉谷川)の流域が変更されつつあり、西

廻廊出口の周辺は河口になっており、能舞台辺りは f江の中Jと見られたのであろうと

いう。 (r宮島町史』特論編・建築、 256頁)
71福島正則は慶長十年八月、舞台用の木材を島内で伐採し、普請を進めたという。また、

この時の舞台・橋掛り・楽屋は、元和九年(1623)の『宮島社堂塔付立下書J(野坂家文

書・町史 11)に記され、屋根は柿葺であったという。 (r宮島町史』特論編・建築、 257
頁)

72 r広島県史』古代中世資料編E、838-846頁。厳島の能舞台建設のため、大工・鍛冶衆・
槍皮職人に日当や舞台材木人夫の飯米(付加給)など総合計二十九石七斗六升一合の米、

四百九十六匁五分の銀など諸経費を集計しており、慶長十年(1605)九月には能舞台が

完成し、演能も行われたものと思われる。

73前掲載『宮島町史』特論編・建築、 267頁。

74浅野綱長(万治二~宝永五・ 1659-1708)事年五十歳。その治世中の元禄十四年(1701)

に赤穂事件が起きている。学問を好み、堀南湖などの側儒を用い、余技の絵は歴代藩主

中、七代重愚に次いで上手とされる。能舞台造立の前年、三代藩主綱最が治世九ヵ月、

三十七歳で逝去したため跡目を継いでいる。

75前掲載『宮島町史』特論編・建築、 257頁。安永期の修理は、七代藩主董あ震によるもの

であることが棟札(重文附指定)で判り、文政期のものは、八代藩主警曽によるもので

あることが、『大願寺文書』町史 721によって判る。(同書268・269頁)

76昭和二十六年のルース台風の時は、翌年応急修理され、二十九・三十年に舞台の床材取

り替えや屋根の葺替、三十年に楽屋の修理と屋根の葺替が行われた。平成三年の台風十

九号の時は、平成六年(1994)に再建された。

77前掲載『能の舞台展開Jr能の事典~ 26-29頁ほか。
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78図319r町人能図Jr能・狂言』図説日本の古典 12、集英社、昭和五十五年、 206頁。江
戸城中本丸大書院前の南庭の表舞台と、そこで行われる能楽を陪観する脇正面の町人の

姿が画かれている。

79鏡板の老松は元禄十一年(1698)に宮島奉行後藤治右衛門祐後の時、絵師竹内閑斎が描

いたものという。また、切戸口に竹を描くだけでなく、鏡板が切戸口まで延びて通常よ

り長い空間に竹二本を描いている。(野坂元定『厳島神社の神事と芸能J204頁)

80 r宮島町史』特論編・建築、 260頁。

81江戸時代になってから能舞台の床下に五箇から七箇の競を吊り下げたり、いけ込んだり

した。橋掛りにも三箇据えるという。

82 r宮島町史』特論編・建築、 260頁。
83舞台・橋掛り・脇座周辺に幅一間ほど玉石を敷くもの。

84舞台正面中央から白州へ下した階段で、かつては寺社奉行がここを通って上り、演能の

開始宣言をするなどに用いられたという。

85広島県立美術館開館十周年記念展として、昭和五十三年十一月十日から十二月三日まで

開催。能・狂言面五十五点、唐織・肩衣など能・狂言装束六十三点、量帯・中啓など五

十六点の計百七十四点を前・後期に分けて展示した。

86戦時中に健津神社から寄せられた能面がおよそ二十面位あったが、傷みがひどく展示に

堪えられないので調査の段階で割愛した。

87面裏にある墨書銘の願主の至規、後に書かれた守勝(花押)については不明。(究字キヤ)

は当社の本地仏十一面観音を表わす。

88作者酒在については不明であるが、岐阜県の白山神社の翁面の作者と同ーかと考えられ

ている。面裏の額の部分の刻銘のほか、左右の頬裏に「厳島神社御神面 宝暦十二年六

月J(1762)の朱漆銘がある。

89喜多流九世代の大夫、喜多七大夫古能は古能面の研究にすぐれ、全国を遊歴して古面の

鑑定をし、現在も貴重な能面研究資料といわれる『仮面譜~r面目利書』などを著わして
いる。

90観世織部清尚(分家・観世鎮之丞家の祖)の三男で宝生家に入り宝生流を継いだ大夫で、

喜多古能と同じ頃(江戸後期)に活躍した。

91角ノ坊は京都醍醐日野の法界寺の角坊に住したため、その名がある桃山時代の優れた面

打師で、『天下一若狭守jの角型焼印を用いた。
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92佐世家は本名佐々木、雲州大原郡に居住し、佐世と称した。毛利元就に随属し、佐世元

嘉は石見守になった毛利家の重臣で、元和五年 (1619)没、七十五歳であった。

93江戸住の本家出目家初代満永の弟子になる弟子出自家二代。初代栄満は宝永二年(1705)

没。

94能面作家は概ね(1)鎌倉~室町時代 (2)室町時代 (3)室町~桃山時代 (4)江戸

時代に分けられる。各時代の代表的作家と系譜は以下の通りである。

(1)鎌倉~室町時代十作(十人):日光・弥鞠・夜叉・竜右衛門・赤鶴など

(2)室町時代 六作(六人);増阿弥・春若・千種・福来・宝来・三光坊など

(3)室町~桃山時代 古作(八人);般若坊・真角・東江・心能・虎明など

(4)江戸時代

O出目家

中作(十二人);愛若・知恩坊・角ノ坊・嘉右衛門・大光坊など

1.越前出目家(越前府中出)①初代光照(室町末・三光坊の甥)

②二代則満(桃山)③秀満(桃山)

2.本家出目家(江戸住・越前出自家の分れ)①初代満永(江戸初期・三代秀満の子)

②二代満茂(江戸中期)

3.大野出目家(越前大野出)①初代是閑吉満(桃山・三光坊の弟子)

②友閑満庸(江戸初期・大光坊の弟子)

4.弟子出目家(本家出目家の分れ)①初代栄満(江戸中期・満永の弟子)

②寿満(江戸中期)

O井関家(近江梅津住)

①初代親信(室町・三光坊の門人)②二代次郎左衛門(室町~桃山)

③三代備中接(桃山)

0児玉家

①初代満目(江戸初・満永の養子)②二代朋満(江戸中期)

95能装束の変遷は観阿弥・世阿弥が足利義満の庇護を受け、独自の芸能に発展する契機と

なった応安七年(1374)の「京都今熊野の演能jから応仁の乱(1467)頃までを第一期

とし、第二期は応仁の乱以後徳川幕府が聞かれた慶長八年(1603)頃まで、第三期はそ

れ以後の江戸時代に分けて考えられている。

96重要文化財指定の狂言装束については、野坂元定前宮司のー稿 f厳島神社の舞楽装束・
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狂言装束JW広島県文化財ニュース』第十九号 広島県文化財協会(広島県教育委員会文

化課内) 昭和三十八年(1963)がある。

97平安時代以来、家格・伝統・位階に相応して公家の装束・調度に付けた文様で、雲鶴・

立涌・幸菱・小葵など唐朝文様を単純化した典雅な文様である。

98表着(唐織以外は全て広袖)

0狩衣:公家の狩猟用の衣服を能に取り入れ、神体・格の高い貴人・天狗などの表着と

した。特に翁狩衣は萄江錦を用いる。

0直垂:麻の袷仕立で大部分が鶴亀文様である。直垂長袴の扮装は武士の礼装・高位の

役人などを表わす。

O素襖:麻の単仕立で直垂の略装である。必ず背・両袖に「なずなJの紋が付き、身分

の低い武士・庶民の役に用いる。

0法被:生地に金糸で華やかな文様を織り出し、袷は荒神鬼神の表着や武将の鎧姿を表

し、単は平家の公達など優雅な武将が着用する。

0側次:法被の両袖を取った形で武士の甲胃姿や唐人の扮装として用いる。

0長絹:単の薄物に金糸で文様を織り出した能独特の衣装で、舞を舞う女性や公達の表

着として使う。前後の身頃が離れ胸で長い紐を結び、袖に装飾的紐・露を付け

る。

0舞衣:舞を舞う女役だけに用いられ、長絹に似るが丈が幾分長く脇縫いがあり、腰帯

風に着用する。

O水衣:能特有の装束で位の無い尉・姥・男女の日常着として広く着用する。

0唐織:絹地に各種色糸・金糸を織り込んで文様を柔らかく浮かせる。詰袖で女性専用

であるが、若い公達の着付けにも使う。紅色を使った経父(若年用)と、紅色

を交えない経蕪(中年以上の役用)がある。

99着付(詰袖)

0厚板:堅い厚手の織物で、主として男性や荒神鬼畜などの着付に使う。

0縫箔:刺繍と金銀の摺箔で文様を表わす袷の装束で、女役が摺箔の上に袖を通さず腰

に巻く腰巻という着用をするほか、貴公子・童子などの着付に使う。

0摺箔:女性専用で小紋様を金銀箔で表わすが、特に三角形の鱗箔は鬼女専用である。

O喫斗目:ほぽ男性専用で無地・格子・段があり、位の高くない武士や僧侶、庶民の役

に用いる。
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100 量帯・腰帯(紅入と紅無があり、役柄に応じて使い分ける)

0量帯:女役が量を固定するために締める鉢巻で、額に当る部分と後ろに垂れる部分に

繍文様を施す。

O腰帯:狩衣・法被などの上に締める帯で、前垂れに種々の文様が施される。

101 狂言装束

表着・着付・袴の類と腰帯・脚紳・冠り物などがある。表着(素襖・肩衣・水衣・長衣・

側次・唐織など)と着付(喫斗目・厚板・繍箔・橋祥など)、袴の類(長袴・括り袴・.

狂言袴など)がある。代表的なものは素襖と肩衣である。

0狂言素襖:一般庶民の日常着が武士の日常着になったもので、麻の単の上下揃いである。

O肩衣:素襖の袖を取った形で、単の麻地に大胆明快な文様を糊白あげや手書きなどで

表わした狂言独特の衣装である。身分の低い武士や庶民の表着として使う。
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第九章厳島神社の管絃

緒言

厳島神社の多くの祭礼のうち、ほとんどの祭礼で管絃が奏される。春夏秋冬の祭礼に欠

かせない管絃とはどのようなものか。管絃の歴史、内容、管絃と神社の結びつきなどを踏

まえ、当社の祭礼における管絃の内容や意味などを明らかにしてみたい。管絃は年間の祭

礼行事のほか、通過儀礼や祈願、奉納などの儀式の時にも奏される。しかし、ここでは祭

礼に伴う管絃についてのみ述べる。また、管絃は厳密に言えば、絃楽器を伴う奏楽をいう。

当社において現在、管絃祭で絃楽器が用いられるが、他の祭礼では使われない。しかし、

ここでは笠、筆集など雅楽の楽器を使う祭礼奏楽を管絃と呼ぶ。

厳島神社の数多い年間の祭礼のなかでも、最も特徴的で最大の祭礼は、管絃祭である。

その発生と近代における変化、管絃の内容などを明らかにし、神事と芸能の関わりを考え

てみる。

第一節祭礼行事における管絃

(一)管絃の遊び

厳島神社における管絃について述べる前に、管絃とはどのようなものかを明らかにして

おきたい。

管絃は舞を伴わない雅楽の楽器による合奏である。雅楽には唐楽と高麗楽があり、管絃

は絃楽器が入った唐楽の器楽合奏である。それでは雅楽とは何か。雅楽は「雅正の音楽j、

正統の音楽という意味を持つ。狭義には、大宝元年 (701)に制定された大宝令の治部省に

置かれた『雅楽寮(うたまいのつかさ)Jで教習された外来音楽と舞である。しかし、広義

には、日本古来の歌舞音楽と五世紀から九世紀にかけて大陸や朝鮮半島から伝来した楽舞

を源流として、平安時代に大成した楽舞である ω。雅楽のなかには舞楽、管絃、歌物(催

馬楽・朗詠)、箇う茸該楽、(神楽歌・東遊など)があり、朝廷の式楽として重要な役割を果

して来た。平安時代以来、雅楽は京(京都)、南都(奈良)、四天王寺(大坂)の竺芳巣市を

該として伝承され、現在も宮中行事の時などに奏楽されている ω。
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管絃は先に述べたとおり、大陸から伝来した楽舞、中でも唐代中国から伝来した f唐楽J

を中核として日本列島で育まれた器楽合奏である。三管・二絃・三鼓の楽器を用いる。三

管とは宮.筆禁・省替の管楽器、二絃は琵琶・馨の絃楽器、三鼓は詣議・太鼓・ l鉦鼓の

打楽器である ω(図90)。通称、三管は吹き物と呼ばれ、和音を奏でる室、縦笛の草案、議替

とも言われ旋律を奏でる龍笛からなる。二絃は弾き物と呼ばれ、四絃の琵琶と十三絃の和

音を奏でる寧のほか、古くは六絃の和琴(倭琴)(4)や七絃琴が加わることもあった。三鼓

は打ち物と呼ばれ、細い木製の容で掻き鳴す鞠鼓、太目の梓で打つ太鼓、唯一の金属楽器

である鉦鼓をいう。この三管二絃三鼓の楽器編成は、仁明天皇(在位・天長十~嘉祥三・

833ー850)の頃から約一世紀をかけ、日本古来の楽器に中国・西域などから伝来した楽器

の中から、日本人の噌好に合ったものを選び加えて成ったものである。

平安時代の貴族は、「詩歌管絃jと言い漢詩や和歌とともに管絃を噌み、また生活の中で

楽しんだ。中でも天皇、上皇などが主催する管絃の遊びは「街選Jω と呼ばれ、さまざま

な朝廷の行事や御元服(成人式)などの通過儀礼、四季の自然観賞の時などに欠かせない

ものであった。平安時代の貴族社会で繰り広げられた管絃の遊びの様は、「源氏物語絵巻J

「住吉物語絵巻Jr紫式部日記絵詞J(6) (図 91)などに窺うことができる。そこには野外の

桜花の下や、室内での仲秋の名月を愛でる管絃の遊び、池に浮かべたも官損益時の舟上で奏

される管絃などが描かれ、管絃の遊びがどのようなものであったかを想像することができ

る。

また一方、雅楽の器楽演奏は十世紀半ば頃から寺院の法会の中で見られるようになり、

十一・十二世紀に盛行を見た。僧侶を迎える時、仏前供花の時、叡醤や行道の問など随所

で奏され、落慶供養会などではことに盛大に奏楽された。寺院の祭典奏楽は管楽器と打楽

器のみによる奏楽が多く、時によっては三管だけの場合もある。しかし、ここでは広く雅

楽の中の舞を伴わない器楽演奏である、祭礼奏楽を管絃と呼ぶ。

さて、平安時代の王朝文化の中で育まれ、洗練され芸能として大成した管絃の遊びが厳

島へもたらされたのは、平安時代末期、平家一門に依ってであろう。先に述べたように、

厳島舞楽は平清盛が正三位・参議に昇任し、武家として初めて公卿に列した永暦元年(1160)

から、度々厳島参詣を重ねる中で招来された。厳島舞楽の初見は『梁塵秘抄口伝集』にあ

る承安四年 (1174)三月とされる。しかし、当社で管絃が奏されるようになったのは、そ

れより早い時期であったと考える。

厳島神社を平氏の氏神とした清盛は、永暦元年以来、記録にあるだけでも十数回参詣、
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社殿を造営し、「平家納経Jをはじめ数々の美術品などを祭神に奉献している。確証はない

が、報謝と一門の繁栄祈願と思われる永暦元年 (1160)の参詣の時や、長寛二年 (1164)・

仁安元年 (1166)・仁安二年 (1167)の年記がある「平家納経J奉納の時などに、管絃が奏

されたことは十分考えられる。また既に述べたとおり、社殿造営を長寛二年 (1164)着工、

仁安元年 (1166)竣工とすれば、社殿落慶の際に当時寺院の落慶供養会などで盛行してい

た管絃が奏されたことは間違いない。

しかし、明らかに管絃が奏されたことが分るのは、「伊都岐嶋千僧供養日記jにおいてで

ある。前述のとおり安元二年 (1176)十月、清盛は平家一門を伴って厳島神社に参詣し、

千僧供養を行っている。日記によれば、清盛は十月十一日に厳島に到着し、平家一門をは

じめ神宮、衆僧、妓女(内侍)、舞人、楽人など二百名以上を動員して、中央社寺のそれに

勝るとも劣らない盛大な祭礼を執り行っている。十二日の千僧供養の習礼(予行演習)に

始まり、十三日の臨時祭と万燈会、十四日の千僧供養と行道会、十五日の一切経会が行わ

れるなか、随所で管絃が奏されている。具体的には十月十二日の予行演習の時、『発楽迎導

師衆僧Jとあり、管絃を奏して年前や衆僧を迎えている。十三日に行われた臨時祭では、

『次知先令参客人宮御子至令奉供御供、即大将殿令参拝膳、次内侍井舞人並立伝供、此時

楽人等着衣冠奏楽、Jとある。即ち、先の知く客人宮へ参られ御供を供えることになり、右

大将殿が拝膳に当られ、内侍や舞人がそれを運ぶ間中、衣冠姿の楽人が楽を奏していたと

いう。また奉幣に引き続いて『東遊Jがあり、笛、筆集、和琴が奏されている。十四日の

千僧供養の当日、早朝から清盛などが参集し、右大将が定刻に臨場すると、神宮が各二人

左方と右方に分かれ、二列になって行進する獅子・菩薩・烏・胡蝶・妓女・舞人・楽人を

引率する問、「子時楽人発楽秋風楽Jとある。また行道会が行われ、舞人・楽人などが舞

台脇に立ち並び、散花があり、衆僧が舞台に昇って並ぶ問、「子時楽人発楽渋河烏Jとあ

り、具体的に「秋風楽Jr安荷主jjという管絃の曲が奏されたことが分かる。その他にも

法会の間に舞楽が演じられるだけでなく、随所で奏楽されている。

さらに「伊都岐嶋千僧供養日記Jには、笠四名、箪集四名、笛二名、太鼓二名、鉦鼓二

名の楽人の名が記されている(7)。またその他にも鶏婁、一鼓、摺鼓、三鼓の楽人の名が見

える。ここには琵琶、寧の楽人の名は見えない。しかしこの時代に記されたもので、前章

の「平家時代の舞楽jで取り挙げた「高倉院厳島御幸記J(治承四年・ 1180)などの中に、

管絃の遊びを窺わせるものがある。「高倉院厳島御幸記Jには「厳島の内侍どもまいりて、

遊びあいたりj とある。また藤原実定(徳大寺左大臣の孫)が治承三年 (1179)三月、厳
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島に参詣した折の様子を語った「徳大寺之沙汰J(W平家物語』巻第二)には、内侍が「琵

琶琴ひき、神楽うたひなど遊びければJとある。このことから琵琶・寧の弾き手は内侍た

ちであったかと思われ、この頃には管絃の遊びが当社(神官・内侍)に伝えられていたも

のと推測できる。

(二)祭礼行事と管絃

平家時代以後江戸時代まで、当社の管絃は年中行事の中にどのように記述されているの

だろうか。室町時代の「厳島内宮外宮神事年中行事J(r厳島野坂文書J)から見てみると、

r(一月)十七日於大御前管絃法花一部請之J、r(四月)八日於御本地堂管絃経 但法花一

部諦之jとあり、一月十七日と四月八日に各々大御前と本地堂で管絃経が奉じられている。

また同じ祭礼について江戸時代の「祭礼井年中行事祈洞故事J(芸州厳島図会)には、以下

のとおり記されている。

(一月)十七日誉議議

ーに十七夜講と詠うす。突菅舗前に襲、て、供福ノ、終官経華経を論議し、路、人ハ楽を

葵ず。嘗fl~ .宝営巣.2皇官.英草巣.鶏繕楽なり。十二月十七日には蓉丈留にて
お=な

行へり。

十八日益準会

大宮御前に於て諦ず。宜来街、より伶人出仕して楽を奏ず。

(四月)八日義釜会

熱温において婚を崩ち優し、法華論議。似議あり。

また『芸藩通志~ ( r祭把祈祷法楽雑行事J)にも、「管絃経J( r管絃講J)について同じ

ように記している。即ちこれらによると、一月十七日には大宮(本社)で、十二月十七日

には客人宮で伶人(楽人)が終日楽を奏し、供僧が法華経を読む「管絃講J(十七夜講)が

あったことが知られる。また、釈迦の誕生日の四月八日にも、本地堂で本尊を開帳して法

華経を諦え、楽人が管絃を奏しており、「甘州Jr五常楽Jr皇軍Jr太平楽Jr鶏徳Jの玉曲

が奏楽されている。また一月十八日の法華会でも、供僧が法華経を謡える時、楽人は未明

より出仕して楽を奏している。しかし、この室町時代から江戸時代にわたってあった管絃

経は、明治初年の神仏分離によってなくなった。
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そのほか同じく室町時代の f厳島内宮外宮神事年中行事j に依れば、旧暦六月十七日の

船管絃(管絃祭)に先だって、次のとおり六日、九日、十四日に社家が集合し、棚守所で

管絃を奏している。これは船管絃に備えての奏楽練習と考えられよう。

六月六日社家衆棚守所へ寄合 管絃在之 但吉田小山村御社米ニテ調之

九日社家衆棚守所へ寄合但吉田小山村御社米ニテ調之 管絃在之

十四日社家衆各 供僧六人棚守所へ寄合

香

蘇合楽

一管絃皇常楽
五常楽

一伽陥在之

右吉田小山村御社米ニテ調之

即ち、十四日には『蘇合香楽Jr皇常(軍)J r五常楽jの管絃を奏し、十七日の船管絃で

は「青海波Jなど十曲が奏されている。船管絃(管絃祭)については後で詳しく述べる。

その他にも室町時代の f厳島内宮外宮神事年中行事Jには、祭典中の奏楽の曲名を多く記

している。舞楽の最後には「長慶子」が奏され、旧暦三月十五日と九月十四日の祭礼(現・

桃花祭、菊花祭)では、朝に「定両議Jが、タベの祭典中に fr支巣Jが奏されている。
また旧暦七月十四日夜の延年祭には「青海波Jが奏されている。江戸時代にも「伶官、青

海波を吹く J( W芸藩通志J)とあり、長く供僧の祭であった延年祭で、神官が f青海波J

を奏楽していたことがわかる。

それでは現在、厳島神社の年間の祭礼行事の中で、何時、どのような管絃が奏されてい

るのだろうか。年間の祭礼については第一編で述べたが、平成十九年 (2007)秋の改定に

より ω、四月二十九日の昭和祭(中祭式)が増えたほか、十月十七日の「神嘗祭当日祭J

が「神嘗奉祝祭j と呼ばれるようになるなど、祭礼行事は執行日、名称、内容などが、そ

の年によって変わることがある。

四季の祭礼や、毎月一日と十七日の月旦祭、大・中・小祭式で執行される祭礼には、決

まった祭典奏楽がある。日本に伝来した唐楽の調子(音階)は十二調子あった。しかし平

安時代に、這通潟、マ百、 ~l説、量密弱、船主演、 f米安調の六調子に整理された。六

詞子は各々基音(宮音)が異なり、その旋律の調子が四季の季節を感じさせるということ
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から、春は双調、夏は黄鐘調、秋は平調、冬は盤渉調の曲のうちから曲目が決められる。

一年のうちほとんどの祭礼で奏楽があり ω、春(立春から立夏まで)よ夏(立夏から立秋

まで)、秋(立秋から立冬まで)、冬(立冬から立春まで)で決められた管絃の曲がある。

奏楽は祭典中の献慢と撤慢の時、および本殿の御扉開閉(当社では縫簾.華麗)の時に行

われる。当社に在る f厳島神社祭典用楽目録J(図 92)には、四季の曲目などと「越殿楽J

などの楽譜が記される。ここでは奏楽のある四季の祭礼を挙げ、奏される春夏秋冬の管絃

の曲目を記す刷。当社の祭典奏楽は、三管(笠・筆築・龍笛)と二鼓(太鼓・掲鼓)で

楽奏される。楽曲の解説は後にまとめて記す。

(一)管絃奏楽のある春の祭礼(立春~立夏・新暦二月四日頃~五月六日頃)

二月十一日紀元祭、十七日月次祭

三月一日月旦祭、十七日祈年祭、春分の日春分祭・春季祖霊社祭

四月一日月E祭、十五日桃花祭、十七日月次祭、二十九日昭和祭

五月一日月E祭

春の祭礼で奏される管絃の曲

そうじaう

O堅調(西洋音名 G・ハ長調のソ音から始まる音階)

(1)献慢の時 f酒胡子J

.&: 1: <ら〈

(2)撤慢の時「武徳楽J

(二)管絃奏楽のある夏の祭礼(立夏~立秋・新暦五月六日頃~八月八日頃)

旧暦五月五日地御前神社祭

五月十四日講社大祭、十七日月次祭

六月一日月旦祭、旧暦六月五日市立祭、十七日例祭、旧暦六月十七日管絃祭

七月一日月旦祭、十七日月次祭

八月一日月E祭

夏の祭礼で奏される管絃の曲

おうLきちaう

O黄鐘調(西洋音名 A・ハ長調のラ音から始まる音階)

(1)献僕「海青楽J

(2)撤鰻「拾翠楽j

O但し土用中は

(1)献慢の時 f酒胡子J
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(2)撤僕の時「武徳楽」

(三)管絃奏楽のある秋の祭礼(立秋~立冬・新暦八月八日頃~十一月八日頃)

旧暦七月十八日玉取祭(現在はこの日に固定していなし、)

八月十七日月次祭

九月一日月旦祭、十七日月次祭、十八日豊田神社祭、秋分の日秋分祭・秋季祖霊社祭

十月一日月E祭、十五日氏神祭・菊花祭、十七日神嘗奉祝祭、二十三日三翁神社祭

十一月一日月E祭、三日明治節祭

秋の祭礼で奏される管絃の曲

ひょうじよう

O平調 (西洋音名 E・ハ長調のミ音から始まる音階)

さんだいえんき・ぅ

(1)献慢の時『三台塩急」

ろう〈んL

(2)撤慢の時「老君子」

(四)管絃奏楽のある冬の祭礼(立冬~立春・新暦十一月八日頃~二月四日頃)

十一月十七日月次祭、二十三日新嘗祭

十二月一日月旦祭、初申日御鎮座祭、十七日月次祭、二十三日天長祭、三十一日除夜祭

一月一日 歳旦祭、二日二日祭、三日元始祭、五日地久祭、十七日月次祭、二十日大元

神社百手祭

二月一日 月旦祭

冬の祭礼で奏される管絃の曲

ばんし書ちaう

O盤渉調(西洋音名H・ハ長調のシ音から始まる音階)

せんしゅうら〈

(1)献慢の時『千秋楽J

えてんら〈

(2)撤慢の時 f越殿楽(越天楽)J

その他、祭礼中の舞楽の聞や最後に決まって奏される楽曲がある。四月十五日の桃花祭

では、舞楽が三曲舞われた後、「桃李花」の奏楽があり、この間に高舞台に設えであった紅

白の桃花が宮司によって本殿に奉献される。同じく十月十五日の菊花祭では、三曲舞楽が

あった後、 f会議Jが奏され、この間に菊花が奉献される。また元始祭(一月三日)、地久

祭(同五日)、桃花祭(四月十五日)、推古天皇祭遥拝式(五月十八日)、市立祭(旧暦六月

五日)、菊花祭(十月十五日)、天長祭(十二月二十三日)の舞楽の最後は「官崖与jで終

わる。 f長慶子j は源博雅(延喜十八~天元三・ 918-980)(11)の作曲で、舞楽の会が終わ

り参会者が退出する時に演奏され、曲調整った格式のある名曲として知られる。なお捲簾
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(御簾上げ)、垂簾(御簾下し)は年間の祭礼中、中祭式、大祭式で執行される祭典中にあ

り、龍笛と太鼓、鉦鼓によって捲簾の時は f新楽乱声jが、また垂簾の時は三管、二鼓に

よる「答&誼jが奏楽される。管絃奏楽の季節、祭典、曲名、曲の内容をまとめると、次

の「四季の祭典奏楽Jのようになる。

四季の祭典奏楽と内容

No. 
季節(奏楽

曲名 曲 の 内 n廿.，. 
時)

唐楽、壱越調、小曲、古楽(12)。酒公子ともいう。舞はなく

春の曲
唐の人が酒を飲む時奏したといい、軽やかなフレーズを繰

活萌争 り返す。堀川天皇の頃(寛治四・ 1090)、双調から壱越調に
(献懐)

移調したといい、当社では古い双調の調子(音階)ーのまま、

演奏される。

2 
春の曲 長総巣

唐楽、壱越調、小曲。武煩楽ともいう。漢の高祖(在位前
(撤懐) BC200-195)の作で、舞は絶えたという。

唐楽、黄鐘調、中曲、古楽。海仙(山)楽・清和楽ともい

夏の曲
う。舞はなく、仁明天皇(在位 844-850)が神泉苑に行幸

3 議、普巣 の時、龍頭錦首の舟が中島を一周する聞に大戸清上(笛)
(献撰)

と尿麓(筆集)が作曲 (W南宮横笛講~)。以後、船楽の曲に
なったといわれる。

唐楽、黄鐘調、小曲、古楽。承和元年 (834)に仁明天皇即l

4 夏の曲 搭蓋巣
位式のため笛師大戸清上が作曲したといわれるが、一説に

(撤鎮) 源頼能が作曲、尾張浜主が舞を作ったともいう。序と破の

曲と舞は絶えた。

秋の曲
唐楽、平調、急、中曲、新楽。天寿楽ともいう。唐の則天

5 き答i皇官 武后(在位 690ー704)の作。犬上是成がわが国に伝えた。
(献韻)

もと舞人四人の舞があったが絶えた。

秋の曲
唐楽、平調、小曲、新楽。舞はなく、唐では男子誕生の時

6 ?iî:t- 演奏された。わが国では天皇六十歳の御賀宴の退出時に演(撤懐)
奏された。

唐楽、盤渉調、小曲、新楽。黄鐘調にも移調される。後ニ

冬の曲
条天皇(在位 1068ー1071)の大嘗会の時、勅命により風俗

7 平家実 所願の源頼能が作曲。舞はなく、仏事法会の最後に演奏さ
(献韻)

れるとから、相撲や歌舞伎興業の最終日を千秋楽というよ

うになった。

唐楽、平調、小曲、新楽。越天楽とも書く。平調と平調か

8 冬の曲 金援巣 ら移調された盤渉調、黄鐘調の三調子があるが、平調の曲
(撤鎮) (越天楽) が最もよく知られる。馴染み易い旋律が黒田節や讃美歌な

どに取り入れられ、雅楽中最もポピュラーな曲である。
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唐楽、黄鐘調、中曲、新楽。京首~~李主ともいう。唐の高
宗(在位 650-683)の時に作曲された、木や草花に関する

9 桃花祭の曲 経卒老 二十一曲のうちの一曲。三月三日の曲水の宴で奏された。
舞は絶えたが、今は「央官楽jの舞(四人舞)を用いてい

る。

唐楽、壱越調、中曲、小曲、新楽。嘉殿楽などともいう。

承和年間 (834-847)に遣唐使の藤原貞敏が、廉承武から
10 菊花祭の曲 負強 琵琶の曲として習って帰り、わが国で琵琶の譜から笛の曲

と舞が作られた。曲は破と急から成り、新築祝いなどに奏

される。

唐楽、太食調、小曲、新楽。醍醐天皇の孫・源博雅の作曲。

11 舞楽最後の曲 追う島宇 舞楽の最後に演奏される。曲調が整い格式のある名曲とし
て知られ、長く今日も盛んに演奏されている。

複数の龍笛と太鼓、鉦鼓で奏される無定拍節の楽曲。音合

12 (捲簾) 新楽乱声
わせに前奏される自由リズム(託賢吾最)に始まり、龍笛

の主奏者(誉議)が五句まで独奏し、少しずつ他の龍笛が

追奏 (1宣茨)、太鼓、鉦鼓が加わる。

13 (垂簾) 25最誼 唐楽、太食調、中曲、新楽。舞楽「大平楽Jで、道行に「有
ふ宇」、破に f武昌楽jを奏した後、急でこの曲を楽奏する。

押田良久『雅楽鑑賞』ほか参照川

第二節管絃祭

(一)由来と経緯

厳島の管絃祭は、清盛の厳島信仰と参詣に由来している。それでは清盛の厳島信仰とは

どのようなものであったのか。当初それは、藤原氏全盛の時代に清盛が、中央政界に進出

を図り、一身の昇進と一門の繁栄を祈願する多分に現世利益的なものであったと思われる。

清盛と厳島の関係は、久安二年 (1146)二月、清盛が安芸守になり、保元元年 (1156)七

月までの約十年の在任中に始まったことは周知のとおりである。清盛二十九歳から三十九

歳の壮年期で、この間に当社中興の祖といわれる佐伯景弘はじめ社家と関係を結んだこと

は疑い得ない。清盛の厳島信仰の性格と動機を、「平家納経Jの願文(図 93)の中に窺う

ことができる(14)。

『平家納経j願文(抜粋)

弟子、本有因縁専到欽仰、利生掲震、久保家門之福縁、夢感無誤、早験子弟之栄華。
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今生之願望巳満、来世之妙果宜期。相伝云、当社是観世音菩陸之化現也。又往年之

比、有一沙門、相語弟子日、願菩提心之者、祈請此社必有発得。自聞斯言、偏以信

受、帰依本意、(以下略)

即ち、 M宇(清盛)は本来の因縁があってもっぱら(厳島)信仰をいたし、利生を得て、
久しく家門の福縁を保ち、夢感のとおり、たちまち子弟の栄達が実現した。今生の願望は

すでに叶えられ、来生の善報は疑うことがない。伝えによれば、当社は観世音菩薩の化現

であるという。また先年の頃、一人の沙門が有って、弟子に語って日く、 f菩提心を願う者

は、この社に祈願すれば必ず利生あり j と。この言葉を聞いてより、ひとえに信心するよ

うになった。(厳島神)帰依の由来はここにある (15)、というものである。

ここには二つのことが明らかに示されている。一つは、厳島信仰によって一門の栄達が

叶えられたと言い、清盛の信仰の現世利益的'性格を語っている。しかしまた、「平家納経j

には奉謝の念が込められていることが判る。もう一つは、往年一人の修行僧の言葉から信

心するようになったと言い、その契機が明らかにされている。それではどのような経緯を

経て清盛は、厳島信仰を持つに至ったのか、契機となった修行僧との出会いとはどのよう

なものであったのか。それについては『古事談~ (16) W平家物語~ w源平盛衰記』などに記

されているが、ここでは『芸藩通志』巻十六 f古事Jから引用する(17)。

公卿参詣平清盛按に古事談・盛表記などに日、鳥羽帝御宇、清盛、当園の司に

補せらる、重任の功によりて、高野山の大塔を造らる。手つから石を運ひ木をめく

らす。時に異僧忽然として来り告て日、日本霊験の神社にノ¥すなハち伊勢太神宮

井に安曇厳島神社なり。しかれとも太神宮ハ至て重し。国王鎮護の神宮にして、汝

等のつかへ奉るべきにハあらず。汝たまさかに国司たり。まさに厳島を崇め尊ふべし。

清盛、右の夢想を奏聞す。

即ち、清盛が高野山の大塔を建造中、忽然と一人の僧が現れ、「わが国の霊験あらたかな

神社は伊勢神宮と安芸厳島神社である。汝は偶々安芸の国司なので、厳島神社を崇敬せよJ

と告げたという。清盛の厳島信仰の契機となったという僧との出会いは、清盛がまだ安芸

守であった頃、高野山の大塔建造(または修造)に当り、その造営中の体験で、あるいは

大塔竣工の前年、清盛の安芸守の任期終了の前年の久寿二年 (1155)頃と思われる(川。
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ひょ L

清盛は厳島を信仰する前より熊野山、高野山を信仰し、滋賀県日吉大社の日吉山王を氏神

としていたといわれる (19)。安芸守在任中に芽ばえた清盛の厳島信仰は、永暦元年 (1160)

に正三位、参議に昇任した年に、かねて念願であった厳島詣を果し、以後、急速に深めら

れて行ったと考えられる。先の願文に見られるとおり、清盛は厳島神の霊験によって仁安

二年 (1167)二月には人臣として極官の太政大臣にまで昇り、娘徳子の又肉、と皇子誕生な

どこの世の願望はことごとく実現を見たのである。従って清盛の厳島信仰は、安芸の守在

任中からあり、一門の出世と前後して度重なる参詣と社殿造営、「平家納経Jの奉納などに

よって、顕著に具現化したといえる。

清盛が生きた時代は、永承七年(1052)から末法の世に入るという末法思想が広まり、

来世で極楽浄土に往生を願う浄土信仰が盛んな時代であった。平安貴族の聞には、経典の

中でも最高に置かれた法華経読請や書写などの功徳によって、極楽応生を願う風潮が浸透

していた。「平家納経j願文に「二年之天、暮秋之候、自参宝前、敬講華備、始自明年、将

彦;It十講、以為年事、不可失墜。Jという。即ち、長寛二年 (1164)の九月、清盛は社前に参

り、法華経の偽(仏の功徳を讃える語句)を講讃(経文の意を講義して讃える)し、明年

より法華三十講(一日一品ずつ三十回読経)を毎年の行事とさせようと言っている。

「平家納経」願文のとおり、長寛二年九月に清盛が自ら参詣し、法華経を講讃したとす

れば、まさにこの時、当時寺院法会で盛行していた祭典奏楽、管絃の奏楽が盛大に行われ

たであろうと想像される。またさらに、清盛はこれを年中行事化させようとしており、法

華三十講は平家全盛中、あるいは少なくとも清盛生存中は実行されたと思われる。また、

清盛の意志によって始まった法華経読請は、当社の供僧によってその後も継承され、室町

持代は「管絃経J、江戸時代は『管絃講Jと呼ばれ、明治初年まで年中行事として毎年一月

から十二月の十七日に、大宮と客人宮でそれぞれ執行されて来たと考えられる。清盛の時

代は、祭礼を行う神官、僧、楽人や参詣者は対岸から船で渡っていたといわれる。その船

上で神慮を慰めるために管絃を奏したもので、当初より海を都の苑池に見立て、貴族社会

の管絃の遊びを移そうとしたのではないと思われる。都の龍頭錦首の舟に代って、清盛が

京・福原から安芸国に往復する際に使用した貿易船を用いたであろうと考えられている (20)。

管絃を厳島に移したのは平清盛の時で、貿易船に多数の伶人が乗組んで管絃を奏したの

が、今の管絃祭の起源といわれる (21)。しかし、清盛の時代に船上の管絃があったのかど

うか、もしあったとすれば一年のうちの何時、どのような祭典があり、どのような楽が奏

されたのかなどについては、まったく記録がないので明言することはできない。しかし、
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清盛の時代に船上奏楽があったと考えても良い幾つかの理由が考えられる。まず、清盛が

天王寺舞楽を厳島の祭礼に移したことは先に述べたとおりである。その舞楽の曲を記した

「伊都岐嶋千僧供養日記Jの中に、後で述べる室町時代の船管絃で演奏された楽と閉じ曲

があることは見逃せない。船管絃で奏された十曲中の四曲、「蘇合香楽Jr甘州Jr五常楽j

「太平楽jが平安時代の舞楽の曲と重なっている。また当時、貴族社会で盛行していた管

絃の遊びを平家の公達も好み、笛や寧などの上手もおり、平家一門をはじめ楽人が祭神を

慰めるために船上奏楽したことも考えられる。さらに満月の夜、対岸から舟で渡り神前近

く海上で管絃を奏する情景は、龍頭錨首の舟上で奏される雅な管絃の遊びを街梯とさせる

ものである。水上での管絃奏楽は、三伏の候 (22)といわれる暑い盛りに行われる。船をで

きるだけ社殿近くに寄せ、神前近くで奏楽するためには、潮位の高い時期で台風襲来が少

ない旧暦六月が選ばれる。月の中でも重芳(陰暦十五夜、満月)の頃は潮位が高く、旧暦

六月十七日という日は早い時期から定まっていたのではなかろうか。清盛は潮流や繍嵐に

乗って京・福原から厳島へ度々海上を往復しており、こうした自然の運行を熟知していた

であろう。以上のことから、清盛の時代に船上奏楽が始まったと考えても不思議ではない。

さて、神慮を慰めるために奏される船上の奏楽は、室町時代後期の年中行事を記した「厳

島内宮外宮神事年中行事J( r厳島野坂文書J)の中にも、また桃山時代の「厳島内外宮社

役神事次第J( r巻子本厳島文書J)や、江戸時代の『厳島道芝記JW芸藩通志JW芸州厳島

図会』の年中行事の中にも、旧暦六月十七日の「船管絃Jの名で記されている。清盛の時

代以後、室町時代の年中行事の記録までの間に、船上の管絃奏楽があったかどうかの確証

はないが、長く社殿の威儀や形を整え、祭儀を行うなど実力を持った社家・供僧によって、

船管絃は継承されたと考えられる。以下に室町・桃山・江戸の各時代の船管絃の記述を拾

ってみる。

or厳島内宮外宮神事年中行事J(r厳島野坂文書J1939号 (23)) 大永四年(1524)以前

(旧暦六月)

十七日夜御船管絃但青海波蘇合香楽千秋楽越員長楽甘州皇軍五常楽

長南太平楽急話揺

右社家各供僧六人伽随雑掌在之但吉日小山村御社米ニテ調之

o r厳島内外宮社役神事次第J(r巻子本厳島文書J55号 (24))永禄六年(1563)
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十七夜船管絃、従二日至十七日吉田小山西浦米五十俵、以両所之御寄進之内調之、

o r年中行事 臨時礼箕JW厳島道芝記~ (25)元禄十五年 (1702)

(六月十七日)

瀦舷経 申の魁に右の御ふねを大鳥居の正面より乗出す。社家各・供僧六人、装束は

なやかにし、水主拾四人、支議・稼・烏帽子にて、存食尤巌量也。大宮大鳥居

正面にて、管絃を初む。

船管絃大宮大鳥居にて、管絃はじまり。それより外宮に押わたり鳥居の内へ御船を

入、酉の魁より管絃はじまる。乱声其外楽さまざま、供僧品企をひく。其後御舟

厳嶋へもどす。渡り単にて柴なす。是を遂単の普業と云ならハせり。御ふねいつ

くしま長演の鳥居の沖にて、楽をなす。供僧加陀をひく。それより其ま〉楽にて

大鳥居の内まで漕入、亥の魁なり。ミな月上旬より諸方の商人もあつまり、十五

日より苛又として、人の群集移し。別て今夜の御管絃を奔まんと願ひて、遠方近

国・貴賎男女袖を荘りて渡海す。管絃の御舟のあとさき、左右に官り、地御前よ

り前岳ひ、大鳥居の御池まで来るもあり。或ハ鳥居の洲の両脇、又廻廊の上に待

もあり。御池にハ大船小船進藤という事をしらず。御船廻廊の筈莞にて楽しパら

くあり、加陀をひく。又客人宮の正面にて、楽数々あり。大平楽を奏すると御舟

を三返廻し、御池を出て、大元へ漕ゆく。楽と加陀かハるガハる主面なし。大元

鳥居のまへにて、楽長演のごとし。夜半にして終る。大元におゐて社家・供僧・

役人雑倒。

o r祭iii日祈祷法楽雑行事JW芸藩通志』巻十四 文政八年(1825)(26) 
船管絃(抜粋)

同十七夜、これを行ふ。十四日、洞官・僧徒等、同く棚守の家に、曾し、座主・供僧、

伽陀を唱へ、伶官、楽を調し、凡祭事の用を排す。これを、管絃講と称す。十六日、

神前、御池にて、管絃の船を蟻ふ。三師をならべ、座を連ね、竹にて、かきを結ひ、

やかたを造り、さまざまの、綜花、燈籍をかく。これを、御船組と称す。(中略) 十

七日申刻、大鳥居の前より、船を出す。上卿巳下、諸洞官、座主・供僧、各盛服をな

し、水主拾四人、素抱、烏帽子を着し、船を刺す。これを、御船うけと称す。伶官ハ、

楽を奏し、僧ハ伽陀を唱ふ。それより地御前のかたに、漕行き、失語浩の遺にて、燈

を畢ぐ。(中略) 楽高L聾を吹て、外宮、鳥居の前に至り、奏楽三曲、伽陀二唱の後、
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船を廻らし、中流にて、奏楽讃経遂に、長演、恵美須社の前に至り、又奏楽す。潮に

随ふて、船を大鳥居の中に入る。又宙L聾を奏す。舌さき至て又奏楽二曲伽陀二唱。客

人宮の前にて、奏楽三曲伽陀二唱し、神船を、廻すこと、三匝にして、大元浦にゆき、

奏楽一曲、伽陀ー唱。おハりて神船を御池に踊す。前夜慶島府下、及ひ浦々より、舟

船敷百般を出し、この祭儀に曾し、神船に随ふ。これを、御供船と称す。(以下略)

即ち、これらの典拠から、既に室町時代から十七日夜の船管絃に社家各々と供僧六人が

出仕し、管絃と読経があり、経費は吉田小山村の社領米で賄っていたことが分かる。桃山

時代にもほぼ同様の船管絃があり、吉田小山村と西浦の両所から寄進米が調達されている。

江戸時代には、ここに挙げたもののほか『芸州厳島図会』にも内容的にはほぼ同様なこと

が記され、『芸藩通志』の省略した部分も合わせてみるとおよそ次のようになる。

船管絃に先立つ旧暦六月十四日には、洞官・僧徒などが棚守家へ集合し、座主・供僧は品長

(仏の功徳を讃える語句)(27)を唱え、伶官(洞官の楽人)が管絃を楽奏する管絃講がある。

十六日には街温(社殿と大鳥居の間の海)と呼ばれる客人宮前の海上で、三般の舟を並べ

て座を連ね、竹で官官を結ひ践を造り、花などをさまざまに飾り、提灯を釣す「御舟組j

が行われる。この「御舟Jとか「神船」と呼ばれた管絃船は、寛永年間(1624-1644)に

安芸郡倉橋島の本浦善右衛門が初めて新造の船を奉献して以来、その子孫が毎年奉献して

いる。

さて、十七日の当日は申の魁(午後四時)r御船うけj と称し、大鳥居の正面から出る

管絃船に上卿・諸洞官(社家)、座主・供僧六人が、各々盛装して伺候し、鳥椙宇に素抱・

袴姿の永圭十四人が立居振舞も重々しく船に替をさすのである。そこでいよいよ管絃が始

まり、楽人は楽を奏し、供僧は伽陀を唱える。それより船は地御前の方へ漕ぎ行き、失語石

の辺りでと鐘びを付け、外宮の鳥居の内へ入って酉の剤(午後六時)より管絃を奏し、伽陀

を唱える。その後、船を廻して厳島へ渡る途中で奏楽と読経があり、長浜の沖に至り長浜

恵美須社の前で奏楽の後、潮に乗って大鳥居の内まで漕ぎ入ると、時刻は大体亥の魁(午

後十時)になる。そこで乱声(複数の龍笛と太鼓、鉦鼓で奏される無定拍節の楽曲)を奏

し、筈莞で奏楽と読経をし、客人宮前で奏楽と読経をしながら船を三回廻し、その後大元

浦に行き、奏楽と読経の後、船が再び御池に帰り、船管絃が終るのは夜半である。

ところで、船管絃は元禄の頃には遠国近隣から大勢の人が集まる盛大な夏の祭礼であっ

たようである。六月上旬から諸方の商人が集まり、十五日には厳島に町入し、移しい群集
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が来島したという。また船管絃を拝もうと、舟で遠方近国から身分を間わず老若男女が着

訪ってやって来、管絃船の周囲に群がり、地御前から付き添って客人宮前の御池には大船

小船が幾般ともわからない程であった。『芸藩通志』は、前夜広島城下や浦々から出て管絃

の船に随ふ数百般の船を、「御供船Jと称している。御供船は綾、羅、錦、刺繍などさまざ

まな械を立て、幕を張って集まり、夜ともなれば数万の灯が海上を照す、と記している。

『芸州厳島図会』は船管絃の夜、大鳥居内外に参集した彩しい船と管絃船を描いた「同夜

海上光景J(図 94)を載せ、船管絃がいかに盛大で御供船が壮観であるか、を次のように

記している (2S)。

この設席予より街棋訟とて育長緩をいだし、御船の存議lこl宙ひて進退す。箕濯zひ

は雀だ荘〈省にして、害論肇績の益すへきにあらず。およそ三潟産諺.結崖諺を作り、金

銀をちりパめ操宝を欝り、官の主義.緩の京語、経索京宝にひ議へり、経器技飴lこf京

ふ。詑しも宍芳の薯き蓋なから、 3Z鼠お擦ろに菜6て首父貰をおぼえず。鼓ノJA需品lこ官
おろし、或ノ、粛に詰さして、謀議を鼻覚せんとするもの、議主うに究論して踊金箱E量

けり。官に議、昔、の尖装雪在の勝善なり。

即ち、百般余りの御供船が管絃船に随い、その粧は筆舌に尽し難いほど壮観である。二

階建てや船尾の屋形を作り金銀珠玉で儲って、錦や綾の幕を翻し提灯の火が海上に漂う、

という様であった。明神信仰にエネルギーを発散する人びとに幕府の者修禁止も及ばず、

江戸時代の船管絃は年々華美盛大になって行ったのであるう。上記の文に続き『芸州厳島

図会』は、「六月十六夜広島本川口の図Jr御供船川口を出る図J(図 95)を載せている。

十七日夜の船管絃の祭典を拝もうとする者は、前夜から広島城下の町ごとに出す舟で京橋

川・本安川・猿猿川・平田屋川・本川に集い、厳島へ渡る倣いであったという。屋形を組

み幡を立て幕を張り飾り立てた数多くの舟が川を埋め、それらに乗り込んだ彩しい人の姿

が描かれている。『芸州厳島図会』にもいうように、船管絃は暑い最中の旧暦六月、万人が

海上の涼風に暑さを忘れ、神仏人が共に楽しむ西海の笑芸りであった。数多い祭礼の中で

も海上に造られた厳島神社に最も相応しい祭礼と言える。それ故に平安時代の末以来、永

く伝承されて今日まで、多くの人びとが支え守って来たと思われる。

(二)祭礼次第と管絃
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江戸時代に盛況を極めた船管絃は、明治初年の神仏分離によって内容を変えた。本地堂

に安置されていた観世音菩薩像は大聖院に遷され、供僧による伽陀が無くなり、一般に「管

絃祭j と呼ばれるようになった。もう一つ大きな変革は、明治十五年の管絃祭から、祭神

が管絃船とともに海を渡る「海上渡御の形式jが取られるようになったことである。祭神

の御分霊を遷した街論議を船の滞に据えた御座船が、地御前神社、長浜神社、大元神社を

廻り、神霊が管絃船で神幸するという形式になった。これによって祭神のために船上で管

絃が奏される祭礼を人びとが拝観することから、御鳳輩を乗せて管絃を奏する船を拝礼す

ることになった (29)。現在の管絃祭がどのような順序で執行されるかを次に記す。管絃祭

の祭礼次第については、既に大要を述べているので、ここでは祭礼における管絃に主眼を

置いて述べる。

1.市立祭(旧暦六月五日)

江戸時代より夏最大の祭礼、船管絃の始まりを告げたのが旧暦六月五日の市立祭であっ

た。現在も変ることなく管絃祭の前哨として市立祭は執行され、午前九時の祭典後、引き

続き舞楽「振鉾三節・万歳楽・延喜楽・陵王・納曽利Jと「長慶子jの奏楽がある。昭和

二十年頃まで、この日から管絃祭の威儀を整える飾付けをし、準備を始めるのが古例であ

ったが、現在は十一日の御洲掘の前日から始められる。

2.命説鼠(旧暦六月十一日)

大鳥居より内の海(針通と呼ばれる)の土砂を取り除き、管絃船の通り道を整備する。

この作業に当ったのは古来、己斐村(現・広島市)から大竹村(現・大竹市)までの主と

して沿海町村の農民で、鋤、鍬などの道具を持参して奉仕した。御洲掘を終えた人びとは

神社から榊の小枝と神札を授与され、榊は田の鮮に立てると害虫除になると信じられてい

た。しかし、現在は広島市西区草津町から大竹市小方町に至る沿岸の各町内の人びとが出

て奉仕している。

3.御船組(旧暦六月十五日)

管絃船の小舟三般は、前述のとおり『芸藩通志』によれば、宝永四年(1707)頃から大

正時代頃まで、安芸郡倉橋島から寄進奉仕されていたが (30)、年々和船の新造が少なくな

るなど寄進が困難になった。このため昭和三十七年から神社が御座船用の和船を新造し、
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倉橋島の町民に保管を依頼、十四日までに倉橋島から曳航され、御池に繋留される。御船

組の当日は午前九時頃から、御用大工を棟梁として町内の大工などが社頭に集合、作業を

ねだ

始める。三隻の和船に根太を渡して床を張り、高欄を取付け、中央に屋形を組んで屋根を

上げる。屋形に幕を張り、畳八畳を敷き、品議(御簾の上部を覆うように張った幕・額隠

し)を掛け提灯を釣るす。滞(船首)に鳳輩台を据え素補を立て、毎を飾る鐘(船尾)

には五色の慢幕を垂れ、船の両脇腹には水幕(荒浪文様の幕)を張り、舶の左右に嘗呆用

の鉄製簡を釣るす。後部五色の慢幕の上高く四援の提灯を立て、管絃船の組み立てと飾り

つけが終わるのは正午頃である。午後は大鳥居の管絃船通路に:昔、符(神事のとき、清める

場所に立てる葉のついた青竹)に在主縄を張り、御鳳輩に弓・矢・楯・矛・旗・幡などを

飾り付けするほか、廻廊に釣灯簡や提灯を釣る。

4.試乗式(旧暦六月十六日)

管絃祭の前日、船組みは堅固か、船が支障なく大鳥居を通過するかを見るため「乗初めJ

の式がある。日没とともに管絃船の提灯や警摘に火が点ぜられ、管絃船が上げ潮に浮く頃、

白衣に威儀を正した宮司以下神職が乗船する。それより早く午前中に呉市阿賀町からやっ

て来た漕船二隻が大鳥居を通って管絃船の左右に着船待機している。管絃船に漕船が奉仕

するようになったのは元禄十四年(1701)以降のことである。この年の夏、管絃船が地御

前神社から長浜神社へ渡る途中、暴風雨に遭い、危うく遭難するところであった。この時、

設援に当ったのが阿賀村(現・呉市阿賀町)の鯛網船と江波村(現・広島市江波町)の法長

話(荷物を運ぶ小舟)で、以来両村から漕船を出し奉仕することになったといわれる ω。

阿賀の漕船は f御用船J(あるいは「厳島御用J) と記した社紋のある高張提灯を高く上

げ、背中に「阿賀Jの字を染め抜いた法被姿の水主や「菜議j と称し舶で采を振る者、紋

付羽織姿の役員が乗り込んでいる。一隻は管絃船の水先案内を勤め、一隻は太鼓と采振り

に掛け戸と櫓拍子を合わせ、管絃船を曳航して大鳥居沖へ向う。大鳥居を通過し沖合いに

さんそう

出た管絃船は漕船によって三匝する(左廻りに三度廻る)。この時、神仏分離以前は奏楽が

あり、伽陀が唱えられたという。

5.管絃祭(旧暦六月十七日)

当日の午前、満潮時に管絃船は阿賀町の漕船に曳かれ大鳥居沖に出て停泊、待機する。

この頃、客神社誠殿と廻廊に固まれた「祈形jの海で、江波町の漕船が采を振り太鼓を打
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ち未量り歌 ω を歌いながら左廻りに三度廻る。当日の祭礼と奏される管絃を順追って記

す。

(1)出御祭(発輩祭)

午後四時、宮司以下神職が本社に参進、所定の座に着く。祭典(小祭式による修誠・

献鰻・祝詞奏上・玉串奉箕・撤懐)が執り行われ、献慢と撤慢の時、夏の管絃「海青

楽Jが奏楽される。次いで御鳳輩が首中(白布の狩衣)を着た阿賀町の漕船奉仕者に

よって拝殿へ、さらに神職によって本殿へ運ばれ、御分霊移御(遷御)の儀の後、運

び出される。拝殿から御鳳輩は再び阿賀町の水主(漕手)の奉仕によって、火焼前か

ら干潟に降り、大鳥居を通って管絃船まで運ばれる。

(2)大鳥居前の儀と管絃

御鳳輩を御座船に安置し、宮司以下一同が乗船すると祭典があり、献僕・撤慢の問、

奏楽(夏の管絃)がある。『御座船着座の図Jに示すとおり、御座船の中は紬に安置さ

れた御鳳筆と祝詞座が在り、奉仕する神職が控える。管絃は屋形の中で奏され、舶に

向って左に和琴、笠、鞠鼓、太鼓の楽人が、向って右に琵琶、寧、事築、龍笛の楽人

が、向かい合って座している。

御座船着座の図

目|槻輩|
ロ
雪洞

陪乗者

楽人
O o 00 00 
琵琶宰草案龍笛
口 口
雪洞
口 口

和琴笠鞠鼓太鼓
o 00 0 O 
楽人

陪乗者

祭典に続いて(~請書最j があり「万歳楽J の管絃奏楽がある。管絃が終ると管

絃船は江波町漕船によって左廻りに三度廻り、江波町漕船を真中に阿賀町漕船が左右
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に並び、三隻が管絃船を曳航して地御前に向う。現在はその後を能美島高田の「御供船J

が従う。御供船はもともと、元禄の海難道遇の後、当社棚守が城下紙屋町の釣灯寵屋

市兵衛に品単(雨合羽)を注文、正徳元年(1711)から、釣灯龍屋が「雨具御用船J

を出して御供をしたのが始まりと伝える (33)。

(3)火建岩沖の停泊と地御前神社沖の奏楽

大鳥居前を発した管絃船はおよそ一時間で地御前の火建岩沖に着く。ここで管絃船

と阿賀町漕船は碇を下し、一同夕食を摂り、日没とともに警端、追うff、官火などに
点火する。この間江波町漕船は地御前神社に先行、参拝、神慮を慰める踊りがある。

次いで、管絃船は地御前の人びとが出す迎えの船の水先案内によって「新楽乱声Jを

奏しながら進み、神社前の「玉の御池Jに入る。

(4)地御前神社前の祭典と管絃

午後七時半頃に管絃船が地御前神社前に着岸停船すると、大鳥居前の儀と同じ祭典

がある。祭典後、管絃「三台塩急Jr五常楽急Jr陪臆Jの奏楽がある。「陪臆Jの奏楽

中、管絃船は江波町漕船によって三度左廻りに廻る。次いで管絃船は再び三般の漕船

に曳かれて長浜へ向かう。宮島と地御前の中間あたりで管絃「鶏徳Jが奏される。『厳

島道芝記』にはこれを「途中の音楽と云ならハせり。j と記している。

(5)長浜神社前の管絃

午後九時頃、管絃船は長浜神社の鳥居の前に到着、大鳥居前の儀と同じ祭典があり、

引き続き管絃 f越天楽jが奏楽される。『越天楽jが終ると管絃船は江波町漕船によっ

て三度左廻りに廻る。ここから管絃船を曳くのは江波町漕船で、阿賀町漕船二隻は地

御前からの水先船とともに管絃船の水先案内を勤め、大元神社へ向う。

(6)大元神社前の管絃

管絃船は大元神社近くに着岸し、大鳥居前の儀と閉じ祭典があった後、管絃「老君

子Jの奏楽がある。楽が終ると管絃船は江波町漕船により三度左廻りに廻る。次に管

絃船は本社に向い、西松原地先から大鳥居沖まで「新楽乱声Jを奏する。次いで管絃

船は大鳥居を通過し、火焼前に着船する。

(7 )本社前の儀と管絃
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管絃船は大鳥居沖から大鳥居を通過し、午後十時頃火焼前に着船し、直に閉じ祭典

がある。次いで管絃『早甘州Jと「抜頭Jが奏楽される。

(8)客人社前の儀と管絃

管絃船は火焼前から客人社前へ水主の水樟で進められ、誠殿正面に滞を向けて着

くと同じ祭典があり、管絃『林歌jが奏楽される。また管絃の伴奏で歌曲、催馬楽「伊

勢之海jが朗詠される。これは他所の謡い方と違う厳島独特のものである。その後管

絃船は耕形(客人社誠殿と廻廊で固まれた所)へ入り、管絃『合歓塩jが奏され、そ

の問、水梓で左に三度廻る。終ると火焼前に戻る。

(9)還御の儀と管絃

管絃船が火焼前に着くと楽人が本社拝殿で「新楽乱声Jを奏楽する中、御鳳輩は阿

賀町漕船奉仕者に茎官され(担がれ)て拝殿まで入り、それより宮司以下神職によっ

て本殿深く入り、還御の儀があって管絃祭は終了する。午後四時に始まった管絃祭は、

概ね午前零時前に終了する。

以上、現在の管絃祭では十一曲の管絃の曲と歌曲・催馬楽が楽奏される。これを「厳島

野坂文書j に見える室町時代後期の船管絃で奏された管絃十曲と比べると、この内「越殿

楽Jr甘州Jr五常楽Jr鶏徳Jの四曲が同じである。江戸時代の船管絃で奏された管絃の曲

名は記録されていない。しかし、『芸藩通志』に船管絃の奏楽が、大鳥居の前で一曲(僧は

伽陀ー唱)、外宮の鳥居の前で三曲(伽陀二唱)、中流でー曲(読経ー唱)、長浜恵美須社の

前でー曲、火焼前で二曲(伽陀二唱)、客人宮の前で三曲(伽陀二唱)、大元浦で一曲(伽

陀ー唱)とあり、十二曲の奏楽があったことが分かる。これは現在の曲数とあまり違って

いない。以下、「管絃祭の祭礼・場と管絃内容jに現在の祭礼次第と管絃の曲をまとめ、楽

曲の解説を記す。なお、四季の祭典奏楽と同曲については重複するが同じ内容を記しO印

をする。
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管絃祭の祭礼・場と管絃内容

No. 祭礼・場 管絃 内容

唐楽、黄鐘調、中曲、古楽。海仙(山)楽・清和楽

ともいう。舞はなく、仁明天皇(在位844ー850)が

0海青楽
神泉苑に行幸の時、龍頭鋪首の舟が中島を一周する

問に大戸清上(笛)と尿(はり)麿(まろ) (筆集)が

1 出御祭
作曲 (W南宮横笛講~)。以後、船楽の曲になったと
いわれる。

唐楽、黄鐘調、小曲、古楽。承和元年 (834)に仁

O拾翠楽
明天皇即位式のため笛師大戸清上が作曲したとい

われるが、一説に源頼能が作曲、尾張浜主が舞を作

ったともいう。序と破の曲と舞は絶えた。

2 大鳥居前の儀 (平調音取) (平調で音あわせをする)

複数の龍笛と太鼓、鉦鼓で奏される無定拍節の楽

3 火建岩沖 0新楽乱声 曲。初め龍笛の主奏者が独奏し、順次他の龍笛や楽

器が加わる。

唐楽、平調、急、中曲、新楽。天寿楽ともいう。唐

0三台塩急 の則天武后(在位690ー704)の作。犬上是成がわが
国に伝えた。もと舞人四人の舞があったが絶えた。

唐楽、平調、中曲、新楽。礼義楽などともいう。舞

がある。唐の太宗(在位627-649)の作。仁・義・

五常楽急 礼・智・信の人が行うべき道・五常を玉音にあては

めて作曲、玉音の和をよく備え、序・破・急が整っ

4 地御前神社前 た三楽章から成る。

唐楽、平調、中曲、古楽。陪腫破陣楽ともいう。出

障の時、戦勝を祈願して奏楽したといい、林邑八楽

の一つ。舞がある。インド(天廿)の斑朗徳の作と

陪臆 いう。婆羅門僧正と南ベトナム(林邑)の僧・仏哲

が天平八年 (736)にわが国に伝え、大安寺で四天

王寺の楽人に教えた。二拍子と四拍子を繰り返す

「只拍子Jの閥達なリズムが特徴である。

5 
地御前神社と

鶏徳
唐楽、平調、小曲、新楽。慶徳とも書く。舞はない。

長浜神社の間 五つの徳を持つ鶏を称えた曲という。

唐楽、平調、小曲、新楽。越天楽とも書く。平調と

0越殿楽
平調から移調された盤渉調、黄鐘調の三調子にある

6 長浜神社前 が、平調の曲が最もよく知られる。馴染み易い旋律
(越天楽)

が黒田節や讃美歌などに取り入れられ、雅楽中最も

ポピュラーな曲である。

唐楽、平調、小曲、新楽。舞はなく、唐では男子誕

7 大元神社前 0老君子 生の時演奏された。わが国では天皇六十歳の御賀宴

の退出時に演奏された。

大元神社より
複数の龍笛と太鼓、鉦鼓で奏される無定拍節の楽

8 0新楽乱声 曲。初め龍笛の主奏者が独奏し、順次、他の龍笛や
大鳥居沖

楽器が加わる。
」ー
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甘州
唐楽、平調、準大曲、新楽。甘州楽などともいう。

舞がある。唐の玄宗皇帝の作ともいう。
9 本社前

唐楽、平調、小曲、古楽。髪頭とも書く。林邑八楽
抜頭

のひとつ。舞がある。

林歌
唐楽、平調、小曲、新楽。高麗楽に同名の曲がある。

臨河とも書く。唐楽には舞がない。

10 客人社前
地方の民謡などの風俗歌が、唐楽の管絃の楽器、

(催馬楽) 笠・事業・龍笛・琵琶・寧、および和琴の伴奏で歌

「伊勢之海j われる。歌詞の内容は伊勢の美しい海岸で海藻を摘

もう、貝を拾おう、玉(真珠)を拾おうというもの。

11 祈形 合歓塩
唐楽、太食調、中曲、新楽。舞楽「太平楽jの急に

用いる。

押田良久『雅楽鑑賞』ほか参照。

6.居管絃祭

陰暦には酋う買があり、それが偶々六月によると、「十七夜Jが二度あることになる。そ

の年は船管絃と別に閏月の六月十七日に「居管絃祭Jが行われる。『居管絃祭j とは「居な

がらの管絃祭j という意で、高舞台を管絃船に見たて同じような飾り付けをする。即ち、

高舞台に三隻の船の舶形を取り付け、屋形を組み、鐘幕を張り旗水幕、提灯などを飾る。

また屋形と詰補の聞に十二ヵ月の造花を飾る。十二ヵ月の造花は、松(一月)、梅(二月)、

桜(三月)、山吹(四月)、花菖蒲(五月)、若竹(六月)、萩(七月)、朝顔(八月)、桔梗

(九月)、菊(十月)、紅葉(十一月)、水仙(十二月)である。これは明治初年まで座主や

会いか

供僧が同乗していた時、唐破風造りの管絃船の屋形に綜花(造花)を飾っていた名残りで

ある。御鳳輩がなく十二ヵ月の造花を飾った高舞台は、明治初年以前の管絃船を街梯とさ

せるものである。廻廊や平舞台にも釣燈籍や提灯を釣し、火焼前の海中に聾火が設えられ

.る。

さて当日は夜に入って、本社で居管絃祭の小祭式による祭典があり、引き続き高舞台で

管絃が奏される。曲は管絃祭の時、船上で奏楽されるものと同様で、一曲毎に聞を置き全

曲を奏し終える (34)。

結語

日本古来の歌舞音楽と外来の楽舞を源流として、平安時代の王朝文化の中で大成した芸

能「雅楽j は、中世にかけ社寺の法会や祭礼と密接に結びついて各地へ伝播して行った。
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平安時代の末、厳島神社へ雅楽(中でも舞楽と管絃)をもたらしたのは、都で王朝文化の

中枢に在った平清盛と平家一円である。平家一円の中には雅楽を噌み、管絃に堪能な者が

多くあったと思われる。安元二年 (1176)に清盛が、都と同様の盛大な法要・千僧供養会

を執り行った時のことを記した「伊都岐嶋千僧供養日記Jには、す詫(す遺茨・ー鼓)、

会蔀誌(安部国正・筆集)、中蹟詫(中原有安・和琴)など京都の楽人の名が見える (35)。

その後、舞楽と同様に戦乱の世には衰退の危機もあったと思われる。しかし、厳島神社は

天王寺舞楽との関係を深め、『房顕覚書』に「天王寺務人蔦坊、岡兵部少輔父、薗式部、

東儀因幡守、錨々下向アリJ(36)とあり、天王寺の楽人が再々来島し、管絃の伝授指導を

している。

清盛の時代に、管絃は当社の祭礼と深く結び、当時の雅な王朝文化を今に伝えている。

[註]

第九章

1 雅楽は、大別すると次の三つになる。

(1)わが国に古くから伝わる楽舞 ①神楽歌②東遊③大和歌④久米歌⑤笑薮@詩歌

(2)外来の音楽①唐楽(中国・天竺(インド)・株芭(南ベトナム))②高麗楽(朝鮮・勘海)

(3)平安時代に出来た歌謡 ①催馬楽②朗詠

雅楽の歴史は、文武天皇の大宝元年 (701)に制定された大宝令の二官八省のうち、太政

官の治部省の中に『雅楽寮jが置かれ、教習保存が図られたのに始まる。「雅楽寮Jには、

以下のとおり総勢約四百名が所属していた。

①和楽二百五十四人(最前・歌人・歌女・舜由.舜宝・笛師・笛生・笛工)

②唐楽七十二人(唐楽師・唐楽生)

③三韓楽七十二人(高麗楽師・高麗楽生・百済楽師・百済楽生・新羅楽師・新羅楽生)

④伎楽(伎楽師・伎楽生・腰鼓師・腰鼓生)

そのほか、維業蹟・雅楽助など七人。

2 大宝元年 (701)に設置された雅楽寮は、天暦二十年 (948)頃、巣市と呼ばれるように

なった。京都御所に仕える京方楽所、春日大社・輿福寺などに属した南都楽所、四天王

寺に奉住した天王寺楽所を三方楽所という。明治三年(1870)に、三方楽所の楽人は宮

内省雅楽局に集められ、現在は宮内庁式部職楽部が雅楽を継承している。
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3 三管『室Jは、十七本の細竹を把ねた楽器。

「筆集Jは、九つの指穴がある長さ約二十四センチの竹製の縦笛で、雅楽の主旋律

を担う楽器。

f龍笛Jは、七つの指穴がある全長約四十センチの竹製で、種(桜の皮を紐状にし

たもの)や藤を巻き漆で固めた楽器。

二絃「挙Jは、桐材、十三絃で「在Jを絃の下にはめ右手親指・人差し指・中指に爪をは

め演奏する。

「琵琶Jは、四絃四柱の茄子形木製、全長約百六センチの楽器で、しゃもじ型の援で

弾く。なお「寧Jは近世以降「琴j と通称される。

三鼓「鞠鼓Jは、長さ三十センチ、直径十五センチの桜の木の胴を直径二十三センチの

鉄の輪で挟み、革紐で締めたもので、専用の台に載せ、左右二本の梓で打つ

(掻くという)。

『太鼓J(楽太鼓)は、「釣太鼓Jともいい、直径約五十五センチ、厚さ約十五~二

十センチの皮の太鼓を四つ足の円形台の枠に吊し、左の梓(歯)と右の梓(旨)

で打つ。なお別に舞楽専用の大太鼓がある。

「鉦鼓Jは、直径約十五センチの盤(金属板)を四本足の付いた木枠から釣るした

もので「釣鉦鼓Jといい、二本一対の木の梓で打つ(治るという)。なお別

に舞楽用の突鉦鼓がある。

4 和琴は日本固有の楽器で、弥生時代後期の頃からあったとされ、御神楽、久米舞、東遊

などに用いられる。桐製、六絃、長さ約百九十センチ、幅十八センチ、厚さ約四センチ。

「挙Jと「和勢Jの違いは次のとおりである。

『等J 十三絃、形状は長方形、左方の余り糸を束ねた尾部が少し細い。右手三本

の指にはめた爪(煤竹に鹿など動物の皮を巻いたもの)で弾く。絃に立て

て調絃する「在jは、唐木(紫壇)で上部は象牙で出来ている。

『和琴j 六絃、形状は長方形、五箇所切れ込みのある左方の尾部が少し広め。主主託と

いう篭甲製のピックを右手に持って弾く。「柱Jは二股の楓の枝を皮っきの

まま使用する。

5 天皇・上皇・公卿等が集まって管絃の遊びをしたイ御遊jの早い例は、『茜官主』巻ーの

延喜八年 (908)の記事、「本殿において、御遊あり j とされる。管絃は、十世紀に年中

行事・通過儀礼などで、恒常的に奏されるようになって行った。
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6 r源氏物語絵巻j第五帖 f若紫J三(天理大学図書館蔵、鎌倉時代)には、桜花の下で

等を弾く光源氏、横笛を吹く頭中将や、笠・箪葉を奏する人物が描かれている。「住吉物

語絵巻J断簡(東京国立博物館蔵、鎌倉時代)には、今日の管絃の楽器と閉じ、笠・草

案・横笛・寧・琵琶・太鼓・鞠鼓・鉦鼓を合奏する平安貴族の姿が表されている。「紫式

部日記絵詞J第五段(藤田美術館蔵、鎌倉時代)には、池に浮かべた龍頭と鵠皆の二般

の舟で奏される管絃と、それを観る藤原道長が描かれている。

7 第一章厳島神社の舞楽、第二節平家時代の舞楽、「伊都岐嶋千僧供養日記Jに見る舞楽、

に楽人名を連記している。

8 神社本庁からの通達による。

9 当社の年間祭礼のうち、神衣献上式(一月一日)、推古天皇祭遥拝式(五月十八日)、七

浦神社祭(三月と九月の上旬)などでは奏楽はない。その他十八ある摂末社の祭礼のう

ち、奏楽があるのは大元神社百手祭(一月二十日)、地御前神社祭(旧暦五月五日)、豊

田神社祭(九月十八日)、三翁神社祭(十月二十三日)の四祭で、他はない。

10 現在、唐楽の楽曲は、六調子に分類され、六調子はさらに目と律に分けられる。呂は長

調に近く、壱越調・双調・太食調である。律は短調に近い旋律で平調・黄鐘調・盤渉調

である。なお現行の管絃の曲は、壱越調(賀殿急・承和楽・酒胡子など)十四曲、平調

(五常楽・甘州・万歳楽など)十九曲、双調(武徳楽・春庭楽・陵王など)十四曲、黄

鐘調(桃李花・央官楽・青海波など)十二曲、盤渉調(輪台・千秋楽・採桑老など)十

曲、太食調(打球楽・抜頭・長慶子など)十二曲、および大曲(春鴛樽・皇軍・万秋楽・

蘇香合)の四曲、計八十五曲。その他各調音取・調子がある。

11 醍醐天皇の皇孫、克明親王の第一皇子。従三位であったので博雅三位の名で知られ、琵

琶、等、笛、筆集などの名手であったといわれる。

12 古楽と新楽は唐楽(中国系楽舞)における楽曲分類の一つ。その区別に三つの説がある。

①日本への伝来時期の新旧による区別

②中国での楽曲成立時の遣いによる区別(初唐以前を古楽、中唐以後を新楽とする)

@唐楽そのままか、日本で改作されたかによる区別(平安初期までに伝わった唐楽を

古楽、日本風にアレンジしたものを新楽という)

実際の大きな違いは、古楽は壱鼓を用い、新楽は掲鼓を用いるところ。しかし現在、古

楽でも掲鼓を代用することが多く、その場合、壱鼓掻(古楽掻)といい右梓のみ用いる。

13 その他、『雅楽~ (別冊太陽)平凡社、 2004、吉川英史監修『邦楽百科辞典』音楽之友社、
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1984などを参照。

14 r秘宝厳島』の f平家納経J願文、 343頁参照。

15 立正大学兜木正亨教授の釈読 f清盛願文 f平家納経JJを参照。

16 村上源氏顕房流の末葉に生まれた源顕兼 (1160ー 1215)によって編まれた説話集。六巻。

建暦二年(1212)頃成立。第五巻の神社仏寺 (33)に『平清盛、奥院の弘法大師の命によ

り厳島奉仕の事、亙女託宣の事Jにある。 (r古事談 続古事談』新日本古典文学大系 41、
岩波書庖、 2005)

17 r宮島町史』資料編・地誌紀行 I、345頁。

18 r大塔興廃日記J(r大日本仏教全書』第百二十冊)によれば、清盛は父平忠盛(造国司
播磨守)に代って、久安五年 (1149)から高野山の大塔修造工事に当り、竣工前の久寿二

年 (1155)八月三日から約一ヵ月半、高野山金剛峯寺に滞留している。(松岡久人『安芸

厳島社~ 45頁。)

19 r安芸厳島社~47-48 頁。『厳島信仰事典~ 103頁。『安芸厳島社』によれば、清盛は平治

元年 (1159)十二月平治の乱勃発の時、熊野詣をし、仁安二年 (1167)四月太政大臣の時、

高野山参詣をしたという。

20 野坂元定「厳島神社の神事と芸能Jr厳島民俗資料緊急調査報告書~ 225頁。

21 前掲載「厳島神社の神事と芸能J225頁。

22 夏至後の第三演の日を初伏、第四庚の日を中伏、立秋後の最初の庚の日を末伏といい、ー

年中で最も暑い盛である。

23 r広島県史』古代中世資料編E、1482頁。

24 r広島県史』古代中世資料編皿、 88頁。
25 r厳島道芝記~ ( r宮島町史』資料編・地誌紀行 1)194頁。
26 r芸藩通志~ ( r宮島町史』資料編・地誌 紀行 1)332頁。

27 r~D虎J は党語 gãthãの音写、備に同じ。韻文で仏徳を讃嘆し教理を述べる。仏教の真理

を述べる詩句。

28 r宮島町史』資料編・地誌紀行 I、768頁。
29 前掲載「厳島神社の神事と芸能J226頁。

30 宝永四年(1707)に、倉橋島本浦の善右衛門が始めた船管絃用の和船三隻奉納は、江戸後

期も子孫の浅木森が継承したが、年々経済的負担が大きくなり、大正十二年から、倉橋島

島民有志が組織した厳島管絃船倉橋御用講が引き継いだ。しかし昭和三十七年から神社が
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管絃祭専用の和船を所有し、その保管を倉橋御用講に委嘱することになった。

31 阿賀村の岡野一族の鯛網船と、江波村の古川屋伝蔵が親船(千石船)から下した伝馬船(荷

物を運ぶ、甲板のない小型の舟)が救援に向い、管絃船を曳航、江田島村の田頭一族の者

が提灯の明りで大鳥居の位置を示したので覆没をまぬがれた。

32 祭りなどで多くの人が音頭を取りながら力を合わせる時に歌う歌。木遣り歌には『西国御

舟しるしJr那須の与一Jrゑびやの甚九Jr阿波の海賊Jr伊勢音頭Jなどがある。(r厳
島信仰事典~)

33 御供船はその後、城下の各町が出すようになり、年々装飾を凝らしl難子(祇園ばやし)を

入れるなど、賑やかに美麗になって行き、盛んな時は百五十隻余も参集したといわれる。

34 全曲を奏し終えると、月裕実にかかるのが古くからの慣例であったが、現在は管絃祭の終

了時間と同様、拝観者の使を考慮して早目に終わる。

35 r伊都岐嶋千僧供養日記」には宮廷茨(1090ー1154、この時東遊の歌も担当)、安部国正、

中原有安のほか笑#誌の名が見える。

b~O)民ーもと京都楽人。現在は宮内庁楽部の楽師。神楽歌、舞、管絃を担当。『古事記』

の執筆者安安麻目の子孫・多白桑醤(?-886)を楽祖とする。

会命誌ーもと京都楽人。現在は宮内庁楽部の楽師。神楽、筆集、右舞を家業とする。安

部季政(1099-1164)を楽祖とする。

市原詫ーもと京都楽人。草案、神楽歌を家業とした。現在この家業は絶えている。

笑非民ー(夫持家)南都右方楽人。大神為遠を右舞の祖とする。今は絶えている。

36 r房顕覚書~ 54。

岡氏 ーもと天王寺楽人。龍笛・左舞を家業とし、宮内庁楽部の楽師であったが、昭

和二十一年頃絶えた。

首民 ーもと天王寺楽人。現在宮内庁楽部の楽師。笠と左舞を家業とする。太秦姓、

渡来楽人の子孫。

鮪義民ーもと天王寺楽人。現在宮内庁楽部の楽師。笛と左舞を家業とする。太秦姓、

渡来楽人の子孫。

なお明治初期、雅楽を伝承する実或は、京都楽人はす .~O) ・白非・阿部・東儀(阿部

姓)の五家、南都楽人は辻・窪・久保・芝・上の五家、四天王寺楽人は東儀・林・岡・

薗の四家があった。しかし現在宮内庁楽部に残っているのは、安部・豊・多・上・東

儀の五家のみである。
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第十章失われた芸能

緒言

厳島神社には明治維新と神仏分離によって失われた数々の芸能がある。ここではその代

表的なもので、明治初年まであった神楽、東遊と延年舞を取り挙げる。神楽と東遊は既に

『伊都岐嶋千僧供養日記jに見え、長く当社の祭礼と深く関わって、最も重要な神事芸能

として伝承されて来た。神社制度の変革の中で失われていった厳島神社の神楽と東遊がど

のようなものであったのか、その歴史を辿り内容を明らかにしてみたい。

また、延年舞は平安時代から社家・内侍とともに厳島神社の祭礼行事に大きな役割を果

した供僧の祭、延年祭に舞われた芸能である。明治以後、延年祭は玉取祭と呼ばれ、現在

も管絃祭とともに夏の祭礼として催行されている。名前の変遷だけでなく失われた芸能・

廷年舞を明らかにすることによって、何が変わり、何が伝えられているかを考える。

第一節神楽

(一)御神楽の歴史と内容

神楽は歌舞で行う神事である。鎮魂・招魂の神祭に発し、「精選jを設けて神を迎え、神

とともに「神遊びJをし、神送りをする一連の神事芸能である ω。神楽は神座に由来する

といわれる。現在、一般に神楽といわれるものは、各地の社で行われる民俗的な「里神楽j

である。座女神楽や古くからその地方にあるもの、伊勢神楽や出雲神楽の系統が分布した

ものなど種類は多い (2)。

一方、宮中や宮中と関わりの深い大社で行われる「合結議jがある。厳島神社の神楽は、

社家(神楽男)が「神楽歌Jを奏し、「人長の舞jをする神事芸能であり、民俗芸能の里神

楽とは趣を異にする。それは宮中で行われる f御神楽の儀Jに繋がるものと考える。厳島

神社は延長五年 (927)W延喜式』では、名神大社の社格が与えられており、平安後期には

安芸国一宮として朝廷の一世一度の奉幣があった。また、御神楽と同じ楽器、和琴・太笛・

草案で奏楽され、「人長の舞Jがあることなどから、一般的に大太鼓・笛・翁薮争などで嘱

される民俗的な里神楽ではないことは明らかである ω。
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里神楽は内裏以外の場所、「里jの神楽の意である。人びとの集まる人里で行われるもの

で、古代日本の神話・伝説に通暁した地方の神職によって作られ、各地の社に広がり根付

いた神楽である。その発生・伝来・内容とも御神楽と異なる。

それでは「御神楽Jとはどのようなものであろうか ω。御神楽の起源は『古事記JW日

本書紀』に記された安砦倉戸前における安省安うるとの歌舞にまで遡るといわれる。また、

宮中での御神楽の儀の始まりは、新しい酒を神に献じ、その前で宴をはつて音楽を奏で、

夜を明かしたとある (σ『日本書紀』崇徳天皇八年.1130的)のが、最初とされる。神楽の語は、

大同二年(何80刊7η) の撰になる『古語拾遺~ (神武天皇元年十一月の賓瑳賀ロ藻

神楽の事をイつ宥つる引Jと見られるのが、古い例といわれる。御神楽で奏される神楽歌は、わ

が国で最も古くからある歌や舞を伝えている。大宝令(大宝元・ 701年制定)の神祇官の

中に、神楽歌を司る専門の楽人、神琴生・神笛生が置かれている。嵯峨天皇の弘仁年間 (820

-23)以後は、神祇官のほかに、外来歌舞とは異なる神楽・催馬楽・風俗謡などわが国古

来の歌舞『歯麗議葬Jを司る f笑議前jが造られた。

御神楽は清和天皇の貞観元年 (859)に始まる尖官袋、から宮中の清暑堂前で行われた琴

歌神宴を基に、石清水J(橋智などの民間の神遊びを取り入れて成立、一条天皇の長保四年

(1002)から内侍所(現・賢所)で「内侍所御神楽Jが行われるようになった。「御神楽の

儀jが恒例的におこなわれるようになったのは、白河天皇の承保年間(1074--77) といわ

れる。また神楽歌は清和天皇の貞観年間 (859--78)に選定され、その後、醍醐天皇・一条

天皇の時代にも楽譜や歌調の選定があり、現行の「御神楽の儀jで奏される曲に整理され

たのは、白河天皇の時代といわれる。

現在、恒例の御神楽の儀は、毎年十二月中旬に皇居賢所 ωで行われる。その年新しく

採れた米を捧げて感謝し、五穀豊穣を祈願する「験管慕Jにも神楽歌が奏される。また一

月七日の昭和天皇祭(先帝の祭日)と四月三日の神武天皇祭には皇霊殿の前で御神楽の儀

が執り行われる。

厳島神社の神楽は明治の何時頃まで在ったか不明である。しかし、どのようなものであ

ったのか、現行の宮中の御神楽からおよそ推測することができると考える。次にその次第

を略記し、当社の御神楽を推し量ってみたい。宮中の御神楽の儀は、夕刻、賢所の前庭で

にんじaう

行われる。初めに進行役で神楽人の長である人長の合図によって庭火が灯され、神楽笛、

筆集、和琴の順に楽人が一人ずつ登場する。次いで務拍子を手に持った本拍子(示談の主

唱者・独唱者)と末拍子(菜款の主唱者・独唱者)が呼ばれて「握議j を独唱する。次に
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本拍子とともに待議(神楽歌の助唱者・斉唱者)数人が、法芳.莱労(左右)に分かれて

向い合って座す。次いで角点去伴淫(和琴と本方・末方の独唱)の後、「榊Jをはじめ九種

のものを持って舞う採物の歌川と「韓絹jが歌われ、「早韓神J(偏韓持の後)で人長が

手に議補(榊の枝に白胡粉を塗った藤宮の輪を結びつけたもの)を持って精躍しの振り

を舞う。中段の神遊びでは、民謡風のものやテンポの速い歌(議官.接接・竿議・早歌)

が奏される。後段の神送りでは神楽歌(告4414.縛握手.未治存りと朝倉・其駒)が奏さ

れ、「其駒Jの後半(揚拍子)に「人長の舞J(図 96)が舞われる。人長は馨綾の冠に箸態

を付け、白い抱を着て太刀を侃き榊の枝を持って舞う。古くは近衛の金決が務めたもので

あった。日投とともに始まった御神楽の儀は、古来、夜を徹して行われていたが、今日で

は神楽歌の組曲を全曲演奏するとおよそ六時間を要し、終了は深夜に及ぶという。

以上、御神楽の儀は神降し、神遊び、神送りの三部からなる。更に神降しには崖援の部

(人長式の部ともいう、二曲)と、持ち物を変えて舞う髭坊の部(榊・み揺ら・杖・議・弓・

太刀・鉾・有・葛・韓神、十曲)があり、神遊びには笑前提(七曲)・4、前援(九曲)の
部がある。神送りは星の部・雑歌の部(九曲)から成り、総べて合わせると約四十曲にな

る。

神楽歌は、日本固有の和琴・神楽笛と外来の筆集で伴奏され、本方と末方が向かい合っ

て座り勿拍子を打ちながら歌われる。歌は業較と美談から成り、前述のとおり初めのー句

は各々本拍子と末拍子が独唱し、あとの句を付歌が斉唱する。現行では神楽歌の演奏者は、

人長一人、和琴一人、神楽笛一人、筆集一人と歌い手二十人から成る。全曲の演奏は宮中

の御神楽の儀においてのみであるが、その一部は現在も大きな神社の祭礼などで行われる

ことがある的。

(二)厳島神社の神楽

さて、厳島神社の神楽は何時頃からあり、どのようなものであったのか、廃絶する以前

の神楽の歌曲と舞について知る手懸りは今のところほとんど無い。そこで文献の中に探っ

てみる。厳島神社における神楽の初見は、治承元年 (1177)の「伊都岐嶋千僧供養日記J

であろう。十月十三日、右大将(宗盛・清盛の三男)が臨時祭を催した中に、「又入夜於大

宮舞殿有御神楽、作合之下板敷安居灰横天始勤庭火、人長笛箪和琴知先東遊、云々Jとある。

却ち、十三日の夜に入って大宮舞殿(現・本社誠殿)で御神楽があった。「作合Jは拝殿と

政殿の間の屋根の下をいい、その下の板敷き(現在、通路)の際に灰横(火鉢の一種)を居
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て、拍し(火を灯し)、庭火を勤めたという。 f庭火j は「庭燦j で御神楽を勤め、人長の

舞、神楽笛(宗方)、草案(末国)、和琴(有安)は、先の東遊と同じであると述べている。

これらのことからこの時、神楽が奏されたことが明らかである。宮中の御神楽が恒例化し

た白河天皇の承保年間(1074ー77)からおよそ百年が経っている。神楽を歌い舞う専門の

神楽人もおり、神楽を奏する場(神前)は宮中だけに限らなかったと思われる。

鎌倉時代では将軍家祈祷のために寛喜四年 (1232)から始まった「御戸関節会j で、神

楽が奏されている。同年、注進された「伊都岐嶋社毎年三月十五日御戸関節会式目事J(新

出厳島文書 111)に、試楽、前誠、御幣、御供の後、伝供次第の中に以下のような記述が

ある (8)。

韓

縛神御神楽 八本内侍八人勤之、神楽男一人

舞人十人陪従十三人

東遊同両社勤之 各着小忌

権内侍勤之

里神楽 同両社勤之於美装束

即ち、八人の本内侍と神楽男一人が御神楽の韓神を勤め、J、急、支を着た舞人十人と蕗、Itz
(楽人)十三人による東遊と、長桑装束の権内侍たちによって里神楽が、毎年、客人社と

本社で行われるよう定められた。ここで注目したいのは、この頃既に御神楽に専従する神

楽男がいたこと、御神楽と異なる民俗的な里神楽が併存していることである。権内侍が勤

める里神楽は、座女神楽の系統を引くものと考えるが、経緯、内容などを異にする御神楽

と里神楽が一つの神事で行われているのは、希有の興味深い事例ではなかろうか。

この御戸関節会は式目どおり毎年行われたと思われ、開始五年後の嘉禎三年(1237)三

月二十日には、舞楽装束・楽器類などとともに神楽の舞人・楽人の装束の注文が出されて

いる。既述のとおり「伊都伎島社舞楽装束井楽器等注進状案J(9) Iこ「小忌、装束十具抱袴

紅衣 半管 下襲、同陪従装束十三具、倭琴一張j とあり、神楽関係の小忌装束十具と陪

従装束十三具、和琴ー張の新調が図られている。またこれらの装束は形の知く皆有ると言

っても、古くなって朽ち損じていると記し、相当長い間使用されて来たことを示している。

装束に関しては、嘉元四年(1306)以降の成立と目される「一切経内焼残分目録J(10)にも

小忌装束十具、人長装束一具、陪従装束三具が記され、装束の伝存によって鎌倉時代の御
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=楽の伝承を窺うことができる。

室町時代の「厳島内宮外宮神事年中行事J(厳島野坂文書)には、度々神楽が在ったこと

記されている。以下に抜き書きする。

(一月)三日烈に着

一大本ニテ神楽寄うたひ物在之

一同御供参 さくらおより調之但浮米

一家会ノ乱序

一御神楽はしめ

五日集会乱序

一神楽在之

七日御供参 但田五段地御前ニ在之

一大本社ニテ七種ノ神楽在之

(二月)初申御祭御供参 但周防山代藤谷御社米ニテ調之

和琴内侍
一神楽催馬楽在之 調之

から神内侍

但笛ハふと笛楽頭役也

九月十二日しうらいの御供参但庚池名より調之

一庭火在之

ー和琴在之但笛ふと笛楽頭役

(十一月)初申御祭

即ち、この既述から一月三日を神楽始めとして大元神社で神楽歌が奏され、五日と七日

3宅種の日に神楽が奏されている。二月の初申御祭には、和琴内侍と韓神内侍が神楽と催

弓楽を奏し、笛は芙奮を用い楽頭が勤めている。この時代、神楽の和琴と韓神を専門とす

る内侍、神楽笛を奏する楽頭がいたことが明らかである。太笛は神笛・1右と信ともいわれた
去が国固有の「神楽笛J(ul (図97)で、古来、和琴とともに諸楽器のなかでも貴重なもの

とされ尊重されてきた。九月十二日にも神楽の「庭火Jが奏され、和琴があり、神楽笛を

奈頭が勤めている。十一月は初申御祭としか記されていないが、二月と同様の神楽と催馬

支があったものと考える。

桃山時代の「厳島内外宮社役神事次第J(巻子本厳島文書)には、年中行事そのものの記
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述が少なく、神楽についても以下のとおり僅かである。

此神事司之魁カラ神在之、
(二月)初申御供、政所役

園舞本内八人カラ神うつめ在之、本析足二疋徳分、

ゆ 装束ヲミ衣、両社於神前
(九月)同十二日集栄御供、平良ヨリ参ル、寄合、東遊庭火在之

即ち、二月の初申御祭の神事は寅の刻(午前四時)にあり、神楽「韓神Jが奏された。

国舞を本内侍八人 ω が舞い、韓神・命云為の歌舞があったという。九月十二日の祭礼に

もふ急支(もと大嘗会や新嘗祭などの祭事に奉仕した官人の衣装に由来し、神事に際し厳

重な斎戒のうえ、祭官が着用する狩衣の形状をした白絹や麻の装束)を着た神官が本社・

客人社の神前に集まり、東遊が奏されたという。

江戸時代の『厳島道芝記』の「社家供僧内侍井諸役人神人之名Jには、神楽男玉人の名

前、徳田善三郎、佐伯助三郎、松浦孫四郎、福田八郎兵衛、大島三良右衛門が記されてい

る。他にも八人の本内侍(八璃内侍)の名と二十七名の内侍の名が記され、その中に和琴

内侍、韓神内侍の名がある。社家三方といわれた社家・供僧・内侍に次いで神楽男の名が

見え、当社の神事における役割の重要性を窺わせるものである。また『芸州厳島図会~ (巻

之ー)の「社家供僧内侍社役人職名j にも枠裟勇六員とあり、江戸時代を通じ玉、六名の

神楽男が常時いたことがわかる。

次にア. r年中行事 臨時礼箕JW厳島道芝記』、イ.r祭把祈祷法楽雑行事JW芸藩通志』、

ウ.r祭礼井年中行事祷洞故事JW芸州厳島図会』に見える神楽の記述から、江戸時代の神

楽が何時、年中行事として行われていたかを通覧する。(以下、傍線筆者)

(1)正月元日はf同(午刻)大元太明神に上卿井五人の神楽男出仕、礼拝御供奏る。J(ア)、

r(元日)同官笑芸品l~ 1-1う跡、γに和裟虫、大元社にて智ふ。J(ウ)とあり、元
日の正午に大元神社へ上卿と五人の神楽男が出仕し、祭礼を行っている。また『芸

州厳島図会』には、内侍橋を渡って本社に向う内侍と白いl稼に結を着、冠を被る五

人の神楽男(図 98)が描かれている。図中の説明に「内侍首は、元日より三日ケ

日迄の事にして、主芸術、存.科裟勇その家々に宝首て、神殿lこいたらしめ、供自の

事を最行也。元日に出るを符訴内侍、二日に出るを話器内侍、三ヶ日に出るを街宇

内侍。これを家内侍といふ。界に龍じ記するものを手長内侍といふ。j凶とある。神
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楽男は元日から三日間、内侍迎のため出仕し、元日の正午に大元神社で祭礼を行っ

ている。午

( 2 )正月三日は神楽始である。「三日神楽始大元の神前にて、上卿・神楽男、神楽を奏

主L其後両宮御前にても奏ず。J(ウ)(14)とあり、大元神社と本社・客神社で神楽が

奏された。

(3 )五日の禁裏御祈祷は、室町・桃山時代には天下御祈祷といわれている。「禁裏御祈

祷 ーに、天下御祈祷と称す。同五日寅刻、上卿以下、諸洞官、内侍等、両宮に於

て、これを行ふ。内侍、神楽男、神楽を奏す。J(ウ)(15) とあり、早朝四時に本社・

客神社で神楽が奏された。

(4)七日は「七日、宅者機大元におゐて、社家役人神楽を奏す。J(ア)(同とあり、

七種神楽が大元神社で、社家役人によって奏されている。

(5)十五日は「また会窃f省産とて、布美.蕩笠等ありのJ(ウ)(川とある。
(6)二月の初申祭は、鎮座祭とも山口開祭とも呼ばれ、「二月初の未の夜半 両社御前御

供奉る。韓神あり n 繰あり n 芙替あり。J(ア)とある。また初申の日の夜半に至

って「客人御前におゐて、奉幣代・祝師、補の舞を奏す、国府の社人、にんちゃう

の舞を勤む。又榊葉を詞ふ。大宮御前におゐて榊の舞、にんぢゃう・榊葉、亦同し。J

(ア)(同とあり、初申の前日と当日、客神社・本社で神楽歌が奏され、榊の舞と人

長の舞があった。

(7)五月三日の外宮御祭には「厳島社家不残渡海御供奉りて後、祝師・上卿、榊の舞を

奏すの楽人、にんぢゃうの舞ありのJ(ア)(19)とあり、社家が全員海を渡って地御前

神社へ行き、祭典後、榊の舞が奏され人長の舞が舞われた。

(8)九月十二日の秋来の御供ともいわれた新嘗祭には、新穀を本社・客神社に供え、神

楽や東遊、舞楽があった。 f新嘗供両社御前に新嘗奉る。扶京、の御供とも云ふな

り。大宮御前御簾かLげ奉り、儀式厳重なり。煉和琴太笛東遊乱声振鉾

抜頭還城楽J(ア)(20)、f洞官、内侍、神楽男、仕人配膳、これを行ふ。煉を焼き、

舞楽を奏す。和琴、太笛を用ひ、榊舞・東遊・求子を舞ふ。J(イ)(21) とあり、庭燥

を焚き管絃を奏し、和琴・神楽笛を用いて神楽や東遊が舞われた。本社前で行われ

た厳重な儀式であった。

(9)十一月の百官街の祭ともいわれた初申祭は、二月の初申祭と同様で、前日の初未の

夜、「二月の未の夜におなし。両社御前御供。詮持あり。和琴あり。太笛あり。J(ア)
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とある。また初申日の夜は「同舗虚詰 御しめしと申ノ¥此夜奉幣使代出仕、盟主主

差笠調りて後、大宮御殿、社中の街灯のこらずしめす。J(ア)凶とあり、神楽があ

った。

以上が江戸時代の年中行事の中にある神楽についての記述である。ことに二月と十一月

の山口聞と山口聞といわれた初申祭は、前日の夜半御神楽の韓神が奏され、国府の社人が

人長の舞を勤めた重要な神事であったことがわかる。この初申祭の神事は夜半に行われて

おり、庭火を焚き厳かな御神楽であったと思われる。

ところで神楽が奏されたのは、当社恒例の祭礼の時だけでなく、さまざまな祈願祈祷の

時にも奏されている。早くは鎌倉中期、蒙古襲来(文永・弘安の役、 1274・1281)の時、

幕府は神楽の奉納のための費用として、当社へ十二貫文を送っている。以下に記す正応六

年(1293)三月二十日の関東御教書案(御判物帖45)に従って、五月二日に神楽の奉納が

執行された (23)。

関東御教書案

異国降伏御祈内、安芸国厳嶋社大般若経転読井御神楽用途十二貫事、早速沙汰送社家、

可令執進請取之状、依仰執達知件、

正応六年三月廿日 謹賀専 (在御判)

結寝専 (在御判)

.i請Z当殿

その後は天文九年(1540)十二月に、大内義隆が外宮遷宮に際し、外宮両社へ神楽を奉

納 (24)したほか、元亀元年(1570)二月に毛利元就が雲州多久和城(出雲飯石郡)攻略に

当り、戦勝祈願のため名代を社参させ、御神楽銭四貫八百文を進納している (25)。毛利元

就は正月の「天下御祈祷Jr改年祈念、jのためや「出陣祈念jなどのために度々舞楽を奉納

する一方、祭礼や法会に際して名代を遣わし、しばしば御神楽銭を寄進している刷。ま

た元就に続く隆元・輝元の書状や毛利氏奉行人連署書状 (27)などにも神楽奉納が見える。

戦国時代を生きる武将たちが祭礼に合わせ、特別な祈念を依頼したものと思われる。これ

に続いて興味深いのは、福島時代の慶長十八年五月六日の「厳島社五月分神楽銭請取状j

(巻子本厳島文書51)であろう (28)。
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五月分御神楽銭請取申事

一公用拾武貫文

一公用拾武貫文

一公用拾武貫文

一公用拾武貫文

一公用六貫文

一公用拾武貫文

一公用六貫文

公用合七拾武貫文也

此銀子萱貫四百四拾目

但登貫文ニ付買t拾目ツ、

右、髄ニ請取申候所知件、

慶長拾八年

五月六日

秀頼様

大御所様

将軍様

少将様

(御うへさま
御いぬさま

備後守様

市郎様

即ち、豊臣秀頼、大御所(徳川家康)、将軍(秀忠)、少将(福島正則)、備後守(忠膳)、

市郎(正治)が、五月分の神楽銭として一人十二貫文または六貫文ずつ合計七十二貫文を

公用金で奉納している。慶長十九年(1614)十月の大坂冬の陣、元和元年(1615)四月の

大坂夏の障が起る一、二年前、秀頼・家康・秀忠・正則・忠膳が名を連ね、当社へ等分の

神楽銭を奉納、一時的にしろ和合協調したことを物語り、祭礼芸能の果す役割が大きいこ

とを示していると思われる。

ところで、御神楽の人長の舞を勤める舞人とその楽人である陪従については、鎌倉時代

から継承が見られる。建治三年 (1277)、楽人の統率者である陪従克こ蔀・舞人の長である

人長を、佐伯助広からその子助高へ相伝する譲状があり (29)、以後数百年にわたって、神

楽の人長役を継承する家系を辿ることができる。『安芸員安島社.1(30)によれば、佐伯助広・

助高の子孫、はその後苗字を所と改め、嘉元四年(1306)の頃には所弥三郎助信と称してい

る。助信の後は兵衛尉助清(応安元・ 1368頃)と続き、応永九年(1402)に助清から三郎
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が犬私免田畠を譲り受けている。大内時代の天文十年(1541)以後の神主景教の頃、所左

衛門少志雅祐の名があり、毛利時代の天正末年(1592)頃、所左衛門大夫が人長舞役の給

田を加増されている。陪従兄部と人長を兼職した建治三年から天正末頃 (1277ー 1592)ま

でおよそ三百年、所家に神楽の人長役が継承されており、これは稀な事例といわれる {300

しかし、佐伯助広・助高の祖先が「伊都岐嶋千僧供養日記jの行道会に見える佐伯助貞(左

方引頭神宮)か佐伯助包(右方引頭神官)、また舞人助宗か助成であれば、その家系は更に

遡るでろう。また「祭礼神楽等覚J(厳島野坂文書 1874)に以下のような記述がある (32)。

一神楽之事

是又往古より社侍御座候雨、

太笛社家萱人、和琴和琴内侍、等ニ而相勤申候、
相動申候 相勤申侯

此儀茂別市秘蔵住、往古より家停之外、社中誼茂惇受不仕格式ニ御座候、

右神楽之儀、格式之祭躍御座候市相勤申候、又人長と唱申候舞曲等も御座候、

即ち、神楽のことは往古から社伝が有って、太笛(神楽笛)は社家が一人勤め、和琴は

和琴内侍が勤めるなど各々が相勤め楽曲を秘蔵し、家伝の外は社中でも伝受することはな

い。神楽は格式ある祭礼で行われ、人長の舞や合唱の歌曲などもあるという。この一家一

人一子相伝については、明治二十五年五月六日に書かれた「本社務拍子旧役仮由書J(33) (図

99)にも記されている。これは大内・毛利氏時代から当社の神宮と楽人を勤める飯田家の

後商、飯田篤之助が、当時の浅野哲吉厳島神社宮司に宛てたものである。

一務拍子役ハ惣テノ楽ヲ勤ムルニ非ス、只一社限リ伝来之人長東遊列道楽ノ三曲ノミ

勤メ、此曲ノ拍子秘スル口伝トスル、打方ハ他人ノ知ヲ得スシテ、一家一人一子相伝

仕来リ候ニ付、旧楽頭家ノ神楽笛一子相伝ト御書記ニ相成候ノV¥努拍子モ一子相伝

ノ由、御書記被下度、此儀ノ、私一人申立ルニ非ス、他家ノ古書記ニモ一家ノ伝タル事、

相顕シタル古書有之候ニ付、相違無御座候(以下略)

竺ヰ五年五月六日

飯田篤之助

厳島神社宮司浅野哲吉殿
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即ち、厳島神社の神楽の勿拍子の役は、当社伝来の人長、東遊、行道の三曲を口伝によ

って伝え、旧楽頭家の神楽笛と同じく、一家一人一子相伝されてきたというのである。こ

れらによって、神楽笛(太笛)や第拍子、和琴などの古楽器の演奏や、韓神の歌謡、人長

の舞はいずれも長く家伝秘蔵され、往古より継承されてきたことがわかる。

廃絶する以前の厳島神社の御神楽がどのようなものであったのか、形として残るものは

少ない。実際のところは推量するしかないが、神楽男や神楽の歌舞に従事する社人・内侍

がおり、庭煉(火)、韓神、榊の舞、人長の舞などがあったことは確かである。また口伝に

よる伝承であることなどから、平家の時代から明治初期まで長期にわたり同じ形式と内容

を保持したがどうかも不明である。御神楽の次第の概要と神楽歌については注書に記す (34)。

第二節東遊

(一)東遊の歴史と内容

東遊は、はじめ業主薮ゃ策事、と称され、都より東国の民間の歌舞であった。奈良朝の頃、

宮廷社会に用いられ、さらに神社の祭礼で奏されるようになった。東遊は平安時代中・後

期に盛になった祭把のための楽舞である。笛・和琴・筆集の伴奏で歌われる東園地方の風

俗歌に合わせ、太刀を侃いた武人姿の舞人が四人または六人で舞う。早くは『続日本紀』

に『東国の舞Jと記され (35)、「東舞Jは平安時代の『日本三代実録』に初見される (36)。

貞観三年 (861)三月十四日に東大寺の大仏供養が行われた時、唐楽・高麗楽などの外来楽

完とともに、東国の東遊が舞われたと記されている。西国の審葬と組合わせ、近衛府役人

(告弐)二十人が舞ったとある。この時は東遊のうちの駿河舞が主として舞われたが、東

完から東遊へ次第に構成が整えられ、寛平元年 (889)十一月の京都賀茂神社の臨時祭で、

三芋舞がつけ加えられて、東遊の形が完成されたといわれる則。

また、延喜二十年 (920)に勅命によって、一歌・二歌・駿河歌・求子歌・為E1C軟か
ら成る東遊の楽譜が定められた。天慶五年 (942)四月の石清水八幡宮の臨時祭に東遊が奉

前されて以後、諸社の祭l記でも奏されるようになったといわれる。東遊は日本の風土に生

三れた「歯嵐京葉、Jであり、その優雅な楽舞が宮廷社会の女性に好まれた。平安時代中期、

三少納言は『枕草子』の中で「舞は駿河舞、求子、いとおかしJといい、『源氏物語』に「こ
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とごとしき高麗唐土の楽よりも、東遊のみみなれたるは、なつかしく、おもしろく j とあ

る。賀茂神社や石清水八幡宮など大社の臨時祭で盛大に奉納されたが、室町時代に一時中

断し、元禄七年(1694)の賀茂祭再興や、文化十年 (1813)の石清水臨時祭再興によって

復活が図られたという刷。しかし、厳島神社の東遊は途絶えることなく、室町時代の祭

礼行事の中で幾度も行われていたことが記されている。

現在、東遊は宮中といくつかの神社・神宮で伝承されている。宮中では春分の日と秋分

の日に行われる春季・秋季皇霊祭、四月三日の神武天皇祭、一月七日の昭和天皇祭に皇霊

殿前の庭で、宮内庁式部職楽部の楽人によって奏舞される。また賀茂神社・石清水八幡宮・

春日大社・苅R神社(大宮)や明治神宮・日光東照宮などでは、各々神社の社人などが古

例に従って東遊を行っている。中でも五月十五日に京都・下鴨神社と上賀茂神社の葵祭で

平安雅楽会の楽人が行う東遊、八月一日の氷川神社例祭で宮内庁の楽人が勤める東遊びな

どはよく知られている (39)。

ところで平家の時代から厳島神社で奉奏された東遊とはどのようなものであったのか、

失われてしまった現在、手懸りとなるのは宮中や賀茂神社などで現在行われている東遊で

ある。次項で詳述するが、既に厳島神社では平安時代の「伊都岐嶋千僧供養日記Jの中に、

臨時祭で客人宮と大宮において東遊があったことが記されている。また、室町時代後期お

I よび桃山・江戸時代の年中行事を見れば、度々東遊のあったことが知られる。それでは東

遊とはどのようなものか、現在も奏され、一般に目にすることができる東遊から、失われ

た厳島神社の東遊が多少とも推測できると考える。そこで以下にその次第と内容などを記

しておきたい。

東遊は舞殿または神前の庭で舞われる (40)。厳島神社では本社・客入社の舞殿、地御前

神社の舞殿(し、ずれも現・誠殿)で舞われたものと恩われる。一般的に六人または四人の

舞人は白地に桐・竹・雄子の文様を青摺(藍などの植物染料による木版刷)で表わしたふ急

衣・表袴を着用、細巻磁の冠に春は桜(秋は黄菊・赤菊)の命議北を差し老懸を付け、主鞘

の太万を晶いて舞う。これは古代の近衛武官の正装姿である。楽は務拍子を持った音頭(主

唱者・独唱者)一人と付歌(伴唱者)数人が歌い、高麗笛{叫一人、和琴一人(琴持二人)、

草案一人が伴奏する。いずれも白地に竹・雄子・すの文様を青摺した抱と白の表袴を着、

主議の冠に春は山吹(秋は白菊)の挿頭花を付け、浅沓をはいて立って歌い奏楽する。現

在、厳島神社宝物館には小忌衣を着た舞人の人形(図 100)が展示されている。この小忌

衣は麻地に桐と鳳風を青摺した衣装で、舞人は巻捜の冠に老懸を付け太刀を侃いている。
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また『厳島名所志る遍~ (所信文著・明治三十年発行)には「大和舞の装束と神楽笛の図J

(図 101)を載せる。

東遊の構成は前述のとおり、「ー歌Jr二歌Jr駿河歌Jr求子歌Jr大比礼歌Jの五曲に、

前奏・間奏の短い歌や合奏曲が入る組曲となっている。駿河歌と求子歌に舞があり、各々

『駿河舞Jr求子舞Jという。また駿河舞と求子舞の間で間奏曲「茄未余白志jが奏される

が、その演奏中、舞人は舞殿を下りひざまずいて抱の右肩をぬぐ。東遊は加太於呂志をは

さみ前半と後半に分かれ、「求子歌Jは各々の神社独特の歌調が用いられるという。その次

第と歌詞は注書に記す (42)。

厳島神社の祭礼行事の中には「東遊舞Jや「求子の舞」とあるほか、「乙女子舞Jとか「母

止女子の舞Jと記されている。しかし、これは求子舞のことと考えられ、舞楽や榊の舞な

どとともに舞われることもある。次に厳島神社の年中行事について記された文献の中に東

遊の記述を探ってみる。

(二)厳島神社の東遊

厳島神社における東遊の初見は、神楽と同じ安元三年 (1177)の「伊都岐嶋千僧供養日

記J(以下日記という)である。この日記は誤写誤字、異体字が入り混り難解きわまると言

われる (43)。原本はなく鎌倉時代と思われる写しが伝わり側、明治五年から二代にわたり

当主が厳島神社宮司 (45)を勤めた旧三原浅野家の文書図書にあった。昭和十三年に、日記

は他の三十四通の厳島神社に関する古文書とともに発見された (46)。しかし、それは広島

にあって擢災し失われたという。広島市吉島町にあった三原浅野家の本邸に在り、昭和二

十年の原爆により焼失したものであろうか。幸い戦前に『三原浅野家文書』の出版が図ら

れ、日記もその中に含まれていた。しかし、組版一切が東京で被災し、写真原版とゲラ刷

の一部が残った。そこで、それらを手懸りに解読が進められ、同三十三年三月刊行の『厳

島神社国宝並びに重要文化財建造物昭和修理総合報告書』の巻末に、全文が掲載された(47)。

以後、『広島県史』など公刊書に紹介されている。

この日記は、平家の厳島信仰を物語る史料として、また当時の建築群の名称を知る建築

史料として価値があるといわれるが、そればかりではない。平家時代の厳島神社の祭礼に

おける芸能を知るうえで、またそれ以後の明治初年まで、あるいは今日まで伝襲されてき

た芸能を考えるうえで極めて重要な資料である。しかし、写し間違いや誤字が少なくない

といわれる鎌倉時代の写しさえ失われ、年記や参詣者にも異説がある。既に舞楽の章で触
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れたが、ここで改めて千僧供養が行われた年記をはじめ日記に検討を加えたうえで、東遊

について述べる。

日記の全文は、小松茂美『平家納経の研究J(昭和五十一)や『広島県史』古代中世資料

編m(昭和五十三)、『神道大系』厳島(昭和六十二)などに掲載されている刷。『広島県

史』には浅野忠允氏旧蔵厳島文書として紹介され、『平家納経の研究』には小松茂美校訂が

これらを参照しながら重要な官頭の部分を、文字が磨れて判読し難いと

ころは括弧内に推定文字を入れ、異体字は標準字体にして記すと、以下のようになる。

載せられている。

[伊都岐嶋千僧]供養日記
(端裏書)

[伊都岐嶋]ニテ清盛公一切経会之次第

始之、次自二年者三月三日行之[平]等院一切経会始事ハ、延久元自五月廿九日Z

大行道図

y yyyy 
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伊都岐嶋一切経会、承安四年Z十月始之
伊都岐嶋千僧供養日記

安元二年E十月十一日亥時、中宮御参着、入道殿・右大将殿・三位殿・小松小将殿・
皇太后宮亮殿・大臣法眼御房・証明房法橋謹延・観音寺別当、(以下略)

即ち、端裏書にこれが厳島において清盛が行った一切経会の次第であることが明記され

ている。次いで平等院の一切経会は、延久元年(1069)五月二十九日に始まり、翌二年か

らは三月三日に行うようになったという。また平等院の大行道図を記し、左右二列、獅子
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から錫杖十名まで舞人・楽人・僧侶などを行列の順番に図示している。宇治の平等院は、

~白頼通が父道長から伝領した別業(下屋敷)に本堂を建て寺に改めたもので、定朝作の

勾弥陀知来像を安置する池に面した阿弥陀堂(鳳恩堂)は極楽浄土を思わせ、その盛大な

己会ととも人びとの称賛の的であったという刷。その平等院の一切経会の行道は、この

ヨの示すとおり総勢百数十名もの大行道であった(則。延久元年に始まった平等院の一切

さ会と行道は、承安の頃には百年の伝統を持ち、他の範となるものであった。

次に当の厳島の一切経会は承安四年 (1174)十月に始まったという。清盛はこの年の三

月に一度、後白河院と建春門院(清盛の室・時子の妹)に随行して参詣し、十月に再度社

会している。この十月の清盛社参の時、厳島においても京や南都の寺院で盛行していた一

切経会が初めて執行されたと思われる。次いで「伊岐島千僧供養日記Jとあった後、一行

乃厳島到着の日から順次、毎日の行事が記述されている。文字どおり読めば、まぎれもな

く安元二年 (1176)丙申十月十一日亥時とある。しかし、この年記は日記の発見当時から

ヨ題にされていたという。即ちこの日記の年記を、安元二年とそのまま取る説と、安元三

苧の写し間違いで、安元三年は八月に治承と改元されているので、暦の干支の上から治承

元年 (1177)十月とする説である。日記の千僧供養の年記・干支と行事日程を改めて記す

と、次のとおりである。

1.安元二年丙申十月十一日、亥時(午後十時) 清盛一行参着

2.同十二日戊寅、天晴害拡(予行演習)

3.同十三日己卯、天晴臨時祭夜、万灯会

4. 同十四日庚辰、天晴千僧供養

5. 同十五日辛巳、天晴一切経会

6. 同十六日壬午、天晴前育会

7. 同二十九日乙来、繍育館蹴

先述の三原浅野家の文書図書の中に、軸木も表紙もない無装の巻子であったこの日記を

発見した当時の広島文理科大学教授栗田元次は、十月十一日と十二日以後の干支が合わな

いので安元三年の間違いかと言っている刷。しかし、丙申は安元二年の干支で間違いな

く、また同十二日成寅以下は日にちの干支で繋がっている。

次いで十月十一日亥時(午後十時)に参着した人物の名が連記されるが、「中宮御参着J

なかのや

に二通りの解釈がある。一つは中宮徳子とする説、一つは中宮と読み建物か祭神を代表す

るものとし、中宮御参着は即ち厳島御参着とする説である。後者は承安四年 (1174)に後
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白河院と建春門院の参詣があった時、大宮・中御前(別称中宮)・客人宮に各々奉納があっ

たという記録があること側、中御前が祭神のうち上位にあることを論拠としている。こ

れには多少無理があるように思われ、「中宮御参着jはやはり中宮徳子御参着と考えたい。

しかし、『玉葉』によれば、治承元年十月九日に中宮徳子は、頬腫のため京で医師の治療を

受けており(史料綜覧巻三)(53)、十一日の厳島参着は無理であろう。また、安元二年とし

てもその十月十三日に、中宮は母二位尼所労のため八条亭へ見舞に行っており(刊、十一

日の厳島参詣はあり得ない。この矛盾については夙に栗田が指摘し、何かの誤写ではない

かと言っている。確かに安元二年には、中宮も平時子も在京であったので、明らかに誤写

であろう。

また日記の年が一年違うことによって、この時参着した清盛以外の人が異なってくる。

『広島県史』がとるように、紙面どおり安元二年 (1176) とすれば、入道殿(清盛)のほ

か、参詣者 (A説)は右大将殿(重盛・清盛長男)、三位殿(平時子)、小松小将殿(平維

盛・重盛の子)、皇太后宮亮殿(平経盛・清盛の弟)となる。しかし、治承元年 (1177)十

月であれば、入道殿(清盛)は変らないが、参詣者 (8説)は右大将殿(宗盛・清盛三男)、

三位殿(経盛)、小松小将殿(維盛)、皇太后宮亮殿(経正・経盛の子)になる。日記の原

本も写しも失われ、年記などに誤写が考えられる現在、問題は残るが、ここでは年記、参

詣者、中宮の解釈について諸説を挙げるに止める。以下に清盛の子弟などの系図を挙げ、

この時に社参したと思われる者を示す (55)。
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清盛子弟系図

忠盛

(A説)安元二年の参詣者

(B説)治承元年の参詣者

章女 重盛ωT資盛
11 L--基盛 」清経 (A• B、平三殿か)

11 
宗盛 (8)

平時子 (A)一「知盛

重衡

家盛
徳子 (A・B)(高倉天皇中宮・建礼門院)

盛子(摂政藤原基実北政所・白川殿)

その他男子四名・女子七名

経盛 (A• 8)一一経正 (8)

なお、治承元年(1177)とするならば、当時の年齢は入道殿(平清盛・六十歳入右大将

殿(平宗盛・三十一最)、三位殿(平経盛・五十四歳入小松少将殿(平維盛・ニ+一歳)

になる。

さて、日記は十月十三日の臨時祭において東遊があったことを次のように記している。

先に厳島舞楽で大要を記したが、ここでは十三日の部分の全文を挙げる刷。

同十三日己卯、天晴る。先ず本内侍・権内侍に装束を賜う。次に右大将殿、臨時の祭

りを勤仕せしむ。松木御所より出さしめたまいて、大宮に御参詣あり。先ず舞人十人、

次に大将殿、御共・御随身、次に陪従十人、大宮の御誠殿に於いて御誠有り。次に先の

知く客人宮に参らしめたまう。御供を供え奉らしむるに至り、即ち大将殿拝膳に参ら

しむ。次に内侍井に舞人、並び立ちて伝供す。此の間、楽人等衣冠を着し楽を奏す。

次に御奉幣。次に東遊。付歌近久、笛、宗方、箪襲、末園、和琴、有安、自余の六人は、

只群れ立ちて舞い終わる。次に大宮に参らしめたまう。其の作法は先の御供・奉幣の

知し。東遊の舞終わり、御退出。又、夜に入りて大宮の舞殿に於いて御神楽有り。作
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じんじよう

り合わせの下板敷の際に灰植を居えて灯し、庭火を勤む。人長、笛、筆集、和琴、先

の東遊の知し。(以下略)

概括すれば十月十三日に、まず内侍たちに装束が贈られ、右大将殿(宗盛)が主催する

臨時祭があった。右大将は宿所の松木御所から出て大宮へ参詣、行列は舞人十人、大将殿、

随身、陪従(楽人)十人の順で、大宮被殿でお械があり、次に客人宮へ参拝した。まず右

大将殿が拝膳一式を供え、次に内侍や舞人たちが並び立ち、次々供物を受け渡したが、こ

の間、衣冠に身を正した楽人たちが楽を奏した。次に奉幣があり、東遊の楽舞があった。

東遊の楽人は次のとおりである。

付歌右近畿l好著.~官友 笛 右近衛将曹・笑稀崇芳

筆集左近衛将曹・安部末国 和琴前飛騨守・中原有安

ここに列挙された楽人は、いずれも由緒ある楽家の伝統を継ぐ楽人たちであった。「付

歌Jの多近久は、平安時代初期に長く朝廷に仕えた雅楽の歌舞の名手・す白糸選(，，-，天慶

四・880)を楽祖をとする京都方楽人の子孫である。左舞の宗家括的こ対し、右舞の宗家家官

の家系を継ぎ、歴代のなかでも近方(，，-，仁平二・ 1152)・近久(，，-，建暦元・ 1211)父子は、

ことに舞の上手で聞えた。近久は当時五十四歳、右近衛将曹(正七位下)に在って、内侍

所御神楽や石清水八幡宮臨時祭の御神楽などの神楽の名人としても知られている。日記に

よれば、この時近久は舞楽「延喜楽Jr貴徳Jr納曽利jを舞い、十四日の千僧供養の当日、
おおみわ

行道でー鼓を奏している。「笛Jの大禅宗方(久安二一建保三・ 1146-1215)は崇聾とも記

し、代々実精神社に仕え、笛を専門とする家に生まれた。初祖は大神為遠の時、長男・是

遠が右舞の座に付いて相伝、宗方はその三男・是季の家系を継ぐ「楽工笛師Jで、当時二

十三歳であった。

「筆集Jの会蔀菜箇(，，-，文暦元・ 1234)聞は羊歯とも記し、神楽・筆集・右舞を家業と

する京都方楽人・会命誌の一族で、当時二十歳であった。「和琴Jの中原有安は晩年、集活

あ讃り(宮廷音楽教習所の長官)になった京都方楽人で、音楽全般に幅広い才能を持ち、こ

とに琵琶の名手として知られた。この時有安は東遊の和琴だけでなく、十五日の一切経会

の後であった舞楽「蘇合jで太鼓を勤めている。

東遊の舞人については、「自余の六人は、只群れ立ちて舞い終るJと記すのみである。誰
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が駿河舞と求子舞を舞ったかわからないが、日記にはまず客人宮で祭記と東遊があった後、

大宮で閉じように祭把と東遊の舞があった、と記している。また夜、大宮舞殿で御神楽が

あったが、御神楽の庭燥、人長の舞、笛・筆集・和琴の舞人と楽人は、「先の東遊の知しJ

とあり、東遊の楽舞を奉奏した者が勤めたのであろう。

以上、東遊の楽人と舞人について述べたが、日記に記された楽人・舞人のなかに、京か

ら法会に参加した者が多数見受けられる。先に挙げた右近衛将曹多近久・大神宗方や、左

近衛将曹安部末国・前飛騨守中原有安のほかにも、左衛門府生百使貞景・経奨完栗田能成・

右近衛府生活宮行久などは、近衛府などの官人で楽人である。当時、宮廷の祭礼行事などで

楽舞を勤める者は、近衛府に属すのが慣例であった刷。彼らは正統な楽舞の伝習を受け

中央官庁に勤める専門の舞人や楽人であった。

既に舞楽の章で名前を挙げたが、十四日の千僧供養および十五日の一切経会に記された

舞人・楽人は、「烏(迦陵頻)J (左方)、「胡蝶J(右方)の童舞を舞った当社の神官・僧の

子息たち十二名、「五常楽Jr狛鉾jを舞った当社の内侍十二名、「安摩」ほか二十二曲を舞

った舞人十四名、神楽・東遊・舞楽・行道などの楽人二十一名(うち二名は舞人を兼ねる)

の五十九名である。そのなかには「万歳楽Jr陵王Jr振鉾Jr春鴛樽Jr抜頭Jの玉曲を舞

い、清盛の長子・重盛の第三子清経に比定される平三殿、前述の「万歳楽Jr春鴬噌Jを舞

った右近衛府生の一人綾行久、東遊の付歌と行道会の一鼓・舞楽三曲を勤めた右近衛将曹

の多近久、笛の大神宗方・紀元房 (59)、筆集の安部末国・粟田能成、和琴の中原有安、笠

の田使貞景など、京から来島したその道の専門家や堪能な舞人・楽人がいた。清盛の千僧

供養は、そうした人たちと当社の内侍や在島神宮の楽人・舞人、関係子息たちの共演によ

るものであった。神宮のなかにはこの時、管絃や舞楽において既に堪能な者がいたことも

考えられるが、十三日の臨時祭であった東遊と御神楽は、京の伝統ある家系の舞人・楽人

が勤めたと思われる。御神楽の人長の舞は、当時神楽の名人として知られた多近久が勤め

たものであろう。多氏は神楽を家伝とし、現在も宮内庁式部職楽部にあって人長の舞や東

遊の舞を専門とする多忠輝氏へ引き継がれている。東遊の歌と駿河舞・求子舞、御神楽の

設と人長の舞は、近衛府官人の楽人・舞人によって初めて厳島へ伝えられたと考えて良い

であろう。

鎌倉時代にも先の神楽の項で触れたとおり、東遊が奏された。寛喜四年(1232)から始

まった将軍家祈祷のための御戸関節会で、本内侍八人・神楽男一人が勤める韓神御神楽と

ともに、東遊が毎年行われるようになった。「東遊 舞人十人、陪従十三人、同両社勤之、
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各着小忌J(60)とあり、三月十五日の御戸関節会で小忌、衣を着た舞人十人と楽人十三人によ

って東遊が奏された。東遊は通常四人または六人の舞人と玉、六人の楽人によって舞い奏

される。この人数は倍近く、祭把芸能に従事する当社の舞人楽人の陣容の厚さを窺うこと

ができる。

さて、次に室町時代後期には、何時、何処で東遊が奏されていたか、年中行事の記述の

なかに探ってみる。「厳島内宮外宮神事年中行事Jには、次のようにある。当日の行事も併

せて記しておく (61)。

(1)正月一日(外宮) r御供参但田三殿横竹=在之、一基遊星在之装束小忌衣j
{動)

(2) 同六日(神明寺) r神明寺御祭社家十五人、供僧六人修正行在之、執行・奉

行・学頭・諸司・権座主・東坊 以上六人、一乙女子舞在之

但雑掌有右免田宮 内ニ在之j

(3)二月酉日(今社) r今社御祭 乙女子舞在之、社家各本内侍勤之j

(4)五月三日(外宮) r御供参 桜尾ヨリ調也、但浮米也、一基遊乙差在之、一陵王、

一納曽利、-鞠鞍役棚守、一太鞍役熊野民部、一楽頭田

木工允、ー笛役 田嶋松、(以下略)J

( 5 )七月一日(内宮) r大御前仁王経諦之、ー御供但友田御社米ニテ調之、一基遊盤、

乙女子舞在之J

(6 )同七日 (内宮) r御供参、但田五段 平原ニ在之、一乙女子舞在之、装束・浄

衣冠石帯 ー御宝蔵御物虫さかし在之j

(7)九月三日(外宮) r御供参但田五段、河井ニ在之、-亙盗塁在之 一陵王ー

納曽利、(以下略)J

(8)九月七日(外宮 r御供参 但田五段横竹ニ在之、(乙女子舞在之、脱カ) 一装

束・浄衣冠石帯 一御供かき三人、とし松より出る也J

( 9 )同十二日(内宮) rしうらいの御供参、但慶池名より調之、一庭火在之、一和琴

在之但ふと笛 楽頭役、一夏遊差在之、一集会乱序 ー振鉾

在之ー抜頭一納曽利J

(10)十一月酉日(今社)r今社御祭 乙女子舞在之雑掌アリ 右田五段jr昇ニ在之」

即ち、外宮では正月一日、五月三日、九月三日の三回、内宮では七月一日と九月十二日

206 



の二回の、計五回東遊があった。また、外宮で九月三日、内宮で七月七日のほか神明寺一

回、今社(現・山王社)二回の年五回、乙女子舞が奏されている。東遊舞と乙女子舞の違

いは判然としない。乙女子舞は内侍(座女)による舞で、東遊舞は神楽男による舞であっ

たのであろうか。あるいは東遊舞とあるのは駿河舞と求子舞を含めた東遊の全曲をいい、

乙女子舞とあるのは、各神社によって歌詞が異なるという求子舞だ、けを舞ったものであろ

うか。あるいは東遊の求子舞と当社の乙女子舞は別の舞であったのかもしれない。しかし、

少なくとも当社において、室町時代には年に外宮御祭で三回、本社の祭把で二回、東遊舞

が恒例として奏されていたことは確かであろう。

次に桃山時代の「厳島内外宮社役神事次第Jには、正月一日、五月三日と九月三日・七

日の外宮御祭のほか、十月一日、十二月一日の都合六回外宮で東遊があったことが見える。

{稽)

内宮では九月十二日の集来御供の時、東遊と御神楽があった。九月三日の外宮御祭と九

月十二日の集稽御供の東遊の記述を挙げる (62)。

外宮御祭(九月三日)

一同日落付御供田五段、河井大木在之、雑掌在、

於本宮寄合、舞御旅所にて、東遊龍王納曽利

集穂御供(九月十二日・内宮)

(種) 装束ヲミ衣、両社於神前
一同日集来御供、平良ヨリ参ル、寄合、東遊庭火在之、 (以下略)

外宮御祭では御旅所で東遊と舞楽二曲が奏され、内宮では小忌衣を着た神宮によって本

辻・客人社の両社で、東遊と御神楽(庭煉)が奏されている。また室町時代の年中行事に

あった神明寺御祭の乙女子舞は、 r(一月)六日神明寺 供僧六人・上卿・祝師・舞方八人・

奈人五人出仕スJとあり、また今社御祭の乙女子舞もr(二月)同酉日今社五段河井村在之、

六ヶ衆各内侍十人、舞楽人十八人出仕スJとあるところから、引き続き内侍による乙女子

号があったものと思われる。

江戸時代になると祭礼の名称、回数や日取りなど整理されてゆく傾向が見られる。桃山

与代まで年中行事に記された外宮御祭の回数も減ったのか記載されなかったのか不明であ

るs 神明寺の記述はなく、今社御祭は山王社酉日御祭と称される。神楽の時と同様、ア.

f年中行事 臨時礼箕JW厳島道芝記』、イ. r祭把祈祷法楽雑行事JW芸藩通志』、ワ. r祭
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礼弁年中行事祷洞故事JW芸州厳島図会』に見える東遊の記述を拾ってみる。

( 1 )正月元豆「外宮地御前大明神へ社家中渡海して礼拝あり。外宮の棚守御供奉る。

東遊を奏す。J(ア)(63)とあるほか、『芸州厳島図会』にも厳島から諸洞官が渡海

して外宮で祭事をつとめ、「榊舞・東遊・求子の曲を奏す。j とある (64L この日

寅の上刻(午前三時)に大宮で御衣献上式があり、卯の刻(午前六時)御供が

あった後、社家はことごとく海を渡り、外宮で新年の祭典を行い、東遊を奏す

る慣わしであった。

(2 )五月三日から三日間にわたって地御前神社の祭礼があった。「厳島の洞官渡海し

て御供を奉り、税も針.1-2姉榊舞を奏す。文4丈官の舞・東遊等あり。J(ウ)(65) 

とある。また引き続き、相奨が御旅所へ出御し、行列は馨握(先払い)・荏え丈.三省

幹鴇・獅子・料鴻・楽人・社司・諸職司・省産圭・内侍・神輿三座であった。着

座の後御供を奉り、舞楽「陵王Jr納曽利j が奏されている。これと同様の記述

が『厳島道芝記』にもあり、この年間最大の外宮御祭は江戸時代を通じて継承さ

れたものと思われる。

(3 )七月一日「茸訣御供毎月朔日・十六日の朝献供す。(中略)但七月朔日にノ¥

東遊の舞曲ありのその供する膳、凡百鈴あり。J(イ)(66)とある。また「七月一日

外宮御供両社御前御供仁王経、右おなし。其後、東遊・乙女子を奏すのJ(ア)

(67)とあるところから、七月一日の月次御供は、大宮・客人宮と外宮で格別の御

供があり、その後東遊が奏されていたことがわかる。

(4)七月七日「住節御供上巳、端午、七夕、重陽、神供を献す。その式並に同じ。

但五月ハ四日に菖蒲を献す。七夕にハ榊葉、求子の舞ありc>J (イ)(68)とある。『厳

島道芝記』にも「七日 両社御前御供七夕の供奉る也。母止女子を奏す。J(69) 

とあり、佳節御供のうちでも七月七日には、両社へ求子の楽舞を奏する行事が近

代まで継承されていたようである。

(5)九月三日「外宮御祭御供奉る。厳嶋社家中渡海、儀式五月に同じ。Jr外宮還幸

儀式、端午・重陽おなじ。玉殿迂座の後、舞楽あり。塞遊陵王納蘇利長慶

子J(ア)(70)とあり、五月三日と同様の祭典後、榊舞・人長の舞・東遊・舞楽が

あった。

( 6 )九月十二日、「薪嘗福浜 この日両宮に新穀を奉る。是を秋来の御供といふ。諸
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嗣官・内侍これを行ふ。煉をたき舞楽あり。和琴・太笛を用ひ、榊葉・東遊・求

子を舞ふ。また抜頭・還城楽あり。J(ワ)(71)とあり、江戸初期に集躍御供から新

嘗御供へ名称が変ったが、『厳島道芝記~ w芸藩通志』にも同様の記述があり、東

遊・求子舞が伝承されている。

以上、江戸時代の年中行事のなかに東遊の記述を拾ったが、その他にも二月と十一月に

山王社であった酉日御祭に榊舞や母止女子の舞があった。また同じく二月と十一月の初申

得祭にも榊葉や明子などの歌曲がうたわれ、当社の祭礼には東遊をはじめ国風歌舞が外来

の舞楽とともに、しばしば奏されていたことがわかる。なかでも東遊は、ほぽ室町時代か

ら江戸時代まで同じ祭礼のなかで途絶えることなく伝承されている。桃山時代の十一月と

十二月の一日にあった外宮御供など江戸時代には見られなくなったものもある。しかし、

少なくとも正月一日・五月三日・七月一日の外宮御供・御祭の時、九月十二日の両宮にお

ける新嘗御供や年四回の佳節御供の時などには、東遊の楽舞が奏されている。以下の「祭

泡神楽等覚J(厳島野坂文書 1874)(72)にあるように、それは当社において大切に守られて

来たものと思われる。

一東遊列立之事

別帯ニ鎗園仕候、此儀往古ヨリ社停御座候而、高麗笛尺拍子三鞍ニ而相勤申候、尤唱寄

等之儀茂、其家筋ニ侍来仕居申候而、社中迫茂不存儀ニ御座候、

即ち、東遊の楽人舞人の位置を示した絵図があり、これは往古より当社に伝えるもの

で、高麗笛・尺(街)拍子・三鼓のほか唱歌も、代々家筋(家ごと)に伝えて来たもので、

社中には到底知られていないものである。これには年記がないが、少なくとも幕末まで神

楽とともに東遊が伝承されていたことは、これまで挙げたさまざまな史料からみて明らか

である。

第三節延年

(一)延年の歴史と内容
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延年は平安時代末期から鎌倉・室町時代に、寺院や山岳信仰に基づく社寺において、法

会や貴賓の接待などの余興として盛に行われた芸能大会である(73)0 r延年jの語は、人び

との長寿を願い、長生きを祝う「題齢延年jから来る。法会の一貫として諸芸に堪能な「遊

僧Jと呼ばれる僧や稚児、後には職業芸能者・猿楽衆なども交えて催された遊宴歌舞であ

る。

鎌倉時代初期の史料としても知られる藤原定家(応保二~仁治二・ 1162-1241)の『明

月記』に、「山門衆徒遊宴称ニ延年一J(寛喜元・ 1229)(74)とある。「延年Jは、山門衆徒の

遊宴歌舞によって一山を称え、天長地久を祈り、参集者の千秋万歳を祝うもので、主とし

て鎌倉時代から室町時代初期に盛に催された。奈良・京都では当時最も盛大に行われた興

福寺をはじめ、東大寺・法隆寺・薬師寺・醍醐寺・平等院・多武峰妙楽寺(現・談山神社)

などの諸大寺、地方では筑前の宗像神社・周防の仁平寺・安芸の厳島神社・美濃の長瀧寺・

甲斐の久遠寺・下野の日光輪王寺(日光東照宮の別当寺)・陸中の毛越寺と中尊寺など、諸

社寺多数が知られている。厳島神社の延年も全国に知られたものであったが、神社におけ

る延年は明治維新の神仏分離によって廃止されたと思われる。また最も盛大であったとい

う興福寺の延年(図 102)は、元文四年(1739)を最後に絶えたほか、廃れた寺は多い。

現在、延年の名と舞・謡や行事を伝えているのは、毛越寺・中尊寺・輪王寺など些か数寺

に過ぎない。そのうち最も古式を伝えるのは、正月二十日に岩手県平泉の毛越寺常行堂で

行われる延年である。その他、五月十七日に栃木県日光の輪王寺で行われる僧徒による大

衆舞が残っているほか、正月六日に行われる岐阜県白山神社の六日祭、山形県の黒川能、

宮城県小迫の山宮祭などの芸能も延年の名残といわれる。

延年の内容は、当時流行の芸能を適宜取り入れて演じられ、時により寺により異なるの

で一概に言えない。そこで代表的な例として、先述の元文四年にあった興福寺の「興福寺

延年舞式j に記された項目を挙げると次のようになる (75)。

容業(喜春楽)・振鉾・東先・西先・東弁大衆・西弁大衆・東i封建・西舞催・仮屋楽
(海青楽)・愈儀・披露詞・開口・射払・間駈者・掛駈者・連事・付物(越天楽)・茶絹.

遊僧・仮屋楽(千秋楽)・風流(鶴亀)・相乱拍子・遊僧・火掛・白拍子・当弁・答弁・

走・設業(長慶子)

ここに揚げたのは史上最も盛大な延年の項目といえよう。興福寺の延年の大筋を言えば、
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はじめ「響楽Jといって舞楽の喜春楽が奏され、舞台を浄める露払いの「振鉾Jがあって、

最後に「厳業Jの長慶子を奏す聞に、所々折々の多様な芸能が組み合わされている。「舞催J

『糸論Jr相乱拍子Jr白拍子Jなどは稚児舞、専門芸能僧による遊僧の舞、当意即妙に秀

句や言葉を雄弁に掛け合う「愈議Jr開口Jr当弁Jr答弁」などや、劇的形態を持ちセリフ

のやりとりがある f連事Jr風流jなどである。地方の寺院で行われた延年の最も古い記録

は、観応三年(1352)の周防仁平寺のものといわれる刷。独特の内容をもっ厳島神社の

廷年については次項で述べるが、江戸時代の延年の仕組は『芸州厳島図会』に「先駆・開

口・左右行者の祈・延年坊主・六人猿楽・管絃(青海波)・木偶争奪・延年舞(小法師の舞・

訪拍子・朗詠)Jなどとなっている(77)。

法会の芸能大会としての延年は、当世人気の芸能である猿楽・白拍子・田楽協・朗詠・

今様・舞楽や小歌などあらゆる芸能を取り入れる一方、独自の開口や答弁、大風流・小風

流・連事などの芸能から成り立っていた。それらはその構成や題材などが能・狂言の曲と

共通するものがあり、延年は能が大成する室町時代初期以前の猿楽と多様な関わりを持っ

ていたといわれる。延年の風流は能の「西王母Jや「石橋Jに影響し、開口や答弁は狂言

の掛け合問答の母体であると指摘する説がある (78)。

先述のとおり現在、延年を伝承する寺は毛越寺など数寺あるのみである。どちらかとい

えば多分に即興的な、にわか仕込みの歌が当意即妙に演じられる延年の芸能が伝承される

ことは難しい。そうした中で岩手県平泉の毛越寺常行堂で行われる修正会の延年は、中世

前期の内容をよく伝えているといわれる。現在は正月二十日の一日だけの行事であるが、

江戸時代の次第書立によれば、修正会は十一日に始まり、その日と十四日から十九日まで

の七日間、「勤行・田楽・唐拍子・仏前仏後役Jなどの行事があった。また最終日二十日の

詰願の日には、さらに「結台、老女、者支、荷査、売葬、京殿・有吉、延年jが加わって

いた。この延年は延年能のことで、近年まで「卒都婆小町jなど四曲が残されていたとい

う。現在、勤行は江戸時代と同様に行われるが、芸能は「祝詞・呼立・田楽・唐拍子・若

女禰宜・老女・児舞・勅使舞Jの曲を残すのみである。芸能の内容については注に記す(79)。

ここでも継承者がいなくなれば、途絶える心配は常にあるといえよう。

(二)厳島神社の延年

かつて全国的にも知られた厳島の延年は、今はない。また何時からあったのか、発

祥や契機などもはっきりしたことはわからない。しかし、『芸藩通志』巻十四には「昔
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仁和寺、御門主僧家の綱務にてましましけるが、南都北領の大衆、年頭の御祝儀申上

るに、御門主より御杯を賜ふ、其時、此延年の舞をまひけるなり。夫より諸国にでも

大寺にハ大会執行の時は、必この舞をまふこと、式例となれり。J(80)と延年の由緒を

述べている。また、厳島の延年の由来については、「厳島にハ、いつの比よりか、こ

の事始りけん、しらず。恐くハ仁和寺御門主、仁助法親王、大聖院に往セ給ひしより、

始れるなるべし。J(81)と記し、京都御室の仁和寺御門主・仁助法親王が大聖院に住し

ていた頃、即ち天正年間(1573-1592)に始まったであろうという。しかし、大永四

年(1524)以前の「厳嶋年中御神事御祭次第Jには、下記のとおり延年祭についての

記述がある(制。

(七月)二日延年頭役但供僧入句ニ勤之社家三人

(七月)十四日夜延年御祭礼於大御前在之、付造花人形地盤松 供僧寺家役ニ調之

扇一本座主奉行役ニ調之、扇一本頭人役張之、

一盛渉調子青海波

一牛王役者祈物代三百文布萱端政所役ェ調之、

ここには既に、江戸時代の文献に詳しく記述された延年祭の核心的部分が示されている。

まず七月二日に供僧と社家三人が集まって、延年祭の打ち合わせをしたものであろう。十

四日の夜、延年祭は本社前で執り行われた。地盤の上に置く造花・人形・松は、供僧・寺

家で調えられ、座主が祭礼の進行役を勤め、社家が管絃「青海波jを奏するなど、現在の

玉取祭にも通じる基本的なものを窺うことができる。したがって厳島の延年は、『芸藩通

志』などにいう天正年間より半世紀以上前に遡るのではなかろうか。

厳島信仰は山岳信仰に由来し島全体が斎き記る神の島であった。しかし平家の時代には、

「平家納経願文j にあるように祭神は観音菩薩の化身と考えられ神仏習合していた。平安

時代に供僧の長である座主が出現し、当社との関係を深める一方、その数も増えていった

と思われる。房顕の時代には当社の別当寺・滝山水精寺に座主のいた大聖院のほか二十二

の天台系の僧坊が存在していた刷。その大聖院の座主が進行役を勤める延年祭は、室町

時代の頃からあったと考えられよう。「厳島の芸能jのなかで中村保雄も、舞楽の盛行と同

じように当社の延年は、恐らく全国の大社寺の延年とその趨勢を一つにしていると思われ

るので、実際にはこれ(天正年間)よりかなり遡り得るのではなかろうか、と述べている
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(84) 。

すでに述べたとおり、延年は鎌倉から室町時代にかけてもっとも盛んであった。しかも

何より大永四年(1524)以前の年中行事に延年祭の記述がある。桃山時代の「厳島内外宮

社役神事次第Jによれば、三月十五日と七月十四日の大法会に次のような記述が見られる

(85) 。

(三月)同十五日大法会衆僧迎在之、延差納曽利子タ座舞万歳楽地久散穿

俊徳龍王納曽利、引物左右在之、長慶子、(以下略)

(七月)同十四日大法ム衆会ウンシヨ延盆衆僧迎曽利子タ座舞万歳楽地久散穿
冨貴徳龍王納利子型盟主主長慶子三月法会同前

これによれば、三月十五日と七月十四日に衆僧が参集し大法会が執行された。「延舞J

(延年舞か)があり、夕座では供僧の芸能と思われる左右引物があったと考えられる。こ

の間舞楽は二曲奏され六曲舞われている。

また、『芸藩通志』の延年祭の記述に、「文禄四年、毛利輝元の提書に云、延年祭の時に

宮男とり合の義、十五歳より内の小童三十人つつ出合、式例のことく調ふべしとあり。J(附

とある。延年祭の桂男の奪い合いには、十五歳以下の子どもを三十人ずつ出し合ってやる

ようにという提書である。毛利輝元は年々加熱する人形の奪い合いに年齢と人数制限をし

たものと思われる。しかし「式例のごとく Jとあるところから、この行事は当時すでに定

着した行事であったとみられる。また、翌文禄五年(1596)七月六日にも輝元は、佐世石

見守を遣わし厳島延年祭提を出している (87)。

捷

一此十四日延年之事、十五の者両方より三拾人可能出之事

一社家供僧衆も、-当日之御神前御役者衆斗可被能出之事

一女房衆なと見物停止之事

右条々、御下知之所如件、

文禄五年七月六日

佐世(元嘉)

石見守判

これによれば、十五歳の者を両方から三十人ずつ出すこと、社家供僧衆も当日は神前御

云者衆だけ出ること、女房衆などの見物は止めることを言い渡している。なお、先の輝元
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の提書にある桂男とは、小童が取り合う桂で作った人形(江戸時代の福神像)と思われ、

小童三十人ずっとあるのは東西両町から三十人ずっというのであろう。

さて、それでは江戸時代の厳島の延年はどのようなものであったのか、ア. r年中行事臨

時祭箕JW厳島道芝記』、イ. r察組祈祷法楽雑行事JW芸藩通志』、ウ. r祭礼井年中行事祷

洞故事JW芸州厳島図会』を参照しながら、神楽・東遊の時と同様、延年に関する記述を比

較し、その内容を明らかにする刷。江戸時代を通じて祭礼日・名称・内容など変らない

ものを抽出するほか、変っているものは別に書き出す。なお『厳島道芝記』にのみ延年祭

に先立つ七月二日に f廷軍資Jという行事があったことを記している円室町時代の年

中行事にもこれと閉じような行事があったことが記されている。

(七月)二日 延智頭供僧一山・客人宮棚守・楽頭役・おも笛・座主にて饗応。

七五三を恒例とす。終日遊宴す。延年に出る役者を定る事也。

即ち七月二日、供僧・社家・楽人が大聖院の座主のもとに集合して、終日その饗応を受

け、十四日の延年祭で歌舞する出演者を定めたのである。これは正月二日に棚守屋敷の御

松蝉子能において桃花祭御神能の出演者と演目を定めたのと同様の行事で、延年祭の前に

必ず行われたものであろう。また「木偶の頭、例年七月二日、座主にて造るJ(イ)(90)と

あり、毎年この日から座主が人形(福神像の頭)を彫っていたことがわかる。福神像を奪

い合う延年祭の様は、『厳島道芝記』巻六(図 103)にも『芸州厳島図会』巻五(図 104)

にも描かれている。

(1)祭礼日と場所は、「延年祭 同十四日夜、僧徒・伶官大宮に会し是を行ふ。J(イ)、

「供僧・伶人ことことく出仕。大宮三棟拝殿にて是を行ふ。J(ワ)とある。即ち、延

年は例年七月十四日の夜、本社の拝殿で行われた。また「供僧の行事也。J(ア)とあ

り、供僧の祭礼行事であることが明記されている。

( 2 )祭式は以下の順序で行われる。

①「宝足制芳の筆、これを駈溢といふ。盤のうへ白寸前こ樟.荏.1支の送り穫を立て、
白尋を切かけ、中に三尺実の采稿を装う長実麗にかざりおく。藤ハ笑概福神の殺に

して接牟に巣なり、盤上に舟をおiげ、鼻、議のうへへ釣りあぐる。J(ウ)とある。即
ち、四隅に梅・松・桜の造花の枝を立てた約1.5メートルの地盤の中に 90センチ
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余りの美しい装束を着た木造の福神像を置き、灯をかかげて本社拝殿に釣り上げて

おく。

②「薄暮社役鐘の鳴るを相図として、東町西町両町より、男子皆麟磯にて舗の

ミ着て打つれ打つれ管音を作り、ワれ先きにと大宮拝殿にかけ集し、釣上たる地盤

の下に手をひらめかし、肩に乗り頭を踏越て盤をうかがふ。J(イ)とある。即ち、

もとゆい るんet..

タぐれになり合図の鐘が鳴ると、東西両町から髪をとき樟だけの裸体の男子が、

首(鯨波)の声をあげて本社拝殿に最け集まり、地盤の下から盤をうかがうのであ

る。

③「供僧は酉の刻に回廊まで参着し、其後、誠殿より三棟に入る。先はらひ二人、素

襖袴、侍烏帽子にて、地扇をつき前駆し、かけ聾あり。地扇といふハ、長さ七尺余

の角なる木を骨にし、扇のことく地帯をつけて是をつく。J(イ)とある。また次い

で「さて供僧六人袈裟を以て頭を包ミ開口を歌ふ。また左右行者の祈といふことあ

り。僧一人半衣を着け、背に四手をかけ地盤の下に臥さしむ。 これを延年坊主とい

ふ。かくて左方右方の行者一人ずつ出て是を祈り、地盤のうへの人形にのりうつら

しむ。J(ワ) とある。

即ち、夕方六時に供僧たちは回廊に参着し、誠殿から拝殿に入る。 この時、素襖

に袴・侍烏帽子の先ばらいの二人が地扇をっき、掛け声とともに先駆する。地扇は

長さ 2メートル余りの角材を骨にし扇のように地紙を貼ったものである。次いで袈

裟で頭を包んだ供僧六人が「開口Jを歌ふ。「開口Jは地口風(91)に同音異語を当て、

語呂合せによって酒落た文句を唱える話芸的演目である。また f左右行者の祈Jと

いうのがある。 これは左右から一人ずつ行者が出て来て、半衣を着、四手を背にか

け地盤の下に臥した「延年坊主Jに向って祈祷し、その霊を地盤の上の人形にのり

移らせるというものである。

④「又尖文援業と云あり。僧六人梨打ゑほし着て、宝牟議太刀をはき、調ふて舞n 又

児の舞あり n 誠殿組入にて楽あり"J(ア)とある。また「其事すミて、六人の僧ひ

としく朗詠をうたひ、おハりて御格子のうちに入れば、伶官青海波を吹くの曲終り

て直に地盤をおろす。J(イ)とある。即ち、また「六人猿楽Jというものがあった。

江戸前期にはこの時児童の舞もあったが、その後の文献には出てこない。六人猿楽

は梨打烏帽子に年雄を掛け、太刀を侃いた六人の僧が歌い舞うのである。等しく朗

詠を歌い終わり誠殿組入の内に入ると、楽人が「青海波Jを奏楽する。曲が終わる
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と直に地盤が下された。

⑤「かくて地盤をおろすとひとしく、彼人形を語、ひ穿ひ、双方聾をかけて取合、主j昔

を得る事を業とす。J(ア)、また「此御首を得たる方ハ其年福ありとぞ。またミづ

から得たる者ハ殊に歓ひ祝ふこと也。去りし文政六年、あまりに争ふこと甚しとて、

十五歳以下の童子の外ハ出ることを留められしに、これも競ひなしとて文政十年よ

りまたもとの如くにぞなりし。J(ウ)とある。即ち、地盤が下されると同時に人形

(福神像)の奪ひ合いが始まり、双方が声をかけ合い取り合う。その首を取った方

が勝で、首を得た者はその年福があると歓び祝ふ。この争いが余りに激しいので、

文政六年(1823)に、十五歳以下でないと参加できないことになったが、文政十年

からまたもとのようになったという。

⑥「延年舞先に地盤をおろすと、供僧皆大宮より客人宮へ参着す。亥の刻なり。誠

殿飢にいたり各列座す。供僧の内わかき僧一入札打ゑぽしに錯綜はかま・太

刀をはき、扇をもち、御殿にむかふてまふn 安びゃうしをとりて是をはやす。調も

金主旦..2..J(ア)とある。また f供僧の内、ワかき僧一人、黒衣を着し素き帯をして

頭をば袈裟を打ちあげてつつみ、御殿にむかひて舞ふ。残りの僧五人の内、一人務

拍子にてはやす。調ひものあり n 朗詠の内の和歌をうたふといへり。是を延年の舞

といふなり。J(イ)とある。即ち、将の地盤が下されると供僧は皆、本社から客神

社へ移動し、午後十時、誠殿組入に至り並んで座す。六人の供僧の中から江戸時代

前期には梨打烏帽子に素絹練袴、太刀を侃いていたが、江戸中・後期には墨染の衣

に白い帯をし袈裟で頭を包んだ若い僧一人が立ち本殿に向って舞う。残る五人の供

僧のうちの一人が務拍子を持って嚇し、朗詠のうちの和歌を歌う。これが「延年の

舞Jである。

以上が、江戸時代の厳島の延年の内容である。内容・衣裳などに変遷も見られるが、そ

の仕組は変っていない。七月六日午後六時、供僧・伶人ことごとく出仕し、本社拝殿に二

人の先駆・供僧六人の開口・左右行者の祈り・延年坊主・六人猿楽・青海波(管絃)・京語

争奪・客人社における延年舞(小法師の舞・勿拍子・朗詠)という順序と内容であった。

ところですでに述べたように、延年はもともと供僧の祭礼における即興的余興的芸能で

あった。従って地域により時代により内容が種々異なり、変遷があったとしても不思議で

はない。しかし、厳島の延年祭は他所には見られない特色を持ち、それを長く保持してき
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た。その特色の一つは、地盤の上の木偶(福神像)を奪い合うという、当社独自のものと

はいえないが、島民参加によって行われる特長的行事である。二つめは、供僧と神社の楽

人が共演し、供僧による開口・猿楽・延年舞の芸能と、神社楽人による管絃「青海波Jの

奏楽があるなど、神仏習合による祭礼であったことである。三つめは、当時最も盛大であ

った南都輿福寺の延年が江戸時代中期に途絶え、他の大寺の延年も多く桃山・江戸期に廃

れたにもかかわらず、当社の延年は江戸時代を通じて継承され、少なくとも幕末まで伝承

されていたことである。しかも政治経済の変動や神仏分離、新暦採用など明治維新の変革

の波をくぐり、内容と名称を改め、「玉取祭Jとして引き継がれていることである。

以上、厳島の延年は、すでに室町時代の年中行事に記されており、鎌倉から室町時代に

寺院の延年が盛行する趨勢の中で始まったと考えられる。また海上に造営された神社にふ

さわしい特色ある祭礼行事として形成され、現在、内容と形態は変わったが、氏子・島民

に支援されて、厳島の夏の海の祭礼「玉取祭Jとして受け継がれている。なお、玉取祭に

ついては以下に記しておく。

玉取祭

明治維新の神仏分離により座主・供僧の参加がなくなったため、厳島神社の延年祭は一

度途絶えた。しかし、明治八年(1875)に大鳥居建立の残材で宝珠をつくり、神社と氏子

の有志によって、この行事の復興が図られた (92)。しかし、様相は大いに異なり、夜の祭

礼行事から昼の祭礼行事となったほか、祭礼執行日は一定せず、現在は七月下旬から八月

中旬の聞の正午前後が満潮になる日曜日に、参加者の便宜を考えて行われるが、潮の関係

で平日になることもある。

当日は神前に三方台に乗せた宝珠(儲・経約 21センチ)が供えられ、午前十時に定

例の祭典が行われる。修誠・奏楽・献額・給品奏上・世話人総代の玉串拝礼・奏楽・撤慢

があり、一同満潮を待つ。正午前後、満潮になると神職以下が本殿に供えられた宝珠を議げ

て道中奏楽のなか、夫fJti品へ進む。大鳥居と火焼前の聞の海中には四本柱の宿が組まれ、
地盤が吊されている。宝珠は呆bf品から神社の小舟(見張り船)で運ばれ、地盤の上の三
方台に神職のお誠いを受けて取り付けられる。一同の小舟が退くと一斉に樟や水着の男子

が櫓に向い、地盤の上の宝珠争奪が始まる。地盤は火焼前から神社職員が引く網で上下に

移動するので、容易に飛びつかれない。しかし運よく地盤に飛び移った者が宝珠を落し、

「落し主Jといわれる。海中の争奪戦の後、宝珠を拝殿横、西松原、御笠浜の三箇所に設
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けられた注進所のいずれかへ持ち込まれた者を、「取り主Jという。宝珠は神前に供えられ、

「取り主Jr落し主j とも祈祷を受けた後、「取り主jに授与され、かつてと同様にその年

の幸福を授かると信じられている。

結語

当社の長い歴史の聞には、政治・経済・思想など時代の変化により、祭礼芸能にも消長

があった。そのなかで最も大きな変動は、明治維新による神仏分離と神社制度による変革

であろう。また、ここに挙げた芸能が失われた主な理由の一つには、幕末まで当社が保持

した豊かな財力が失われたことであろう。当社は長く朝廷・幕府・広島藩主の信奉と経済

的支援を得、春夏秋に市が立つなど、瀬戸内海航路の主要な拠点として栄え、豊かな財力

を保持していた。それによって社家(棚守・上卿・祝師)、供僧・内侍や諸役人神人など多

数の人員を擁していた。しかし、それらが失われたことによって、長く伝承されてきた祭

礼芸能も失われたと考えられる。

御神楽は江戸時代を通じ、人長の舞を勤める舞人、神楽を奏す専就の神楽男玉、六人に

よって勤められていた。東遊の求子舞(乙女子舞)を舞ったのは、八璃内侍をはじめ本内

侍と呼ばれた多くの内侍たちであった。また、神楽や東遊の伴奏や数多い祭礼に欠かせな

い奏楽は雅楽専門の伶人(楽人)が勤めていた。現在は神職が楽人を兼ね、内侍の数も往

時に比べて少ない。古来の芸能が継承されるためには後継者がおり、伝承を支えるための

経済的な支援が必要不可欠である。

[註]

第十章

1 太陽の活力が最も表える十一月中旬、亡き人の鎮魂・招魂をし、長寿と祈る祭把に発す

る。神の勧請、降臨した神との饗応、神送りに、さまざまな芸能・音楽が用いられ、神

出現の具体的表現として芸能が演じられた。

2 里神楽の種類には以下のようなものがある。

①A女が鈴・榊・扇などを持って奉納舞をするもの(亙女神楽・社神楽)

②素面で採物舞をし、仮面をつけて神話や神社の由来、古い説話などを舞うもの(出雲
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流神楽、岩戸神楽など)

③湯立の釜を中心に湯で祭場を清め、釜のまわりでさまざまな芸能をするもの(伊勢流

神楽、霜月神楽など)

④獅子頭を神座として神を勧請し、悪霊払いをするもの(獅子神楽など)

⑤鎮魂神事を中心にしたもの(神殿神楽・荒神神楽など)

なお、他にも種々分類の仕方があるほか、蝦子は所によって異なり、一般的には大太鼓・

笛・鎚寂争などであるが、鉦鼓・務拍子・篠笛などが用いられることもある。

3 r広島県の神楽』の中で真下三郎は神楽をミカグラ(御神楽)・ミヤカグラ(宮神楽)・
ダイカグラ(太神楽)・ミコマイ(座女舞)・サトカグラ(里神楽)の五つに分ける。①

御神楽は平安時代初期に既にあり、主として宮中で行われたもの。②宮神楽は宮中の御

神楽が簡略化されて神社に移入されたもので、伊勢神宮、石清水八幡宮、賀茂・住吉・

春日・日吉神社など主要な神宮・神社でおこなわれたもの。③太神楽は伊勢神宮の内宮

に伝わり、宮中の御神楽と大体において同様のもの。④亙女舞は伊勢神宮、賀茂・春日・

住吉神社など以外の比較的由緒の古い、社人を多く抱えた規模の大きい神社が御神楽を

移したもので、 A女が舞うもの。⑤里神楽は内裏以外の場所「里Jで行う神楽。古代日

本の神話・伝説に通暁した地方の神職が創作・案出し、劇化・舞踊化したもので神事に

伴う儀式舞と古代神話を語る能舞から成る。真下は①の御神楽の他は②③④も内裏以外

で行われるので、厳密に言えば里神楽であるとする。しかし筆者は②③④は内容的に①

の系統と考える。従って、神楽は発生・伝承の歴史的にも、歌舞内容においても異なる

御神楽系統と里神楽系統になる。また御神楽の楽人・舞人は、農民など氏子が勤める里

神楽とは異なる。

4 吉川英史監修『邦楽百科辞典』音楽之友社、 1984、204・205頁。東儀俊美他『雅楽壱貝』

東京書籍、 2003、16・17頁、 188・189頁。押田良久『雅楽鑑賞』文憲堂七星社、 1969、

153ー156頁、ほか参照。

5 神殿、皇霊殿とともに宮中三殿の一つ。神鏡 (λ怠の鏡)を祭つである。

6 採紛の歌は、清.み前・H・議・弓・剣・5毛・1ぜ・官の九種のものを手に持って舞い、

これらを接持に神降しを行った。

7 鶴岡八幡宮、笠間稲荷神社など。

8 r新出厳島文書J111 <f広島県史』古代中世資料編皿、 350-354頁)

9 前掲載「野坂文書J313-4、997-1003頁。
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10 前掲載 f野坂文書J340、1030-1034頁。

11 神楽笛は横笛の一種で、主に神楽歌に用いられる。古くは生竹に吹口、指孔を開けただ

けの原始的で細いものであったが、平安後期・鳥羽天皇の項、音量を増すため太くした

と記される。部分名称、指孔名称は龍笛に準じるが、龍笛の指孔が七つであるのに対し

神楽笛は六つである。

12 一席内侍から八繭内侍まで八人の内侍を特に八乙女または本内侍と呼んだ。

13 f宮島町史』資料編・地誌紀行 I、757頁。

14 前掲載 761頁。『厳島道芝記』にも『神楽初 大元の神前におゐて、上卿・五人の神楽

男かくらを奏す。此後両社御前にて奏す。J(同 190頁)とある。

15 前掲載331頁。

16 前掲載 190頁。

17 前掲載761ー763頁。

18 前掲載 191頁。

19 前掲載 193頁。『芸州厳島図会』にも「厳島の洞官渡海して御供を奉り、祝師・上卿榊

舞を奏す。又人長の舞・東遊等ありJ(同 741頁)とある。

20 前掲載 197頁。

21 前掲載334頁。

22 前掲載 197頁。

23 前掲載30頁。『安芸国守護施行状案J(御判物帖50)同32頁。

24 r大内氏奉行人巻数井米等返事J(厳島野坂文書 110)(f広島県史』古代中世資料編E、

78頁)

25 元亀元年(1570)二月四日の「毛利元就書状J(厳島野坂文書 211)(f広島県史』古代

中世資料編E、143・144頁)

26 r厳島野坂文書」には、舞楽奉納が記された毛利元就書状関係文書は九通ある。 (213、

220、226、231、246、257、276、292、301)同じく神楽奉納に関する元就の文書は十通

ある。 (211、237、241、286、302、327、343、353、354、356)

27 慶長四年(1599)三月六日の「毛利氏奉行人連署書状J(厳島野坂文書 1138)(f広島県

史』、古代中世資料編H、690頁)には、『援1J1議御在状見付而、別而之為御祈念、御腰物

井御神楽被参セ候、弥可被抽懇祈事専用ニ候、此曲可申旨候、恐々謹言、主竺買六日 程〉

石元嘉(花押)、張六左元至(花押)、〈寛1宮少元経(花押)、〈闇)隼人 元蔵(花押)、棚
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守殿Jとある。即ち、伏見に居る輝元のため、毛利氏奉行の四名が、刀と御神楽を奉納

し、懇に祈念を依頼したものである。

28 前掲載『広島県史~ 76・77頁。

29 r所文書J4号(松岡久人 f安芸厳島社J212頁)

30 松岡久人著、 212ー215頁。

31 向上214頁。

32 前掲載『広島県史~ 1343頁。

33 厳島神社所蔵。

34 御神楽演奏の図及びその次第と神楽歌(抜粋)

I御神楽演奏の図

匝二回
庭火O

円座。

本方(左方) 末方(右方)

和琴① ③箪集

笛② ⑤末拍子(末歌)

本拍子(本歌)④ @付歌

E御神楽次第と神楽歌

1.庭燥の部

榊台口

円座O人長の座

・神楽音取(神楽笛と筆集とで奏する音合わせ)

「庭燦J(本方と末方の独唱・紀貫之の和歌の上の句)

「深山には管降るらし亦品なる智の葛色っきにけりJ

f阿知女作法J(和琴、本方と末方の独唱)

挙議 fあぢめお、ぉ、ぉ、おJ

菜議 fおけあぢめお、お、お、おj

本歌 『おけj

2.採物の部

.飴話芸最(神楽笛の独奏・榊の前奏曲)

①「榊J(本方、末方の独唱と合唱)

221 



本歌 「榊葉の香をかぐはしみ負めくれば λ千誌人ぞ離せりける 固居せり
けるJ

末方 『おけあぢめお、お、お、おj 本方 『おけj

末歌 「神垣の御室の山の榊葉は 神のみ前に茂り合いにけりj 尻上「茂り合い

にけりJ

本方 fおけあぢめお、お、お、おj 末方「おけj

②「幣j③「杖J④「篠J⑤「弓J⑥「剣j⑦『鉾J 各(本方歌・末方歌) (略)

「韓神J(本方、末方の独唱と合唱)

<同韓神>本歌 「主L品朱議肩に取り掛け 我れ韓神の韓品桑せんや韓品ぎJ

末歌 『?己婦を手に取り持ちて 我れ韓神の韓招祷せんや韓招ぎJ

本方 『おけあぢめおおおおJ 末方「おけJ

く早韓神>本歌 「肩に取り掛け 我れ韓神の韓招祷せんや からおぎJ

末歌 「手に取り持ちて 我れ韓神の韓招祷せんやからおぎJ

返付 『からおぎせんや からおぎせんやJ

3.突箭援の部

「人長の舞J(神降し)

①「宮人J②「難波方J③ f未議老夫J@ r前張J⑤「幡巷被J@ r井会島j⑦「路

島宇j

各(本方歌・末方歌) (略)

「阿知女法J(本方・末方の独唱)

「小前議阿知女J(和琴、本方、末方の独唱)

本歌 fあぢめお、お、お、お、j

4.小前張の部

・小前張音取(和琴の独唱)

末歌 「あぢめお、お、j

①「議官j②「隔制帯j③『議等箭J@ r議設J⑤「掻積J@ r終者j⑦「大宮J

③「湊田J⑨ f官接言J 各(本方歌・末方歌) (略)

「竿議、J(本方、末方の独唱と合唱)

本歌 f千歳千歳千歳や千歳や争等の千歳やJ

末歌 「万歳万歳万歳や万歳やす企の万歳やJ

本歌 「尚千歳j 末歌 「尚万歳j

f早歌J(本方、末方の独唱)
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本歌 「や、何れそも停まりJ 末歌 「や、彼の崎越えてJ

本歌 「や、深山の不着J 末歌 fや、謀れ謀れ小葛J

早歌揚拍子(本方の独唱、本方、末方の合唱) (略)

5.星の部

ほしの

・星音取(神楽笛、箪葉、和琴の独奏。以下三曲を星という。)

「吉々 利々 J(本方、末方の独唱と合唱)各(本方歌・末方歌) (略)

「得銭子J (本方、末方の独唱と合唱)各(本方歌・末方歌) (略)

「来品有J(本方、末方の独唱と合唱)各(本方歌・末方歌) (略)

6.雑歌の部

・朝倉音取(神楽笛、筆集、和琴の独奏)

「朝倉J(本方、末方の独唱) (略) (その他 r~~1首.鐘厳・酒殿・毒笠J などの歌があ

った)

『箕詰J(三度拍子、独唱、合唱)

本歌 「輩厳のや森の森の下なる砦扇牟て来葦駁の虎毛の駒J

末歌 「其駒ぞや我に我に草乞う 草は取り飼わん水は取り 草は取り飼わんJ

「其駒J(揚拍子、合唱)

f其駒ぞや我に我に草乞う 草は取り飼わん水は取り 草は取り飼わんJ r人

長の舞J

武田祐吉編『神楽歌・催馬楽(附東遊・風俗u・押田良久『雅楽鑑賞』ほか参照。
35 r続日本紀~ (延暦十六・ 797)の巻二十四の天平宝字七年 (763)正月の条に、「東国の

舞Jを奏すとある。

36 r 日本三代実録~ (延喜元・ 901)の巻五

37 伝説によれば六世紀 (535)頃、駿河国(静岡県)右愛援に舞い下りた天女が舞ったさ

まを、国人道守が見て東遊の舞を作ったという。

38 r雅楽ー具~ r雅楽鑑賞~r雅楽百科辞典』ほか参照。

39 五月十二日の下鴨神社智正芸家、五月十五日の上賀茂神社・下鴨神社の葵祭、日光東照宮

の春秋例大祭、十二月十七日の春日大社若宮御祭など。葵祭では緋色の抱を着、春日大

社では子どもが舞うのが慣例である。

40 庭で舞う東遊は庭立、砂立といわれる。
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41 古くは日本固有の東遊笛が用いられたが、現在は高麗笛が用いられている。東遊笛は歌

笛とも称し、指穴が六孔ある横笛で、高麗笛より少し大きめである。笛の長さが龍笛と

高麗笛の中間なので、中管とも呼ばれる。高麗笛の方が音域が高めである。

42 東遊の次第と歌詞

く和琴・和琴の琴持・音頭・付歌・笛・筆集の歌人と楽人が舞殿に上る>

・商議札 fあはれお、お、お、おj

①ー歌「はれんな手を調。へろな訣:Wへむな謹むの書(紅撲の嶺)お、お、お、おj
②二歌「え 我が美宇が今朝の誉ては(あはれ)宅謹の7憾の琴を調べたることや(ご

とや)荷晶けや突のかつの朱や(なをかけ山のかづの朱や)お、お、お、おJ

③駿河歌(一段) rや宇度漢に駿河なる有度浜に 打ち寄する波は宅種(宅筆)の

妹昔こそ在しJ く一段の中ばで舞人が舞殿に上る>

駿河歌(二段)誉こそ住し 七種の妹は誉こそ佳し 逢える時いささは毒なんや

七種の妹言こそ佳しJ <駿河舞がある>

・茄未長島怠(高麗笛・箪築の合奏)

く舞人は舞殿を下り神前を背にひざまずいて抱の右肩をぬぎ、再び舞殿に上る>

④求子歌 「平準ふる神の街前の殖科長あはれれんれれんやれんやれれんやれ

んあはれの姫小松j <求子の舞がある>

⑤蛾札議 「大比礼や小比礼の時や寄りてこそJ

なお、宮内庁式部職楽部と各社の東遊の歌調には各々幾分違いがあり、求子歌の歌詞は

各社独特のものがある。

『雅楽壱具~ r雅楽鑑賞~ r神楽歌・催馬楽(附東遊・風俗ur古代歌謡集~ (日本文学

大系)など参照。

43 以下、小松茂美「平家納経の研究J 三『小松茂美著作集~ 11 (旺文社、平成八年)に依

る。

44 永仁六年(1298)十月八日の「自二宝蔵ー被二取出ー御文書等日記事J(厳島文書 1864)に、

宝蔵から持ち出した十四点四十六通の古文書の中のに、『被行一切経日記Jとある。こ

れが後に通称「伊都岐嶋千僧供養日記Jと呼ばれるもので、この頃まで当社に伝襲され

ていたとする。また、この日記は神主佐伯景弘か、その命を受けた社人かが別記として

綴ったものであろうという。(r小松茂美著作集~ 11、285・315頁)

45 明治五年十一月と同十年十二月、三原浅野家の浅野忠が厳島神社宮司を勤め、さらに同
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二十二年十一月浅野哲吉が宮司を勤めている。

46 昭和十年頃、広島市吉島町に本邸を構えていた三原浅野家の旧主・浅野忠允が、三原の

元三原市立図書館長・沢井常四郎に文書図書類の整理を依嘱、これに協力し当時、広島

文理科大学教授栗田元次、同助教授山中武雄、同大学の後藤陽一・小倉豊文が、昭和十

三年十二月に、三原浅野家の文書図書の中に、この「伊都岐嶋千僧供養日記Jなど、三

十四通の厳島神社に関する古文書を発見したという。

47 昭和二十年九月の台風で大きな被害を受けた当社の修理復旧に当った建築技師岡田貞

次郎を中心とする国宝厳島神社建造修理委員会が発行。沢井常四郎が戦前、組版まで出

来ていた『伊都岐嶋千僧供養日記j を含む『三原浅野家文書~ (東京大蔵出版、 273頁)

のゲラ刷の一部と千僧供養日記の写真原板と保存、厳島神社が所蔵していたその解読浄

書本を転載したもの。

48 r平家納経の研究~ (講談社、昭和五十一年)352-354頁。『広島県史』古代中世資料編

E、1472-76頁。『神道大系』厳島(神社編四十)138-141頁。

49 藤原頼通 (990-1074)が永承七年(1052)に天台系の寺院に改め、翌天喜元年には阿弥

陀堂(鳳恩堂)が造立され、池に映ずる阿弥陀堂が極楽浄土の再現として鏡仰された。

50 前掲載「平家納経の研究三j に依れば、左右各九十四名、合計百八十八名の大行道とい

う。先頭から内訳は次のとおりである。

①獅争一頭五人 ⑪ 大鼓 一人 (楽人)

② 審議(井)八人 ⑫証話 一人 (楽人)

③舞人 六人 ⑬定箸 一人 (香炉を持つ僧)

④糞蕃 一人(楽人) ⑭散:& 二人 (読経・散花の僧)

@ 鞄議 一人(楽人) ⑮ 封鎖 一人 (先導の僧)

@官設 一人(楽人) ⑮ 量達 一人 (願文伝達の僧)

⑦ 1ぎ 二人(楽人) ⑪ 油(縞カ)二十人(縞表着用・奉仕する僧)

@議集 二人(楽人) ⑮議 十八人(讃を唱える僧)

@笛 二人(楽人)
発普

⑮する僧)
十人 (散花の後、仏法僧の徳を称え歌唱

⑮銅拍子 一人(楽人) @通〈ぜ 十人 (錫杖を持ち鳴らす僧)

なお、⑪の「油Jは『禍jの誤字かと考えられる。納衣は糞語表ともいい、ぼろ裂で作

った袈裟であるが、それを模して作った金欄の袈裟を着用する。

51 栗田元次「史蹟名勝戯島と千僧供養日記J/i'史蹟名勝天然記念物』第十五集第九号、昭
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和十五年。

52 r女院御方御神宝注文Jr厳島文書~ 316 r建春門院神宝注文j、1006頁。

53 r(十月)九日、中宮、腫ヲ患ヒ給フ、玉葉J(東京大学史料編纂所『史料綜覧』巻3、東

京大学出版会、昭和四十五年、 582頁)

54 r (十月)十三日、中宮、八傑第二行啓アラセラル、顕魔王記J(向上、 568頁)

55 r小松茂美校著作集~ 328頁・ 395頁。

56 小松茂美校訂「平家納経の研究J三、 352頁。

57 向上、 405-6頁。『楽所補佐』に挙菌は文暦元年(1234)七十七歳で没したとある。

58 近衛府の官人は、左近衛・右近衛の司がおり、それぞれ大将・中将・少将・将監・将曹・

府生・番長・近衛の位階があり、当時の朝廷の舞人・楽人は将監以下の官位にあった。

59 未詳。但し千僧供養の当日、笛の一座を勤める左近衛将曹大神宗方と一緒に左方の笛を

勤めており、京の笛の名手であったと推測される。

60 r広島県史』古代中世資料編E、83-91頁。
61 r厳島野坂文書J1939 r広島県史』古代中世資料編E、1471-1497頁。
62 r巻子本厳島文書J55 r広島県史』古代中世資料編E、83-92頁。
63 r宮島町史』資料編・地誌紀行 I、189頁。

64 前掲載 741頁。

65 前掲載 741頁。

66 前掲載 330・331頁。

67+ 前掲載 194頁。

68 前掲載 331頁。

69 前掲載 195頁。

70 前掲載 197頁。

71 前掲載 777頁。

72 r広島県史』古代中世資料編E、1343頁。

73 r邦楽百科辞典~ r中世芸能史の研究~ r中世の芸能~r日本の伝統芸能』ほか参照。
74 治承四年 (1180)から嘉禎元年 (1235)まで、五十六年間の公武に関する記事を収録す

る『明月記』の寛喜元年七月十七日の条にある。

75 r古代・中世の芸能延年Jr日本の伝統芸能』本田安次著作集第十五巻舞楽・延年
1 44・45頁。
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76 向上 45頁。その項目は「蘇香急・倶舎・倶舎舞・歌婆也志・大衆舞・朗詠・若音・開

口・答返・千秋楽・若音・嘗季題目花連事・狂言山臥説法・心曲・祈玉因縁・風流jな

どがみえる。

77 f芸州厳島図会~ (f宮島町史~773 ・ 774 頁)

78 f邦楽百科辞典~ 130頁。

79 毛越寺延年の芸能内容

(1)税論 三本の飾りを立てた冠をつけ、切り顎と深い雛が能の翁面に似る鼻の高い

王の面を覆った者が、仏前で御幣を手に祝詞を唱える。

(2)呼立 二人の僧が田楽衆に固まれて向い合って座し、本尊の方に向って「主涜

苧説、竺布V、二和尚、三和向、その次々のヤ笠論文まで議蔀崖へえらひ給
と申セJと、こく部屋(御供部屋)へ集まるよう長やかに呼立てる。(かつ

ては一同酒宴の後、芸能に入った)

(3) 田楽 腰太鼓三人・ピンザサラ三人・小鼓(妻子議)一人、鋪駐宇一人の八人一

組で合奏し麗る。別に笛二人。田楽の曲は現在八曲が伝わるという。

(4)唐拍子別名、蕗葬ともいう。田楽の太鼓と地方の唄に合わせ、田楽に出た琴丁伝

と銅捜子の少年二人が第を手に飛び跳ねるように舞い、兎跳ねともいわれ

る。

(5 ) 若女 坂東舞とも称し、鎌倉から下った亙女の舞といい、若女面をつけ、扇と

鈴を手に舞う。途中、禰宜が出て軽やかな動作でからむ。

(6)老女 白髪の老女面をつけ扇と鈴を手に舞う。

(7)児雑 二人の少年による立合舞で、 f花誹Jと「主主fよ嘗jの二曲を隔年に舞う。
(8)勅使舞京殿・有吉ともいう。京の勅使・京殿と伴の狂言有吉の乱舞・相舞の聞に

種々の歌話が歌われる。

80 f宮島町史』資料編・地誌紀行 I、333頁。

81 向上、 334頁。

82 r厳島野坂文書J1939 (f広島県史』古代中世資料編E、1483頁)

83 0大聖院のほか、 O奥ノ坊、 O東ノ坊、 O松ノ坊、 O滝本坊、 O増福坊、 O修善坊、 O

執行坊、 O東泉坊、 O預坊、本覚坊、一乗坊、瑞光寺、大乗坊、正覚坊、辰蔵坊、瑞雲

坊、永現坊、栃末坊、脇ノ坊、谷ノ坊である。このうち、 O印の坊は幕末まで存在した。

(久保田収「厳島神社における神仏関係Jf厳島信仰事典~)
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84 r秘宝厳島~ 175頁。

85 巻子本厳島文書J55 r広島県史』古代中世資料編皿、 85頁。
86 r宮島町史』資料編・地誌紀行 I、333頁。
87 r巻子本厳島文書J36 r広島県史』古代中世資料編E、68頁。
88 ア. r厳島道芝記~ <f宮島町史』資料編・地誌紀行 I、159ー196頁)

イ. r芸藩通志~ <f宮島町史』資料編・地誌紀行 I、332ー334頁)

ウ. f芸州厳島図会~ <r<宮島町史』資料編・地誌紀行 I、773ー776頁)

89 f宮島町史』資料編・地誌紀行 I、195頁。

90 r宮島町史』資料編・地誌紀行 I、332頁。

91 r毒差がいし、Jを「側がいしリと掛けたり、「舌切り雀Jを「着たきり雀jというなど伝諺.

俗語などに同音別語を当て、違った意味を表わす。

92 f日本の神々と祭り』国立歴史民俗博物館、平成十八年、 145頁。
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第十一章周辺の芸能

緒言

厳島には、厳島神社を舞台に社人・供僧などによって行われた祭礼芸能だけでなく、神

社に直接関わらない周辺の芸能がある。それらは島民や厳島に集まる人びとの参加、支援

によって盛行し、長く保持されてきた民衆的芸能である。しかし、周辺の芸能もまた明神

鎮座地厳島ならではのものであり、広く厳島の芸能という場合、とり挙げなければならな

いと考える。

ここでは現在も例年、八月十七・十八日に行われている「宮島おどりJと、明治中頃ま

で芝居小屋があり、全国にその名を知られた「宮島歌舞伎Jについて述べる。神社周辺の

大衆的芸能である「宮島おどりJと「宮島歌舞伎Jの歴史、内容、特徴など明らかにし、

厳島の芸能としての特色を見い出すことによって、その層の厚さと幅の広さを知ることが

できると考える。なお、ここでは平安時代から「厳島」と並んで使われ、民衆の問で広く

使われてきた「宮島Jを用いる。

第一節宮島おどり

(一)由来と特色

厳島で単に「踊りJといえば、『宮島おどり」を差すのが慣わしであったという。「踊りJ

は江戸時代から老若男女誰でも参加でき、島民にとってもっとも親しみ易い庶民芸能であ

った。それは『厳島道芝記』、『芸藩通志』、『厳島図会』のいずれにも、「多賀江念仏Jと記

され、厳島独自の由来を持っている。ここでは『芸藩通志』巻十七「風俗j の記述を載せ

ス(I)
o 

十六日・十七日 両夜、東町の演にて多賀江念備といふ事あり。是ハ昔伊議園北僚の

地頭、多賀江兵衛某といへる武士、当国に乱入し、争ひのことあり。或時、多賀江大

宮の沖に兵船をならベ、神前に舞踊ありしを見て、兵等、様様と悪口放逸なりしかパ、

風浪俄に起り、ー舟の者、皆溺死す。其遊魂、渡海の舟に障をなしければ、七月十六
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日、彼霊を弔ふとて、六粛念備を始しといふ。今ノ、十六、十七、両夜僧俗百万遍を唱

ふ。

これによれば、昔、伊予国北条の地頭・多賀江兵衛某 ωの兵船が当国へ乱入、神社沖

に繋留していた時、丁度奉納されていた神前の舞楽を見て、さまざまな悪口を言い放逸な

行為をした。するとたちまち神罰が当り、風荒れ波たち船が沈み人は皆溺れ死んだ。その

後、多賀江の幽魂がここに留まって渡海の船に障碍をなすので、七月十六日にその霊を弔

ひ鎮めるため六斎念仏を始め、今は十六・十七日の両夜、僧俗の人びとが百万遍を唱える、

というのである。ここでいう「昔j とは、『房顕覚書』に記された亥ノ歳(大永七・ 1527

か、天正六・ 1578)三月十五日、春の大宮祭の時と考えられる ω。この時の紛争は十五日

祭礼の夜、倉橋島(安芸安南郡)の船の者が酒に酔って祭礼警固の衆と争いになり、倉橋

の者が船から神前へ矢を放った。翌十六日、多賀谷の名字をもっ者など倉橋の者が神領衆

に討たれた。小晦日、蒲刈から警固船百六、七十般が厳島へ寄せ集まり、あちこちへ火を

懸けたが、折節風雨が激しくなり、多賀谷兵部少輔など二十四人が鳥居の前で海底に沈み、

他の船も長浜の沖に沈んだという出来ごとであった。

多賀江念仏の由来については、『厳島道芝記』巻七の「奇異j にも同様のことが記され、

「故に七月十六日魂まつりによせ彼の霊を弔ひ鳥居の洲の沖におゐて、六斎念仏をはしめ

しより、後、怨霊さりしとかや。今毎年七月十六日の朝、嶋中の魂を此所に捨て六斎念仏

を供養すJとある。また『厳島図会』巻之五の年中行事にも r(七月)十六日十七日両夜多

賀江念仏j と記し、「多賀江念仏の由来j という図を載せている(図 105)。これらのこと

から江戸時代初期には、七月十六日の朝、鳥居の内の洲浜で供養念仏があったと思われる

が、江戸時代中期には『芸藩通志』に記されるように、七月十六・十七日の両夜の行事に

なっていたことがわかる。

それでは厳島の多賀江念仏は、わが国の民俗行事・盆や盆踊りとどう関わっているので

あろうか。いうまでもなく盆は中元(旧暦七月十五日)に祖先の霊を迎え、供物をそなえ

て供養する行事である(4)。その中元に、音頭(先にたって歌い出す人)やその歌謡に合わ

せて精霊を迎え送るために踊るのが盆踊りである。精霊を迎え慰める踊りは原始舞踊にも

あったが、仏教伝来の後、七月十三日から十六日にかけて盆の儀式として行われ、室町時

代末期から民衆娯楽として発達、隆盛を見た。盆踊りの楽器(太鼓・篠笛・鉦など)、歌謡

(盆踊唄)、舞踊形式(輪式・行列式)、衣装などは時代や地域によって実に多様な展開を

230 



見せている。

一方、多賀江念仏は第一に祖霊や精霊ではなく、多賀江一族の幽魂を鎮めるためという

特別な主旨を持ち、由来は他の盆踊りと異なっている。当初より多賀江念仏と呼ばれ、鉦

と太鼓を打って嚇しながら節をつけて踊るという六斎念仏 ωであった。しかし、踊りが

行われる時期は中元の頃で、他の盆踊りと共通する。盆踊りはわが国古来の祖霊を迎え送

る風習と、平安時代に空也上人が始めた念仏踊りが加わって生まれた各地の多様な踊りと

いえるであろう。従って厳島の多賀江念仏も、こうした他の盆踊りの隆盛と無関係ではな

かったと考える。

その後、厳島の多賀江念仏は江戸時代中頃までに、宗教的なものと芸能的なものが分化

していったと思われる。先に挙げた『芸藩通志』巻十七 f風俗Jの「十六・十七日」に記

した多賀江念仏の前に、次のような記述がある。

中元 中元の踊りあり。さハいへど十七日頃より月末まて踊るなり。空地庚慮に、廻

り三十聞の竹坪を結ひ、八方に笹を建、桃灯をあまたともし、中央に高きおきものを

構へ、其まハリにも笹に短冊をつけ、四方に桃灯を釣り、三味線・太鼓にてはやす。

音頭に七浦名所を唱ふるあり。

即ち、この頃には旧暦七月十七日頃から月末まで踊る「中元の踊り」があった。空地の

広場に回り三十問の長方形の竹の為いを作り、八方に笹を立て議守を灯し、中央に高台を

構えてその周囲にも短冊をつけた笹を立て、四方に提灯を釣した踊り場が作られていた。

高台の上では三味線、太鼓の踊子に合わせ、七浦名所が唱われた。野坂元定は「厳島神社

の神事と芸能Jの中で、通志にある『中元の踊りJが多賀江念仏と別もののように記して

あるのは誤りであると述べている。確かに『芸藩通志』風俗には、 f中元の踊り jと「十六・

十七日の多賀江念仏Jが並列して記述され、別のように見える。しかしよく読むと後者の

方には「今ハ十六、十七、両夜、僧俗が百万遍を唱ふj とあり、本来の宗教的な念仏供養

は大きな数珠を繰りながら僧俗が念仏を唱える百万遍の行事として伝わり、一方、芸能化

した念仏踊りは陸の広場で踊られ、「中元の踊りj と呼ばれていたと推測される。

室町末期から桃山時代の初め頃始まった多賀江念仏は、近世に入り当時流行していた「世

話物J(6) r艶物J(7)などの文芸や芸能の影響を受け、また当社の神事・御島廻りの船歌や

社家の伝統的な舞楽などを取り入れながら、独自の芸能を形成していったと考えられる。
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「踊りJは明治初年以降、『宮島おどり j と呼ばれるようになった。

(二)内容と現状

多賀江念仏が行われる場は、当初より『厳島道芝記』に記されたように鳥居の洲であっ

たが、『芸藩通志』が書かれた頃には陸の上になり、広い空地があれば何処でも踊り場にな

ったとしづ。御笠浜が築かれてからは、御笠浜のほか御垣ヶ原(現・社務所所在)、大願寺

の原(現・宝物館前)、梅林(現・幼稚園所在)など、あちこちの広場が会場になったとい

われ ω、現在は主として御笠浜が使われている。踊り場の仕構は鳥居の洲で踊っていた頃

は格別のものはなかったと思われる。しかし先述のとおり江戸時代には、青竹で櫓を組み

板の床を張って音頭場が作られていた。また音頭場の周囲には笹のついた青竹を柱とする

一周三十問の竹の掃を作り、幅約m センチの二重囲いとし、その間で踊ったという。青

竹はその後丸太に変わり、現在、中央に立つ床高一間の櫓も、電燈を灯す紅白の提灯を吊

した一重の柵も鉄骨で組み立てられている(図96)。

踊りの時期は江戸時代初め頃、七月十六日の朝であったのが、やがて十七・十八日の夜

になり、中元の踊りは十七日頃から月末まであった。しかし、現在は八月十七・十八日の

宵、八時頃から行われている。

内容は当初、慰霊鎮魂のため鉦や太鼓で蟻し、念仏を唱えながら踊る六斎念仏であった。

やがて三味線と太鼓で嚇すようになり、これが基本となって今日に至っている。宮島おど

りになって後、一時胡弓や篠笛が加わることもあったという。大太鼓は現在、櫓の下で叩

かれている。「踊りJの歌謡・音頭は、御島廻りの唄水主が唱う船唄がとり入れられるなど

厳島に関わるもののほか、当世流行の世話物や艶物、人口に謄突した社会的出来事などが

随時加えられたようである。『芸藩通志』には「七浦名所Jが記されている。昭和四十七年

(1972)の『厳島民俗資料緊急調査報告書』には、以下の三十六曲の盆踊歌が記録されて

いる (9)。なお、 O印のある十二曲は現在歌うことができるものである。

都あたり 2. 田舎の君 3. 酒くどき

4. 御馬揃ひ 5. 名馬揃ひ 6. 宇治川

7. 水戸の中納言 8. 秋のタ 9. 秋の寝覚

010. 宮島八景 11. 吉争 12. 恨草

13. 鹿島 14. 歌人 15. 宇治頼政

16. 四季 17. かうてい 18. 伽陀

19. 八島 20. 七夕 21. 秋の半

22. 皆、田の道行 23. 池田のしゅく 24. 陸奥の国
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小三金五郎

古手屋八郎衛

扇屋彦四

延正寺(延修寺)

このうち「宮島八景Jや「四季の眺めJ、『八島jや「那須与市Jなど厳島を歌ったもの

や平家にまつわるものなどは、厳島の特色を表している。これらの歌詞はすべて同報告書

に記載されているほか、宮島音頭保存会の八木豊所蔵の歌本には、「四季の眺J以外の十一

曲が記録されている。宮島おどりの由来と盆踊歌の歌詞を収め明治九年の奥付がある冊子

「宮島踊Jや、大正十三年の日付のある「宮島踊歌J(図 106)などの資料は、宮島町宮島

歴史民俗資料館(現・廿日市市)に保存されている。

念仏踊りから始まった踊りは、江戸時代に社家や武士が加わるようになって、舞楽の手

振りが入り『侍踊りJの品格が加わって、全体に著しくゆったりと優雅なものになった。

社家や武士は着物に「紹の黒羽織Jr黒嬬子の帯Jに編笠を深く被って顔を隠、して踊った。

両手は目の前で交差・上下させ、すり足で、踊り手は無言で手拍子もない。ゆるやかな手

振りや物静かな所作などに特色がある。衣裳は当初、格別の決まりはなかったようである

が、現在は揃いのゆかたに編笠を被って習で縛り、白足袋に草履をはしこれは先の社家

や武士の衣裳の名残りであろう(図 107)。

現在、宮島おどりは子どもの踊りで始まり、編笠姿の大人の踊りが続く。しかし、伝統

的な緩やかなテンポの踊りだけでなく、十五分位で区切りながら今風な f杓子おどりJや

「あられちゃん音頭Jなどの曲も踊られる (10)。昭和三十八年には宮島踊り保存会が設立

され、十数名の唄い手と踊り手を中心に伝統的な宮島おどりをはじめ、明治後期に作られ

たすずめ踊りや杓子おどりなどの新作も加えて踊られている(図 99)。

第二節宮島歌舞伎

(一)芝居の由来と市立

宮島の芝居の由来と宮島歌舞伎の招来について述べる前に、芝居興行と切り離せない市

立について述べる必要がある。宮島の市立は十六世紀中頃、大内義隆が当島を支配してい

た頃からあった(11l。近世になって市立は春三月、夏六月、秋九月、冬十一月の四度にな
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り隆盛を見た。宮島の市立について元禄十五年 (1702)版行の『厳島道芝記』巻五は、次

のように記している(12)。

四季市庖

いにしへより当島の市は春三月、夏六月、秋九月、冬十一月都て四ヶ度なり。近方遠

境の大船小船、国々の商人おのがさまざま唯此の湊に入り来る、もの売買せずして又

持出るといふことなし。繁栄なる前虐の場なり。東西に道を分兼ね縦横に目も配りが

たし。所せく仮屋をうちて海もなう山もしれず。芝居は夏堂のまへ、山王の左右、荒

えびすの辺にあり。是を大町といふ。昼夜の遊戯見物そうぞきたてり。

年四度の市には、近隣遠方から商人たちが大船小船に商品を積んで集まり、仮小屋が建

ち並ぶ市立の繁栄ぶりを記している。また後述するが、芝居小屋について言及している。

市立は江戸中期には春・夏・秋の三市となり、ことに管絃祭を中心とする六月の夏市が最

も盛んであった。天保十三年刊行の『芸州厳島図会Jr六月市立の図J(図 25)の詞書きに

は、賑う順に六月十日から七月十日までの夏市、三月十日から四月八日までの春市、九月

十日から三十日までの秋市を年中の三市といい、「その接結薙同署ふるに弱なきは夏市な

りけり。府l坂宏嵐は斐lこもいはず、廷画の官貨留をここに移して諸星をあきなふ。議lこ

十七夜害総長の前九妥を宮とす。Jと記している。

全国の神社仏閣の参詣者数を比較した寛政十年(1798)版行の木版刷り見立番付「大日

本神社仏閣参詣数望J(13) (図 108)に、芸州厳島は東方前頭二枚目に挙げられている。厳

島は大関・伊勢太神宮、関脇・京東本願寺、小結・讃州金毘羅、前頭・和州春日大社に次

ぐ高位の参詣者数を誇っていた。その厳島神社の大祭に合わせて市が立ち、多くの人が集

まる繁栄した市立の機会に、さまざまな芸能興行が行われるようになった。先に挙げた「六

月市立の図Jの詞書きの続きに、次のように記している。

(六月市立の図)

た三発資の挙のみにあらず。設は会舜表、或は算宝、或は揚号、或は誇晶、草詰&歯の

Bii重は逗戸の長孝をや替ふらん。車整さきたる鍾蹴は、主の轟の各f議ゃ撃ぶらん。品時
義、1Ilこ挙をよせて、お客Eの#IJを官むもみなl勇72存の《の設なりかし。
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ここには歌舞伎、弄玉(玉取り曲芸)、楊弓、樗荷(崩毒)、鼻高仮面芝居など雑多な興

行が記されている。後述するが、江戸時代には大・中・小の芝居小屋があり、歌舞伎のほ

か人形浄瑠璃、竹田からくり、軽業など雑多な見せ物興行すべてが芝居と呼ばれている。

近代演劇の改革を図った坪内誼盗 (!4)以後の「芝居J(!5)の概念とは大部異なる。ここでは

その江戸時代の多様な宮島芝居のうち、当時の代表的な芸能興行であり、現在もわが国の

伝統的な古典芸能として存続している人形浄瑠璃 (!6)と歌舞伎(17)をとり挙げる。

さて、宮島芝居の最も古い資料として知られるのが、松本山雪筆「厳島風景図J(六曲一

双扉風、東京国立博物館蔵) (図 109)である (!8)。この図は寛文年間(1661ー73)の宮島

の市立の様子を描いたものと推定される。宮島の実景描写に追った本図の右隻に、鳥居と

社頭を中心に経堂下の海沿いに建ち並ぶ市立の仮小屋と、山王社の横に人形芝居の小屋が

描かれている。楽屋付きの唐破風の屋根がある仮設舞台では、人形芝居の公演中である。

中央の櫓にくぐり木戸があり、をで囲った観客席には屋根がなく、地べたの敷物に座った

武士や普笠を被った大勢の人が見物している。

芝居について記したものとしては、先述の『厳島道芝記』の「四季市庖Jにある「芝居

は夏堂のまへ、山王の左右、荒えびすの辺にあり。Jが、最も古いものであろう。夏堂は神

社本殿の後方にあった明神の本地仏・十一面観音を安置した観音堂である。ここには夏堂

の前と山王社の左右、荒胡子社の辺りの四箇所、芝居小屋があったと記されている。これ

らの芝居小屋でどのような興行があったのか記されていないが、土地の広さから山王社の

左右は人形芝居などの小屋であったと思われる。水を使うからくり人形芝居は、水の便の

よい荒胡子社付近で興行されたものであろう刷。

ところで歌舞伎は、室町時代から近世初頭にかけて社寺の祭礼と結んで流行した、小歌・

笛・太鼓・三味線などに合わせて踊る民衆の風流踊りに始まる。天正の頃の「ややこ踊りJ

(少女の小歌踊)の舞台芸能化を経て、慶長八年(1603)、出雲の阿国が京で阿国歌舞伎(女

歌舞伎)を創始し、女歌舞伎も続いて興った若衆歌舞伎もともに約四半紀続いたが、風俗

を乱すとして禁止され、承応二年(1653)、成人男性だけの野郎歌舞伎が起こった。寛文四

年(1664)、二場以上場面展開をする続き狂言が生まれ、容色本位でない「物真似狂言尽しj

という演劇として発展、元禄期には京に三座、大坂に四座、江戸に四座の劇場が出現して

いる。宮島にはこうした三都の歌舞伎が招来される以前から、「地芝居Jr地狂言j と称さ

れる農民などの旅役者による芝居が来ており、三都の歌舞伎招来後も引き続き平行して興

行されたと考えられる。
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それでは一体何時頃から、宮島で歌舞伎興行が始まったのであろうか。『宮島歌舞伎年

代記』で薄田 (20)は、寛文から延宝・天和(1661""'1683)の頃、宮島の歌舞伎興行はあっ

たであろうという。松本山雪が寛文年間(1661""'73)に描いたと推定される扉風には、本

社東の御垣ヵ原辺りの芝居小屋が省略されているといい、また天和二年 (1682)刊行の西

鶴の『好色一代男』巻二に出てくる、 f宮島の芝居ずきにJさまよう奈良二王堂の飛子(歌

舞伎一座の下級役者で男色の相手にもなった)の話などを挙げてその理由としている。し

かし、山雪は人形芝居より広い舞台を必要とする歌舞伎の芝居小屋を省略するであろうか。

近世以来、年四度の市には諸種の旅芝居の興行はあったと思われるが、京大坂・江戸の歌

舞伎興行は、元禄期以降ではなかろうか。江戸前期は歌舞伎が度々幕府の禁止を受け、野

郎歌舞伎が起こって、狂言尽しの劇内容を深め、演技・演出などにおいて発展を遂げつつ

あった時代である。山雪の図にあるとおり、寛文年間の頃は人形浄瑠璃が宮島芝居の中心

的存在であったのではなかったろうか。残された番付記録などから、三都の舞台を踏んだ

役者が出る歌舞伎興行が盛んになるのは文化・文政期以降と考えられる。

人形浄瑠璃と歌舞伎は、元禄時代に民衆文化のーっとして発達した芸能である。しかし

日本の古典芸能史から見ると、人形浄瑠璃の方が歌舞伎より一足先に集大成され、全盛期

を迎えている。人形浄瑠璃は享保・宝暦(1716""'63)の頃、集大成されたが、歌舞伎は半

世紀遅く、化政期 (1804""'29)を中心に舞台・音楽・舞踊・演技・演出などにおいて集大

成され、幕末にかけて完成を見た。天才的な浄瑠璃の語り手で「義太夫節jを確立した初

代竹本義太夫 (21)は、貞享元年(1684)に大坂で「竹本座jを旗上げし、その年の三月市

か六月市に宮島で芝居興行をしている。『浄瑠璃実家歯~ (天保十三年刊)は、竹本義太夫
の「厳島明神祈願の図J(図 110)を載せている。これは竹本義太夫がまだ清水理太夫とい

っていた頃、宮島へ下り芝居興行をする問、暇ある毎に厳島明神へ参寵して芸道上達を祈

願したところ、夢に天童が現われ一巻の軸を授かり、是より芸道が大いに上達、天下の名

人と称されるようになった、という詞書が付いている。義太夫節は浄瑠璃語りの異名にな

るほど流布し、以後、宮島の芝居興行は芸能人に特別な意味を持つようになったほか、宮

島で評判をとるのが出世のきっかけと考えられるようになった。

さて、元禄時代の宮島歌舞伎に関する史料は乏しいが、先行研究によればω、元禄三

年 (1690)頃から宮島の夏市に来演した芝居興行は、ほぼそのまま豊後府内(大分市)の表

蹟八幡宮の浜之市に行くという巡業ルートができていたといわれる。従って浜之市芝居¢

興行内容から宮島芝居の内容を凡そ推測することができる側。元禄三年の八月から九万
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にかけて巡業された浜之市芝居の記録 (24)には、人形j争瑠璃と竹田からくり、軽業の中芝

居、その他の軽業の小芝居二つの計五座が記されているが、歌舞伎の記録はない。元禄年

間で歌舞伎興行の記録があるのは、元禄七年(1694) と同十四年(1701)である。元禄七

年には大坂の「狂言尽jをはじめ、からくり芝居、難波の操芝居など玉座 (25)、同十四年

には大坂の「大芝居狂言尽Jと大操、中芝居の南京からくりなど六座の興行が記録されて

いる刷。「狂言尽Jr大芝居狂言尽Jといわれた歌舞伎の出演関係者数は、各々六十玉名、

七十一名と他の人形芝居や軽業などの中・小芝居に比べて格段に多い。元禄に続く宝永以

後(1705'"'")も人形浄瑠璃や歌舞伎の大芝居の巡業はしばしばあったが、化政期以後、歌

舞伎芝居の史料は急に豊富になる。その理由のーっとして、ここでは市立とともに芝居興

行を支えた富くじ興行について触れておきたい。

富くじは江戸時代初期に始まり、本来、幕府や藩が社寺の修理費などを捻出するために

公認したかけ勝負(賭博)であった。社寺の扶持を賭い、藩や開催地の財政を潤すものと

して諸国に広まり、広島では尾道、御手洗、廿日市、三次などでも行われたが、射幸心を

煽り民衆の生活を乱すものとして、藩は城下や領内の者の富札購入を禁止し、他国の富く

じ参加を厳しく取り締った。宮島の富くじ興行は元禄の頃からあり、溝の許可を得て他国

からの人寄せ・銀寄せのために、四季の市立に合わせて行われた。宮島の宝くじ興行も度々

禁令が出され、その都度 f宮島難渋ニ付Jなどの理由によって再開されている。富くじは

「失業入札払J仰と称され、宮島奉行が統括関与するもので、一口の二十分のーが奉行へ

納められたという倒。また富くじの収益は、上方や江戸から名優を抱える座本を招来す

る費用として当てられたほか、当地の社寺の修理や社人の手当てなど各種の経費にも使わ

れている。神能の章で述べたように、享保から化政期にわたって宮島奉行を勤めた青木猪

助が能装束十三領を、伊藤半右衛門が六領を寄進したのもこの収益によると推測される。

「宮島の大芝居J(W完銑十著J)ω によれば、上方の大芝居を招くに当り、宮島の芝居請

方(勧進元)は契約金の一部を宮島奉行から借用して当て、芝居興行が始まったら日々の

入金を届け出、興行終了後、決算して借用金を返納、万一欠損が出ても追徴されなかった

という。宮島繁栄の保護施策であったと考えられている。

富くじの行われる富座は遊女の町であった新町の奥にあった。慶応二年(1866)の記憶

地図であるが、「宮島花柳界・富くじ界晩終地図J(宮島歴史民俗資料館蔵) (図 111)には

西蓮町の側に富座があり、近くに富札工場、富札口屋、銀座や富の市が記されている。現

在跡地に石碑「大束富くじ場跡J(図 112)が立っている。
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(二)化政期以後の芝居と芝居小屋

宮島芝居は近世以降、当社の三大法会である春秋の大宮祭と夏の船管絃をはさんで聞か

れる市立の隆盛ととともに、盛んになって行ったと思われる。寛永九年(1632)の春市で、

藩主が南蛮渡りの鰯・虎皮・齢・紗綾・砂糖など珍重な品々を買い上げたことが、そ

の買物帖に見える (30)。その市立に集まる人びとを対象に、また人寄せの手段として種々

の芝居や見世物が興行された。芝居の中でも歌舞伎と人形浄瑠璃は、元禄期を中心に優れ

た戯曲作家、役者、演出家が出、内容的にも一段と発達を遂げた。富くじ興行の収益によ

る藩の経済的支援もあって、化政期以後、上方や江戸から一流の歌舞伎一座を呼び、宮島

は芝居どころとして全国に知られるようになった。

それを示す史料は、文政八年(1825)に大坂で板行された「藷箇芝居繁栄数望J川(図

113)であろう。この見立番付 ω には、東方の大関・江戸中村座、関脇・江戸市村座、小

結・江戸森田屋、前頭の尾張橘町・清寿院・若宮八幡・加賀金沢川上に次ぐ前頭五枚目に

芸州宮島市が載っている。これは前頭六枚目の讃岐金毘羅市より上位であり、西方の前頭

五枚目の長門萩と同位である。面白いのは最下段に載っている「諸国芝居の希有Jで、こ

の見立番付に載る東西各 66ヵ所、計 122ヵ所の芝居所の中から、 11ヵ所の珍しい芝居所

を紹介している。東方前頭四枚目・加賀金沢芝居では、見物人が喧嘩した時に狂言(芝居)

が終るまで入れておく牢がこしらえである、といい、続いて「芸州宮島芝居j は「親さる

が子猿をたんとつれて屋ねのまとから芝居を見物するもおかしJと紹介されている。この

見立番付表から宮島芝居は、江戸三座と京四条大かぶき芝居、大坂市の芝居に次いで、尾

張名古屋芝居、加賀金沢芝居、伊勢古市芝居などと肩を並べる芝居所として評判を得てい

たことがわかる。

江戸後期の宮島歌舞伎について、『芸州厳島図会』巻二「歌舞伎芝居の図J(図 114)の

詞書は、次のように記している。

詮議の主貨の甫lこは、議舜&のゑ父あまた来り、突菅の賀の露出こ接、て議守普通き符す。

宗治の蹟ミせ・桜花の二三の容にもをさをさおとらぬl叢ひて、首議、議、竺の劇場なる

こと、世によくしる所なり。

元禄の頃から年三度になっていた宮島の市立に、多くの歌舞伎の名人が来島して大宮の
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東・御垣ヶ原の芝居小屋で勧進興行をし、その賑いは西海第一の劇場と広く知れ渡ってい

たのである。図には幾本も械が立つ芝居小屋や軒を連ねる芝居茶屋、雑踏の中を新町の遊

女を先頭に持に威儀を正した役者たちが舞台へ乗り込む姿などが描かれている。織には中

村歌六、座本中村梅吉、中山みよしの文字が見え、茶屋の軒下には、いし平、さかまん(坂

万)、のぜん(野前)、おりご(折五)、多葉通j、岩彦などと書かれた提灯が下がっている。

通り道を彩しい群集が埋め、繁栄した夏市と芝居興行の様子を伝えている。

なお、これは天保七年(1831)の夏市の光景であることが、残された芝居番付からわか

る。番付には r(天保七)申の六月吉田より宮島大芝居にて 座本中村梅吉J(図 115) と

あり、図会に描かれた芝居小屋の櫓に掲げられた座印と閉じ矢車紋が摺り込まれている。

この時は「忠臣蔵Jr先代はぎJなどの芝居が上演され、若女形に中村歌六、中山みよしの

名が見える (33)。

その他宮島歌舞伎に関わるものでは、天保六年(1835)七月、江戸の名優・七代目海老

蔵 (34)と八代目団十郎 (35)が厳島神社へ奉納した肩額がある。これは「永代奉常燈明J(図

116)の墨書を板に刻字したもので、現在、千畳間に掲げられている。七代海老蔵こと七代

市川団十郎は、化政期から天保・嘉永(1830---54)にかけて、江戸だけでなく長く京坂の

劇場で活躍した名優である。天保六年は、同四年に子息新之助に団十郎の名を譲って自ら

七代海老蔵と改称、座元中村梅吉と組んで初めて宮島入りした海老蔵四十四歳の時であっ

た。海老蔵はこの芝居興行中に、神社廻廊に掲げられた初代団十郎の竹抜五郎、二代団十

郎・幼名九蔵の不動明王を描いた絵馬 (36)を発見した。その絵馬は『厳島絵馬鑑』に図柄

を残すのみで本体は失われている。絵馬が奉納された元禄十七年(1704)に初代団十郎が

百下した記録はなく、江戸でその舞台を見た好事家が奉納したものと思われる。しかし、

七代団十郎が百三十一年前に奉納されたその絵馬を発見したことが、自ら墨書して父子連

名で肩額を奉納する起因になったことは間違いないであろう。

ところで前後したが、ここで宮島歌舞伎の先行研究を挙げておきたい。薄田太郎・純一

口の『宮島歌舞伎年代記JI(昭和五十年刊)は、宮島芝居に関するほとんど唯ーといえる研

完書である。これには薄田父子の「宮島芝居概説Jr宮島歌舞伎年代記Jと、角田一郎(37)

コ「宮島の芝居小屋Jr広島歌舞伎の起源と再興Jを載せる。このうち年代記は諸家に収蔵

されていた文化十一年(1811)から明治二十五年 (1892)までの八十一年間の、欠落した

二十年間を除く、六十一年間の宮島の芝居番付、約五百三十余枚を丹念に調査してまとめ

三ものである。歌舞伎の番付を中心に遺存する他の芝居番付も合わせて年代順に載せ、番
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付にある芝居の開催期日、座本、上演題目、役者、狂言作者、頭取、太夫元などをすべて

記している。

座本や上演題目、狂言作者などの記録は勿論重要であるが、役者の名前が立役から実悪・

色敵・敵役・若立役・若女形・娘方・子役まですべて載せられているほか、花形役者だけ

でなく、浄瑠璃、長唄、離方、口上、振付などに至るまで全部名前を載せ、芝居興行の全

容を知ることができる珍しい記録といえよう。また歌舞伎や人形浄瑠璃のほか、人形から

くり、水芸、曲馬、曲独楽、足芸などの番付まであり、他方芸能史研究から見ても興味あ

る資料と思われる。番付には触込番付(前宣伝用)と実際の役割番付があるほか、必ずし

も番付どおりに芝居が行われたとも限らない。しかし、これらの番付記録は宮島芝居の研

究にとって貴重な基礎資料である。

次いで宮島歴史民俗資料館の年報に掲載された「宮島芝居関係資料J(1)・ (2)(叫が

挙げられる。資料報告として載せられたものであるが、同館所蔵の見立番付や口上錦絵を

はじめ、薄田の年代記に掲げられた歌舞伎の番付に、その刊行以後、同館が収集した番付

を加えて、文化三年頃から明治七年までの番付の一覧表を作成し、番付の写真やその他の

芝居関係資料などを載せている。その他全国的視野から宮島芝居を考えるには、守屋毅「地

方と歌舞伎J( W日本の古典芸能 8 歌舞伎J)や神田由築『近世の芸術興行と地域社会』

などは示唆に富む研究書である。

先に挙げた文化八年(1825)版行の f諸国芝居繁栄数望jをはじめ、宮島歌舞伎や宮島

芝居関係の資料を多数所蔵するのは宮島歴史民俗資料館である。文化三年(1806)の歌舞

伎・文化五年の浄瑠璃の番付をはじめとする芝居番付や、文化十三年の中村歌右衛門の芝

居絵、喜永六年の市川海老蔵の口上錦絵、大正七年の中村腐十郎らの奉納額、芝居小屋が

描かれている木版刷りの厳島の図などを数多く収蔵している。

それでは宮島歌舞伎は何時頃まであったのか、芝居小屋の推移を見ることによってその

終鷲を知ることができる。宮島の芝居小屋については、先行研究に先述の角田の「宮島の

芝居小屋」がある (39)。これによれば宮島の芝居小屋が描かれた最古の作例である山雪の

芝居小屋は、市立と芝居興行が終われば取り壊される掛け小屋であった。この画の制作年

代は廷で囲った露天の見物席、舞台、人形の形などから、また左隻に描かれた小浦海岸の

遊廓から、寛文 (1661---1673)頃と推定されている。宮島の遊廓は寛永年間 (1624---43)

に広島城下から小浦へ移され、寛文十二年(1672)頃、新町へ所替されている。宮島の芝

居小屋は、元禄頃の讃岐金毘羅芝居の図(金刀比羅宮蔵)にある芝居小屋が皆掛け小屋で
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あったことからも江戸時代中頃まで仮設の小屋であったと推測されている。

宮島に常設の芝居小屋ができるのは天明(1781""'-'89)の頃である。天明三年(1783)の

宮島町地図 (40) (図 117)に記された大町の『ナベカリ芝居」と新町の「大束入札所Jが常

設の芝居小屋であった。「ナベカリ芝居Jは宮島奉行の屋敷近くにあり、「大束入札所Jは

富くじ興行が行われる場所であると同時に、芝居興行が行われる常設の芝居小屋であった。

序章で述べた寛政七年(1795)初春の木版「安芸厳島図会j には、本社東の御垣ヶ原に大

きな「芝居仮屋Jが建ち、また新町の近くに「常芝居Jと書かれた小屋が描かれている(図

118)0 r芝居仮屋Jは仮屋とあるが、客席にも屋根のある立派な全蓋劇場で本建築のように

見える。しかし、「芝居仮屋Jとあるのは組立式の仮設であったのかもしれない。一方 f常

芝居Jとあるのは、市立の期間以外にも、子ども芝居や地芝居など何時でも誰でも広く使

用できる芝居小屋であったと考えられる。文化八年 (1811)の木版 f安芸国厳島細見之図

会J(4!)に描かれた本社東の建物には「芝居Jと記され、常設の小屋であったと考えられて

いる。その他幾枚も厳島を描いた木版刷りが宮島歴史民俗資料館にあり、寛政五年(1793)

の木版『芸州厳島図会~ (図 110)や文化十二年(1812)の木版「安芸厳島神社之図Jなど

に見られる本社東の建物には、いずれも「芝居」と記されている(図 119)。寛政から文化

にかけて御垣ヶ原に本格的な大劇場が建てられたと思われる (42)。従って天保十三年(1842)

の「歌舞伎芝居の図J(W芸州厳島図会』巻二)の調書きにある「西海第一の劇場Jは、御

垣ヶ原の常設の大劇場であり、図はその御垣ヶ原周辺の賑いを表わしていることがわかる。

また、「遊女能を観に出る図J(同巻五)に描かれた芝居小屋は、新町の富座(大束入札所

兼芝居小屋)であろう。残された番付から、文化三年頃から明治三年頃まで、ほぽ毎年六

月に歌舞伎興行があったことがわかる。上方の役者も再々来島したことは嘉永六年(1853)

六月の口上錦絵(図 120)などから知られる。

しかし、明治維新によって宮島芝居は藩の強力な支援を失い、明治元年の太政官布告で

富くじの禁令が出、経済的支えもなくなった。大劇場は築七・八十年経ち老朽化したため

だろうか、明治四年に改築計画が進められていたが刷、翌五年三月市で芸子芝居を興行

中に出火全焼した。嘉永三年の大風で倒壊した大鳥居が、明治八年に再建された機会に芝

冒小屋が建て直され、有志の株主所有の劇場・明神座として再出発した。そのこけら落し

の興行と思われる番付に「当ル明治八年五月吉日ヨリ市場新小屋於大芝居興行仕候J(制

とあり、また管絃祭に合わせて同年七月二十五日から興行された芝居の口上錦絵(図 121)

iこ、「五ヶ年前より休座に相成、若者役者修行の目当を失ひ、皆々なげき居候折柄、不斗当
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年御招きに預り、云々J(45)とある。 f活蕩Jは神社境内の市が立つ場所の意で、もとの御

垣ヶ原に再建された新劇場で、明治八年五月、歌舞伎興行が再開されている。その時の嵐

雛助一座の口上錦絵の詞書から、宮島歌舞伎は明治四年以来休座しており、この年の興行

は五年振りとわかる。また興味深いのは、口上で宮島芝居が歌舞伎の若い役者の修行の場

であると述べられていることである。

その後、明治十年頃、広島市内に常設の劇場が造られ、上方の芝居は主としてそこで興

行されるようになった。市内での興行の後、宮島へ巡回することもあったが、宮島芝居は

その存在価値を急速に失って行った。明治二十八年、劇場は解体され北之町へ移築されて

引き続き明神座制と呼ばれた。しかし、宮島歌舞伎は御垣ヶ原の大劇場が解体された時

をもって終駕したといえる。明神座は大正時代の末、宮島劇場と改称して映画の上映など

をしていたが、昭和三十五年に電々公社に売却され、宮島の芝居小屋は完全に消滅した。

御垣ヶ原の大劇場跡地には、明治二十八年に宝物陳列場(図 114)が建てられた。その後

昭和九年に宝物館が西廻廊を出た所に造られ、現在、大劇場跡地には社務所が建っている。

ま士圭五
1I'I'IP口

宮島おどりは中世の多賀江念仏踊りに始まり、平安時代以来継承されてきた身近な祭礼

芸能である舞楽や御島廻り船唄などの影響を受けて、宮島独自の芸能として発展をみた。

神社の祭礼行事が時代の趨勢に影響される以上に、民衆の芸能は人びとの生活や時代の影

響を強く受けてきたと思われる。昭和三十八年に宮島踊り保存会が設立されるなど、常に

当島の住民が主役となって支え伝えてきた宮島おどりは、平成十八年に廿日市市無形文化

財に指定された。

一方、『宮島歌舞伎年代記』に載る文化年間から明治中期までの番付記録を詳細に検討し

てゆけば、宮島歌舞伎についてさらに深く考察できるだけでなく、三都の歌舞伎の地方巡

業や地芝居などの実体解明に役立つと考える。また、地域社会との繋がり、市立や富くじ

興行など経済的側面などいろいろな角度から考察するほか、宮島歌舞伎を守屋毅の「地方

芝居と農村歌舞伎舞台の分布J( r地方と歌舞伎j所収)の中に置いて、他地方の歌舞伎と

の関係を検討することなど今後の課題であろう。
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[註]

第十一章

1 r宮島町史』資料編・地誌紀行 I、360頁。
2 現在の愛媛県東予市字北条。多賀江は多賀谷ともいい、北条氏執権時代に地頭職であった

と伝える。多賀谷氏は室町中期、伊予から倉橋島を領して移ったが、毛利氏に討たれ断絶

したという。(r芸藩通志~)

3 r広島県史』の f房顕覚書J(1109頁)には「亥ノ歳J(大永七年・ 1527)と記すが、福田
直記編『棚守房顕覚書』には「寅ノ歳Jとし、永正三年 (1506)説をいう。また、野坂元

定は『厳島神社の神事と芸能Jの中で、桃山時代の初め、天王六年(1578)に始まったと

する。

4 孟蘭盆の略。孟蘭盆経の首撞説話に基づき、祖霊を死後の苦しみから救済する仏事。

5 平安時代に空也上人によって始められ、鎌倉時代に一遍上人によって広められた念仏のー

形式・念仏を唱えながら踊躍する f踊念仏』が近世に発展したもの。

6 当代の世態・風俗・人情を背景として、当代の出来事に取材した文芸・芸能。

7 浄瑠璃などの男女の恋愛・情景についての語り物。

8 野坂元定「厳島神社の神事と芸能Jr厳島民俗資料緊急調査報告書』広島県教育委員会、
昭和四十七年、 235頁。

9 同237-245頁。

10 平成十八年度の廿日市市文化財保護審議会の「宮島おどり調査報告書Jに依る。宮島踊

り保存会に依れば、この他、近代以降の新作に、「宮踊りJr芸者踊りJr歌舞伎踊り」な

どがあるという。

11 池田道人 f厳島の内侍Jr芸備地方史研究.!I72、昭和四十三年ほか。
12 r厳島道芝記~ 152頁。

13 r宮島の歴史と民俗~ NO.l 17頁、昭和五十八年。

14 坪内誼造(安政六~昭和十・ 1859-1935)小説家・劇作家・評論家。伝統演劇の近代化

を主唱し、シェイクスピアの翻訳や劇の上演、文芸協会の設立と付属演劇研究所の開設な

ど近代演劇の革新を図った。

15 もと舞台と桟敷席の聞の芝生に設けられた庶民の見物席をいい、有料の興行もの・演劇

(人形・歌舞伎・新劇など)の総称。

16 平安時代の頃からいた人形遣い・船品師の芸と、室町時代後期に琵琶法師の語りから起
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った三味線の伴奏による語りもの・浄瑠璃が結びついて発展したもの。

17 天正 (1573-92)の頃、流行した俗語『かぶくJの連用形「績毒J(異様な服装や行動を

し奇に傾く)から来る語。慶長八年(1603)、出雲の阿国が京都で阿国歌舞伎(女歌舞伎)

を始め、寛永六年 (1629)の禁止により若衆歌舞伎が盛んになった。これも同じく風紀を

乱すとして承応元年(1653)に禁止され、その後、野郎歌舞伎となり、寛文年間(1661ー

73)頃から筋書を持った演劇として発展、元禄十年代(1697ー1704)に、江戸に初代市川

団十郎、京坂に坂田藤十郎という名優が出、以後、すぐれた役者や脚本作家が輩出、宝暦

年間 (1751-63)頃から演技・演出・舞台などにおいて発達を遂げた。

18 松本山雪(?一延宝四・?ー1676)は伊予松山藩の御用を務めた京狩野派の絵師と考え

られる。本作品は紙本着色六曲一双扉風、各 160.5x 368.0 Cl1lo 

19 r宮島歌舞伎年代記』国書刊行会、昭和五十年、 297頁。
20 薄田太郎(明治三十五年広島市生、問K勤務)とその長男・純一郎(昭和四年広島市生、

広島テレビ放送勤務)の父子二代、戦中をはさみ半世紀をかけて昭和五十年に国書刊行会

から出版された。

21 竹本義太夫(?'"'"'正徳四・?-1714)本名五郎兵衛。大坂天王寺村の農家に生まれ、清

水理兵衛の弟子となり浄瑠璃を学んだ。はじめ清水理太夫の名で語り、貞享元年(1684)

大坂道頓堀に人形浄瑠璃劇場 f竹本座Jを作り、ここを拠点に活躍、「義太夫節Jを確立

した。

22 守屋毅「地方と歌舞伎Jr 日本の古典芸能~ 8 歌舞伎(平凡社、昭和六十年)、神田由築

『近世の芸能興行と地域社会~ (東京大学出版会、平成十一年)、薄田太郎・純一郎『宮島

歌舞伎年代記』など。

23 r浜之市芝居興行略年表Jr近世の芸能興行と地域社会~ 110・111頁。

24 元禄三年(1690)に大坂から、1.竹田替り布袋大からくり井女舞形色々 (45名) 2. 

大操 (37名) 3. 中芝居・昧舞井放下 (22名)4.小芝居二つの計五座が来たとある。

25 元禄七年の興行は、1.大坂の狂言尽 (63名) 2.同からくり芝居 (29名) 3. 同女舞

馬ノ曲 (14名) 4.難波の操芝居 (33名) 5.江戸の居合芝居の玉座。

26 元禄十四年の興行は、1.大坂の大芝居狂言尽 (71名) 2.同大操 (32名) 3.同中芝

居南京からくり(16名)4.同居合小芝居 (5名)5.筑前のこま廻シ之小芝居 (3名)6. 

新仕形舞 (22名)の六座。

27 '1lの大東を入札するという形で、富くじが行われた。
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28 小鷹狩完銑(弘化三~昭和九・ 1846-1934)の「広島雑多集JW元凱十著~ (昭和五年)
に依る。旧藩士元凱の父山下平八郎は、文久三年から慶応三年まで四年間、宮島奉行であ

った。同集に父の見聞に基づいて「宮島の富くじJについて記述。

29 向上「広島雑多集j

30 W新修広島市史』第4巻、 77頁に「寛永九年卯月十日広式買物帖J(浅野長武所蔵)によ

れば、日常生活物資でも、近世前半期は厳島でまず買い付けられ、広島へ運ばれる品物も

多かったと記す。

31 欄外に「文政八年酉の大新版Jr大坂日本橋南詰一丁東本屋安兵衛板Jとある。宮島歴史

民俗資料館蔵。

32 相撲の番付を模して、評判の順位をランキングづけして配列した表。

33 W宮島歌舞伎年代記~ 81頁。

34 七代市川団十郎(成田屋白猿、寛政三~安政六・ 1791ー1859)は幼名小玉、四歳で初舞

台を踏み、寛政十二年九歳の時、市村座で団十郎の名を襲名。天保三年三月(四十二歳)、

子息に団十郎の名を譲り、七代海老蔵と改称。同十三年六月(五十二歳)、質素倹約の令

に触れ、江戸十里四方追放、嘉永二年追放赦免、安政六年四月二十三日没。六十八歳。

35 八代市川団十郎(成田屋三升、文政六~安政五・ 1822ー1858)は七代田十郎の長男、幼

名新之助、文政十年五歳の時、中村座で初舞台を踏み、天保三年三月、市村座で八代田十

郎を襲名。新作「切られ与三郎jなど当り役が多く、才能に恵まれたが、大坂中座で父と

出演予定の安政五年八月六日自死。三十二歳。(伊原敏郎『近世日本演劇史』参照)

36 絵馬「竹抜五郎之図Jは、天保三年 (1832)刊行の『厳島絵馬鑑』巻三に所収され、図

柄・年記・由来などがわかる。それによれば、縦三尺五寸、横五尺余の板の上に金地極彩

色で描かれており、図から元禄十七年三月十二日 (1704)武陵竹立子が画いたものとわ

かる。『宮島歌舞伎年代記』には画面に書かれた「武陵竹立子Jを奉納者とする。しか

し、画面にあるのは筆者の名である。但し、筆者が奉納することもあり得る。なお、古び

たこの絵馬を廻廊に発見した七代田十郎は、修復して金子を添えて改めて神社へ奉納し、

また百両以上の費用をかけて『竹抜五郎之図」を加えた肩額集『厳島絵馬鑑』を出版、諸

方に配ったといわれる (W俳優百面相~ r近世日本演劇史~)。詳細は『宮島歌舞伎年代記』

に記述される。

37 広島県立女子大学教授

38 r宮島の歴史と民俗~ NO. 1、NO.2に所収。昭和五十八・五十九年発行。同館学芸員高橋
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修三著。

39 角田一郎はこれより先、『近世文芸~ 18号(昭和四十五年七月)に f宮島大芝居劇場考J

を発表している。

40 吉田弘蔵。(角田一郎 f宮島の芝居小屋J)

41 信多純一蔵。(向上)

42 角田は、芝居小屋が本建築になったのは文化初年(1804)頃とする。

43 吉田弘蔵 f吉田家日記J(広島県史編纂室が収集)に依る。

44 r宮島歌舞伎年代記~ 180頁。

45 同上 184頁。

46 旧大劇場より小さくなり、後に住田玉市が劇場主となり、昭和二十一年に玉市残後はき

みよ未亡人が維持経営していた。
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第十二章 図絵に表わされた厳島の芸能と現在

結言

映像も写真もない時代の厳島の芸能を知るうえで、描かれた図絵はそれらに代わる重要

な役目を果すものであろう。そこで本章では、本論でとり挙げた厳島の芸能、舞楽・管絃・

持能・神楽・東遊・延年・宮島おどり・宮島歌舞伎のうち、図絵に描かれた舞楽・管絃・

神能の関連資料を中心に、現代の厳島の芸能を写真によって示す。今日まで継承されてい

る芸能については、図絵・写真も比較的多いが、失われた芸能に関するものはほとんどな

い。なお、本章に挙げた図絵・写真・関連資料については、論文中の図版と区別してNo.1 

から順番に記し、「図版リスト I 図絵・写真に見る厳島の芸能Jを付す。

第一節舞楽関連の図絵と現在

平安時代に始まった舞楽を知ることができるのは、これまで検証して来たように、ほぽ

活字に依るものであった。しかし、長く恒常的に行われて来た舞楽は、しばしば図絵に描

かれている。その最も早いものは、鎌倉時代の『一遍上人絵伝』巻十である。これについ

ては既に触れているが、さらに詳しく述べておきたい。以下、図絵に表された舞楽を古い

ものから順次挙げ、続いて現行の舞楽十六曲を正月の祭礼に奏されるものから順番に取り

挙げて解説する。

:-;0.1 r厳島社頭の図』内侍の舞『一遍上人絵伝』巻十

『一遍上人絵伝』は、時宗の開祖一遍智真が十五歳で出家し、正応二年(1289)に五十

一歳で没するまでの生涯を絵と詞書によって表わした伝記絵巻である。全四十八段、絹本

著色の絵巻で、十二巻から成る。一遍が訪れた高野山・熊野三山や石清水八幡宮など著名

な社寺や名所の景観の中に人物を描き、一種の山水画や名所絵ともいえる f一遍聖絵jと、

『一遍上人伝jの詞書が交互に展開する。その巻十に備後一宮・吉備津神社の景観に続い

て厳島神社の社頭図がある。まず大烏居の傍を参詣の旅人を乗せた小舟や米俵を積んだ、舟

が行き交う海原が広がり、次に森厳な山を背後に現在の千畳閣辺りから備敵した社殿の様

子が描かれている。槍皮葺、切妻造りの本殿の前に、入母屋造りの拝殿があり、蹴殿が省

略されて拝殿と客人神社と廻廊が結ばれ、拝殿前方の海中に舞台がある。舞台では内侍た
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ちが髪を上げ袖を振り、妓女の舞を奉じている。それを一遍一行が拝殿正面に座して熱心

に見ている場面が、閤達な描線と鮮やかな色彩で描かれている。

一遍にとって二度目の厳島参詣となる弘安十年 (1287)の秋、厳島へ渡った一遍のため

に内侍たちは臨時の祭を催し、舞楽を奉じた。第四十段の詞書に『又、同年の秋、安塾の

厳島に詣て給(ふ)に、内侍等帰敬し奉りて、臨時の祭を行なひて妓女の舞を奏しけりJ

とある。西廻廊では楽人が金鼓・大鼓・笠・草案などの楽を奏し、公家・武家・僧や庶民

が妓女の舞いを一遍一行と一緒に見物している。

『一遍上人絵伝』の第十二巻の奥書に「正安元年己亥八月廿三日 西方行人聖戒記之畢、

画図 法眼円伊、外題 三品経芦卿筆jとある本絵巻は、西方極楽浄土を願って念仏する冨

識が詞書を記し、画は組踊務、巻子の通業は笠宮(正三位)世尊寺窪芽卿が書き、一遍

没後十年目の祥月命日に出来上ったことが判る。詞書の『一遍上人伝Jを記述したのは、

一遍の高弟・聖戒である。聖戒は十六年間に及ぶ一遍の遊行のうち十四年間を一遍と行動

を共にし、身辺近く従った人で、四国の豪族河野氏出身の一遍の従弟とも言われる。画を

描いた法眼円伊については、二・三の説(1)があるが、画功をもって法眼 (2)に叙せられた

専門の絵師で、本絵巻の筆者ということ以外は不明である。外題の筆者世尊寺経予は平安

中期の三蹟の一人藤原行成 (3)を始祖とする世尊寺流宗家の当主で、当代宮廷書道界の第

一人者であった。全十二巻の絵伝は先行研究(4)から、絵は円伊を中心に三人以上の専門

絵師によって描かれ、詞書は当時能書の公卿四人によって清書されたとされる。また、巻

末に見える「立なとのすすめによりてJから、本絵巻は関白九条窓畿の援助によって制作さ

れたと推定されている。

要するに『一遍上人絵伝』は、当代ーの地位にあった関白九条忠教の発案、勧進によっ

て、一遍の一族でその行状を目の当りにした高弟・聖戒が記述した伝記を、当時第一級の

絵師と能書家数名が共同制作して成ったものである。本絵巻は昭和二十七年に国宝に指定

されている。(京都・歓喜光寺蔵、鎌倉時代、絹本著色十二巻、縦38.2センチ 全長 1143.3

センチ)

No.2 絵馬『童舞の図j

現存する厳島神社の百数十点の絵馬のうち、室町時代の墨書銘がある最古の左右一対の

絵馬である。下げ髪に天冠を付け、停を持って舞う可憐な童児の舞姿を描いている。赤色

の論う語、丸紋散らしの装束をつけ、片足を上げ活発に舞う動きの一瞬をとらえている。両
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面十行の墨書は後世の落書きである。額裏の墨書銘から永正十七年(1520)六月、慶秀筆

と知れるが、慶秀については、画風から大和絵系の絵師とみなされる以外不詳である。

厳島神社には室町時代以来、祈願・報謝のため数多くの絵馬が奉納されて来た。『芸藩通

志』巻十三に、「其数幾百枚なるを知らずJと記され、江戸時代まで両宮三棟拝殿から東西

廻廊に高下左右すき間なく掛けられていたという。 f童舞の図Jの絵馬は清盛の時代以来、

祭礼の度に繰り返し奉納されている舞楽を描き、厳島神社と舞楽の深いつながりを示すも

のといえる。(厳島神社蔵、室町時代、板地彩色二面、各62.0センチX89.0センチ)

No.3 舞楽の図『厳島道芝記』巻六

江戸時代の『厳島道芝記』巻六、年中行事の中に載る舞楽図である。海中の平舞台の上、

六段の階段と高欄がある高舞台で、長い鉾を振って舞人一人が舞っている。その周囲に笠・

筆集などを奏でる楽人が四人描かれている。舞人も楽人も同じ烏甲に賀装う奈の平首だけ

の姿である。図は三月十五日大宮祭における「振鉾Jを描いたものと思われる。

No.4 絵馬 f舞楽太平楽・狛鉾』

「太平楽」と「括審Jは f伊都岐嶋千僧供養日記Jにも見る舞楽の曲で、現在も正月三

日の元始祭で舞われている。華麗雄壮な武舞「太平楽j と閑雅な平舞 f狛鉾jを対で描い

ている。左側の「太平楽J(唐楽)は、烏甲を被り華やかな文様を織出した抱に主謀の禰棺

を着た楽人が大太鼓を奏で、緋色の抱に金色の謹宵とを着、毎と剣を持った武人姿の舞人

四人が舞っている。右側の「狛鉾J(高麗楽)は、右上方の幕の中で烏甲に益論議の禰檎を

着た楽人が筆集を奏でるなか、芸躍を付けた馨緩冠を被り緑色の抱に金欄縁の禰楢装束で、

悼を持って舞う四人の舞姿を描いている。

各々画面の端に元文二年(1737)九月の奉納年と、画面下方に「広陵 富士屋喜兵衛J

をはじめとする丸岡屋、若狭屋、糸屋、桔梗屋、植木屋、長賓屋、伊7象屋など十三人の奉

納者名が墨書されている。また裏面にも各々「童工児玉丹倫守、記筆 長谷川九蔵弘篤、

修司藤井喜兵衛正央、巧匠田中甚平、鋪工銅虫源四郎j と、右面に「元文二年丁巳九月

二十三日敬白J左面に「九月二十七日jの墨書銘が見える。

奉納者筆頭の富士屋喜兵衛は広島の豪商で、寛政六年(1794)頃、長沢芦雪を招いた冨

土屋の先代当主かと思われ、本絵馬は城下の商人の協力によって奉納されたことが判る。

また、筆者児玉丹倫斎については『古童備考』に本絵馬を評して「丁寧なる童也、海北流
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かj と記されているほかは未詳である。飾金具は初代広島藩主浅野長島に従って和歌山か

ら広島へ移り住んだ金工師銅虫氏の子孫の制作と思われる ω。厳島神社の正月恒例の舞楽

を描いた本絵馬は、当時城下を代表する画工や職人たちの手によって制作されたものと推

測される。(厳島神社蔵、元文二年、板地彩色二面、各 142.0センチX223.5センチ)

No.5 正月五日舞楽図『芸州厳島図会』巻五

『芸州厳島図会』巻五「祭礼井年中行事祷把故事Jに載る舞楽図である。江戸時代の正

月五日は寅の刻(午前四時)から禁裡御祈祷、または天下御祈祷という祭礼があり、上卿

以下諸洞官・内侍等が出仕して両宮で神楽や供僧の勤行があった後、舞楽が舞われた。本

図は室町末期の棚守房顕の時代から一子相伝の「抜頭jが、高舞台で舞われるさまを描い

ている。社紋を染めた幕が上がった楽房には、楽を奏でる楽人たちの姿が見える。平舞台

には烏帽子に狩衣姿の神官が控え、高舞台の周りには大勢の武士や町民などが坐して、粛

然と抜頭の舞を見ている。雲形の中に「当荘の似は、みな実宝寺努の織を翠ふこと倒

的。然るにこの棋は、いつのほとよりか併にはたえて、 2iElこのみのこれり。その
くはしきことどもは、宝弱歯会者三にのせたり。当社においてふかきゅゑある葬なれば、

ここの図にもまづかけるなり。Jという詞書がある。また画面右下には『芸州厳島図会』の

著者で幕末に「広島の三歌人Jの一人といわれた岡田清が、厳島の舞楽を見て詠んだ和歌

「から国のその手ふりそといにしへにかへしてもみる舞の袖かなJを記している。「抜頭j

は日の出の頃に舞われ、日の出の舞ともいわれる。本図はその「抜頭Jが正月五日、夜明

けの冷気のなかで舞われている厳かな社殿景観である。

No.6 九月二十三日 山王祭之図『芸州厳島図会』巻二

同じ『芸州厳島図会』巻二に載る絵である。山王社は本社の東に在り、江戸時代には包I'N

M議事坂本から勧請した山王神と平清盛、佐伯鞍職の三座を祭神として和った神社で、例
年二月と十一月の箇の日に祭礼があり、佳節の九月にも祭典と舞楽が行われたことが、『芸

藩通志』に見える。本図はその九月二十三日の山王社祭における舞楽を描いたものである。

山王社の鳥居の前、仮設の高舞台には高欄が廻らされ、四隅に立つ樟に高く幡が風に翻

っている。二人の舞人が面を着け、毛縁の禰植に梓を持っているので、「納曽利Jを舞って

いるものと思われる。高舞台の先には仮設の楽房が設けられ、その屋根の上から「太平楽J

の持物と思われる鉾先四本と、小旗(繕)を付けた棒先四本がのぞいている。拝殿には内

250 



侍、上卿などのほか、供僧十名が向い合って坐している。高舞台を囲むように仮設された

屋根のある見物席には持を着て正座する武士の姿が見える。その背後に毛槍を持った安な

ど家来が控えており、城下から来島したものであろうか。また反対側の敷物の上には大勢

の庶民が座って見物している。

既述のとおり、山王社は明治初年の神仏分離によって名称を三翁神社と変え、三翁神社

祭は現在、十月二十三日に催行されている。本図から多くの社人・供僧・内侍が出仕し、

広島城下からも武家などが来島、沢山の人びとが見物した江戸時代の山王社の盛大な祭礼

舞楽を窺うことができる。

えんぷ

No. 7 舞楽振鉾

f振鉾Jは、舞楽の初めに舞台を清める御誠の意味を持ち、厳島神社においても年間祭礼

のほとんどの舞楽奉奏の最初に舞われる。具体的には歳旦祭(一月一日)、地久祭(一月五

日)、桃花祭(四月十五日)、推古天皇祭遥拝式(五月十八日)、市立祭(旧暦六月五日)、菊

花祭(十月十五日)、三翁神社祭(十月二十三日)、天長祭(十二月二十三日)などである。

まず左方の舞人が一人、鉾を持ち，需品市を被り、赤色の襲装束を着け若篇誼の姿で出て来、

天の神に祈って鉾を上下左右に打ち振り一節を舞う。次いで同じく右方の舞人が一人、鉾

を持ち萌黄色の襲装束で出て来、地の神に祈って鉾を上下左右に打ち振り二節を舞う。最

まつ 一
後に左右の舞人が揃って出て来、並んで祖先の霊を柑って一、一節と同じ舞・三節を舞う。

これを容轟という。

「振鉾Jは周の武王(在位561-578)が、段の材王を討とうと商郊の牧野で左手に語録

(金のまさかり)を、右手に首髭(先に白い牛の毛を付けた梓)を持って、天下平定・戦

設を祈ったありさまを舞lこしたと伝えられる。古くは「天長地久・政和世理(一節)、設

太平・握普歳官(二節)、一天雲殊静・四海波最澄めり・十雨つ議れ破れず・五風杖を吹ず・

天地合礼に和す(三節)Jと唱和しながら舞われたというが、今は舞のみである。短い儀式

訪な舞である。ここに載せたのは、地久祭・菊花祭・三翁神社祭の振鉾である。

まんぎいらく

~，o. 8 舞楽万歳楽(唐楽}

「万歳楽Jは、太平楽と共に即位の時など慶賀の時に舞われるもので、厳島神社では二

日祭(一月二日)、桃花祭(四月十五日)、推古天皇祭遥拝式(五月十八日)、市立祭(旧暦

六月五日)、菊花祭(十月十五日)、三翁神社祭(十月二十三日)、天長祭(十二月二十三日)
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ぬ

で舞われる。舞人は四人、烏甲を被り右肩を祖ぎ赤色の襲装束で舞う。舞台四方を使って

優雅に堂々と舞う。唐代に賢王が世を治めた時は鳳風が飛来し、賢王万歳と讃えたといい、

その声を楽に姿を舞にしたと伝える優美典雅な舞である。古来、「太平楽jとともに慶賀の

時に必ず舞われたという。ここに挙げたのは、正月二日の「二日祭j で天王寺の舞人が高

舞台で舞う「万歳楽Jと、市立祭・菊花祭・三翁神社祭で厳島神社の舞人が舞う「万歳楽J

である。

えんぎらく

No.9 舞楽延喜楽{高麗楽}

「延喜楽jは、「万歳楽Jの審葬で慶賀の時に必ず舞われ、当社では二日祭(一月二日)、

桃花祭(四月十五日)、推古天皇祭遥拝式(五月十八日)、市立祭(旧暦六月五日)、菊花祭

(十月十五日)、三翁神社祭(十月二十三日)、天長祭(十二月二十三日)で舞われる。舞

人は四人、烏甲を被り萌黄色の装束で右肩を祖いで舞う。舞は醍醐天皇の延喜八年 (908)

に式部卿・敦実親王が作り、曲は左近少将・藤原忠房が作り、その時の年号を曲名にした

もので、古来、行幸などの時に舞われたといわれる。ここには正月二日の二日祭で天王寺

舞人が舞う「延喜楽j と、市立祭・菊花祭・三翁神社祭の「延喜楽j を載せる。

No. 10 舞楽太平楽{唐楽}

「太平楽jは、最も代表的な武舞で、当社では元始祭(一月三日)に舞われる。舞人四

人は鎧兜に篇峰、.控室.寵主を着けた甲胃装束に員接、と萌議を背負い、太刀を侃き手に鉾

を持って舞う。初めはゆったりと重厚に舞い、その後、太刀を抜き軽快な打物(鞠鼓)に

乗って敵味方攻防のさまを舞う。『楽家録』によれば、漢の高祖と項羽の会見のさまを舞に

したものという。項羽の臣が剣の舞をしつつ高祖の殺害を試み、それを知った高祖の味方

が剣を持って舞いながら高祖を守ったという。古来、即位の礼など慶賀の時に舞われ、平

和な治世を祈った。絢欄豪華な甲胃装束をまとった武人の力強い舞で、年に一度、元始祭

で天王寺楽人によって舞われる。

こまぼこ

No.ll 舞楽狛鉾(高麗楽}

「狛鉾Jは、梓を持って舞うところから「梓持舞Jとも呼ばれ、当社では元始祭(一月

三日)に舞われる。舞人四人は老懸をつけた巻織の冠を被り、近衛武官の乗馬装束と同じ

益論議の萌黄色の禰棺を着、それと同じ唐織の指貫を穿く。昔、五色に彩色した悼を操つ
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て高麗から来貢した船が港に入るさまを表わしたものといわれる。梓を操る振りや大波小

波などを表す振りが随所に見られ、最後に樟を肩に載せて船が港に着いたことを表わす。

写真は正月三日の元始祭で天王寺舞人が舞う「狛鉾jである。

No.12 舞楽胡徳楽(高麗楽)

「胡徳楽Jは、酒宴のさまを表わし、舞楽というより伎楽(中国古代の民間芸能)に近

く、元始祭で当社の舞人によって演じられる。舞人六人のうち四人は酒に酔った赤い面を

着ける。主賓の竺縞(最初に舞台に登場する者)の鼻は動かないが、二・三・四臆(二・

三・四番目に登場する者)の長い鼻は動く。まずー臆、二臆の順に登場し、次いで散室と

呼ぶ唐冠に蔵面をつけ襲装束に勿を持った主人役が出て来る。続いてその従者で奨首を着

けた編手厳、三臆、四臆の順に舞台に上がる。献盃が四人の舞人に酒をすすめ、酌をして

回わりながら盗み飲みした瓶子取が、他の舞人が舞台を降りた後も独酌で官かに酔っぱら

い、千鳥足で退場するという単純な筋書である。舞人は襲装束であるが、献盃以外は抱を

着けない。平安中期、仁明天皇(在位833ー850)の時代に、脊笹Z議(帰化笛師)が唐楽
から高麗楽に改作したといわれる。写真は元始祭で舞人が順次高舞台に上がり、酒宴を繰

り広げた後、順次舞台を下りる場面である。

No. 13 舞楽蘭陵王(唐楽)

「蘭陵王Jは、単に「陵王Jともいい、龍を戴く仮面を被り、金色の梓を右手に持って

舞う。軽快華麗な一人舞で、当社では元始祭(一月三日)、桃花祭(四月十五日)、推古天

皇祭遥拝式(五月十八日)、市立祭(旧暦六月五日)、菊花祭(十月十五日)、天長祭(十二

月二十三日)など多くの祭礼でしばしば舞われる。また、一般の人の祈願奉納の求めに応

じて奉奏される。龍の丸紋二つを前後に表わした毛縁の禰緒、赤色の抱に多彩な唐織の指

貫など装束も華麗である。

中国の北斉 (550年頃)の王・長恭は大変美形であったので、戦場に出る時はいかめし

L、龍の仮面を被って指揮をとり、連勝したとしづ。この舞は長恭が周の大軍に大勝した時

の姿を表わしたものという。聖武天皇の天平八年 (736)に、林邑(現・ベトナムとタイ)

の僧仏哲が伝えたもので舞楽の中でも特によく知られている。写真は元始祭で天王寺舞人

iこよって舞われる「蘭陵王Jと、地御前神社祭・市立祭・菊花祭で舞われる「蘭陵王jで

ある。
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No. 14 舞楽納曽利{高麗楽)

「納曽利Jは、二人で舞うのを「安資先ともいい、一人で舞うのを f括払という。

当社では元始祭をはじめ「蘭陵王jの番舞として閉じ時に舞われる。市語、暗緑青色の龍

の面を着け、金欄の牟宇(面帽子・頭布のようなもの)を被り、赤色の抱に烏の丸紋二つ

を前後に織り出した毛縁の補棺を着用する。楠楢と指貫は同じ萌黄色の唐織である。

舞人は右手に銀の梓を持ち閥達に舞う。「双龍舞Jは二匹の龍が楽しく舞い跳ねるさまを

表わし、古くは相撲や競馬などの勝負ごとがある時、右方の勝利を祝って舞われたという。

写真は元始祭で天王寺舞人が舞う「納曽利J(双龍舞)と、地御前神社祭・市立祭の時の一

人舞(落時)、および菊花祭で舞われた「納曽利Jである。なお、現在は二人舞を「納曽利J、

一人舞を「落時Jという。

No.15 舞楽甘州(唐楽}

「甘州Jは、正月五日の地久祭でのみ舞われる。舞人四人は襲装束の両肩祖で四手雲を

寸かしかな

織り出した金欄に五七の桐紋の透金具を付けた烏甲を被って舞う。優雅な文舞であるが、

中に種を播く所作に似た「種子播手Jという速い動きがある。曲名は甘竹の産地・甘粛省

甘州の地名から来、甘竹を切り出す時、この曲を奏でると蛇や毒虫が寄りつかなかったと

いわれる。『教訓抄』によれば、舞は唐の玄宗の作という。写真は地久祭で雨天のため誠殿

で舞われる「甘州Jである。

No. 16 舞楽林歌(高麗楽)

『林歌Jはまた、地久祭で年に一度舞われる。舞人四人は特殊な甲と装束を着ける。甲

は和紙を張り合わせ、四菱・七宝・亀甲文様を描いた大振りなもので、抱は四手雲の地文

のある朽葉色の紗に、金銀箔で三十数匹の鼠の刺繍を施した短い別装束である。

げLゅん

『楽家録』には高麗の下春の作と記される。唐楽にも舞はないが同名の曲があり、昔、甲子

の日に奏されたという。写真は「甘州jの番舞として、地久祭で舞われる「林歌jである。

No.17 舞楽抜頭(唐楽}

「抜頭j も年に一度、地久祭で正月五日の早朝、日の出の頃舞われる。長く棚守野坂家

に一子相伝され、舞人一人、黒髪を乱し真赤な面を被り、赤色の抱、毛縁の禰拾に「議j
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と呼ばれる短い梓を右手に持って舞う走舞である。

この舞は天平八年 (736)の聖武天皇の頃、林邑の僧・仏哲が伝えたといわれ、猛獣に殺

された父の仇を討った胡人(中国西域人)が歓喜する様子を表わしたものといわれる。ま

た一説に、インドのヴェータ神話にある王の名馬が悪蛇と戦い退治する劇に由来するとも

いう。

「抜頭Jは天正元年(1573)、天王寺楽人・岡宮議から厳島神社棚守・佐伯房顕に伝授さ

れ、その後天王寺で「抜頭jの舞が絶えたので、寛政八年(1796)に棚守房顕の子・元貞

から、岡昌歳の子・首論へ復伝されたことで知られる。写真は地久祭で平成十六年 (2004)

に四十二年間舞った現宮司から伝授を受けた野坂元明権宮司が舞う「抜頭jである。

げんじようらく

No. 18 舞楽還城楽(唐楽)

f還城楽Jも、 f甘州」・「林歌J・「抜頭Jととも当社では正月五日の地久祭で年に一度舞

われる。舞人一人、頬と下顎が動く真赤な面と赤い金欄の牟子(面帽子)を被り、赤色の

毛縁の禰楢を着け、手に梓を持って舞う。舞人が舞台中央にどくろを巻いて議背を持ち上

げる蛇を見つけ、歓喜勇躍して捕らえ活発に舞う走舞である。中国西域の人が蛇を見つけ

て喜ぶ様とも、インドのヴェータ神話に出て来る王が悪蛇を捕えて還える姿ともいわれる。

還城はまた凱旋帰還を意味し、唐の玄宗皇帝が皇后章氏の乱を平定して城に還った時作

曲しためでたい曲といわれる。写真は地久祭で抜頭の番舞として舞われる「遺城楽jである。

No. 19 舞楽一曲{雑楽)

「一曲Jは振りがなく、歩きながら楽を奏し、道楽といわれる。当社では桃花祭と菊花

祭で舞われる。舞人は左方一人、右方一人。左方の舞人は烏甲に赤系の襲装束を着け、左

手に援蜜を持って、首から吊るした議萎設を右手に持った梓で拍子に合わせて打つ。右方

の舞人は烏甲に緑系の襲装束を着け、首から紐で吊るした壱鼓を、右手に持った梓で各拍

子ごとに打つ。行幸や大葬の行列などに奏された。写真は十月十五日の菊花祭で舞われる

fー曲jである。

No.20 舞楽蘇利古{高麗楽}

「蘇利古Jはー名、「富.家葬Jともいい、当社ではー曲と同様に桃花祭と菊花祭で舞わ

れる。舞人四人は老懸をつけた巻綾の冠を被り、露首(雑面とも書く。和紙に絹を張り墨
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で人の顔を描いたもの)を着け、普通は両肩祖の緑系の襲装束であるが、厳島神社では蛮

絵の抱に白い梓を持って舞う。

朝鮮で酒造りの時に竃と井戸を清め記った様子を舞にしたものという。応神天皇の時代

に百済の会会許金が帰化して造酒司となり、この曲を用いたといわれる。写真は菊花祭で

舞われる「蘇利古Jである。

さんじゅ

No.21 舞楽散手(唐楽)

「散手Jは「散手破陣楽jともいい、当社では桃花祭と菊花祭で舞われる。舞人一人は官

宵とを被り、黒々した眉・顎震を持ち赤く厳めしい面を着け、禰棺装束に太刀を晶き、手に

鉾を持って舞う。毛縁の禰楢は唐花の地紋に丸紋二つを織り出した唐織で、同じ唐織の指

貫を着用する。鉾を大きく振りながら勇壮活発に舞う代表的な走舞であり、威儀あふれる

いさかわの

武舞である。神功皇后が朝鮮出兵の時、率川明神が現れて指揮したという様子を舞にした

といわれる。写真は菊花祭で舞われる「散手jである。

No.22 舞楽貴徳(高麗楽}

「貴徳Jは「帰徳候Jともいい、「散手Jの番舞として桃花祭・菊花祭で舞われる。舞人

一人、極彩色の大きな甲(鵜の頭をした龍甲)を被り、白い富鼻白髭白眉の面を着け、

緑系の抱に毛縁の禰棺装束を着用する。太刀を侃き鉾を持って重厚勇壮に舞う走舞であり

武舞である。古代中国の漢に降伏した旬奴の王将・貴徳候の勇姿を表わしたものといわれ、

湖海地方から伝えられたという。写真は菊花祭で舞われる「貴徳jである。

第二節 雅楽(管絃と舞楽)関係の図絵と現在

厳島神社の祭礼および祭礼舞楽と切り離せない芸能が管絃と舞楽(舞楽の楽・雅楽)で

ある。正しくは管楽器と絃楽器の合奏である『管絃Jと、管楽器の吹奏による「舞楽吹J

であり、狭義の「雅楽j といわれるものである (6)。ここには管絃と舞楽の「楽J関係の図

絵と現在を取り上げる。(しかし、ここでは狭義の雅楽のうち、舞楽の楽を雅楽と呼ぶ。舞

楽の雅楽は曲目によって異なるが、舞ごとに「前奏曲j、舞人が登場する時の曲、舞の開演

奏される「当曲j、舞人退場の時の曲の組曲からなり、この組曲を「ー具j ともいう。)

現在、管絃は春夏秋冬の祭礼においてしばしば奏楽され、また舞楽の舞には必ず雅楽が

奏され、それらは祭礼行事の中で常に重要な役割を担っている。夏最大の祭礼・管絃祭に
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おける伶人(楽人)の勤めはことに重大である。しかし、雅楽関係の図絵は『一遍上人絵

伝』や絵馬「舞楽太平楽・狛鉾Jなどに、楽を奏する伶人が部分的に描かれているものの

比較的少ない。

No.23 右楽房『正月五日舞楽図J部分『芸州厳島図会』巻五

『芸州厳島図会』巻五「祭礼井年中行事祷把故事Jに載る舞楽図に描かれた右楽房であ

る。先に挙げた舞楽関連の図絵 (No.5)の部分で、高舞台で舞われる「抜頭Jの楽を奏で

る伶人の様子が克明に描かれている。

烏帽子に白い狩衣装束の伶人が九名、左から鉦鼓一人、事第二人・鞠鼓・太鼓各一人、

龍笛二人、笠二人である。現在は伶人がいないためか、鉦鼓の演奏はないが、今も変らな

い舞楽奏楽の場面である。

No.24 左右楽房・右楽房・右楽房の伶人

24ー1は海側から見た本社社殿で、火焼前、左右門客神社と左右楽房である。

24ー2・3は本社側から見た右門客神社と右楽房、右楽房で舞楽の楽を奏する伶人である。

会絞(認を輪切りにしたような朱反文・南通文)のある五色の幕の聞から鞠鼓一人・筆集

二人・太鼓一人・龍笛二人の伶人の姿が見える。

No.25 高倉天皇の笠銘『小桜』

25ー 1は『芸州厳島図会』巻六(厳島宝物図会巻ー)に載る高倉天皇御笠の図である。

詞書によれば、これは天皇が治承四年 (1180)の厳島参詣の時、紳庫に収められた天皇愛

玩の笠である。銘を「小桜j といい、量(吹口のある木製椀型の部分)は黒漆塗で、葉を

金蒔絵、花を銀の薄板で貼る平文で表わし、議(竹管に接着された金属)は銀製と記して

いる。

25ー2は現存する楽器、高倉天皇の笠(縦長 51センチ)である。菊と桜を金銀蒔絵で表

わした黒漆の共箱(長さ 55センチ、先幅8センチ、末幅 10センチ、高さ 11センチ)があ

り、八百年余の時を経ているが保存状態は良く、時々、宝物館に展示され見ることができる。

目0.26 重文伝平重街所用の七絃琴

26ー1は同じく『芸州厳島図会』に載る重文の伝平重衝所用の七絃の琴の図である。本
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図前の二頁にわたる詞書によれば、普通より少し大き目のこの琴は、平重衝が愛玩した琴

と当社に伝えられ、唐代の琴匠雷氏の作であろう (W玉堂雑記.1)といわれる。所々、梅花

断紋があり、千年以上とは言わないまでも六、七百年(棚守房顕の室町末期より)以上も

前のものに違いなく、まことに殊勝な古物である、と記している。図は七絃琴の表側と裏

側を写したものである。

26ー2は現存する重文『伝平重衝所用の七絃琴J(総長 121.4センチ、幅 18.9センチ)

である。表板(龍甲)は桐、裏板(龍背)は管でいずれも黒漆を塗る。琴の側面(磯)の

龍頭(絃を乗せる龍角がある左の方)からと龍尾近くの二ヵ所が制られ、軽快さを出して

いる。また手前一絃の近くに絃音分割の指針となる十三箇の鰯般の金(押えどころ)

を打っている。戦前国宝指定を受けていた本琴は、昭和二十五年(1950)五月三十日、改

めて国の重要文化財に指定された。

No.27 玄上の琵琶

27ー1は『芸州厳島図会』巻六に載る玄上の琵琶の図である。図中に「玄上J、半月の図

形二つ、隠月(琵琶の下方、援を納める挙竿の穴)の大きさを示す図形を載せる。前頁か

らの詞書に、これは「谷川の琵琶j ともいい、当社の数多い楽器のうちでも小桜の笠とと

もにこれ以上のものはない、常には玄上と呼ぶのは、遣唐使が持ち帰った中国の琵琶の名

器「玄上Jに引懸けて作られたからである、と述べ、総長など細々と法量を記している。

図絵の中の詞書に、これは関白師通が弾いた琵琶で普通より大きい、と記す。次に接面や

謬菜で作った接、覆手の図を載せ、この図の援を納める隠月には擁が入らないのは、恐ら

く後世の故実に疎い人が作り添えたからに違いない、と記している。謬木とあるのは議(松

科の常緑高木)か揺の一般的材である長義の間違いと，思われる。

27ー2は現存する「玄上の琵琶jである。銘「谷川IJ、鎌倉時代・弘長二年 (1262)の作、

総長 101.0センチ、総幅41.0センチ。接面が傷んでおり、覆手も後補と思われる。

No.28 舞楽奏楽抜頭(地久祭)

28ー1は正月五日の地久祭で舞われる「抜頭jの出ずる手曲(雅楽)を奏する伶人であ

る。早朝、日が昇る頃、天候不良のため誠殿で警舗と提灯を灯して奏楽する鞠鼓一人・笠

三人・龍笛三人など伶人の姿が見える。

28-2は同じく「抜頭jの入る手曲(雅楽)の「長慶子jが奏される場面である。
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No.29 祭礼・舞楽奏楽(地御前神社祭)

旧暦五月五日の地御前神社祭における祭礼奏楽と舞楽の楽・雅楽奏楽である。烏帽子に

自の狩衣装束を着けた伶人が、赤白の垂幕を背に龍笛・太鼓・筆集・鞠鼓などを奏楽して

b 、る。

No.30 舞楽奏楽(市立祭)

旧暦六月五日の市立祭における誠殿での舞楽奏楽である。鞠鼓・笠・龍笛・太鼓などの

雅楽演奏中の伶人の姿が見られる。

No.31 管絃(発輩祭)

31-1・2は旧暦六月十七日管絃祭の当日、午後四時から拝殿に阿賀町の役員や永圭(漕

手)、地元の世話人などが参列して執り行われる発輩祭(出御祭)である。祭典中の献僕・

撤撲の時、管絃「海青楽」が奏楽される。写真は祭典用の白狩衣装束の伶人が筆集・笠・

太鼓・龍笛などを奏楽しているところである。

31ー3は管絃船上で和琴と笠を奏楽している伶人の姿である。御鳳輩と船上管絃の様子

を写したものである。

31-4・5は『芸州厳島図会』巻五に載る「六月十七夜 管絃の御船、地御前より還幸の

図Jと、現在の管絃船が地御前神社へ向うところで、船上で管絃が奏される。

No.32 舞楽奏楽(菊花祭)

十月十五日午後五時から始まる菊花祭の祭典のあと、伶人が舞楽の前奏をするところで

ある。

~o.33 舞楽奏楽(三翁神社祭)

十月二十三日の三翁神社祭で舞われる「振鉾三節Jr万歳楽Jr延喜楽Jr陵王Jr納曾利J

の雅楽、龍笛・太鼓・筆集・笠・鞠鼓を奏楽する伶人たちの姿である。

第三節神能関連の図絵と現在

室町時代末期に観世大夫一行が来島演能して以来、毛利・福島時代にも能の奉納があり、
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神能が江戸時代には年中行事化していたことは、既に述べたとおりである。殊に五穀豊穣・

加齢延年を祈る祝言舞である「翁Jの奉納は、第二次世界大戦中も途絶えることなく、厳

島神社における神能の重要性を窺わせるのである。ここでは神能関係の図絵を江戸時代の

『厳島道芝記』と『芸州厳島図会』の中に探り、あわせて現代の桃花祭神能番組(平成十

八年度)の初日の曲目を実例として取り挙げる。

No.34 御能舞台『厳島道芝記』巻五

『厳島道芝記』巻玉にある「御能ぶたいjの図である。前頁に御能舞台は「大宮左の方

の廻廊の前にあり。橋掛楽屋ともに海の中にたてり。毎年弥生に御能あり。廻廊より舞台

の前まで海上四方板を張わたし、桟敷をかまへ、諸人群集す。(以下略)Jと詞書がある。

図は楽屋から延びた橋掛の先に演能中の能舞台を描いたものである。能役者と蝉子方の姿

が見え、能役者が持つ四角い箱は翁の面箱かと思われる。簡略、象徴的に描かれており、

波頭の上、雲聞から覗く厳かな神能舞台を表わしたものと思われる。

No.35 能舞台の図『芸州厳島図会』巻五

『芸州厳島図会』巻五にある「能舞台の図Jである。春の大宮祭(旧暦三月十五日)の

翌日から三日間奉納された盛大な法楽神能を描いたものである。移しい人びとが能舞台の

神能を見物している。舞台で演じられている曲目は、作り物の松の立木台が出ているとこ

ろから「羽衣Jと思われる。既に述べたように図中の詞書には、永享の頃、長谷川基能と

いう武士の子・清蔵が金春大夫の弟子となって能楽を学んだ、こと、その後商の辛口五郎次郎

主誌が慶長元年、安芸の国に下り、弥山に参龍して三鬼人から首震の一曲を伝えられ、折

しも毛利輝元の広島城に逃避中の将軍足利義昭の前でそれを披露したこと、昔から此島で

は名人の能が度々あったが、海上に舞台を張って興行したのは観世大夫に始まると棚守房

顕記に見える、などと記されている。

しかし、この図の中で最も強い印象を与えるのは、廻廊と能舞台の間の海上に設けられ

た見物席の溢れるばかりの群衆である。廻廊の見物席には正座する持姿の武士や貴婦人の

姿が見え、能舞台の三方、仮設の見物席の民衆は立錐の余地もないほどである。江戸時代

の法楽神能の盛況を克明に表現している。
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No.36 議妥揺を動こ回る図『芸州厳島図会』巻五

閉じ図会にあるもので、容など多くの供人を連れ、賑々しく神能見物に出かける着飾っ

た新町の遊女を描いている。神能は島民が挙って見に行く年中行事であり、神事芸能であ

ったことがわかる。

No.37 御松蝉子神能

江戸時代まで正月二日の「御松蝉子能Jは棚守屋敷で行われていたが、現在は本社誠殿

で、午前十一時から行われている。地謡や離方が揃い、当社から委嘱された神能執事をは

じめ主だった能役者が集まり、黒紋付持に末広(扇)を持って「弓八幡Jr高砂Jr狸々J

を舞う。

No.38 神能を観に向かう宮司・神職と見物席

桃花祭の翌日、四月十六日の神能の初日、時刻(概ね午前九時頃)になると、宮司以下

神職が神能を観るために西廻廊へ向う。西廻廊には、海上に仮設の屋根付きの見物席が設

置され、能舞台正面の特別席に宮司以下神職が座すと、天下泰平を祈る「翁J舞が始まる。

見物席には早朝からカメラ・テープ・謡曲本などを持参した愛好者や支援者、研究者など

が島内外から参集する。

No.39 能『翁』千歳の舞

桃花祭神能の初日にある式能「翁Jでは、まず露払いの「千歳の舞」が舞われる。侍烏

帽子を被り、切金に鶴菱文様の直垂と半袴を着、脇差しを付け末広(扇)を右手に持って註首

で「千歳の舞Jが若々しく躍動的に舞われる。面箱持ちの役を兼ねた千歳が翁役の前に面

箱を運び、翁役は舞台の上で「翁J面を付ける。

No.40 能『翁jの翁役と礎子方

笛座前に坐した翁役が、侍烏帽子に黒紋付・素抱の袴という礼装の嫌方(小鼓三人)の

連打に合わせて謡い始める。

No.41 能『翁j の舞

翁烏帽子に萄江錦の翁狩衣を着け、指貫をはいた翁役が舞台の上で翁面(白式尉)を付
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け、天下泰平・国土安穏を祈る荘重な「翁の舞J(神舞)を舞う。

No.42 能『翁j三番曳(援の段)

「翁の舞Jが終ると、翁役は舞台の上で『翁j面を取り退場する。千歳も続いて退場す

ると、三番曳役が剣先烏帽子に黒地に鶴亀(松竹など)白ぬき文様の直垂上下(半袴)を

着け、直面で足拍子をとり掛け声をかけながら「探の段Jを躍動的に舞う。

No.43 能「翁j三番史(鈴の段)

「探の段Jが終ると三番曳役は「三番盟』の面(黒式尉)を着け、右手に鈴、左手に扇

を持って「鈴の段Jを舞う。最後は急調子の嚇子に乗って鈴を激しく振って舞いとめる。

(式能「翁Jが終ると宮司ほか神職は退席する。)

No.44 能『高砂J

番外の祝言舞「翁Jの舞が終ると、予定の神能組に従って初日の脇能(初番目物)から

順次奉納される。「高砂J(世阿弥作)は能の中でも代表的な曲で、めでたい席上などでよ

く謡われる。第一場(前場ともいう)は、都への旅の途中、播磨国の高砂の浦に立ち寄っ

た阿蘇神社の神主友成(ワキ)と従者二人(ワキツレ)が、老翁(前シテ)と老婆(ツレ)

に出会う。第二場(後場ともいう)は、「高砂やこの浦舟に帆をあげてj と謡いながら、友

成と従者の三人が舟で津国の荏の注に着くと、住吉明神(後シテ)が現われ、民の安全と

君の長寿を祈って楓爽と神舞を舞うというものである。

No.45 能『釘持j

修羅能(二番目物)r田村Jの第二場、坂上田村麿の霊(後シテ)が武将姿で現われ、弓

場で数千騎の敵と戦い、千手観世音菩薩の加護を受けて勝利するさまを舞う。築計鳥晶子

(武将専用)を被り、平太の面に白はち巻、太刀を侃き、厚板の着付に雷雲文の金欄袷法

被を着る。法被の肩脱ぎは武将の窪、姿を表わす。「田村Jは源平以外の武将が主人公のミ

勝談で、修羅物の中でも特異な曲である。

No.46 能「羽衣j

46-1は霊能(三番目物)r羽衣Jの第一場、三保の松原で漁夫・百官(ワキ)が、 ζ
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の枝にかかっていた美しい衣を見つけて持ち帰ろうとしたが、天人(シテ)の嘆願によっ

て衣を返している場面である。

46ー2は羽衣を返してもらい喜んだ、天人が、月の世界と地上の三保の松原を讃えてf島清

葬J(7)を艶やかに舞う。すると地上に天上の世界が再現、天人は風に乗って序の舞・破の

舞 (8)を舞い、やがて天上へ帰って行く。松原を表わす若松の立木台(作り物)が置かれ、

美濯を被り女神や天女を表わす「増女jの面を付けた天人は、白地縫箔の着付と縫箔腰巻

の上に葬袋を着、右手に中啓(扇子)を持って優美に舞う。

No.47 能『菊慈童J

47ー 1は雑能(四番目物)の「菊慈童jで、貌の文帝の勅使(ワキ)が不老不死の水を

求めて山中に入り、慈童(前シテ)に出会う。割竹を組んで四柱とし、頂にモチの葉など

を置いて彰手引廻幕でおおって山を表わす。この中に前シテが中又して幕を取り去ると、

後シテとして現われる。

47ー2は菊の葉におりた露の滴りを飲んで、七百年の長寿を保ったことに気づいた慈童

が、喜びの舞を舞う。慈童は黒頭に「童子J(慈童)の面を付け、華麗な縫箔の着付に金欄

の法被と竿窃を着用し、層面漬を持って舞う。

No.48 狂言「千鳥Jr太刀奪j

48ー1は狂言「千鳥Jで、太郎冠者が来客を控えた主から付け(借買い)がたまった酒

屋へ行ってー樽取ってくるように言われ、話好きな酒屋の主人を語絵して酒樽を取って来

る話である。場面は太郎冠者が酒屋の主人の曜子に合わせて、腰桶(酒桶)に巻きつけた

白い布を引いて持ち去ろうとするところである。

48ー2は狂言 f朱討議Jで京都・北野神社の祭礼に出かけた主と太郎冠者が、立派な太

万を持った男からそれを奪おうとして、逆に主の刀を奪われる話である。主と太郎冠者は

それを取り返そうと男をつかまえるが、太郎冠者はそれから縄をない始め、出来た縄を男

刀首にかけようとして主の首にかけ、男を逃がしてしまったという話で、場面は主と太郎

主者が太万を奪おうとしているところである。

第四節その他の芸能関係の図絵と現在

ここでは、これまでに述べてきた芸能以外の神楽・大和舞(人長・東遊)・宮島おどり・
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歌舞伎関係の図絵と写真によって失われた芸能と現在ある周辺の芸能を視覚的に把えてみ

る。また本論では割愛したが、盛んであった和歌・連歌関係の図絵を若干挙げておく。

No.49 r陰暦九月十二日御秋来祭式ノ図Jr向上大和舞ノ図Jr厳島名所志る遍』
49ー1は江戸時代以前の祭礼の長い伝統、およびその歴史的記憶がまだ醒めない明治時

代に著わされた『厳島名所志る遍~ (9)に載る「陰暦九月十二日御秋来祭式ノ図jである。

図には「是ヲ庭火ノ式ト云フ 和琴神楽笛ヲ合奏ス 今ハ紀テナシJとある。庭火を焚き

神楽笛を吹く伶人と和琴を弾く内侍の図を載せ、図には雲松の署名がある。秋来祭は秋の

収穫を感謝する祭礼で、現在十月十七日に行われている神嘗祭に当る。既に述べて来たよ

うに、大永田年(1524)以前の「厳島内宮外宮神事年中行事Jに「和琴・太笛(神楽笛)・

東遊Jの記録があり、秋来祭の神楽は長く伝承されていたと思われるが、明治時代になっ

て失われた。それを惜しんで描かせたものと思われる。

49ー2は「向上大和舞ノ図Jである。詞書に「笛三鼓務拍子ヲ合奏人長東遊ト云J

とあり、太笛(神楽笛)・三鼓・第拍子を演奏している烏帽子に狩衣装束の伶人と、垂鰻の

冠を被り小忌衣を着て、人長の舞と東遊を舞う舞人を描いている。先の図と同じ雲松の画

である。『厳島名所志る遍』は永く神宮を勤め、厳島でも特に古い家系を持つ所信文が著わ

し、明治三十年に厳島で出版された。この二図は同誌の最後に載せられ、著者が記憶を止

めるために地方絵師に描かせたものと考えられる。

No.50 宮島おどり

50ー1は、八月十七日・十八日夜、御笠浜で行われる宮島おどりの櫓である。鉄骨で組

まれ、紅白の提灯、垂幕で飾った櫓の上で宮島踊歌が歌われ、櫓の下で太鼓が打たれる。

50ー2・3・4・5は、昔ながらの編笠を棒で縛り、白足袋・草履・ゆかたで「宮島八景j

など伝来の宮島踊歌に合わせてゆったりと優雅に舞う宮島おどりである。

50-6は、編笠姿の伝統的で穏やかな踊りのあとに舞われる、杓子おどりなどの現代的

な急テンポの踊りである。厳島が世界文化遺産に登録されてから、飛び入りで海外からの

観光客も加わり、国際性を帯びて来た。

No.51 宮島歌舞伎『口上錦絵jほか

いずれも江戸時代後期、木版多色刷りの宮島芝居錦絵である。 51-1は春江斎北英の画、
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浪花井伝版の「芸州宮島芝居ニてJとある中村歌右衛門と三代目市川蝦十郎の「口上錦絵J

である(10)。井桁に「侍j とあり、閉じ大坂の井伝の版である。 51-2は、「宮島芝居ニて

奴蘭平 中村歌右衛門Jとあり、原作の人形浄瑠璃『倭仮名在原系図』を歌舞伎化した『蘭

平物狂い~ (U)の一場面である。蘭平役の中村歌右衛門が紅葉の下で刀を抜いて暴れる一枚

物の役者絵で、宮島の芝居興業のために刷られたものである。 51ー3は、「宮島大芝居ニて

大当り大当りJと書かれた二枚続きの芝居絵で、中村歌右衛門が扮する梶原平次が、中村

松江が扮する腰元千鳥を口説く『ひらがな盛表記~ (12)の一場面である。

『宮島歌舞伎年代記』によれば、中村歌右衛門(三代目)は寛政三年(1791)六月と文

政十三年(天保元・ 1830)六月の二回、三代目市川蝦十郎は、文政十三年六月、安政元年

(1854)六月、同四年六月、明治十年 (1877)六月の四田川、中村松江は文政十一年(1828)

六月、同十三年六月、弘化三年 (1846)六月の三回来演の記録がある。この三点の錦絵は

この年に天保に改元した文政十三年の六月市に来島、興業した宮島芝居のもので、中村梅

吉を座本とし中村歌右衛門を看板役者とする触込番付や役割番付が宮島歴史民俗資料館な

どに収蔵されている。番付に載る「ーの谷Jr俊寛Jr梅の由兵衛jなど十一本の外題の中

に「蘭平物狂いJrひらかな盛表記Jがある。中村歌右衛門(三代目)(14)は三都随一の千

両役者、市川鍛十郎は三代目を襲名したばかりの若手の役者、中村松江は後に二世富十郎

と改名、京坂の女形を代表する評判の女形であった(15)。

~o.52 和歌『西行法師の図JW芸州厳島図会』巻ーほか

52ー1は、『芸州厳島図会』巻ーに載る「西行法師の図Jである。平安末期から鎌倉時代

初めの歌人、西行(元永元~建久元・ 1118-90)は、後鳥羽院の北面の武士であった。俗

名を佐藤義清といい、二十三歳で出家し、伊勢・関東・奥羽などを行脚、五十歳を過ぎて

百国・熊野行脚に出かけるなど漂泊の歌人として知られる。また約千六百首を納めた歌集

f山家集』で知られる。治承から文治の頃 (1177-90頃)、西行は西国の旅の途中に厳島

へ立ち寄っている。画中に「西行法師ハ名地旧跡を歴遊して此島へも来り、月をミて詠歌

乃感慨ありしこと山家集に見えたり 歌ハ本文にのすJとあり、厳島で月を見上げて和歌

を詠む遊行僧姿の西行法師を表わし、本文中に『山家集』から引いた前書と和歌二首を載

せる。
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安曇のくにの七三官へまゐりけるに、たかとみの裏といふ虚にて風にふきとめられ
』い・ろ

て程へれけば、宮ふきたるいほりより月のもりけるを見て、

浪の音を心にかけてあかす哉 苫もる月のかけを友とて

もうでっきて、月いとあかくてあはれにおほえければ、

もろともに旅なる空に月も自て すめばやかげのあはれなるらん

瀬戸内海の穏やかな浪の音を聴きながら、旅の空の月を眺めた西行の感慨が自然に吐露

した叙情歌である(16)。

52ー2は、『芸州厳島図会』巻三に載る「豊関白大聖院に於て和歌御会の図jである。天

正十五年(1587)、関白豊臣秀吉は島津氏を抑え九州平定を遂げた年の三月十八日、一月に

一度、千部経を読諦させるため、厳島の塔の岡に経堂を建てるよう、安国寺恵理に命じて

いる(大願寺文書225)(1九その巻三の瀧山水精寺大聖院の説明書に、 r営説ノ、抹晶泉街誰

にして、賀る宣単の官を実へり。筆首簡ん首長f裁長のときも、和歌の溺〈芸、ありき。予lこ議
たるを見るべし。Jとあり、秀吉の和歌「き〉しよりなかめにあかぬいつくしま見せばやと

思ふ雲のうへびと 松jを載せる。「松Jは秀吉が和歌に用いた号である。秀吉のほか石

田三成など三十玉名の和歌(上句)に春の海や山ざくらが多く詠われており、歌会は桜の

時節で、安国寺恵理書状に見える経堂建設発起の時季と合致する。本図は烏帽子に狩衣姿

の秀吉をはじめ四位以上の朝臣、侍烏帽子に持の武将、墨染の衣の僧が集い、長閑な春の

日、弥山を望む広い庭園に面した大聖院の一室で歌会を催す情景を描いている。室町時代

から大聖院では「正月九日連歌会(当館に勢、て神欠供商品集てこれを行ふ。連歌始といふ。)J

(J8)があった。

52-3は、『厳島道芝記』巻二に載る「れんがたうの図Jである。廻廊に繋がる天満宮は

連歌堂とも呼ばれ、本図は神官・供僧・武士などが集い連歌会を催しているところである。

巻二の「天満宮j の説明書きに「大黒殿の後のほうにまします。拝殿にて月次連歌あり。

古今風人の発句、首にひとつなれども官て此にしるし侍る。j とあり、室町時代に活躍し

た連歌師宗抵(19)や天満宮に奉納した毛利輝元など十数名の発句や上句を載せている。

52-4は、『芸州厳島図会』巻五に載る「天満宮毎月連歌会の図jである。垂鰻の冠に狩

衣姿の公家、高烏帽子の神官、紋付持の武士などが集まり歌会に興じている。巻五の「廿

五日連歌会jの説明書きには、天満宮で毎月廿五日に連歌会が催されること、大内義隆が
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厳島神社で千句の連歌興業を行ったこと、厳島の社人に連歌をする者が多いことなどが記

され、義隆など三名の発句を挙げている。大内義隆の厳島千句興業については、先の『厳

島道芝記』巻二にも記され、天文二十年(1551)五月九日にあり、百韻十連の各連第三句

までを載せている刷。瀬戸内海を往来する文人の多くが旅の途中、風光明眉な厳島を訪

れて和歌を詠む一方、厳島では正月九日の連歌始から毎月二十五日に月次連歌会があり、

社人・供僧・武家など多くの者が和歌・連歌を噌んでいたことが窺える。

結語

本章では厳島神社にとって最も近い芸能、祭礼行事に欠かせない芸能を中心に、描かれ

た芸能の場面や関係資料の図絵、写真によって、現在の厳島の芸能について、より具体的

に視覚的に理解することを試みた。図絵や写真は音楽、歌謡、舞踊や所作、言葉などによ

って表現された芸能が、どのようなものであったのかを知る上で助けともなり、想像する

震ともなると考える。

厳島の芸能研究の上で、今後も失われた芸能や変遷する芸能の実態を視覚的に留める図

絵・写真の収集や、現代ではビデオなどによる記録保存が必要と考える。また、本章で初

めて少し触れたが、宗祇や大内義隆の時代より広く多くの人が愛好し、盛んであった和歌

や連歌について、まだまだ研究の余地がある。こうした文芸をはじめその他の周辺の芸能

についても、その歴史や実態の調査研究が必要と思われる。

[註]

第十二章

1 一つは、法眼円伊は園城寺の僧正円伊と同一人物とする説(林屋辰三郎『中世文化の基調』

東京大学出版会 1953)。一つは、貴族画家として知られる藤原隆能の孫で土佐権守であ

った藤原経隆の子(六男)のうちの一人、土佐円伊と名乗る専門絵師(小松茂美『一遍上

人絵伝』中央公論社 1988)という説などであるが、いずれも確証に欠ける。

2 僧の官位は、『職原抄』下巻に、僧正(参議・三位に准ず)、法印・僧都(四位殿上人に准

ず)、法眼(五位に准ず)、凡僧(六位に准ず)と規定されている。専門絵師の位は、この

僧の位に倣い、法眼、法印と進む。
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3 藤原行成(天禄三~長元元・972ー1028)は、平安中期の公卿・書家。椎大納言、正二位。

経予は行成から数えて第十代目の末商。当時五十二歳であった。

4 宮次男「一遍上人絵伝JW国宝大事典』講談社、昭和六十年。望月信成『一遍聖絵』日本

絵巻物全集 11、角川書庖 1975。小松茂美『一遍上人絵伝』日本絵巻大成巻 20、中央

公論社 1988など。

5 元和五年 (1619)に紀州から芸州移封になった初代広島藩主浅野長島に従って来たお抱え

職人の一人・銅晶清氏(本名・佐々 木伝兵衛、?......承応二・?-1653)を初代とし、藩主

の求めに応じて火鉢・薬健・花瓶などを作り、諸大名への進物としても使われた。清氏が

熱心に銅を打つ姿を見た藩主が銅の虫・ f銅晶j の称号を与え、その作は銅虫(銅晶)と

呼ばれるようになったと伝えられる。

6 狭義の雅楽に対し広義の雅楽は、(ー)外来の唐楽・高麗楽など(アジア大陸系舞曲)、(二)

催馬楽・朗詠・箇嵐故発、など(平安時代の新作歌曲)、(三)神楽・東遊・倭歌・大歌(五

節舞)・久米歌・田楽など(神道系祭記用歌舞)を含む。

7 東遊の中心部をなす歌と舞を能に取り入れた。

8 序の舞は、白拍子や遊女、美女や老女の霊などが舞う導入部の品の高い静かでゆるやかな

テンポの舞。破の舞は、序の舞や中の舞(序の舞と急の舞の中間位の舞)の後、謡一段を

置き再び舞う短い舞。

9 所信文著、明治三十年発行。

10 r乍惜口上j には当時、五十二歳の中村歌右衛門が広島城下のE那衆や地元の人など、

客に対する挨拶を載せる。即ち、幼少の頃(十三歳頃)中村福助時代に来島したこと、近

年足痛を患っていたが全快したので、ヒイキ連中からの推めもあって当芝居を一世一代と

心得て相勤める、また二代蝦十郎の死後、名前を相続する者がいなかったが、今度師匠の

枠を三代目鯨十郎と改名させたので取立てくださるよう希上げ奉る、と述べている。次い

で三代目蝦十郎がこのように年々お目見えできることを謝し、中村梅吉親分の世話で三代

目を襲名できたことを述べ、「旦那様方の御取立を持ちまして、雑喉鍛も本蝦に相成りま

すよう御ひいきの程、角から角迄つらりと奉希上まする。Jと口上を述べている。

11 原作の人形浄瑠璃「倭仮名在原系図Jは、浅田一鳥他の合作で宝暦二年(1752)十二月、

大坂・豊竹座で初演。翌年正月に京・山下又太郎座(南)で歌舞伎化されて上演された。

五段あるうち四段の『蘭平物狂いjが最も有名で現存する。

12 原作の人形浄瑠璃『ひらがな盛衰記』は、文耕堂など五人の合作で、元文四年 (1739)
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四月、大坂・竹本座で初演。翌年五月、京・布袋屋梅之丞座で歌舞伎化されて上演された。

五段のうち二段目・三段目の上演頻度が高く、『ひらがな盛表記』は『源平盛衰記』をひ

らがな書きに平俗にしたという意である。この錦絵の場面は二段目「源太勘当Jの場面。

13 文政五年(1822)六月にも市川蝦十郎の名が見えるが、この時は二代目であったと思わ

れる。また三代目蝦十郎の口上から襲名前に何度か来演したことが推測される。

14 三代目中村歌右衛門(安永七~天保九・ 1778ー 1838)は初代中村歌右衛門の実子。十六

歳で三代目を継ぎ、立役・敵役・女形などをこなす器用人であった。番付には役柄を「兼

ノレJとある。寛政三年の福之助時代に宮島へ来た記録があり、改名後の来演である文政十

三年は歌右衛門五十二歳であった。天保九年六十一歳で没した。

15 中村松江は大坂に生まれ、文化十年(1813)に二代目松江、天保四年 (1833)四十八歳

で二代目富十郎を襲名、同十四年著修をとがめられて大坂から追放され、京・堺の舞台に

出動、弘化二年 (1845)七十三歳で亡くなった。

16 西行の歌は作った歌でなく、生まれた歌であると言われた(後鳥羽院御口伝)。漂白の旅

や自然と深く関り生活と一体化した歌、その自然に即し隠世的生活に根ざした叙情的表現

は、後世に多大な影響を与えた。

17 r安国寺恵理書状J(W広島県史』古代中世資料編E、1335頁)。大経堂は未完成のまま神

仏分離によって明治五年(1872)以降、千畳間と称され秀吉を把る豊田神社となった。明

治四十三年(1910)に特別保護建造物指定を受け、正式に豊国神社本殿と称されるように

なった。関白秀吉は島津氏を打つため天正十五年三月、毛利氏以下の諸大名を率いて九州

へ出陣し、五月に薩摩の島津義久を降伏させている。厳島には「安国寺恵理書状J(r大願

寺文書J225・天正十五年三月十八日)の他に、豊臣秀吉禁制(r御判物帖J70・天正十五

年正月)が在り、九州征伐の際に立ち寄ったと考えられる。

18 W芸州厳島図会』巻五の「瀧山水精寺大聖院J

19 飯尾宗祇(応永二十八~文亀二・ 1421ー1502)は若くして仏門に入札和歌・連歌を学び

四十歳を過ぎ連歌師として名地の豪族を頼。て旅し、中央貴族と地方武将の文化交流に尽

力、明応四年(1495)、その成果として『新撰2並立集』二十巻を完成した。連歌正風の「ひ
えさびたる姿jの美を表現した傑作を残したほか、連歌を広めた貢献は大きいといわれる。

20 大内義隆の厳島千句興業のうち、十連の各連第三句(発句・脇・第三)まで、三十八名

と追加八名の上旬(五・七・五)を記す。
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図版I 図絵・写真に見る厳島の芸能



1 r厳島社頭の図j内侍の舞 『一遍上人絵伝』巻 10鎌倉時代

ー-.園圃圃圃圃--嗣4

3 舞楽の図『厳島道芝記』巻6江戸時代

273 



2 絵馬(右) 慶秀筆 「童舞の図J永正十七年 (1520) 

2 絵馬(左) 慶秀筆 「童舞の図J永正十七年 (1520)
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4 絵馬(左)r舞楽太平楽J元文二年 (l737)

4 絵馬(右)r舞楽狛鉾J元文二年(1737)
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正月五日舞楽図『芸州厳島図会』巻5江戸時代5 

九月二十三日山王祭之図『芸州厳島図会』巻2江戸時代
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7-1 舞楽「振鉾J(一節左方一人舞)正月五日 地久祭

7-2 舞楽 「振鉾J(二節右方一人舞)正月五日 地久祭
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7-3 舞楽 「振鉾J(三節 左右二人舞)正月五日 地久祭

7-4 舞楽 「振鉾J(一節左方一人舞)十月十五日菊花祭

278 



7-5 舞楽 「振鉾J(三節 左右二人舞)十月十五日菊花祭

〆
7-6 舞楽「振鉾J(一節左方一人舞)十月二十三日 三翁神社祭

7-7 舞楽 「振鉾J(一節 右方一人舞)十月二十三日 三翁神社祭

279 



8-1 舞楽 「万歳楽J(天王寺舞人)正月二日 二日祭

8-2 舞楽 「万歳楽J(天王寺舞人)正月二日 二日祭
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8-3 舞楽「万歳楽J旧六月五日 市立祭

8-4 舞楽「万歳楽J旧六月五日 市立祭

8-5 舞楽「万歳楽j十月十五日 菊花祭
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8-6 舞楽 「万歳楽j 十月二十三日 三翁神社祭

8-7 舞楽「万歳楽J十月二十三日 三翁神社祭
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9-1 舞楽 「延喜楽J(天王寺舞人)正月二日 二日祭

9-2 舞楽「延喜楽J(天王寺舞人)正月二日 二日祭
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9-3 舞楽 「延喜楽J(天王寺舞人)正月二日 二日祭

9-4 舞楽 「延喜楽J旧六月五日 市立祭

9-5 舞楽「延喜楽J旧六月五日 市立祭
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-

9-6 舞楽 「延喜楽J十月十五日菊花祭

9-7 舞楽 「延喜楽j十月二十三日三翁神社禁

9-8 舞楽「延喜楽J十月二十三日三翁神社祭

ワ~t:;



10-1 舞楽「大平楽J(天王寺舞人)正月三日 元始祭

lO-2 舞楽「大平楽J(天王寺舞人)正月 三日 元始祭
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10-3 舞楽 「大平楽J(天王寺舞人)正月三日 元始祭

10-4 舞楽「大平楽J(天王寺舞人)正月三日 元始祭
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11-1 舞楽「狛鉾J(天王寺舞人)正月三日 元始祭

1.1-2 舞楽「狛鉢J(天王寺舞人)正月三日 元始祭
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11-3 舞楽 「狛鉾J(天王寺舞人)正月三日 元始祭

11-4 舞楽「狛鉾J(天王寺舞人)正月三日 元始祭
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12-1 舞楽 「胡徳楽J正月三日 元始祭

12-2 舞楽「胡徳楽」正月三日 元始祭
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12-3 舞楽 「胡徳楽J正月三日 元始祭

12-4 舞楽 「胡徳楽J正月三日 元始祭
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12-5 舞楽 「胡徳楽」正月三日 元始祭

12-6 舞楽 「胡徳楽」正月三日 元始祭

12-7 舞楽 rt}j徳楽」正月三日 元始捺
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13-1 舞楽「蘭陵王J(天王寺舞人)正月三日 元始祭

13-2 舞楽 「蘭陵王J(天王寺舞人)正月三日 元始祭
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ー3 舞楽「蘭|安王J旧暦五月五日 地御前神社祭 13-4 舞楽 「蘭陵王J旧暦五月五日 地御前神社祭

13-8 舞楽「蘭陵王」十月-1-五11 ~M 11:.祭

294 

13-9 舞楽 「蘭陵王」十月十五日 菊花祭



l3-5 舞楽「蘭陵王J旧暦六月五日 市立祭 13-6 舞楽 「蘭陵王j 旧暦六月五日 市立祭

13-7 舞楽「蘭陵王」旧暦六月五日 市立祭
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14-1 舞楽 「車内曽手IJJ二人舞

(天王寺舞人)正月三日元始祭

14-2 舞楽 「納曽手/jJ二人舞

(天王寺舞人)正月三日元始祭

14-3 舞楽「納曽手/jJ二人舞(天王寺舞人)正月三日 元始祭

296 
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14-4 舞楽 「車内曽手IjJ一人舞(落樽)

旧暦五月五日 地御前神社祭

舞ー楽「納曽手IjJ一人舞落時)

旧!祷五nT!:FI 地御前神社祭



14-7 舞楽 「納曽利j十月十五日 菊花祭 14-6 舞楽 「納曽利J一人舞旧暦六月五日 市立祭

L4-8 舞楽「納曽利J二人舞十月ト五円 菊花祭
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15-1 舞楽 「甘州J正月五日 地久祭

15-2 舞楽 「甘州J正月五日 地久祭

l5-3 舞楽「甘州」正月五日 地久祭
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16-1 舞楽 「林歌J正月五日 地久祭 16-2 舞楽 「林歌J正月五日 地久祭

]6-3 舞楽「林歌J正月五日 地久祭
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16-4 舞楽 「林歌J正月五日 地久祭

16-5 舞楽 「林歌J正月五日 地久祭
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17-1 舞楽「抜頭」正月五日 地久祭

17-2 舞楽「抜頭J正月五日 地久祭
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17-3 舞楽 「抜頭J正月五日 地久祭

17-4 舞楽 「抜頭J正月五日 地久祭

303 



18-1 舞楽 「還城楽J正月五日 地久祭

18-2 舞楽「還城楽j正月五日 地久祭

18-3 舞楽「還城楽J正月五日 地久祭
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19-1 舞楽「一曲J十月十五日 菊花祭

19-2 舞楽「一曲J十月十五日 菊花祭 19-3 舞楽「ー曲」十月十五日 菊花祭
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20-1 舞楽 「蘇利古J十月十五日 菊花祭

20-2 舞楽 「蘇利古J十月十五日 菊花祭

20-3 舞楽 「蘇利古J十月十五日 菊花祭
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2ト1 舞楽 「散手J十月十五日 菊花祭

21-2 舞楽「散手J十月十五日 菊花祭 21-3 舞楽「散手J十月十五日 菊花祭
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22-1 舞楽「貴徳J十月十五日 菊花祭 22-2 舞楽「貴徳J十月十五日 菊花祭

22-3 舞楽「貴徳J十月十五日 菊花祭
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v "'1 

23 右楽房 「正月五日舞楽図J部分 『芸州厳島図会』巻5

24-1 左右楽房

309 



24-3 右楽房の伶人(楽人)
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銘 「小桜JW芸州厳島図会』巻6高倉天皇の笠25-1 

銘 「小桜j高倉天皇の笠楽器25-2 
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26-1 伝平重衝所用の七絃琴『芸州、|厳島図会』巻6

26-2 楽器 O伝平重衝所用の七絃琴
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玄上の琵琶 『芸州厳島図会』 巻627-1 

玄上の琵琶楽器27-2 
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28-1 舞楽奏楽抜頭正月五日 地久祭

J 
4 

み

28-2 舞楽奏楽長慶子正月五日 地久祭

314 



29-1 祭礼・ 舞楽奏楽 旧暦五月五日 地御前神社祭

29-2 祭礼 ・舞楽奏楽 旧暦五月五日 地御前神社祭
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30-1 舞楽奏楽旧暦六月五日 市立祭

30-2 舞楽奏楽旧暦六月五日 市立祭

316 



31-3 管絃船上の管絃

旧暦六月十七日 管絃祭

317 

31-1 発輩祭の管絃

旧暦六月十七日 管絃祭



31-4 r六月十七夜管絃の御船地御前より還幸の図JW芸州厳島図会』巻5

31-5地御前神社へ向う管絃船 旧暦六月十七日 管絃祭
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32 舞楽奏楽十月十五日 菊花祭

33 舞楽奏楽十月二十三日 三翁神社祭

319 



34 御能舞台J~厳島道芝記』 巻5

宅内最H
李主;
主
観F

36 遊女能を観に出る図J~芸州厳島国会』 巻5
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「能舞台の図JW芸州厳島図絵』巻5
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37-1 御松嚇子神能正月二日 誠殿

37-2 御松蝉子神能正月二日 誠殿

37-3 御松蝉子神能正月二日 誠殿

322 



38-1 神能を観に向かう宮司・神職四月十六日 桃花祭神能

38-2 見物席四月十六日 桃花祭神能

323 



39-1 能 「翁」千歳の舞四月十六日 桃花祭神能

39-2 能「翁j千歳と翁役四月十六日 桃花祭神能

役、翁面を付ける 四月十六日 桃花祭神能 39-4 翁役、翁面を取る 四月十六日 桃花祭神能
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40 能「翁J翁役と曜子四月十六日 桃花祭神能

J 1 能「翁」の舞四月イ六日 桃花祭事11能

325 



もみ

42 能「翁J三番盟(撲の段)四月十六日 桃花祭神能

43-1 能 「翁J三番史(鈴の段)四月十六日 桃花祭神能
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43-2 能「翁J三番皇(鈴の段)四月十六日 桃花祭神能

44-1 能「高砂」四月十六日 桃花祭神能

44-2 能「高砂」四月十六日 桃花祭神能
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44-3 能 「高砂j 四月十六日 桃花祭神能

45 能 「田村J四月十六日 桃花祭神能
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46-1 能 「羽衣」四月十六日 桃花祭神能

46-2 能「羽衣J四月十六日 桃花祭神能
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47-1 能 「菊慈童J四月十六日 桃花祭神能

47-2 能「菊慈童J四月十六日 桃花祭神能

330 



48-1 狂言 「千鳥J四月十六日 桃花祭神能

48-2 狂言 「太万奪J四月十六日 桃花祭神能

331 



Z
T
J'JL九
F・
3

主
7
・え
骨
ρ

人弐

4
7帝
京
、
沖
安
官
7

r
tをス
rザハ駕
J
'-J

ニf，
1・M
'・

村
伸
一
日
清
拘
勺

「陰暦九月十二日御秋来祭式ノ図JW厳島名所志る遍』49-1 

人 h富 m
a五三 L
末段先

;11. 努が

今手寿
ヲ ロ

~ 

芝
山
い
軍
司

「向上大和舞ノ図JW厳島名所志る遍』49-2 

332 



50-l 宮島おどり 八月十七・十八日

50-2 宮島おどり 八月十七・十八日
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50-3 宮島おどり 50-4 宮島おどり

50-5宮島おどり 「杓子おどり j

50-6 宮島おどり 「杓子おどりJ
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335 



一応

A
Aノ

ハ
ネ
え
aの
や

52-1 和歌 「西行法師の図J~芸州厳島図会』 巻l

れ
引
恥
川
川
町
レ
同
町

州
内

l
m
Tし
F

十

三

i
づ

h
T
明
朗

52-2 I r豊関白大聖院に於て和歌御会の図J~芸州厳島図会』巻3
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52-3 れんかたうの図JW厳島道芝記』巻2
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52-4 天満宮毎月連歌会の図JW芸州、|厳島図会』巻5
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1版リスト I 図絵・写真に見る厳島の芸能

O 重要文化財

種別 No. 名 称 等 出典 . その他
舞楽 「厳島社頭の図J内侍の舞 法眼円伊筆『一遍上人絵伝』巻10鎌倉時代

2 絵馬「童舞の図J(慶秀筆) 永正十七年(1520)厳島桝お寵

3 舞楽の図 『撤島道芝記』巻6江戸時代

4 絵馬(左)r舞楽太平楽J(右)r舞楽狛鉾J 元文二年(1737)厳島神社蔵

5 正月五日舞楽園 『芸州厳島図会』巻5江戸時代

6 九月二十三日山王祭之図 『芸州厳島図会』巻2江戸時代

7-1 舞楽 f振鉾J(一節左方一人舞) 正月五日 地久祭

-2 舞楽「振鉾J(二節右方一人舞) 正月五日 地久祭

-3 舞楽 I振鉾J(三節左右二人舞) 正月五日 地久祭

-4 舞楽「振鉾J(一節左方一人舞) 十月十五日菊花祭

-5 舞楽「振鉾J(三節左右二人舞) 十月十五日菊花祭

-6 舞楽 I振鉾J(一節左方一人舞) 十月二十三日 三翁桝操

ー7 舞楽「振鉾J(一節右方一人舞) 十月二十三日 三翁桝操

8-1 舞楽「万歳楽J(天王寺舞人) 正月二日 二日祭

-2 舞楽「万歳楽J(天王寺舞人) 正月二日 二日祭

-3 舞楽「万歳楽J 旧六月五日 市立祭

-4 舞楽「万歳楽j 旧六月五日 市立祭

ー5 舞楽 I万歳楽」 十月十五日 菊花祭

-6 舞楽「万歳楽」 十月二十三日 三翁神担深

一7 舞楽「万歳楽j 十月二十三日 三翁神祖漂

9-1 舞楽 I延喜楽J(天王寺舞人) 正月二日 二日祭

-2 舞楽 f延喜楽J(天王寺舞人) 正月二日 二日祭

ー3 舞楽「延喜楽J(天王寺舞人) 正月二日 二日祭

-4 舞楽 f延喜楽J 旧六月五日 市立祭

-5 舞楽 f延喜楽J 旧六月五日 市立祭

-6 舞楽「延喜楽J 十月十五日菊花祭

一7 舞楽 I延喜楽J 十月二十三日三翁桝土祭

-8 舞楽「延喜楽J 十月二十三日三翁神社祭

10-1 舞楽「大平楽J(天王寺舞人) 正月三日 元始祭

ー2 舞楽「大平楽J(天王寺舞人) 正月三日 元始祭

-3 舞楽 f大平楽J(天王寺舞人) 正月三日 元始祭

-4 舞楽「大平楽J(天王寺舞人) 正月三日 元始祭

11-1 舞楽 r~1自鉾J (天王寺舞人) 正月三日 元企繰

-2 舞楽 f狛鉾J(天王寺舞人) 正月三日 元企繰

-3 舞楽「狛鉾J(天王寺舞人) 正月三日 元始祭

-4 舞楽 r~1白鉾J (天王寺舞人) 正月三日 元始祭

12-1 舞楽「胡徳楽J 正月三日 元始祭

2 舞楽「胡徳楽J 正月三日 元始祭
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-3 舞楽 I胡徳楽J 正月三日 元始祭

-4 舞楽 f胡徳楽J 正月三日 元始祭

一5 舞楽 I胡徳楽J 正月三日 元始祭

一6 舞楽 I胡徳楽J 正月三日 元始祭

一7 舞楽 I胡徳楽J 正月三日 元始祭

13-1 舞楽 I蘭陵王J(天王寺舞人) 正月三日 元始禁

-2 舞楽 I蘭陵王J(天王寺舞人) 正月三日 元始祭

-3 舞楽 I蘭陵王J 旧暦五月五日 地御前神社祭

-4 舞楽「蘭陵王J 旧暦五月五日 地御前神社祭

-5 舞楽 I蘭陵王J 旧暦六月五日 市立祭

-6 舞楽 I蘭陵王J 旧暦六月五日 市立祭

一7 舞楽「蘭陵王J 旧暦六月五日 市立祭

-8 舞楽「蘭陵王J 十月十五日 菊花祭

-9 舞楽「蘭陵王j 十月十五日 菊花祭

14-1 舞楽「納曽利J二人舞(天王寺舞人) 正月三日 元始祭

-2 舞楽「納曽利J二人舞(天王寺舞人) 正月三日 元始祭

-3 舞楽「納曽手IJJ二人舞(天王寺舞人) 正月三日元始祭

-4 舞楽「納曽手IJJ一人舞(落時) 旧暦五月五日 地御前桝操

-5 舞楽「納曽利J一人舞(落時) 旧暦五月五日 地御前神担当緊

-6 舞楽「納曽利J一人舞(落時) 旧暦六月五日 市立祭

ー7 舞楽「納曽利j二人舞 十月十五日 菊花祭

ー8 舞楽「納曽利J二人舞 十月十五日 菊花祭

15-1 舞楽 I甘州j 正月五日 地久祭

-2 舞楽 f甘州J 正月五日 地久祭

-3 舞楽 I甘州J 正月五日 地久祭

16-1 舞楽 f林歌J 正月五日 地久祭

-2 舞楽「林歌J 正月五日 地久祭

-3 舞楽「林歌J 正月五日 地久祭

-4 舞楽「林歌J 正月五日 地久祭

-5 舞楽「林歌j 正月五日 地久祭

17-1 舞楽 I抜頭J 正月五日 地久祭

ー2 舞楽「抜頭J 正月五日 地久祭

-3 舞楽「抜頭J 正月五日 地久祭

-4 舞楽「抜頭J 正月五日 地久祭

18-1 舞楽「還城楽J 正月五日 地久祭

-2 舞楽「還城楽j 正月五日 地久祭

-3 舞楽 r3塁城楽j 正月五日 地久祭

19-1 舞楽 fー曲」 十月十五日 菊花祭

一2 舞楽 Iー曲J 十月十五日 菊花祭

-3 舞楽「ー曲J 十月十五日 菊花祭

20-1 舞楽「高知l古」 十月十五日 菊花祭
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-2 舞楽 f高知l古」 十月十五日 菊花祭

-3 舞楽 I高知l古」 十月十五日 菊花祭

21-1 舞楽 I散手J 十月十五日 菊花祭

-2 舞楽 f散手」 十月十五日 菊花祭

-3 舞楽 f散手」 十月十五日 菊花祭

22-1 舞楽 I貴徳J 十月十五日菊花祭

-2 舞楽 f貴徳J 十月十五日菊花祭

-3 舞楽 f貴徳J 十月十五日菊花祭

雅楽 23 右楽房「正月五日舞楽園J部分 『芸州厳島国会』巻5

{管絃・舞楽)24-1 左右楽房 厳島桝土

-2 右楽房 厳島桝土

-3 右楽房の伶人(楽人) 厳島桝土舞楽奏楽

25-1 高倉天皇の笠銘 rIj住 j 『芸州厳島図会』巻6(巌島宝物図会巻1)

-2 楽器高倉天皇の笠銘 rIj犠J 厳島桝土蔵

26-1 伝平宣街所用の七絃琴 『芸州厳島図会』巻6(厳島宝物図会巻1)

-2 楽器 O伝平宣街所用の七絃琴 厳島桝描

27-1 玄上の琵琶 『芸州厳島図会』巻6(巌島宝物図会巻1)

-2 楽器玄上の琵琶 厳島桝描

28-1 舞楽奏楽抜頭 正月五日 地久祭

-2 舞楽奏楽長慶子 正月五日 地久祭

29-1 祭礼・舞楽奏楽 旧暦五月五日 地御前神社祭

-2 祭礼・舞楽奏楽 旧暦五月五日 地御前桝操

30-1 舞楽奏楽 旧暦六月五日 市立祭

-2 舞楽奏楽 旧暦六月五日 市立祭

31-1 発筆祭の管絃 旧暦六月十七日 管絃祭

-2 発箪祭の管絃 旧暦六月十七日 管絃祭

-3 管絃船上の管絃 旧暦六月十七日 管絃祭

-4 『六月十七夜管絃の御船地御前より還幸の図J 『吾川厳島図会』巻5

ー5 地御前桝土へ向う管絃船 旧暦六月十七日 管絃祭

32 舞楽奏楽 十月十五日 菊花祭

33 舞楽奏楽 十月二十三日 三翁桝操

神能 34 『御能舞台J 『厳島道芝記』巻5

35-1 『能舞台の図J 『芸州厳島図絵』巻5

35-2 I能舞台の図j 『芸州厳島図絵』巻5

36 『遊女能を観に出る図」 『芸州厳島図会』巻5

37-1 御松曜子神能 正月二日放殿

-2 御松曜子持能 正月二日蹴殿

-3 御松曜子神能 正月二日 競殿

38-1 神能を観に向かう宮司・神職 四月十六日 杉~祭神能

-2 見物席 四月十六日 桃花祭神能

39-1 能 I翁J千歳の舞 四月十六日 桃花祭神能
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一2 能「翁J千歳と翁役 四月十六日 桃花祭神能

-3 翁役、翁面を付ける 四月十六日 桃花祭神能

-4 翁役、翁面を取る 四月十六日 桃花祭神能

40 能「翁J翁役と曜子 四月十六日 杉E{E祭神能

41 能 f翁Jの舞 四月十六日 杉目立祭神能
もみ

42 能「翁J三番曳(探の段) 四月十六日 桃花祭神能

43-1 能「翁J三番曳(鈴の段) 四月十六日 桃花祭神能

-2 能「翁j三番皇(鈴の段) 四月十六日 杉回E祭神能

44-1 能「高砂」 四月十六日 朝協祭神能

-2 能「高砂」 四月十六日 桃花祭神能

-3 能「高砂J 四月十六日 桃花祭神能

45 能「田村J 四月十六日 杉椛祭神能

46-1 能「羽衣」 四月十六日 桃花祭神能

-2 能「羽衣J 四月十六日 桃花祭神能

47-1 能「菊慈童j 四月十六日 桃花祭神能

-2 能「菊慈童j 四月十六日 杉椛祭神能

48-1 狂言「千鳥j 四月十六日 杉岡E祭神能

-2 狂言「太万奪」 四月十六日 桃花祭神能

周辺の 49-1 「陰暦九月十二日御秋来祭式ノ図J 『厳島名所志る遍』

芸目 -2 「同上大和舞ノ図j 『厳島名所志る遍』

50-1 宮島おどり 八月十七・十八日

一2 宮島おどり 八月十七・十八日

-3 宮島おどり 八月十七・十八日

-4 宮島おどり 八月十七・十八日

-5 宮島おどり「杓子おどり」 八月十七・十八日

-6 宮島おどり「杓子おどり」 八月十七・十八日

51-1 宮島歌舞伎「口上錦絵」 文政十三年(天保元年・ 1830)六月

-2 宮島歌舞伎「宮島芝居錦絵蘭平物狂いJ 文政十三年(天保元年・ 1830)六月

3 宮島歌舞伎「宮島芝居錦絵ひらがな盛衰記J 文政十三年(天保元年・ 1830)六月

52-1 和歌「西行法師の図j 『芸州厳島図会』巻1

-2 f豊関白大聖院に於て和歌御会の図j 『芸州厳島図会』巻3

-3 fれんかたうの図J 『厳島道芝記』巻2

-4 f天満宮毎月連歌会の図j 『芸州厳島図会』巻5
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-2 能「翁j千歳と翁役 四月十六日 挑花祭神能

-3 翁役、翁面を付ける 四月十六日 桃花祭神能

-4 翁役、翁面を取る 四月十六日 挑花祭神能

40 能「翁J翁役と嘱子 四月十六日 桃花祭神能

41 能「翁Jの舞 四月十六日 杉~祭神能
もみ

42 能「翁J三番曳(探の段) 四月十六日 fj~祭神能

43-1 能「翁J三番曳(鈴の段) 四月十六日 桃花祭神能

ー2 能 I翁J三番曳(鈴の段) 四月十六日 fj~祭神能

44-1 能「高砂J 四月十六日 挑花祭神能

-2 能「高砂J 四月十六日 桃花祭神能

-3 能 f高砂J 四月十六日 杉~祭神能

45 能「田村J 四月十六日 朝~祭神能

46-1 能「羽衣J 四月十六日 桃花祭神能

一2 能 f羽衣J 四月十六日 杉椛祭神能

47-1 能「菊慈童」 四月十六日 挑花祭神能

-2 能「菊慈童J 四月十六日 朝~祭神能

48-1 狂言「千鳥j 四月十六日 杉回E祭神能

-2 狂言 I太刀奪J 四月十六日 杉~祭神能

周辺の 49-1 「陰暦九月十二日御秋来祭式ノ図J 『厳島名所志る遍』

芸能 -2 f同上大和舞ノ図J 『厳島名所志る遍』

50-1 宮島おどり 八月十七・十八日

-2 宮島おどり 八月十七・十八日

-3 宮島おどり 八月十七・十八日

-4 宮島おどり 八月十七・十八日

-5 宮島おどり「杓子おどり」 八月十七・十八日

-6 宮島おどり「杓子おどりJ 八月十七・十八日

51-1 宮島歌舞伎「口上錦絵j 文政十三年(天保元年・ 1830)六月

-2 宮島歌舞伎 f宮島芝居錦絵蘭平物狂いJ 文政十三年(天保元年・ 1830)六月

-3 宮島歌舞伎「宮島芝居錦絵ひらがな盛衰記J 文政十三年(天保元年・ 1830)六月

52-1 和歌「西行法師の図J 『芸州厳島図会』巻l

-2 「豊関白大聖院に於て和歌御会の図」 『芸州厳島図会』巻3

-3 「れんかたうの図」 『厳島道芝記』巻2

-4 「天満宮毎月連歌会の医IJ 『芸州厳島図会』巻5

342 



結章

厳島の芸能を研究することによって浮かんで来た疑問は、何故、厳島と厳島神社が千数百

年も長きにわたって、広範な階層と地域の人びとの信仰を集めて来たのか、ということであ

った。この疑問の答えは、厳島の数多い芸能が長く継承されて来た理由に見いだせると考え

る。厳島の芸能は厳島信仰と結び、人びとに支えられて継承されて来た。

そこでまず、厳島信仰を表わす祭礼行事について明らかにした。厳島の芸能は厳島神社の

祭礼行事と結び、その中で重要な役割を担って来たし、また現在も担っている。その祭礼は

『芸藩通志』に大小百余あり、と言われたが、明治維新と第二次世界大戦を境に、その回数・

名称・内容・執行日などが大きく変わった。室町時代以降、近世まで記録に残る年間の祭礼

行事と現在のそれを比較検討してみると、明治維新の神仏分離と新暦移行などによって、主

に次のような変革が見られる。

(1)明治初年まで重要な祭礼であった二月と十一月の初申祭がなくなった。この間三カ月、

弥山への入山も御島巡りも禁止され、弥山原始林は保全されて来た。しかし、現在は年に

一度、十二月の初申日に「御鎮座祭jが行われるのみで、入山禁止などはなくなった。

(2)明治以前は厳島島内の内宮と並んで重要な位置にあった対岸の外宮が、明治政府の神

社制度により分離独立して村社外宮神社となり、大正三年に至って当時の厳島神社宮司の

計らいによって厳島神社の摂社・地御前神社となった。そのため五月と九月に三日から七

日間、盛大に行われていた外宮御祭は極端に縮小し、現在は旧暦五月五日、一日だけの地

御前神社祭となった。

(3)供僧による管絃経や管絃講などをはじめ、明治以前の神仏合同ともいうべき祭礼から

仏教的なものが分離され、行事内容が大きく変革した。

(4)年間に大小百余と言われた祭礼の回数が、六十余に減少した。そのうち潮の干満に影

響される十四度の祭礼は旧暦で執行されるが、祭礼の約四分の三が新暦で行われるように

なった。

(5)何百年来使われて来た三月と九月の「大宮祭Jを f桃花祭Jr菊花祭Jと羽:するなど、

近代以降、祭礼の名称は総べて変わった。

しかし一方、正月元互の神衣献上式をはじめ正月五日までの恒例の祭礼行事や、海上担:殿
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の厳島神社に相応しい夏の海の祭礼・管絃祭や、収穫を祈り感謝する祭礼など、名称は変わ

っても絶えることなく継承されている祭礼も多い。ただ夏の祭礼では船上で管絃を奏する船

管絃から、明治十五年(1882)に祭神の海上渡御に変わり、御座船が海を渡るようになった

こと、供僧の祭礼であった延年祭が社家の祭礼・玉取祭になったこと、また近江坂本から勧

請した山王神と平清盛・佐伯鞍職を記った山王社の祭が、鞍職・岩木翁・所翁の三翁を祭る

三翁神社の祭になるなど変容を遂げている。それらは基本的なものを伝承しながら、時代や

社会の変化に応じて柔軟に名称や内容、執行日などを変えた祭礼であった。

しかし、当社の祭礼行事にさまざまな変遷があったとしても、始祖や祖霊を大切にし伝統

を尊重する精神が、神社と祭礼行事を存続させる大きな力になっていると考える。また、十

一月の新嘗祭で、その年に収穫された海の幸、山の幸、里の幸を神前に供え、自然の恵みに

感謝した後、社人、氏子、町内世話人などが集う直会や、一般参列者に神酒拝戴があるなど、

神と人、人と人が相和すところに祭礼の重要な意義があり、それがまた神社と祭礼を存続さ

せるものと思われる。

さて、当社のそうした祭礼行事に合わせて行われて来た芸能も、また変遷を見せている。

平家の時代に厳島へ移された舞楽は、今日まで八百数十年間、幾度か消長があったと思われ

るが、常に再興され伝承されて、現在、年間十二度の祭礼で奉奏されている。また、室町末

期以来四百数十年間、海上の能舞台で演じられ、神に奉納される神能は、現在も四月の「桃

花祭Jで三日間、奉納されている。しかし、明治初年まで舞楽と同様に八百年余の歴史を持

っていた神楽や催馬楽、東遊などの芸能は絶え、現在はない。

祭礼における芸能は、米や酒、花、水、火(灯)などと同様に、神に捧げられるものであ

る。しかし、祈願・報謝の表明というよりも、むしろ神を慰めるもの、神とともに人びとが

歓び楽しむものといえる。当社を中心とする数々の芸能もまた、祭礼の中で奏され、神に捧

げられるだけでない。管絃祭における管絃のように神慮を慰め、同時に人びとが神とともに

楽しむものであり、和合する機会となるのである。『厳島道芝記~ (巻六)の「御能Jに、厳

島の役者や社家、神社奉仕者や町人などが一緒になって勤め、見物の諸人野し、とある。こ

れは神と演じる者、見る者の共和を語っている。即ち、神と人、人と人の和合こそ祭礼芸能

の本来的姿であり、目的であると考える。

次に、当社の祭礼の中で現在も変わることなく、重要な役割を果たしている芸能について、

その由来と現状などをまとめてみる。まず、平清盛によって招来され、約八百四十年にわた
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って伝承されている厳島舞楽は、平家一門の厚い信仰に支えられて始まり、戦乱の世には衰

退の危機もあったが、その都度、天王寺の楽人から伝授を受け、現在も正月二日と三日の舞

楽は天王寺の楽人によって舞われている。当初より舞楽は高舞台で舞われ、雨天の場合は誠

殿で舞われている。また厳島舞楽の曲目は、平安時代の「伊都岐嶋千僧供養日記Jをはじめ、

明治二十五年(1892)の取調書「厳島神社従旧古伝来之舞楽」など各時代の文献に見られ、

総数六十三曲にのぼる。現在、年間十二度の祭礼で十六曲の舞楽が舞われている。厳島舞楽

は、清盛をはじめ時の支配者の経済的支援と、社家・内侍など神社に奉仕する人びとや全国

から訪れる幅広い層の参詣者の信仰に支えられ、年間の祭礼行事の中で大切に伝承されて来

たのである。

当社の神能の初見は、室町末期の永禄十一年(1568)二月二十九日の「観世大夫法楽能J

である。この時の来島は八代目観世大夫・観世三郎と大大夫宗節で、海中に舞台を造り、八

番の能と七番の狂言が演じられている。神能はこの地方の歴代の支配者、毛利・福島・浅野

氏の支援を受け、慶長十年(1605)には常設の能舞台が建造されて恒例化が進み、延宝八年

(1680)には浅野氏によって本格的な能舞台・橋掛り・楽屋が造立されている。「法楽神能J

は、神に奉納される能を見物の者も共に楽しむものであった。能楽は武家だけでなく多くの

人びとに広く愛好され噌まれ、江戸中期には春の大宮祭の翌日・三月十六日から三日間の神

能が年中行事になっていた。神能は専門の能役者だけでなく、社家・島民や近隣・域下の人

びとなどが一緒になって勤め、多くの人の支援を受けて来た。初見から四百数十年が経つ現

在も、海上の能舞台で五番立の正式番組が組まれ、能の完成以前の神事能という古式を残し

た珍しい貴重な演能として知られている。

また当社の年間の祭礼には、春夏秋冬それぞれ異なる管絃奏楽がある。祭典中の献僕・撤

鎮の時をはじめ、大祭式で行われる本社の捲簾・垂簾の時や管絃祭などには、決まった管絃

が奏される。即ち春の祭礼では双調の曲、夏の祭礼では黄鐘調の曲、秋の祭礼では平調の曲、

冬の祭礼では盤渉調の曲と決っているほか、四月の桃花祭に奏される f桃李花J、十月の菊花

祭に奏される「賀殿jなど、年間に十三曲の管絃が奏される。ことに清盛の厳島信仰に由来

する管絃祭には、現在、十一曲の管絃と歌曲・催馬楽が奏楽される。当社の祭典奏楽は概ね

三管(笠・筆集・龍笛)と二鼓(太鼓・掲鼓)で奏され、管絃祭には三絃(和琴・琵琶・竿)

が加わる。清盛の時代から神仏習合の明治初年まで、毎月十七日には「管絃経Jr管絃講Jと

呼ばれ、供僧の法華経読請と社家の管絃奏楽が年中行事として行われていたと思われる。平

家一門によって伝えられた管絃もまた、戦乱の世には舞楽と同様に衰退の危機もあったと考
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えられる。しかし、天王寺楽人が再々来島して管絃の指導をしており、八百数十年問、雅な

王朝文化を伝える管絃は絶えることなく、現在も祭礼の度に奏楽されている。

当社は平安末期、清盛の時代に既に神仏習合しており、近世まで社家・供僧・内侍や諸役

人・神人によって執り行われた年間の祭礼は数多くあった。しかし、明治維新の神仏分離と

神社制度によって減少し、数多くあった厳島の芸能も失われた。その主なものは神楽・東遊・

延年である。当社の神楽と東遊は治承元年 (1177)の「伊都岐嶋千僧供養日記Jに初見され

る。神楽は正月三日の神楽始、七日の七草神楽をはじめ、二月の初申祭(山口開祭)と十一

月の初申祭(山口閉祭)の前夜に奏されるなど重要な祭礼芸能であった。明治初期まで神楽

男や神楽の歌舞に従事する社人・内侍がおり、神楽笛(太笛)や勿拍子、和琴など一子相伝

されていた。

東遊もまた、平家の時代に中央楽所の雅楽の名人によって厳島に伝えられた。記録に残る

室町時代から江戸時代までの内外宮の祭礼行事のうち、正月・五月・七月の外宮の祭礼、九

月の両宮の祭礼や佳節御供などには東遊の楽舞が奏されていた。東遊の求子舞(乙女子舞)

は八璃内侍など本内侍によって舞われ、代々家ごとに伝えられた雅楽専門の伶人(楽人)に

よって奏楽されて来た。しかし現在は、楽人を兼ねた神職によって奏楽され、次のような厳

島独自の求子歌に合わせ、内侍によって求子舞が舞われる。

一、十筆ふるなる神の街争おとめのそでの白たえは

強いの主の真ごころそ・清く清しときこしめせ

二、安芸に名高き前拝島渚に光る大宮は

明けくれ潮の満ち辛してあやはき島姫の

次に延年は、平安末期から鎌倉・室町時代に社寺において盛んに行われた供僧による祭礼

行事で、厳島においては室町時代から行われ、桃山時代には年中行事化していた。延年祭は

長く大聖院の座主が進行役を勤め、供僧による開口・猿楽・延年舞などの芸能と社家楽人に

よる管絃奏楽があり、地盤の上の木偶(福神像)を奪い合う島民参加の盛大な夏の祭礼であ

った。南都興福寺など大寺の延年が、桃山・江戸中期頃に多く絶えたにもかかわらず、当社

の延年は幕末まで継承され、明治維新の変革後、内容も名称も改め、現在は厳島の夏の海の

祭礼・玉取祭として受け継がれている。

また厳島には、神社を中心とする祭礼芸能だけでなく、神社周辺の芸能がある。島民はじ

め厳島に集まる人びとが参加、支援する民衆的芸能である。その代表的なもが宮島おどりと

宮島歌舞伎である。宮島おどりは暴風雨のため大烏居前の海に沈んだ多賀江一族の鎮魂のた
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めに、室町末期から桃山時代の初め頃に始まった多賀江念仏に由来する。御島巡りの船唄の

影響や舞楽の手振りや侍踊りの品格が加わり、ゆるやかなテンポの厳島独自の踊りを形成し、

現在も八月十七・十八日の夜、島民によって継承されている。一方、厳島の芝居興行は、近

世以降、春秋の大宮祭と夏の管絃祭に合わせて聞かれた三度の市立とともに盛んになった。

島内に幾つも芝居小屋が建ち、特に化政期以後、歌舞伎の名人が数多く来島し、大宮の東の

舞台で勧進興行している。宮島歌舞伎は「紬や浪花Jにも劣らぬ賑いで、「西海第一の揚j

と広く知れ渡っていた。文政八年(1825)版行の見立番付「諸国芝居繁栄数望Jには、宮島

歌舞伎は前頭五枚目に挙げられている。しかし、その宮島歌舞伎も明治中期に劇場が解体さ

れて見られなくなった。

本研究によって厳島の芸能は、厳島信仰と結び、人びとに支えられて継承されて来たこと

が判った。当初より近隣遠方の人びと、内海航路を行き交う人びとは、厳島明神にさまざま

な祈願を捧げて来た。清盛の一門繁栄・極楽往生、朝廷や為政者の天長地久・天下泰平、民

衆の航路の安全・豊作豊漁・無病息災、戦国武将の戦勝祈願など、多様な祈願が捧げられて

来た。現在では、舞楽「振鉾Jで四海泰平・国家安穏・五穀豊穣・雅音成就が祈祷され、神

能の f翁Jで天下泰平・国土安穏が祈られる。しかし、既に述べた通り、祭礼における芸能

は、人びとからの一方的な祈願ではなく、神と人が共に楽しみ和合するものである。それ故

に祭礼における芸能は、より持続性を持っと考えられる。

さて、当社の祭礼行事を存続させ、芸能を継承させて来たものは何か、をまとめてみると、

以下のようになるであろう。

第一に当社は古来、明治維新まで年間の祭礼の多くに神事と仏事が並存し、幅広い層の広

範多様な人びとの信仰を受け入れて来たといえる。一つに偏せず、時代や人びとの求めに応

じて祭礼行事も変遷し、それを柔軟寛容に受け入れて来た。厳島の芸能の持続性と多様性も

また、当社のその特性に由来すると思われる。第二に不変の厳島信仰と、始祖および祖先と

伝統尊重の精神が根底にあることである。自然災害を受ける度に社殿は手厚く修理され、大

切な宝物は絶えず補修して保存が図られ、傷んだ能装束は仕立て直して使うなど、年毎に人

の手を加えながら次代へ伝えようとしている。年間の祭礼行事も芸能も、原則的に保存・継

承が図られている。第三に厳島が、古くから内海交通の要路としてさまざまな階層・地域の

人びとが往来し、時流や文化の伝播が速く清盛の時代から文化的土壌があったことが挙げら

れる。その文化的土壌が日本を代表する芸能や民衆的芸能を受け入れ、育み、存続させたと

思われる。第四に何よりも祭礼と芸能を存続させたのは、当社の豊かな財力といえる。歴史
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的には朝廷や平安貴族をはじめ直接の支配者や、厳島詣の民衆などによる経済的援助、所領

や金品の寄進などは絶えることがなかったと，思われる。祭礼と芸能を存続させるために必要

な経済的裏付けは、何時の時代にも欠かせない。現代の芸術文化のパトロンは一般市民と言

われる。平成八年(1996)に世界遺産に登録されて後、景勝地厳島と平安文化を伝える文化

財の宝庫・厳島神社を訪れる国内外からの観光客は年々増加し、平成二十年 (2008)には年

間三百数十万人が訪れたと言われる。こうした人びとの支援によって、厳島神社の祭礼と芸

能はこれからも保持されてゆくと思われる。

本研究では、文芸(和歌・連歌など)や民衆的芸能などについてほとんど触れなかった。

しかし、厳島の芸能の魅力はその多様性と歴史的な厚みにあると考える。
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図版E 祭礼行事と芸能
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図1-1@厳島神社本社誠殿 ・平舞台 ・高舞台

図 1-2@高舞台・ 左門客神社・右門客神社・大鳥居
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図2-1@客神社本殿

図2-2@客神社線殿
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図3厳島神社平面図



図4-20 r土製仮面」縄文時代晩期(秋田県麻生遺跡出土)幅14.5

東京大学蔵

図4ー10 r土製仮面J縄文時代晩期

(青森県亀ヶ岡遺跡出土)幅11.3 東京国立博物館蔵
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図4-30 r土製仮面J縄文時代晩期

(北海道千歳市ママチ遺跡出卦幅18.4文化庁蔵



図5-1 祈る亙女」古境時代後期

(高崎市観音山古墳出土)高さ48.4 文化庁蔵

図5-4 太鼓を打つ男J古墳時代後期

図5-20 r踊る人びと」 古墳時代後期
(埼玉県江南町野原出土)高さ63.9、56.3.、東京国立博物館蔵

(群馬県境町上武士出土)高さ58.5京都国立博物館蔵
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図 5-30 r琴を弾く男」古墳時代後期
(前原市朝倉町出封高さ72.6相川考古館蔵(群馬l尉



図6-1 安芸州厳島図会」木版・手彩色、寛政7年(1795)個人蔵
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図11-1W芸州厳島図会』巻5天保13年(1842)
厳島神社蔵 26.2X18.5 
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「元日御衣献上図JW芸州厳島図会』巻5
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図13春日台 24.0X35.5X6.0 

図14大元神社
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図 16 r御弓始JW芸州厳島図会』巻5

図 17甲乙ムの字と的

図 15百手の儀
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図 18養父崎の御鳥喰式 図19 W御島廻舟唄』表紙

!烏i
生理!J
峰〔 ‘
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告示ィ

図20茅の輪く ぐり 「島廻茅輪の図JW芸州厳島図会』巻5
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図21-1桃花祭 「桃花奉献j

図21-2桃花祭 「桃花奉献J
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其二 『芸州厳島図会』巻4
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図23-1地御前神社

図23-2地御前神社祭礼
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図23-3地御前神社祭神馬・獅子頭

図23-4地御前神社祭神馬 図23-5地御前神社祭神馬
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図24-3 流鏑馬の図JW芸州厳島図会』巻5
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図24-2流鏑馬の的
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直
積

「六月市立の図J~芸州厳島図会』 巻2図25

東京国立博物館蔵部分図26松本山雪筆 「厳島風景図j六曲扉風一双
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図27-1管絃祭 (発輩祭)
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図27-4管絃祭御鳳輩

図27-3管絃祭 阿賀町の潜船奉仕者によって運ばれる御鳳輩

370 



図27-6管絃祭御鳳輩を乗せた管絃船 「御座船j

図27一7管絃祭大鳥居前
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図27-8管絃祭管絃船

図27-9管絃祭管絃船
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図27-10管絃祭地御前神社沖• 

図27-11管絃祭

(阿賀の漕船)

373 図27-12管絃祭(江波の漕船)
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図29-1里見雲嶺筆「玉取祭J絹本淡彩ー幅 明治33年(1900) 厳島神社蔵
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図29-Jj r，:取祭の宝珠

図29-2玉取祭

図29-3玉取祭

図30延年祭の福神像(大黒像 ・恵比須像)
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図31-1菊花祭「菊花奉献J 図 31-2菊花祭 「菊花奉献J

図 32-1三翁神社
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図32-4三翁神社 祭礼(献慢)

図32-5三翁神社 祭礼

377 



図32-2三翁神社

図33-1棚守屋敷跡
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図35天神社

図34 r天満宮毎月連歌会乃圃JW芸州厳島図会』巻5
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図36-1

@ r平家納経J表装

図36-2@ r平家納経j法師品第10
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国37-20舞楽面 「二の舞姫J承安三年 (1173)寄進国 37-10舞楽面 「二の舞尉J承安三年 (173)寄進

図37-30舞楽面 「二の舞JW芸州厳島図会』巻6
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図37-40舞楽面 「抜頭」承安三年 (1173)寄進
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図37-60舞楽面 「納曽利J承安三年(1173)寄進図37-70舞楽面 「還城楽J承安三年 (1173)寄進
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図37-90舞楽面「散手J承安三年 (1173)寄進 国37-100舞楽面 「貴徳J承安三年 (1173)寄進
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図40-1

「伊都岐島千僧供養日記J巻頭

図410木製彩色楽器 「糞萎f富み」
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図44-2房顕調進高舞台擬宝珠

天文15年 (1546)6月
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図45-10舞楽装束納曽利袖

図45-20舞楽装束納曽利砲
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図46-2本社誠殿正面(文化庁蔵)

図46-3本社誠殿正面

図46-4本社幣殿 ・拝殿 ・誠殿 側面図(文化庁蔵)
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『悌同社図噺盤岨塩田抑制』匙柑医

同制『田川川畑咽題』「図Q臨柑」
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図 55ーI舞楽面「胡徳楽J
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図55-2舞楽面 「胡徳楽j
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図58-1厳島神社御鎮座千四百年祭「奉祝五流能J平成6年10月4日
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図60-1 狂言台本大蔵虎光本の転写本(表紙)
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図61-10能舞台

図61-20能舞台側面
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図61-30能舞台 楽屋



図61-50能舞台正面・側面図
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図63能面「翁J(白式尉)

天文13年 (1544)
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図62能面 「翁J(白式尉)

文明9年 (477)

図64能面「黒式躍す(三番盟)J



図66能面 「延命冠者J 図 68能面 「不動」

図69狂言面「毘沙門J
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図67能面「神体J 図70能面 「喝食J

図65能面「黒髭」
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図72能面 「曲見J 図 71能面 rJ 

図75能面 「増J

410 



図74

能面「童子(慈童)J 
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図73能面 「般若J

図76能面「三光尉J



図77-10狂言装束「柳樹鷺文繍箔J(後)

図77-20狂言装束 「柳樹鷺文繍箔J(前)
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図77-30狂言装束「紅地楓菊桐社若文繍箔J(後)

図77-40狂言装束「紅地楓菊桐社若文繍箔J(前)
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図78-10能装束 「紅地鳳風桜雪持笹文唐織」

図79-10能装束 「紅浅葱地菊笹大内菱文様段替唐織」
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78-2 0能装束「紅地鳳風桜雪持笹文唐織J 図79-20能装束「紅浅葱地菊笹大内菱文様段替唐織J部分

部分

図81能装束「紺地牡丹唐草文様唐織j
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図80能装束 「段に向鶴菱文様唐織J

図82能装束「石畳菊折枝文様唐織J
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図86能装束 「枝垂桜に舞楽文様唐織Jcr宮島御奉行青木猪助殿御調J)

議i
義務

図83能装束 「石畳藤丸文と格子菊花文様厚板J
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図84能装束 「段替り鱗に格子と雷文繋ぎ員文様厚板j

図85能装束 「段に扇と団扇文様縫箔j
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図87-1能装束新調寄進銘「宮島御奉行青木猪助殿新御調」
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図87-2能装束新調寄進銘 「御奉行伊藤半右衛門殿 御調」
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図89-1

能装束 「段に秋草文唐織」

図89-2能装束「萌黄地萄江文様狩衣J

(r翁j用狩衣)

図89-3能装束「紫地角繋ぎに牡丹文様法被J
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図89-4能装束 「雲と輪宝文側次J

図89-5能装束 「茶地萩苦文様長絹Jcr棚守J印)
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図89-6能装束 「紅地花喫斗に胡蝶文様舞衣j

図的一7能装束 「鶴亀文様直垂」
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図89-9能装束 「紅地菊主文様縫箔j

図的-10能装束 「鱗文様金摺箔j

cr文化九成年御奉行伊藤半右衛門殿御調J)

図89-8能装束 「段に大格子と桐唐草文様厚板J

図89-11能装束 「腰替り段喫斗目j

cr享和三年葵玄歳三月吉日 御奉行青木猪助殿新御調J)
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図89-12霊帯と腰帯
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図89-13狂言装束 「雲に芦蔚文様素襖j

図 89-14狂言装束 「松皮菱に在文様素襖J
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図89-15狂言装束「放駒と竹天来文様肩衣j 図89-16狂言装束「枇杷と鱗文様肩衣J

図的-17狂言相続 「網に燕文様肩衣J

園田一18狂言装束 「矢襖と石垣文様肩衣J
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ア士、 ttrzfLーι~τゥつつつ了二戸E

図90-2管楽器「龍笛J

図90-3絃楽器「琵琶j

図90-1管楽器「纂築Jと「笠j

図90-5打楽器 「輯鼓J(左)r太鼓J(中)r鉦鼓J(右)

図90-4絃楽器「等J
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図91-1管絃の遊び 「源氏物語絵巻」若紫部分天理大学天理図書館蔵(鎌倉時代)

図91-2管絃の遊び(室内)r住吉物語絵巻J部分東京国立博物館蔵(鎌倉時代)
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図91-3管絃の遊び(屋外)龍頭錦首の船 「紫式部日記絵詞J部分

藤田美術館蔵(鎌倉時代)

図91-4管絃の遊び 「駒競行事絵巻J部分和泉市久保惣記念美術館蔵(鎌倉時代)
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図93-3 r平家納経J願文
平家納経奉納の発願理由と内容

図93-1 平家納経J櫛筆文書・願文冒頭

図93-2 平家納経j願文厳島信仰の動機

図93-5r平家納経J願文末尾 図93-4 平家納経J願文
法華経法会の継承
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図9H御供船川口を出る図JW芸州厳島図会』巻5
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図95r同夜海上光景 其ニJW芸州厳島図会』巻5
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図96人長の舞

図 97神楽笛(太笛)

図98神楽男 『芸州、|厳島図会』巻5
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図101大和舞の装束と神楽笛の図

『厳島名所志る遍』



図102土佐光信筆「興福寺延年J.r歌舞音曲略史』

一 一一一一

図103延年祭『厳島道芝記』巻6
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図105 r多賀江念仏の由来JW芸州厳島図会』巻5

図 107宮島おどり(平成19年) 図 106 W宮島踊歌~ (宮島歴史民俗資料館蔵)
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図 108 r大日本神社仏閣参詣数望J(宮島歴史民俗資料館蔵)

図109-1松本山雪筆「厳島風景図J(東京国立博物館蔵)
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図109-2松本山雪筆 「厳島風景図J部分(東京国立博物館蔵)

図 110竹本義太夫
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厳島明神祈願の図(浄瑠璃体系図所収)
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草子較

「諸国芝居繁栄数望j文政8年 (1825)

「 1

図114 r歌舞伎芝居の図Jr芸州厳島図会』巻2
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図119-1木版「芸州厳島図会Jの芝居小屋寛政5年(1793)(宮島歴史民俗資料館蔵)
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444 



旬
も
自
pamw

ー

仏

J
J
71
J4

ほ

l
!
1
1
h冶
q
J
H
L

'J

rc
m
れ
十

f
f

Aれ
叶
|
|

M
U

焔
門

川

同

よ

'
ft
{抑止

4
4
3
?のみ
昨
私
的
刑
事
え
食
品
守

3量

i
i
z
ivtL妹、
A
EEH詩
情
砂
??

-h
d
zえ
1
4出
4
ん

vgnFがμ
t
M副
都

fhwwパ
政
卵

'n乃
ゆ

T
品川
町
叫
す
よ
、

めトマ
1
点

W
S
立
4
hr/
釘
E
よ
ゲt官
、

h

H
iψ

よ
れ
密
ポ
h
y山
際

u
m
f
h
d込

叫

定

ur
邸
時
匂
TP比
内
ぽ
え
ぬ
械

ts

り
i
嘆い

?hhも
$
山
町
市町

?
品
四
グ
3
?ん
も

務

9
1令件、

』
J
り
ム

?
J

J
j
 

車
以
‘

を

24
申古
代
T

点
圏
内
向
川
広
ヰ
ハリ
串
で
&

ペ
け
り
尤
内
f
有
料
必
ナ
f

t
i沖
合
(
行

向
什N

同

図 120口上錦絵(市川海老蔵一座)嘉永6年6月(1853) (宮島歴史民俗資料館蔵)

一、

L

F-急
時
よ

二
人
基
{
紗
み
青
み
這
場
l
m
a
A
総
称

s

eo宮
策
。
，J
唯
苧
aH
怠
鋭
hu
槍
{
AK
S

3
6孝義
ず
の
支
え
ふ
ん
ぺ
，
4
1花賞
品
噌

急

std然考
3
up買意
向
虫
ぢ
@
み

え
点
検

h

A
iま
下
品
柑
有
者
総

A
暑
句
集
者
f
圃園

前
叫
学
会

?
g
y
L
Z?
?
E

A

噌
本
語
?
号
制
島
町
北
45ω
r，
本
，
時
俳
句

会
揖
i
i肱

m

吟

Q
Z
J
J
M等
主
括
管
手
生

-
L

匁
ふ
象
i
ea
守
合
J

寄
る
守
?
え
で
樹
間
連

絡
を
参
翁
t
令
本
会
?
3
4
h島
放

次
仇町脅
織
はM
d
t
脅
a
h
fみ
ゑ
ふ
ふ
i

み
級
生
命
晃
子
侠

9
q
4
・8事
壇
家
ナ
i
占
説
明

?
準
金
ゆ
定
4
4
A
?を
お
す

α

¥
jげ

き
ル
き
ゅ

4
・
?)
ヤ

A

j

一

ι

〈

1々
iノ
‘1
出

中
持
品
ツ
事
}
f

T
ゑ

T
{
毛

ぜ

司

』

ヲ

k
a叩

図 121-1

口上錦絵(嵐雛助一座

明治8年7月 (1875)
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会

図121-2触込番付(座本中村友二)明治8年7月 (1875)(林喜親蔵)
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図版リストH

No. 名 称 @国宝 O重要文化財法量(縦×横×高さ)cm 
序章

第一編

図 1-11@厳島神社本社市対投・平舞台・高舞台(~伊都伎島』厳島神社々務所、平成 7年所収)

-21@高舞台・左門客神社・右門客神社・大鳥居『伊都伎島』所収

図 2-11@客神社本殿(~みやじま』宮島町働t課、平脚年所収)

-21@客桝土請が設(~みやじま』宮島町働t課、平成8年所収)

図 31厳島神社平面図(~みやじま』宮島町観光課、平成8年所収)

図4-110r土製仮面」縄文時代晩期(青森県亀ヶ岡遺跡出土)幅11.3 東京国立博物館蔵
(~.原始の造形』日本美術全集 I 、講談社、平成6年所収)

-210 r土製仮面」縄文時代晩期(秋田県麻生遺跡出土)幅14.5 東京大学蔵(~原始の造形』所収)
-310 r土製仮面」縄文時代晩期(相髄千歳市ママチ遺跡出土)幅18.4 文イl1T蔵(~，尉台の造形』肺民)

図5-11r祈る亙女」古墳時代後期(高崎市観音山古墳出土)高さ48.4 文化庁蔵
(~.原虫技術』原色日本の美術 I 、小学館、昭和56年所収)

-210 r踊る人びとJ古墳時代後期(埼玉県江南町野原出土)高さ63.9、56.3 東京国立博物館蔵
(r原虫技術』所収)

-310 r琴を弾く男」古墳時代後期(前原市朝倉町田卦高さ72.6栂 11考討臓(群馬尉 (ff尉錦繍]ffliω
-41 r太鼓を打つ男J古墳時代後期(群馬県境町上武士出土)高さ58.5 京都国立博物館蔵
(r埴輪』日本陶磁体系3、平凡社、平成年所収)

図6-11r安芸州厳島図会J木版・手彩色、寛政7年(1795)個人蔵
-21 r安芸州厳島図会J部分

第一章| 図7-11r鵬年中附鞠際次第Jr.鵬野坂文書J1939大永咋(1524)以前厳島桝土蔵 28.0X22.5
-21 r外宮年中御神事御祭次第Jr厳島野坂文書J1939大永伴(1524)以前厳島桝境 28.OX22. 5 
図8-11r巻子本厳島文書J55 永禄6年(1563)厳島神社蔵幅35
-21 r厳島内宮年中社役神事Jr巻子本厳島文書J55 永禄6年(15臼)厳島神祖:蔵幅35
-31 r巻子本厳島文書」巻末
図9ー11~.厳島道芝記』巻6 表紙厳島神社蔵 24.OX 16. 0 

-21 r年中行事臨時礼食Jr厳島道芝記』巻6 元禄15年(1702)厳島桝描 24.OXI6. 0 
図 101r祭肥祈祷法楽雑行事J~芸藩通志』巻14 明治40年(1907) (原本文政8年・1825)

広島市立図書館他蔵 26.3x18. 3 

図11-11~芸割引厳島図会』巻5 天保13年(1842)厳島神社蔵 26.2x 18.5 

-21 r祭礼井年中行事祷杷故事J~芸州厳島図会』巻5 天保13年(1842)厳島神社蔵 26.2x 18.5 

第二章| 図 121r元日倣献上図Jr芸州厳島図会』巻5
図131春日台 24. OX35. 5X6. 0 

図 141大元神社

図151百手の儀

図 161r御弓始J~芸州厳島図会』巻5

図171甲乙ムの字と的
第三章| 図 181養父崎の御鳥喰式

図 191~御島廻舟唄』表紙
図201茅の輪くぐり I島廻茅輪の図J~芸州厳島図会』巻5

図 21-11桃花祭叩~奉献J

-21桃花祭「桃花奉献j

図22一11諮弱箭訟干社土 『芸劃劃到j‘t愉l

一21地御前社其二『芸州厳島図会』巻4

図2お3一11地地御前桝土

-21地御前神社祭礼

-31地御前桝土祭神馬・獅子頭

-41地御前神社祭神馬
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-51地御前桝土祭神馬

図24-11流鏑馬

-21流鏑馬の的

-31 r流鏑馬の図JIi'芸州厳島図会』巻5
第四章| 図251r六月市立の図JIi'芸州厳島図会』巻2

図261松本山雪筆「厳島風景図J六曲扉風一双部分東京国立博物館蔵

図27-11管絃祭 (発輩祭)

-21管絃祭

-31管絃祭阿賀町の漕船奉仕者によって運ばれる御鳳章

一41管絃祭御鳳筆

-51管絃祭

-61管絃祭御鳳輩を乗せた管絃船「御座船J

-71管絃祭大鳥居前

-81管絃祭管絃船

-91管絃祭管絃船

-101管絃祭地御前桝土沖

-111管絃祭(阿賀の漕船)

-121管絃祭(江波の漕船)

図281二潤筆「居管絃祭」紙本彩色ー幅部分明治25年(1892) 厳島神社蔵

図29-11里見雲嶺筆「玉取祭J絹本淡彩ー幅 明治33年(1900) 厳島神社蔵

-21玉取祭

-31玉取祭

-41玉取祭の宝珠

図301延年祭の福神像(大黒像・恵比須像)

第五章| 図31一11菊花祭「菊花奉献」

-21菊花祭「菊花奉献J

図32-11三翁神社

-21三翁神社

-31三翁神社表標

-41三翁神社祭礼(献懐)

-51三翁桝土祭礼

第六章| 園出ー11棚守蹴跡

第二編

-21棚守屋敷跡表標

図341r天満宮毎月連歌会乃固JIi'芸州厳島図会』巻5
図35天神社

第七章| 図36一11@r平家納経J表装
-21@ r平家納経j法師品第10

図37-110舞楽面「二の舞尉J承安3年 (1173)寄進

-210舞楽面「二の舞蝿J承安3年 (1173)寄進

一310舞楽面「二の舞JIi'芸州厳島図会』巻6

-410舞楽面「抜頭」承安3年 (1173)寄進

一510舞楽面「抜頭JIi'芸州厳島図会』巻6

-610舞楽面「納曽利」承安3年 (1173)寄進

一710舞楽面「還城楽」承安3年 (1173)寄進

-810舞楽面「納曽利Jr還城楽JIi'芸州厳島図会』巻6
-910舞楽面 f散手j承安3年 (1173)寄進

-1010舞楽面「貴徳J承安3年(1173)寄進

-1110舞楽面「散手Jr貴徳JIi'芸州厳島図会』巻6
図3810舞楽面「採桑老J

図39-110舞楽面「陵王J' 
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-210舞楽面「採桑老Jr陵王JW葺川厳島図会』巻6
図40一11 r伊都岐嶋千僧供養日記j 巻頭 (W小松茂美著作集~ 11 旺文社、平成8年所収)

-21 r伊都岐嶋千僧供養日記j 巻末(問、松茂美著作集~ 11 旺文社、平成8年所収)

図4110木製彩色楽器「鵠fV」
図42-11蛮絵装束の版木熊文様(表)永徳4年(1383)

-21蛮絵装束の版木雲文様(裏)永御年(1383)

図43-11W.房顕覚書』表紙 (3仏OX20.5X2.ω

-21 W.房顕覚書』奥書

図44ー11房顕調進高舞台擬宝珠天文15年(1546)6月

-21房顕調進高舞台擬宝珠天文15年(1546)6月

図45-110舞楽装束納曽利抱

-210舞楽装束納曽利抱

図46-11本担埠殿・幣殿・拝殿・誠殿平面図縮尺5師長の1(文化庁蔵)

-21本社説殿正面(文イtJT.蔵)

-31本社誠殿正面

-4本社幣殿・拝殿・赦殿側面図(文イtJT蔵)
図47-11本社職殿・平舞台・高舞台平面図(文化庁蔵)

-21高舞台

-31高舞台平面・側面図(文化庁蔵)

図48-11r一遍上人絵伝」第10巻巻頭 (W一遍上人絵同日本の絵巻20、中央公論社、平成元年、所収)
-21 r→亘上人絵伝」第10巻部分 (W一遍上人絵倒日本の絵巻20、中央公論社、平成元年、所収)
図491r厳島佳景J(貝原益軒『安芸国厳島勝景図井記事』のうち)
図501r社頭の図JW.厳島道芝記』巻1
図511r厳島太明神御境内JW中国名所図会』巻3
図521r社殿の図JW芸州厳島図会』巻l
図53-11r厳島神社従旧古伝来之舞楽」所鶴之進調明治25年(1892)
図53-21r厳島神社従旧古伝来之舞楽」所鶴之進調明治25年(1892)
図叫舞楽面 f綾切J

図55-11舞楽面「胡徳楽j

-21舞楽面「胡徳楽J

-31舞楽面「胡徳楽JW芸州厳島図会』巻6

図561舞楽面「謀説J

第八章| 図57-11神棚の目録(平成2咋)

-21神能組の目録(初日の番組)(平成20年)

図58-11厳島神社御鎮座千四百年祭 f奉祝五流能J平成時10月4日

-21奉祝五流能能番組

図59ー11狂言台本伊藤源之丞本(表紙)

-21狂言台本伊藤源之丞本(奥付)

-31狂言台本伊藤源之丞本全17冊

図60-11狂言台本大蔵虎光本の転写本(表紛

-21狂言台本大蔵虎光本の転写本(奥付)

図61-110能舞台

-210能舞台側面

-310能舞台楽屋

-410能舞台・橋懸・楽屋平面図

-:510能舞台正面・側面図

図621能面 f翁J(白式尉)文明9年(1477)

図631能面「翁J(白式尉)天文13年(1544)

図641能面「黒式尉(三番盟)J

図651能面「黒髭j

図661能面「延命冠者」
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図671能面 I神体J

図681能面 I不動」

図691狂言面「毘沙門J

図701能面 I喝食J

図711能面『小面」

図721能面「曲見J

図731能面「般若J
図741能面「童子(慈童)J

図751能面「増j

図761能面「三光尉J

図77-110狂言装束「柳樹鷺瓦繍箔J(後)

-210狂言装束「柳樹鷺文繍箔J(前)

-310狂言装束 f紅地楓菊網干土若文繍箔J(後)

-410狂言装束「紅地楓菊桐社若文繍箔J(前)

図78一110能装束 I紅地鳳風桜雪持笹文唐織J

-210能装束「紅地周恩桜雪持笹文唐織J部分

図79-110能装束「紅浅葱地菊笹大内菱文様段替唐織J

-210能装束 I紅浅葱地菊笹大内菱文様段替唐織J部分

図801能装束「段に向鶴菱文様唐織J

図811能装束「紺地牡丹唐草文様唐織J

図821能装束「石畳菊折枝文様唐織J

図831能装束「石畳藤丸文と格子菊花文様厚板J

図841能装束「段替り鱗に格子と雷文繋ぎ員文様厚板J

図851能装束「段に扇と団扇文様縫箔J

図861能装束 f枝垂桜に舞楽文様唐織J( r宮島御奉行青木猪助殿御調J)
図87-11能装束新調寄進銘 f宮島御奉行青木猪助殿新御調j

-21能装束新調寄進銘「御奉行伊藤半右衛門殿御調」

図881角墨印「棚守J

図89ー11能装束「段に秋草文唐織j

-21能装束「萌黄地萄江文様狩衣J( r翁J用狩衣)
-31能装束 I紫地角繋ぎに牡丹文様法被J

-41能装束「雲と輪宝文側次J

-51能装束「茶地萩芭文様長絹J( r棚守J印)
-61能装束「紅地花度斗に胡蝶文様舞衣J

-71能装束「鶴亀文様直垂J

-81能装束「段に大格子と桐唐草文様厚板」

-91能装束「紅地菊苦文様縫箔J

-101能装束「鱗文様金摺箔J( r文化9成年御奉行伊藤半右衛門殿御調J)
-111能装束「腰替り段度斗目J( r享和3年突玄歳3月吉日 御奉行青木猪助殿新御調J)
-121霊帯と腰帯

-131狂言装束「雲に芦繭文様素襖J

-141狂言装束「松皮菱にさ文様素襖J

-151狂言装束「放駒と竹天来文様肩衣J

-161狂言装束「枇把と鱗文様肩衣J

-171狂言相続「網に燕文様肩衣J
-181狂言装束 f矢襖と石垣文様肩衣」

第九章| 図90-11管楽器「箪第j と「笠j

-21管楽器「龍笛J

-31絃楽器「琵琶J

-41絃楽器「等」

-51打楽器「輯鼓J(左) r太鼓J(中) r鉦鼓J(右)
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図91ー11管絃の遊び『源氏物語絵巻」若紫部分天理大学天理図書館蔵(鎌倉時代)

-21管絃の遊び{室内)r住吉物語絵巻J部分東京国立博物館蔵(鎌倉時代)
-31管絃の遊び僅外)龍頭鍋首の船 I紫式部日記絵調J部分藤田美術館蔵(鎌倉時代)

-41管絃の遊び I駒鼠行事絵巻J部分和泉市久保惣記念美術館蔵(鎌倉時代)

図92-11r厳島神社祭典用楽目次J(管絃祭)
-21 r厳島梓誼諜奥用楽目録J

図93-11r平家納経』櫛筆文書・願文冒頭
-21 r平家納経J願文社殿の構え・厳島信仰の動機
-31 r平家納経J願文平家納経奉納の発願理由と内容
-41 r平家納経J願文法華経法会の継承
-51 r平家納経J願文末尾
図941r御供松川口を出る図JW芸州厳島図会』巻5
図951r同夜海上光景其二JW芸州厳島図会』巻5

第十章| 図吋人長の舞

図971神楽首(太笛)

図981神楽男『割刊厳島図会』巻5

図991本社訪拍子旧役仮由書

図1001小忌衣を着用した f東遊」舞人の人形(厳島桝土宝物館展示)

図1011大和舞の装束と神楽笛の図 (W.厳島名所志る遍』所収)

図1021土佐光信筆「輿福寺延年J(W歌舞音曲略史』所収)
図1031延年祭『厳島道芝記』巻6

図104-11延年祭『芸州厳島図会』巻5

-21延年祭『芸州厳島図会』巻5

第←章| 図1051明日仏の由来JW芸州厳島図会』巻5

図1061W宮島踊歌~ (宮島歴史民俗資料館蔵)

図1071宮島おどり(平成19年)

図1081r大日本神社仏閣参詣数望J(宮島歴史民俗資料館蔵)
図109-11松本山雪筆「厳島風景図J(東京国立博物館蔵)

図109-21松本山雪筆 f厳島風景図J部分(東京国立博物館蔵)

図1101竹本義太夫厳島明神祈願の図(浄瑠璃体系図所収)

図1111宮島花柳界・富くじ界晩終地図(宮島歴史民俗資料館蔵)

図1121石碑「大束富くじ場跡」

図1131r諸国芝居繁栄数望J文政8年(1825)
図1141r歌舞伎芝居の図Jr芸州厳島図会』巻2
図1151触込番付値本中村梅吉)天保7年(1836)6月

図1161七代目海老蔵・八代目団十郎奉納肩額「永代奉常燈明J 天保6年(1835)7月

図117ー11宮島町地図ナベカリ芝居(大町) 天明3年(1783) (宮島歌舞年代記所収)

-21宮島町地図大東入札所(新町) 天明3年(1783)(宮島歌舞年代記所収)

図118-11木版 f安芸厳島図会J部分「芝居仮屋」寛政7年(1795) (個人蔵)

-21木版 I安芸厳島図会J部分「常芝居」寛政7年(1795) (個人蔵)

図119-11木版『芸州戯島図会』の芝居小屋寛政5年(1793) (宮島歴史民俗資料館蔵)

-21木版「散島社頭之図」の芝居小屋慶応2年(1866) (宮島歴史民俗資料館蔵)

図1201口上錦絵(市川海老蔵一座)嘉永6年(1853)6月(宮島歴史民俗資料館蔵)

図121ー11口上錦絵(嵐雛助一座)明治8年(1875)7月(広島大学蔵)

-21触込番付値本中村友二)明治8年(1875)7月(林喜親蔵)

図1221宝物陳列場 (r日本三景之一安芸国厳島之図J音防長)明治28年(1895)(宮島歴史民俗資料主臨鉛
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[表1]厳島神社関係文献(平安時代~近世・戦前)

参詣・刊行年等 内容 編著者等 備考(所蔵先等)

出厳島文書(123通) 長元4-元和5年(1031-1619) 文書

天喜元~天正15年(1053-1587)文書 (厳島神社蔵)

治暦2-慶長7年・慶安元年 文書
(1066-1602・1648)

島野坂文書(15巻) 保安3-享和年間(1122-1804)文書

梁岩[(11塵子巻本畠1最捗32島口通伝文)集書巻十

承安4年(1174)3月参詣 紀行文

嘉応3-寛延3年(1171-1750) 文書

高倉院厳島御幸記(1巻) 治承4年(1180)3月参詣 紀行文 源通親

山家集 和歌集 西行

西行法師撰集抄(3巻) 寿永3年(1184)成立 説話・紀行文不詳

101 鎌倉時
平家物語(12巻) 物語 (信濃前司行長か) (語り物)

門本平家物語(20巻) 物語 (増補・読み本)

f-t 
源平盛表記(48巻) 物語

島社頭和歌(1巻) 正応5年(1292)8月奉納 和歌集 藤原親範ほか(33人)

とはずがたり(5巻) 乾元元年(1302)9月参詣 日記 二条尼

室 ゆきぶり(1巻) 応安4年(1371)参詣 紀行文 今川了俊(貞世)
町
苑院殿厳島詣記(1巻) 元中6年(1389)3月参詣 紀行文 今川了俊14 

桃
15 時山 顕記(1冊) 天正8年(1580)成立 記録書 棚守房顕 (厳島神社蔵)

代
(棚守房顕手記)

16 九州道の記(1巻) 天正15年(1587)3-7月 紀行文 細川幽斎(藤孝)

17 九州のみちの記(1巻) 文禄元年(1592) 紀行文 木下長噺子(豊臣勝
働

18 1 九州下向記(1巻) 慶長3年(1598)6月参詣 日記・紀行文是斎重鑑

いつくしまのゑんぎ(合冊) 元和8年(1622) 由来文 不詳 (写本)(天理図書館蔵)

円oI ~ 代 良恕親王厳島参詣記(1冊) 寛永5年(1628) 紀行文 良恕親王 (写本)(京都豊殊院蔵)

:21 1 日本国事跡考(抄) 寛永20年(1643) 地誌 林春奈・林考興 (板本)(都市中央図
館・加賀文庫)

ヱ| |芸備国郡誌(2巻) 寛文3年(1663) 地誌 黒川道祐(玄逸) (写本)

芸備国郡誌(1冊) 寛文3年(1663) 地誌 黒川道祐(玄逸) (写本)(厳島神社蔵)

:231 l厳島の本地(2巻・合冊) 由来書 不詳 (国会図書館蔵)

:!4 r-輔… 案内記 貝原益軒(篤信) (宮内省蔵)

お 島道芝記(8冊) 元禄15年(1702) 案内記 小島常也

二6 島通芸記(7冊) 元禄15年(1702) 紀行文 不詳 (阿波蜂須賀家伝来)

f- 不詳 (写本)

都岐島八景(3巻) 正徳5-元文4年(1715-1739) 詩歌集 冷泉中納言為綱

並草(20巻) 享保7年(1722)参詣 紀行文 僧似雲

芸国三社記(1冊) 元文元年(1736) 由来書 北隣軒祥麿編 (写本)(京都大学図面
館蔵)
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31 I |厳島大明神御縁起o冊) 宝暦10年(760) 由来書 長山助房写 (天理大学付属図書館
蔵)

1:: I 
天明3年(783) 宝物記 伊勢貞丈模写 (写本)

遊雑記(7巻) 天明3年(783) 記録書 古河古松軒 (近世社会経済叢書第9
巻)

134 I |厳島宮八景図o帖) 図絵 岳亭ー麿画 (都市中央図書館蔵・カ
賀文庫)

文化年間0800-1818) 案内・図絵秋里擁島 (金万比羅宮図書館蔵)

海路名所附 文化3年(803)写 案内記 勝島惟恭 (徳島児玉図書館蔵)

137 志059巻) 文政8年(825)成立 地誌 頼杏坪編

38 馬鑑(5冊) 天保3年(832) 宝物記 千歳園藤彦編

39 I l芸州厳島図会(10冊) 天保13年(842) 案内・図絵 岡田清・山野峻峯斎
(画)

o I l厳島旧記o冊) 慶応元年(865) 由緒・宝物記若宮維烈写 (写本)

拍時代明陣L陣L のかおりo冊) 明暗5年o町2) 地誌・案内記坂田軍一 (宮島産物営業組合)

2 島宮路之枝折o冊) 明治11年(878) 案内記 村田良穂編

3 島みやげo冊) 明治26年(893) 案内記 嶋村武助編 (編者発行)

4 島道案内記附島勝案内及 明治27年(894) 案内記 有末清次郎 (国会図書館蔵)
広島名勝道筋o冊)

5 撰厳島独案内o冊) 明治28年(895) 案内記 平野南洋 (厳島蓮山堂)

6 島名所案内記o冊) 明治29年(896) 案内記 山本寅吉編 (編者発行)

7 島名所志る遍o冊) 明治30年(1897) 案内記 所信文 (江上順吉発行)

8 宮島案内記o冊) 明治34年(901) 案内記 山本完蔵

9 島案内記o冊) 明治36年(903) 案内記 児玉団平

島神社宝物一覧o冊) 明治36年(903) 宝物記 厳島神社編

島誌o冊) 明治43年(910) 史論 重田定一

島百選o冊) 明治44年(911) 写真集 藤谷寅蔵編

いつくしま国宝00枚1組) 明治44年(911) 写真集 藤谷寅蔵編

大 伯郡誌 大正7年(918) 地誌
正
島記念公園附録共o冊) 大正11年(922) 記録集 厳島神社々務所編. 

日目

和時代
広島市史 大正14年(925) 歴史書 広島市役所

島o冊) 昭和3年(928) 案内記 厳島図書館編

島を中心としての文学(1冊)昭和5年(930) 詩歌・文学集手島益雄

1:: I 
昭和7年(932) 歴史書

島の戦o冊) 昭和14年(939) 歴史・案内記野坂元定
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[表2]厳島神社国指定建造物・美術工芸品

1.建造物 @国宝 O重要文化財

国宝・重要文化財 名称

@国宝6棟 本社 (2棟)本殿(附不明門・玉垣)幣殿・拝殿(附左右内侍橋)

誠殿(附高舞台・平舞台・左右楽房・左右門客神社本殿)

摂社 (2棟)客神社本殿(附玉垣)幣殿・拝殿、客神社蹴殿

廻廊 (2棟)東廻廊、西廻廊

@重要文化財 摂社 (3棟)大元神社本殿、大国神社本殿、天神社本殿

11棟 3基 末社 (2棟)荒胡子神社本殿、豊田神社本殿

その他 (6棟3基)五重塔、宝蔵、多宝塔、朝座屋、反橋、長橋、

揚水橋、能舞台(附橋掛・能楽屋)、大鳥居

2.美術工芸品

国宝・重要文化 部門 名称・時代

財

@国宝 絵画 平家納経ー具(法華経など二十コ巻・経箱一具・唐植一合)(平知封勺

工芸 小桜章黄返威鎧、兜、大袖付ー領(平安時代)

紺糸威鎧、兜、大袖付ー領(平安時代)

浅黄綾威鎧、兜、大袖付ー領(鎌倉時代)

黒章威胴丸、兜、大袖付ー領(南北朝時代)

彩絵檎扇一柄(平安時代)

太万銘友成作一口(平安時代)

古神宝類一件二十七点(平安時代)

金剛密教法具一具(金剛盤ほか五口) (鎌倉時代)

梨子地桐文螺釦腰刀 一口(南北朝時代)

書跡 紺紙金字(法華経七巻・観普賢経一巻)八巻(平安時代)

。重要文化財 絵画 絹本着色山姥図長沢芦雪筆一面(江戸時代)

彫刻 舞楽面 貴徳・散手・二ノ舞(二)・採桑老・納曽利・抜頭・

還城楽・陵王 九面(平安・鎌倉時代)

釈迦及諸尊箱仏一個(唐時代)

木造狛犬十四躯(平安・鎌倉時代)

木造飾馬ー躯(鎌倉時代)

工芸 梅唐草蒔絵文台硯箱一組(室町時代)

紺紙金泥法華経入蓮池蒔絵経函一個(桃山時代)

藍章肩赤威甲胃・太刀など武具二十八点(平安・鎌倉・南北朝時代)

舞楽装束(納曽利)ー領(桃山時代)

紅地鳳恩桜雪持笹文唐織一領(桃山時代)

紅浅葱地菊笹大内菱文様段替唐織ー領(桃山時代)

狂言装束(唐人用)四領(桃山時代)

紙本墨書扇ー柄(鎌倉時代)

木製彩色楽器二個(鎌倉時代)

七絃琴一面(平安時代)

木製鋼字肩額二面(室町時代)

鋳銅釣灯龍一基(南北朝時代)

書跡 紙本墨書御判物帖 二帖(平安・鎌倉・室町・桃山時代)

紺紙金字華厳経など百七巻(平安・鎌倉時代)
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[表3]厳島の芸能関係年表

厳島芸能事項(厳島主要歴史事項)時 代

同538ik明7
烏

同M引I 593錐古元

奈

良

時

代

(厳島神社の社殿創建と伝う一佐伯景弘解)

トー 811弘仁2I伊都岐島神、名神例兼四時幣に預かる(日本後紀)
859貞観元l伊都岐島神、従四位下に進む(三代実録)
867貞観9I伊都岐島神、従四位上に進む(三代実録)
927延長5I伊都岐島神社、名神大社として記載(延喜式)

平

安ド146久安2

1164-1167 

1168仁安3

時11173承安3
1174承安4

代|
1176安元2

1179 ~台承3

トー・1180治承4

(平清盛安芸守となる)

(平清盛平家納経を奉納 この頃、海上社殿を造営)

(神主佐伯景弘、社殿修造を請うー佐伯景弘解)

。舞楽面7面調進

後白河法皇、建春門院とともに参詣、舞楽を見る

(梁塵秘抄口伝集) (一切経会はじまる一千僧供養日記)

建種門院と清盛・平家一円、千僧供養・舞楽奉納

(伊都伎島千僧供養日記)

後白河法皇、清盛宅で厳島星子の舞を見る(百錬抄)

高倉上皇御幸(高倉院厳島御幸記・玉葉・山塊記)

1189文治51源頼朝、神楽料を奉納(新出厳島文書22)

原
始
芸
能
時
半

日本芸能事項(日本史主要事項)

453新羅玉楽人80人を貢する

(仏教公伝)

554百済から楽人渡来

612百済の味摩之、伎楽を伝える

645 大化改新)

671西小安殿で田楽が奏せられる

外I675諸国からよく歌う男女、
徐儒・伎人を貢献させる

701 大宝律令制定)

楽 1701雅楽寮の制を定める

710 平城京遷都)
時l
735入唐廻使・唐人が新羅楽を演じる

入唐留学生、楽書を伝来

752東大寺、大仏関根式で舞楽・

散楽など行われる

794 

来

代

トーー
(平安京遷都)

948楽所が設けられる

舞 11018貴族の聞で延年が行われる

1096田楽、都で大流行する

楽/1133この頃より神社の祭礼に田楽・

散楽がある

時

代

トー11185 平氏の滅亡)

1187後白河法皇、田楽を見る

1192 (鎌倉幕府を開く)

1207承元元 (神社炎上一厳島野坂文書1862)

1215建保31 本社遷宮ー厳島野奴文書1862)
鎌1:::: ，~~~~ ":'=1-:=: ===--=~:.:::::図
1221承久31 藤原親実神主となる一巻子本厳島文書83)

1223貞応2I 神社炎上ー厳島野坂文書1862)I楽
1232寛喜41御戸関節会(将軍家祈祷)はじまる(新出厳島文書111)

倉11236嘉禎汁 (外宮遷宮ー厳島野坂文書1862)

1237嘉禎31舞楽装束及び楽器の注文(野坂文書)1~ :7I"'õ;a:."l:;"""l"JI4.. v.~"Pa"'/ t.-L.-"" ¥，J""..........RJ _~'L__._ ，________， I猿
1241仁治21 内宮遷宮ー厳島野坂文書1862)

時/1249建長元I@舞楽面(採桑老)奉納
1251建長31楽頭佐伯道清愁訴状(厳島野妓文書1560)

代11278弘安元|僧一遍社参(一遍上人略譜)

1287 弘安1~僧一遍社参、舞楽を見る(一遍上人絵伝)

1292正応51藤原親範、厳島明神へ「厳島社頭和歌J33首を

奉納。 9月の臨時祭で童女内侍、若松内侍など

10人が田楽を舞う(新出厳島文書164)

1293正応61異国降伏祈祷に御神楽奉納(御判物帖45・46)

1232教自11抄成る

楽

時 11271この頃より神社・寺院の祭礼・

法会に猿楽が行われる
代
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年 厳島芸能事項(厳島主要歴史事項)
1338 (室町幕府を聞く)

く

亡

開

滅

を

盛

氏

始

場

設

る

府

る

隆

臣

創

劇

創

あ

幕

あ

伎

豊
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璃

設

座

が
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が

舞

(

芝

瑠

創

竹
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徳

踊

歌

り

浄

座

豊

伎

(
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く

形

本
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舞

で

止

可

ら

人

竹

場

焼

歌

歌

原

止

禁

許

か

、

劇

座

国

国

河

禁

伎

閥

、

夫

璃

本

お

お

条

伎

舞

再

江

太

瑠

竹

で

で

四

舞

歌

伎

近

義

浄

・

都

戸

都

歌

衆

舞

悶

本

形

竹

京

江

京

女

若

歌

竹

竹

人

豊

。、u
n

t

o

o

p

D

n

v

n

A
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η
4
凋

u
z
q
d
a
u
z

n
u
n
u
n
u
-
-
n
4
r
D
E
u
p
o
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n
u
n
4

n

o

c

D

p

o

n

口

c
o
n口

n
o
n口

P

D

n

t

"

'

形

浄

瑠

璃

歌

舞

伎

時

輿

く

再

築

市

を
春

原
り

松
ょ

に

に

口

請

河
の

川

行

洗

奉

手

島

御
宮

(

号
1336建武31足利尊氏、造営料を寄進(御判物帖54)

1347貞和31棚守長久元、左舞師を兼ねる(厳島野坂文書1685、御判物帖58)

1348貞和41足利尊氏、廻廊等造営料を寄進(御判物帖55)

1381永徳元|大内義弘、当社造営料として安芸志芳庄地頭職を寄進

(御判物帖58)

1384永徳41舞楽「蘇利古jの蛮絵装束版木作られる

1389康応元l足利義満、厳島社参詣(鹿苑院殿厳島詣記)

室

1433永享51 客神社遷宮一新出厳島文書161)

1471文明31棚守野坂安種、天王寺楽人太秦広喜より舞を伝授(野坂文書1685)

吋477文叶能面(白色慰)寄進
1509永正61野妓才菊天王寺楽人と大奉昌歳から陵玉・抜頭 l楽

.などの舞を伝授される
時 1 ， ~nA ~~"A I 1524大永41 大内義興、桜尾城を落とす一房顕覚書)

1525大永51大内義興、社家三方舞楽料を寄進 l時
1541 天文1~大内義隆、桜尾城を港とし、神主家を滅ぼす(厳島野坂文書1899)

代また端午神事料を寄進(房顕覚書)し、社家内侍供僧舞楽役者を|代

扶助する(厳島野坂文書118--123、125・126)

大内義隆、祭礼・法華・観音・仁王三講を再興(巻子本厳島文書55

1542天文111大内義隆、舞楽装束を寄進(厳島野坂文書136)

1546天文l司棚守房顕、高舞台の擬宝珠を造る(銘)

1555弘治元毛利元就、陶晴賢を破る。厳島合戦ー房顕覚書)

天神社建立(棟札)

1566永禄91 毛利元就、中園地方統一)

1568永禄III観世太夫宗節一行来島、仮の能舞台を海中に建て演能する
f--I ・(房顕覚書)

1571元亀21本社遷宮(兼右卿記)
1580天正81 r棚守房顕覚書」成る

銚 I~::: ::::::~ J 
1587天正l司豊臣秀吉九州出陣途中に参詣、千畳閣建立を命ず

山 I(大願寺文書225)
1 r三十六首和歌」奉納(芸藩通志巻27)

時 11589 天正1~。舞楽 I納曽利」童舞装束奉寄進
1600慶長51毛利輝元、秀就等四人四座舞楽を寄付(厳島野妓文書1258)代 I~UVV O!CJ.JC;.'-' I 

I (福島正則、広島城主となる)

トー

江

1680延宝81@能舞台造立(棟礼写)
戸11692元禄5

1702元禄1司『厳島道芝記j 開板

時|
1736元文元

1771明和81@高舞台 再興(棟礼写)
代11"7..，0 ~.:t..，.， 1778安永71@能舞台葺替(棟札写)

1825文政81 r芸藩通志J成る
1826文政91宮島奉行伊藤半右衛門、能装束寄進(墨書銘)

1827 文政1~@能舞台修復(棟札写)

トー・1842天保刈 I芸州厳島図会j 開板

明
治11871明治4

見11872明削太陰暦廃止、祭日を改定
(厳島神社国幣中社に列せられる)

日本芸能事項(日本史主要事項)

まド349春日大社で田楽能・猿楽断われる
揺 11350祇園会に曲舞が演じられる
藍
時
代

トー・1399義満、観世勧進猿楽を見物

1402花伝書成る

1442世阿弥没

能

1505京都で盆踊りが盛行、幕府禁止

1552この頃奈良・京都風流踊流行

トーー-
1576 (信長、安土城を築く)

人

代

「す11868
代

劇
時
代

(明治維新)
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[表4]平安~桃山時代 平清盛ほか厳島参詣者年表(・印清盛参詣一覧)

年 号 参 雪同国日 者 典 拠 備 考

永暦元(1160) -8月 平清盛(1118""'81) 「山挽記j 8月参議に昇任

長寛2(1164) . 平清盛 「平家納経願文J 平家納経奉納

仁安2(1167) -2月 平清盛 「山椀記Jr顕広王記J 2月太政大臣に昇任

-9月 平清盛 「顕広王記j

承安4(1174) -3月 後白河法皇・建春門院 「梁塵秘抄口惇集J 舞楽を見る

平 平清盛 「玉葉Jr顕広王記J 後白河法皇・建春門院に同伴

-10月平清盛 「厳島文書御判物帖J

安
治承元(1177) -10月 平清盛・建礼門院 浅野忠允旧蔵f厳島文書J 6月鹿谷事件

「伊都伎島千僧供養日記j 10月千僧供養・舞楽奉納

時
治承3(1179) -1月 平清盛 「山椀記j 前年 11月中宮徳子、皇子

(安徳天皇)出産

代
-6月 平清盛 f山椀記j

治承4(1180) -3月 高倉上皇・建礼門院・清盛 f高倉院厳島御幸記Jr玉葉J

-8月 平清盛 『玉葉Jr山櫨記j 6月福原に遷都

9月 高倉上倉・建礼門院 f高倉院厳島御幸記Jr玉葉J 9月源頼朝挙兵

-10月平清盛 『玉葉Jr百練抄j

(不詳) 9月 藤原公重(1118""'1178) 『風雅和歌集J

治承~文治頃 西行(1118""'90) 『山家集Jr撰集抄j

文治元(1185) (3月平家滅亡)

(不詳) 無住一円(1228-1312) 『抄石集J
鎌

弘安元(1278) 一遍(1239-89) 『一通上人略譜J
倉

弘安 10(1287) 一遍(1239-89) 『一遍上人絵伝J(一遍聖絵) 妓女舞を見る
日寺

乾元元(1302) 9月二条尼(1258ー?) 『とはずがたりJ 9月 13日法会見物
代
元弘3(1333) (鎌倉幕府滅亡)
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建武3(336) 9月足利尊氏0305-58) 「大平記j 造営料寄進

正平21(1366) 筑前博多衆 釣灯篭銘 釣灯篭寄進

応安40370 9月今川了俊0326-1414頃) 「道ゆきぶりj (本名貞世)

康臆元(1389) 3月足利義満(1358-1408) 『鹿苑院殿厳島詣記j 3月 II日参詣

文安4(1447) 4月僧伯寿 「臥雲日件録j

永正 12(1515) 3月堺商人 「厳島絵馬鑑J 絵馬元信筆「三十六歌仙図J奉納

大永5(1525) 1月大内義興・義隆 「房顕覚書j

室
天文 10(1541) 大内義隆(1507ー51) I一宮結夏記Jr房顕覚書JlE房顕、大内氏の御師となる

天文 12(1542) 吉田(ト部)兼右 「房顕覚書Jl8r義隆記j 月次神事を棚守房顕へ伝授
町
天文21(1552) 堺商人綾井定友 「厳島絵馬鑑j 絵馬「橋弁慶牛若丸図J奉納

永禄6(1563)頃 1月聖護院道増 「厳島野坂文書J384 連歌興行
時

「房顕覚書J31

代
永禄u年(1568) 2月観世大夫宗節一座 「房顕覚書J36 法楽能九番演能

同年 7月幸若大夫長広 「房顕覚書J36 翌年正月まで滞在

永禄 12年(1569) 幸若八郎次郎 「房顕覚書J36

同年 毛利元就(1497-1571) 『房顕覚書J30

元亀2年(1571) 12月吉田ト部(ト部)兼右 「房顕覚書J38 社家に神事伝授

元亀3年(1572) 4月寅菊大夫一座 「新出厳島文書Jl65 法楽能十三番演能

(不詳) 天王寺楽人 「房顕覚書J53 蔦ノ坊・圏鵡s・東翻曹芋再々刊旬

天正元(1573) (室町幕府滅亡)

天正 15(1587) 3月豊臣秀吉(1536-98) 「御判物帖J

相b同年 7月細川幽斎(1534-1610) 『九州道の記j (本名藤孝、玄旨法印)

山 天正20(1592) 2月木下長晴子(1569-1849) 「九州のみちの記J (本名勝俊)

日寺 文禄元(1592) 4月豊臣秀吉 「豊臣秀吉厳島下向記j

代 慶長3(1598) 6月石田三成 「是斎重鑑覚書J

慶長 13(1608) 福島正則(1561-1624) 「福島正則参詣記j
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[表5]厳島神社の年間の祭礼

No. 月日 本社・摂社客神社 その他の摂末社

1 1月 元日 歳E祭(中祭式) (午前5時)

2 2日二日祭 (午前9時)

3 3日元始祭(中祭式) (午前9時)

4 5日地久祭 (午前5時半)

5 17日月次祭 (午前10時)

6 20日
ももてさい

大元神社百手祭 (午前II時)

7 2月 1日
がったんさい

(午前10時)月E祭

8 滝宮神社祭 (午前中)

9 御山神社祭 (午前中)

10 II日紀元祭(中祭式) (午前10時)

II 17日月次祭 (午前10時)

12 25日 天神社祭 (午前10時)

13 3月 1日月豆祭 (午前10時)

14 上旬 七浦神社祭 (午前中)

15 17日祈年祭(春祭)(大祭式) (午前10時)

16 20日 清盛神社祭 (午前II時)

17 春分の日 春分祭 (午前10時)

18 祖霊社祭 (午後5時)

19 4月 1日月E祭 (午前10時)

20 15日桃花祭 (午後5時)

21 17日月次祭 (午前10時)

22 5月 1日月E祭 (午前10時)

23 旧暦5月5日 地御前神社祭 (午後2時)

24 14日講社大祭(準中祭式) (午後1時)

25 17日月次祭 (午前10時)

26 18日推古天皇祭遥拝式 (午前9時)

27 23日 北之神社祭 (午前中)

28 6月 1日月E祭 (午前10時)

29 旧暦6月5日 市立祭 (午前9時)

30 旧暦6月17日 管絃祭 (午後4時)

31 17日例祭(大祭式) (午前10時}

32 7月 1日月旦祭 (午前10時)

33 17日月次祭 (午前10時)

34 旧暦7月18日 玉取祭 (8月中旬の士・日)

35 8月 1日月E祭 (午前10時)

36 旧暦8月1日 四宮神社祭 (午前中)

37 旧暦8月15日 幸神社祭(道祖神社祭) (午前中)

38 17日月次祭 (午前10時)
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No. 月日 本社・摂社客神社 その他の摂末社

39 9月 1日月旦祭 (午前10時)

40 上旬 七浦神社祭 (午前中)

41 17日月次祭 (午前10時)

42 18日 豊田神社祭 (午前10時)

43 秋分の日 秋分祭 (午前9時)

44 秋季祖霊社祭 (午後5時)

45 10月 1日月E祭 (午前10時)

46 15日氏神祭(中祭式) (午前9時)

47 菊花祭 (午後5時)

48 17日神嘗奉祝祭(大祭式) (午前9時)

49 23日 三翁神社祭 (午前10時)

50 II月 1日月E祭 (午前10時)

51 吟伊勢神社祭 (午前中)

52 3日明治祭(中祭式) (午前9時)

53 10日 金刀比羅神社祭 (午前中)

54 17日月次祭 (午前10時)

55 20日 荒胡子神社祭 (午前中)

56 長浜神社祭 (午前中)

57 23日新嘗祭(大祭式) (午前10時)

58 12月 1日月旦祭 (午前10時)

59 初子日 大国神社祭 (午前10時)

60 初申日 御鎮座祭(大祭式) (午前10時)

61 17日月次祭 (午前10時)

62 23日天長祭(中祭式) (午前9時)

63 31日除夜祭 (午後4時)

大祭式・中祭式以外は、小祭式で行われる 平成十九年 (2007)現在
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[表6]厳島神社の主な年中行事と芸能
月日 時刻

神衣献上式 0:00 毎年特別に謹製する御神衣を本社と客桝土に献上する式
1月 1日

歳E祭 5:00 中祭式。祭典後、[舞楽]振鉾がある

9:00 祭典

2 2日二日祭 11:00 f御松嘱神能jがある

13:00 [舞楽]高歳楽・延喜楽がある

3 3日元企繰
9:00 中祭式

13:00 [舞楽]太平楽・狛鉾・胡徳楽・蘭陵王・納曽利があり、長慶子で終わる

4 5日地久祭 5:30 
祭典後、[舞楽]振鉾・甘州・林歌・抜頭・還城楽・長慶子がある。抜頭は

『日の出の舞Jとし、う

5 7日昭和天皇祭遥拝式 9:00 昭和天皇の御陵に向かつて遥拝する

6 20日大元桝土百手祭 11:00 摂社大元桝土で行なう鬼射の神事

7 2月 11日紀元祭 9:00 中祭式

8 3月 上旬 七浦神社祭
宮島七浦七恵比須神社の祭礼。御島巡式が行われ、養父崎神社

神でI御鳥喰式jがある

9 17日祈年祭 10:00 大祭式

10 春分祭 9:00 小祭式

1112 1 
春分の日 清盛神社祭 11:30 末社清盛神社の祭典。祭典後、厳島桝土にて[舞楽]がー曲舞われる

祖霊社祭 17:00 小祭式

13 4月 3日神武天皇祭遥拝式 神武天皇の御陵に向かつて遥拝する

14 15日 fj~祭 17:00 
[舞楽]振鉾・高歳楽・延喜楽・桃李花(奏楽中紅白桃花を神前に献上)・

一曲・議訴IJ古・散手・貴徳・陵王・納曽利があり、長慶子で終わる

15 16-18日杉椛祭神能 9:00 [神能]初日と一日には式能 f翁」付きの五番立の演能がある

16 29日昭和祭 9:00 中祭式

17 5月 14日講社大祭 13:00 厳島桝士講社員のための大祭。全国から講社員が参列する

18 15日講社島巡式 厳島神社講社員のため御島巡式が行われる

19 16日推古天皇祭道拝式 9:00 
式典後、[舞楽]振鉾・高歳楽・延喜楽・陵王・納曽利があり、

長慶子で終わる

20 旧暦5月5日地御前桝土祭 14:00 
摂社地御前神社の祭典。祭典後、[舞楽]陵王・納曽利があり、

流鏑馬が行われる

21 6月 17日例祭 10:00 大祭式

22 旧暦6月 5日市立祭 9:00 祭典後、[舞楽]振鉾・高歳楽・延喜楽・陵王・納曽利がある

23 旧暦6月 11日御洲掘 8:00 
大竹・廿日市・広島沿海各地より出役、大鳥居から内の管絃船通御の

洲を掘る

24 旧暦6月 17日管絃祭 16:00 海上の船渡御、各所で船中管絃を奏する

25 7・8月 玉取祭 海中で直径五寸の楠の宝珠を争奪する(日曜日の正午前後の満潮時)

26 9月 上旬 七浦神社祭
宮島七浦七恵比須神社の祭礼。御島巡式が行われ、

養父崎神社沖で「御鳥喰式」がある

27 秋分の日 秋分祭 9:00 イ療式。午後5時に末社祖霊社の大祭料子われる

28 氏神祭 9:30 中祭式

10月 15日 祭典後、[舞楽]振鉾・高歳楽・延喜楽・賀殿(奏楽中菊花を神前に献上)・
29 菊花祭 17:00 

一曲・高知l古・散手・貴徳・陵王・納曽利があり、長慶子で終わる
30 17日神嘗奉祝捺 9:00 中祭式

31 23日三翁神社祭 10:00 
摂社三翁神社の祭典。[舞楽]振鉾・高歳楽・延喜楽がある

(但し曲目は変更することがある)

32 11月 3日明治祭 9:00 中祭式

33 23日新嘗祭 10:00 大祭式

34 12月 9日御鎮座祭 10:00 大祭式。推古天皇御即位元年の 11月初申の日

35 23日天長祭 9:00 中祭式。祭典後、[舞楽]振鉾・高歳楽・延喜楽・陵王・納曽利がある

36 31日
除夜祭 16:00 小祭式

鎮火祭 18:00 小祭丸御笠浜にて大小の松明を持ち廻る火難除けの祭

毎月 1日は月旦祭、 17日は月次祭。 平成二十年(2008)現在(前年の祭礼より回数、時刻に変更がある)
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[表7]厳島神社の祭tLfi事と芸能(抜粋)対照表

月日Ir，厳島内宮外宮神事年中行事J
『厳島野坂文書~ (1939号)
対く4年 (1524)以前

1月1日|正月一日御おんそ参

両宮(内宮外旬御供

内宮左右振鉾

外宮(地御前神ff) 東遊舞

『厳島内外宮社働時次第』

『巻子本厳島文書~ (55号)
永楠3年 (15臼)

正月一日延舞左右

外宮東遊

『年中行事師寺キl莫J I r祭和祈棒;去楽雑行事j
『厳島道芝記](巻六:) I ~芸藩通t\!l (:& I "1'1j) 
元禄15年 (1702)開板 は胸年(1825)

日元旦倣寅の上刻におんぞ奉る |副元日御州1:
9陳胸供外宮の棚神供奉る東遊を奏す |月次{卸供 [lF時(11:'1"->]州
守賓l大宮客人御前御供奉る担家内侍舞楽
の役人等出住 同大元太明神に上卿井5人

の神楽男出仕

Ui舞

「祭礼井年中行事樹職事」

時刻、|、蹴島図会:~ (巻五)

天保13年 (1842)開板

現行芸能

平成18年 (2∞6)

元日御衣献上 陥榊献上式(午前智寺)

外宮(地御前神的厳島より諸官渡海して祭事を|歳E祭(午前5時祭典後舞楽協卒
っと払榊舞・東遊・求子の曲を奏す

2日|二日両宮御供舞楽万歳楽.!臥楽|二日御供舞楽万歳楽・地久|大宮において御供の後、役人出佐

舞楽万歳楽・延喜楽

月次御供[午時(11:午)]抑楽 高歳楽・延喜楽仁日巳刻両宮御供大宮高藤聡・延喜楽等のに日祭(午前明寺) 午前11日寺街恥鳴砕揃E
舞楽 |午後1時舞楽高歳楽・延喜楽

3日|三日両宮御供街桝樹ましめ |三日御供舞楽大平楽・ 同様初大元の神前にて上卿・五人の神楽男か|月次御供[午時(11:'1:)]舛楽 太平楽・狗鉾・|三日欄台大元岬前にて上期l・仲楽男、 回線(午前9時午後1時舞楽太融・
大本村喋歌うたし、物 |コトク(蝋却楽・龍(駒王・納曾利くもを奏す。止機、両社御前にて奏す 徳・陵玉・州り1) 神楽を奏す其後、両宮御前にても奏す 狛鉾・胡徳楽・陵王・納曽利・長慶子(奏潟
舞楽大平楽・狛鉾・陵王・納曾利・ 大宮御前にて役人出住 隔操始宝服1111 同日両宮御供太平楽・狗鉾・胡徳楽・陵王・
揃事楽 舞楽大里耗・槻キ・胡徳楽・陵王・糊捌 紺蘇l障の舞楽

5日|五日集会副序神楽・天下街析鵡 |五日天下御祈祷 延舞 出雑醐帯雨書大宮賓人宮耐土鮒蝶 (寅亥IJ・4日寺)r ~;t ')!í~IIYrtJf J 灰下街祈祷)五日禁裡鋼所橋両宮にて神楽及び供僧の新子岡弘祭(午前5s寺)祭典後舞楽振鉾・甘州
仲楽男、神楽を政九舛楽勝率・甘州・抜頭怖り。また振鉾・甘州・林歌・抜頭・還城楽・同歌・抜頭・還挑長・長慶子(奏鵜舞楽脇本・甘十|、トキ持政・抜頭・還城楽・舞楽制、|、|・林歌・擬項・納曾利・舞楽擬キ・制十|・林寄・抜頭・還挑長・

長慶子楽 院慶子 |長慶子 宮城楽 |長慶子等の舞楽あり

6日|六日外宮神明寺御祭乙女子舞

7日|七日両宮御供大材土七種の特機

9日|九日餅堪歌初座主興行

15日|十五日外宮御供

16日|十六日内宮街秩

17日汁七日材土管絃経

20日|廿日 大本街際(百手筋

25日げ五日 月向車歌

六日神明寺舞・楽

2月 |初申街糊秩搬・催馬楽 |初申御供樹帥楽・国舞

客人社舞楽地久築・万歳柴

本社舞楽制、H・材歌

酉日今社(山王的街際乙女子舞 |西日今社(山王ネ:t)舞・楽

3月3日|剛士外宮御供

12日

14日

七種持柴大元信宗役人神楽を奏す

連歌初座主興行

廿日百手射大元桝土

月次御供鬼射

陥議守腕i胸附械湯立

月K御供

管絃経大宮殿前で伶官終日楽を奏す。

制、|・五常楽・室じ長・太平楽・鶏徳

七日大卦出種神楽

十七日管絃講大宮の前に於し、て側目は終日法|月次祭

華経を詰読し、伶人は楽捜す。酬・五常楽・

量蛍・太平楽・鶏鱗なり

廿日単射大社にて上期1これをつとむ |大元桝土百手祭

連歌滞宮月次毎月かくのごとし 同車歌灰糊毎月行う |廿五日連歌会苅棺にて行う。毎月同じ 阿部日の琳操移動)

鎮座祭(はっさるのまつりとも山口開祭とも云仁王会伏宮)仁王経をよむ |初申日御祭客人宮の御前にて奉幣代祝師二I(12月初申日の街頭座祭寸恰)
ふ)二月初申の夜半、両社御前御供奉る。謝申岡申日 初申祭夜半両宮に神供を献す。 人榊舞をなし、国府の洞宮人長の舞をなす。ま

あり。客人御前において奉糊t・祝師、榊の舞|内侍・伶宮楽を奏す。韓神の曲、平時・ た桝探明子の歌曲をうたふ其他高歳楽・延喜

を奏す。国府の社人、にんぢゃうの舞を勤む。休首あり。 I楽・制'1'1・キ撒等の舞あり。(俗にこの日を山口
又柑喋を訊h 大宮御前において榊の舞にんぢ榊舞をなし、人長舞をなし、桝嬢・明子など剖聞といふ)園祭未の日夜半両宮〈御供を奉る。
ゃう柑諜亦同じ |いふ歌曲をうたム |榊ドの歌曲・平時・太首あり

伶人高歳楽・延喜楽・ it~‘|、|・林歌の舞あり

酉の祭山王社厳島上卿祝六家両棚侍出位淵同酉日 法華九講(丈宮) ・彼岸講(両官・ |西日街際初申の翌日山王社にて是を行ム I (10月23日の三斜主祭へ移動)
の舞 体地由 民脚祝郎両棚守出仕、榊舞あり

民主
ド・15日 鼻梁(楽を習ハす)

十四日訴海此日翌十五日祭の楽を試む

15日|十五日暁に鱒舞楽器説 |域会延舞舞楽納餅仔 |大宮椴酉の弗眼中畑へ附、脳あり、|旭祭舞楽振鉾賀誠・鱗Ij古の 十五日夜旭祭大宮にて搬をまひ後棚I(4，ij 15日の捌際移動)
鳥向楽タ座舞楽網棚・ー曲・|タ座舞楽万搬・地久・散手・|後期首迎とて楽あり。舞方楽方左右の楽屋に着除あり。慨を献す。十天楽・献Ij古・腕献.を迎ム官協・蘇Ij古の楽あり。慨を御

腕を供え十珠樹 貴徳・龍(腕・側・長慶子|底舞楽新猷Ij胡・ー曲此開とて材協同・延喜楽・散手・貴徳・陵玉寸断ìj~酌下時る。また十天楽・酬・似・
舞楽万歳築・臥柴・散手・貴徳・ I .を御階の上に奉る。 舞楽十天楽・万歳楽・舞楽あり | 
陵王.*嶋利・長慶子柴 I "延喜楽・散手・貴徳楽・陵王・糊訴Ij ・長慶子I~~[X..I'/散手・貴徳楽・陵王・納問Ijの舞楽あり
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16日|十六日御供楽

25日|廿五日 月潟車歌興行

t)J巾地開
15日

16日

25日|廿五日月煤醐行

口JJ3日|外宮街際東遊舞陵王・納曾利・
陵王・長慶子楽獅子舞

4日

5日|五日内宮御供

18日

25日|廿五日 月潟車歌興行

1i})5日

6日|六日住家糊閉庁へ寄合管絃

9日|九日担家衆棚市ト寄合管絃

14日|棚守明パ寄合管絃 積合香築・

皇常楽・五常楽

御能十六日十七日を初日後日とし御能を勤116"-18日 法楽仲能
む、厳島御役者少々其外社家仲人町人立交り勤

む、舞台海の中にあり桟敷楽園毎上に皆板を張

渡し見物の諸人野し

法華観音堂本尊開張供僧出倍長人着座管絃1管絃経(本地観l引:t:)

外宮衛際東遊龍(鴎王.*柑利|外宮街喋祝侃捌聯の舞を奏す。楽人にんぢ

ゃうの舞あり。舞楽陵王・持糊杯Ij

東遊上脚あり

寅の刻同所楽・獅子舞

酉の刻弟喋

寅の刻楽あり、還御の後鏑流馬あり。

未の中克胸供奉る。楽あり

問街秩
菖蒲を献す

~--12日最勝茸

17同十七夜船管絃青海波・穂合香楽・ |船管絃 船管絃旭大鳥居にて管絃はじまり、それよ附絃

り外宮に押しわたり、鳥居の内ハ御船を入る。千秋楽・越殿楽・甘州・皇軍・五常楽・

扶南・太平楽・鶏徳

25日|廿五日 月次連歌興行

7JI1日|七月一日 内宮御供東遊舞・乙女子舞

7日|七日内宮御供乙女子舞

14日|十四日夜延年祭青海波

25日|廿五日月次連歌興行
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酉の刻より管絃はじまる

外宮御供両社御前御供東遊乙女子を奏す |月次御供東遊の演舞

「圭節御供樹喋、求子の舞

神宝岡三棟拝殿神宝を曝す

延年六人能義といふあり。僧六人梨打えぽし陣年祭延年の舞

を着て玉手織太刀をはき=品ふて舞ふb 又児の舞

あり。放殿組入にて楽あり

延年舞供僧の内わかき僧一人梨打えぽしに素

繊耕寺幻1をはき、扇をもち御殿にむかふてま
ふ。拐でやうしをとりて是をはやす。調ものあ

り。同音の節ことから衆人耳目をよろこばプ九

是を延年のうつりの舞と云へるなり

"，.什1iJ*Nrl，1: ~I'.I卜 1，川八 11.1 ， (・ .11山

III IíJIIIU!f1;1こh~・Clld: ，h り

J\. IIi~草会 MIll仏 f~l人-U;.q~

外官椴側、上期糊を奏す。

又人長の舞、東遊等あり

舞楽陵王・品櫛訴Ij

寅上亥IJ御旅所奏楽、獅子舞

酉の刻奏楽

ー一一一一一一一ー-一

:1)1 :~() Ili ，r ， '/.XINI~ t午前・1111

1JJ Hill HW~~ (午i引II，IJ)知山i託拘来
U<H • Ij~;t'r'i;ff~ • sA t'{:ff~ ・ Ht.仰と(梨県)

一1111• AUIJ.'i・|以下・ 111仙・11是正.k~'j~(1 flJ・
長世子(央部)

4月16・17・18rJ ~E-/~矧jlNIIJr船

寅刻楽あり。遣抑の後鏑流馬あり。未刻御供|旧5月5日 開封書備榊担諜(午後1日司祭典後

を奉り舞楽を奏す三日のごとし 舞雑曲と祈蹴馬

十七日 夜宮占管絃

七日両宮御供桝喋、求子の舞

5月18日 推古ヌ皇祭遥持弐(午前田寺)祭典後
舞楽振鉾・高歳楽・延喜楽・陵王・納曽利・

長慶子(奏楽)

|日6月5日市立祭(午前田寺)祭典後舞楽

振鉾・高歳楽・延喜楽・陵王・納献Ij.長慶子

(奏楽)

旧6月17日管絃祭

十四日夜延年祭六人猿楽といふことあり。僧I(8月中旬の玉取祭へ移動)
六人梨打烏帽子を着て玉手織太刀を帯き、調ひ

舞うて誠蹴昼入の内にいる。伶人青海波を奏す。
わか

同夜延年舞供僧の内少気僧一人黒衣を着

し、議き帯をしめ、頭lま袈裟を似てつ〉み御

殿に向て舞点、また一人勿拍子を取って朗詠を

うたふb これを延年舞といふ



司 F

1
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l
 

J5111廿五日月次連歌興行

" 1:1111三日外宮御際御供東遊舞
陵王・納曾利獅子舞

外宮鍋際舞街脈所蔚盤

龍(隣王・納曾利

711 外宮街喋七日偶l供せうふ舞

龍(隣王・持柑利東遊

!IIJ 

I:!IJI十二日輸御供和琴・太笛・東遊|鱒御供麟
舞楽勝本・抜頭・持楠利 |舞楽抜頭・納曽利

外宮御祭三日より九日まで大宮棚守楽方その

外社寵朝暮に楽あり。

外宮還幸儀式端午重陽おなし。玉殿選座の後

舞楽あり。東遊、舞楽陵王・持噸訴Ij・長慶子

初酉日 彼岸講(両宮・本地堂)

惟節御供

新嘗供(秋来の御供とも云ふ)和琴・太笛・ 断嘗(慨k来ともいふ)舞楽を奏す。和琴、
東遊 休笛を用ひ、桝舞・蔚盤・求子を舞丸

舞楽振鉾・抜頭・還城楽 舞楽抜頭・還脳i

十六日t七日前液多賀iI:念悌
東町の浜にてこれを行ふ

十七・十八日宮島おどり

十二日新醐供両宮に搬を奉る。貿をたき1(11月23日の新嘗祭吋鋤)

舞楽あり。手持太笛を用ひ、桝舞・東遊・求子

を舞ふb また抜頭・還城楽あり

J.I日|十四時鍋際烏向楽 休法会延舞餅仔 |旭御祭(三月御祭同前なり)舞楽新曾手Ij旭祭議ヨ十五日に同じ舞楽麟 |娼祭式ヨ十五日の知し

舞楽新曾利故・ー曲・菊花を供え |タ座舞楽万歳柴・地久・散手・|古・一曲・万歳楽・地久・散手・陵王・貴徳楽・鳥向楽・蘇利古の楽あり。新Eを献す。
十天楽を奏す。万歳楽・地久・散手・ 憤徳・龍王・納餅IJ・長慶子 同麟Ij・長慶子。供華とて新E品々奉る |十天楽・高歳楽・延喜楽・散手・貴徳・

貴徳・陵王・糊利・長慶子楽 陵王・納曽利

;5日|廿五日 月次連歌興行

(10月15日の菊花祭〈穆動)

I 1111日

l!i日

十月一日御供廻外宮東遊

口
H

;5日|廿五日 月潟車歌興行

1111 

初申街際

客人社舞楽万歳楽・地久築

材土舞楽剛、l林歌舞

酉日今社(山王社)街喋乙女子舞

21日

25日|廿五日月雌歌興行

1:111日十二月一日御供外宮東遊

B日

17日|内宮外宮客人社管絃経

23日

25日向日月髄轍行

:11日

そのほカ明治以前は、毎月 1日・ 16日に御供

10月15日菊1際(午後5a寺)祭典後舞楽
昔話キ・高歳楽・延喜楽・賀殿(奏楽) ・一曲・

鱗 IJ古・散手・貴徳・陵王・納猷IJ・長慶子

(奏鵜

10月幻日 開土三剣持主祭(午前10日寺)

祭典後舞抱曲

鎮祭担調同未の夜、二月の未の夜におなし。

蹴御前御供韓あり。和琴あり。太笛あり

初申の街際働協 同申鏑藍祭 |申鴫座祭榊の舞ありて諸殿棚l燈を残らず1(12月初申の街旗麟ぺ鋤)

榊の舞等調りて後大宮御殿社中の御灯のこら消す。園府属官明子の曲をうたふ

ずしめす。(中略)又国府の社人、明の子の歌と

いふものをうたふ

酉日祭二月のことし母止好機を前 |山王様二月、←月、上酉の日、洞官、 1 (1仰 3日三翁働移動)

内侍、衿柴男、住人、配膳、相会し、神供を

l献し求子の舞ひをな七 111月23日菊稽祭

同酉日法華八講(丈宮)

大師講(本地蛍

明治以降は、毎月 1日に月旦祭、 17日に月次祭がある

l八から十二日引開揖置(両宮)阿弥協謀正読

l管絃講併宮客人宮)

~ 

12月初申御鏑藍祭

十じlli去lN会街中宮経座屋供僧法華経を韓
説-J"

12月23日天長祭(午前10a寺)祭典後拘来U<H
高歳楽・延島製・陵玉・納的手IJ ・ J~!母子(政的

\I~I戊 l' 九年(:~(XJ7) J JI. 
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[表8]厳島神社の舞楽曲目(出典・執行日) (五十音順)

現行

旧古

O 

O 

@O  

O 

。O
。O
O 

O 

O 

O 

O 

O 

O 

。O

@現行曲目

01日古曲目 I厳島神社従旧古伝来之舞楽J(明治二十五年、所鶴之進取調書)

曲 名

安摩(あま)

綾切(あやぎり)

一曲(いっきょく)

壱鼓(いっこ)

延喜楽(えんぎらく}

振鉾(えんぷ)

皇軍(おうじよう)

皇帝破陣楽

(おうだいはじんらく)

皇仁庭(おうにんてい)

賀王恩(がおうおん)

賀殿(かてん)

表頭楽(かとうらく)

迦陵頻(かりょうぴん)

甘州(かんしゅう)

出典 「千僧J:伊都岐嶋千僧供養日記(安元二年・ 1176)

f注進J:伊都岐島社舞楽装束井楽器等注進状案(嘉禎三年・ 1237)

「伝1J :大秦広喜舞曲伝授状(文明三年・ 1471)

「伝2J :大秦昌歳舞曲伝授状(永正六年・ 1509)

f厳島J:厳島野坂文書(大永田年・ 1524以前)

「巻子J:巻子本厳島文書(永禄六年・ 1563)

「道芝J:厳島道芝記(元禄十五年:1702) 

「通志J:芸藩通志(文政八年・ 1825)

「図会J:芸州厳島図会(天保十三年・ 1842)

舞楽面
出 典 執行 日

装束等

「千僧Jr注進Jr伝 1J r伝 2J

4面有

f伝2J r厳島Jr道芝」 4/15・10/15

「千僧Jr道芝Jr通志Jr図会」 1/2・4/15・5/18・10/15・10/23・

12/23 

I千僧Jr厳島Jr巻子Jr道芝J 1/1・1/5・4/15・5/18・(1日

「通志Jr図会J 歴)6/5・10/15・10/23・12/23

f通志」

「千僧Jr注進j

I千僧j

「千僧Jr注進」

「千僧Jr伝2J r厳島Jr巻子J 1/5 

I道芝Jr通志Jr図会J
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15 O 感城楽(かんぜいらく)

16 O 喜春楽(きしゅんらく)

17 。O 貴徳(きとく) 「千僧Jr注進Jr厳島Jr巻子j 4/15・10/15 面有{重文)

「道芝Jr通志Jr図会J

18 O 玉樹後庭花

(ぎよくじゆこうていか)

19 O 傾盃楽(けいばいらく)

20 。O 還城楽 f注進Jr厳島Jr道芝Jr通志J 1/5 面有(重文)

(げんじようらく) I図会J

21 O 五常楽(ごじようらく) f千僧」

22 O 胡蝶にちょう) f千僧Jr注進J

23 @O  胡徳楽にとくらく) 「注進Jr厳島Jr巻子Jr道芝」 1/3 4面有

「通志Jr図会J

24 O 古鳥蘇にとりそ)

25 。O 狛鉾にまぼこ) 「千僧Jr厳島Jr道芝Jr通志J 1/3 

「図会」

26 採桑老(さいそうろう) 面有(重文)

27 。O 散手(さんじゅ) 「千僧Jr注進Jr伝 1J r伝 2J 4/15・10/15 面有{重文)

「厳島Jr巻子Jr道芝Jr通志J

「図会J

28 O 三台塩(さんだいえん) f千僧J

29 O 敷手(しきて) 「千僧J

30 O 秋風楽(しゅうふうらく)

31 O 春庭花(しゅんでいか)

32 O 春庭楽(しゅんでいらく)

33 春鷲輔(しゅんのうでん) 「千僧」

34 O 承和楽(しようわらく)

35 O 新烏蘇(しんとりそ) 「千僧Jr注進j

36 O 秦王破陣楽

(しんのうはじんらく)

37 O 新鞍鞠(しんまか)

38 O 新羅陵王

(しんらりょうおう)

39 O 青海波(せいがいは)

40 O 蘇合香(そごう) 「千僧Jr注進J
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41 蘇莫者{そまくしゃ】 面有

42 。蘇利古{そりこ} I伝1J r厳島Jr巻子Jr道芝」 4/15・10/15

f通志Jr図会」

43 退走禿(たいそうとく} I注進J

(退宿徳}

44 @O  太平楽(たいへいらく} f千僧Jr伝2J r厳島Jr巻子j 1/3 

f道芝Jr通志Jr図会J

45 O 打球楽{たぎゅうらく} 盆杖・玉有|

46 O 地久{ちきゅう) f伝 1J r厳島Jr巻子Jr道芝」

47 O 長保楽(ちょうほらく)

48 O 登天楽{とうてんらく}

49 O 桃李花{とうりか)

50 。O 納曽利{なそり)二人舞 「千僧Jr注進Jr厳島Jr巻子j 1/3・4/15・5/18・(I日歴)6/5・
ら〈そん

一人舞(落時) [道芝Jr通志Jr図会」 10/15・10/23・12/23

51 二ノ舞(にのまい) 「千僧Jr注進j

52 O 仁和楽(にんならく)

53 O 陪腿(ばいろ) 装束有

54 O 八仙(はっせん) 装束有

55 @O  抜頭(ばとう) I千僧Jr注進Jr伝2J r厳島J 1/5 函有(重文)

「巻子Jr道芝Jr通志Jr図会」

56 O 白浜(ほうひん)

57 。O 北庭楽(ほくていらく)
58 O 万歳楽(まんざいらく) I千僧Jr伝 1J r厳島Jr巻子」 1/2・4/15・5/18・{旧歴)6/5・

[道芝Jr通志Jr図会j 10/15・12/23

59 O 高秋楽(まんじゅうらく)

60 O 央官楽(ょうぐうらく)

61 @O  蘭陵王(らんりょうおう) 「千僧Jr注進Jr伝2J r厳島J 1/3・4/15・5/18・(1日歴)6/5・面有(重文)

「巻子Jr道芝Jr通志Jr図会」 10/15・12/23

62 @O  林歌(りんが) 「千僧Jr伝 1J r厳島Jr巻子j 1/5 

「道芝Jr通志Jr図会」

63 O 輪台(りんだい)
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[表9]厳島神社の舞楽(現行・旧古)曲目内容(五十音順)

1.現行の曲目

1.一曲(いっきょく) [左方・右方、二人舞、平舞】

雑楽。か襲さねL装aう束ぞ〈。左方の舞人一人、右方の舞人一人が『慶雲楽Jまたは「45烏aうと向うら楽〈jの伴奏で同時に

舞う。舞人は左右とも襲装束を着て、左方の舞人は難婁鼓をつり紐で首から下げ、右手に梓を持ち

左手にふ辰りつ鼓づみを持つ。右方の舞人は壱いっ鼓こをつり紐でかけ、右手に梓を持って曲の拍子に合わせて打つ。

舞楽というほどのものでなく、振りはなく道楽に用いた。鳥甲をかぶる。

2.延喜楽(えんぎらく)【右舞、四人舞】

高麗楽、壱越調、中曲、新楽。襲装束。醍醐天皇の延喜八年 (908)に藤原忠房が作曲し、敦実新王

が舞を作り、ときの年号をとって曲名とした。一説には笛師の建部逆麿が作曲したともいう。万歳

楽と組んで慶賀のときに必ず舞われた。舞人は右肩をぬぐ。番舞は「万歳楽』。

3.振鉾(えんぶ)【左舞・右舞、一節・二節一人舞、コ節二人舞】

乱声。襲装束。舞楽の最初に舞われる儀式的な舞曲である。まず左方の舞人一人が舞台に上がり、

鉾を上下左右に打ち振って一節を舞う。次に右方の舞人が同じように舞う。最後に「あ合わせぽ鉾こJといい、

左右の舞人が並んで三節を舞う。このように三度舞うことを「議長芝翫Jという。舞人は潟市とを被

り、左方の舞人は赤色、右方の舞人は萌黄色の襲装束を着け、み右耳か肩たぬ祖ぎの姿である。天地の神と祖先

の霊に「天地長久・四海太平・五穀豊穣・雅音成就Jなどの祈りを捧げ、悪魔を払い舞台を清める

宗教的な意味を持つ。

4.甘州(かんしゅう)【左舞、四人舞】

唐楽、平調、準大曲、新楽。襲装束。唐の玄宗孝悌の作ともいう。曲名は、甘粛省の甘州の地名に

よる。甘州は甘竹の産地で甘竹を切り出す時、この曲を演奏すると竹の根にいる害虫が害虫を食べ

る鳥の鳴声と間違え、人に害を与えなかったという。四人の舞人による優雅な「文舞Jで、舞人は

両肩を脱いだ姿で舞う。烏甲は、厚紙に四手雲を織り出した金欄を張り、五七の桐の透彫りの金具

を付ける。番舞は「林歌J。

5.貴徳(きとく)【右舞、一人舞】

高麗楽、壱越調、破、中曲、新楽。別装束。走舞、武舞。古代中国の漢に降伏し貴徳候と名乗った旬|

奴の王将の勇姿を表したものといわれ、勘海地方から伝えられたという。舞人は禰楢装束に太刀を帯

び、手に鉾を持ち、勇猛な面をつける。別甲、牟子、鉾、太万、童舞太刀を持つ。番舞は、『散手j。

6.還城楽(げんじようらく) [左舞、一人舞】

唐楽、太食調、中曲、古楽。別装束。走舞。見蛇楽などともいう。中国西部に住む野蛮人が蛇を好

物として食べたので、蛇をみつけて喜ぶありさまを舞にしたという。また、還城は凱障を意味し、

唐の玄宗が乱を平定して帰還した時に作らせた曲といわれ、めでたい曲とされてきた。左方の舞と

右方の舞の二通りの舞があり、右方で舞うときは夜多羅拍子で舞う。舞人は頬と顎の動く面をつけ、

毛べりの禰植を着る。牟子、木蛇、中啓を持つ。番舞は「抜頭j。
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7.胡徳楽(ことくらく)【右舞、六人舞】

高麗楽、壱越調、小曲、新楽。襲装束。平舞。仁明天皇(在位、 833.......850)の御代に、常世乙魚が

改作したといわれる。酒宴の様子を写したもので、舞楽というより伎楽に近い。舞人は一施、二脂、

勧盃、瓶子取、三薦、四蕗の順に舞台に上がる。舞人六人のうち四人は赤い顔した面をつけ、その

うち=人は長い鼻が動き、一人は動かない。吋勧んば盃いという主人役は、唐冠に蔵面をつけ、拐を持ち、

四人の舞人に酒をすすめる。従者の託手援は「案摩二舞Jの笑面をつけて酌をする。瓶子取は独酌

で酒をしたたかのみ、千鳥足で退出する。勧盃を除く四人の舞人と瓶子取は、襲装束を着るが抱は

っけない。番舞は「太平楽j。

8.狛鉾(こまぼこ)【右舞、四人舞】

高麗楽、壱越調、中曲、新楽。別装束。平舞。樟持舞などという。朝鮮の貢物を運ぶ船が五色に彩

色した樟で舟を操って港に入るさまを舞にしたという。四人の舞人が樟を引いて舟をこぐ舞のふり

がある。近衛の役人の乗馬装束と同じ、錦のへりのついた萌黄色のぷ武かん官り補aう描とうを着け、お老いか懸けのついた

末額冠をかぶる。巻鰻、樟を持つ。番舞は「打球楽j。

9.散手(さんじゅ) [左舞、一人舞】

唐楽、太食調、中曲、新楽。別装束。走舞。武舞。主皇破陣楽ともいう。竜甲をかぶり威厳のある
は

面をつけ、毛べりの禰棺を着て太刀を侃き鉾を持って舞う。番舞は「貴徳j。

10.蘇利古(そりこ)【右舞、四人舞】

高麗楽、壱越調、中曲、新楽。蛮絵装束。朝鮮半島伝来の右方の舞である。百済からの帰化人、須す々す許こ理り

が伝えたという。別名、進曽利古、 1富芸り語、ともいう。朝鮮では、酒を作るとき竃と木戸とを租る

風習があるので、それに関連したものといわれている。長方形の白い紙布に抽象的な人面を表した
ぞ雑うめん
「 面jをつけるのが特徴である。手に長さ 50センチほどのまっすぐな『自楚(ずぱえ・ずわい)J 

という白い棒を持って舞う。舞人は、右方ひ平ちま舞L、装束姿である。白楚は舞人のもつ梓のことという説

がある。雑面は和紙に薄い生絹を張り、人の顔が描かれている。番舞は『壱鼓j。

11.太平楽(たいへいらく)【左舞、四人舞】

唐楽、太食調、中曲、新楽。別装束。武舞。武将破陣楽などともいう。古代中国の武将の舞である。

漢の高祖が天下統ーを成し遂げたときの剣の舞を移したもの(r楽家録J)という説がある。代表的

な武舞の一つで、 四人の舞人は鎧児を着け、 か肩た喰〈い・腔すねあ当て・寵こ手てを着け、 太刀を帯び魚ぎょた袋いとや胡な縞ぐいを背

負い、手に鉾をもって舞う。魚袋は中国の宮廷の出入りのときに見せる魚符を入れる袋をいう。肩

喰と帯喰はともに舞人四人とも形が異なっている。番舞は「狛鉾Jr陪腫jなど。

12.納曽利(なそり)【右舞、一人舞(話静)・二人舞(双龍舞)】

高麗楽、壱越調、小曲、新楽。別装束。走舞。落障の場合一人舞。納蘇利ともいう。納曽利は一人

舞のとき落障といい、二人舞のとき双龍舞という。つりあごの面をつけ、毛べりの禰楢装束を着て

銀の梓を右手に持って舞う。牟子をかぶる。番舞は「蘭陵王J。
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13.抜頭(ばとう)【左舞、一人舞】

唐楽、太食調、小曲、古楽。別装束。走舞。林巴の八楽の一つ。父を猛獣にかみ殺された西方の野

蛮人が、山にわけ入ってその獣を殺して仇をうち、喜んで山路を駆け下りてくるありさまを舞にし

たものという。舞楽のときは、只拍子で舞う左方の舞と夜多羅拍子で舞う右方の舞がある。舞人は

髪をふり乱して、眉をつり上げた赤い面をつけ、毛べりの禰楢を着て右手に梓を持って舞う。天王

寺の楽家に伝わる舞が絶えたので、寛政八年(1796)、厳島神社の楽人棚守元貞が岡昌調に再び伝え

返したという。牟子をかぶり梓を持つ。番舞は「還城楽j。

14. 万歳楽(まんざいらく) [左舞、四人舞】

唐楽、平調、中曲、新楽。襲装束。平舞。煽帝万歳楽ともいう。鳳風の飛来を街梯とさせる平舞の

名曲。唐の則天武后(在位、 690.......704)の作とも、隔の揚帝(在位、 605.......616)の作ともいう。「太

平楽j と共に即位の礼の大饗を初め、慶賀の時には必ず舞われる。舞人は、烏甲を被り、右肩をぬ

いで舞う。番舞は「延喜楽j。

15. 蘭陵王(らんりょうおう)【左舞、一人舞】

唐楽、壱越調、中曲、古楽。別装束。走舞。林邑の八楽の一つ。「陵王Jr羅陵王』ともいう。中国

の北斉の玉、長恭は美形の将軍であったので、戦場に出るときは常にいかめしい龍の仮面を被って

指揮をとった。この舞は、長恭が周の軍と戦い大勝をおさめた時の姿を舞曲にしたものである。舞

人は毛べりの禰楢装束を着て、右手に金色の梓を持って勇壮に舞う。およそ舞楽のうちでも最も軽

快華麗なものである。番舞は「納曽利J。

16.林歌(りんが)【右舞、四人舞】

唐楽、平調、小曲、新楽。高麗楽、平調、小曲、新楽。別装束。平舞。唐楽と高麗楽とに同名の曲

がある。唐楽の曲には舞はないが、高麗楽には舞がある。高麗楽のうちで唯一の平調の曲。『体源抄』

には兵庫允の王手公頼の作、『楽家録』には高麗の下春の作と記されている。舞人は鼠のような特殊

な甲をかぶり、金、黄、自の三色の刺繍をした鼠の模様のある短い抱を着る。金銀白で三十匹以上

の鼠が刺繍されている。袖先と袖の金欄縁には五七桐と唐草の文様がある。番舞は「甘州J。

ll. 旧古の曲目

1.安摩(あま)【左舞、二人舞】

唐楽、壱越調、中曲、古楽。襲装束。平舞。林邑の八楽のーっとして仏哲によって伝えられ、仁

明天皇の御代 (833.......850)に勅によって大戸清上が改作した。お老いか懸けのある巻慢の冠に蔵面をつけ、

両肩をぬぐ。すを持って舞う。「二ノ舞Jと組んで舞う。

2.綾切(あやぎり) [右舞、四人舞】

高麗楽、壱越調、中曲、新楽。襲装束。平舞。愛唱女ともいう。女舞であったので、中国・満州
かぶと 牟む L

系の女子の容貌を思わせる白い面をつけ、特別の甲と 子をかぶり襲装束の右肩をぬいで舞う。番

舞は『壱鼓j。
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3.壱鼓(いっこ)【左舞、二人舞】

唐楽、平調、雑楽。蛮絵装束。平舞。各々は壱鼓と二鼓をつり紐で首から吊って、互いに鼓を打

ち鳴らし拍子を取りながら舞う。曲は「表頭楽」を用いる。冠を持つ。番舞は「蘇利古j。

4.皇軍(おうじよう)【左舞、六人舞】

唐楽、平調、大曲、新楽。襲装束。唐の中宗(在位、 684"-'709)が、黄彊谷で契丹を打って戦死

した将軍王孝傑の霊をとむらって作ったという。両肩をぬいで舞う。

5.皇帝破陣楽(おうだいはじんらく) [左舞】

唐楽、壱越調、大曲、新楽。唐楽の四大曲の一つ。武舞。文武天皇(在位、 697"-'707)の時代に

遣唐使の粟田道麿が伝えた。唐の太宗(在位、 627"-'649)の作とも、玄宗皇帝(在位、 712"-'755)

が国を平らげて即位をしたときに作らせた曲ともいう。番舞は「新鳥蘇jであった。

6.皇仁庭(おうにんてい)【右舞、四人舞】

高麗楽、壱越調、中曲、新楽。襲装束。平舞。応神天皇の十六年 (286)、百済から来日して帰化

した漢の高祖の子孫という王わ仁にから、この曲名が起こった。東宮の冠礼に「喜春楽j とともに舞わ

れる。右肩をぬぎ、特殊な甲、面、牟子をつける。番舞は「喜春楽J。

7.賀王恩(がおうおん)【左舞、四人舞】

唐楽、太食調、中曲、新楽。唐の太宗(在位、 627"-'649)がまだ秦王であった時、この曲を作つ

て父の高宗の徳を称えた。わが国に伝えられ、嵯峨天皇(在位、 809"-'823)の勅によって大石峯良

が皇恩を賀する意味で改作した。番舞は「綾切j。

8.賀殿(かてん)【左舞、四人舞】

唐楽、壱越調、中曲、新楽。襲装束。平舞。甘泉楽とも、含泉楽ともいう。承和年間 (834"-'847)

に遣唐判官の藤原貞敏がこの曲をわが国に持って帰った。仁明天皇(在位、 833"-'850)の勅によっ

て林真倉が舞を作った。独特の甲をかぶり右肩をぬぐ。なお、賀殿の曲は十月十五日の菊花祭のと

き、紅白の菊の花を供える時、奏楽される。番舞は「長保楽j。

9.表頭楽(かとうらく)【左舞、四人舞】

唐楽、平調、中曲、新楽。襲装束。中唐のころ李徳柘の作。百年に一度、金沙固から蜂が飛んで

きて人びとに害を与えたが、この曲を奏すると蜂はみな死んでしまったという。そのありさまを舞

にしたというが、今の舞はその一端もみられない。右肩をぬいで舞う。番舞は「散手j。

10.迦陵頻(かりょうびん)【左舞、四人舞】

唐楽、壱越調、中曲、古楽。別装束。童舞。不言楽、烏ともいう。林邑の八楽の一つ。祇園精舎

の供養の日に極楽にいるといわれている、めでたい迦陵頻伽という霊鳥が飛んできて舞ったありさ

まを妙音天が舞とした。頭に紅梅を挿した天冠、背に美しい烏の羽をつけ、両手に銅拍子を持って

打ちながら舞う。番舞は「胡蝶J。

11.感城楽(かんぜいらく)【左舞、四人舞】

唐楽、黄鐘調、中曲、新楽。襲装束。平舞。持物は鳥甲。甘州塩ともいう。唐の太宗(在位、 627

"-'649)の時、楽人の馬順が作った。また『楽家録』に、嵯峨天皇(在位、 809"-'823)の作とあるが、

再興したものと思われる。番舞は「延喜楽jまたは「綾切jであったが、舞は絶えた。
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12. 喜春楽(きしゅんらく) (左舞、四人舞】

唐楽、黄鐘調、中曲、古楽。蛮絵装束。平舞。寿心楽ともいう。惰の揚帝(在位、中国南北朝時

代)陳(南朝最後の王朝、 557.......589)の粛公が作ったとも、大安寺の僧の安操が作ったともいう。

冠、巻鰻、老懸、挿か頭ぎ花L、蛮絵装束を着て、途中で右肩をぬぐ。番舞は「延喜楽j。

13.玉樹後庭花(ぎょくじゆこうていか)【左舞】

唐楽、壱越調、中曲、新楽。普通にはただ玉樹という。女舞としてあったがいまは絶えている。

番舞は『綾切jまたは「退走禿Jであった。

14.傾盃楽(けいばいらく)【左舞】

唐楽、太食調、小曲、新楽。唐の太宗(在位、 627.......649)が長孫無忌に作らせたとも、太宗また

は玄宗の作ともいわれる。唐の玄宗(在位、 712.......755)の千秋節(誕生日)に馬百頭を飾りつけて、

これを見ながら酒を飲み盃を傾むけたという。番舞は f胡徳楽Jであった。

15.五常楽(ごじようらく)【左舞、四人舞】

唐楽、平調、中曲、新楽。蛮絵装束。平舞。礼儀楽ともいう。唐の太宗(在位、 627.......649)の作。

仁義礼智信の人の行うべき道を五声にはめて作られ、礼儀楽の名がある。右肩をぬいで舞う。冠、

巻鰻、老懸の武官姿である。番舞は「登天楽J。

16.胡蝶(こちょう)【右舞、四人舞】

高麗楽、壱越調、小曲、新楽。別装束。童舞。天冠に山吹の花をつけてかざしとし、背に蝶の羽

を負い、右手に山吹の花束を持って舞う。法要の際に「迦陵頻』とともに舞われた。天冠、童髪、男会

花、羽根をつける。なお、厳島神社では昭和四十年代まで舞われていた。番舞は「迦陵頻J。

17.古鳥蘇(ことりそ)【右舞、四人舞]

高麗楽、壱越調、大曲、新楽。襲装束。高麗楽の四大曲の一つ。嵯峨天皇 (809.......823)の時、高

麗の笛師の下春が伝えたといわれる。舞人は冠に老懸をつけ両肩をぬいだ襲装束に太刀をはき、務

を腰にさして舞う。

18.採桑老(さいそうろう)【左舞、一人舞]

唐楽、盤渉調、中曲、古楽。老人の面(能楽の翁の面ににている)をつけ、帽子のうしろに笹の

葉をはさみ、松明持ち二人を先導として、鳩杖をついて係者の肩にすがってやっと歩けるような振

りの舞がある。多家の家伝の舞であったが、一時は天王寺に伝わっていた。厳島神社には、建長元

年(1249)九月十四日の銘のある舞楽面 f採桑老J(重文)が存在する。番舞は「新駄輯J0 (.......鎌倉

時代)

19.三台塩(さんだいえん)【左舞、四人舞]

唐楽、平調、中曲、新楽。襲装束。唐の則天武后(在位、 690.......704)の作といい、襲装束を着て

舞った。しかし現在、舞は絶えている。番舞は「皇仁庭jであった。

20.敷手(しきて)【右舞、四人舞】

高麗楽、壱越調、中曲、新楽。蛮絵装束。平舞。重来舞ともいう。平安時代に溺海国から貢物を持

って来た船が度々重ねて来るように願い、風俗舞を作って舞ったのが、この曲であるともいう。蛮

絵装束、冠、巻躍、老懸の姿である。番舞は「表頭舞Jまたは「輪台J。
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21.秋風楽(しゅうふうらく) [左舞】

唐楽、盤渉調、中曲、新楽。嵯峨天皇 (809-823)の時、南池院に行幸があり、常世乙魚が天皇の

命令によって舞を作り、大戸清上が曲を作ったという。

22.春庭花(しゅんでいか) 春庭楽参照。(春庭楽を二回繰り返す)

春庭花の場合のみ挿頭花を挿し、太刀をはく。

23.春庭楽(しゅんでいらく)【左舞、四人舞】

唐楽、双調、中曲、新楽。蛮絵装束。平舞。春庭子とも、和風楽ともいう。舞楽で曲を二回くりか

えして舞うとき『春庭花j という。唐の則天武后の長寿年間 (692-693)に作られ、遺唐舞生の久

礼真蔵が延暦年間 (782-805)にわが国に伝えた。仁明天皇(在位、 833-850)の勅により和遁部

太田麿、犬上是成らによって再興され、双調にかえ、「春庭楽Jと改名された。春の節会に舞われた。

冠をつけ蛮絵装束で後半、四人の舞人が輪になって花が咲いたありさまを舞う。番舞は「白浜J。

24.春鴛鴫(しゅんのうでん)【左舞、六人舞】

唐楽、壱越調、大曲、新楽。襲装束。和風長寿楽ともいう。唐楽の四大曲の一つ。唐の高宗が鴛の

鳴き声を聞いて楽人の白明達に作曲させた。仁明天皇(在位、 833-850)が笛を吹かれ、皇子の成

康親王が舞われたという。装束は、襲装束の両肩を脱ぎ、特別の甲をかぶる。番舞は「退走禿J。

25.承和楽(しようわらく)【左舞、四人舞】

唐楽、壱越調、中曲、新楽。襲装束。平舞。冬明楽ともいう。仁明天皇即位の時 (833)、勅にょっ

て大戸清上が作曲、三嶋武蔵が舞を作ったとも、承和元年 (834)に楽所預、大中臣成文が作ったと

もいう。舞人は襲装束の右肩をぬいで舞う。番舞は「仁和楽J。

26.新烏蘇(しんとりそ)【右舞、四人舞・六人舞】

高麗楽、壱越調、大曲、新楽。襲装束。平舞。高麗楽の四大曲の一つ。嵯峨天皇(在位、 809-823)

の時、高麗の笛師下春が伝えたといわれる。襲装束の両肩をぬぎ、特殊な甲をかぶり、面をつける。

後ごさ参んば拝ちを持つ。番舞は「皇帝Jであった。(-江戸時代)

27.秦王破陣楽(しんのうはじんらく)【左舞、四人舞】

唐楽、太食調、中曲、新楽。別装束。秦王が劉武周を破ったときの武勲をたたえて、唐の太宗(在

位、 627-649)がこの曲を作ったという。天皇の即位式の鴛海に必ずこの曲を奏したが、舞は絶え

てしまった。しかし、甲、鎧、魚袋などの装束や武具は「太平楽jに用いられている。番舞は「皇

仁庭jであった。

28.新駄鞠(しんまか)【右舞、四人舞】

高麗楽、壱越調、小曲、新楽。別装束。平舞。湖海楽であったが、高麗楽に編入された。一繭と二

璃は赤色の五位の抱を、三璃と四脂は緑色の抱を着る。太子の冠をかぶり短剣をつけて沓をはく。

拐を持って舞い、崩海国(いまの中国の東北地方、!日満州)の人の望郷のありさまを表したという。

白河天皇(1072-1085)の命令によって藤原俊網が舞を作ったともいわれる。唐冠をかぶり別沓を

はく。番舞は「採桑老j。
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29.新羅陵王(しんらりょうおう)【左舞】

唐楽、壱越調、小曲、古楽。舞楽「陪腫jの急にこの曲を用いる。舞は絶えてしまった。大阪の

四天王寺の楽人が『陪腫Jに用いて現在に至っている。

30.青海波(せいがいは)【左舞、二人舞】

唐楽、盤渉調、中曲、新楽。別装束。平舞。青海は中国西北地区、青海省にある地名である。 f青

海波の抱j という青海波の模様に千鳥が飛ぶ姿を刺繍した美しい抱を着、千鳥の螺銅を施した太刀

をはく。舞に寄波、引波の振りがあり、打楽器に千ちど鳥りが懸け、男波、女波の打ち方がある。四人舞の「輪
It 

台jを序として、これに引き続いて舞う。別甲、太刀を侃く。番舞は f敷手J。

31.双龍舞(そうりゅうのまい)【右舞、二人舞】

高麗楽、壱越調、小曲、新楽。禰描装束。納曽利の二人舞。納曽利は一人舞のとき落障という。

つりあごの面をつけ、毛べりの禰描装束を着て銀の梓を右手に持ち、二匹の竜が遊びたわむれるよ

うに舞う。番舞は「蘭陵王J。

32.蘇合香(そごう)【左舞、六人舞】

唐楽、盤渉調、大曲、新楽。襲装束。平舞。唐楽の四大曲の一つ。蘇合ともいう。釈尊入滅後二百

年、インド摩伽陀国の阿育王が病気により、小アジアに産する蘇合香(まんさく科の落葉喬木)の

薬草を飲んで全快したのを喜んで育喝にこの曲を作らせたという。舞人は蘇合の草をかたどった特

殊な菖蒲の甲をかぶって舞う。インドの曲が唐に伝わり、それを遣唐舞生の和遁武島継が延暦年間

(782.......805)にわが国に伝えた。番舞は『進走禿j。

33.蘇莫者(そまくしゃ)【左舞、一人舞】

唐楽、盤渉調、中曲、古楽。禰楢装束。聖徳太子であるとも言われる役の行者が山で笛を吹いてい

ると、山の神が出てきて笛に合わせて舞った様を舞楽にしたと言われる。聖徳太子の役は竜笛の独

奏者で宮内庁学部では白髪で銀色の面をつけ、農家で雨のときに着る蓑を毛べりの補惜の上につけ

る。四天王寺に伝わる舞とも、薗家の家伝の舞ともし、う。古楽乱声、蘇莫者音取、序、破(夜多羅

拍子)の順に演奏する。番舞は『蘇志摩手IjJまたは「八仙Jあるいは「林歌j。

34.退走禿(たいそうとく)【右舞、四人舞】

高麗楽、壱越調、大曲、新曲。襲装束。退走徳、退宿徳とも書き、老舞ともいう。高麗楽の四大

曲の一つ。六人舞だったが今は四人舞である。「進走禿jの若舞に対して老舞の別名がある。老婆の

ような面をつけ、両肩を脱ぐ。番舞は「春鴛時J。

35. 打球楽(たぎゅうらく)【左舞、四人舞】

唐楽、太食調、中曲、新楽。別装束。平舞。打盤楽ともいう。中国の黄帝が作ったという。舞人

は五色に彩色したクリケットのパット、またはホッケーのスティックのような球杖を、五色の玉

を打つようにして舞う。古くは競馬、相撲、闘鶏、歌合などの会に舞われた。冠、笹杖、球子を

持つ。なお、厳島神社では昭和三十年代まで舞われており、舞に使われた盤杖、玉が残っている。|

番舞は f埴破j。
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36.地久(ちきゅう)【右舞、四人舞1

高麗楽、双調、準大曲、新楽。襲装束。平舞。円地楽ともいう。溺海楽であったが高麗楽に編入

された。赤い大きな鼻をして笑った面をつける。舞人は特殊な甲、面、牟子に襲装束を着る。番舞

は「万秋楽j。

37.長保楽(ちょうほらく) [右舞、四人舞】

高麗楽、壱越調、中曲、新楽。蛮絵装束。平舞。六人舞であったが現在は四人舞。『楽家録』に、

一条天皇の長保年間 (999"-'1003)に編曲し、年号をとって曲名としたとある。蛮絵装束を途中で片

肩を脱ぎ舞う。冠、巻鰻、老懸、挿頭花をつける。番舞は「賀殿J。

38登天楽(とうてんらく)【右舞、四人舞】

高麗楽、双調、小曲、新楽。蛮絵装束。平舞。童舞の曲であるが現在は大人が舞っている。わが

国で作ったといわれるが、作者は不明である。冠、巻煙、老懸、蛮絵装束を着る。番舞は「五常楽J。

39桃李花(とうりか)【左舞、四人舞】

唐楽、黄鐘調、中曲、新楽。蛮絵装束。平舞。唐の高宗(在位、 650"-'683)の時に、木や草に関係

のある曲を二十一曲作った。この曲はその中のー曲で、女舞としてわが国に伝えられたが、現在は

男性が舞う。冠、巻煙、老懸、挿頭花、蛮絵装束を着る。なお、桃李花の曲は四月十五日の桃李花

祭で、神前に紅白の桃の花を供える時、奏楽される。番舞は『皇仁庭Jまたは『登天楽J。

40. 二ノ舞(にのまい)【左舞、二人舞】

唐楽、壱越調、中曲、古楽。襲装束。平舞。林邑の八楽の一つ。「安摩jに引き続き舞う。『安摩J

の舞人をまねて舞うが、あやまちを繰り返すことを「二の舞を踏むj というが、にでもにつかない

舞になってしまう。梓を持って舞い、面に牟子をかぶり襲装束のうち、抱と踏掛を用いない。

41.和楽(にんならく) [右舞、四人舞】

高麗楽、壱越調、小曲、新楽。襲装束または蛮絵装束。平舞。光孝天皇 (884"-'886)の勅によって

百済貞雄が高麗楽の形式によって作り、年号をとって曲名とした。はじめて高麗楽の形式によって、

わが国で新しく作られた曲である。襲装束の右肩を脱いで舞う場合と、蛮絵装束を着て舞う場合が

ある。鳥甲をかぶる。番舞は f承和楽J。

42. 陪臆(ばいろ)【左舞、四人舞】

唐楽、平調、中曲、古楽。別装束。武舞。陪腫破陣楽ともいう。林邑の八楽の一つ。斑朗徳の作と

いう。裟羅門僧正と林邑(南ベトナム)の僧の仏哲が天平八年 (736)八月にわが国に伝え、四天王

寺の楽人に教えた。唐楽で笠も入って演奏するが、舞は右方の舞人が舞う。舞人は老懸に巻向の末

額冠(仏事では烏甲)をかぶり、赤系統の禰惜と抱を着て太刀をはき、右手に鉾、左手に楯を持つ

て出る。はじめは鉾と楯とを舞台に置いて舞い、なかばで太刀を抜く。後半は鉾と楯とを持って舞

う。巻慢をつける。番舞は「太平楽J。

43. 八仙(はっせん)【右舞、四人舞】

高麗楽、壱越調、小曲、新楽。別装束。平舞。昆〈嵩ろ八は仙せとも鶴舞ともし、う。渇海楽であったが高麗

楽に編入された。冠鶴のような冠をかぶり、鶴をかたどった面をつける。裾が短く鯉と網を色糸で

刺繍した特殊な八仙の抱を着る。番舞は「北庭楽j。
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44. 白浜(ほうひん)【右舞、四人舞】

高麗楽、双調、中曲、新楽。蛮絵装束。平舞。F 栄円楽ともいう。白浜は韓国の地名をいう。蛮絵

装束を途中で片肩を脱ぎ舞う。冠、巻慢、老懸、挿頭花をつける。番舞は「春庭楽J。

45.北庭楽(ほくていらく)【左舞、四人舞】

唐楽、壱越調、中曲、新楽。襲装束。平舞。北享子、双鼻麗ともいう。宇多天皇(在位、 887--896)

のとき、不老門の北庭でこの曲を作らせたので、この名がある。曲は大戸清上、舞いは三嶋武蔵の

作といわれる。舞人は右肩を脱いだ襲装束問。調子市人は舞台に同時い重吹で入 l

る。番舞は『八仙J。

46. 高秋楽(まんじゅうらく)【左舞、六人舞】

唐楽、盤渉調、新楽。襲装束。平舞。唐楽の四大曲の一つ。林邑の八楽の一つ。天平八年 (736)

八月にインドの僧、裟羅門僧正と南ベトナムの仏哲がわが国に伝えた。奈良の大安寺で大阪の四天

王寺の楽人に林邑の八楽のうち七曲は教えられたが、この『高秋楽Jは秘曲として教えられなかっ

た。しかし十年後、大仏殿の慶賛会の時、はじめて教えられて公開したという。特殊な大きな甲を

かぶり、襲装束の両肩をぬぐ。番舞は『地久J。

47. 央官楽(ょうぐうらく) (左舞、四人舞】

唐楽、黄鐘調、中曲、新楽。蛮絵装束。平舞。承和九年 (842)に皇太子を立てる儀式のときに仁

明天皇の勅山林真的つ山大戸清川つ向いう。老懸をつけた冠山り l 

巻鰻、蛮絵装束を着て舞う。番舞は「綾切J。

48.輪台(りんだい) (左舞、四人舞】

唐楽、盤渉調、中曲、新楽。襲装束。平舞。輪台は中国の西域の地名である。青海波の序として

舞う。平調の曲で伝えられたが、仁明天皇の勅によって和遁部大田麿が盤渉調に改作し、良峯安世 l

が舞を作った。襲装束に特別な甲を用いる。番舞は『敷手J。

ID.平家時代に行われた曲目

1.安摩・二ノ舞(あま・にのまい)【左舞、二人舞】

唐楽、壱越調、中曲、古楽。平舞。林邑の八楽のーっとして仏哲によって伝えられ、仁明天皇の

御代 (833--850)に勅によって大戸清上が改作した。送、躍のある巻慢の冠に蔵面をつけ、官接う支の

両肩をぬぐ。「二ノ舞j と組んで舞う。安摩はL坊令〈を、二ノ舞は梓を持って舞う。

2.延喜楽(えんぎらく)【右舞、四人舞】

高麗楽、壱越調、中曲、新楽。醍醐天皇の延喜八年 (908)に藤原忠房が作曲し、敦実新王が舞を作

り、ときの年号をとって曲名とした。一説には笛師の建部逆麿が作曲したともいう。万歳楽と組ん

で慶賀のときに必ず舞われた。舞人は襲装束を着用し、右肩をぬぐ。番舞は f万歳楽j。
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3.振鉾(えんぶ)【一人舞】

乱声。舞楽の最初に舞われる儀式的な舞曲である。まず左方の舞人一人が舞台に上がり、鉾を上下

左右に打ち振って一節を舞う。次に右方の舞人が同じように舞う。最後に「あ合わせぽ鉾こJといい、左右の
え振ん鉾.&:さんぜ節っ 烏とりかぶと

舞人が並んで三節を舞う。このように三度舞うことを「 三 jという。舞人は 甲を被り、左

方の舞人は赤色、右方の舞人は萌黄色の襲装束を着け、み右ぎか肩た白祖書の姿である。天地の神と祖先の霊に

「天地長久・四海太平・五穀豊穣・雅育成就Jなどの祈りを捧げ、悪魔を払い舞台を清める宗教的

な意味を持つ。

4. 皇仁庭(おうにんてい)【右舞、四人舞】

高麗楽、壱越調、中曲、新楽。平舞。応神天皇の十六年 (286)、百済から来日して帰化した漢の

高祖の子孫という王わ仁にから、この曲名が起こった。東宮の冠礼に「喜春楽j とともに舞われる。襲

装束の右肩をぬぎ、特殊な甲、面、牟子をつける。番舞は「喜春楽J。

5.賀殿(かてん)【左舞、四人舞】

唐楽、壱越調、中曲、新楽。平舞。甘泉楽とも、含泉楽ともいう。承和年間 (834""-847)に遣唐

判官の藤原貞敏がこの曲をわが国に持って帰った。仁明天皇(在位、 833""-850)の勅によって林真

倉が舞を作った。独特の甲をかぶり右肩をぬいだ襲装束を着る。番舞は「長保楽j。

6.迦陵頻(かりょうびん)【左舞、四人舞】

唐楽、壱越調、中曲、古楽。童舞。別装束。不言楽、鳥ともいう。林邑の八楽の一つ。祇園精舎

の供養の日に極楽にいるといわれている、めでたい迦陵頻伽という霊鳥が飛んできて舞ったありさ

まを妙音天が舞とした。頭に紅梅を挿した天冠、背に美しい烏の羽をつけ、両手に銅拍子を持って l

打ちながら舞う。番舞は「胡蝶J。

7.甘州(かんしゅう)【左舞、四人舞】

唐楽、平調、準大曲、新楽。唐の玄宗孝悌の作ともいう。曲名は、甘粛省の甘州の地名による。甘

州は甘竹の産地で甘竹を切り出す時、この曲を演奏すると竹の根にいる害虫が害虫を食べる鳥の鳴

声と間違え、人に害を与えなかったという。四人の舞人による優雅な「文舞jで、舞人は襲装束の

両肩を脱いだ姿で舞う。烏甲は、厚紙に四手雲を織り出した金欄を張り、五七の桐の透彫りの金具

を付ける。番舞は「林歌J。

8.貴徳(きとく)【右舞、一人舞】

高麗楽、壱越調、破、中曲、新楽。別装束。走舞、武舞。古代中国の漢に降伏し貴徳候と名乗った

旬奴の王将の勇姿を表したものといわれ、渇海地方から伝えられたという。舞人は禰措装束に太刀

を帯び、手に鉾を持ち、勇猛な面をつける。別甲、牟子、鉾、太万、童舞太刀を持つ。番舞は、「散

手J。

9.五常楽(ごじようらく)【左舞、四人舞]

唐楽、平調、中曲、新楽。平舞。礼儀楽ともいう。唐の太宗(在位、 627""-649)の作。仁義礼智

信の人の行うべき道を五声にはめて作られ、礼儀楽の名がある。右肩をぬいだ蛮絵装束で舞う。冠、

巻鰻、老懸の武官姿である。番舞は「登天楽J。
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10.胡蝶(こちょう)【右舞、四人舞】

高麗楽、壱越調、小曲、新楽。童舞。別装束。天冠に山吹の花をつけてかざしとし、背に蝶の羽

を負い、右手に山吹の花束を持って舞う。法要の際に「迦陵頻Jとともに舞われた。天冠、童髪、興会

花、羽根をつける。番舞は f迦陵頻j。

11.狛鉾(こまぼこ)【右舞、四人舞]

高麗楽、壱越調、中曲、新楽。平舞。別装束。樟持舞などという。朝鮮の貢物を運ぶ船が五色に彩

色した梓で舟を操って港に入るさまを舞にしたという。四人の舞人が樟を引し、て舟をこぐ舞のふり

がある。近衛の役人の乗馬装束と同じ、錦のへりのついた萌黄色の4武Eかん官り補よう惜とうを着け、お老いか懸けのついた

末額冠をかぶる。巻鰻、悼を持つ。番舞は「打球楽j。

12. 散手(さんじゅ)【左舞、一人舞】

唐楽、太食調、中曲、新楽。走舞。武舞。別装束。主皇破陣楽ともいう。竜甲をかぶり、威厳のあ

る面をつけ、毛べりの禰植を着て、太刀をはき鉾を持って舞う。番舞は「貴徳j。

13.三台塩(さんだいえん)【左舞、四人舞】

唐楽、平調、中曲、新楽。唐の則天武后(在位、 690.......704)の作といい、襲装束を着て舞った。

しかし現在、舞は絶えている。番舞は『皇仁庭jであった。

14.敷手(しきて)【右舞、四人舞】

高麗楽、壱越調、中曲、新楽。平舞。重来舞ともいう。平安時代に崩海国から貢物を持って来た船

が度々重ねて来るように願い、風俗舞を作って奉ったのが、この曲であるともいう。蛮絵装束、冠、

巻躍、老懸の姿である。番舞は「憂頭舞jまたは f輪台J。

15. 春鴛鴫(しゅんのうでん)【左舞、六人舞】

唐楽、壱越調、大曲、新楽。天長宝寿楽、和風長寿楽、天長最寿楽ともいう。唐楽の四大曲のー

つ。唐の高宗(在位、 650.......683)は音楽に通じ、鴬の鳴き声を聞き楽工の白明達にその声をもとに

して、この曲を作曲させた。襲装束の両肩をぬぎ、特別の甲をかぶる。番舞は f退走禿j。

16.新烏蘇(しんとりそ) [右舞、四人舞・六人舞。]

高麗楽、壱越調、大曲、新楽。平舞。高麗楽の四大曲の一つ。嵯峨天皇(在位、 809.......823)の時、

高麗の笛師下春が伝えたといわれる。襲装束の両肩をぬぎ、特殊な甲をかぶり、面をつける。後ごさ参んば拝ち

を持つ。番舞は f皇帝jであった。

17.蘇合香(そこう)【左舞、六人舞】

唐楽、盤渉調、大曲、新楽。平舞。襲装束。唐楽の四大曲の一つ。蘇合ともいう。釈噂入滅後二百

年、インド摩伽陀国の阿育王が病気により、小アジアに産する蘇合香(まんさく科の落葉喬木)の

薬草を飲んで全快したのを喜んで育喝にこの曲を作らせたという。舞人は蘇合の草をかたどった特

殊な菖蒲の甲をかぶって舞う。インドの曲が唐に伝わり、それを遣唐舞生の和遁武島継が延暦年間

(782.......805)にわが国に伝えた。番舞は「進走禿J。
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18.太平楽(たいへいらく)【左舞、四人舞】

唐楽、太食調、中曲、新楽。武舞。別装束。武将破陣楽などともいう。古代中国の武将の舞である。

漢の高祖が天下統ーを成し遂げたときの剣の舞を移したもの(r楽家録J)という説がある。代表的

な武舞の一つで、 四人の舞人は鎧兜を着け、か肩た喰〈い・す腔ねあ当て・龍こ手てを着け、太刀を帯び魚き(l.た袋いとや胡な錨ぐいを背

負い、手に鉾をもって舞う。魚袋は中国の宮廷の出入りのときに見せる魚符を入れる袋をいう。肩

喰と帯喰はともに舞人四人とも形が異なっている。番舞は「狛鉾Jr陪腫jなど。

19.納曽利(なそり) (または話静)【右舞、一人舞・二人舞】

高麗楽、壱越調、小曲、新楽。走舞。別装束。落障の場合一人舞。納蘇利ともいう。納曽利は一人

舞のとき落障といい、二人舞のとき双龍舞という。つりあごの面をつけ、毛べりの禰措装束を着て

銀の梓を右手に持って舞う。牟子をかぶる。番舞は「蘭陵王j。

20.抜頭(ばとう) [左舞、一人舞】

唐楽、太食調、小曲、古楽。走舞。別装束。林邑の八楽の一つ。父を猛獣にかみ殺された西方の野

蛮人が、山にわけ入ってその獣を殺して仇をうち、喜んで山路を駆け下りてくるありさまを舞にし

たものという。舞楽のときは、只拍子で舞う左方の舞と夜多羅拍子で舞う右方の舞がある。舞人は

髪をふり乱して、眉をつり上げた赤い面をつけ、毛べりの補惜を着て右手に梓を持って舞う。天王

寺の楽家に伝わる舞が絶えたので、寛政八年(1796)、厳島神社の楽人棚守元貞が岡昌調に再び伝え

返したという。牟子をかぶり梓を持つ。番舞は f還城楽J。

21.万歳楽(まんざいらく)【左舞、四人舞】

唐楽、平調、中曲、新楽。平舞。煽帝万歳楽ともいう。鳳風の飛来を街梯とさせる平舞の名曲。唐

の則天武后(在位、 690-704)の作とも、隔の揚帝(在位、 605-616)の作ともいう。『太平楽Jと

共に即位の礼の大饗を初め、慶賀の時には必ず舞われるも。舞人は、烏甲を被り、右肩をぬいだ襲

装束姿で舞う。番舞は「延喜楽J。

22.蘭陵王(らんりょうおう)【左舞、一人舞】

唐楽、壱越調、中曲、古楽。走舞。別装束。林巴の八楽の一つ。「陵王Jr羅陵王j ともいう。中国

の北斉の玉、長恭は美形の将軍であったので、戦場に出るときは常にいかめしい龍の仮面を被って

指揮をとった。この舞は、長恭が周の軍と戦い大勝をおさめた時の姿を舞曲にしたものである。舞

人は毛べりの禰楢装束を着て、右手に金色の梓を持って勇壮に舞う。およそ舞楽のうちでも最も軽

快華麗なものである。番舞は「納曽利J。

23.林歌(りんが) [右舞、左舞、四人舞]

唐楽、平調、小曲、新楽。高麗楽、平調、小曲、新楽。平舞。別装束。唐楽と高麗楽とに同名の曲

がある。唐楽の曲には舞はないが、高麗楽には舞がある。高麗楽のうちで唯一の平調の曲。『体源抄』

には兵庫允の王手公頼の作、『楽家録』には高麗の下春の作と記されている。舞人は鼠のような特殊

な甲をかぶり、金、黄、自の三色の刺繍をした鼠の模様のある短い抱を着る。金銀白でコ十匹以上

の鼠が刺繍されている。袖先と袖の金欄縁には五七桐と唐草の文様がある。番舞は『甘州j。
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[表 10]厳島神社所蔵能・狂言面

能面 (98)

番号

神社番号
品名 名称 作者伝来 制作年代 銘・備考

1 659A 能面 翁0) 室町時代 「奉寄口願主至規守勝(花押)文明旧年卯月

廿三日J(墨書) (1477) 

2 639A 能面 翁 (2) 酒在 室町時代 「酒在作為天文十三七月十一日 木村徳万参J

(刻印)(1544) r厳嶋御神物宝暦十二年六月J(朱漆)

(1762) 

3 660A 能面 翁 (3) 江戸時代 [延宝九辛酉年九月吉日 奉寄進厳島神社願主

幸清五郎正氏J(1681) 

4 660B 能面 黒式尉0) 夜叉 室町時代 「夜文作喜多七太夫口能(花押)J (朱漆)

5 639B 能面 黒式尉 (2) 室町時代 「イットウサクJ(刻印)

6 659B 能面 黒式尉 (3)

7 661 能面 黒式尉(4)

8 710 能面 延命冠者 室町時代

9 671A 能面 小尉0) 出目寿満 江戸時代

10 672 能面 小尉 (2)

11 658 能面 三光尉0) 出目満忠 江戸時代 f厳島神庫為収蔵依求以家侍之形令出目満忠

打之者也文化十突酉喜多古能(花押)J(朱漆)

(1813) 

12 689A 能面 三光尉 (2)

13 890 能面 笑尉

14 666 能面 石王尉(1)

15 689B 能面 石王尉 (2)

16 646 能面 鷲鼻悪尉 出自満忠 江戸時代 「厳島神庫為収蔵依求以家侍之形令出目満忠

打之者也文化八辛未喜多古能(花押)J (1811) 

17 670 能面 鼻癌悪尉

18 664A 能面 神体(1) 越前出目家初代 室町時代 (鼻上部十本下部三本の縦鈎目の細工印)

満照か二代則満か

19 664B 能面 神体 (2) 出目満照 室町時代 f歌舞J(刻印)

20 664C 能面 神体 (3) 桃山時代 I久千J(刻印)r佐世石見守厳島口寄進J

21 654 能面 前官房~(l) 出目満忠 江戸時代 「厳島神庫為収蔵依求以家侍之形令出目満忠

打之者也喜多古能(花押)J (朱漆)

22 966 能面 榔郡男 (2)

23 665 能面 天神 児玉家 f児玉J(焼印)
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24 681 能面 不動(1) (賀来か) 室町時代

25 709 能面 不動 (2) I明治七年第三月奉納岩田善三郎J

26 643 能面 十六 出目満忠 江戸時代 「厳島神庫為収蔵依需以家侍之形令出目満忠

打之者也文化八辛未歳喜多古能(花押)J (朱

漆) (1811) 

27 655 能面 中将(1) 江戸時代 『触島神庫為収蔵依求以家侍之形令出目満忠

打之者也喜多古能(花押)J(朱漆)

28 698A 能面 中将 (2) 「満永(花押)J (朱漆)

29 698B 能面 中将 (3)

30 698C 能面 中将 (4)

31 700A 能面 平太(1) f満永(花押)J(朱漆)

32 700B 能面 平太 (2) 「河井彦太郎Jr佐世石見守J

33 736 能面 平太 (3)

34 693 能面 童子 江戸時代 「延宝四年奉寄進御口智能(花押)費口口喜

(慈童)(1) 多口口口J(朱漆墨書) (1676) 

35 729 能面 童子 f三原屋九右門寄進J

(慈童)(2) 

36 697A 能面 小喝食(1) 角ノ坊 桃山時代 「天下一若狭守J(焼印)

37 697B 能面 小喝食 (2) イセキ 桃山時代 「イセキJ(焼印)

「元禄六突酉年極月十七日 肢嶋御社願主徳永

平左衛門定利J(朱漆寄進)

38 648 能面 小面(1) 「文化八辛未喜多古能(花押)J

39 649 能面 小面白) 出目満忠 江戸時代 f厳島神庫為収蔵依求以家侍之形令出目満忠

打之者也文化八辛未喜多古能(花押)J(朱漆)

(1811) 

40 675 能面 小面白) 江戸時代 「喜多七太夫奉納成若(花押) 正徳二年三月吉

日J(金泥) (712) 

41 676A 能面 小面(4) 角ノ坊 桃山時代 「天下一若狭守J(焼印)

42 676B 能面 小面白)

43 676C 能面 小面 (6)

44 708 能面 小面 (7) 出目満忠 江戸時代

45 667A 能面 増(l) 口口清久 「口口清久J(焼印)

46 667B 能面 漕 (2) 江戸時代 「盈親(花押)J (金泥)

47 677C 能面 節木増 (3)

48 684 能面 深井

49 678A 能面 百免(l) 大野出目家初代 桃山時代 「出目J(焼印)

是閑吉満か
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50 678B E中giID回 由見 (2)

51 671B 能面 姥(I) 出目寿満 江戸時代 I出目寿満J

52 673 能面 姥 (2) 「奉寄進 山口五左衛門J(刻印)

53 705 能面 姥 (3) 桃山時代 「佐世石見守厳嶋寄進J(墨書)

54 692A 能面 泥眼(1) 出目満忠 江戸時代 f文化七年喜多古能(極)出目満忠作」

55 692B 能面 泥眼 (2)

56 644 能面 泥眼 (3)

57 667B 能面 釣眼(1) 谷崎某 江戸時代 f延享元甲子稔四月日阿州家中出目門人谷崎氏作之

願主同家中山崎氏一正納之J(1744) 

58 667C 能面 釣眼 (2)

59 685A 能面 痩女(1)

60 685B 能面 痩女 (2)

61 680A 能面 檎垣女(I) 桃山時代 f佐世石見守厳嶋寄進J(墨書)

62 686 能面 檎垣姥 (2) 桃山時代 「佐世石見守厳嶋寄進j

63 701A 能面 痩男(1) 角ノ坊 桃山時代 「天下一若狭守J(焼印) r寛政玉突丑年寄進道家

大三郎之敬」

64 701B 能面 痩男 (2)

65 857 能面 痩男 (3) 「喜多古能(極)出目満忠作」

66 能面 痩男(4)

67 694 能面 径主(1) 児玉家一派 江戸時代 「児玉J(焼印)

68 694B 能面 怪士 (2)

69 647 能面 真角(1) 出自満忠 江戸時代 「融島神庫為収蔵依求以家博之形令出目満忠

打之者也文化八辛未喜多古能(花押)J (1811) 

70 674 能面 真角 (2)

71 652 能面 東江 「喜多古能(極)出目満忠作J

72 645 能面 笠鼠 出目満忠 江戸時代 「厳島神庫為収蔵依求以家侍之形令出目満忠

打之者也文化八辛未喜多古能(花押)J (朱漆)

(1811) 

73 690 能面 般若(1) 桃山時代 「佐世石見守J(墨書)

74 691 能面 般若 (2) 出目満忠 江戸時代 「厳嶋神庫為収蔵依求以家惇之形令出目満忠

打 之者也 文化七庚午歳 喜多古能(花押)J 

(1810) 

75 641 能面 般若 (3)

76 707 能面 黒髭(1) 三光坊 室町時代 I黒髭面三光坊作宝生太夫友勝(花押)J (金

泥)

77 668 能面 黒髭 (2) 室町時代 I棚守元房調J(刻印)

78 650 能面 尖;露出 (1) 出目満忠 江戸時代 「厳島神庫為収蔵依求以家博之形令出目満忠
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打之者也文化八辛未喜多古能(花押)J (18 ll) I 

79 667A 能面 大飛出 (2) 桃山時代 「佐世石見守厳嶋寄進J(墨書)

80 688A 能面 4、;提出 (1) 「鹿嶋京橋町奉寄進松井惣左衛門和口J(朱漆)

81 688B 能面 小飛出 (2)

82 687A 能面 猿飛出(1)

83 687B 能面 猿飛出 (2)

84 640 能面 実議免(1) 出目満忠 江戸時代 「厳嶋神庫為収蔵依求以家博之形令出目満忠

打之者也文化七庚午歳喜多古能(花押)J (朱

漆) (1810) 

85 679 能面 大嬉見 (2) 桃山時代 「佐世石見守厳嶋j

86 696 能面 長霊癒見 f奉寄進二面内松井彦四郎J(刻印)

87 651 能面 小癒見(1) 出目満忠 江戸時代 f厳島神庫為収蔵依求以家侍之形令出目満忠

打之者也文化八辛未喜多古能(花押)J(1811) 

88 730 能面 小癒見 (2)

89 642 能面 軍 出目満忠 江戸時代 「厳嶋神庫為収蔵依求以家侍之形令出目満忠

打之者也文化七庚午歳喜多古能(花押)J (朱

漆) (1810) 

90 702 能面 小獅子(聾)越前出自家 桃山時代

二代則満か

91 683 能面 景清 「面十七枚の内、有浦惣中、棚守口口J(朱漆)

92 656 能面 頼政(1) 出目満忠 江戸時代 f厳島神庫為収蔵依求以家侍之形令出目満忠

打之者也文化十突酉歳喜多古能(極)J (1810) 

93 682 能面 頼政 (2) 桃山時代 「佐世石見守厳嶋寄進J(墨書)

94 695 能面 弱宮崎

95 680 能面 ~~'kう 児玉家一派 江戸時代 「児玉J(焼印)r奉寄進富島常昌J(朱漆)

96 653 能面 山姥(1) 出目満忠 江戸時代 I厳島神庫為収蔵依求以家侍之形令出目満忠

打之者也喜多古能(極)J

97 699A 能面 山姥 (2) 桃山時代 「佐世石見守厳嶋寄進J(墨書)

98 699B 能面 山姥 (3)

狂言面 (35)

番号

神社番号
品名 名称 作者伝来 制作年代 銘・備考

1 711A 狂言面 紅え(1) 「大和作J(墨書紙張)

2 711B 狂言面 祖父 (2)

3 711C 狂言面 祖父 (3)

4 711D 狂言面 祖父(4)
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5 717 狂言面 "1'髭(1)

6 728 狂言面 登髭 (2)

7 719A 狂言面 黒井関

8 719B 狂言面 井関

9 735 狂言面 毘沙問(1) 室町時代 (花押) r上J(刻)

10 738 狂言面 見沙問 (2)

11 712A 狂言面 武悪(1)

12 712B 狂言面 武悪 (2)

13 712C 狂言面 武悪 (3)

14 712D 狂言面 武悪 (4)

15 713B 狂言面 乙(1)

16 714A 狂言面 乙 (2)

17 714B 狂言面 乙 (3)

18 713A 狂言面 ふくれ

19 715 狂言面 おりょう

20 716A 狂言面 賢徳(1) 「唐橋殿之作六左衛門尉寓之J(刻印)

21 716B 狂言面 賢徳 (2)

22 732 狂言面 賢徳 (3)

23 737 狂言面 賢徳 (4)

24 718 狂言面 鼻引 藤原忠春寄進

25 720 狂言面 空吹(1) 室町時代 (花押) r下J(墨書)

26 731 狂言面 空吹 (2)

27 721 狂言面 にたり

28 726 狂言面 小猿

29 727 狂言面 大猿

30 722 狂言面 狐

31 723 狂言面 犬

32 724 狂言面 通円

33 725 狂言面 恵美須

34 734 狂言面 大黒

35 868 在言面 清水の面
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[表 11]厳島神社所蔵能・狂言装束

能装束 (119)

番号 品名 名称 制作年代 銘・備考

1 唐織 盆文紅地周且.桜雪持笹文様唐織 桃山時代 昭和四十五年五月二十五日重文指定

2 唐織 重文段替り菊笹亀甲大内菱文様唐織
桃山時代

「棚守J(角墨印)平成十八年三月十七日|

重文指定

3 唐織 紺地牡丹唐草文様唐織 桃山時代 「棚守J(角墨印)

4 唐織 段に向鶴菱繋ぎ文様唐織 桃山時代

5 唐織 黄地立桶に蝶楓文様唐織 桃山時代 f棚守J(角墨印)

6 唐織 茶地石畳鱗に菊折枝文様唐織 江戸初期

7 唐織 紅地変り菱に扇面散文様唐織 江戸初期

8 唐織 白地向鶴菱入子菱繋ぎに八重菊文様唐織 江戸初期

9 唐織 紅地花菱亀甲繋ぎ文様唐織 江戸初期

10 唐織 紅地幸菱文様唐織 江戸初期

11 唐織 紅地寵自に鉄線花文様唐織 江戸中期

12 唐織 紅地菊芭に蝶文様唐織 江戸中期

13 唐織 白地入子菱に楓葉文様唐織 江戸中期

14 唐織 黄地鳳風唐草文様唐織 江戸中期

15 唐織 白地菊折枝文様唐織 江戸時代 「棚守J(角墨印)

16 唐織 紅地枝垂桜に舞楽文様唐織 江戸後期 f宮島御奉行青木猪助殿御調J(墨書)

17 唐織 段替り龍自に秋草文様唐織 「文化九壬申三月御調 御奉行青木猪助
江戸後期

殿J(墨書) (1812) 

18 唐織 紅地芝に雪輪椿菊水仙文様唐織 江戸時代

19 唐織 紅地檎垣に草花の丸文様唐織 江戸時代

20 唐織 段替り網目に詰~嘗文様唐織 「文化十年酉三月吉日 宮島御奉行青木
江戸後期

猪助殿新御調J(墨書) (1813) 

21 唐織 段替り七宝に離朝顔菊文様唐織 「文化十二亥季三月吉日 宮島御奉行伊
江戸後期

藤半右エ門殿新御調J(墨書) (815) 

22 唐織 茶地亀甲に向鶴菱文様唐織 「文政九成年 御奉行伊藤半右衛門殿
江戸後期

御調J(1826) 

23 唐織 段替り松皮菱に草花文様唐織 江戸時代

24 唐織 段替り檎垣に芙蓉文様唐織 江戸時代

25 唐織 白地青海波に団扇朝顔文様唐織 江戸時代

26 唐織 茶地鉄線花唐草文様唐織 江戸時代
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27 唐織 段替り花菱に紋尽し文様唐織 江戸時代

28 唐織 段替り銀杏文様唐織 江戸時代

29 厚板 段に石畳藤丸と格子菊花文様厚板 江戸前期

30 厚板 段替り鱗に格子と雷文繋ぎ貝文様厚板 江戸前期

31 厚板 段替り丸龍と雲文様厚板 江戸時代

32 厚板 茶地向鶴菱に槌車と雲文様厚板 江戸時代

33 厚板 段替り雷文繋ぎに丸龍唐太鼓文様厚板 江戸時代

34 厚板 段替り雷文繋ぎに丸龍文様厚板 江戸時代

35 厚板 段替り雷文繋ぎに笹巴文様厚板 江戸時代

36 厚坂 段替り亀甲に向獅子牡丹文様厚板 江戸時代

37 厚板 段替り松竹梅の丸文様厚板 江戸時代

38 厚板 段替り波に槌車と変り格子文様厚板 江戸時代

39 厚板 段替り亀甲と鱗に雲輪宝文様厚板 江戸時代

40 厚板 段替り鱗に桐花菱文様厚板 江戸時代

41 厚板 段替り敷瓦花木案文様厚板 「文化十年酉三月吉日 宮島御奉行青木
江戸後期

猪助殿新御調J(墨書) (1813) 

42 厚板 段替り花勝見と幸菱文様厚板 「文化十年酉三月吉日 宮島御奉行青木
江戸後期

猪助殿新御調J(墨書) (1813) 

43 厚板 段替り敷瓦宝尽し文様厚板 江戸時代 (狂言用)

44 厚板 段替り縞地に槍垣藤花文様厚板 江戸時代 f棚守J(角墨印)

45 厚板 段替り柳文様厚板 江戸時代 (翁専用の厚板唐織)

46 厚板 段替り桐唐草文様厚板 江戸時代 {厚板唐織)

47 厚板 段に石畳桐唐草文様厚板 江戸時代 f棚守J(角墨印)

48 厚板 萌葱地松文様厚板 江戸時代

49 厚板 白地紋尽し文様厚板 江戸時代

50 厚板 白地小格子厚板 江戸時代 f棚守J(角墨印)

51 厚板 白地小格子厚板 江戸時代

52 厚板 段に大格子と桐唐草文様厚板 江戸時代

53 厚板 白地大格子厚板 江戸時代

54 厚板 白地雷文繋ぎ文様厚板 「文政九成年御奉行伊藤半右衛門殿調
江戸後期

之J(墨書) (1826) 

55 厚板 石畳に丸龍と雲文様厚板 江戸時代 (子方用)

56 厚板 段替り見沙門亀甲に草花の丸文様厚板 江戸時代 (子方用)

57 縫箔 段に扇と団扇文様縫箔 江戸中期 「棚守J(角墨印)
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58 縫箔 菊唐草腰明文様縫箔
江戸中期

「奉寄進d、袖ーツ施主当島住西方宝

永元三月吉日院法印宥成J(墨書)(1703) 

59 縫箔 紺地紋尽し文様縫箔 「裡易 寛政六甲寅年三月吉民浅野
江戸後期

氏J(墨書) (1794) 

60 縫箔 黄地納骨に桐文様縫箔 f文化八年未三月吉日 宮島御奉行青木
江戸後期

猪助殿新御調J(墨書) (1811) 

61 縫箔 黒地紋尽し文様縫箔 「文政九成年御奉行伊藤半右衛門殿
江戸後期

御調J(墨書) (1826) r道成寺」用

62 縫箔 茶地松原文様縫箔 「文化九壬申三月御調御奉行青木猪助
江戸後期

殿J(1812) 

63 縫箔 萌葱地破れ七宝繋ぎに薮柑子文様縫箔 I文化十二亥季三月吉日 宮島奉行伊藤
江戸後期

半右衛門殿新御調J(墨書) (1815) 

64 縫箔 浅葱地霞に若松折鶴文様縫箔 江戸時代

65 縫箔 紅地網に桜折枝と短冊文様縫箔 江戸時代

66 縫箔 紅地菊吉文様縫箔 江戸時代

67 縫箔 紅地波に海松と貝尽し文様縫箔 江戸時代

68 縫箔 紫地流水に河骨文様縫箔 江戸時代

69 縫箔 萌葱地流水に桜筏文様縫箔 江時時代

70 縫箔 紺地宝尽し文様縫箔 江戸時代 (狂言用)

71 縫箔 紺地秋草文様縫箔 江戸時代

72 縫箔 白地井筒に雪輪と草花の丸文様縫箔 江戸時代

73 縫箔 紅地檎垣に社若葵文様縫箔 江戸時代 「棚守J(角墨印) (子方用)

74 縫箔 紅地青海波に海松と貝尽し文様縫箔 江戸時代 (子方用)

75 摺箔 鱗文様金摺箔 江戸時代 I棚守J(角墨印)

76 摺箔 鱗文様銀摺箔 f文化十二亥季コ月吉日 宮嶋御奉行伊
江戸後期

藤半右衛門殿新御調J(墨書) (1815) 

77 摺箔 鱗文様金摺箔 「文政九成年御奉行伊藤半右衛門殿
江戸後期

御調J(墨書) (1826) 

78 摺箔 麻葉文様銀摺箔 江戸時代

79 摺箔 立桶に蔦文様金摺箔 「文化十二亥季三月吉日 宮嶋御奉行伊
江戸後期

藤半右衛門殿新御調J(墨書) (1815) 

80 製火目 段現火目 江戸時代

81 炭火目 段製火目 江戸時代

82 喫火目 腰替り耕文様喫火目 江戸時代
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83 喫火目 腰替り段費火目 f宮浜享和三突亥歳三月吉日 御奉行
江戸後期

青木猪助殿新御調J(墨書) (1803) 

84 喫火目 腰替り小格子喫火目 江戸時代

85 喫火目 段喫火目 「文化八年三月吉田 宮島御奉行青木猪
江戸後期

助殿新御調J(墨書)(1811) 

86 現火目 腰替り小格子製火目 江戸時代

87 炭火目 段炭火目 江戸時代

88 喫火目 腰替り折鶴文様製火目 f狂言方文化八年未三月吉日 宮島御
江戸後期

奉行青木猪助殿新御調J(墨書)(1811) 

89 喫火目 段喫火目 江戸時代

90 喫火目 萌葱地小格子製火目 江戸時代

91 炭火目 白地小格子製火目 江戸時代

92 喫火目 茶地小格子製火目 江戸時代

93 現火目 段喫火目 江戸時代

94 狩衣 萌葱地萄江文様狩衣 江戸時代

95 狩衣 青地根引松文様狩衣 江戸時代

96 狩衣 紺地雲と剣鍬の亀甲文様狩衣 江戸時代

97 狩衣 紺地鱗に橘文様狩衣 江戸時代

98 狩衣 紺地牡丹立桶文様狩衣 江戸時代

99 法被 紫地角繋ぎに牡丹文様法被 江戸時代

100 法被 紅地牡丹唐草文様法被 江戸時代

101 法被 萌葱地竹と盤長文様法被 江戸時代

102 法被 紺地綾杉に菊唐草文様法被 江戸時代

103 側次 萌葱地雲と輪宝文様側次 江戸時代

104 長絹 茶地萩吉文様長絹 江戸時代 「棚守J(角墨印)

105 長絹 黄地花龍と蝶文様長絹 江戸時代

106 長絹 白地花車と桜折枝文様長絹 江戸時代

107 長絹 紫地蔦と水玉文様長絹 江戸時代

108 長絹 紫地松に蔓と晴蛤文様長絹 江戸時代 「棚守J(角墨印)

109 長絹 濃緑地吉祥唐草蝶鳥文様長絹 江戸時代

110 長絹 紅地芭牡丹唐草に蝶文様長絹 江戸時代

111 舞衣 紅地花製斗に胡蝶文様舞衣 江戸時代 「謹而奉寄進之信J(墨書別布)付

112 舞衣 紫地椿と桐の折枝文様舞衣 江戸時代 f棚守J(角墨印)

113 水衣 白茶地縄水衣 江戸時代

114 直垂 浅葱地切金に鶴菱文様直垂 江戸時代
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115 直垂 白茶地松と笹文様直垂 江戸時代 (袴有)

116 直垂 浅葱地鶴亀文様直垂 江戸時代 (袴有)

117 直垂 萌葱地切金に鶴亀文様直垂 江戸時代

118 直垂 茶地鶴文様直垂 江戸時代 「棚守J(角墨印)

119 直垂 黒地鶴亀文様直垂 江戸時代 (袴有)

狂言装束 (34)

番号 品名 名称 制作年代 銘・備考

1 縫箔 重文茶地帯「碕鷺文縫箔 桃山時代

2 縫箔 重文白地鳳風柳桜文縫箔 桃山時代

3 縫箔 重文白地問議場菊文縫箔 桃山時代 「宮島J(墨書)

4 縫箔 重文紅地楓菊桐智砦文縫箔 桃山時代

5 素襖 藍地冊子散し文様素襖 江戸時代

6 素襖 藍地雲に芦繭文様素襖 江戸時代 f棚守J(角墨印) (袴有)

7 素倹 茶地松皮菱にさ文様素襖 江戸時代 「棚守J(角墨印)

8 素襖 浅葱地忍と車霞に立桶文様素襖 江戸時代 「棚守J(角墨印)

9 素襖 白茶地竹と霞に梅松文様素襖 江戸時代 「棚守J(角墨印) (袴有)

10 素襖 将棋駒散し文様素襖 江戸時代

11 素襖 鳥居文様素襖 江戸時代 (袴有)

12 素襖 茶地雷文繋ぎに源氏香文様素襖 江戸時代

13 肩衣 放駒と竹矢来文様肩衣 江戸時代

14 肩衣 枇把と鱗文様肩衣 江戸時代

15 肩衣 御簾に英と波文様肩衣 江戸時代

16 肩衣 網に燕文様肩衣 江戸時代 「棚守J(角墨印)

17 肩衣 矢襖と石垣文様肩衣 江戸時代 f宮島J(墨書)

18 肩衣 萩文様肩衣 江戸時代

19 肩衣 亀と石畳文様肩衣 江戸時代

20 肩衣 網文様肩衣 江戸時代

21 肩衣 稲妻に梅花文様肩衣 江戸時代

22 肩衣 括猿と雷文繋ぎ文様肩衣 江戸時代

23 肩衣 忍、と車文様肩衣 江戸時代

24 肩衣 笹文様肩衣 江戸時代

25 肩衣 梶の葉と車文様肩衣 江戸時代

26 肩衣 光琳梅文様肩衣 江戸時代

27 肩衣 霞に秋海業文様肩衣 江戸時代
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28 肩衣 光琳千鳥文様肩衣 江戸時代

29 肩衣 蘭花文様肩衣 江戸時代

30 袴 紋尽し文様袴 江戸時代 「文化九壬申三月御調 御奉行青木

猪助殿J(墨書) (1812) 

31 袴 宝入り縞文様袴 江戸時代 「文化十年酉三月吉日 宮島御奉行

青木猪助殿新御調J(墨書)(1813) 

霊帯・腰帯 (53)

1 帯 草花文様帯 江戸時代

2 量帯 霞に梅文様量帯 江戸時代

3 量帯 波に水藻と貝尽し文様量帯 江戸時代

4 量帯 震に桜文様量帯 江戸時代

5 量帯 亀甲文様量帯 江戸時代

6 量帯 早蕨文様霊帯 江戸時代

7 量帯 花菱文様霊帯 江戸時代

8 量帯 霞に朝顔文様量帯 江戸時代

9 量帯 巻水に河骨文様量帯 江戸時代

10 量帯 枝垂桜文様婁帯 江戸時代

11 童帯 鱗文様霊帯 江戸時代

12 量帯 水面に菱文様量帯 江戸時代

13 量帯 楓葉文様婁帯 江戸時代

14 腰帯 芙蓉文様腰帯 江戸時代

15 腰帯 後草f花文様腰帯 江戸時代

16 腰帯 菊折枝文様腰帯 江戸時代

17 腰帯 牡丹文様腰帯 江戸時代

18 腰帯 鉄線花唐草文様腰帯 江戸時代

19 腰帯 鉄線花文様腰帯 江戸時代

20 腰帯 矢羽文様腰帯 江戸時代

21 腰帯 流水に菊文様腰帯 江戸時代

22 腰帯 海松に員文様腰帯 江戸時代

23 腰帯 桜花文様腰帯 江戸時代

24 腰帯 牡丹唐草文様腰帯 江戸時代

25 腰帯 南天文様腰帯 江戸時代

26 腰帯 双龍文様腰帯 江戸時代

27 腰帯 雨龍文様腰帯 江戸時代
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28 腰帯 飛雲文犠腰務 江戸時代

29 腰帯 海伝に貝文様腰帯 江戸時代

30 腰帯 唐草文様腰祷 江戸時代

31 腰帯 槌率と法の丸紋文様腰帯 江戸時代

32 腰帯 雷文崩し文様腰帯 江戸時代

33 腰帯 鉄線花紋文様腰帯 江戸時代

34 腰帯 変り蔦唐草紋文様腰帯 江戸時代

35 腰帯 蔦の変り木案紋文様腰帯 江戸時代

36 腰帯 笹巴紋文様腰帯 江戸時代

37 腰帯 丸に沢潟紋文様腰帯 江戸時代

38 腰帯 源氏車紋文様腰帯 江戸時代

39 腰帯 桐紋文様腰帯 江戸時代

40 腰帯 丸に鱗紋文様腰帯 江戸時代

41 腰帯 丸に剣花菱紋文様腰帯 江戸時代

42 腰帯 雷文崩し文様腰帯 江戸時代

43 腰帯 五徳紋文様腰帯 江戸時代

44 腰帯 巴紋文様腰帯 江戸時代

45 腰帯 変り蔦唐草紋文様腰帯 江戸時代

46 腰帯 丸に梅鉢紋文様腰帯 江戸時代

47 腰帯 盤長紋文様腰帯 江戸時代

48 腰帯 丸に変り米字紋文様腰帯 江戸時代

49 腰帯 輪宝紋文様腰帯 江戸時代

50 腰帯 雲玉文様腰帯 江戸時代

51 腰帯 牡丹唐草文様腰帯 江戸時代

52 腰帯 吉祥果文様腰帯 江戸時代

53 腰帯 変り格子に小花文様腰帯 江戸時代
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木谷昌光

虞瀬千晃

贋瀬千晃

「厳島の特殊神事についてー神衣献上式・御島週式・管絃祭ーJr芸備地方史研究J207・208合併号
「平安時代における楽舞の実態!r大正史学.~ 29 

「抜頭と相撲節会ー勝負楽としての抜頭と陵王ーJ !r智山学報』

展覧会図録・雑誌等

広島県立美術館編

国立劇場能楽堂調査養成編

国立能楽堂編

3.古典芸能関係文献

芸能一般

伊原敏郎

小宮豊隆・能勢朝次・久松潜ー

河竹繁俊

折口信夫

林屋辰三郎

後藤淑

河竹登志夫

河竹繁俊

森末義彰

佐藤薫

青江舜二郎

本田安次

守屋毅

芸能史研究会

網野善彦他編

山上伊豆母

諏訪春雄他

雅楽(舞楽・管絃)関係

押田良久

荒木祐臣

雅亮会編

吉川英史監修

増本伎共子

東儀俊美編

芝祐靖監修

『厳島神社蔵一能面と能装束展』 広島県立美術館

『秋の特別展厳島神社の能面と能装束』 国立劇場

『特別企画展厳島神社の奉納芸能(舞楽と能)J国立能楽堂

『近世日本演劇史』 早稲田大学出版部

『日本芸能史講話』 紫乃故郷舎

『日本演劇通史』 創元社

『日本芸能史ノート』 中央公論社

『中世芸能史の研究』 岩波書庖

『日本芸能史入門~ (現代教養文庫494) 社会思想社

『日本の芸能』 福村書庖

『日本演劇全史』 岩波書庖

『中世芸能史論考』 東京堂出版

『日本の芸能』 現代情報社

『日本芸能の源流~ (民俗芸双書61) 岩崎美術社

『講座日本の民俗.8 芸能』 有精堂

『近世芸能興行史の研究』 弘文堂

『日本の古典芸能~ 1-8 平凡社

『大系日本歴史と芸能』 平凡社

『日本華能の起源』 大和書房

『講座日本の演劇中世の演劇』 勉誠社

『雅楽鑑賞』 文憲堂七星社

『古代伎楽・舞楽への招待』 福武書庖

『天王寺舞楽』 講談社

『邦楽百科辞典』 音楽之友社

『雅楽入門』 音楽之友社

『雅楽壱具』 東京書籍

『雅楽入門事典』 柏書房

506 

平成 6年(1994)

平成 9年(1991)

平成11年(1999)

平成13年 (2001)

昭和53年(1918)

昭和61年(1986)

平成 6年(1994)

大正13年(1924)

昭和24年(1949)

昭和26年(1951)

昭和32年(1951)

昭和35年(1960)

昭和39年(1964)

昭和41年(1966)

昭和43年 (1968)

昭和46年(1911)

昭和46年(1911)

昭和46年(1911)

昭和54年(1919)

昭和60年(1985)

昭和60年 (1985)

平成 2年(1990)

平成 9年(1991)

平成10年(1998)

昭和44年(1969)

昭和47年(1912)

昭和53年(1918)

昭和田年(1984)

平成14年 (2002)

平成15年 (2003)

平成18年 (2006)



能関係

野上豊一郎 『謡曲全集~ (全6巻) 中央公論社 昭和10年(1935)

野上豊一郎 『能楽全書.~ (6巻) 創元社 昭和18年(1943)

観世栄対肩 『能と狂言~ (伝統と現代3) 学芸書林 昭和45年(1970)

盛末義彰 『中世芸能史論考猿柴の能の発展と中世社会』東京堂出版 昭和46年(1971)

金井清水 『能の研究』 桜楓社 昭和47年(1972)

表章 『能楽史新考』 わんや書庖 昭和54年(1979)

横道高里雄他編 『岩波講座能・狂言』 岩波書庖 昭和62年 (1987)

戸井田道三監修 『能の事典』 三省堂 昭和63年(1988)

松田存 『能・狂言~ (伝統芸能シリースヲ ぎょうせい 平成 2年(1990)

諏訪春雄他 『中世の演劇~ (講座日本の演劇) 勉誠社 平成10年(1998)

神楽・東遊・延年関係

正宗教夫編

武田祐吉編

真下三郎

鈴鹿千代乃

岩田勝

本田安次

『教訓抄~ (日本古典全集) 日本古典全集刊行会

『神楽・他馬楽(附東遊・風俗u 岩波書庖

『広島県の神楽』 第一法規出版

『神道民俗芸能の源流』 国書刊行会

『神楽新考』 名著出版

『日本の伝統芸能~ (本田安次著t懐第十五巻舞楽・延年)錦正社

昭和 3年(1928)

昭和44年 (1969)

昭和田年 (1981)

昭和63年(1988)
平成4年 (1992) 

平成10年(1998)

歌舞伎・浄瑠璃関係

河竹繁俊 『浄瑠璃研究文献集成』

『宮島歌舞伎年代記』

北光書房 昭和19年(1944)

薄田太郎・純一郎

神田由築 『近世の芸能奥行と地域社会』
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国書刊行会 昭和50年(1975)

東京大学出版会 平成11年(1999)




